男女 の 性 斐 ご 、 
女 の 優位 性 。 


男女 の 性 大 と 、 
女性 の 優位 性 。 


mesn | 当 問 目 国 。 上 上 MP) = 
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男女 の 性 差 と 、 女 性 の 優位 性 。 


大 塚 い わ お 


最初 の 入口 。 
ー ロ 説明 - 女 ら し さ 、 男 らし さ に つい て - 


以下 の 表 は 、 男 女 の 性 差 を 、 手 短 に 説明 し ます 。 


女性 


男性 


生物 と し て の 勢力 を 、 温 存する た め 
の 存在 。 


生物 と し て の 勢力 を 、 拡張 す る た め の 存 在 。 


末 養 分 の 豊富 な 、 数 少な い 卵 子 の 担 
い 手 。 初期 の 子育て の 担い 手 。 ( 例 
えば 、 子宮 。 授 乳 。) 


粗製 溢 造 な 精子 の 担い 手 。 


貴重 、 大 切な 存在 。 


粗末 に 扱っ て 構わ な い 存 在 。 (貴重 さ 、 大 切 さ 
に 欠け る 存在 。) 


雪 全 第 一 、 自 己 保身 に 敏感 で ある 存 
在 。 危 険 な こと は 、 自 分 で は 行わ な 
い 存 在 。 (それ を 男性 に や ら せ る 存 
在 。) 。 


女性 に 安全 を 提供 し 、 自 身 は 危険 へ と 王 面 する 
存在 。。 外 敵 を 攻撃 し 、 戦 闘 す る 存在 。 


内 側 、 奥 に いよ うと する 存在 。 既 知 
の 領域 に と ど ま る 存在 。 


外側 へ と 四 出 し 、 対 外 的 な 代表 と な る 存在 。 未 
知 の 領域 を 探検 する 存在 。 


| | みん な の 中 心 的 存在 で いよ うと する 


存在 。 み ん な の 注目 を 浴び よう と す 
る 存在 。 み ん な か ら 、 ち や ほや され 
よう と する 存在 。 


自分 の 存在 を 、 広 大 な 世界 全体 に 向け て 拡大 し 
よう と する 存在 。 自 分 の 有 能 さや 、 自 身 の チ ャ 
レン ジ に よる 成功 を アピール し た が る 存在 。 


人 間 を 扱う こと を 好む 存在 。 対人 コ 
ミュ ニケ ーション を 好む 存在 。 ( 例 
えば 、 他 者 と の お し ゃ べり 。) 

対人 的 な 親密 さ 、 相 互 の 一 体感 や 配 
慮 を 好む 存在 。 対人 関係 その も の を 


| 軒 視 する 存在 。 


物質 や 機械 (メカ ニズム ) を 扱う の を 好む 存 
在 。 対人 面 で の 相互 分 離 、 切 断 を 好む 存在 。 
対人 関係 は 、 あ くま で 目標 達成 の た め の 、 単 な 
る 手段 に 過ぎ な い 存 在 。 


女性 


凶 融 


男性 


他 者 と 話 を する た め の 計 語 能 力 に 優 客観 的 な 空間 把握 能力 に 優れ る 存在 。 (例え 
れる 存在 。 (例え ば 、 文 法 、 綴 り 面 | ば 、 三 次 元 の 物体 の 回 転 把握 。 実 世界 の 垂 條 
で の 流 幅 さ 。) さ 、 水 平 さ の 把握 。 空 間 移動 。) 


等 政 詩 


回 短 


Ke 消 


集団 行動 を 好む 存在 。 (集団 主義 | 単独 行動 を 好む 存在 。 (個人 主義 者 。) 。 気 体 
者 。) 。 液 体 的 、 ウ ェ ッ ト で ある 存 | 的 、 ド ライ で ある 存在 。 


軒 決 定 せ ず 、 受 動 的 で ある 存在 。 


責任 を 取ら な い 存 在 。 自 分 か ら は 意 | 責任 を 取る 存在 。 能 動 的 に 意思 決定 する 存在 。 


周囲 と 同調 する 存在 。 周囲 と は 独自 路線 を 取る 存在 。 
相互 依存 、 助 け 合 い を 好む 存在 。 依 | 自立 心 が 強 い 存 在 。 助 け を 借り ず 、 独 力 で 生き 
頼 心 が 強い 存在 。 て いこ うと する 存在 。 


(初出 1999-2020 年 ) 


男性 の 本 性 。 女 性 の 本 性 。 
男女 の 性 差 。 そ の 根本 的 な 規定 要因 。 


生物 の 身体 。 
それ は 、 生 殖 細 胞 の 乗り 物 で ある 。 


それ は 、 生 将 細 胞 に と っ て 、 単 な る 道具 で 


生物 の 存在 に お ける 、 生 将 細 胞 が 所 有する 
生物 の 存在 に お ける 、 生 殖 細 胞 が 所 有する 
その こと に 対す る 認識 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 の 活動 の 理解 に と っ て 
それ は 、 生 物 や 人 間 の 性 差 の 理解 に と っ て 


生物 の 雄 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 


ある 。 


、 中 心性 や 中 枢 性 。 
、 根 本 的 な 重要 性 や 優先 性 。 


、 根 本 的 に 重要 で ある 。 
、 根 本 的 に 重要 で ある 。 


それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


生物 の 肉 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 


それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 男性 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 


それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 女性 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


男女 の 性 差 。 
それ ら は 、 全 て 、 精 子 と 卵子 の 差 に 、 根 本 的 に 由来 する 。 


精子 と 卵子 と の 受精 。 

生殖 行為 。 

自己 複製 。 

それ ら が 、 男 女 の 生 物 活動 の メイ ン で ある こと 。 


人 間 の 男女 に お ける 、 高 い 知 的 能力 や 、 高 い 運 動 能力 。 
それ ら の 存在 は 、 男 女 の 生 物 活動 に に と っ て 、 あ くま て 副 次 的 で ある こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 生 殖 細 胞 の 性 質 の 反映 に 過ぎ な いこ と 。 


生物 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
人 間 に お ける 、 性 差 の 本 買 。 
それ は 、 精 子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 で ある 。 


人 間 の 男女 の 性 差 。 

その 存在 は 、 生 物 と し て の 、 有 性 生殖 に 基づく 。 

それ は 、 精 子 と 卵子 が 存在 する 限り 、 消 夫 す る こと は 、 不 可能 で ある 。 

それ は 、 人 間 が 、 有 性 生殖 を 行う 生物 の 一 種 で ある 限り 、 消 夫 す る こと は 、 不 可能 で あ 
る 。 


男女 の 性 差 を 否定 する こと 。 
それ は 、 男 女 の 生 物性 の 否定 で ある 。 


男女 の 性 差 を 否定 する 人 々 。 

例 。 欧 米 や 日 韓 に お ける 、 リ ベラ リズ ム の 活動 家 た ち 。 
彼ら は 、 生 物 以 外 の 存在 に な る し か 無い 。 

彼ら は 、 単 性 生殖 の 生物 に な る し か 無い 。 


男女 の 性 差 は 、 生 殖 細胞 や 生殖 器官 の 性 質 の 男女 差 に よっ て 、 規 定 さ れる 。 


男女 の 生殖 細胞 。 女 性 の 卵子 。 男 性 の 精子 。 

男女 の 生殖 次 官 。 女 性 の 子宮 や 礎 。 男 性 の ペニス 。 

それ ら の 存在 面 や 動作 面 や 分 布 面 に お ける 、 性 質 の 差 の あり 方 。 
それ ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 規 定 す る 。 

男女 の 、 心 理 的 行動 や 、 社 会 的 行動 面 に お ける 、 性 差 の あり 方 。 


精子 の 社会 的 行動 様式 は 、 男 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 男 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 

例 。 自 己 捨て 身 性 。 勢 力 拡張 性 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 独創 性 。 個 人 主義 。 自 由 主 義 。 離 散 
性 。 開 放 性 。 多 様 性 。 自 立 性 。 自 主 独立 性 。 移 動 性 。 普遍 指向 性 。 多 極性 。 拡 大 性 。 台 風 
の よう な 虹 力 支配 。 気 体 性 。 


卵子 の 社会 的 行動 様式 は 、 女 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 


例 。 自 己 保身 性 。 勢 力 温存 性 。 退 興 性 。 前 例 踏 尼 性 。 集 団 主義 。 同 調 主 義 。 全 体 主 義 。 色 
含 性 。 閉鎖 性 。 近 接 性 。 調和 性 。 一 体 融合 性 。 定 住 性 。 自 己 中 心性 。 一 極 集中 性 。 局 所 
性 。 津波 の よう な 専制 支配 。 液 体 性 。 

例 。 

それ ら の 特徴 は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 へ と 、 反 映 さ れる 。 

男性 優位 社会 。 政 治 的 権限 の 分 立 。 例 。 英 米 に お ける 、 三 権 分 立 。 

女性 優位 社会 。 政 治 的 権限 の 融合 。 例 。 日 本 に お ける 、 実 質 的 な 三 権 融 合 。 
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生物 と し て の 存在 価値 と 、 男 女 の 性 差 。 


卵子 や 子宮 は 、 生 物 学 的 に 貴重 な 存在 で ある 。 


女性 は 、 卵 子 や 子宮 を 持つ 。 

女性 は 、 生 物 学 的 に 貴重 な 存在 で ある 。 

女性 は 、 何 も し な く て も 、 た だ 存在 する だ け で 、 価 値 が ある 。 

女性 は 、 経済 的 に 困 嗣 し て いる の で な けれ ば 、 働 く 必 要 が 、 特 に 無い 。 

女性 は 、 女 性 自身 が 趣味 的 に 好き な 教育 を 、 好 き な だ け 受 ける こと か 出来 る 。 

精子 は 、 生 物 学 的 に 義貴 重 な 存在 で ある 。 

男性 は 、 精 子 の み を 持つ 。 

男性 は 、 生 物 学 的 に 手 貴 重 な 存在 で ある 。 

男性 は 、 た だ 存在 する だ け で は 、 和 無 価値 で ある 。 

男性 が 、 価 値 ある 存在 に な る た め に は 、 働 いた り 、 稼 い だ り 、 何 か を 達成 し な く て は な 
ら な い 。 

男性 は 、 そ の た め に 必要 な 教育 を 、 例 え 、 男 性 自身 が 好ま な く て も 、 強 制 的 に 受け な い 


と いけ な い 。 


(2021 年 9 月 初出 ) 


社会 前 分 布 と 、 男 女 の 性 差 。 


女性 は 、 社 会 的 に 、 貴 重 品 と し て 扱わ れ 、 優 遇 され る 形 で 、 分 布 する 。 

女性 は 、 以 下 の よ うな 領域 の 中 に 、 以 下 の よ うな 形 で 、 分 布 する 。 

限定 され た 、 狭 い 、 安 全 で 安定 し た 償 域 。 

その 賃 域 の 中 に 集中 し て 、 高 密度 で 、 集 団 で 、 み ん な で 仲良 く 定 住 し 、 居 住 す る こと 。 
その 領域 は 、 社 会 の 中 心 で ある 。 


ーー 


男性 は 、 社 会 的 に 、 丘 貴重 品 と し て 、 扱 われ 、 分 布 する 。 

男性 は 、 以 下 の よ うな 領域 の 中 に 、 以 下 の よ うな 形 で 、 分 布 する 。 

女性 の 居住 額 域 の 周辺 の 叙 域 。 

その 領域 の 中 で 、 分 散 し て 、 低 密度 で 、 紙 え ず 個 人 の 単独 行動 で 移動 する こと 。 
その 領域 は 、 広 大 だ が 、 リ スク や 危険 の 伴う 不安 定 な 領域 で ある 。 

その 領域 は 、 社 会 の 周辺 で ある 。 

男性 は 、 そ の 領域 の 中 で 、 働 き 、 稼 ぐ 作 業 を 、 社 会 的 に 強制 され る 。 

その 作業 は 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の 使命 と する 。 

以下 の よう な 業績 を 上 げ る こと 。 


ーー 


リス キー で 危険 な 領域 を 、 安 全 な 領域 に 変え る こと 。 

その こと で 、 生 物 が 生き や すい 領域 を 、 絶 え ず 確保 する こと 。 

その 使命 を 達成 し て 、 経 済 的 に 稼い だ 男性 の み が 、 社 会 の 中 心 へ と 名 旋 する 。 

そう し た 男性 の み が 、 女 性 と の 間 で 、 遺 伝 的 子孫 を 残す こと を 、 女 性 か ら 許さ れる 。 


生物 は 、 生 得 的 に は 、 女 性 の 社会 的 地位 が 高く 、 女 性 が 社会 的 上 位 者 と な る 。 
生物 は 、 生 得 的 に は 、 男 性 の 社会 的 地位 が 低く 、 男 性 が 社会 的 下位 者 と な る 。 
生物 は 、 生 得 的 に は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


生物 の 社会 は 、 自 然 環境 の 差異 に 基づい て 、 以 下 の 生活 に 二分 され る 。 
農耕 生活 の よう な 、 定 住 生活 様式 。 
遊 避 や 牧畜 の 生活 の よう な 、 移 動 生活 様式 。 


定住 生活 様式 に は 、 女 性 が 適し て お り 、 男 性 は 不適 で ある 。 

定住 生活 様式 で は 、 女 性 の 社会 的 地位 が 高く 、 女 性 が 社会 的 上 位 者 と な る 。 
定住 生活 様式 で は 、 男 性 の 社会 的 地位 が 低く 、 男 性 が 社会 的 下位 者 と な る 。 
定住 生活 様式 で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 

移動 生活 様式 に は 、 男 性 が 適し て お り 、 女 性 は 不適 で ある 。 

移動 生活 様式 で は 、 男 性 の 社会 的 地位 が 高く 、 男 性 が 社会 的 上 位 者 と な る 。 
移動 生活 様式 で は 、 女 性 の 社会 的 地位 が 低く 、 女 性 が 社会 的 下位 者 と な る 。 
移動 生活 様式 で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 

(2021 年 9 月 初出 ) 


卵子 と 精子 と の 、 性 質 や 行動 様式 の 、 比 較 。 女 性 と 男性 と の 、 
性 質 や 行動 様式 の 、 比 較 。 


卵子 と 精子 と の 、 性 質 の 比較 。 
女性 と 男性 と の 、 性 質 の 比較 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


卵子 の 、 巨 大 性 と 、 豊 油性 と 、 全 体調 和 主 義 と 、 定 住人 性 と 、 表 面 膜 に よる 閉鎖 性 。 
精子 の 、 媛 小 性 と 、 貧 相性 と 、 個 人 主義 と 自由 主義 と 、 移 動 性 と 、 空 間 的 開放 性 。 


卵子 の 内 部 が 、 豊 富 な 液体 と 養分 で 満た され て いる こと 。 そ れ は 、 生 殖 資源 と 生殖 設備 
で あり 、 生 殖 に お ける 、 巨 大 な 既得 権益 で ある こと 。 卵 子 が 、 生 殖 細 胞 と し て 、 生 物 が 
生き 残る 上 で 、 よ り 貴 重 な 存在 で ある こと 。 
精子 は 、 卵 子 に 比較 し て 、 液 体 分 や 養分 に 、 よ り 大 幅 に 欠け て いる こと 。 そ れ は 、 生 殖 
に お ける 既得 権益 の 根本 的 な 欠如 に 該当 する こと 。 精 子 が 、 生 殖 細 胞 と し て 、 生 物 が 生 
き 残る 上 で 、 よ り 丘 貴重 な 存在 で ある こと 。 


精子 が 、 卵 子 の 持つ 、 豊 富 な 養分 や 水分 の よう な 生殖 資源 を 、 一 方 的 に 借り て いる こ 
と 。 卵 子 が 、 生 殖 資源 の 占有 者 で あり 、 精 子 は 、 そ れ ら の 、 一 方 的 な 借用 者 で ある こ 


[20 の 

卵子 が 、 生 殖 細胞 と し て 、 よ り 貴 重 で あり 、 精 子 は 、 卵 子 に 比較 し て 、 よ り 非 貴重 で あ 
る こ で 。 

男性 が 、 女 性 の 持つ 、 子 宮 や 乳房 の よう な 生 将 設備 を 、 一 方 的 に 借り て いる こと 。 女性 
が 、 子宮 や 乳房 の よう な 生殖 設備 の 占有 者 で あり 、 男 性 は 、 そ れ ら の 、 一 方 的 な 借用 者 
で ある こと 。 


生物 の 社会 に お いて 、 資 源 や 設備 の 占有 者 は 、 そ れ ら の 借用 者 より も 、 よ り 上 位 者 で 、 
僚 越 者 で ある こと 。 
物品 の 世界 に お いて 、 貴 重 品 は 、 丘 貴 重 品 より も 、 よ り 上 位 者 で 、 優 越 者 で ある こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 

より 貴重 な 卵子 の 、 よ り 非 貴重 な 精子 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 

より 貴重 な 女性 の 、 よ り 非 貴重 な 男性 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 

生殖 資源 を 占有 する 卵子 の 、 そ れ ら を 一 方 的 に 借用 する 精子 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 
性 や 上 位 性 。 

卵子 を 持つ 女性 の 、 精 子 を 持つ 男性 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 

子宮 や 乳房 と いっ た 生 将 設備 を 占有 する 女性 の 、 そ れ ら を 一方 的 に 借用 する 男性 に 対す 
る 、 根 本 的 な 、 公 越 性 や 上 位 性 。 


男性 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

上 位 者 と し て の 女性 か ら 、 以 下 の よ うな 劣悪 な 役割 を 、 一 方 的 に 丸 投げ され 、 そ れ ら の 
役割 へ の 従事 を 、 一 方 的 に 強制 され る 、 下 位 者 。 

/ 
女性 に 対す る 、 安 全 で 快適 で 楽 な 温室 環境 や 温室 生活 の 、 朝 頁 者 。 
女性 が 嫌がる 苦 役 へ の 、 従 事 者 。 

女性 が 避け る 危険 領域 へ の 、 特 攻 者 。 

丸腰 の 女性 の 身辺 を 護衛 する 、 下 っ 端 の 武装 者 。 

/ 


卵子 の 内 部 が 、 豊 富 な 養分 を 持つ 液体 の 水分 に よっ て 、 満 た され て いる 、 豊 潤 な 、 液 体 
分 子 の よう な 存在 で ある こと 。 精 子 は 、 そ れ ら を 一 切 持た な い 、 科 素 な 、 気 体 分 子 の よ 
うな 存在 で ある こと 。 

受精 時 に 、 精 子 が 、 卵 子 に よっ て 、 一 方 的 に 、 呑 み 込ま れ 、 融 和解 され 、 解 体 さ れる こ 


の 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 卵 子 の 、 精 子 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 卵子 を 持つ 女性 の 、 精 子 を 持 
つ 男 性 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 


卵子 の 性 質 は 、 女 性 の 性 質 や 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 性 質 と 、 相 同 で ある 。 

精子 の 性 質 は 、 男 性 の 性 質 や 、 男 性 優位 社会 の 人 々 の 性 質 と 、 相 同 で ある 。 

卵子 の 社会 的 行動 様式 は 、 女 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 

精子 の 社会 的 行動 様式 は 、 男 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 男 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 


それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 説 明 図 と 、 以 下 の 対照 リス ト に よっ て 、 示 され る 。 


卵子 と 精子 。 女 性 と 男性 。 そ れ ら の 性 質 と 行動 様式 。 


[対照 リス ト 一 覧 ] 

卵子 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 vs. 精子 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 

女性 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 vs. 男性 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 

女性 優位 社会 の 人 々 の 、 性 質 や 行動 様式 。 vs. 男性 優位 社会 の 人 々 の 、 性 質 や 行動 様式 。 


巨大 性 。 vs. 小 性 。 
豊潤 性 。 vs. 貧相 性 。 簡 潔 性 。 


自己 保身 性 。 vs. 自己 捨て 身 性 。 

勢力 温存 性 。 vs. 勢力 拡張 性 。 

安全 性 の 追求 。 vs. リ スク の 追求 。 

考 武 装 性 。vs. 武装 性 。 

温室 性 。 内 部 性 。 vs. 非 温室 性 。 外 部 性 。 

退 通 性 。 vs. チ ャ レン ジ 精 神 。 

前 例 踏襲 性 。 前 例 革 積 性 。 前 例 改 良性 。 vs. 新規 性 。 独 創 性 。 近 代 性 。 
高密 度 性 。 級 密 性 。 vs. 低 密度 性 。 粗 雑 件 。 

高 品質 性 。 最 終 完成 度 の 高 さ 。 vs. 低 品 質 性 。 最 終 完 成 度 の 低 さ 。 


集団 主義 。 vs. 個人 主義 。 

同調 性 。 vs. 独自 性 。 

画 一 性 。 統 一 性 。 vs. 多様 性 。 

令 制 性 。 規制 性 。 vs. 自由 主義 。 
全体 性 。 vs. 単独 性 。 評 散 性 。 
包含 性 。 閉 鎖 性 。 vs. 突出 性 。 開 放 性 。 
丸呑み 性 。 vs. 侵入 性 。 

調和 性 。 vs. 疾 調 和 性 。 

ー 体 融合 性 。 vs. 自主 独立 性 。 
近接 性 。 親密 性 。 疾 客 観 性 。 疾 科学 性 。 vs. 広間 隔 性 。 疾 親 密 性 。 客 観 性 。 科 学 性 。 
相互 依存 性 。 vs. 自立 性 。 

他 律 性 。 vs. 自律 性 。 


定住 性 。 vs. 移動 性 。 

不動 性 。 vs. 動 的 性 質 。 
植物 性 。 vs. 動物 性 。 

受動 性 。 vs. 能動 性 。 

大 地 指向 性 。 vs. 天空 指向 性 。 


自己 中 心性 。 vs. 周辺 性 。 普遍 性 。 

ー 極 集中 性 。 vs. 多 極 性 。 

局所 性 。 vs. 拡大 性 。 グ ロー バル 指向 。 

液体 性 。 湿潤 性 。 vs. 気体 性 。 乾 燥 性 。 

津波 の よう な 専制 支配 。 vs. 台風 の よう な 暴力 支配 。 
曲線 性 。 疾 論 理性 。 和 柔軟 性 。 vs. 調 線 性 。 論理 性 。 剛 証 性 。 


(2022 年 月 初出 。) 


自己 保身 性 。 自 己 中 心性 。 自 己 拡大 性 。 男 女 の 性 差 。 
女性 の 本 性 と し て の 「 自 己 保身 性 」「 自 己 中 心性 」 

1 . 女 性 の 持つ 生存 面 で の 優位 性 。 女 性 の 本 性 と の 関連 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 生 存 面 で 、 優 位 で ある 。 


女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 生 存 条件 で 恵まれ て いる 。 
女性 は 、 男 性 より も 、 生 存 面 で 、 優 遇 され る 。 


それ は 、 女 性 が 、 以 下 を 持っ て いる か ら で あ る 。 
「 卵 子 。 女 性器 。」 

女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

( 1 ) 女性 は 、 男 性 より も 、 貴 重 で ある 。 

( 2 ) 女性 は 、 男 性 より も 、 高 貴 で ある 。 


それ は 、 以 下 を 生み 出す 。 
女性 の 本 性 。 そ の 根源 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


2 . 女 性 の 持つ 本 質 的 な 本 性 。「 自 己 保身 性 。」 
2 - 1 . 女 性 の 本 性 。「 自 己 保 身 性 。」 そ の 特質 。 

女性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 

女性 は 、 以 下 を 保持 する 。 

「 自己 保 身 性 。」 

女性 は 、 そ れ を 、 以 下 に 基づい て 、 保 持 する 。 
自身 が 持つ 、 生 物 学 的 貴 生 性 。 


女性 は 、 そ れ を 、 以 下 の 両 面 で 保持 する 。 生 理 。 心理 。 
女性 は 、 そ れ を 、 本 質 的 に 、 強 力 に 、 保 持 する 。 


心理 に お ける 自己 保身 性 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 性 質 で ある 。 
その 人 性質 の 持ち 主 。 彼 女 は 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 持 つ 。 


「 私 は 、 以 下 の 実 現 を 、 希 望 す る 。」 

( 1 ) みん な は 、 私 を 、 保 護 す る 。 

( 2 ) みん な は 、 私 を 、 一 番 大 切 に する 。 

( 3 ) みん な は 、 以 下 に な る 。 私 に と っ て の 身代わり 。 彼 ら は 、 そ れ に よっ て 、 傷 つ 
き 、 死 ぬ 。 そ うし て 、 私 の 命 は 、 保 た れる 。 


女性 が 持つ 、 自 己 保身 性 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 
女性 優位 性 格 の 中 核 。 
66 
24 
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れ は 、 以 下 と 並立 する 。 
性 が 持つ 、 自 己 中 心性 。 


女性 は 、 「 自 己 保身 指向 の 性 」 で ある 。 


7777777// 


女性 の 自己 保身 性 の 起源 。 
それ は 、 以 下 の 存 在 の あり 方 に 基づい て いる 。 
子宮 。 卵 子 。 


それ ら は 、 以 下 に 該当 する 。 
女性 の 生物 学 的 存在 。 そ の 根源 。 


( A ) 女性 の 持つ 女性 器 。 そ の 主要 器官 と し て の 子宮 。 
それ ら は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

生物 と し て の 人 間 。 

その 生体 と し て の 側面 。 を そ を こ に お ける 、 設備 や 資本 。 
それ ら は 、 以 下 の 実 現に と っ て 、 最 も 重要 で 、 貴 重 で ある 。 
人 間 が 、 遺 伝 的 子孫 を 、 後 世に 残す こと 。 

子宮 は 、 以 下 の 場所 で ある 。 

( 1 ) それ は 、 以 下 の 二 つ を 、 出合 わせ る 。 

(1 - 1 ) 男性 に よる 精子 。 

(1 - 2) 女性 に よる 卵子 。 

( 2 ) それ は 、 そ れ ら を 、 受 精 さ せる 。 

子宮 は 、 そ れ ら の 実現 に と っ て 、 主 要 な 場所 で ある 。 
子宮 は 、 人 間 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

その 存在 は 、 最 優先 で 、 守 られ る べき で ある 。 


子宮 。 


女性 は 、 そ れ を 、 占有 し て いる 。 


男性 は 、 以 下 に お いて 、 貧 弱 で ある 。 
生体 面 で の 設備 や 資本 。 


その た め 、 男 性 は 、 以 下 を 守る 存在 に 回 る 。 
子宮 。 女 性 器 。 そ れ ら の 持ち 主 。 女 性 。 
男性 は 、 女 性 を 守る 存在 に 回 る 。 


男性 は 、 女 性 を 外敵 か ら 防 箱 す る 。 
男性 は 、 そ の た め に 、 強 力 な 身体 能力 を 備え る 。 例 えば 、 筋 力 。 


( B ) 女性 の 持つ 卵子 。 


卵子 の 数 は 、 少 な め に 抑制 され て いる 。 
卵子 は 、 存 在 そ を の も の に 、 希 少 性 が ある 。 
卵子 は 、 そ の 点 で 、 大 き な 貴 重 性 を 持っ て いる 。 


まだ 。 

卵子 は 、 以 下 に お いて 、 少 な い 。 そ の 、 子宮 へ の 拝 卵 回 数 。 

卵子 は 、 以 下 に お いて 、 限 定 さ れ て いる 。 そ の 、 子宮 へ の 排卵 期間 。 
その 点 で 、 卵 子 は 、 以 下 を 持っ た 存在 で ある 。 

限定 性 。 

子宮 は 、 大 き な 貴 重 性 を 持っ て いる 。 

それ は 、 希 少 性 と は 、 別 物 で ある 。 


777777/// 


男性 の 持つ 精子 。 

(A) 

精子 は 、 数 が 、 と て も 多い 。 

精子 は 、 粗 製 乱造 で ある 。 

精子 は 、 い くら で も た くさ ん 手 に 入る 。 
精子 は 、 以 下 に 欠け て いる 。 

(1 ) 存在 面 で の 希少 性 。 

( 2 ) それ に 基づく 貴重 性 。 

( B 

精子 は 、 男 性 の 体内 に 、 常 時 準備 され て いる 。 


) 
は 
は 、 子宮 に 向け て 、 い つ で も 投入 可能 で ある 。 
精子 は 、 そ うし た 状態 を 、 保 持 す る 。 

ほこ J 丹 E 欠 FC の 。 
) 存在 面 で の 限定 。 
) それ に 基づく 貴重 性 。 


( 1 
( 2 


7777777// 


卵子 。 そ の 担い 手 。 女 性 。 
彼ら は 、 生 物 学 的 な 面 で 、 本 質 的 に 、 貴 重 で ある 。 
彼ら の 存在 は 、 守 られ る べき で ある 。 


精子 。 そ れ は 、 足 重 性 に 欠け る 。 
その 担い 手 。 男 性 。 
彼ら は 、 以 下 を 守る 存在 に 回 る 。 
卵子 の 担い 手 。 女 性 。 


男性 は 、 女 性 を 、 外 英 な どか ら 、 防 衛 する 。 
男性 は 、 そ の た め に 、 強 力 な 身体 能力 を 備え る 。 
例え ば 、 筋 力 な ど 。 


7777777// 


以下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) に 、 そ の まま 賀 き 換え て 考え る 。 
( 1 ) 卵子 の あり 方 。 
( 2 ) 卵子 の 生殖 面 で の 占有 者 。 女 性 。 そ の あり 方 。 


その こと で 、 以 下 を 理解 する こと が 可能 で ある 。 
女性 の 本 性 。 そ の 自己 保身 性 。 


以下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) に 、 そ の まま 賀 き 換え て 考え る 。 
( 1 ) 女性 が 持つ 、 自 己 保身 性 。 
( 2 ) 女性 優位 社会 が 持つ 、 社 会 的 性 格 。 


前 例 。 し きた り 。 

それ ら は 、 行 動 様式 で ある 。 

それ ら に は 、 以 下 の 内 容 が 、 確 認 さ れ て いる 。 
以下 を 実現 する た め の 有 効 性 。 

( 1 ) 自身 の 保身 。 

( 2 ) 自身 の 安全 。 


女性 優位 社会 。 

人 々 は 、 そ れ ら を 、 絶 対 視 する 。 

人 々 は 、 そ れ ら を 、 暗 記す る 。 

人 々 は 、 そ れ ら を 、 盲 目的 に 学習 する 。 


古参 者 。 
彼ら は 、 そ れ ら の 保持 者 で ある 。 
彼ら は 、 そ れ ら の 奄 積 者 で ある 。 


人 々 は 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) と し て 、 設定 する 。 
( 1 ) 古参 者 。 
( 2 ) 社会 的 上 位 者 。 


人 々 は 、 上 記 の (1.) と (2) に 対し て 、 六 従 する 。 


例え ば 、 中 国 や 日 本 。 


7777777// 


女性 の 本 性 。 「 自己 保身 性 。」 そ の ルー ツ 。 
それ は 、 以 下 の よ うに まとめ られ る 。 


(1) 
女性 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 
卵子 。 女 性 問 。 


それ ら は 、 生 物 学 的 に 、 よ り 貴 重 で ある 。 
女性 は 、 そ れ ゆ え 、 男 性 より も 、 貴 重 で ある 。 
性 は 、 そ れ ゆ え 、 男 性 より も 、 高 中 で ある 。 


女 1 
そこ で 、 女 性 は 、 以 下 を 指向 する 。 
男性 に よっ て 、 自 身 を 守っ て も ら う こと 。 


(2 ) 
女性 は 、 以 下 が 有 弱い 。 
筋力 。 


そこ で 、 女 性 は 、 以 下 を 指向 する 。 
男性 に よっ て 、 自 身 を 守っ て も ら う こと 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


2 - 2 . 女 性 の 本 性 。「 自 己 保 身 性 。」 そ の 欠陥 。 


女性 の 本 性 。 「 自己 保身 性 。」 


女性 は 、 そ の 実現 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 そ の 確保 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 そ の た め に 、 何 で も 実行 する 。 


その 結果 、 女 性 は 、 以 下 の 行 為 を 、 平 然 と 行う 。 
それ ら の 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 当 然 で ある 。 


7//// 
女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 以 下 を 実行 する 。 
女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 以 下 の 存 在 に な る 。 


(A) 

(A-1) 

女性 は 、 他 者 を 、 犠 牲 に する 。 
(2 

女性 は 、 他 者 を 、 追 害する 。 
女性 は 、 他 者 を 、 抹 消す る 。 


(NIS り 
女性 は 、 他 者 に 対し て 、 冷 酷 に な る 。 
女性 は 、 他 者 に 対し て 、 残 妨 に な る 。 


(A- 4) 
女性 は 、 他 者 を 、 奴 隷 化 する 。 
女性 は 、 他 者 を 、 お も ちゃ に する 。 


(B ) 

(B-1) 

女性 は 、 真実 を 、 隠 ぺい する 。 
女 


性 は 、 真 実 を 、 抹 消す る 。 


計 ち 9 
性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
題 が 無い こと 。 

性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
況 が 良好 で ある こと 。 
性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
状況 が 調和 し て いる こと 。 


竹 壮 対 庄 竹 一 


(B-3) 

女性 は 、 以 下 を 演技 する 。 

自身 の 性 格 。 そ の 良さ 。 そ の 柔和 さ 。 そ の 優し さ 。 
女性 は 、 以 下 を 演技 する 。 

人 間 関 係 。 そ の 良好 さ 。 そ の 結束 の 強 さ 。 そ の 調和 。 


(B - 4) 
女性 は 、 自 主 的 な 鹿 断 を 、 回 避 す る 。 
女性 は 、 自 主 的 な 行動 を 、 回 避 す る 。 


女性 
女性 


ーー ーー 


よ 、 個 人 的 な 装 断 を 、 回 避 す る 。 
よ 、 個 人 行動 を 、 回 避 す る 。 


ーー ーー 


(C) 

(C-1) 

女性 は 、 以 下 を 要求 する 。 
自身 が 保護 を 受け る こと 。 
その 実現 の 最 優先 。 
周囲 の 人 々 が 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 を 後回し に する こと 。 
他 者 の 保護 。 


(C-2) 
女性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
自身 の 性 格 。 そ の 柔 弱 さ 。 そ の 傷つき や すさ 。 


(D) 
(D-1) 
女性 は 、 自 身 の ダ メー ジ を 、 回 避 す る 。 


(DD ご) 

女性 は 、 以下 を 、 回 避 す る 。 

自身 の 責任 。 そ の 発生 。 

女性 は 、 自 身 の 責 任 を 、 他 者 へ と 転嫁 する 。 


D - 3) 

性 は 、 罪 を 犯す 。 

性 は 、 他 人 を 、 意図 的 に 陥れ る 。 

性 は 、 自 身 の 罪 を 、 他 人 へ と 転嫁 する 。 


衝 竹 衝 笑っ 


性 は 、 以 下 を 主張 する 。 
自身 の 無 謎 性 。 


(E) 

(E-1) 

女性 は 、 以 下 の 場所 に 滞留 する 。 

安全 地帯 。 

女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
危険 地帯 。 


(E-2) 

女性 は 、 以 下 の 場所 に 定住 する 。 

好 条 件 の 地帯 。 

婦 性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
条件 の 地帯 。 


(E。 事例 。) 
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女性 は 、 以 下 の 場所 に 定住 する 。 

温暖 地帯 。 

女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場所 へ と 追放 する 。 
酷 寒 地帯 。 酷 暑 地 帯 。 


女性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 

無風 地帯 。 

女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
横風 地帯 。 

女 1 

湿 


性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 
潤 地 帯 。 


ニン 


女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
乾燥 地帯 。 砂 漠 地 帯 。 
女 
無 


性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 

t 洪 水 地帯 。 

性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
洪水 発生 地帯 。 


人 


0 0 


女性 は 、 以 下 を 生成 する 。 
定住 集団 。 


の) 

女性 は 、 以 下 を 確保 する 。 

集団 内 で の 上 位 性 。 集 団 内 で の 中 位 性 。 
女性 は 、 以 下 を 回 避 す る 。 
集団 内 で の 下位 性 。 


( 旧 SEsg 

女性 は 、 結 託す る 。 
女性 は 、 同 調 す る 。 

女性 は 、 集 団 で 、 弱 い 者 いじ め を する 。 


(@) 

(G-1) 

女性 は 、 他 者 の 行為 を 、 臣 視 する 。 
女性 は 、 他 者 の 危険 行為 を 、 密 告 する 。 


(G-2) 
女性 は 、 以 下 を 、 定住 集団 内 部 か ら 追 放す る 。 
安全 性 を 損なう 人 物 。 危 険 な 人 物 。 調和 を 乱す 人 物 。 


(結論 ) 


女性 は 、 自 己 保 身 の た め に 、 何 で も する 。 


女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 圧 人 間 的 に な る 。 
女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 精 神 を 暗 暑 化 さ せる 。 


女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 結 果 と し て 、 以 下 の 存在 に な る 。 
( 1 ) 演技 者 。 裏表 の ある 存在 。 嘘 つき 。 舘 頼 で き な い 存 在 。 見 掛け 倒し の 存在 。 
( 2 ) 自己 中 心 的 な 存在 。 自 分 勝手 な 存在 。 独善 的 な 存在 。 


ーー ーー 


ーー 


女性 優位 社会 。 
人 々 は 、 上 記 の 欠陥 を 持つ 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


3 . 女 性 の 持つ 本 質 的 な 本 性 。 「 自 己 中 心性 。」 


女性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
女性 は 、 以 下 を 保持 する 。 


「 自 己 中 心性 。」 
女性 は 、 そ れ を 、 以 下 に 基づい て 、 保 持 す る 。 


自身 が 持つ 、 生 物 学 的 貴 還 性 。 
女性 は 、 そ れ を 、 以 下 の 両 面 で 保持 する 。 生 理 。 心理 。 


女性 は 、 そ れ を 、 本 質 的 に 、 強 力 に 、 保 持 する 。 


心理 面 に お ける 、 自 己 中 心性 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 性 質 で ある 。 
その 性質 の 持ち 主 。 彼 女 は 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 持 つ 。 


7/// 
私 は 、 以 下 の 実現 を 希望 する 。 


(1) 
私 は 、 み ん な の 中 心 に いた い 。 


( 2 ) 
私 は 、 み ん な の 注目 や 視線 を 浴び た い 。 
私 は 、 人 気 者 に な り た い 。 


(3) 
私 は 、 み ん な か ら 、 人 褒め ら れ た い 。 


女性 が 持つ 、 自 己 中 心性 。 
それ は 、 女 性 優位 性 格 の 中 核 で ある 。 
それ は 、 以 下 と 併存 する 。 
女性 が 持つ 、 自 己 保身 性 。 


女性 は 、 「 自 己 中 心 指 向 の 性 」 で ある 。 


女性 の 自己 中 心性 。 そ の 起源 。 
それ は 、 以 下 の 存 在 の あり 方 に 基づい て いる 。 
卵子 。 


それ は 、 以 下 に 該当 する 。 
女性 の 生物 学 的 存在 。 そ の 根源 。 


子宮 に お いて 、 次 の こと が 、 発 生 する 。 
卵子 は 、 そ の 周囲 を 、 以 下 に よっ て 、 取 り 囲 まれ る 。 
精子 の 群れ 。 


卵子 は 、 以 下 の 中 心 に 、 居 座る 。 

精子 の 群れ の 分 布 。 

卵子 は 、 そ の 中 心 に 、 大 き な 顔 を し て 、 居 座 る 。 

卵子 は 、 そ の 中 心 に 、 そ の まま 、 静 止 し 、 定 住 し 続け る 。 


その こと は 、 以 下 の こ と を 示し て いる 。 
卵子 が 、 自 己 中 心 的 な 存在 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 学 的 に 、 根 源 的 に 、 そ う で ある こと 。 


そう し た 状況 で は 、 以 下 の こ と が 起き て いる 。 
卵子 は 、 周 囲 の 精子 た ちか ら 、 注 目 さ れ て いる 。 
卵子 は 、 周 囲 の 精子 た ちか ら 、 ち や ほや され て いる 。 


以下 の (1 ) を 、 以 下 の ( に 、 そ の まま 薄 き 換え て 考え る 。 
(1 ) 
卵子 の あり 方 。 


( 2) 
人 間 の 生殖 。 そ れ に お ける 以下 の 存在 。 卵 子 の 占有 者 。 
女性 。 そ の あり 方 。 


その こと で 、 以 下 を 理解 する こと が 可能 で ある 。 
女性 の 本 性 。 そ の 自己 中 心性 。 


6 ) を 、 以下 の ( 、 そ の まま 和 菅 き 換え て 考え る 。 
人 0 
) 女性 優位 社会 が 持つ 、 社 会 的 性 格 。 


女性 優位 社会 。 
人 々 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
「 私 た ち は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。」 
) 私 た ち は 、 世 界 の 中 心 に 、 位 置 する 。 
2 ) 私 た ち は 、 世 界 で 、 最 上 位 の 存在 で ある 。 


人 々 は 、 周 囲 の 社会 に 対し て 、 以 下 の よ うに 振る 舞う 。 
1 ) 人 々 は 、 尊 大 に 振る 舞う 。 
) 人 々 は 、 偉 そう に 、 振 る 舞う 。 


例え ば 、 中 国 の 中 華 思 想 。 


女性 は 、 自 己 中 心性 を 、 実 現す る 。 
その 前 提 条 件 。 
和 その た め 、 以 下 の 実 現 を 求め る 。 
1 ) 私 は 、 み ん な と 一 緒 に いる 。 
2 ) 私 は 、 み ん な の 中 に いる 
人 それ ら を 、 怒 え ず 求 め る 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
みん な を 指向 する 性 。 全 員 を 指向 する 性 。 全 体 を 指向 する 性 。 


みん な 。 
それ は 、 女性 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
所 属 集団 。 そ の 仲間 メン バー た ち 。 


女性 た ち は 、 以 下 の 実 現 を 重視 する 。 

(1 ) みん な の 中 で 、 よ り 中 心 部 に 進む こと 、 
( 2 ) みん な の 中 心 で 、 輝 く こ と 

( 3 ) みん な の 話題 に な る こと 。 

( 4 ) みん な の 中 で 、 目 立つ こと 。 


女性 は 、 以 下 を 重視 する 。 


周囲 の 他 者 。 そ の 目 や 視 線 。 


女性 は 、 以 下 の 只 中 に 、 い つも いる 。 
周囲 と の 相互 臣 視 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
「 目 の 性 。」 


目 の 存在 。 

女性 は 、 そ れ を 重視 する 。 

女性 は 、 そ れ を 前 提 と し て 、 活 動 す る 。 

女性 は 、 そ れ を 前 提 と し て 、 パ フォ ー マ ン ス を 行う 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
注目 指向 の 性 。 


注目 され た い 性 。 
注目 を 集め た い 性 。 


見 られ た い 性 。 
見 られ る こと 。 そ れ を 快感 と する 性 。 


女性 は 、 以 下 の 存在 を 、 前 提 と し て いる 。 
周囲 の 人 々 。 「 周囲 」 の 存在 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 

周囲 指向 の 性 。 

取り 囲ま れる こと 。 そ れ を 指向 する 性 。 そ れ を 望む 性 。 
周囲 か ら 、 イ ンタ ビュ ー を 受け る こと 。 そ れ を 罰 む 性 。 
撮影 され る こと 。 そ れ を 思 む 性 。 

報道 され る こと 。 そ れ を 罰 む 性 。 


そう し た 点 で 、 女性 は 、 以 下 の 実 現 を 思 む 。 
アイ ドル に な る こと 。 

その 願望 は 、 女 性 に と っ て 、 本 源 的 で ある 。 
女性 は 、 全 員 、 そ れ を 望む 。 


女性 は 、 以 下 を 指向 する 。 
人 々 の 輪 。 


女性 は 、 そ の 中 で 、 更 に 、 以 下 の 位 軒 を 指向 する 。 
中 心 部 。 
都心 部 。 


女性 は 、 以 下 を 考え る 。 

以下 の (1) か 実現 する ほど 、 以 下 の (2 ) が 実現 する 。 

( 1 ) 人 々 の 輪 。 私 が 、 そ の 中 に お いて 、 よ り 中 心 部 に 行く 。 
( 2 ) 私 の 社会 的 地位 。 そ れ は 、 よ り 高 く な る 。 


女性 は 、 以 下 を 考え る 。 
以下 の (1 ) が 実現 する ほど 、 以 下 の (2 ) が 実現 する 。 


( 1 ) 人 々 の 輪 。 私 が 、 そ の 中 に お いて 、 よ り 周 辺 部 に 行く 。 
( 2 ) 私 の 社会 的 地位 。 そ れ は 、 よ り 低 く な る 。 


これ ら の 考え は 、 以 下 を 生み 出す 。 
女性 優位 社会 。 

その 内 部 に お ける 、 上 下関 係 。 
その 内 部 に お ける 、 階 人 級 関係 。 
例え ば 、 スク ー ル カー スト 。 


777// 


女性 が 持つ 「 自 己 中 心性 。」 
筆者 は 、 そ の 視点 か ら 、 以 下 の 内 容 を 捉え る 。 
「 女 性 優位 リー ダー シッ プ 。」 


それ は 、 以 下 の 指 導 方 法 で ある 。 


(1) 
みん な の 中 心 に 当たる 位置 。 
呈 導 者 は 、 そ こ か ら 、 周 囲 の みん な に 向かっ て 、 訓 示す る 。 


(2 ) 

みん な の 意識 。 

指導 者 は 、 そ れ を 一 つ に まとめ る 。 

呈 導 者 は 、 そ うし て 、 以 下 を 実現 する 。 
みん な が 、 一 緒 に な っ て 動く こと 。 


( 3) 
指導 者 は 、 以 下 の 存在 と な る 。 

カー テス 下 に お ける 、 上 位 者 、 

唱 導 者 は 、 そ うし て 、 上 か ら 目 線 で 、 み ん な を 指導 する 。 


77// 


女性 の 持つ 、 次 の 傾向 。 
私 は 、 み ん な の 注目 を 求め る 。 


それ に は 、 以 下 の 二 通 り が ある 。 
これ ら の 間 で は 、 以 下 が 発生 する 。 
以下 の 感覚 。 そ れ ら は 、 互 い に 相反 する 。 


( 1 ) 見 栄 の 感覚 。 

プラ ス の 自身 。 

オー プン な 自身 。 

それ ら の 内 容 。 

私 は 、 そ れ を 、 み ん な か ら 、 注 目 さ れ た い 。 
その 感覚 。 


( 2 ) 恥辱 の 感覚 。 
マイ ナス の 自身 。 
プラ イベ ー ト な 自身 。 
それ ら の 内 容 。 


私 は 、 そ れ を 、 み ん な か ら 、 注 目 さ れ た く な い 。 
その 感覚 。 


こう し た 成 覚 の 発生 。 
それ は 、 以 下 の 二 通り に 、 分 類 さ れる 。 


(1) 

疾 公 式 な 発生 。 

彼女 は 、 そ れ を 、 自 身 の 日 常 生活 に お いて 、 感 じ て い る 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 半 ば 無意識 の うち に 、 感 じ て い る 。 


(2) 

公式 な 発生 。 

彼女 は 、 そ れ を 、 み ん な の 面前 で 、 感 じ る 。 

彼女 は 、 そ れ を 、 以 下 の 実 現に よっ て 、 感 じ る 。 

彼女 は 、 み ん な の 注目 を 、 実 際 に 集め る 。 そ の こと の 実現 。 


上 記 の 感 芝 。 
見 栄 の 感覚 。 
恥辱 の 感覚 
それ ら を 分 析 す る こと 。 


研究 者 は 、 以 下 に 着目 する 。 

人 間 の 、 自 身 に お ける 、 以 下 の 側面 。 

1 . 私 自身 に お ける プラ ス の 面 と マイ ナス の 面 
( 1 ) プラ ス の 面 。 

、 成 功 し た 。 

、 強 い 。 

、 有 能 だ 。。 

、 社 会 適合 的 だ 。 


2 ) マイ ナス の 和 面 。 
xs: 容 且 た 。 
、 吾 い 。 

、 無 能 だ 。 

、 社 会 不適 合 的 だ 。 


2 . 自 分 自身 に お ける 、 二 面 性 。 オ ー プ ン な 面 。 プ ライ ベー ト な 面 。 
(1) 
オー プン な 面 。 


以下 の 部 分 。 
仮に 、 私 が 、 そ れ を 、 外 部 か ら 見 られ た 、 と する 。 
それ は 、 私 に と っ て 、 問 題 な い 。 


以下 の 部 分 。 

私 は 、 そ れ ら を 、 外 部 に 向け て 、 積 極 的 に アピ ー ル し た い 。 
それ ら は 、 以 下 の 両 面 を 含む 。 

プラ ス の 面 。 

マイ ナス の 面 。 


(2) 
プラ イベ ー ト か 面 。 

以下 の 部 分 。 私 は 、 そ れ を 、 外 部 に 対し て 、 秘 密 に し た い 。 
以下 の 部 分 。 私 は 、 そ れ を 、 外 部 に 対し て 、 隠 し た い 。 


私 自身 に お ける 、 以 下 の 部 分 。 
それ ら は 、 以 下 の 両 面 を 含む 。 
プラ ス の 面 。 

マイ ナス の 和 面 。 


仮に 、 私 が 、 そ れ を 、 そ の まま 外部 公開 し た と する 。 そ れ は 、 私 に と っ て 、 不 都合 で あ 


る 。 
私 は 、 そ れ を 、 外 部 に 対し て 、 隠 し た い 。 


「 私 自身 に お ける 性 的 な 面 。」 
私 は 、 以 下 を 持つ 。 性 的 な 面 。 
私 は 、 そ の こと を 、 外 部 に 対し て 、 隠 し た い 。 


2 . 1 私 自身 に お ける 性 的 な 面 。 


「 私 自身 に お ける 性 的 な 面 。」 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 指す 。 


(1) 

性 感 帯 の 部 分 。 

自分 自身 の 身体 に お ける 、 特 定 の 部 分 。 

仮に 、 私 が 、 そ こ を タッ チ さ れ た 、 と する 。 す る と 、 私 は 、 性 的 に 発情 する 。 


( 2 ) 

私 自身 の 身体 に お ける 、 特 定 の 部 分 。 
それ は 、 以 下 を 、 強 力 に 持つ 。 
男性 に 対す る 、 性 的 誘引 力 。 


(3) 
性 欲 。 そ の 強 さ 。 
私 は 、 そ れ を 、 私 自身 の 生体 の 中 に 、 内 蔵 する 。 


3 . 自己 中 心性 。 そ の 以下 の 両方 向 で の 充足 。 
プラ ス 方 向 。 マ イナ ス 方 向 。 

それ ら と 、 以 下 の 二 つの 感覚 と の 関連 。 

「 見栄 」 の 感覚 。 

「 恥 辱 」 の 感覚 。 


それ は 、 以 下 の 通り で ある 。 
( 1 ) 「 見 栄 」 の 感覚 。 そ の 発生 。 


プラ ス の 自分 自身 。 

私 自身 に お いて 、 オ ー プ ン に し て いる 部 分 。 
それ ら に つい て 、 以 下 が 集 まる 。 

みん な か ら の 注目 。 

する と 、 私 に と っ て は 、 以 下 が 起 きる 。 

「 見 栄 」 の 感覚 。 


と そこで は 、 以 E の (131) が 、 以 の (2) と し て 、 充 十 さ れる 。 
(1 ) 自己 拡大 性 の 本 性 。 

(2) ジラ ス 方 向 

その た め 、 そ れ は 、 私 に と っ て 、 快 感 で ある 。 


( 2 ) 「 恥 辱 」 の 感覚 の 発生 。 

マイ ナス の 自分 自身 。 
私 自身 に お いて 、 プ ライ ベー ト に し て いる 部分 。 
それ ら に つい て 、 以 下 が 集 まる 。 
みん な の 注目 。 
する と 、 私 に と っ て は 、 以 下 が 起 きる 。 

「 恥 辱 」 の 感覚 。 


そこ で は 、 以 下 の (1 ) が 、 以 下 の (2 ) と し て 、 充 足 さ れる 。 
(1 ) 自己 拡大 性 の 本 性 。 

( 2 ) マイ ナス 方 向 。 

その た め 、 そ れ は 、 私 に と っ て 、 不 快 で ある 。 


女性 は 、 次 の (1 ) を 実現 する と 、 次 の (2 ) を 得る 。 
(1 ) 私 は 、 み ん な の 中 心 部 に 行く 。 
( 2 ) 私 は 、 み ん な か ら 、 注 目 さ れる 。 そ うし た 状態 。 


女性 は 、 上 記 の (1 ) を 実現 すれ ば する ほど 、 上 記 の ( 2 ) を 得 や すく な る 。 


その こと は 、 以 下 の 二 つの 側面 を 、 同 時 に 内 包 し て いる 。 
それ ら は 、 相 互 に 矛盾 する 。 
それ ら は 、 相 反する 。 


(1) 

私 は 、 み ん な か ら 、 上 位 者 と し て 扱わ れる 。 
私 は 、 み ん な か ら 、 ち や ほや され や すく な る 。 
私 は 、 み ん な に 対し て 、 見 栄 を 張り や すく な る 。 


(2) 
私 は 、 み ん な か ら 、 恥 辱 を 受け や すく な る 。 


恥辱 の 発生 。 
その 、 人 間 に お ける 、 自 分 自身 に と っ て の 、 発 生 。 
それ に は 、 以 下 の 二 通り が ある 。 


(1 ) 私 自身 の せい 。 そ れ に よる 部 分 。 
その 自主 的 な 発生 。 


私 は 、 そ れ を 、 自 分 自身 で 、 も と も と 自覚 し て いる 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

私 自身 の 容姿 の 悪さ 。 

私 自身 の 普段 の 性 格 の 悪さ 。 


失敗 。 
私 は 、 そ れ を 、 み ん な の 面前 で 引き 起こ し た 。 
その 原因 は 、 私 自身 に ある 。 


( 2 ) 周囲 の 他人 。 彼 ら の せい 。 そ れ に よ る 部 分 。 
悪意 の 言論 。 悪意 の 行為 、 を の よう な 内 容 。 

周囲 の 他 者 は 、 そ れ を 、 私 に 対し て 、 浴 び せ た 。 
周囲 の 他 者 は 、 そ の 行為 を 、 故意 に 行っ た 。 

恥辱 の 感覚 。 そ を それは 、 上 記 の 結果 に よっ て 、 発 生 す る 。 


それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ は 、 私 自身 に 対し て 、 行 われ る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 、 行 われ る 。 
悪口 

陰口 。 

噂 話 の 埋 い ふら し 。 

性 的 な 嫌がら せ 。 


ある い は 、 

私 自身 に と っ て の 秘密 の 内 情 。 

その 公開 。 そ の 暴 露 。 

それ は 、 私 自身 に 対し て 、 行 われ る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 、 行 われ る 。 
ょ 、 み ん な の 面前 で 、 行 われ る 。 

ょ 、 強 制 的 に 行わ れる 。 
さ 


、 痴 渓 。 そ れ に よる 恥辱 の 感覚 。 
それ は 、 上 記 の 両方 の 原因 で 起き る 。 


私 自身 に お ける 性 的 な 面 。 そ の 内 情 。 
(1 ) 私 よ は 、 そ れ を 、 も と も と 自覚 し て いる 。 
( 2 ) 私 は 、 そ れ を 、 周 囲 に 対し て 、 隠 し て お きた い 。 


(3) 

他 者 が 、 そ れ に つい て 、 以 下 の 行 為 に 及ぶ 。 

他 者 は 、 そ れ を 、 公 開 する 。 

他 者 は 、 そ れ を 、 私 の 周囲 の みん な に 対し て 、 公 開 する 。 
他 者 は 、 そ れ を 、 勝 手 に 公開 する 。 

他 者 は 、 そ れ を 、 強 制 的 に 公開 する 。 

その 他 者 は 、 私 に 対し て 、 悪 意 を 持つ 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


4 . 女 性 の 本 性 。 女 性 の 「 姫 君 指向 」。 そ の 発生 。 


女性 の 本 性 。 

自己 保身 性 。 自 己 中 心性 。 
その 両者 の 合体 。 

それ は 、 以 下 を 生み 出す 。 
女性 の 「 姫 君 指向 」。 


女性 は 、 以 下 に 基づい て 、 行 動 する 。 
自身 の 生物 学 的 貴重 性 。 


それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
(1 ) 自己 保身 性 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、 一 番 大 切 に する 。 


( 2 ) 自己 中 心性 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、 一 番 中 心 に 考え る 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、 最 優先 する 。 


女性 は 、 こ の 両者 を 備え る 。 

そう し た 女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
宝石 的 な 性 。 

輝き 指向 の 性 。 


高貴 な 性 。 


女性 は 、 自 身 を 、 高 貴 な 存在 と し て 、 捉 える 。 
女性 は 、 自 分 の 存在 に つい て 、 以 下 の よ うに 考え る 。 


(1) 

私 は 、 周 囲 の みん な に よっ て 、 ち や ほや され た い 。 
私 は 、 周 囲 の みん な に よっ て 、、 大 事 に され た い 。 
私 は 、 周 囲 の みん な に よっ て 、 守 られ た い 。 


、 周 囲 の みん な の 中 に いた い 。 

、 周 囲 の みん な の 中 で 、 中 心 的 位 連 を 占め た い 。 
、 そ うし て 、 以 下 を 実現 し た い 。 

、 周 囲 の みん な に よっ て 、 よ り 守 られ や すく な る 。 


は 、 み ん な に 向かっ て 、 力 を 、 よ り 強 く 振 る いた い 。 

は 、 み ん な を 、 私 に 対し て 、 ひ ざま ず か せ た い 。 
私 は 、 そ れ を 、 自 身 の 周 囲 に お いて 、 実 現し た い 。 

は 、 そ れ を 、 一 方 的 に 、 完 全 に 、 実 現し た い 。 


私 は 、 み ん な を 、 以 下 の 存 在 に し た い 。 
私 へ の 奉仕 者 。 


女性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
以下 の 存在 で ある こと 。 
自身 の 周囲 に お ける 、 一 番 の 上 位 者 。 


高貴 な 姫君 。 


女性 の 持つ 、 こ うし た 傾向 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
「 姫 用 指 向 。」 


姫 攻 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
( 1 ) 彼女 は 、 若 い 。 
( 2 ) 彼女 は 、 高 貴 で ある 。 


彼女 は 、 そ れ ら を 、 兼 備 す る 。 


姫 膨 は 、 若 い 。 

その た め 、 姫 用 は 、 以 下 を 備え て いる 。 

性 的 魅力 。 

姫君 は 、 そ れ を 、 完備 し て いる 。 そ れ は 、 身 体 的 な 魅力 で ある 。 そ れ は 、 精 神 的 な 魅力 
で ある 


姫 千 は 、 そ れ を 、 十 二分 に 持っ て いる 。 
姫 革 は 、 そ の 状態 を 、 保 持 し 続け る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

私 は 、 以 下 の 力 を 持ち た い 。 

その 力 は 、 人 々 を 、 私 の と ころ へ と 、 惹 きつ ける 。 
その 力 は 、 人 々 を 、 私 の と ころ へ と 、 引 き 寄 せる 。 
私 は 、 そ うし た 存在 で いた い 。 


ーー 


姫君 指向 の 女性 。 
彼女 は 、 本 質 的 に 、 以 下 で ある 。 
「 高 貴 な 誘 蜂 灯 。」 


女性 は 、 周 囲 に 対し て 、 気 を 遣う 。 
その 行為 は 、 実 際 に は 、 以 下 の 実 現 を 狙っ て いる 。 
周囲 か ら の 受け を 良く する こと 。 
彼女 の 立ち 位 連 を 良く する こと 。 
彼女 自身 を 一 番 の 存在 に する こと 。 


女性 は 、 そ うし た 行為 を 行う 。 

その 理由 。 

それ は 、 結 局 は 、 以 下 で ある 。 
女性 は 、 彼 女 自身 を 一 番 大 切 に する 。 
女性 に と っ て は 、 以 下 が 一 番 可 愛 い 。 
彼女 自身 の こと 。 


女性 は 、 自 己 愛 が と て も 強い 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


5 . 女 性 の 本 性 。 自 己 中 心性 。 自 己 保身 性 。 そ れ ら の 相互 作用 と 両立 。 


女性 は 、 以 下 の 本 性 を 、 相 互 作 用 させ る 。 
女性 は 、 そ れ ら を 、 両 立 させ る 。 
自己 中 心性 。 

自己 保身 性 。 


人 間 。 そ の 存在 位 連 。 

それ は 、 中 心 に 近い ほど 、 内 部 の 奥深 くに な る 。 

人 間 は 、 そ うな る ほど 、 外 部 か ら 填 出 し に くく な る 。 

人 間 は 、 そ うな る ほど 、 外 敵 か ら 守 られ や すく な る 。 

人 間 は 、 そ の こと で 、 以下 の 二 つ を 、 共 に 実現 し よう と する 。 
自己 中 心性 。 自 己 保 身 性 。 


この 傾向 を 持つ 人 間 。 そ れ は 、 女 性 だ け に 限定 され な い 。 
権力 者 も 、 こ の 傾向 を 、 持 っ て いる 。 
それ は 、 男 女 両方 で ある 。 


それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 
軍事 的 要 寒 。 城 。 そ の 構造 。 
そこ に は 、 権 力 者 と その 家族 が 居住 する 。 


女性 は 、 以 下 の 二 つ を 、 両 立 さ せ て いる 。 

自己 中 心性 。 自 己 保身 性 。 

女性 は 、 そ の 点 で 、 本 質 的 に 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
権力 者 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


6 . 女 性 。 そ の 「 自 己 中 心性 」 の 実現 。 先 進 的 な 行動 の 必要 性 。 そ の 実行 を 可能 に する 


女性 は 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 
「 自 己 中 心性 。」 


女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 の こ と を する 。 

最 先端 の 流行 に 乗る こと 。 そ れ を 、 盛 ん に 試み る こと 。 
女性 は 、 周 囲 に 向かっ て 、 以 下 を 、 し きり に アピ ー ル する 。 
自身 の 先進 性 。 
周 


女性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 
語 時 か ら 、 注 目 を 浴び る こと 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
私 は 、 先 進 的 に な り た い 。 


自力 で 先進 的 に な れる 力 。 


女性 は 、 そ れ を 、 自 分 自身 で 、 内 的 に 保持 し て いる 。 

し か し 、 女 性 は 、 そ の 行使 を 、 封印 し 、 抑 止 し て いる 。 

その 原因 は 、 以 下 で ある 。 

女性 が 、 彼 女 自身 で 、 以 下 を 持つ こと 。 「 自 己 保身 性 。」 そ の 本 性 。 


その た め 、 女 性 は 、 そ うし た 力 を 、 実 質 的 に 持っ て いな い 。 


女性 は 、 以 下 を 、 第 一 に 考え る 。 
自身 の 保身 。 
その た め の 安 全 確 保 。 


女性 は 、 以 下 を 嫌う 。 
新た な チャ レン ジ 。 
それ は 、 リ スク を 伴う 。 


交 性 は その こと で 、 以 T を 基 池 し 、 宮 作 じ で いる 。 
以下 を 彼女 自身 で 生み 出す 能力 。 斬 新 で 先進 的 な 新知 見 。 


女性 が 、 実 際 に 取る 行動 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 

それ は 、 安 全 性 を 、 高 度 に 確保 し て いる 。 
し か し 、 そ れ は 、 以 下 の 代償 を も た ら す 。 
それ は 、 後 進 的 に な る 。 


女性 。 
その ふだん の 行動 の 内 容 。 
それ は 、 後 進 的 に な り が ち で ある 。 


し か し 、 女性 は 、 先 進 的 に 行動 する 。 
それ は 、 以 下 の 条件 が 整っ た 場合 で ある 。 


(1 ) 
女性 は 、 以 下 の 実 現 を 、 望 む 。 


自己 保身 や 安全 が 確保 され る こと 。 

彼女 自身 が 、 決 し て 傷つか な いこ と 。 

その こと が 、 必 ず 保 証 さ れる こと 。 

それ は 、 彼 女 が 、 以 下 を 、 ど ん な に 行っ て も 、 実 現さ れる 。 
チャ レン ジ 。 失敗 。 


仮に 、 上 記 が 、 実 現し た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 と て も 大 胆 に な る 。 
女性 は 、 以 下 の 封 印 を 解く 。 

チャ レン ジ の 抑止 。 

その 封印 は 、 女 性 の 心 の 中 に 存在 する 。 


女性 は 、 積 極 的 に チャ レン ジ す る 。 
女性 は 、 先 進 的 な 存在 に な る 。 


例え ば 、 日 本 の アニ メ 。 「 プ リキ ュ ア 」。 そ の 肉弾 戦 の 場面 。 
ヒロ イン た ち は 、 敵 か ら 、 色 々 な 攻撃 を 受け る 。 


し か し 、 ヒ ロイ ン た ち は 、 決 し て 、 致 命 傷 を 負わ な い 。 
ヒロ イン た ち は 、 決 し て 、 死 な な い 。 


視聴 者 の 女の子 は 、 そ れ を 、 大 い に 好 む 。 
それ は 、 こ の こと の 現れ で ある 。 


( 2 ) 

女性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
大 規模 集団 で の 一 斎 同調 行動 。 
それ に よる 、 以 下 の 実 現 。 
集団 的 な 無責任 性 。 そ の 獲得 。 


その こと で 、 女性 は 、 以 下 を 、 新 た に 保証 され る 。 
彼女 は 、 失 敗 し て も 責任 を 問わ れ な く な る 。 
彼女 は 、 彼 女 自 身 に 対し て 、 傷 が つか な く な る 。 


以下 が 、 そ うし て 、 維 持 さ れる 。 
自分 の 保身 。 


仮に 、 上 記 が 、 実 現し た 、 と する 。 
する と 、 女性 は 、 と て も 大 胆 に な る 。 
女性 は 、 以 下 の 行動 を 、 い ろ い ろ 行 う 。 
新た な 試み 。 

章 7 さ なみ ポレ シン ジン 。 


女性 は 、 そ の 実行 の た め に 、 以 下 の 実 現 を 必須 と する 。 
行動 面 で の 無責任 性 。 そ れ を 獲得 する こと 。 


その た め に は 、 以 下 が 、 必 須 と な る 。 
集団 行動 。 そ の 一 斉 同調 性 。 そ の 確保 。 


そこ で は 、 以 下 が 、 存 在 する 。 
集団 行動 。 そ れ が も た ら す 、 心 理 的 な 東 縛 。 


そう し た 点 で 、 以 下 の 両 者 の 間 に 、 根 本 的 な 差異 が 出る 。 
(1 ) 女性 の 行動 。 
( 2 ) 男性 の 行動 。 


男性 は 、 チ ャ レン ジ す る 。 

男性 は 、 そ の 際 に 、 個 人 行動 を する 。 

その 結果 、 男 性 に は 、 行 動 面 に お いて 、 責 任 が 発生 する 。 
男性 は 、 そ れ を 、 あ まり 気 に し な い 。 

男性 は 、 そ れ を 、 何 と か 受容 する 。 
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7 . 女性 た ちの 間 の 、 上 下関 係 、 権 力 関係 。 
女性 の 本 性 と の 関連 。 


女性 た ちの 間 に は 、 茶 酷 な 上 下関 係 、 権 力 関係 が 生じ る 。 
女性 の 権力 者 は 、 社 会 の 中 心 者 で ある 。 


女性 は 、 上 位 者 に 隷 従 する 。 
女性 は 、 下 位 者 を 、 彼 女 自身 に 対し て 、 隷 従 さ せる 。 


その 原因 は 、 以 下 の 二 つ で ある 。 


(1) 
女性 は 、 以 下 を 一 切 許 可 し な い 。 


仮に 、 誰 か が 、 女 性 に 対し て 、 反 論 し た 、 と する 。 
する と 、 女性 は 、 経 っ て 、 胡 ち に 厳 前 を 下す 。 
女性 は 、 執 効 に 報復 する 。 


(= も ) 
女性 は 、 感 情 的 で 、 情 緒 的 で ある 。 


1 - 2) 
性 は 、 相 手 と 、 心理 的 に 密着 する 。 
性 は 、 互 い の 一 体感 が 強い 。 


竹 衝 ニ 


(1 -3) 
女性 は 、 批 羊 に 対し て 、 心 が ソフ ト で 傷つき や すい 。 


性 の そう し た 精神 は 、 以 下 か ら 派生 し て いる 。 
性 の 本 性 。 

「 自己 保身 性 。」 

性 は 、 自 分 の 立場 を 守る 。 

性 は 、 そ の た め 、 周 囲 と 仲良 く 同 調 す る 。 
女性 は 、 相 手 と の 心理 的 一 体感 が 強い 。 

仮に 、 女 性 が 、 そ の 状態 で 、 相 手 か ら 妨 向かわ れ た 、 と する 。 
する と 、 女性 は 、 以 下 を 受け る 。 
心理 的 な ダメ ー ジ 。 

それ は 、 大 きい 。 

そう し た 女性 は 、 と て も 不快 に 感じ る 。 

女性 は 、 相 手 に 対し て 、 和 色 り の 感情 を 爆発 させ る 。 


(2 ) 

女性 は 、 下 位 者 に 対し て 、 以 下 を 行う 。 
彼女 は 、 見 下す 。 
彼女 は 、 馬 鹿 に する 。 
彼女 は 、 差 別 する 。 

彼女 は 、 そ れ ら を 、 徹 底 的 に 行う 。 


女性 は 、 上 位 者 に は 、 ご 機嫌 取り を し て 、 取 り 入 る 。 
で れ は 。 以下 に 基づく 。 
「 自己 保身 性 。」 


女性 は 、 下 位 者 に は 、 彼 女 自身 に 対し て 、 以 下 を 強制 する 。 
一 方 的 な 奉仕 。 

それ は 、 以 下 に 基づく 。 

「 自 己 中 心性 。」 


女性 の 本 性 で ある 「 自 己 中 心性 。」 

その 観点 か ら は 、 以 下 が 吉 える 。 

女性 た ちの 間 で は 、 以 下 の 度 合い で 、 上 下関 係 が 決ま る 。 
自分 た ちの 集団 内 部 。 

そこ で の 社会 的 位 資 。 

その 中 心性 。 


女性 た ちの 間 で は 、 上 位 者 は 、 以 下 と し て 位置 づけ られ る 。 
分 より も 中 心 者 で ある 存在 。 


女性 が 、 社 会 の 中 で 、 権 力 者 に な る こと 。 
それ は 、 社 会 の 中 心 者 に な る こと で ある 。 


女性 た ちの 間 で は 、 下 位 者 は 、 以 下 と し て 位置 づけ られ る 。 


自 
自分 より も 周辺 者 で ある 存在 。 


女性 は 、 下 位 者 に 対し て 、 以 下 を 考え る 。 


/7/ 
あな た の 、 私 に 対す る 要求 や 態度 。 

それ は 、 厚 か まし い 。 

あな た は 、 以 下 の 立場 を 、 わ きま える べべ きだ 。 
周辺 者 と し て の 立場 。 

// 


女性 は 、 自 己 中 心性 に 基づい て 、 自 分 を 中 心 者 と し て 扱う 。 


女性 は 、 以 下 に 対し て 、 尊大 に な る 。 
周辺 者 と し て の 下位 者 。 
これ は 、 中 華 思想 の 一 環 で ある 。 


こう し て 、 女 性 の 間 に 、 昔 酷 な 上 下関 係 が 生じ る 。 


六 性 の 、 こう し た 考え 方 

それ は 、 女 性 優位 社会 の 全体 へ と 、 波 及 す る 。 
女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 が 、 模 行 する 。 

社会 体制 に お ける 「 上 位 者 」。 

その 人 物 に よる 、 専 制 的 支配 。 
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男性 は 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) と し て 提 え る 。 
(1 ) 自分 より 能力 が 優れ た 存在 。 
( 2 ) 強者 。 上 位 者 。 


) 自分 より 能力 が 劣っ た 存在 。 


男性 は 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) と し て 提 え る 。 
( 
( 2 ) 吾 者 。 下 位 者 。 


1 
2 
男性 の 、 こ うし た 考え 方 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 の 全体 に 波及 する 。 
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8 . 女 性 の 社会 的 保護 。 
それ が 必要 な 理由 


世界 共通 の 理由 ) 
1 
性 は 、 卵 子 ホ ル ダ ー で ある 。 
よ 、 女性 閉 ホ ル ダ ー で ある 。 
よ 、 貴 重 性 が ある 。 


( 
(1) 
女性 ( 
女性 ( 
女性 ( 
( 2) 

女性 の 身体 は 、 小 さい 。 
女性 の 筋力 は 、 弱 い 。 
女性 は 、 強 姦 さ れる 。 


(3) 

女性 が 、 不 本 意 に 妊娠 し た 場合 。 

女性 は 、 以 下 を 、 一 方 的 に 抱え て し まう 。 
不良 の 製品 在庫 。 

胎児 。 


(以下 の み に 特 有 な 理由 。 移 動 生活 様式 。 男 性 優位 社会 。) 
(1) 

女性 は 、 移 動 生活 様式 に 不適 合 で ある 。 

女性 は 、 社 会 的 弱者 と し て 、 保 護 が 必要 で ある 。 
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男性 の 本 性 。 「 捨 て 身 。」「 自 己 拡大 性 。」 


(A) 捨て 身 。 
男性 は 、 以 下 に 欠け て いる 。 
「 生 体 に お ける 、 生 物 学 的 貴重 性 。 」 


男性 は 、 自 己 保 身 に こだわ ら な い 。 
男性 は 、 捨 て 身 の 存 在 で ある 。 
反 


で ここ 


に 、 女 性 や 子供 が 、 危 険 に さら され た 、 と する 。 
女性 や 子供 は 、 自 己 保身 を 実現 し よう と する 。 
男性 は 、 そ の 実現 の た め の 捨 て 石 に な る 。 

その 点 、 男 性 の 本 性 は 、「 捨 て 身 の 性 質 」 で ある 。 
男 


性 の 本 性 で ある 「 捨 て 身 の 性 質 」 の ルー ツ は 、 以 下 の 通り で ある 。 


( 1 ) 男性 は 、 生 体 と し て 、 以 下 を 持っ て いる 。 
精子 。 男 性 医 。 

内 女性 より も 、 粗 末 な 存在 で ある 。 

そこ で 、 男 性 は 、 女 性 を 守る 。 


) 男性 は 、 筋 力 が 強い 。 
で 、 男 性 は 、 女 性 を 守る 。 


B ) 自己 拡大 性 。 
性 は 、 上 記 の (A ) と 関連 、 次 の 性 質 を 持っ て いる 。 


は 、 未 知 の 環境 へ と 、 積 極 的 に 飛び 込む 。 

は 、 そ の 場 で 、 リ スク 覚悟 で 果敢 に 動き 回 る 。 
性 は 、 新た な チャ レン ジ に 挑戦 する 。 

は 、 そ れ を 、 失 敗 を 覚悟 し て 行う 。 

は 、 そ れ を 、 捨 て 身 で 行う 。 


性 は 、 以 下 を 次 々 と 生み 出す 。 
知見 。 そ れ は 、 今 まで 無かっ た 。 そ れ は 、 斬 新 で ある 。 


痢 環 困 末 週 環 環 同 
訂 


、 新 知見 の 適応 先 を 、 広 範囲 に 拡大 する 。 
、 そ の こと で 、 以 下 を 、 周 囲 に 対し て 、 し きり と アピ ー ル する 。 
自身 の 有 能 さ 。」 


計 謀 
9 上 


ュ 出 早 
9+ 


男性 は 、 そ れ に よっ て 、 女性 の 歓 心 を 買う 。 
男性 は 、 以 下 に 受け 入れ られ る 。 
女性 。 


彼女 は 、 彼 の 有 能 さ を 、 気 に 入っ た 。 
その 結果 、 男 性 は 、 自 分 の 遺伝 的 子孫 を 、 広 く 残し や すく する 。 


こう し た 点 で 、 男 性 は 、 以 下 を 持つ 。 
「 自 己 拡大 性 」 の 本 性 。 

自己 の 存在 を 拡張 し 、 広 げ る こと 。 
その 実現 を 目指 し て 動く こと 

それ を 本 性 と し て 持つ こと 。 


これ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の よ うに な る 。 


(Bー バ 1) 
男性 は 、 次 の (1 ) より も 、 次 の (2) を 指向 する 。 


(1 ) みん な と いる こと 。 
2 ) 個人 で いる こと 。 


(Bo 

男性 は 、 以 下 の よ うに 、 動 こう と する 。 
男性 は 、「 個 人 ベー ス 」 て で 動く 。 
男性 は 、「 問 題 和解 決 」 の た め に 、 動 く 。 
男性 は 、 環 境 の 中 を 、 広 く 動 き 回 る 。 
男性 は 、 環 境 の 中 を 、 高 速 で 移動 する 。 
男性 は 、 以 下 を 指向 する 。 

「 動 き 回 り 」 指向 。 

移動 指向 。 

C 度 己 党 ) 


男性 は 、 問 題 解 決 を 重視 する 。 
男性 は 、 そ の 必要 に 応じ て 、 作 業 チ ー ム を 作る 。 


し か し 、 男 性 は 、 み ん な 一 緒 と いう 考え で は 動か な い 。 
男性 は 、 各 自 が 相互 に 分 離す る 。 
男性 は 、 そ の 状態 を 保っ て 、 動 く 。 
彼ら の チー ム は 、 以 下 を 主体 と し て 動く 。 
メン バー 各自 に よる 、 以 下 の 行 動 。 
- 1 ) 個人 ベー ス の 行動 。 
) 自由 な 行動 。 


男性 は 、 以 下 を 指向 する 。 
「 自由 行動 」 指 向 。 


4 

よ 、 個 人 ベー ス で 動く 。 

ょ 、 そ うし て 、 以 下 へ と 、 積 極 的 に 進出 する 。 
未知 の 領域 。 

未開 の 領域 。 


ュ ン トン = ーー 


そう し た 叙 域 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
「 聞 の 儲 域 。」 


男性 は 、 そ の 場 で 、 以 下 を 繰り 返す 。 
) 試行 錯 誠 。 
( 2 ) チャ レン ジ 。 


男性 は 、 そ うし て 、 そ の 領域 を 、 た くさ ん 掘り 進め る 。 
男性 は 、 以 下 の こ と に 成功 し よう と する 。 
男性 は 、 そ の 実現 に つい て 、 必 死に な る 。 


の 領域 を 、 新 た に 、 以 下 へ と 、 転 換 さ せる こと 。 
「 光 の 領域 。」 

それ は 、 以 下 の 領 域 で ある 。 

(1) 

以下 の 実現 に 役立つ 領域 。 


) 人 間 の 生存 レベ ル 。 そ の 向上 。 
2 ) 人 間 の 生活 レベ ル 。 そ の 向上 。 


(2 ) 
交 全 性 が 確認 され た 領域 。 


男性 は 、 何 と か 成功 する 。 

男性 は 、 以 下 を 指向 する 。 

( 1 ) チャ レン ジ 指 向 。 

( 2 ) 成功 指向 。 

(B-5) 

「 光 の 領域 」。 

彼 は 、 そ れ を 、 自 身 で 、 新 た に 得 た 。 

彼 は 、 そ の 領域 に つい て 、 以 下 の 実現 に 、 新 た に 成功 し た 。 
「 聞 の 領域 か ら 、 光 の 領域 へ の 、 転 換 。」 


男性 は 、 そ れ を 、 自 身 の 新た な 縄張り と する 。 
男性 は 、 そ れ を 、 占有 し よう と する 。 

それ は 、 彼 自身 の 縄張り で ある 。 

それ は 、 彼 自身 の 影響 力 、 支 配 力 が 及ぶ 。 
それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 有 効 で ある 。 


「 光 の 領域 。」 

男性 は 、 そ の 範囲 を 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 

彼 自 身 の 既 得 権益 。 


男性 は 、 以 下 に つい て 、 心 を 砕く 。 
その 範囲 を 、 広 げ る こと 。 


その 際 、 男 性 は 、 ラ イ バ ル と 、 以 下 の 実 現 を めぐ っ て 、 し きり に 争う 。 
既得 権益 。 そ の 拡張 。 


彼ら は 、 そ れ を 、 春 い 合 う 


男性 は 、 そ の た め の 戦 闘 を 、 繰 り 返 す 。 

男性 は 、 そ れ に 勝利 し よう と する 。 

それ は 、 男 性 に よる 、 以 下 の 姿 勢 に つなが っ て いる 。 
自己 の 拡大 を 指向 する 次 勢 。 


は 、 以 下 で 動く 。 

) 縄張り 拡張 」 指 向 。 

) 「 學 得 権益 の 拡張 」 指 向 。 
) 戦闘 へ の 勝利 」 指 向 。 

) 「 自 己 拡大 」 指 向 。 


ROD ド ビ 


(B-6) 
「 光 の 領域 」。 


男性 は 、 そ れ を 、 自 身 で 、 新 た に 獲得 し た 。 


(も か 学 の 店 き 。 

( 2 ) その 有効 性 。 

男性 は 、 そ れ ら を 、 誇 示す る 。 

男性 は 、 そ うし た 誇示 を 、 世 界 に 向け て 、 行 う 。 
男性 は 、 そ うし た 誇示 を 、 幅 広く 、 普 通 的 に 行う 。 

男性 は 、 そ の 「 光 の 領域 」 を 、 ほ か の 人 々 に 使用 させ る 。 
男性 は 、 そ うし て 、 多 大 な 報酬 を 得る 。 
320 まう 
男性 は 、 そ うす る こと で 、 自 分 の 有 能 さ を 、 ア ピー ル す る 。 
男性 は 、 そ うし た アピ ー ル を 、 世界 に 向け て 、 行う 。 
男性 は 、 そ うし た アピ ー ル を 、 幅 広く 、 普 馬 的 に 行う 。 
男性 は 、 そ うし た アピ ー ル を 、 特 に 、 以 下 に 対し て 、 行 う 。 
女性 。 

その 女性 は 、 男 性 に と っ て 、 結 婚 相 手 と し て 、 魅 力 的 で ある 。 
男性 は 、 以 下 を 狙う 。 

その 女性 を 、 獲 得する こと 。 

男性 は 、 以 下 で 動く 。 

( 1 ) 普遍 指向 。 

( 


2 ) 「 有 能 性 の アピール 」 指 向 。 能 力 主義 。 


人 以下 を 行う 。 
(1 ) 個人 ベー ス の 有 能 さ 。 そ の 発揮 。 
( 2 ) その 業績 の アピ ー ル 。 


男性 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 指向 する 。 

( 1 ) 社会 的 な 成功 。 

( 2 ) 社会 的 な 勝利 。 

( 3 ) それ ら を 収め る こと 。 そ れ を 自身 の 業績 と する こと 。 


男性 は 、 以 下 を 、 社 会 的 に 活用 する 。 
( 1 ) 得 ら れ た 名 声 。 
( 2 ) 得 ら れ た 資産 。 


男性 は 、 2 陸生 
丸 の .(C2) を 、 以下 の (2) に すず する こと 。 


(1 ) 
(1 - 1) 彼 自 身 の 遺 伝 的 子孫 。 
(1 - 2) 彼 自身 の 文化 的 子孫 。 


2 ) 
2 - 1 ) それ ら を 、 社 会 に 対し て 、 広 め る こと 。 
2 - 2) それ ら を 、 普 通 的 に 広め る こと 。 


( 
( 
( 
(2 - 3) それ ら を 、 大 量 に 広め る こと 。 


( 
1) 社会 的 成功 」 指 向 。 
2) 社会 的 勝利 」 指 向 。 
3 ) 


男性 は 、 以 下 で 動く 。 

( 

( 

( 社会 的 拡大 」 指 向 。 


『 ま と め 』 

駒 央 1 

女性 は 、 以 下 を 持つ 。 

「 自 己 保身 性 。」 (「 私 に と っ て 、 私 自身 が 、 一 番 大 切 で ある 。」 そ う 考 える 性 質 。) 
それ に 対応 する 、 男 性 の 本 性 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

「 捨 て 身 の 性 質 。」 
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女性 は 、 以 下 を 持つ 。 

「 自 己 中 心性 。」 (「 自 身 は 、 世 界 の 中 心 で ある 。」 そ う 考 える 性 質 。) 
それ に 対応 する 、 男 性 の 本 性 。 

それ は 、 何 で ある か ? 


は ルド の よ づ の に な る 。 


) 以下 へ の 指向 。 

- 1 ) 自身 の 有 能 性 。 

- 2 ) その 普 所 的 な 有効 性 。 
Sr の 回 上 3 


は は FRR 


( 
( 
( 
( 


( 2 ) 社会 的 成功 へ の 指向 。 


この 二 つ を 合体 させ る 。 
それ は 、 以 下 の 表現 に な る 。 


「 自 身 の 普 通 的 な 成功 。 そ れ へ の 指向 。」 
これ は 、 さ ら に 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換 える こと が で きる 。 
以下 へ の 指向 。 


( 1 ) 自身 の 存在 。 そ れ を 世界 的 に 普 記 化す る こと 。 
( 2 ) それ に 成功 する こと 。 


これ は 、 最 終 的 に 、 以 下 の 表現 に 行き 着く 。 
「 自 己 拡大 性 。」 


女性 は 、 本 性 と し て 「 自 己 中 心性 」 を 持つ 。 
男性 は 、 本 性 と し て 「 自 己 拡大 性 」 を 持つ 。 
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「 自 己 保身 の 性 」。「 捨 て 身 の 性 」。 - 女 らしさ 、 男 らし さ の 検討 - 


「 要 冒 」 
筆者 は 、 以 下 の 視点 か ら 、 従 来 の 性 差 に 関す る 知見 を 、 整 理 し て まとめ て いま す 。 


( 1 ) 女性 は 、 生 物 と し て 、 男 性 より も 、 貴 重 で ある 。 

( 2 ) 女性 は 、 守 られ る 存在 で ある 。 

( 3 ) 女性 は 、 自 己 保 身 へ の こだわ り が 強い 。 女 性 は 、 安 全 第 一 で ある 。 女 性 は 、 周 囲 
の 他 者 と の 、 助 け 合い を 好む 。 


従来 の 性 差 心理 学 に お いて は 、 男 女 の 能力 差 に 関心 が 集まっ て いた 。 そ れ は 、 空 間 認 知 
能力 、 語 能力 な どの 違い で あっ た 。 


男女 に 能力 差 が 生じ た 理由 と し て 、 社 会 で は 、 一 般 的 に 以下 の こと が 喜 わ れ て いる 。 

( 1 ) 男性 。 外 に 出 て 、 食糧 と な る 獲物 を 調達 する こと 。 女性 と 子供 を 、 外 敵 か ら 守 る 
還 2 

( 2 ) 女性 。 男 性 に 守ら れ な が ら 、 家 庭 と いう 巣 の 中 で 、 子供 を 育て る こと 。 

男女 の 性 差 の 性 差 が 生じ た 理由 と し て 、 こ うし た 性 役割 の 差 の 存在 が 、 指 摘 さ れ て い 
る 。 


し か し 、 こ れ ま で は 、 以 下 の こ と が 起き る 理由 に つい て は 、 ほ と ん ど 触 れ ら れ て いな 
い 。 


な ぜ 、 こ うし た 性 役割 の 差 が 、 生 じ た か ? 
( 例 ) 

な ぜ 、 男 性 は 、 外 に 出る よう に な っ た か ? 
な ぜ 、 男 性 は 、 女 性 を 守る 必要 が ある か ? 


筆者 は 、 上 記 の 、 男 女 の 能 力 差 や 、 性 役割 の 差 が 、 生 じ た 理 由 と し て 、 以 下 の 点 に 着目 
し た 。 


( 1 ) 女性 と 男性 と の 差 の 根源 で ある 、 卵 子 と 精子 の 差 。 
( 2 ) その 身体 に 、 育 児 を する た め の 機 構 が 、 付 いて いる か 、 い な いか の 差 。 (子宮 。 
母乳 の 出る 乳房 。 ) 


ご 洲 6 だ たつ 0 で 、 以 に 謎 し く で 読 明 赤 る 。 
1 ) 生殖 時 に 担う 、 生 殖 細胞 の あり 方 の 違い 。 男 性 は 、 精 子 を 持っ て いる 。 女性 は 
卵子 を 持っ て いる 。 


この こと は 、 次 の 違い に 、 に 結び つい て いる 。 

「 女 性 は 、 貴 重 品 で ある 。」 「 男 性 は 、 消 耗 品 で ある 。」 

女性 の 担う 卵子 は 、 男 性 の 担う 精子 より 、 相 対 的 に 貴重 で ある 。 卵 子 は 、 人 口 維持 の た 
6 の. キー と な っ て いる 。 

この こと は 、 次 の こと の 根拠 と な る 。 

「 女 性 は 、 男 性 に よっ て 守ら れる 。」 


( 2 ) 女性 が いな いと 、 次 の こと が 起き る 。 

人 間 が 、 子供 を 養育 する 、 生 物 と し て の 仕組 み が 、 働 か な い 。 (子宮 で 、 胎 児 を 育て る 
こと どこ し 旧 に 、 授 者 する こと 。 ) 

人 間 に は 、 子供 が 育た な い 。 

それ は 、 人 口 維持 に 、 長 ち に 影響 する 。 

この こと は 、 女 性 を 、 生 物 学 的 に 、「 貴 重 な 資 源 」、 と させ て いる 。 

上 記 に つい て 、 詳 し く は 、 以 下 の 文章 を 参照 され た い 。 


「 生 物 学 的 貴重 性 と 性 差 」 
「 人 間 の 命 の 重 さ の 不平 等 性 に つい て の 検討 」 


性 は 、 男 性 に 比べ て 、 よ り 大 切 に され 守ら れる 。 女 性 は 、「 貴 重 な 性 」 と し て の 性質 
、 強 く 持 っ て いる 。 

性 、 粗末 な 性 」 で ある 。 

うし て 、 女 性 は 、 生 物 学 的 観点 か ら は 、 男 性 に 比べ 、 よ り 上 位 に 位置 づけ られ る 。 
性 は 、「 貴 重 な 性 」 で ある 。 女性 は 、 生 物 維 持 と いう 、 生 物 に と っ て 究極 的 な 価値 
得る こと が で きる 。 

性 は 、 危 険 に さら され る 男性 より も 、 よ り 高 い 、 優 先 的 な 、 地 位 に つい て いる 。 


性 は 、 以 下 の よ うな 特権 を 、 世 えら れ て いる 。 

性 が 、 社 会 集団 の 中 で 、「 公 式 リ ー ダ ー」 の 地位 に つい て いる 場合 。 

性 は 、 自 分 の 生物 維持 の た め に 、 男 性 を 、 公 然 と 、 犠牲 に する こと が 、 許 され る 。 そ 
は 、 男 性 が 、 公 式 リ ー ダ ー で あっ て も 、 許 され る 。 

性 は 、 男 性 リー ダー より も 、 優 先 し て 、 生 き 延 びる こと が で きる 。 


和 放さ 竹 果 対 竹 避 竹下 環 避 放 


従来 、 社 会 的 地位 は 、 以 下 の よ うに 、 計測 され て きた 。 
社会 を 動か す 、 公 的 組織 の 代表 、 リ ー ダ ー が 、 上 位 で ある 。」 
そう し て 、 「 社 会 的 地位 は 、 男 性 が 上 位 で ある 。」 と 、 捉 えら れ て きた 。 


生物 学 的 視点 に よっ て 、 「 社 会 的 地位 の 高 さ 」 を 捉え る 場合 。 

その 高 さ は 、 「 優 先 的 に 、 生 物 維持 を 図れ る 度合 い の 強 さ 。」 と し て 、 捉 えら れる 。 
女性 は 、 社 会 の 中 で 、 よ り 大 切 に され 守ら れる 存在 で ある 。 

女性 は 、 組 織 の 代表 で ある 男性 より も 、 さ ら に 地位 が 上 で ある 。 


「 女 性 は 、 貴 重 品 で ある 。」 と いう 、 女 性 の 生物 学 的 性 質 が 、 女 性 の 行動 様式 を 、 決 定 
し て いる 。 


「 女 性 の 持つ 、 生 物 と し て の 貴重 性 」 が 、 「 女 らし さ 」 を 生む 、 根 本 原因 と な っ て い 
る 。 
本 当 の 「 女 らし さ 」 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


貴重 品 で ある 、 我 が 身 を 守る こと 。 自 己 の 保身 、 安 全 に 敏感 な こと 。「 自 己 保身 指 
向 」、「 自 己 保 全 、 安 全 指向 」。 


女性 は 、 「 自 己 保身 の 性 」 と 呼べ る 。 


女性 は 、 次 の こと を 、 指 向 す る 。 
頑強 で 優し い 存在 (男性 ) に よっ て 、 自 分 が 助け られ 、 守 られ る こと 。 


女性 は 、「 守 られ る 性 」、「 助 けら れる 性 」 と な っ て いる 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、「 大 切な 、 貴 重 な 存在 」 で ある と 考え る 。 


女性 が 、 自 分 の 生物 を 、 犠 牲 に する こと は 、 以 下 の 場 合 に 、 限 定 さ れる 。 例 えば 、 自 分 
の 子供 が 、 危 険 な 状態 に 陥っ た 時 。 


「 男 性 は 、 疾 貴 重 品 で ある 。」 
こう し た 、 男 性 の 生物 学 的 性 質 は 、 「 男 らし さ 」 を 生む 原因 と な っ て いる 。 


本 当 の 「 男 らし さ 」 は 、 以 下 の 通り で ある 。 

(1 ) 自分 の 保身 を 考え ず 、 捨 て 身 で ある こと 。 「 捨 て 身 へ の 指向 」。 

自分 以外 の 、 貴 重 な 存在 を 、 守 り 、 助 ける こと 。 貴重 な 存在 と は 、 例 えば 、 以 下 の 通 り 
で ある 。 女性 。 子供 。VIP。 

( 2 ) 衝立 、 盾 と な る こと 。 そ の こと で 、 自 己 の 生物 を 、 身 代わ り と し て 投げ 打つ こ 
と 。 自 己 の 生物 を 、 粗 末 に する こと 。 「 衝 立 、 盾 指向 」。 

( 3 ) 他人 の 助け を 借り ず に 、 一 人 で 生き 延び られ る こと 。 自 分 の 身 は 、 自 分 で 守れ る 
よう に する こと 。 「 自 箱 、 自 立 、 独 立 指向 」。 


男性 は 、 以 下 の よ うに 呼べ る 。 

(1 ) 「 捨 て 身 の 性 。」。「 ガ ー ド を する 性 。」。 ( 他 者 を 守衛 する 性 。) 。 「 エ ス 
コー ト を する 性 。」。 (護衛 を する 性 。) 。 「 自 衛 の 性 。」。 

( 2 ) 女性 な どの 、 貴 重 な 存在 を 、 後 方 に か くま う 性 。 外 敵 と 、 証 接 、 対 決する 性 。 外 
敵 に 対し て 、 防 御 、 攻 撃 する 性 。「 外 敵対 決 の 性 。」。 

外敵 は 、 例 えば 、 以 下 の 存在 で ある 。 有 害 な 、 生 物 や 人 間 。 風 水害 の よう な 、 自 然 の 猛 
威 


捨て 身 に な っ て 、 女 性 な どの 、 貴 重 な 存在 を 、 保 護 し 、 守 護 し 、 救 助 す る 性 。 「 保 護 す 
る 性 。」。「 守 護 す る 性 。」。 「 救 助 す る 性 。」。 


えば 、 女 性 の 書い た コミ ッ ク で 、 以 下 の 表現 が 、 頻 繁 に 見 られ る 。 

1 ) ヒロ イン が 、 男 性 に よっ て 、 危 な い 場 面 か ら 、 守 られ た り 、 助 けら れる 。 

2 ) ヒロ イン は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「oo 君 が 、 私 を 助け て くれ た ! oo 君 が 、 私 を 
つく. > 

( 3 ) ヒロ イン に お ける 、 そ の 男性 に 対す る 好感 度 が 、 急 激 に アッ プ す る 。 


女性 は 、 そ の 中 で は 、 以 下 の よ うな 願望 を 持つ 。 
「 自 分 は 、 自 分 が 囚われ の 身 に な っ て いる と ころ を 、 白馬 に 乗っ た 王子 に 助け られ た 
い 。」 


「 自 分 は 、 男 性 に 、「 お 姫 様 だ っ こ 」 さ れ て 、 抱 き 抱 えら れ 、 守 られ た い 。」 


その 中 で は 、 以 下 の パ ター ン や 、 描 宮 は 、 あ まり 見 られ な い 。 
女性 が 、 男 性 を 助け る 。 
それ に よっ て 、 男 性 が 持つ 、 女 性 に 対す る 好感 度 が 、 上 が る 。 


これ ら は 、 以 下 の こ と の 証拠 と な る 。 
( 1 ) 女性 は 、「 守 られ る 性 」「 助 けら れる 性 」 で ある 。 
( 2 ) 男性 は 、「 守 る 性 」「 助 ける 性 」 で ある 。 


女性 は 、 自 分 の こと が 、 一 番 大 切 で か わい い 。 

女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「 自 分 の 保身 、 安 全 を 確保 する た め に は 、 他 者 (男性 ) 
が 、 犠 牲 に な か っ て も 、 や む を 得 な い 。」 

女性 は 、 以 下 の 性 質 が 強い 。 自 己 本 位 。 自 分 中 心 。 自 分 優先 。 自 己 愛 。 自己 憐 剛 。 


男性 は 、 大 切な 存在 (女性 ) の た め に 、 自 分 を 犠牲 に する こと を 、 一 方 的 に 強い られ 
る 。 


この こと は 、 男 性 と 女性 と の 生得 的 な 待遇 の 格差 に つなが っ て いる 。 こ の こと は 、 男 性 
差別 に つなが っ て いる 。 


こう し た 知見 は 、 生 物 学 的 貴重 性 の 立場 か ら 、 書 か れ て いる 
こう し た 性 差 心理 学 の 研究 は 、 ま だ あま り 見 られ な い 。 


女性 が 「 守 られ る 性 」 と な る 要因 。 男 性 が 「 守 る 性 」 と な る 要因 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り 
で ある 。 

) 生物 学 的 貴重 性 。 

2 ) 筋力 の 違い 。 身 体 の サイ ズ 。 


筋肉 、 筋 力 は 、 男 性 で は 、 引 き 締 まっ て 、 強 い 。 
筋肉 、 筋 力 は 、 女 性 で は 、 男 性 と 比較 し て 、 よ り 紅 組 し 、 弱 い 。 


人 間 は 、 環 境 適応 に お いて 、 外 部 の 風雨 や 、 外 英 な ど 、 に さら され る 。 


筋力 の 翌 い 者 は 、 環 境 適応 に お いて 、 よ り 不 利 で ある 。 
それ は 、 筋 力 の 強い 者 に よっ て 、 保 護 さ れ 、 守 られ る 必要 が ある 。 


筋力 の 弱い 女性 は 、 筋 力 の 強い 男性 に よっ て 、 そ の 外界 を 守ら れる 。 
筋力 の 強い 男性 は 、 外 敵 や 、 風 雨 に 、 青 接 対処 する 。 彼 は 、 強 い 力 で 外敵 を 倒し 、 風 十 
等 を 防ぐ 。 彼 は 、 女 性 を 守る 。 

女性 は 、 よ り 内 側 に いる 、 筋 力 の な い 、 無 力 な 存在 で ある 。 

従来 、 次 の 区 別 が な され て きた 。 「 女 性 は 、 内 側 に いる 存在 で ある 。」 「 男 性 は 、 外 側 
に いる 存在 で ある 。」 

その 区 別 は 、 上 記 の 理由 で 、 行 われ て いる 。 


男性 は 、 強 い 筋 力 を 、 本 来 、 外 敵 や 、 風 雨 な どか ら 、 女 性 を 守る た め に 、 使 うべ き で あ 
る 。 
し か し 、 男 性 は 、 そ れ を 、 女 性 を 攻撃 し て 、 服 従 さ せ 、 支 配 す る た め に 用 いる こと も あ 
る 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の 通り で ある 。 家 庭 内 で の 、 ド メス ティ ッ ク な バイ オレ ンス 。 強 
到 。 


そこ で 、 以 下 の 考 え 方 が 、 女 性 、 男 性 双方 の 間 に 浸 透 し て いる 。 

「 男 性 が 、 生 まれ つき 筋力 の 玉 い 女性 を 、 そ の 強い 筋力 で 抑え つけ る こと は 、 ア ン フ ェ 
ア で ある 。」』 

「 男 女 の 中 嘩 は 、 口 頭 で の 論争 で 、 済 ます せる べき で ある 。.」 

女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 生 まれ つき 、 滑 古 で 、 ペ ラベ ペラ と 口 が 回 る 。 

口頭 で の 攻撃 に つい て は 、 女 性 は 、 有 利 で ある 。 そ れ に つい て 、 男 性 は 、 不 利 で ある 。 


「 背 丈 な どの 身体 の サイ ズ 」 に つい て 。 男 性 は 、 大 きい 。 女 性 は 、 小 さい 。 
身体 の サイ ズ の 大 きい 者 は 、 小 さい 者 の 「 盾 」 と な る 。 身体 の サイ ズ の 大 きい 者 は 、 小 
さい 者 を 、 外 敵 や 風雨 か ら 、 守 る こと が で きる 。 


こう し た こと は 、 男 性 を 「 守 る 性 」 と し て いる 。 こ の こと は 、 女性 を 「 守 られ る 性 」 と 
し て いる 。 


社会 に お いて は 、「 女 子供 」 と いう 言い 方 が 使用 され る 。 社 会 で は 、 女 性 と 、 子 供 を 、 
一 緒 に し て 捉え る 。 


女性 は 、 母 親 と し て 、 子供 を 養育 する 、「 子 守 の 役 」 に 回 る こと が 多 v 
女性 は 、「 子 供 と 一 緒 に いる こと 。」 が 多い 


これ と は 、 別 の 理由 も 、 あ る 。 

女性 と 子供 の 間 に は 、 共 通 性 が 多い 

子供 も 、 女 性 も 、 同 様 に 、「 守 られ る 存在 」 で ある 。 

子供 は 、 子供 を 生ん だ 若い 夫婦 に と っ て は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

「 か けが え の な い 貴 重 品 と し て の 存在 。 自 分 の 命 と 引き 換え に し て も 、 惜 し く な い 存 
在 。 生 きる 望み の 源 で ある 存在 。」 

子供 は 、 そ れ ゆ え に 、 大 切 に 扱わ れる 。 


子供 は 「 無 力 な 存在 」 で ある 。 

子供 は 、 体 が 小さ く 、 未 熟 で 、 筋 力 と か が 隊 い 。 

子供 は 、 ま だ 生活 能力 が 十分 発達 し て いな い 、。 子供 は 、 自 分 一 人 だ け で は 、 生 き て いけ 
な い 。 

子供 は 、 そ れ ゆ え 、 力 が 十分 強い 者 に よっ て 、 保 護 さ れる 必要 が ある 。 


こう し て 、 子供 は 、 貴 重 性 、 翌 者 性 を 持つ 。 

女性 は 、 生 物 学 的 に 、 「 貴 重 性 」 を 持つ 。 女 性 は 、 一 種 の 、 「 弱 者 性 」 を 持つ 。 そ れ 
は 、 筋 力 の 弱 さ や 、 本 

それ ゆえ 、 子供 と 、 女 性 は 、 性 質 が 、 共 通し て いる 。 


こう し た 、 貴 重 性 、 憶 者 性 は 、 女 性 と 子供 を 、 共 通 に 「 守 られ る 存在 」 と し て いる 。 
それ ゆえ 、 女 性 と 子供 は 、 "女子 供 」 と 、 一 括り に され る 。 


A . ' 女 らし さ 」 の 検討 
「 女 性 は 、 貴 重 品 、 守 られ る 性 、 保 身 の 性 で ある 。」 
筆者 は 、 こ の 視点 か ら 、「 女 らし さ 」 を 、 以 下 に 、 人 箇条書 き の 形 で 、 ま と め た 。 


〇 A 1 . 「 自 己 の 貴重 視 」 
女性 は 、 自 分 の こと が 一 番 足 いと 考え 、 他 者 に 大 事 、 大 切 に 扱っ て も らい た が る 。 


(Q)| 須 保 [女性 は 、 自 分 が 周囲 の 人 間 に よ っ て 、 「 貴 重 な 存在 と し て 、 守 られ る こと 。 助 
護 指 | けら れる 立場 に 回 る こと 。」 を 根源 的 に 望む 。 
向 


(②)| 高 貴 [ 女 性 は 、 自 ら を 高貴 な 存在 と 見 な す 。 (お 姫 様 。 お 娠 様 。) 。 女 性 は 、 プ ライ 
虹 向 | ド が 高い 。( お 高く 止ま る 度合 い 。 誇り 。 自 慢 の 度合 い 。) 


③ 上 品 | 女性 は 、 自 ら の 品位 の 高 さ に 気 を 配る 。 女 性 は 、 高 貴 、 上 品 と 思わ れ た が る 


ェ ッ ク す る 。 


女 

指向 | 廊 性 は 、 書物 や ビデ オ な ど に 、 剖 位 を 欠く 表現 が な いか どう か を 、 う る さく 
チ 
蔽 


(④| 札 儀 | 女性 は 、 自 分 に 対す る 礼儀 に うる さい 。 女 性 は 、 互 い に 、 相 手 が 自 分 に 和 失礼 で 
歓 感 | な いか に 、 歓 感 で ある 。 
性 


(⑮)| 自 己 | 女性 は 、 自 分 の こと が 一 番 か わい い 。 女性 は 、 自 分 の こと が 一 番 大 切 で ある 。 
本 | 女性 は 、 鏡 に 映る 自分 の 変 に 見 と れる な ど 、 自 己 愛 が 強く 、 ナ ル シ ス ト で あ 
位 、| る 。 


(⑥| 陣 | 女 作 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「 も し も 、 私 が 、 社 会 の 中 で 、 自 分 が 強者 で あ 
い | る こと を 、 認 め た と する 。 す る と 、 私 は 、 誰 に も 守っ て も ら え な く な る 。」 
い 、 | 廊 性 は 、 例 え 強 者 の 立場 に いて も 、 玉 い 振り を し て 、 男 性 な ど に 、 守 っ て も ら 
り | お うと する 。 女 性 は 、 定 住 生活 様式 優位 社会 の 女性 の よう に 、 男 性 より 強く て 
指向 |] も 、 そ うす る 。 女性 は 、 被 支配 者 と し て 、 扱 われ た が る 。 女 性 は 、 力 の か 弱い 
感じ を 好む 。 


⑨A 2 . 「 安 全 第 一 指向 」 

女性 は 、 何 事 も 安全 第 一 で 、 危 険 を 置 そ うと し な い 。 (危険 回 避 指 向 ) 。 女 性 は 、 失 敗 
を 怖がり 、 避 け よ うと する 。 (失敗 回 避 指 向 ) 。 女性 は 、 自 分 が 、 新 た に 物事 を 始め る 
際 に 、 慎 重 で あり 、 選 択 が 保守 的 で ある 。 (慎重 、 保 守 指 向 ) 


oA2- 1 . 「 前 例 、 退 興 指 向 」 
女性 は 、 ど ん な 危険 や 失敗 が 待ち か まえ て いる か 知れ な い 、 未 知 の 対象 や 状況 を 避け 
る 。 女 性 は 、 そ こそ こ 恵 まれ た 、 今 まで の 状態 が 、 今 後 も 続く の を 望む 。 
女性 は 、 前 例 に 従う こと を 、 何 より も 重視 する 。 前 例 は 、「 既 に 、 0 
ば 、 安 全 で 問題 が な いこ と が 、 確 立 さ れ て いる 、 行 動 様式 。」 で ある 。 女性 は 、 前 例 か 
ら 外 れる 、 新 し いこ と を 行う の を 、 嫌 い 、 避 け よ うと する 。 
二村 今 ま で し た こと の な い 、 新 し いこ と に 、 自 分 が 入っ て 取り 組む こと を 、 踏 
怖がる 。 女 性 は 、 そ れ を 、 誰 か 他 の 人 が や っ て くれ な いか と 、 考 える 。 女性 は 、 そ 
の 半生 に に あし エラ ン お る 。 介し まき の に 
性 が 確認 され て いる 、 前 例 、 し きた り を 守る 。 女 性 は 、 そ こ 44 と を 、 し よう 
と し な い 。 女性 は 、 他 者 に よる 成功 例 の 模 條 に 長け て いる 。 女 性 は 、 試行 錯 誠 を いや が 
る 。 女 性 は 、 そ れ か 必須 と な る 独創 性 を 重んじ な い 。 女性 ( 時 和合.6 知 こい 
を 尊敬 する 。 女 性 は 、 何 も な い 状 態 か ら 、 何 か を 作り 出す 人 を 、 軽 ん じ る 。 女性 は 、 前 
例 を よく 知っ て いる 先輩 と 、 そ う で な い 後 募 と の 間 で 、 支 配 、 従 属 の 関係 や 、 上 下関 係 
が きつ い 。 そ れ は 、 学 校 ば NE 家庭 の 中 の 嫁 関 係 も 、 同 じ で ある 。 (先輩 後 
等 制 の 重視 。 年 功 序列 の 重視 。 
は に た な 半生 條 お 人 天 が あき に 生け 6 の 了 抽 ま に な 
こと を 嫌い 、 二 番手 と な る こと を 好む ( 二 番 手指 向 ) 。 一 番手 は 、 ま と も に 風 を 食 ら 
う 、 ハ ー ド な 環境 で 、 過 ご さ な け れ ば な ら な い 。 二 番手 は 、 防 風 役 の 一 番手 が 前 に いる 
こと に よっ て 、 下 接 風 を 受け な く て 済む 。 二 番手 は 、 よ り 楽 で 、 安 全 な 環境 で 過ごせ 
る 。 女 性 は 、 誰 か が 、 和 失敗 を 繰り 返し な が ら 、 未 知 の 新しい こと (製品 作り な ど 。) に 
挑戦 し て いる 間 は 、 じ っ と 待っ て 傍観 を 決め 込む 。 女 性 は 、「 そ れ は 、 成 功 し た 。」 と 
捉え た 瞬間 に 、 そ の パイ オニ ア の 行動 を 、 一 斉 に 真似 る 。 女 性 は 、 そ れ に 、 ち ょ っ と だ 
け 改 良 を 加え る 。 女 性 は 、 そ うし た 成果 を 、 社 会 に 送り 出す 。 女 性 は 、 結 果 と し て 、 一 
番手 の パイ オニ ア を 駆 用 する 。 (コピ ー、 物 真似 指向 ) 
女性 は 、 現 在 の そこ そこ 恵まれ た 環境 か ら の 変化 を 好ま な い 。 女 性 は 、 例 えば 、 現 在 の 
人 と を 好ま な い 。 女 性 は 、 安 定 し た 環境 
、 自 分 や 、 自 分 の 家族 が 、 ず っ と い 続 ける こと を 思 む (安定 指向 ) 。 こ れ は 、 例 え 
、 大 企業 や 役所 へ の 勤務 を 続け る こと で ある 。 女 性 は 、 そ こそ こ 居 心地 よい 現状 が 、 


5 これ は 、「 好 条件 の 
電電 に 、 の 会 は た が る こと 。 ) と いう 点 で 、 の 5, 温室 指向 。 」 と 、 関 連 す る 。 
女性 は 、 安全 第 一 で 、 危 険 を 回 避 す る 。 女 性 は 、 革 の 6 分 野 に 踏み 込ん で 、 探 検 
し よう と し な い 、。 未知 の 領域 は 、 ど ん な 人 危険 が 待ち 構え て いる か 分 か ら な い 。 女 性 は 、 
未知 の 領域 、 分 野 に 入る こと で 得 ら れる 、 新 し い 境 地 、 知 見 に 、 最 初 に 接する こと が で 
き な い 。 男 性 は 、 最 初 に 、 そ うし た 新しい 知見 、 発 見 に 接する こと が で きる 。 女性 は 
その 点 、 男 性 に 比べ て 、 新 し い 知見 を 得る の が 必ず 一 歩 遅 れる 。 そ の 点 、 技 術 、 文 化 の 
発展 に お いて 、「 女 性 。 女 性 が 強い 社会 。、」 は 、「 男 性 。 男 性 の 強い 社会 。」 に 比べ 
て 、 必 ず 、 後 進 的 に な る 。 (文化 的 後進 性 ) 


oA2- 2 . 「 権 威 、 強 権 追従 指向 」 

女性 は 、「 権 威 者 、 強 権 者 の 後 を つい て いれ ば 、 我 が 身 の 安 全 が 保 た れる 。」 と 考え 

る 。 女 性 は 、 そ れ を 積極 的 に 実行 する 。 

女性 は 、「 強 い 者 」 に 惹か れ 、 な びく 。 (例え ば 、 強 権 者 、 権 力 者 な ど 。) 。 女 性 は 、 

強権 、 主 導 権 の 持ち 主 に 、 心 が と きめ き 、 好 き に な る 。 強 権 、 主 導 権 の 持ち 主 と は 、 強 
引 に 、 物 事 (例え ば 、 デ ー ト の 手順 な ど 。) を どん どん 進め 、 自 分 た ち を 積極 的 に リー 
ド し て くれ る 存在 で ある 。 そ れ は 、 特 に 異性 で ある 男性 で ある 。 そ の 行為 は 、 例 えば 、 

「 長 ドン 」 で ある 。 女性 は 、 強 権 政 治 、 独 裁 政 治 を 心 の 底 で 希望 する 。 女 性 は 、 強 者 を 
「 上 位 者 」 と 呼ん で 敬い 、 従 う 。 女 性 は 、 強 者 が も た ら す 文化 、 文 物 を 愛好 する 。 強 者 
は 、 例 えば 、 欧 米 列 強 と か で ある 。 

女性 は 、 権 威 者 や 権威 ある 集団 ( 家 元 な ど ) の 後 を 追随 し た が り 、 お 上 の 権威 や ブラ ン 
ド に 静 い 。 (ブラ ンド 指向 ) 。 権威 者 は 、 例 えば 、 先 生 、 上 役 で ある 。 権威 ある 集団 

は 、 家 元 な ど で あ る 。 女 性 は 、 自 分 の これ か ら の 行動 を 、 自 分 を 守っ て くれ る 権威 者 

に 、 決 め て も ら お うと する 。 女性 は 、 権 威 者 の 決め た 規則 に 対し て 、 従 順 で あり 、 そ れ 
を 、 よ く 守 る 。 (規則 遵守 指向 ) 。 女 性 は 、 規 則 が 自分 の 真意 に 反し て いる 場合 、 表 向 
は 従い 、 長 學 し な い 。 し か し 、 性 は 、 そ うす る こと で 、 ス トレ ス が た まる 。 する 

と 、 女 性 は 、 裏 で 、 陰 口 を 叩く 。 ( 面 従 腹痛 

女性 は 、 強 者 、 権 威 者 と 結婚 し て 、 邊 の の 039 の る 女性 は 、 自 分 自身 の 存 
在 を 、 権 威 あ る 者 、 強 い 者 と 、 不 可 分 に 一 体 化す る 。 女 性 は 、 AH 

以下 の 形 で 残す 。「 自 己 と 、 権 威 者 、 強 権 者 と を 、 同 一 化す る こと 。」。 自 分 自身 の 生 
きた 証 と は 、 社 会 に 広め ゆる べき 、 自 分 自身 の 「 コ ピー」 で ある 。 


oA2-3 . 「 責 任 の 回 避 。 責 任 を 免除 され る こと 。」 

女性 は 、 和 失敗 し た と き に 、 責 任 を 取ら され て 、 社 会 的 生物 を 断 た れる こと を 坊 れ る 。 
(周囲 の 旨 か ら 追放 処分 に 会 うこ と 。 社 会 の 中 で 、 公 然 と 生き て 行け な く な る こと 。 臣 
か ら 見 限ら れ て 、 い ざと いう 時 に 、 助 け て も ら え な く な る こと 。 紀 洋 、 喘 笑 、 処 六 、 失 
脚 の 対象 に な る こと 。) 。 女 性 は 、 そ うし た 、 危 な い 、 恥 ず か し い 目 に 会 わな いよ うに 
し よう と する 。 女性 は 、 そ こ で 、 責 任 を 回 避 す る 。 女 性 は 、 社 会 か ら り 、 そ も そ も 、 責 任 
を 取ら な く て 良い よう に 、 し て も ら う 。 女 性 は 、 責 任 を 、 免 除 さ れる 。 


責任 回 [性 は 、 失 敗 し た と き 、 自 分 か ら は 、 責 任 を 取 ろ うと し な い 。 女性 は 、 以 下 
避 指 | の こと を 望む 。 「 誰 か 他 の 人 が 、 責 任 を 代わ っ て 取っ て くれ た らい い 
向 。 責 | な 。」。 女 性 は 、 ES (責任 転嫁 ) 。 女 性 は 、 そ れ 
任 転嫁 | を 、 周 囲 と の 連帯 責任 に 、 持 ち 込む 。 

量 向 。 


向 。 


[2) ほ 動 指 


性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 自 ら 進ん で 行動 を 起こ す と 

する 。 する と 、 私 は 、 取 っ た 行動 に 対し て 、 よ り 大 き な 責任 が 生じ て し ま 

う 。」。 女性 は 、 自 分 か ら は 行動 を 起こ さ な い 。 女性 は 、 受 動 的 な 、 受 け 身 
の 態度 を 示す 。 


G) 届 地位 


女性 は 、 大 き な 責 任 が 生じ る 、 社 会 的 に 公式 の 高い 地位 、 役 職 に つく こと 


上 を 、 進 ん で 避け る 。 女 性 は 、 責 任 者 に な ろう と し な い 。 女性 は 、「 主 」 の 責 
任 者 で は な く 、 「 副 」 の 責任 者 に な ろう と する 。 女 性 は 、 男 性 を 、 責 任 の 伴 
う 、 公 式 に 高い 地位 へ と 、 積 極 的 に 追い 立て る 。 女 性 は 、 自 分 た ち は 、 責 任 
を 取ら な く て 良い 、 気 楽 な 立場 を 、 維 持 し よう と する 。 


(④| あ い 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「 も し も 、 私 が 、 青 接 的 で 明快 な 態度 を 取っ 


旧 た と する 。 す る と 、「 私 が 取っ た 行動 に 対す る 責任 」 が 、 よ り 明 ら か に な っ 


て し まう 。」。 女性 は 、 間 接 的 で 、 遠 回 し で 、 玉 虫 色 の 、 あ いま いな 態度 
を 、 取 ろう と する 。 


) 自己 決 


女性 は 、 自 分 で 、 自 分 の 閣 来 や 、 取 る べき 行動 を 、 決 め よ うと し な い 。 女性 
欠 I は 、 そ れ を 、 周 囲 の 他 者 に 決め て も ら お うと する 。 女性 は 、 有 力 な 他 者 の 決 
定 に 、 素 衣 に 、 一 方 的 に 、 ハ イハ イ と 服従 する 。 女 性 は 、 他 者 の 吉 う こと を 
聞く 。 女性 は 、 マ ゾ ヒ スト で ある 。 女性 は 、 い ざ 失 敗 し た ら 、 決 め た 他 者 の 
責任 と する こと が で きる 。 女性 は 、 そ うす る こと で 、 自 分 は 、 責 任 を 逃れ る 
| こと が で きる 。 女性 は 、 占 い を 好む 。 占い は 、 自 分 の 格 来 取る べき 行動 を 、 
アド バイ ス し て くれ る 。 女性 は 、 他 者 に 何で も 決め て も ら う 。 そ うし て 、 女 
性 は 、 以 下 の よ うな 「 被 害 者 意識 」 を 抱き や すい 。 「 私 は 、 他 者 に 操 ら れ て 
いる 。 コ 」 コ 


(6 決断 回 
避 指 

向 。 決 
断 の 先 
送り 。 


女性 は 、 自 分 か ら は 、 進 ん て 決断 する こと を し な い 。 女 性 は 、 決 断 を 先送り 
する 。 女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「 も し も 、 私 が 、 自 分 で 決断 し た と す 
る 。 す る と 、 私 は 、 そ の 装 断 に つい て 、 南 任 を 問わ れ て し まう 。」。 女性 
は 、 そ れ を いや が り 、 避 け よ うと する 。 


(⑰| 攻 配 の 
蜂 公 式 
性 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「 も し も 、 私 が 、 自 ら 公式 に 、 社 会 の 文 配 者 
で ある こと を 、 認 め る と する 。 す る と 、 私 は 、 社 会 に 対す る 、「『 支 配 し て い 
る こと へ の 、 結 果 責 任 』 が 生じ て し まう 。」。 そ こ で 、 女 性 は 、 自 分 が 、 実 
際 に 、 支 配 する 立場 に いて も 、 こ れ を 、 決 し て 認め よう と し な い 。 衝 
以下 の よう に 主張 する 。 「 社 会 の 支配 者 は 、 あ くま で 男性 で ある 。」。 ( 例 
FE 
は 、 そ こ で 、 こ うし た 主張 を する 。) 。 女 性 は 、 社 会 を 支配 する と き 、「 丘 
公式 な 支配 」 を 行う 。 女 性 は 、 の Cp 責任 を 伴う 、 公 的 な 組織 の 代表 に 
間 6 代表 に な っ た 男性 の 「 管 理 者 . に な る 。 (例え ば 、 母 
親 や 妻 。 生 は 、 責 任 か ら は 自由 に な っ た 状態 で 、 社 会 を 支配 する 。 


oA2-4 . 


「 高 不安 性 」 


女性 は 、 自 分 の 周囲 に 存在 する 、 危 険 の 可能 性 に 対し て 、 内 女性 は 、 自 分 が 
いつ 危な い 目 に 会 うか 、 そ の こと に 専ら 注意 が 向く 。 女 性 は 、 怖 が り 、 騰 病 な 態度 を 示 
す 。 女性 は 、 身 の 安全 確保 に 対す る 確信 が 持ち に くい 。 人 8 自身 の 保身 を 脅かす 対 
象 が 、 い つ 自 分 の 近辺 に 現れ る か 、 分 か ら な いと 考え る 。 女性 は 、 え る 。 女性 は 、 自 
分 を 守っ て くれ る シェ ルター 役 の 存在 を 望 む 。 そ れ は 、 自 分 の こ と を 、 示 天 イガ ー ド 。 
エス コー ト し て くれ る 存在 で ある 。 そ れ は 、 特 に 、 男 性 で ある 。 


oA2-5 . 「 内 部 指向 」 

女性 は 、 以 下 の こ と を 指向 する 。「 よ り よ い 条 件 の 下 で 、 生 き 延 びる こと 。」。 女性 
は 、 昔 酷 な 外部 環境 に 、 主 接 さ ら さ れる の を 避け る 。 そ れ は 、 冷 た い 外 の 風 な ど で あ 
る 。 女性 は 、 温 か さ が 常 時 保 た れる 内 部 領域 に 留 ま ろ うと する 。 そ れ は 、 外 部 環境 か ら 
度 断 され て いる 。 女性 は 、 ピ ンク 、 赤 の よう な 暖色 、 心理 的 な 暖か さ を 好む 。 (温室 指 
向 。) 。 

女性 は 、 表 面 に 露出 する こと を 避け る 。 そ れ は 、 自 己 の 属す る 家族 や 組織 の 表面 で あ 
る 。 女性 は 、 表 面 に 赴 出 する と 、 6 見 知ら ぬ 、 危 険 か も し れ な い 、 よ そ 者 、 外 英 
と 、 王 接 向き 合う 必要 が 出る 。 女 性 は 、 内 部 、 奥 に 止ま ろう と する 。 (表面 回 避 指 
向 。) 。 例 えば 、 日 本 に お いて 、 時 間 の と を 、「 奥 さん 」 と 呼ぶ 慣行 な ど 。 女性 は 、 
代表 に な る こと を 避け よう と する 。 そ れ は 、 自 己 の 属す る 家族 、 組 織 の 代表 に な る こと 
で ある 。 代 表 は 、 組 織 の 顔 と し て 、 外 部 に 長 接 填 出 する 立場 で ある 。 (代表 回 避 指 
向 。) 。 

女性 は 、 戦 争 や ビジ ネス 戦線 と か で 、 銃 弾 が 飛び 交 う 、 危 険 な 前 線 に は 、 三 接 出 よう と 
し な い 。 女性 は 、 専 ら エ ネル ギー 供給 、 飲 み 物 配 給 等 の 、 後 方 支援 に 回 る 。 (後方 支援 
指向 。) 

女性 は 、 タ ー ゲ ッ ト が 外界 に 赴 出 し な いよ うに する 。 タ ー ゲ ッ ト と は 、 ド ア の 取っ 手 、 
プリ ンタ 等 の 家電 製品 、 女 性 の 自分 自身 な ど で あ る 。 女性 は 、 そ れ ら の 保護 、 隠 蔽 、 ほ 
こり 除け を する 。 女性 は 、 そ れ ら に 、 カ バー、 シ ー ト 、 覆 い を 掛け て 、 被 せる こと を 好 
む 。 (カバ ー 指 向 。 趣 出 回 避 指 向 。) 


⑨A 3 . 「 心 理 的 近接 」 女性 は 、 互 い に 心 理 的 に 近づき 合い 、 一 体 化 し 、 助 け 合 お うと 
する 。 


oA3-1 . 「 人 間 関係 へ の 指向 」 

女性 は 、 人 と 人 と の 間 を 互い に 結び つけ る 。 女 性 は 、 人 々 が 互い に 協力 し 合っ て 、 環 境 
適応 上 の 困難 を 克服 で きる よう に させ る 。 女性 は 、 互 い に 関 係 を 取り 合う 。 女 性 は 、 い 
ざと いう 時 に 互い に 助け 合う こと が で きる よう に する 。 


ー 


(1) | 関係 構 | 放 性 は 、 人 間 関 係 に 長 じ る 。 女性 は 、 関 係 を 持つ こと 、 そ の も の を 重視 す 
築 指 | る 。 女 性 は 、 人 間 自 体 に 興味 を 持っ て 、 近 づこ うと する 。 女性 は 、 人 形 遊 び 
向 。 関 ( の よう に 、 人 間 を か た どっ た も の に 、 関 心 が あ る 。 女 性 は 、 人 間 と は か け 

係 維持 隊 れ た 、 機 械 的 な メカ と か に は 、 関 心 が な い 。 女性 は 、 た ら 
指向 。| こ と に 弱い 。 女 子 い じ め の 手段 と し て は 、 無視 が 、 効 果 的 で ある 。 女 性 は 
(関係 | 一 人 孤立 し た まま い 続け る こと が 難し い 。 女性 は 、 常 に 、 他 者 と の 関係 を 維 
の 本 | 持 す る こと を 求め る 。 


質 
促 。) 


癌 密 指 


向 。 
れ 合 
い 指 
向 。 促 
良し 
指向 。 
相互 
チ 指 
向 。 


軸 細 互い に 、 ベ タ ベ タ くっ つき 合う こと を 好む 。 女 性 は 、 人 間 関 係 が 、 


濃密 、 濃 厚 で ある 。 女性 は 、 人 間 関 係 が 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 女性 は 、 内 
、 周 囲 の 他人 に 心理 的 に 近づい て 、 親 密 な 関係 を 保 と うと する 。 

に 0 合 和 お は 女性 は 、 仲 良し 集団 を 作ろ うと する 。 女性 

い の 親 密 さ を 、 無 限 に 追求 し よう と する 。 そ うし て 、 女 性 は 、 相 手 が 、 和 

親密 な 相手 が で きる と 、 奴 始 す る 。 女 性 は 、 同 性 の 友人 同士 、 手 を つなぎ 

合っ て 帰る 。 女 性 は 、 互 い の 肌 を 触れ 合う こと が 、 自 然 で ある 。 女 性 は 、 相 

互 の タッ チ を 、 好 む 。 女 性 は 、 親 和 欲 求 が 強い 。 


③) 


自己 開 
示 指向 


女性 は 、 自 己 開示 を 好む 。 女 性 は 、 自 分 の こと を 、 相 手 に より よく 理解 し て 
も ら お うと する 。 女性 は 、 そ うし て 、 自 分 と 相手 と の 距離 を 縮め よう と す 
る 。 


(④ 


女性 は 、 人 間 関 係 を 強化 し て 、 い ざと いう と き に 連帯 、 協 調 し て 助け 合い や 
すく する 。 そ の た め 、 女 性 は 、 電 2 コミ ケー クン ョ ンジ 

が 好き で ある 。 (コミ ュ ニ ケー ショ ン の 本 質 。 女 性 は 、 し ゃ べ る こ 

と 自体 が 、 自 己 目的 化し て いる 。 女 性 は 、 科 ま ら の ュ ニ ケー ショ ン が し 
つこ い 。 女性 は 、 な か な か 、 互 い に 話 を 切 ろ うと し な い 。 


($ 


ュ ン 


配慮 指 
向 。 気 
配り 
指向 。 
親身 指 
向 。 
の 
王 向 。 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と の 良好 な 関係 を 保つ 。 女 性 は 、 絶 え ず 、 周 囲 に 配慮 
気配 りす る 。 あ る い は 、 女 性 は 、 配 慮 、 気配 り し て いる と いう 姿勢 を 、 周囲 

に 対し て 、 見 せよ うと する 。 女性 は 、 困 っ て いる 他 者 と か を 、 親 身 に な っ 
3 まき 女性 は 、 周 囲 の 他 者 を 、 自 分 の 注意 の 対象 、 ケ ア の ス 
コー ブ 内 に 含め 、 内 包 す る 。 女性 は 、 そ うし て 、 他 者 と 、 心理 的 に 一 体 化し 
よう と する 。 


(6 


ュ ン 


依存 指 
向 。 甘 
え 指 

向 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と 、 心 理 的 に 近く に いよ うと する 。 女性 は 、 誰 か に 、 依 
存 し よう 、 甘 えよ うと する 。 女性 は 、 隊 依存 し よう 、 寺 え よう と す 
る 。 (女性 は 、「 甘 え の 性 」 で ある 。) 。 女 性 は 、 0 
る 。 女 性 は 、 孤 独 を 耐え 妨 ぶ 精神 に 欠 りあ 女性 は 、 誰 か に 守っ て も ら わ な 
いと 、 不 安 で 仕方 が な い 。 


(⑦) 


表面 的 
過 梨 | 自 
指 向 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と 、 伸 良 く 相互 依存 し て 、 生き て いく 。 も し も 、 女性 
が 、 何 ら か の 形 で 、 周 囲 の 他 者 の 援助 を 、 0 (女性 
は 、 例 えば 、 まで 近 軸 じじ 案 加 の (20 ) そこ で 、 女性 は 、 何 と 
か 、 一 人 で 、 自 立 し て 、 生 き て いこ うと する 。 そ うし た 女性 は 、 男 性 に 比べ 
て 、 肩 に 力 が 過剰 に 入っ て し まう 。 女性 は 、 ヒ ステ リッ ク に 、 次 の よう 

こ 、 決 め つ ける 。 放 e ひと り ぼ っ ちな ん だ 。 誰 も 、 私 の こと を 、 助 け 
て くれ な いん だ 。」。 女性 は 、 見 か け 上 、 過 系 に 自立 し た 態度 を 取る 。 し か 
し 、 女 性 は 、 本 当 ( ょ 、 誰か に 助け て も らい た く て 、 仕方 が な い 。 女性 は 、 男 
性 に 比べ て 、 悲 壮 な 覚悟 を 決め が ち で ある 。 男 性 は 、 独 力 で 生活 し て いく こ 
と に 、 自 然 で いら れる 。 


に 


ーー! 


(⑱) 


女 定 組 


織 所 属 
指向 


女性 は 、 以 下 の こ と わざ に 従う 。 「 寄 ら ば 大 樹 の 除 。」。 女 性 は 、 中 央 官庁 


や 大 企業 の よう な 安定 し た 集団 に 所 属し よう と する 。 女性 は 、 い ざと いう 
と き 、 同 じ 集 団 に 属し て いる と いう こと で 、 集 団 メ ン バ ー が 、 自 分 の こと 
を 助け て くれ る こと を 望む 。 女 性 は 、 自 分 の 後ろ 橘 と な っ て くれ る 集団 
が 、 潰 れ に くい こと を 指向 する 。 女 性 は 、 以 下 の 状 態 が 永続 する こと を 望 
む 。「 そ の 集団 が 、 私 を 守っ て くれ る 状態 。」。 


⑨) 


反 プ 
ライ 
レ ヾ 

ンー 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と の 間 で 、 互 い に 、 互 い を チェ ッ ク し 合う こと を 好む 。 
女性 は 、 互 い に 、 相 手 が 今 何 を し て いる か 見 えな い 個 室 を いや が る 。 女性 
は 、 大 部 屋 で 、 皆 が いる こと を 好む 。 女 性 は 、 他 人 の 噂 語 を する の を 好む 。 
女性 は 、 プ ライ バシ ー 侵 害 の 概念 に 疎い 。 


(10) 


注意 訪 
引 指向 


女性 は 、 自 分 の 存在 を 、 周 囲 に アピ ー ル し て 、 他 者 に 気づか せる 。 女 性 は 
周囲 の 他 者 が 、 自 分 の こと を 助け 忘れ る こと を 防 ご うと する 。 女性 は 、 自分 
に 対し て 、 他 者 の 注意 を 、 引 き 付 け よ うと する 。 女性 は 、 他 者 に 対し て 、 自 
了 へ と 興味 集中 させ よう と する 。 女性 は 、 ヒ ステ リー を 起こ す 。 女性 
は 、 周 囲 の 視線 が 、 自 分 に 集まる よう に する 。 女 性 は 、 周 囲 の 気 を 引く こと 
を 好む 。 女 性 は 、 以 下 の こ と が 快感 で ある 。 「 周 囲 に 、 私 の こと を 見 られ る 
こと 。」。 女 性 は 、 化 粧 や 服飾 に 対し て 強い 興味 を 示す 。 化 粧 や 服飾 は 、 他 
の 梓 線 を 前 提 と し た 、 自 己 呈示 の 方 法 で ある 。 


(11) 


中 心 人 
物化 指 
向 


女性 は 、 以 下 の こ と を 目指 す 。 「 周 囲 か ら 、 注 目 を 集め る こと 。 周 囲 か ら 、 
ちや ほや され る 、 対 人 関係 面 で の 、 中 心 人 物 と な る こと 。」。 女性 は 、 そ う 
し た 人 物 を 、 勝 者 、 成 功 者 と 見 な す 。 


12 


' 評 
価 、 期 
特 

へ の 
人 感 


女性 は 、 以 下 の こ と を 、 し きり に 気 に す る 。 「 他 人 に 、 私 は 、 ど う 見 られ て 
いる か ? 他人 に 、 私 は 、 ど う 思 われ て いる か ? 」。 女 性 は 、 周 胃 に よる 、 自 
分 に 向け られ る 視線 が 気 に な る 。 女 性 は 、 盛 ん に 恥ず か し が る 。 (女性 は 、 
日 本 の よう な 「 恥 の 文化 」 の 立役者 で ある 。 女 性 は 、「 恥 の 性 」 で ある )。 
女性 は 、 他 者 に 対し て 、 視 線 恐怖 を 起こ し や すい 。 女性 は 、 周 囲 に よる 、 自 
分 へ の 期待 に 敏感 で ある 。 女 性 は 、 周 囲 の 他 者 に 、 気 に 入ら れ よ うと する 。 
反 性 は 、 周 囲 の 他 者 に 、 受 け 入 れ て も ら お うと する 。 


(13) 


青 、| 女 性 は 、 物 事 や 他人 を 、 好 きか 嫌い か で 、 感 情 的 、 情 緒 的 に 捉え よう と す 
中 る 。 女 性 は 、 次 の どちら か し か で き な い 。 「 対 象 と の 距離 を 、 近 づけ よう 


と する か 、 そ れ と も 、 遠 ざけ よう と する か 。」 「 対 象 に 、 入 れ 揚 げ よ うと 
する か 、 そ れ と も 、 離 れ よ う 、 避 け よ うと する か 。」 (対象 へ の 心理 的 近 
0 女性 は 、 公 平 、 中 立 な 態度 が 取れ な い 。 女 性 は 、 物 事 

、 距 離 を 次 いて 見 る こ と が で き な い . 女性 は 、 人 や 物事 へ の 距離 感 が 欠如 
2 


避 】 


主観 、 


息 観 
の 重 
視 


女性 は 、 客 観 的 、 科 学 的 な 論理 の 振り 回 し を 好ま ず 、 主観 的 動 に 基づい た モ 貴 
観 的 鹿 断 を 行う の を 好む 。 客 観 的 、 科 学 的 視点 を 取る た め に は 、 他 者 と の 関 
係 で 、 冷 静 に 一 歩 引 く こ と か 必要 で ある 。 


(5) 


関係 粘 


女性 は 、 い っ た ん 自分 と つなが っ た 、 関 係 を 持っ た 相手 や 対象 に 、 い つま 
で も 、 し つこ く 、 付 きま と お うと する 。 (ネッ ト 掲 示 板 な ど ) 。 女 性 は 、 
いっ た ん 始め た 会 話 を 、 話題 を 変え て 、 い つま で も し つこ く 続 け よ うと す 
る 。 


oA3-2 . 
女性 は 、 独 り で いる こと を 避け る 。 女 性 は 、 そ うし て 、 不安 か ら 逃 れ よ うと する 。 そ れ 


心理 的 集合 、 密 集 、 一 体 化 」 


は 、 


「 誰 も 、 


自分 を 助け て くれ な い 。」 と いう 不安 で ある 。 女 性 は 、 周 囲 の 他 者 と 近接 


する 。 そ うし て 、 女 性 は 、「 周 囲 の 費 と 一 緒 に いる 」 と いう 一 体感 を 持つ こと が で き 
る 。 女 性 は 、 そ うし て 、 安心 感 に 肖 e こ と が で きる 。 そ れ は 、 次 の よう な 、 安 心 感 で あ 


る 。 「 自 分 は 、 独 り で は な い 。」。 「 自 分 は 、 互 い に 困っ た と き に 、 助 け て も ら え 

の > 

(1) | 集団 主 | 女性 は 、 集 団 を 維持 する こと 自体 を 好む 。 集 団 は 、 周 囲 の 他 者 と 物理 的 、 心 
表 理 的 に 近づい た 状態 で ある 。 女性 は 、 い つも 集団 で 行動 する こと を 好む 。 

女性 は 、 集 団 、 団 体 で まとまっ て いる こと が 好き で ある 。 女性 は 、 ト イレ 
に 行く の に 、1 人 で は な く 、 複 数 人 で 連れ 立っ て 行く 。 女 性 は 、 食 事 を 仲 民 
し グル ー プ で 、 固 まっ て 取る 。 女 性 は 、 集 団 か ら 外 れる こと を 礼 れ る 。 

(②) | 同調 、| 廊 性 は 、 周 囲 で 流行 っ て いる こと を 、 自 分 も ちや ろう と する 。 女性 は 、 周 囲 
地 合 指 人 うる さく 、 人 細か が く チ ェ エッ ク し よう と する 。 性 は 、 0 
向 に 対し て 同調 性 が 強い 。 女 性 は 、 周 囲 の 動向 に 自分 が 付い て 行け な いこ 

上 女性 は 、 周 囲 の 動向 に 自分 を 合わ せる 。 女性 は 、 生還 の 人 
者 と 一 緒 、 一 体 化し よう と する 。 女 性 は 、 周 囲 と の 調和 、 和 合 を 保つ こと に 
を 砕く 。 

(⑬) | 密集 指 |[ 妥 性 は 、 周 囲 の 他 者 と 一 緒 に 狭い 空間 内 に いる 、 密 集 状態 を 好む 。 そ の 傾向 
向 は 、 男 性 より も 強い 。 

(④ | メ 女性 は 、 周 囲 の 皆 が 採用 する 、 多 数 派 、 主 流派 に 当たる 事物 の 方 を 、 自 分 も 
ジャ ー| 礁 ん で 採用 し よう と する 。 女 性 は 、 多 数 派 に か ろう と する 。 女性 は 、 そ う 
指向 。| し て 、 自 分 と 同じ 考え の 仲間 が 、 数 多く 存在 する こと を 好む 、。 
多数 派 
追従 指 
向 。 

(⑮) | 「 相 互 | 女性 は 、 対 象 と の 距離 を より 近く 取 ろ うと する 。 女性 は 、 5 体 、 融 
ー 体 | 合 化 を 指向 する 。 女 性 は 、 相 手 と の 一 体感 を 偏重 する 。 女 性 は 、「 愛 」 と い 
化 、 融 | う 言葉 を 使う の が 好き で ある 。 女性 は 、 人 ま す 
合 化 」 | る 。 女 性 は 、 客 観 的 な 見 方 が で きず 、 疾 科学 的 で ある 。 女 性 は 、 宗 教 、 迷 信 
指向 。| を 信じ や すい 。 女 性 は 、 対 象 を 自ら と 一 体 化し 、 包 み 込 み 、 否 み 込む 態度 を 

ー 体 | 取り や すい 。 従来 、 母 性 や 愛情 と 斉 わ れ て きた の が これ に 当たる 。 女性 
感 の 重 | は 、 対 象 と な る も の を 受容 し 、 受 け 入 れる こと に 長け て いる 。 女性 は 、 心 
際 和 SN 抱き し め た いも の を 、「 か わい い 」 と 言っ 

て 好む 。 女 性 は 、 恋 人 と か と の ドロ ドロ し た 愛憎 関係 を 心 の 底 で 好む 。 

(⑥) コピー は 他人 の に つけ た 作れ た ア イデ ア を 、 自 分 も 胡 ち に コピ ー し て 身 

指向 | に つけ よう と する 。 女性 は 、 コ ピー する こと で 、 一 体感 を 相手 に 示 そ うと 
' す る 。 そ れ は 、 次 の よう な 、 一 体感 で ある 。「 私 も あな た と 同一 、 同 質 に 
な っ た 。 私 は あな た に 追い つい た 。 私 と あな た は 、 一 緒 だ ね 。」。 女 性 
は 、 周 囲 の 流行 を 追 お うと する 。 女性 は 、 周 囲 の 動向 を 、 安 長 に コピ ー す る 
こと に 忙し い 。 女性 ば 、 大 売 の アイ デア を 考え 出し た 人 人 の オリ ジ ナ リティ 
に は 、 余 り 考 え が 及 ば な い 。 

(⑦ | 半 鎖 、| 性 は 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 な 仲良 し グル ー プ を 形成 する 。 女 性 は 、 い つも 、 そ 
排他 指 6 - で いよ うと する 。 女性 は 、 閉 じ た 空 間 、 メ ン バ ー に 限定 され た 
向 中 で 、 い 続け よう と する 。 女 性 は 、 同 じ 仲 間 と 、 繰 り 返 し 、 息 の 詰まる よ 

うな 、 前 あけ で どす 3C 
る 。 女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 グ ルー プ に 、 よ そ 者 
を 入れ る と する 。 す る と 、 そ こ で は 、 今 まで 私 が 仲間 と 作り 上 げ て きた 、 
「 親 密 な 容 囲 気 」 が 失わ れる 。」 


ゅ 


相対 評 
価 指向 


女性 は 、 自 分 の 評価 を 、 周 囲 の 仲間 と 序列 づけ て 比較 する 形 で 行う 。 女 性 


は 、 閉 じ た 集 団 、 仲 間 の 中 で 自分 が 何 番目 に いる か 、 と いう こと に うる さ 
い 。 も し も 、 一 緒 に 同席 し て いる 女性 集団 の 中 で 、 一 人 が ほめ られ る と す 
る 。 そ うな る と 、 他 の 同性 の 仲間 は 、 自 分 が より 低く 扱わ れ た と し て 、 機 
嫌 を 損なう 。 女 性 に お いて 、 も し も 、 他 者 が 自分 より ちや ほや され 、 優 刀 
され た と する 。 女性 は 、 そ の 他 者 を 、 ラ イ バ ル 視 する 。 女 性 は 、 そ の 他 者 
の 足 を 引っ 張る 。 女 性 は 、 自 分 の 方 が 格 上 で ある こと を 示 そ うと し て 、 そ 
の 他 者 に 対し て 、 競 争 心 を 燃やす 。 


の | 


女性 は 、 以 下 の こ と を 、 人 避け る 。「 各 々 が 自由 競争 を 行う こと 。 そ の こと 


で 、 互 い の 間 に 大 き な 格 差 が 生じ て 、 敗 者 の 心 の 中 に 、 勝 者 に 対す る 婚 始 心 
が 芽生 える こと 。 そ の こと で 、 互 い の 仲 の 良さ 、 一 体感 、 調和 、 協 調 が 基 れ 
る こと 。」。 女性 は 、 競 争 を 好ま な い 。 ( 丘 競 争 指向 。) 。 女 性 は 、 以 下 の 
こと を 求め る 。「 な る べく 、 相 互 の 間 に 格 差 が 生ま れ な いこ と 。 相 互 が 、 

横並び 、 平 等 に な る こと 。」。 女性 は 、 護 送 船団 、 談合 方 式 の 規制 を か け よ 
うと する 。 女性 は 、 突 出 者 の 足 を 引っ 張っ て 、 比 と 平等 の 状態 に 戻 そ うと す 


る 。 女 性 は 、 次 の こと わざ を 、 実践 する 。 「 出 る 杭 は 、 打 た れる 。」。 


人 】 


ソフ 
ト な 感 
触 へ の 
指向 。 
季 軟 指 
向 。 


女性 は 、 互 い に 近 接し て 存在 する と き に 、 相 互 に ぶつ か っ て も 心地 よい 感 
触 を 保てる よう に する 。 女性 は 、 人 当たり を ソフ ト 、 和 柔らか に する 。 女性 
は 、 肌 に ソフ ト な 柔らか い 感 触 を も た ら す 、 ぬ い ぐ る みな ど を 好む 。 女 性 
は 、 一 見 層 い 。 し か し 、 女性 は 、 次 の 強 さ を 持つ 。「 和 柔らかく 、 し な や か 
で 、 力 が 加わ っ て も 折れ な いこ と 。」。 


(11) 


所 属 指 
向 


女性 は 、 ど こ か の グル ー プ に 必ず 所 属し よう と する 。 女性 は 、 次 の こと 
を 、 何 より も 恐れ る 。「 ど この グル ー プ に も 入れ て も ら え ず 、 孤 立 無援 の 
状態 に 陥る こと 。」。 女 性 は 、 自 分 が 所 属す る 集団 の 格付 け を 、 盛 ん に 気 に 
する 。 (例え ば 、 学校 、 会 社 な ど 。) 


(1② 


女性 は 、 自 分 が 所 属す る グル ー プ 内 の 仲の 良さ 、 和 合 、 結 束 の 強 さ を 、 対 外 
的 に アピ ー ル し た が る 。 女性 は 、 互 い の 持ち 物 を 、 揃 える 。 


(13) 


女性 は 、 グ ルー プ 内 の 不満 を 、 グ ルー プ 外 に 表面 化 、 表 沙汰 に し な い 。 女 性 
は 、 グ ルー プ が 、 表 面 上 は うま く 行 っ て いる よう に 、 取 り 繕 う 。 女性 は 、 
理 が 仲 良 し で ある こと を 強調 する 。 女 性 は 、 裏 で 、 陰 口 を 叩い た り 、 吉 口 を 
言っ た りす る 。 女 性 は 、 周 囲 の 目 に 触れ な いと ころ で 、 不満 の 所 け 口 と な 
る 、 ス ケー プ ゴ ー ト を 作る 。 女性 は 、 そ の 人 を 、 み ん な で 寄っ て た か っ 
て 、 い じ め る 。 


(1④ 


排除 回 
避 指 向 


女性 は 、 自 分 が 所 属す る グル ー プ か ら 排 除 さ れ て 、 仲 間 外 れ に な ら な いよ 
うに 気 を 遣う 。 女 性 は 、 グ ルー プ の 主流 派 に に 、 お べ っ か を 使う 。 女 性 は 、 
スケ ー プ ゴー ト の 趣 口 を 、 一 緒 に な っ て 言う 。 


(5) 


突出 者 
排除 指 
向 


女性 は 、 所 属す る 集団 の 中 で 、 「 限 度 を 超え て 突出 し た 者 。 個 性 が 強 す ぎる 


者 。」 を 、「 そ の 場 の 調和 、 和 合 、 一 体感 を 乱す 者 。」 と し て 丘 難 し 、 集 団 
か ら 追 い 出す 。 


(16) 


護送 船 
団 指向 


女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 互 い に ま と まっ て 、 船 団 の よう な 集団 を 作ろ 
09 二 と っ の 
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和合 、 
調和 指 
向 


女性 は 、 互 い に 和 合 す る 。 女 性 は 、 相 互 の 一 体感 、 調和 を 強調 する 。 女 性 
は 、 相 互 に 馴れ 合っ た 状態 を 、 持 続 さ せよ うと する 。 


(18)| 自 由 競 | 女性 は 、 互 い の 歩み を 横並び に 捕え て 、 グ ルー プ を 維持 する 。 女 性 は 、 そ 
争 の 回 | うし て 、 自 由 な 競争 を 、 回 避 し よう と する 。 


oA3-3 . 「 注 意 の 近視 性 。 表 面 的 な 注意 。 注 意 の 末 醒 性 。」 

女性 は 、 物 事 に 対す る 興味 を 、 自 分 の 身の回り の 狭い 安全 な 範囲 に 、 限 定 し 集中 させ 
る 。 

女性 は 、 も の の 見 方 が 近視 眼 的 で ある 。 女 性 は 、 以 下 の と こ NII 

「 今 いる と ころ か ら 近 距離 の 空間 。 今 いる と ころ か ら 短 時 間 で 手 が 届 く 範囲 。」。 女 性 
結 。 ご NPC し か し 、 女性 は 、 遠 大 な 計画 性 に 欠け る 。 ( 近 
距離 指向 。 短 時 間 指 向 。) 。 女 性 は 、 物 事 の 細か いと ころ 、 茜 末 な 枝葉 の ポイ ント に こ 
隊 和 98 和 で の じ O お S ウ グセ エ づ の る の PC 
な ど 。 (詳細 、 細 密 指 向 。) 。 女 性 は 、 大 局 的 な 視点 に 欠け る 。 ( 末 槽 、 末 端 指 向 。) 
女性 は 、 も の ご と の 本 質 を 追わ ず 、 枝 葉 未 節 の 飾り に こだわ る (装飾 車 視 指向 ) 。 女 性 
は 、 身 の 回 り の 品 を 購入 する 場合 、 そ の 品物 の 持つ 機能 に つい て は 、 関 心 が 薄 い 。 ( 例 
えば 、 品 物 が 、 自 分 に よる 環境 へ の 適応 に どう 役立つ か な ど 。) 女性 は 、 そ の 品物 に 
どん な 飾り が 付い て いる か 、 見 栄え は どう か に 関心 が 行く 。 (例え ば 、 品 物 の 、 フ ァ 
ショ ン 、 デ ザイ ン な ど 。) (機能 軽視 指向 。) 。 女 性 は 、 も の の 見 方 が 近 め 、 浅 め 、 天 
面 的 で ある 。 (思考 の 奥行 き の 欠 如 ) 

女性 は 、 自 分 の 身辺 の 狭い 、 注い 範囲 に 注意 が 集中 する 。 女性 は 、 身 の 回 り の 、 ち ょ っ 
と し た 究 囲 気 の 変 化 に 、 MS 4 女性 は 、 身 辺 の 状況 変化 を 感じ 取る 、 皮 膚 感覚 に 
優れ る 。 (身辺 歓 感 指向 。 


oA3- 4 . 「 ス ケー ル の 小さ さ ( 限 定 分 布 性 )」 

雪 全 が 確保 され る 領域 よ ト 、 そ う で な い 人 額 域 に 比べ て 、 小 さく 、 限 定 さ れ て いる 。 そ の 中 
で の 自己 実現 の スケ ー ル は 、 自 ず と 小さ く 、 ち まち ま と し た も の と な る 。 女性 は 、 そ う 
し た 安全 領域 に いる の を 好む 。 

女性 は 、 安 全 性 が 確保 され た 狭い 領域 内 に 、 自 ら 限定 し て 分 布 し よう と する 。 女性 は 、 
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し よう と する 。 「 自 己 実現 を する こと 。 成 果 を 出す こと 。」。 女性 は 、 安 全 梓 内 に 囚 わ 
れ た 形 で 物事 を 考え る 。 女性 は 、 自 身 が 生み 出す 成果 、 生産 物 が 、 以下 の も の に な る 。 
「 ス ケー ル が 小さ いも の 。 壮大 さ に 欠け る も の 。 織 細 な も の 。」。 女 性 は 、「 か わい 
い 」 も の を 好む 。 そ れ は 、 小 ぶり で 、 ス ケー ル が こじ ん まり と 小さ くま と まっ た も の で 
ある 。 (か わい さ 指 向 ) 

女性 は 、 巨 大 組織 に は あま り 興 味 が な い 。 女 性 は 、 範 囲 の 狭い 、 こ じん まり と し た 、 
アッ ト ホ ー ム な 集団 、 な いし 縁故 ネッ トワ ー ク を 好む 。 女 性 は 、 そ の 中 で 、 主 導 権 、 支 
配 力 を 握る こと を 指向 する 。 (例え ば 、 小 さ な 会 社 や 、NPO。) 


②③A 4 . 自 傷 回 避 指 向 
女性 は 、 貴重 品 と し て の 自分 が 、 外 的 な 力 で 傷 付 く こと を 、 泥 れ 、 回 避 し よう と する 。 


(①) 衛 突 | 女性 は 、 相 手 と ぶつ か る こと で 、 自 分 に 傷 が 付い た りや 割れ が で きた りす る こ 
回 避 | と を 、 避 け よ うと する 。 
量 向 


静 的 
指向 


女性 は 、 む や み に 速 く 動く こと を 避け る 。 女 性 は 、 そ うし て 、 何 か に ぶつ か っ 
た 際 に 、 大 き な 傷 を 負わ な いよ うに する 。 女性 は 、 静 か に じっと し て いる こと 
を 好む 。 女 性 は 、 ゆ っ くり と 慎重 に 動 こ うと する 。 女 性 は 、 落 ち 着い た 、 丁 寧 
な 、 雅 や か な 公 動 を 取 ろ うと する 。 


【G) 


綿 細 
垣 向 


女性 は 、 自 分 の こと を 、 織 細 で 傷つき や すい 存在 と 捉え る 。 女 性 は 、 自 分 に 傷 
が 付か な いよ うに 、 大 切 に 気 を 配る 。 女 性 は 、 が さ つ な 行動 を 忌避 する 。 女 性 
は 、 描 く 線 が 、 か 細く 、 繊 細 で ある 。 (例え ば 、 女 性 コミ ッ ク 作 家 に よる 、 絵 
に よる 、 キ ャ ラク タ の 揃 宮 。) 


(④ 


考 破 
培 、 
共存 
量 向 


女性 は 、 次 の こと を 、 し よう と し な い 。 「 相 手 を 破壊 する こと 。 相手 を 割る こ 
と 。」。 女 性 は 、 相 手 を 、 あ り の まま の 形 で 受け 入れ 、 共存 し よう と する 。 


B . 


「 男 


らし さ 」 の 検討 


「 男 性 は 、 丘 貴重 品 で ある 。 男 性 は 、「 守 る 性 。 ガ ー ド の 性 。 守衛 の 性 。」 で ある 。 


筆者 は 、 こ の 視点 か ら 、 「 男 らし さ 」 を 、 以 下 に 、 箇 人 条 書 き の 形 で 、 ま と め た 。 


OB1 . 
男性 は 、 女 性 や 、 そ の 他 の 重要 人 物 の こと を 、 大 事 、 大 切 に 扱い 、 守 ろう と する 。 男 性 
は 、 そ の た め に 、 自 分 が 粗末 な 扱い を 受け て も 構わ な いと 考え る 。 (例え ば 、 命 を 落と 


「 自己 の 三 貴 重視 」 


す 、 怪 我 を する な ど 。) 

(1) 字 | 男性 は 、 以 下 の 存在 を 守る こと を 、 根 源 的 に 望む 。 「 周 囲 の 、 貴 重 な 存在 と し 
衛 、| て 、 守 られ る 、 助 けら れる べべ き 立 場 の 人 物 。」。 (例え ば 、 女 性 、VIP、 子 供 な 
保護 | ど 。) 
指向 

(2②)| 具 高 | 男性 は 、 自 ら を 粗末 な 存在 と 見 な し 、 高 ぶら な い 。 男 性 は 、 気 さく で ある 。 
貴 指 
向 

3) 下品 | 男 性 は 、 自 ら の 品位 の 高 さ を さほど 気 に し な い 。 男 性 は 、 下 品 で も 構わ な いと 
容 説 | する 。 
指向 

(④| 無 礼 | 男性 は 、 自 分 に 対す る 礼儀 が 守ら れる か どう か を さほど 気 に し な い 。 男 性 は 、 
容認 [互い の 態度 が 多少 無礼 で も 構わ な いと する 。 

指 瑞 

($⑮)| 強 | 男性 は 、 自 分 が 社会 の 中 で 守衛 、 防 衛 、 保 護 者 と し て 役立つ こと を アピ ー ル す 
が | る 。 男 性 は 、 例 え 、 社 会 的 に 、 女 性 より 有事 者 の 立場 に いて も 、 女 性 より も 強い 
り | 振 り を する ( 強 が る )。 (例え ば 、 定 住 生活 様式 優位 社会 に お ける 男性 な ど ) 。 
指向 | 男性 は 、 自 分 の こと を 強者 、 支 配 者 と し て 扱っ て も らい た が る 。 


⑨B 2 . 「 安 全 提供 指向 

男性 は 、 自 分 より 貴重 な 存在 の 身 の 安全 を 守る こと に 心 を 砕く 。 男 性 は 、 そ の た め に 危 
険 に 胡 面 する こと を 馬 わ な い 。 (危険 走 面 、 対 財 指 向 ) 。 男性 は 、 和 失敗 を 恐れ ず 、 果 区 
に 立ち 向かっ て いこ うと する 。 (失敗 衣 面 、 対 財 指 向 ) 。 


oB2- 1 . 「 リ スク 、 危 険 、 未 知 指向 」 

男性 は 、 ど ん な 危険 や 失敗 が 待ち か まえ て いる か 知れ な い 、 未 知 の 対象 や 状況 を 解明 し 
よう と する 。 男 性 は 、 自 分 自身 を 、 実 験 馬上 の モル モッ ト と 見 な し て 、 そ れ に 、 積 極 的 
に 挑 も うと する 。 男 性 は 、 そ うし て 和 失敗 を 繰り 返す 。 男 性 は 、 以 下 の 可能 性 を 、 よ り 高 
め よ うと する 。「 守 ろう と する 存在 が 、 生 存 で きる 可能 性 。」。 男 性 は 、 そ の た め の 工 
夫 や 方 策 を 見 出す 。 

男性 は 、 未 知 の 分 野 で 業績 を あげ る こと に 長け て いる 。 そ れ は 、 す で に 安全 性 が 確認 さ 
れ て いる 前 例 か ら 外 れ た 、 今 まで 誰 も 入っ た こと の な い 分 野 で ある 。 男 性 は 、 次 の 領 

域 、 空 間 を 探検 する の を 好む 。 そ れ は 、 誰 も 入っ た こと の な い 、 未 知 の 、 ど ん な 危険 が 
待ち 構え て いる か も 知れ な い 領 域 、 空 間 で ある 。 (探検 指向 。) 。 男 性 は 、 和 失敗 を 恐れ 
ず 冒 険 、 挑 戦 す る の を 好む 。 (冒険 、 挑 戦 指向 ) 。 男 性 は 、 試 行 錯 謀 が 必須 と な る 独創 
性 を 重んじ る 。 (独創 指向 。) 。 男 性 は 、 前 例 を よく 知っ て いる 先輩 と 、 そ う で な しい 後 
美 と の 間 で 、 支 配 、 従 悦 関係 や 、 上 下関 係 が 緩い 。 男 性 は 、 年 少 者 で も 、 独 創 的 な 成果 
を あげ た 者 は 、 上 位 者 扱い する 。 (年 功 序 列 の 胃 さ 。) 。 

男性 は 、 新 た な 物事 を 行う た め 前 進 す る の に 、 一 番手 に な る こと を 胡 わ な い 。 一 番手 

は 、 ま と も に 風 を 食らう ハー ド な 環境 と な る 。 (パイ オニ ア 指 向 。) 。 

男性 は 、 現在 の 環境 か ら の 変化 を 好む 。 (例え ば 、 現 在 の 地位 や 所 属 を 捨て て 、 新 し い 
環境 へ と 冒険 する こと な ど 。) 。 男 性 は 、 紙 え ず 新天地 を 求め る 。 男 性 は 、 そ こそ こ 居 
心地 よい 現状 に つい て も 、 積 極 的 に 変革 し て いこ うと する 。 (変革 指向 。) 。 

男性 は 、 未 知 の 償 域 、 分 野 に 進ん で 入る 。 男 性 は 、 そ うし て 、 新 し い 知見 を 真っ 先 に 得 
る こと が で きる 。 男 性 は 、 よ り 先 進 的 な 文化 、 技 術 を 持つ こと が で きる 。 (女性 は 、 そ 
こ に は 、 進 ん で 入ろう と し な い 。) (文化 的 先進 性 。) 。 

男性 は 、 自 分 自身 の 生き た 証 を 、 以 下 の 形 で 残す 。 「 独 力 で 切り 開い た 、 独 創 的 な 成 

果 。」。 そ れ は 、 社 会 に 広 ゆ る べき 、 自 分 自身 の コピ ー で ある 。 


oB2-2 . 権威 間 追 従 指向 

男性 は 、 権 威 筋 の 他 者 に よっ て 、 自 分 を 守っ て も ら う こと を 好ま な い 。 男 性 は 、 自 分 の 
身 は 自分 で 守 ろ うと する 。 (自己 防衛 指向 。) 。 

男性 は 、 以 下 の こ と を 好ま な い 。 「 自己 保身 の た め に 、 権 威 者 の 後 を 追随 する こ 

と 。」。 男 性 は 、 権 威 に 反逆 する 。 男 性 は 、 権 威 筋 と は 別 の 独自 の 道 を 歩も うと する 。 
男性 は 、 相 手 に 権威 の ある な し で 、 相 手 の 評価 を 変え る こと を し な い 。 男 性 は 、 相 手 が 
権威 者 か どう か に 影響 され な い 。 男 性 は 、 公 平 、 客 観 的 な 評価 を 、 相 手 に 対し て 下 そう 
と する 。 (権威 か ら の 非 影響 性 。) 。 男 性 は 、 権 威 者 の 後ろ 橘 の な い 、 無 名 の 新人 で 
も 、 オ 能 が あれ ば 、 積 極 的 に 評価 する 。 (無名 者 評価 指向 。) 。 


oB2-3 . 「 責 任 受 容 」 

男性 は 、 失 敗 し た と き に 、 責 任 を 積極 的 に 取る 。 男 性 は 、 責 任 を 取る こと で 、 危 な い 目 
に 胡 面 する こと を 且 わ な い 。 男 性 は 、 自 分 自身 が 、 社 会 的 生物 を 断 た れる こと を 且 わ な 
い 。 (例え ば 、 組 織 内 で の 地位 や 、 社 会 的 な 評 炒 を 失う こと な ど 。) 男性 は 、 自 分 が 責 
任 を 取る こと で 、 周 囲 の 守る べき 他 者 に 責任 が 及ば な いよ うに する 。 男 性 は 、 そ うし 
て 、 そ の 他 者 を 、 守 ろう と する 。 


| 


(| 軒 任 取 | 男性 は 、 失 敗 し た と き 、 自 分 か ら 進 ん で 責任 を 取る 。 男 性 は 、 責 任 転嫁 を し 
得 指 向 | な い 。 男 性 は 、 責 任 は ーー 人 て 取る 。 星 周囲 と の 連 帯 責任 に 持ち 込む こ 
と は し な い 。 (責任 単独 取得 指向 。 


②| 能 動 指 | 男性 は 、 自 ら 進 ん で 行動 を 起こ す 。 は 、 取 っ た 行動 に 対し て 、 よ り 大 き 
向 ( 攻 | な 責任 が 生じ て し まう こと を 、 滋 れ な い 。 男 性 は 、 和 失敗 覚悟 で 、 積 極 的 に 攻 
め ) | ゆめ る 。 


(3)| 高 地位 | 男性 は 、 大 き 導く 、 役 職 に 進ん で つこ う 
就任 指 | と する 。 男 性 は 、 責 任 者 に な ろう と する 。 男 性 ( 「 副 」 責 任 者 で は な く 、 
向 「 主 」 責 任 者 に な ろう と する 。 


(④| 直 接 、 | 男性 は 、 以 下 の こ と を 、 あ えて 受容 する 。 「 王 接 的 で 明快 な 態度 を 取る こと 
明快 指 | で 、 取 っ た 行動 に 対す る 責任 が 、 よ り 明 ら か に な っ て し まう こと 。」。 男 性 
向 は 、 以 下 の メ リッ ト を 、 以 下 の デ メリ ッ ト よ り も 、 0 「 態度 を 青 接 
化 、 明 確 化す る こと で 得 ら れる 、 業 務 効 率 化 の メリ ッ 旨 。 「 失敗 時 に 、 
責任 を 追及 され る 矛先 と な っ て し まう 、 デ メリ ッ ト 。 


($)| 自 己 決 | 男性 は 、 自 分 で 自分 の 格 来 を 決め よう と する 。 に rap 周 団 の 他 者 想 み にし 
定 指向 | な い 。 男 性 は 、 い ざ 失 敗 し た ら 、 決 め た 自分 の 責任 と な っ て し まう 。 男 性 
は 、 そ れ で も 構わ な いと する 。 


(⑥| 決 断 、 | 男性 は 、 自 ら 進 ん で 決断 し よう と する 。 男 性 は 、 決 断 の 時 期 を 積極 的 に 早め 
即決 指 | よう と する 。 男 性 は 、 2 と を 受 ( 0 「 決断 す る こと で 、 決 断 結 
向 果 へ の 責任 が 生じ る こと 。」。 男 性 は 、 生 じ る 責任 に 、 真 正面 か ら 対処 、 対 
決する 準備 を 怠ら な い 。 


(⑰| 支 配 の | 男性 は 、 自 ら 公式 に 、 社 会 の 支配 者 で ある こと を 、 積 極 的 に 認め る 。 較 
公式 性 | は 、 以 下 の 発生 を 、 受 け 入 れる 。 「 支 配 し て いる こと へ の 結果 責任 。 


(| 優劣 明 | 勇 性 は 、 互 い の 能 力 面 で の 優劣 を は っ きり させ よう と 、 互い ( する 男 
確 化 ( 賠 作 は 、 勝 っ た 方 が 、 負 けた 方 を 手下 、 道 具 と し て こき 使う こと を 許容 する 。 
争 、 敗 
者 の 道 
具 化 ) 指 
向 


⑨)| 六 配 、 | 男性 は 、 自 分 の 持つ 、 対 象 を 制御 、 支 配 す る 、 高 い 能 力 を 、 周 囲 に 誇示 、 自 
制御 能 則 し よう と する 。 (例え ば 、 他 人 を 打ち 負かす 、 他 人 を 寄せ つけ な い 、 高 い 
誇示 | 能力 。 物体 、 道 具 、 人 物 な ど を 制御 、 支 配 する 能力 。) も し も 、 男 性 が 、 他 
指向 | 人 に 、 自 分 が そう し た 能力 が な いと 疑わ れる 、 と する 。 す る と 、 男 性 は 
ライ ド を 傷つけ られ る 。 


oB2-4 . 「 低 不安 性 」 

男性 は 、 自 分 の 周囲 に 存在 する 、 危 険 の 可能 性 に 対し て 、 心 の 準備 が で き て いる 。 男 性 
は 、 そ れ に 、 積 極 的 に 立ち 向かっ て いこ うと する 。 男 性 は 、 危 険 に 対し て 、 怖 が っ た 
り 、 脆 病 な 態度 を 取っ た り し な い 。 男 性 は 、 自 身 の 安全 確保 に 対す る 確信 を 持ち や す 
い 。 男 性 は 、 自 分 の 身 は 自分 で ろう と する 。 


oB2-5 . 「 外 部 指向 」 

男性 は 、 外 部 環境 に 証 接 赴 出 する 、 表 面 頒 域 に 出 よ うと する 。 

男性 は 、 生 存 の た め の よ り よ い 条 件 を 、 自 分 より 大 切 、 貴 重 な 他 者 に 譲る こと を 指向 す 
る 。 男 性 は 、 昔 酷 な 外部 環境 に 三 接 さら され る こと を 、 あ えて 受け 入れ る (例え ば 、 冷 
た い 外 の 風 な ど 。) ( 昔 酷 環境 受容 指向 。) 。 男 性 は 、 青 、 水 色 の よう な 寒色 を 好む 。 


男性 は 、 環境 の 冷た さ 、 風 当たり の 強 さ を 、 受 容 し 、 耐 えよ うと する 。 
男性 は 、 表 面 に 、 積 極 的 に 進ん で 出 よ う 、 路 出し よう と する 。 表面 は 、 外 部 の 、 見 知ら 
ぬ 、 危 険 か も し れ な いよ そ 者 、 外 敵 と 三 接 向き 合う 必要 の ある 環境 で ある 。 (例え ば 、 
自己 の 属す る 家族 、 組 織 な ど 。) (表面 露出 指向 ) 。 男 性 は 、 代 表 に な る こと を 、 進 ん 
で 引き 受け よう と する 。 代 表 は 、 組 織 の 顔 と し て 、 外 部 に 主 接 露出 する 立場 で ある 。 
(例え ば 、 自 己 の 属す る 家族 、 組 織 な ど 。) (代表 役割 引受 指向 。) 


男性 は 、 戦 争 や ビジ ネス 戦線 と か で 、 銃 弾 の 飛び 交 う 危険 な 前 線 に 真 接 出 る 。 男 性 は 
命 を 惜しま ず 体 を 張っ て 、 敵 と 戦闘 を 交え る 役目 を 果たそ うと する 。 (前 線路 出 指 
向 。) 。 


⑨B 3 . 「 心 理 的 分 離 」 
男性 は 、 互 い に 心理 的 に 、 バ ラバ ラ に 分 散 し 、 自 立 し よう と する 。 


oB3-1 . ' 大 人 間 指 向 。 (以下 を 指向 する こと 。 物質 。 物体 。 メ カニ ズム 。) 。」 
男性 は 、 普 段 は 、 互 い に 自 立 性 を 保つ 。 男 性 は 、 で きる だ け 他 人 の 助け を 借り ず に 、 一 
人 で 生き て 行け る よう に する 。 


(1) | ツー ル TS 
指向 。 | し て 道具 視 す る こと 。」。 男 性 は 、 人 間 関 係 や 他人 を 、「 何 か 、 物 事 を 実 
(道具 | 現す る た め の ツ ー ル 、 道央 , 」 と し て 捉え る 。 男 性 は 、 人 間 自 体 に は 、 あ 
へ の 指 | まり 興味 が な い 。 男 性 は 、 人 間 と は か け 離 れ た 、 機 械 的 な メカ や 、 岩 石 の 
ICM 和 な ど に 関心 を 持つ 。 男 性 は 、 人 間 関 係 を 断 た れる こと 
関係 の NN 男性 は 、 一 人 孤立 し た まま い 続 ける こと が 、 さ ほど 困難 で は な 
手段 視 。| い 。 男 性 は 、 本 の 明生 以下 の 場合 の み 、 間 i。 「 生 存 に 役 立 
0 


(2 


ュ ン 


淡白 関 | 男性 は 、 互 い に ベ タ ベ タ くっ つき 合う こと を 好ま な い 。 男 性 は 、 人 間 関 係 
係 、 疾 | が 、 淡 白 、 あ っ さり し て いる 。 男 性 は 、 人 間 関 係 が 、 ド ライ で ある 。 男 性 
タッ チ |[ は 、 互 い に 、 周 囲 の 他人 に 、 心 理 的 に むやみ に 近づこ うと し な い 。 男 性 

指向 は 、 他 人 と 、 一 定 の 距離 を 連 く 。 男 性 は 、 そ うし て 、 互 い の 独 自 領域 や 、 

互い の 心理 的 な 縄張り を 、 侵 犯し な いよ うに する 。 男 性 は 、 同 性 の 友人 同 
士 で 、 互 い に 肌 を 触れ 合う こと を 、 避 ける 。 


(3⑬③) | プラ イ | 男性 は 、 自 分 の プラ イバシー を 確保 する 、 守 る こと に 熱心 で ある 。 そ れ 

ババ シー 他 者 の 侵入 を 許さ な い 独 自 領域 で ある 。 男 性 は 、 の Se 

指向 。 男 性 は 、 自 分 個人 の こと は 、 自 分 の 心 の 内 側 に ある 独自 領域 に 、 

を っ て わこ うと する 。 男 性 は 、 個 室 に いる の を 好む 。 そ こ で は 、 時 
、 自 分 が 今 何 を し て いる か 、 相 手 か ら は 見 えな い 。 


生生 還 互い の 自立 性 を 確保 する 。 男 性 は 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
2 の 内 必要 以上 に 取 ろ うと し な い 。 男 性 は 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
ショ ン 、 用 件 解決 の 手段 化 、 道 具 化 し て いる 。 男 性 は 、 用 件 が 済ん だ ら 、 さ っ 
の 手段 0 (コミ ュ ニ ケー ショ ン の 手段 視 。) 

化 


(G | 四 立 指向 | 性 は 、 周 囲 の 他 者 と 心理 的 に 離れ よう と する 。 男 性 は 、 相 互 に 独立 し 、 
自立 し よう と する 。 男 性 は 、 他 者 の 力 を 借り ず に 、 独 力 で 生活 し て 行く こ 


と が 、 自 然 に で きる 。 


ュ ン 


(6) | 個人 独立 | 男性 は 、 中 央 官庁 や 大 企業 の よう な 、 大 き な 集 団 に 所 属す る こと に 必ず し 
指向 も こだわ ら な い 。 男 性 は 、「 一匹狼 」 に な る こと を 腰 わな い 。 例 えば 、 個 
人 で 独立 し た 業務 を こなす コン サル タン ト や 、 ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネス の 起 
業 家 な ど 。 男 性 は 、 自 分 の 後ろ 本 と な っ て くれ る 組織 を 、 必 ず し も 求め な 
い 。 
(⑦) | 仁 意 括 誘 男性 は 、 自 分 の 独自 領域 や 、 自 分 の 心理 的 な 縄張り に 、 他 者 が 入っ て くる 
引 指向 に 男性 は 、 他 者 に 対し て 、 自 分 へ と 興味 が あま り 集 中 し な いよ う 
に する 。 男性 は 、 以 下 の こ と を 、 か 「 周囲 の 視線 が 集まる よう 
、 周 囲 の 気 を 引く こと 。」。 男 性 は 、 化 粧 や 服飾 に 対す る 関心 が 薄い 。 
2 の 02 自ら 人 示 の お くわ る 
(8) | 評価 、 期 | 男性 は 、 自 分 が 構築 し た 独自 の 世界 の 中 へ と 、 興 味 が 集中 し て し まう 。 男 
待 鈍感 性 性 は 、 周 囲 の 自分 へ の 期待 に 対す る 倫 感 さ に 欠け る 。 男 性 は 、 他 人 に 自分 
が どう 見 られ て いる か 、 は を 余り 気 に し な い 。 男 性 は 、 周 
囲 の 自分 に 向け られ る 視線 が 気 に な か な ら な い 。 男 性 は 、 周 囲 の 他 者 に 気 に 入 
られ よう 、 受 け 入 れ て も ら お うと する 気 が 潤 い 。 
半生 
は 、 客 観 的 、 ド ライ に 装 断 し よう と する 。 男 性 は 、 公 平 、 中 立 に 物事 を 距 
離 を 芝 い て 見 よう と する 。 男 性 は 、 軸 お お 
(10)| 帳 力 制 | 男性 は 、 対 象 を 完全 に 自分 一 人 の 力 で 制御 、 支 配 で きる 人 間 に な る こと を 
御 、 支 配 目 指す 。 そ の 対象 は 、 扱 うこ と 、 勝 つこ と 、 支配 する こと が 難し い 。 対 象 
指向 は 、 物 体 、 道 具 、 人 物 で ある 。 
oB3- 2 . 「 心 理 的 分 散 」 
男性 は 、 自 分 の 力 の 及ぶ 、 独 自 償 域 、 自 分 の 縄張り を な る べく 広く 取る 。 男 性 は 、 そ う 
し て 、 互 い に 、 独 自 領域 、 縄 張り を 侵犯 し に くく する 。 
(1) | 個人 主義 | 男性 は 、 周 囲 の 他 者 と 物理 的 、 心 理 的 に 離れ た 状態 を 好む 。 男 性 は 、 旧 
で バラ バラ に 動き 回 れる 状態 を 好む 。 男 性 は 、 単 独 行動 を 好む 。 男 性 ( 
半生 午 お だ らら で 還 の すい この 宇 ・ 表 岬 (20 
人 に な る こと を 、 さ ほど 気 に し か い 、 
AS 
向 係 に 、 独 自 に 興味 ある 分 野 の 探求 を する こと 。」。 男 性 は 、 周 囲 の 服装 な 
どの 流行 に 、 女 性 に 比べ て 、 疎 い 。 男 性 は 、 周囲 に 対し て 、 同調 性 が 絹 
い 。 男 性 は 、 周 囲 の 動向 に 、 自 分 を 合わ せよ うと し な い 。 男 性 は 、 自 分 を 
周囲 の 他 者 と は 別物 、 独 自 の 存在 と し て 扱 お うと する 。 男 性 は 、 周 囲 と 不 
調和 に な っ て も 構わ な いと する 。 
(③) | 広域 分 散 | 男 性 は 、 周 囲 の 他 者 か ら は 、 大 きく 距離 を 取る 。 男 性 は 、 互 い に 広い 面積 
指向 に 分 散 し て 存在 する 。 男 性 は 、 そ うし て 、 自 分 の 独自 領域 、 縄 張り が 、 な 
る べく 大 きく な る の を 好む 。 男 性 は 、 密 集 状 態 を 嫌う 。 そ れ は 、 周 囲 の 他 
者 と 一 緒 に 、 狭 い 空間 内 に いる こと で ある 。 
(④ | マイ 男性 は 、 周 囲 の 人 々 が 心理 的 に 密集 し て いる 多数 派 よ り も 、 人 の まばら な 
ナー 指 | 少数 派 を 指向 する 。 
向 。 ( 少 
数 派 指 
向 。) 。 


ーー 


($) | 相互 分 | 男性 は 、 対 象 と の 距離 を 一 定 以 上 取 ろ うと する 。 男性 は 、 対 象 と の 分 離 を 
離 、 切 断 | 脂 向 す る 。 男 性 は 、 相 手 と 必要 以上 の 一 体 、 融 合 感 を 持つ こと を 嫌う 。 男 
指向 性 は 、 対 象 と の 関係 を 切断 し よう と する 。 男 性 は 、 物 事 に 対し て 客観 的 な 

見 方 を し 、 科 学 的 で ある 。 男 性 は 、 宗 教 、 迷 信 を 信じ な い 。 男 性 は 、 以 下 
の こ 院 4 「 対 象 と な る も の を 、 自 分 か ら 離 し て 、 客 観 的 に 見 
つめ る こと 。 

(⑥) | オリ ジ | 男性 は 、 全う ん 73 つう に お 男性 は 、 自 分 オリ ジ 
ナル 指 | ナル の アイ デア の 創出 を 大 切 に する 。 男 性 は 、 他 人 が 発明 し た 優れ た ア 
向 2 その まま 無 条 件 に 衣 ち に 自分 自身 へ と コピ ー し よう と は し な 

。 男 性 は 、 独 自 に 別 の アイ デア を 考え 出せ な いか 、 工 夫 し よう と す 

の 男性 は 、 自 分 ば か り で な く 、 他 人 の アイ デア に つい て も 、 そ の オリ 
ジ ナ リティ を 尊重 する 。 

(⑦) 開放 指向 | 男性 は 、 形 成す る グル ー プ が 外部 に 向かっ て 開い て いる 。 男 性 の グル ー プ 
は 、 よ そ 者 も 能力 や 適性 を 認め られ れ ば 、 い つ で も 自由 に その グル ー プ 
に 加入 で きる 。 男性 の グル ー プ は 、 メ ン バ ー が 、 必 要 に 応じ て 、 外 部 と 容 
易 に 入れ 替わる 。 男 性 の グル ー プ は 、 何 か 目標 を 達成 する た め の あ くま 
で 手段 で ある 。 男 性 の グル ー プ は 、 目 標 が 達成 され た ら 、 解 散 す る 。 男 性 
は 、 グ ルー プ 成 員 同 士 の 付き 合い が 、 自 己 目的 化し な い 。 

(⑧) 対 評価 | 男性 は 、 自 分 の 評価 を 、 周 囲 の 仲間 と 比較 せ ず 、 グ ロー バル で 絶対 的 な 基 

指向 準 を 用 いて 行う 。 男 性 は 、 自 分 が 取っ た 点数 その も の に 関心 が 行く 。 男 性 
は 、 そ の 点数 が 、 自 分 の 所 属 集団 の 成績 分 布 の 中 の どの 位 連 に 当たる か 、 
と いう こと に は あま り 関 心 が な い 。 男 性 は 、 以 下 の よ うに 、 考 える 。 
「 も し も 、 一 緒 に 同席 し て いる 集団 の 中 で 、 一 人 が ほめ られ た と する 。 私 
に 対す る 評価 は 、 そ れ と は 独立 、 無 関係 に 行わ れる 。」。 男 性 は 、 そ の こ 
と に 、 動 揺 し な い 。 

⑨) | 自由 競争 | 男性 は 、 互 い に 東 績 さ れず 、 個 々 が 各々 独立 し て 自由 に 動き 回 れる の を 好 

指向 む 。 男性 は 、 他 者 より 有利 な 立場 に 立つ た め の 手 段 を 選ぶ 際 に 、 次 の こと 
を 好む 。「 な る べく 規制 を 受け ず 、 ダ イナ ミッ ク 、 大 胆 に 立ち 回 れる こ 
と 。」。 男 性 は 、 自 由 競 争 の 結果 、 格 差 や 上 下関 係 が 生じ て も 、 そ の 結果 
を 甘んじ て 受け る 。 男 性 は 、 そ の 責任 を 取る 。 男 性 は 、 格 差 を 容認 する 。 
男性 は 、 和 失敗 時 の や り 胡 し 、 格 差 挽回 の 機会 が 、 い つ で も 平等 に 七 え られ 
る こと を 望 む 。 

(10) 能 力 主 | 男性 は 、 問 題 を 解決 する 持つ 能力 の 高 さ で 、 人 間 の 格 を 測 ろ うと する 。 男 
義 。 自 己 | 性 は 、 自 分 の 能力 の 高 さ に 対し て 、 高 い プ ライ ド を 持つ 。 男 性 は 、 他 者 が 
能力 へ | 自分 より 高い 能力 を 示す と 、 ラ イ バ ル する 。 男 性 は 、 自 分 の 方 が 、 よ り 高 
の プラ | い 能 力 を 持っ て いる こと を 、 顕 示し よう と する 。 
イド の 
両 さ 。 

(11) 人 ルード | 男性 は 、 金 属 や 岩石 の よう な 、 ゴ ツ ゴ ツ し た 人 硬い 感触 を 、 女 性 より 、 好 
感触 、 剛 | む 。 男性 は 、 気 質 が 硬く 剛性 に 富む 。 し か し 、 男 性 は 、 そ の 気質 が 、 和 柔軟 
性 指向 | さ に 欠け る 。 そ れ は 、 力 が か か る と 、 ひ び 割 れ て 、 ポ ッ キ リ と 折れ て し 
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(12) 隊 結 東 指 | 男性 は 、 隙 あれ ば 、 自 分 が 所 属す る グル ー プ か ら バ ラバ ラ に は み 出 よう 

向 と する 。 男 性 は 、 互 い に 、 自 分 の 好き な 方 向 に 進ん で 、 勝 手 に 自己 主張 し 
まる 2 る 

(13)| 不 満 表 出 | 男性 は 、 グ ルー ブ プ 内 の 不満 を 、 中 で くす ぶら せな い 。 男 性 は 、 そ れ を 、 グ 

指向 ルー プ 外 に 安 衣 に 表面 化す る 。 男 性 は 、 互 い に 、 他 人 の 目 に 見 える と ころ 
で 攻撃 し 合い 、 さ っ さと ガス 抜き を 行う 。 


[n4)| 取 易 脱退 | 男性 は 、 次 の こと を 、 安 真 に 行う 。 「 所 属す る クルー プ か ら 、 脱 退 する こ 
指向 | と 。」。 男 性 は 、 グ ルー プ か ら 出 た 後 も 、 独 り で 自立 し て 気楽 生き て 行 
く 。 男 性 は 、 機 会 を 見 て 、 次 の グル ー プ に 、 さ っ さと 混ぜ て も ら お うと 
する 。 


oB3-3 . 「 遠 隔 へ の 注意 。 注 意 の 空間 性 。 注 意 の 大 局 性 。」 

男性 は 、 危 険 や 異変 の 発生 を 見 張る 。 男 性 は 、 そ の た め 、 広 い 男 囲 の 物事 を 、 一 括 し て 
提 握 で きる よう に すず する 。 

男性 は 、 遠 距離 、 長 時 間 の 展望 、 84 生ま 身近 な 場 、 細 か い ポ イン 
ト に つい て 、 注 意 が 行き 届か な い 。 ( 遠 距 離 、 長 時 間 指 向 。 

男性 は 、 WOWE と が ヤギ を の る 男性 は 、 広 域 空 靖 三次 元 立体 把握 が 得意 で 
ある 。 (空間 把握 能力 の 高 さ 。) 。 男 性 は 、 物 事 の 大 局 的 な 把握 が 可能 で ある 。 (ワイ 
次 上 折 。、 1 作 はい の 当 未 折 の 0 人 ば 和 上 泊 な 。 和 
向 。) 。 男性 は 、 細 や か さ に 欠け 、 大 雑 把 で ある 。 (粗雑 指向 。) 。 男 性 は 、 品 物 の 機 
届 NM VPC03 是 2 RI 
(機能 重視 指向 。 

男性 は 際 の の 広い 空間 に 、 注 意 が 向く 。 (広大 空間 注意 指向 。) 。 男 性 は 、 広 
大 な 空 = 問 を 一 気 に 見 通す 。 男 性 は 、 遠 い 、 深 い 物事 の 考察 を 行う 。 沈 の 

性 。) 。 


oB3- 4 .「 ス ケー ル の 大 き さ 。 (広域 へ の 非 限定 の 分 布 。) 」 

男性 は 、 自 分 の 分 布 可能 な 領域 を 、 可 能 な 限り 広く 、 大 きく 取 ろ うと する 。 男 性 は 、 そ 
れ が 、 安 全 が 確保 され る 枠 を 超え て も 、 気 に し な い 。 

男性 は 、 安 全 性 が 確保 され な い 領域 に も 、 積 極 的 に 打っ て 出る 。 男 性 は 、 自 分 の 能力 を 
試す 。 男 性 は 、 7 男性 は 、 安 全 枠 の 外 に 積極 的 に 出 
て 行く 。 男 性 は 、 広 域 分 布 し よう と する 。 男 性 は 、 自 己 実 現 を し よう 、 成 果 を 出 そ う と 
する 際 に 2 半生 男性 は 、 安 全 枠 内 に 囚われ 
ず に 広く 、 大 きく 物事 を 考え る 。 男 性 は 、 自 号 が 生み 出す 成果 生産 物 が 、 ス ケー ル の 
大 きい 、 壮 大 な も の に な る 。 し か し 、 そ れ は 、 細 や か さ に 欠け た も の に な る 。 

男性 は 、 巨 大 組織 に 属し て 、 その 中 で 昇進 し よう と する 。 男性 は 、 そ うし て 、 ス ケー ル 
の 大 き な 影 響 力 、 支配 力 を 行使 する こと を 好む 。 


② 〇 B 4 . 自 傷 容認 指向 

男性 は 、 自 分 自身 が 粗末 な 疾 貴 重 品 で ある 。 男 性 は 、 外 的 な 力 で 傷 付 い て も 、 一 向 に 構 
わな い 、。 

1) 衝突 | 男性 は 、 相手 と ぶつ か る こと を 放 け な い 。 男 性 は 、 そ うし て 、 自 分 に 傷 が 付 
指向 | いた り 、 割 れ が で きた りす る こと を 、 避 け な い 。 

(②)| 的 | 男性 は 、 広 く 取 っ た 空間 を 一 気 に 移動 す る た め に 、 速 く 動 こう と する 。 男 性 
指向 | は 、 速 動く こと で 、 何 か に ぶつ か っ た 際 の ダメ ー ジ が 大 きく な る こと を 、 
許容 する 。 

⑬) 粗 | 男性 は 、 自 分 の こと を 、 周 囲 の 他 者 と ぶつ か る こと で 多少 傷つい て も 問題 な 
禁 、 | いと 考え る 。 男 性 は 、 が さ つ な 、 大 胆 な 行動 を 取る 。 男 性 が 描く 線 は 、 野 太 
大 胆 | い 。 (男性 コミ ッ ク 作 家 の 描 く キ ャ ラク タ な ど 。) 


【④| 了 大 壊 性 は 、 自 分 と ぶつ か っ た 相手 を 破壊 し よう 、 割 ろう と する 。 
指向 
③⑮| 陣 | 性 は 、 互 い に 周囲 の 他 者 を 、 攻 撃 し 合い 、 攻 め 合 う 。 男 性 は 、 場 を 、 殺 伐 と 
伐 、 | た 、 荒 れ た 雰囲気 に し よう と する 。 

荒れ 
指向 


⑨B 5 . 攻撃 、 戦 闘 指向 

男性 は 、 自 分 と 敵対 する 他 者 を 、 積 極 的 に 攻撃 する 。 男 性 は 、 相 手 を 、 破 壊 、 屈 伏 、 服 従 
させ よう と する 。 男 性 は 、 そ の 際 、 自 分 は 勝て ば 、 あ る 程度 傷つい て も 構わ な いと す 
る 。 男 性 は 、 絶 え ず 攻撃 の 対象 、 相 手 を 見 つけ よう と する 。 男 性 は 、 仮 想 英 を 作り た が 
る 。 男 性 は 、 戦 闘 や 人 殺し を 好む 。 


C . 考察 
以下 の 行動 が 、 生 得 的 な も の か 、 後 大 的 に 学習 され た も の か は 、 ま だ よく 分 か っ て いな 
い 。 

( 1 ) 女性 に よる 、 生 物 学 的 貴重 品 と し て の 行動 

( 2 ) 男性 に よる 、 自 ら を 粗末 に 扱う 行動 


文化 人 類 学 の 従来 の 知見 (例え ば M.Mead の 研究 ) で は 、 

「 男 女 の 性 役割 が 、 通 常 と は 逆転 し て いる 社会 も 、 ご く 少 数 だ が 見 られ る 。」 と され て 
いる 。 こ れ は 、 女 性 が 、「 括 貴重 品 」 と し て 行動 する こと で ある 。 

た だ し 、 少な く ぐ と も 次 の こと は 吉 え る の で は な いか 、。 

現状 の 男女 は 、 ほ と ん ど 、 み ん な 、 以 下 の よ うに 行動 する 。 

( 1 ) 「 女 性 は 、 貴 重 品 と し て 行動 する 。」 

( 2 ) 「 男 性 は 、 丘 貴重 品 と し て 行動 する 。」 


これ は 、 以 下 の 社 会 の ほとん ど が 環境 適応 が うま く 行 か な く て 減 ん だ 結果 で ある 。 

( 1 ) 女性 が 貴重 品 と し て の 行動 を と ら な か っ た 社会 。 

( 2 ) 女性 が 、 命 を 粗末 に し た 社会 。 (例え ば 、 女 性 が 、 戦 争 な ど で 前 線 に 出 て 、 ど ん 
どん 死ん だ 社会 。) 


これ は 、 次 の 形 の 社会 の み が 生 き 残 っ た 結果 で ある 。 「 女 性 が 貴重 品 と し て 行動 し 、 男 
性 が 、 彼 女 ら を 守る 社会 。」 


女性 が 命 を 粗末 に し た 社会 が 、 そ の 環境 適応 が うま く 行 か な か っ た 原因 は 、 以 下 の 通 り 
で ある 。 

( 1 ) その 社会 で 、 子 供 を 出産 で きる 、 女 性 の 数 が 大 幅 に 減っ た こと 。 

( 2 ) その 社会 で 、 出 生 する 子供 の 数 が 、 そ れ に 合わ せ て 大 幅 に 減少 し た こと 。 

( 3 ) その 結果 、 そ の 社会 で 、 子孫 の 十分 な 再生 産 が で き な く な っ た こと 。 


これ を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な る 。 

女性 が 危険 に 積極 的 に 身 を さら す 社 会 も 、 か つて は か な り 存在 し た か も 知れ な い 。 

し か し 、 そ うし た 社会 は 、 そ の 後 の 環境 に より 海 汰 され た 。 そ れ は 、 次 の 原因 で 、 起 き 
た 。 「 社 会 の 子供 の 数 が 必要 数 を 下回り 、 社 会 が 存続 し 得 な く な る こと 。」。 

そう し た 社会 は 、 現 在 で は ほとん ど 存 在 し な く な っ た 。 

その た め 、 以 下 の 図 式 が 世界 的 に 定着 し た 。 「 女 性 は 、 貴 重 品 で ある 。」 


生物 学 的 な 貴重 性 の 程度 の 差 が 、 男 女 の 行動 様式 の 差 の 根源 を 作り 出す 。 
これ か ら は 、 性 差 心 理学 者 、 性 差 社会 学者 た ち は 、 生 物 学 的 な 貴重 性 の 程度 の 差 に 、 
も っ と 目 を 向け る べき で あろ う 。 


(初出 2001 年 4 月 -2010 年 10 月 ) 


「 ク リー ム - パン 図式 」。 生 物 学 的 貴重 性 に 基づく 、 自 己 保身 の 傾向 の 強 さ 。 
お よび 、 性差 に つい て 。 


「 要 冒 」 
「 生 物 と し て の 、 貴 重 性 の 大 小 」 が 、 以 下 の こ と を 生む 原因 と な っ て いる 。 「 男 女 の 自 
己 保身 の 面 に お ける 性 差 。」。 


で は! グリー ム パシ ンジ) に よ つ て 、 以下 の よう に 、 説明 で きる 。 

( 1 ) 女性 は 、 ク リー ム に 当たる 。 そ れ は 、 内 部 で 保持 され る 、 リ ッ チ で お いし い 存 在 
で ある 。 

( 2 ) 男性 は 、 パ ン に 当たる 。 そ れ は 、 ク リー ム の 外側 で 、 昔 酷 な 環境 に さら され て 、 
こん が り 焼 け て し まう 存在 で ある 。 


目次 
1 . は じ め に 2 . 生物 学 的 貴重 性 3 . クリ ー ム - パン 図式 4 . 保護 する 、 さ れる 立場 
(性 役割 ) の ね じ れ 


まま 愉 の 民 】 

人 間 社 会 に お ける 性 差 を 捉え た 場合 、 目 に 付く こと の 一 つと し て 、 以 下 の こ と が あげ ら 
れる 。 

「 女 性 は 、 男 性 に 比べ て 大 切 に 扱わ れる 傾向 が ある 。」 


以下 に 、 い くつ か 、 事例 を あげ る 。 


戦争 が 起き た 場合 。 

その 状況 で は 、 男 性 は 、 戦 闘 員 と し て 、 前 線 へ と 駆り 出さ れ て 、 自 ら 死 と 三面 する 。 
その 状況 で は 、 女 性 は 、 非 戦闘 員 と し て 、 後 方 で 、「 銃後 の 守り 」 と いっ た 、 よ り 安 全 
で 、 命 を 保証 され る 地位 を 得る 。 


(1 ) 建築 現場 な ど 、 危 険 を 伴う 作業 の 場合 。 
その 状況 で は 、 女 性 は 、 作 業 か ら 、 外 れる 。 
その 状況 で は 、 男 性 が 、 作 業 を する こと に な る 。 


( 2 ) 夜間 、 人 通り が な いと ころ を 歩く 場合 。 
その 状況 で は 、 男 性 が 女性 を エス コー ト す る 。 


( 3 ) 大 学生 な どの 門限 。 

男性 は 門限 が な い 。 

女性 に は 、 門 限 が よく ある 。 そ れ は 、 女 性 を 、 夜 遅い 、 危 な い 時 間 に 、 外 出さ せな いよ 
うに する た めで ある 。 


( 4 ) 女性 が 危な い 目 に 遭っ た 場合 。 (例え ば 、 女 性 が 、 暴 漢 に 舞 わ れる な ど 。) 
男性 が 、 女 性 を 助け る 。 

する と 、 女 性 は 、 そ の 男性 が 好き に な る 。 

この 内 容 の パタ ー ン は 、 ア ニ メ 番 組 な ど で 、 良 く 見 られ る 。 


社会 で は 、「 危 険 な 場面 活躍 する こと は 、 男 性 の 役割 で ある 。」 と いう 考え 方 が 定着 
し て いる 。 


前 人 未 到 の 境地 に 進出 する 場合 。 (例え ば 、 宇 宙 を 飛行 する な ど 。) 

その 状況 で は 、 ま ず 男 性 が 宇宙 船 に 乗る 。 男 性 は 、 次 の 任務 を 遂行 する 。 

「 成 功 す る か どう か も 分 か ら ず 、 未 知 の 危険 と 隣り 合わ せ に な りな が ら 、 新 た な 領域 を 
切り 開く こと 。 」 

その 状況 で は 、 女 性 が 進出 する こと は 、 男 性 が 、 何 度 か 成功 し て 、 そ れ が 安全 だ と いう 
こと が 分 か っ て か ら で あ る 。 


、 こ うし た 境地 に 、 男 性 より も 一 歩 遅 れ て 進出 する 。 

、 新 た な 環境 下 に 、 最 初 に 、 男 性 を 送り 込む 。 

、 男 性 を 、 実 験 谷 に 乗せ する か た ち で 、 モ ル モ ッ ト 代 わり に する 。 
、 男 性 に 、 い ろ い ろ や ら せ て みる 。 

、 そ うし て 、 そ の 環境 が 、 大 丈夫 か どう か 、 吟 味 す る 。 

、 大 丈夫 だ と 安心 し た ら 、 初 め て 自分 も 進出 し は じ め る 。 


衝 衝 竹 竹 衝 衝 
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これ は 、 女 性 が 持つ 、 危 険 を 回 避 し よう と する 、 自 己 保身 の 傾向 に よる 。 
女性 の 方 が 、「 自 己 保 身 、 自 己 の 基本 的 生物 の 維持 」 と いう 、 人 間 の 根本 的 欲求 を より 
滴 


女性 は 、 そ うし た 地位 に 、 生 まれ な が ら に し て 優先 的 に 就け て いる 。 
その 点 、 女 性 の 方 が 、 男 性 より も 、 地 位 が 高い 。 


自分 の 命 が 続く こと を 望む こと は 、 生 物 に と っ て 最も 基本 的 な 欲求 で ある 。 
男性 は 、 そ れ が 脅かさ れ や すい 。 
女性 は 、 そ れ が 、 よ り 維 持 さ れ や すい 。 


こう し た 、 扱 われ か た の 男女 差 に は 、 両 者 の 生物 的 な 差 が 、 影 響 し て いる 。 

[2 . 生 物 学 的 貴重 性 に つい て 〕 

生物 学 の 遺伝 レベ ル に お ける 、 男 性 、 女 性 の 性 差 は 、「 個 体 の 貴重 性 の 大 小 。 個 体 の 安 
全 確保 指向 の 大 小 。」 と 古 結 し て いる 。 

生物 学 的 に は 、 人 間 は 、 以 下 の 二 種類 に 分 化し て いる 。 


貴重 な 個体 (女性 ) 
貴重 で な い 個体 (男性 ) 


( 1 
( 2 


ュ ン ユン 


女性 は 、 卵 子 の 担い 手 で ある 。 
女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 生 物 を 失っ て は な ら な い 。 
女性 は 、 男 性 に 比べ て 大 切 、 丁 宣 に 扱わ れ て いる 。 


卵子 は 、 生 物 的 資源 と いう 面 か ら 見 る と 、 よ り 貴 重 な 存在 で ある 。 


卵子 は 、 精 子 よ り も 、 数 が 少な い 。 
卵子 は 、 精 子 よ り も 、 生 産 コ スト が 高く つい て いる 。 


( 1 ) 姿 の 違い 。 

女性 の 担う 卵子 は 、 大 量 の 栄養 分 を 持つ 、 デ ラッ クス な 姿 を し て いる 。 

男性 の 担う 精子 は 、「 ベ ン 毛 以外 は 、 ほ と ん と 遺伝 子 だ け で ある 状態 。」 と いう 、 簡 素 
な 姿 を し て いる 。 


) 数 の 少な さ の 違い 。 
卵子 の 数 は 、 1 つ で ある 。 
その 卵子 1 つ に 対応 する 精子 の 数 は 、 数 干 万 (と に か く 大量) に の ぼる 。 


卵子 は 、 一 月 当たり 1 個 ど だ け 一 つ ー つ 大 事 に 出さ れる 。 
は 、 一 度 に 数 千 万 単位 で 出さ れる 。 


精子 は 、 卵 子 に 比べ て 、 明 ら か に 粗製 浴 造 で ある 。 


女性 が 貴重 で ある こと は 、 卵 子 の 担い 手 で ある と いう 側面 以外 に も 原因 が ある 。 
女性 は 、 育 児 に 関す る 複雑 、 精 密 な 機構 を 体内 に 備え て いる 。 そ れ は 、 人 間 が 、 生 殖 を 
行っ て いく 上 で 、 決 定 的 な キー と な る 。 そ れ は 、 以 下 の 通り で ある 。 


有 ) 子宮 。 受 精 卵 を 育て る 機構 。 
) 乳房 。 生 まれ て きた 乳児 に 、 楽 養 で ある 母乳 を 五 える 機構 。 


一 方 の 男性 は 、 そ れ ら を 持っ て いな いか 、 持 っ て いて も 機能 的 に は 退化 し て いる 。 
女性 に は 、 生 き 延 び て も ら わ な いと 、 い け な い 。 そ れ は 、 以 下 の 理 由 に よる 。 


子供 が 、. 生 まれ な い 。 
子供 が 、 育 つこ と が で き な い 。 
その 結果 、 次 世代 の 子供 の 数 が 激減 する 。 


この こと は 、 人 間 社 会 に に と っ て は 、 男 性 の 数 が 減る 場合 に 比べ て 、 致 命 的 な ダメ ー ジ と 
な る 。 


0 

) 貴重 品 と し て の 女性 。 
人 その 生殖 細胞 (卵子 ) に 、 栄 養分 を 沢山 付け る 。 

性 は 、 そ の 身体 に 、 育 児 機構 (子宮 、 乳房 ) の よう な 、 高 価 な 機構 を 集中 させ る 。 
性 は 、 そ うし て 、 生 殖 細 胞 、 身 体 の 作り を 、 デ ラッ クス に する 。 
1 
男性 は 、 生 殖 細 胞 ( 、 身 体 共に 、 高 価 な 機構 は 付け な い 。 
男性 は 、 1 (女性 ) の た め の 「 衝 立 (防護 忌 ) 」 と な る 。 
男性 は 、 女 性 を 、 外 部 環境 か ら 保護 する 。 男 性 は 、 そ の 身体 に 、 そ の た め の 機 構 (高い 
背丈 、 筋 力 な ど ) を 付け る 。 


人 間 の 生殖 。 生 まれ る 人 間 の 数 を 増やす こと 。 こ の 点 で 、 女 性 は 、 男 性 より も 、 よ り 人 致 
命 的 な いし 決定 的 な 重要 性 を 持つ 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 男 性 より も 、 よ り よ く 生 き 延 び て も ら う 必要 が ある 。 そ れ は 、 社 会 
に と っ て 、 必 須 で ある 。 


例え ば 、 男 性 10 人 、 女 性 10 人 か ら な る 社会 が あっ た と する 。 

彼ら は 質 、 通 常 の 生殖 能力 を 持っ て いる と する 。 

戦争 が 起き て 、 男 性 が 、 み ん な 前 線 に 赴く 、 と する 。 

戦っ た 男性 10 人 の うち 、1 人 し か 生き 残ら な か っ た と する 。 

残っ た 男性 1 人 が 、10 人 の 女性 と セッ クス を する 。 そ の セッ クス は 、 社 会 を 存続 させ る た 
め 、 子孫 を 残 そ うと し て 、 行 われ る 。 

男女 の セッ クス が 、 女 性 の 排卵 時 期 を うま く 読 み 取 っ て 、 行 われ る 。 

する と 、 女性 一 人 一 人 が 子供 を 産む 。 そ れ は 、1 年 に 10 人 で ある 。 そ の こと で 、 人 々 は 、 
社会 の 中 に 、 人 間 の 数 を 、 効 率 よ く 増 や すこ と が で きる 。 

一 方 、 戦 争 が 起き た と き に 、 男 性 で は な く 、 女 性 が 、 み ん な 前 線 に 赴く と する 。 

戦っ た 女性 10 人 の うち 、1 人 し か 生き 残ら な か っ た と する 。 

残っ た 女性 1 人 が 、 社 会 を 存続 させ る た め に 、10 人 の 男性 と セッ クス する 。 

し か し 、 そ れ は 、1 年 に 、 女 性 1 人 が 、 子供 を 1 人 産む だ け で ある 。 

それ は 、 女 性 が 、 受 精 卵 を 子宮 の 中 で 、 数 カ月 に わた っ て 育て る 必要 が ある か ら で あ 


る 。 

その 間 、 子宮 は 、 生 まれ て くる 子供 に 独占 され る 。 

そこ で は 、 新 た な 拝 誰 も 、 な され な い 。 

女性 は 、 何 人 の 男性 と セッ クス し て も 、 次 の 子供 は で き な い 。 

し た が っ て 、 人 々 は 、1 年 に 1 人 し か 、 社 会 の 中 に 、 人 間 の 数 を 増やす こと が で き な い 。 


社会 に お ける 生物 の 再生 産 に は 、 次 の こと が 言え る 。 
( 1 ) 男性 が 減っ て も 、 支障 は 起き な い 。 
( 2 ) 女性 が 減っ て し まう と 、 大 きか な 支障 が 起き る 。 


女性 は 、 人 類 が 次 の 世代 へ と 生物 の バト ン を 渡す 上 で 、 以 下 の 存在 で ある 。「 ど うし て 
も その 数 を 減ら し て は いけ な い 、 保 た な く て は いけ な い 存 在 。」。 

男性 は 、 あ る 程度 、 数 が 減っ て も 構わ な い 「 消 耗 品 」 で ある 。 

女性 は 、 よ り 貴 重 な 、 生 物資 湖 な の で ある 。 女 性 は 、「 貴 重 品 」 で ある 。 


人 間 は 、 生 存 に と っ て 上 厳し い 環 境 下 で 、 以 下 の こ と を 行う 。 


人 間 は 、「 消 耗 品 」 の 数 が 大 幅 に 減少 し て も 、 生 物 の 再生 産 に 支 遼 が な いよ うに する 。 
人 間 は 、「 消 耗 品 (男性 ) 」 の 1 個体 の 持つ 生殖 細胞 の 数 を 、「 貴 重 品 (女性 ) 」 よ り 
も 、 大 幅 に 増やす 。 


人 間 は 、 貴 重 品 (女性 ) が 、 自 己 の 保身 を し や すい よう に する 。 
人 間 は 、 消 耗 品 ( 男 性 ) が 、 貴 重 品 を 、 防 護 し や すい よう に する 。 
人 間 は 、 男 女 各 々 の 行動 を コン トロ ー ル する 。 


その 行動 の コン トロ ー ル は 、 以 下 の 通り で ある 。 


(1 ) 貴重 品 と し て の 女性 。 

女性 は 、 自 分 自身 を 大 切 に する 。 (女性 は 、 自 己 愛 、 自 尊 心 を 強く 持つ 。) 

女性 は 、 自 己 の 保身 に 倫 感 で ある 。 (女性 は 、 安 全 な こと が 分 か っ て いる こと し か 、 し 
の な が 29 


( 2 ) 消耗 品 と し て の 男性 。 

男性 は 、 貴重 品 で ある 女性 を 保護 する 。 男 性 は 、 自 分 自身 は 、 消 滅 し て も 構わ な い 。 
男性 は 、 自 己 愛 、 自 尊 心 は 、 あ まり 強く な い 。 

男性 は 、 自 己 の 保身 に つい て も 、 女 性 より は 、 倫 感 で な い 。 

女性 は 、 身 の 安全 を 守る こと に 敏感 で ある 。 女 性 ( 、 危 険 な 場面 を 避け る 

性 は 、 自 ら 進ん で 、 身 の 危険 と 証 接 対決 する こ 迫 ら れる 。 


韻 


これ は 、 以 下 の こ と の 現れ で ある 。 
( 1 ) 女性 の 持つ 、 生 物 学 的 な 貴重 さ 。 
( 2 ) 男性 の 持つ 、 生 物 学 的 な 疾 貴 重 性 。 


) 男性 は 、 危 険 な 目 に 会 う 。 


男性 は 、 女 性 に 比べ て 、 以 下 の よ うな 、 不 利 な 立場 に 立つ 。 
( 
( 2 ) 男性 は 、 命 を 落と し や すい 。 


1 
2 
これ は 、 男 女 差別 (男性 が 不利 で ある こと 。) に 結び つい て いる 。 


貴重 品 と し て の 女性 が 持つ 性 格 は 、 以 下 の 通り で ある 。 
( 1 ) 安全 指向 。 

( 2 ) 成功 例 の 後追い 。 (失敗 を 恐れ 回 避 す る こと 。) 
( 3 ) 冒険 心 の 欠如 。 

( 4 ) 大 組織 へ の 依存 心 の 強 さ 。 


これ は 、 女性 の 持つ 、 以 下 の 意識 が も と と な っ て いる 。 
女性 は 、 自 分 を 、 危 険 目 に さら し た く な い 。 
女性 は 、 自 分 自身 を 、 大 切な も の と 見 な し 、 守 り た い 。 (自己 保身 性 。) 


これ ら は 、 20 社会 心理 の 基調 を な し て いる 。 (例え ば 、 
日 本 社会 。 
の h さ 6 注 米 に 重明 了 は 下 半 條 は 定信 欄 で が 6、 層 科 G 
る 。 (それ は 、 女 性 向き の も の に な っ て いる 。) 
これ は 、 女 性 の 社会 的 」 な 勢力 の 強 さ に よっ て 、 起 き て いる 。 
例え ば 、 以 下 の こ と が 見 られ る 。 
) 移動 生活 様式 優位 社会 (例え ば 欧米 ) は 、 男 性 が 主導 権 を 握る 。 そ の 社会 は 、 先 進 
近代 的 で ある 。 
) 定住 生活 様式 優位 社会 (例え ば 日 本 ) は 、 女 性 が 主導 権 を 握る 。 そ の 社会 は 
近代 化 が 、 移 動 生活 様式 に 比べ て 、 必 ず 一 歩 遅 れる 。 


定住 生活 様式 で は 、 人 々 は 、 女 性 優位 で ある 。 人 々 は 、 安 全 指向 が 強い 。 (人 々 は 、 安 全 
性 が 確認 され て いな い 領 域 に は 、 進 ん で 入る こと は し な い 。) 


移動 生活 様式 で は 、 常 に 、 男 性 が 主導 権 を 握る 。 
そこ で 、 移 動 生 活 様式 の 人 々 は 、 危 険 な と ころ に も 進ん で 入っ て いく 
その 結果 、 移 動 生活 様式 の 人 々 は 、 新 領域 へ の 進出 の 一 番手 を 、 必ず 持っ て いく 。 


女性 が 主導 する 社会 (日 本 ) は 、 男 性 が 主導 する 社会 (アメ リカ ) に 対し て 、 新 し い 考 
え 方 や 、 制 度 、 技 術 の 導入 な ど で 、 ワ ンク ッ シ ョ ン だ け 、 必 ず 遅 れる 。 
これ は 、 こ の こと の 現れ で ある 。 


「 独 創 性 の 欠如 」 (物真似 ば か りす る こと 。) は 、 女 性 主導 の 定住 生活 様式 優位 社会 で 
は 、 決 し て 悪い こと で は な い 。 
女性 は 、 安 全 を 求め て 、 危 険 、 失 敗 を 回 避 す る 欲求 を 強く 持つ 。 


「 未 知 の 領域 に 、 進 ん で 入る こと を 避け る 行動 」 は 、 女 性 と し て は 、 当 然 の 行動 で あ 
る 。 それ は 、 以 下 の 理由 に よる 。 

未知 の 領域 は 、 人 間 が 入る こと が 世界 で 初め て の 領域 で ある 。 そ こ で は 、 ど の よう な 人 危 
険 が 待ち か まえ て いる か 分 か ら な い 。 


こう し た 観点 か ら は 、 以 下 の こ と が 考え られ る 。 
(1 ) 女性 の 方 が 、 男 性 に 比べ て 、 そ の 生物 が よ り 重 い 。 
( 2 ) 女性 の 方 が 、 男 性 に 比べ て 、 生 物 が 、 よ り 救 助 さ れ や すい 。 


人 筆者 は 、 こ の 考え が 正しい こと を 、 ア ン ケ ー ト 調査 に よっ て 確認 し た 。 
読者 の 提 さ ん は 、 詳 し く は 、 次 の 文章 を 、 参 照 さ れ た い 。 「 人 間 の 命 の 重 さ の 不平 等 性 
に つい て の 検討 。」。 


[3 . クリーム - パン 図式 〕 

上 記 の 、 生 物 学 的 な 男女 の 差異 を 勘案 し た 上 で 、 次 の こと を 考え る 。 

人 間 の 自然 環境 下 に お ける 、 生 態 学 的 な 分 布 を 考え た 場合 、 以 下 の こ と が 言え る 。 

(1 ) 女性 は 、 中 心 付近 の 、 安 全 な 地帯 に 、 よ り 多 く 位 置 する 。 

( 2 ) 男性 は 、 辺 境 の 、 昔 酷 な 、 外 部 環境 に 対し て 自ら を 軒 出 し な けれ ば な ら な い 地 帯 
に 、 よ り 多 く 位 置 する 。 


人 間 以 外 の 他 の 生物 で も 、 メ ス が 、 オ ス に 比べ て 、 安 全 地 帯 に 、 よ り 多 く 分 布 する 。 
例 と し て 、 餌 付け し た ニホン ザル の 社会 構成 が 、 あ げ ら れる 。 そ れ は 、 以 下 の 通り で あ 
る 。 

中 心 部 に 、 メ ス が 、 主 に 分 布 す る 。 

オス は 、 司 金 塔 役 を 勤め る リー ダー (数 匹 ) が 中 心 に いる だ け で ある 。 

他 の オス は 、 全 て 外縁 部 に 位 連 す る 。 彼 ら は 、 あ る い は 、 ヒ トリ ザル と し て 、 辺 境 を 、 
ー 匹 で 初 算 う 。 

メス は 、 オ ス の 形成 し た クッ ショ ン に 、 サ ンド イッ チ の 具 の 部 分 の よう に な っ て 、 守 ら 
れる 。 


久 上 の よう な 図式 は 、「 ク リー ム - パン 図式 」 と し て まとめ られ る 。 

クリ ー ム は 、 ク リー ム パ ン を クリ ー ム パン た らし め る リッ チ か つ 貴 重 な 内 容 を 持つ 。 
クリ ー ム は 、 外 部 の 熱 を 長 接 受 け に くい 、 中 心 部 に 位 連 す る 。 

パン は 、 ク リー ム に 比べ て 、 よ り 粗 末 で ある 。 

パン は 、 外 部 の 熱 に 古 接 当たっ て 、 こ ん が り と 焼け て し まう 。 

パン は 、 自 ら が 、 外 界 の 熱 に 対す る クッ ショ ン (断熱 材 ) と な る 。 パ ン は 、 体 を 張っ 
て 、 内 部 の クリ ー ム を 守る 。 

クリ ー ム が 、 女性 で ある 。 パ ン が 、 男 性 で ある 。/p> 

これ は 、 男 性 が 女性 より も 不利 で ある と いう 形 で の 、 男 女 不平 等 と 捉え る こと が で き 
る 。 

この 性 差別 は 、 お そら く 生 物 学 的 に 、 男 女 各 々 の 心理 レス テム 内 に 、 組 み 込ま れ て い 


る 。 
それ は 、 人 々 に よっ て 、 あ っ て 当然 の こと だ と 、 思 い 込 まれ て いる 。 


男性 は 、 危 険 な 場面 へ と 、 無 意識 の うち に 、 自 ら 進ん で 立ち 向かう 。 
男性 は 、 人 間 本 来 の 「 生 存 指向 」 を 、 自 ら 進 ん で 放棄 する 。 そ れ は 、 次 の 指向 で ある 。 


「 私 は 、 生 き 延 び た い 。」 
男性 に は 、 そ うし た 動機 が 、 生 得 的 に 、 埋 め 込ま れ て いる 。 


以下 の 図式 に は 、 生 物 学 的 な 根拠 が ある 。 
(1 ) 「 女 性 」=「 ク リー ム 」 (内 部 に いる 存在 。 守 られ る 存在 。 ) 

( 2 ) 「 男 性 」=「 パ ン 」 (外部 に 露出 する 存在 。 守 る 存在 。 ) 
そし て 、 生 物 と し て の 人 性別 が ある 限り 、 以 下 の 図 式 は 、 存 在 し 続け る 。 
(1) 女性 (クリ ー ム ) 」= 内 側 に いる 存在 。 

(2) 男性 (パン ) 」= 外 側 に いる 存在 。 


現代 に お いて は 、 こ うし た 「 女 性 = 内 側 」、「 男 性 = 外側 」 と いう 図式 は 、 あ いま い に 
な っ て きた 。 そ の 理由 は 、 以 下 の 通り で ある 。 


人 間 の 生存 し や すさ を 支え る 、 科 学 技術 が 進歩 し た 。 

それ に 伴っ て 、 男 性 が 占め て きた 、 外 部 な いし 外縁 賃 域 の 安全 性 が 、 以 前 に 比べ て 高く 
が た 。 

その た め 、 女性 が 、 そ こ に 、 ど ん どん 進出 する よう に な っ た 。 


「 ク リー ム - パン 」 図式 を 、 自 然 環境 と の か か わり に お いて 考え て みた 場合 、 以 下 の こ 
と が 吉 え る 。 

その 思考 に お いて 、「 水 中 心 図式 」 を 採用 する 。 そ れ は 、 人 間 を 含む 生物 に と っ て 必須 
と な る 「 水 」 を 中 心 と し て 、 同 心 円 を 描く 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 表 され る 。 

(1 ) 「 同 心 円 の 内 側 。 = 水 が 豊 富 で ある 。 = 農耕 地域 。 = 定住 生活 様式 。」 

(2) 「 同 心 円 の 外側 = 水 が あ まり な い = 遊 牧 地域 。 = 移動 生活 様式 。」 


農耕 地域 は 、 よ り 「 水 」 に 近く 、 生 物 を 維持 し や すい 。 
農耕 地域 は 、 生 物 学 的 に 貴重 な 、 女 性 向き で ある 。 


遊 履 地域 は 、 乾 燥 し て いる 。 
遊 履 地域 は 、「 水 」 か ら 遠 く 、 生 物 を 維持 し に くい 。 
遊牧 地域 は 、 死 ん で も 構わ な い 男 性 向き で ある 。 


人 間 の 自然 界 で 生存 可能 な 領域 を 、 内 周 と 外縁 と に 分 け て 考え た と き 、 以 下 の よ うに な 
る 。 

(1 ) 「 内 周 の 領域 。=「 水 」 に あり つき や すい 領域 。= 生 存 し や すい 人 額 域 。= ク リー 
ム の 償 域 。 」 

(2) 「 外 縁 の 食 域 。=「 水 」 に あり つき に くい 領域 。= 生 存 し に くい 領域 。= パ ン の 
領域 。 」 


「 ク リー ム = 内 周 」 の 領域 は 、 湿 潤 な 作 域 で ある 。 
「 パ ン = 外 縁 」 作 域 は 、 乾燥 し た 償 域 で ある 、 


これ を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な る 。 

( 1 ) 女性 = 「 ウ ェ ッ ト な 存在 。」 = 湿潤 環境 向き の 存在 。 = 定住 生活 様式 優位 社会 向き 
の 存在 。 

( 2 ) 男性 = 「 ド ライ な 存在 。」= 乾 燥 環境 向き の 存在 。 = 移動 生活 様式 優位 社会 各 き の 
存在 。 


これ は 、 以 下 の 二 つが 、 合致 し て いる こと を 示す 。 
( 1 ) 男女 の 性 格 面 で の 乾湿 の 度合 い 。 


( 2 ) 男女 の 、 自 然 環 境 に 対す る 生態 学 的 な 分 布 の あり 方 。 
以下 の 内 容 を 次 の 図 に まとめ て 示す 。 


上 記 の 「 ク リー ム - パン 」 図式 。 
それ に 関連 し て 取り 上 げた 、 さ ま ざ ま な 「 内 周 - 外縁 」 関係 の 一 覧 。 


図 「 ク リー ム ( 内 ) 一 バン ( 外 )」 図 式 の 説明 


し 4 . 保 護 す る 、 さ れる 立場 (性 役割 ) の ね じ れ ] 

女性 (貴重 品 ) は 、 男 性 (消耗 品 ) か ら 、 保 護 を 受け る 。 

女性 (貴重 品 ) は 、 男 性 (消耗 品 ) に 対し て 依存 的 で ある 。 

女性 が 、 男 性 に よっ て 、 保 護 を 受け る の は 、 女 性 の 持つ 、 生 物 学 的 貴重 性 の 高 さ に よ 


る 。 
それ は 、 「 女 性 が 、 翌 者 で ある か ら 」 と は 、 あ まり 喜 え な い 。 
ある 個体 が 弱者 か どう か は 、 自 然 環境 へ の 適応 力 の 有無 に よっ て 決ま る 。 
適応 力 次 第 で は 、 以 下 の 状態 も 発生 し うる 。 
「 消耗 品 で ある 男性 が 、 弁 者 と し て 、 貴 重 品 で ある 女性 に よる 保護 を 受け る 状態 。」 


一 方 の 性 の 個人 が 他方 の 性 の 他 者 か ら 保護 を 受け る 原因 と し て は 、 以 下 の 二 つ を 、 区 別 
する 必要 が ある 。 

(1 ) 貴重 性 。 

(2) (「 環 境 へ の 不適 応 」 に 基づく ) 畔 者 性 。 


世界 の フェ ミニ ズム は 、 こ の 点 を 、 混 同 し て いる よう に 思わ れる 。 


女性 は 、 ( 虫 を 怖がる な ど ) か 盟 い 者 と し て の 態度 を 取る こと が 多い 。 
女性 に は 、 被 保護 欲求 が ある 。 

この 欲求 は 、 生 物 学 、 生 態 学 的 観点 か ら は 、 以 下 の よ うに 説明 され る 。 
女性 は 、「 貴 重 な 性 」 で ある 。 
女 
男 
男 1 


性 
性 は 、 生 殖 上 、 よ り リ ッ チ で 数 が 少な い 卵 子 を 生産 する 。 
女性 は 、 生 殖 上 キー と な る 、 育 児 に 必要 な 機構 を 、 体 内 に 備え る 。 


生 は 、 粗 製 浴 造 の 精子 を 生産 する 。 
性 は 、 死 ん だ り 傷 つい た り し て も 構わ な い 。 


この 違い が 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 被 保護 欲求 を 生み 出す 。 


「 貴 重 な 性 」 で ある 女性 は 、 「 貴 重 で な い 性 」 で ある 男性 に よっ て 、 自 分 の こと を 、 
守っ て も らい た い 。 


女性 に よる 、 こ うし た 態度 は 、 日 本 な どの 定住 生活 様式 優位 社会 に お いて も 見 られ る 。 
それ は 、 「 定 住 生活 様式 優位 社会 に お いて 、 女 性 が 、 強 大 な 勢力 を 振る っ て いる 事実 」 
ど 才 盾 し で いる よう に 、 一 見 見 える 、 

こう し た 女性 の 真意 は 、 以 下 の よ うな も の で ある 。 

女性 は 、「 生 活 面 で 、 男 性 より 適合 し て いる と ころ か ら 来 る 、 本 来 的 な 強 さ 」 を 一 時 的 
に 義 い 隠す 。 

女性 は 、 男 性 を 、 貴 重 品 と し て の 自分 を 守っ て くれ る 「 計 衛 役 」 と し て 、 都 合 よ い 時 だ 
け 頼 り に する 。 

女性 は 、 男 性 を 、 利 用 し つく そう と する 。 


定住 生活 様式 優位 社会 に お ける 女性 の こう し た 態度 は 、 以 下 の こ と を 引き 起こ す 。 
世界 全体 に 対し て 、 女 性 が 、 男 性 より も 、 世 界 的 に 弱い と 、 錯 覚 させ る こと 。 


地球 上 に は 、 た と え そ れ 自 身 が 強く て も 、 他 者 に 守ら れる 物体 が 、 い ろ い ろ 存 在 する 。 
その 例 と し て 、 天 然 ダ イヤ モン ド の 宝石 が あげ られ る 。 

ダイ ヤ モ ン ド の 人 硬度 は 、 最 大 で ある 。 

ダイ ヤ モ ン ド は 、 自 分 以外 の あら ゆる も の に 対し て 傷 を 付け る こと が で きる 。 

し か し 、 ダ イヤ モン ド は 、 人 々 に よっ て 、 宝 石 箱 に 入れ られ て 、 大 切 に 守ら れる 。 
宝石 箱 は 、 ダ イヤ モン ド を 守る 。 し か し 、 そ の 存在 は 、 ダ イヤ モン ド よ り 有 弱い 。 宝 石 箱 
は 、 ダ イヤ モン ド を 使っ て ひっ か く と 、 容 易 に 傷 が つく 。 

そう し た 強者 と し て の ダイ ヤ モ ン ド が 、 大 切 に 守ら れる 理由 は 、 以 下 の 通り で ある 。 
その 理由 は 、「 そ れ は 、 め っ た に 手 に 入れ る こと が で き な い 。 そ れ は 、 な くし た ら 大 変 
な 損失 で ある 。」 と いう 貴重 性 に 基づく も の で ある 。 


それ と 同様 に 、 以 下 の こ と が 成り 立つ 。 
定住 生活 様式 優位 社会 の 女性 は 、 男 性 より も 、 強 い 。 
し か し 、 彼 女 は 、 生 物 学 的 貴重 さゆ え に 、 弱 い 男 性 か ら 、 大 切 に 守ら れる 。 


「 強 さ 」 と 「 守 られ る こと 」 と は 、 決 し て 矛盾 し な い 。 


移動 生活 様式 優位 社会 で は 、 以 下 の 二 つの 次 元 に お いて 、 保 護 を 受け る 側が 、 女 性 へ と 
CN の 

( 1 ) 貴重 性 の 次 元 。 

( 2 ) 生活 へ の 不適 応 が も た ら す 、「 弱 者 性 」 の 次 元 。 


そう し た 移動 生活 様式 で は 、 以 下 の 図 式 が 、 容 易 に 成立 する 。 
(1) 男性 = 保護 する 側 」。 
(2) 女性 = 保護 され る 側 」。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 こ うし た 以下 の 二 つ の 次 元 に お いて 、 保 護 を 受け る 側が 巴 
盾 する 。 

( 1 ) 貴重 性 の 次 元 。 こ こ で は 、 女 性 が 、 保 護 を 受け る 立場 に 回 る 。 

( 2 ) 生活 へ の 不適 応 が も た ら す 、「 者 性 」 の 次 元 。 こ こ で は 、 男 性 が 、 保 護 を 受け 
る 立場 に 回 る 。 


し た が っ て 、 定 住 生活 様式 優位 社会 で は 、 移 動 生活 様式 優位 社会 の よう な 明瞭 な 図式 
は 、 成 立 し な い 。 

この こと が 、 世 界 社会 に お いて 、 以 下 の こ と を も た らし た 。 「 男 女 の 地位 の 見 積もり に 
お ける 、 混 乱 、 遅 れ 。」。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 生 物 学 的 に 貴重 で 守ら れる べき 女性 が 、 生 活 適 応 面 で 弱い 
男性 を 、 守 っ て いる 。 

例え ば 、 日 本 社会 が そう で ある 。 

これ は 、 保 護 す る 立場 と 、 保 護 さ れる 立場 と の 、「 ね じ れ 」 と し て 捉え られ る 。 

これ を まとめ る と 、 以上 の よう に な る 。 


女性 | 女 全 (生物 学 的 に 貴重 ) 
男性 | 危険 ( 非 貴 重 ) 


女性 | 生物 学 的 に 貴重 | 骨 い た め 、 守 られ る 存在 。 | コメ ント 

な の で 、 守 られ | (環境 に 不適 応 な の で 、 守 ら 

る 存在 。 れる 存在 。) 
定住 lo x (強い ) 矛盾 (ね じ れ ) あり (守ら れる 立 
生活 場 で や る と と も に 、 守 る 立場 で も 
様 コ ある 存在 。) 
移動 lo o ( 再 い ) 矛盾 な し (一 貫 し て 守ら れる 立場 
生活 で ある 存在 。) 
様式 


定住 生活 様式 優位 社会 に お ける 「 男 尊 女 卑 」 行 動 は 、 以 下 の よ うに 、 提 えら れる 。 

「 女 性 。 (生活 に 対し て 、 よ り 適 応 的 な 存在 。) 」 が 、「 男 性 。 (生活 に 対し て 不適 応 
を 起こ し た 存在 。) 」 を 、 一 方 的 に サポ ー ト する 行動 。 

これ は 、 女 性 に と っ て 、 一 方 的 な 負担 と な り 、 不 公平 感 を も た ら す 。 女性 は 、 男 性 に 対 
し て 、 不 満 を 漏らす 。 


この 行動 は 、 移 動 生活 様式 優位 社会 に お ける 、 以 下 の 視 点 か ら は 、 不可 能 で ある 。 
「 女 性 は 、 男 性 に よっ て 、 一 方 的 に 保護 され る の み の 存 在 で ある 。 


また 、 定 住 生 活 様式 優位 社会 で は 、 暗 者 男性 は 、「 女 性 に よる サポ ー ト は 受け て 当然 」 
と いう 、 尊大 な 態度 を 取っ て いる 。 


こう し た 要因 が 重なっ て 、 世 界 社会 で は 、 以 下 の よ うな 記 解 が 、 起 き て いる 。 
「 定 住 生活 様式 優位 社会 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 一 方 的 に 妨 従 を 強い られ る 、 奴 隷 の 
よう な 存在 で ある 。」 


これ は 、 定 住 生活 様式 優位 社会 に お ける 、 以 下 の 実 態 か ら 、 大 きく 、 か け 離 れ て いる 。 
「 女 性 は 、 全 適応 する 強者 と し て 、 勢 力 的 に 男性 を 圧倒 し 、 社 会 の 主流 の 
道 を 歩ん で いる 。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 さ ら に 、 女 性 が 、 以 下 の 見 せ か け を 、 外 部 に 対し て 、 行 っ 
て いる 。 

「 女 性 は 、 自 分 の こ 全量 故意 に 、 自 分 を 、 必 要 以 上 に 、「 か 紅 
い 」 存在 で ある と 、 見 せ か け て いる 。 


= 05 と は 、 世 界 社会 で 、 さ ら に 、 以 下 の 錯覚 を 、 生 み 出し て いる 。 
定住 生活 様式 優位 社会 の 男性 は 、 能 い 女 性 を 、 さ ら に お と し め て 、 昔 酷 な 目 に 合わ せ 
CM いる 。 コ 


一 方 、 移 動 生活 様式 優位 社会 に お ける 、「 女 性 尊 宮 (レディー フ ァ ー ス ト ) 」 行動 は 
以下 の よう に 、 提 えら れる 。 

男性 が 、 女 性 を 、 一 方 的 に サポ ー ト する 行動 。 

男性 。 生活 に 対し て 、 よ り 適 応 的 な 存在 。 

女性 。 生 活 に 対し て 、 不 適応 を 起こ し た 存在 。 そ し て 、 貴 重 品 と し て の 存在 。 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 不 公平 な 行動 で ある 。 

女性 は 、 男 性 の サポ ー ト を 、 当 然 の 如く 、 尊 大 な 態度 で 求め る 。 

男性 は 、 女 性 の 下僕 の よう に 接する 必要 が 生じ る 。 

その 結果 、 女 性 の 地位 は 、 実 態 と 反し て 、 高 く 見 積 も ら れる 。 そ の 社会 は 、 女 性 上 位 の 
社会 に 見 える 。 


これ は 、 次 の よう な 斉 っ た 見 方 を 、 例 えば 、 日 本 の フェ ミニ スト に 取ら せ て いる 。 

「 (移動 生活 様式 優位 社会 の ) 欧米 の 方 が 、 (定住 生活 様式 優位 社会 の ) 日 本 より 、 女 性 
の 地位 が 高い 。」 

「 (定住 生活 様式 優位 社会 の ) 日 本 は 、 (移動 生活 様式 優位 社会 の ) 欧米 を 、 見 習う べき 
で ある 。 」 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 性 役割 の ね じ れ が 存在 する 。 

( 1 ) 女性 が 持つ 、 定 住 生活 様式 へ の 適応 力 の 高 さ 。 そ れ に 基づく 、 女 性 の 社会 的 な 強 
さ 。 

( 2 ) 男性 が 引き 起こ す 、 定 住 生活 様式 へ の 不適 応 。 そ れ に よる 、 以 下 の 実現 。 男 性 。 
その 人 社会 的 な 翌 さ 。 そ の 社会 的 な 保護 。 そ の 必要 。 そ の 高 さ 。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 以 下 の よ うな 状態 が 起き る 。 
(1 ) 「 生 物 学 的 貴重 性 」 の 面 か ら は 、 女 性 が 保護 され る は ず で ある 。 
(2 ) 「 定 住 生活 様式 へ の 適応 力 」 の 観点 か ら は 、 男 性 が 保護 され る こと に な る 。 


従来 の 性 差 に 関す る 研究 の 大 半 は 、「 女 性 は 、 常 に 保護 され る べき 、 絆 い 存 在 で あ 
90 の 見 じ て し 8。 
それ ら は 、 こ うし た 「 性 役割 の ね じ れ 」 に 気づい て いな い 。 


生物 学 的 に は 、 「 男 性 が 、 女 性 を 守る こと 。」 が 、 生 殖 上 の 貴重 さか ら 見 て 自然 で あ 


る 。 
それ と 逆 の 事態 が 、 定 住 生活 様式 優位 社会 で は 、 起 き て いる 。 そ こ で は 、「 女 性 が 、 男 
性 を 守る こと 。」 が 、 起 き て いる 。 そ こ で は 、 男 女 の 立場 の ね じ れ が 、 起 き て いる 。 


定住 生活 様式 優位 社会 は 、 以 下 の 側面 を 持つ 社会 で ある 。 

「 女 性 が 、 男 性 を 守る 。 女 性 が 、 男 性 を 保護 する 。 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 生 活 上 の 世 
話 を する 。」 

そう し た 、 女 性 が 男性 を 守る 側面 は 、 女 性 が 、 男 性 に 対し て 取る 、 母 性 的 態度 に 出 て い 
る 。 


(初出 1998 年 -2004 年 ) 


勢力 拡張 用 の 玉 。 勢力 温存 用 の 玉 。 男 女 の 性 差 の 根源 。 


人 間 や 生物 。 
筆者 は 、 そ れ ら を 、 種 と し て 、 大 局 的 に 、 分 類 し た 。 
それ ら は 、 以 下 の 、 二 種類 の 玉 (個体 ) か ら な る 。 


それ は 、 以 下 の (1 ) と し て 、 以 下 の (2 ) の 内 容 へ と 、 分 類 さ れる 。 
( 1 ) 種 の 勢力 。 

(2-1) 「 勢 力 拡張 用 」 の 玉 。 

(2-2) 「 勢 力 温存 用 」 の 玉 。 


それ は 、 生 物 と し て は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
( 1 ) 生物 と し て 、 以 下 を 拡張 する こと 。 「 生 存 範囲 。」 そ の た め の 玉 。 
( 2 ) 「 生 物 温存 。」 そ の た め の 玉 。 


(1) 

勢力 拡張 用 の 玉 。 
(ある い は 、 そ の 個体 。) 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 
男性 。 オ ス 。 

( 析 29) 

勢力 温存 用 の 玉 。 
(ある い は 、 そ の 個体 。) 
それ は 、 以 下 に に 相当 する 。 
女性 。 メ ス 。 


(1) 
勢力 拡張 用 の 玉 。 
それ は 、 以 下 の 特 徴 を 持つ 。 


各 玉 は 、 以 下 を 拡張 する 。 自 身 の 勢力 範囲 。 


各 玉 は 、 よ り 広 範囲 に 、 飛 び 散 る 。 

各 玉 は 、 武 装 す る 。 各 玉 は 、 体 当たり で 、 敵 を 攻撃 する 。 

各 玉 は 、 以 下 を 広げ よう と する 。 勢力 範囲 。 支 配 範囲 。 
! 


各 玉 は 、 広 範囲 に わた っ て 、 種 付け し よう と する 。 

各 玉 は 、 積 極 的 に 動き 回 る 。 

(その 際 は 、 以 下 が 、 時 々 発生 する 。 他 の 玉 が 、 以 下 に な る こと 。 敵 。 ラ イ バ ル 。 ) 
各 玉 は 、 ベ ンチ ャ ー 精 神 に 定 ん で いる 。 

各 玉 は 、 以 下 を 、 層 わ か な かい 。 リ スク 。 責任 。 そ れ ら を 負う こと 。 

各 玉 は 、 自 分 が 死ん で も 、 替 え が 存 在 する 。 

各 玉 は 、 以 下 を 目指 す 。 世 界 的 に 広く 、 存 在 す る こと 。 普 通 的 に 存在 する こと 。 そ れ ら 
の 空間 を 、 支 配 す る こと 。 

各 玉 は 、 粗 野 で ある 。 そ れ は 、 以 下 で ある 。 在 野 の 存在 。 

各 玉 は 、 攻 め の 玉 で ある 。 

各 玉 は 、 自 分 の こと を 、 余 り 大 切 に 考え な い 。 


(2 ) 
勢力 温存 用 の 玉 。 
それ は 、 以 下 の 特 徴 を 持つ 。 


各 玉 は 、 自 身 を 温存 する 。 
各 玉 は 、 自 身 を 保全 する 。 


は 、 周 囲 を 、 護衛 の 小玉 に よっ て 、 守 られ る 。 
は 、 以 下 の 空間 に 存在 する 。 中 ほど 。 奥 。 中 心 部 。 
は 、 安 全 、 保 身 を 重視 する 。 

各 玉 は 、 自 ら の 存在 を 、 常 に 温存 する 。 
は 、 以 下 を 避け る 。 危 な い 目 に 遭う こと 。 各 玉 は 、 リ スク や 責任 を 取ら な い 。 
は 、 武 装 を 、 振 り 回 さ な い 。 武器 は 、 そ れ 自 身 を 傷つけ る 可能 性 が ある か ら 。 
は 、 以 下 を 避け る 。 攻撃 され る こと 。 


各 玉 は 、 周 囲 に 敵 を 作ら な い 。 各 玉 は 、 表 向き 、 以 下 を 目指 す 。 互 い に 仲良 くす る こ 
と 。 和合 を 保つ こと 。 

各 玉 は 、 あ まり 動か な い 。 

各 玉 は 、 お し と や か で ある 。 各 玉 は 、 政 や か で ある 。 

各 玉 は 、 守 り の 玉 で ある 。 

各 玉 は 、 自 分 の こと を 、 と て も 大 切 に 考え る 。 


こう し た 二 種 類 の は 、 生 物 学 的 貴重 性 か ら は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
(1 ) 勢力 温存 用 の 玉 。 そ れ は 、 生 物 学 的 貴重 性 が 高い 。 
各 玉 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 

各 玉 は 、 周 囲 に よっ て 、 以 下 を 、 実 行 さ れる 。 
以下 の 実現 。 

/7/ 

その 生物 を 、 温 存する こと 。 

その 生物 を 、 保 護 す る こと 。 

その 保身 。 

その 安全 。 

/7/ 


各 玉 は 、 仲 間 同士 で 、 護 送 船団 方 式 で 、 つ る む 。 

各 玉 は 、 以 下 を 好む 。 集 団 で 動く こと 。 

各 玉 は 、 ロ ー リ スク 体質 、 ロ ー リ ター ン 体 質 で ある 。 
各 玉 に と っ て は 、 以 下 が 大 切 で ある 。 自 分 自身 の 温存 。 
各 玉 は 、 以 下 を 、 避 ける 。 自 身 に 傷 が 付く こと 。 

各 玉 は 、 あ まり 動か な い 。 


各 玉 は 、 自 身 で は 稼が な い 。 
各 玉 は 、 以 下 を 試み る 。 

以下 に 対し て 、 寄 生 す る こと 。 
勢力 拡張 用 の 玉 。 

それ が も た ら す 成果 。 


) 勢力 拡張 用 の 玉 。 そ れ は 、 生 物 学 的 貴重 性 が 低い 。 
は 、 リ スキ ー な 分 野 に 、 ど ん どん 飛び 込む 。 
各 玉 は 、 ラ イ バ ル や 、 未 知 の 危険 と 、 闘 い 続 ける 。 
は 、 自 分 の 勢力 を 、 積 極 的 に 拡張 し 、 沢 山 稼ぐ 。 
各 玉 は 、 ハ イリ スク 、 ハ イリ ター ン 体 質 で ある 。 

各 玉 は 、 以 下 の 頻 度 が 多い 。 

各 玉 が 、 以 下 の (2 - 1) に お いて 、 以 下 の (2 - 2 ) に な る こと 。 
(2 - 1 ) 勢力 拡張 。 そ の た め の 冒 険 それ を し て いる 期間 中 。 
(2 - 2) 倒れ て 死ぬ こと 。 例 。 事 故 。 戦 闘 。 


また 、 そ こ に は 、 以 下 の 制約 が 存在 する 。 

各 玉 に お いて は 、 以 下 が 存 在 す る 。 

以下 の タイ プ の 玉 。 そ の 数 は 、 限 られ る 。 

それ は 、 以 下 を 持っ て いる 。 

以下 の 能力 。 

勢力 拡張 を 行う こと 。 そ の 実現 。 そ の た め の 十 分 な 能力 。 

その た め 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) と な る 。 

(1 ) 実力 者 。 彼 は 、 以 下 の ( 1 - 1 ) に よっ て 、 実 力 を 認め られ る 。 
(1 - 1) 勢力 温存 用 の 玉 。 

( 2 ) その 数 は 、 相 当 限 定 さ れる 。 そ の 数 は 、 そ の こと で 、 少 な く な る 。 


以下 の 事態 が 、 時 々 、 発 生 す る 。 

以下 の (1 ) が 、 以 下 の ( 2 ) に つい て 、 以 下 の ( 3 ) を 実行 する こと 。 
1 二 の まお の の その 実現 。 そ の 実力 者 。 
2 ) 勢力 温存 用 の 玉 。 
) それ を 、 複 数 、 抱 える こと 。 ( 例 。 多妻 制 。 


こう し た 差 が 、 男 女 の 性 差 の 根源 に 当たる 
) 勢力 拡張 用 の 玉 。 (個体 。) 男性 。 
2 ) 勢力 温存 用 の 玉 。 (個体 。) 女性 。 
この 差 は 、 明 確 で ある 。 そ れ は 、 無 くす こと は で き な い 。 


1 ) 勢力 拡張 用 の 玉 。 
(その 個体 。) 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 
男性 の 精子 。 


2 ) 勢力 温存 用 の 玉 。 
(その 個体 。) 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 
女性 の 卵子 。 


BR 

ご は ほ 、 ME の (4 ) は 、 以 の (2) で ある 。 

0 人 BPS2WZDSPRSHDBD/N 7 
) 勢力 拡張 用 の 玉 。 

( 2 ) それ は 、 以 下 が 強 い 。 社 会 に お ける 影響 力 。 

( 3 ) それ は 、 社 会 に と っ て 、 適 合 的 で ある 。 


定住 生活 様式 の 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) で ある 。 

パラ 62 半 0392986 
) 勢力 温存 用 の 玉 。 

2 2 以下 が 強い 。 社 会 に お ける 影響 力 。 

( 3 ) それ は 、 社 会 に と っ て 、 適 合 的 で ある 。 


77// 


(1) 
勢力 拡張 用 の 玉 。 
は 、 消 耗 品 で ある 。 


(2 ) 
勢力 温存 用 の 玉 。 
それ は 、 大 切な 貴重 品 で ある 。 


人 間 や 生物 社会 に お いて 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) に つい て 、 以 下 の (3 ) で あ 
る 。 
) 勢力 温存 用 の 玉 。 


( 2 ) 以下 の 評価 。 社 会 的 な 地位 。 社 会 に お ける 扱い 。 
(3) それ は 、 よ り 上 位 で ある 。 


社会 に お いて 、 以 下 の (1 ) の 役割 は 、 以 下 の (2 ) の 担当 で ある 。 


7/// 
(1) 

戦略 的 な リー ダー シッ プ を 取る こと 。 
以下 の 命 人 を 下す こと 。 

それ は 。 ト ツブ プ タ ウ シ で ある 。 

それ は 、 リ スキ ー で ある 。 


(2) 
勢力 拡張 用 の 玉 。 
7// 


/// 
( 1 ) 責任 を 取ら され る こと 。 
( 2 ) 勢力 拡張 用 の 玉 。 

7// 


社会 に お いて 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) で ある 。 


7//// 
(1) 

勢力 温存 用 の 玉 。 
の 0 りー ター ジン タマ 。 


( 2 ) 

和合 。 

その 実現 。 

その た め の 、 内 部 調整 。 
7//// 


熱 力 温存 の 玉 。 そ の 行動 目標 。 

女性 の 行動 目標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

77/// 

彼女 自身 が 、 安 全 領域 の 内 部 に 、 何 と し て も 、 定 住 し 続け る こと 。 

彼女 自身 が 、 安 全 領 域 の 内 部 に 、 何 と し て も 、 漠 留 し 続け る こと 。 

彼女 自身 が 、 安 全 償 域 の 内 部 で 、 仲 間 た ちと 、 仲 良く 同居 し 続け る こと 。 
彼女 自身 が 、 安 全 領域 の 内 部 で 、 仲 間 た ちと 、 仲 展 く 生活 し 続け る こと 。 
彼女 自身 が 、 安 全 領域 の 内 部 で 、 仲 間 た ちと 、 精 神 的 に 調和 を 保ち 続け る こと 。 
彼女 自身 が 、 仲 間 た ち に よっ て 、 安 全 領域 か ら 、 追 放さ れ な いこ と 。 

彼女 自身 が 、 仲 間 た ち に よっ て 、 安 全 領 域 か ら 、 抹 消さ れ な いこ と 。 

彼女 自身 が 、 仲 間 た ちの 不 興 を 買わ な いこ と 。 

その た め 、 彼 女 自身 が 、 仲 間 た ち に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 必 死に な っ て 行う こと 。 
/ 

彼女 が 、 仲 間 た ち に 、 迎 合 す る こと 。 
彼女 が 、 仲 間 た ちら に 、 刀 びる こと 。 
彼女 が 、 仲 間 た ち に 、 度 する こと 。 
彼女 が 、 和 失敗 し な いこ と 。 


彼女 が 、 危 険 な が こと を し な いこ と 。 
彼女 が 、 仲 間 た ち に 、 迷 惑 を か け な い こと 。 
/ 


彼女 自身 が 、 安 全 領 域 の 内 部 で 、 他 者 を 蹴 落と し て で も 、 居 残り 続け る こと 。 
その た め に 、 彼 女 自身 が 、 安 全 領 域 の 内 部 で 、 よ り 優 位 に 立つ こと 。 

彼女 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 行 為 を 、 必 死に な っ て 行う こと 。 

7// 

/ 

(A) 

彼女 自身 より も 、 立 場 の 悪い 、 劣 位 の 仲間 メン バー。 

仲間 メン バー の 中 で 、 調 和 を 乱す 、 浮 いた 存在 の メン バー。 

仲間 メン バー の 中 で 、 不 要 な 存在 の メン バー。 


上 記 の (A) に 対し て 、 い じ め を 行う こと 。 

上 記 の (A) を 、 仲 間 集団 か ら 、 疎 外す る こと 。 

上 記 の (A) を 、 仲 間 集 団 か ら 、 追 い 落 と すこ と 。 

/ 

それ ら の 行為 を 、 絶 え ず 、 画 策 す る こと 。 

それ ら の 行為 を 、 絶 え ず 、 実 行 す る こと 。 

その た め に 、 他 の 仲間 メン バー と 、 絶 え ず 、 結 託 を する こと 。 

その た め に 、 他 の 仲間 メン バー と 、 絶 え ず 、 密 約 を 結ぶ こと 。 

その 間 、 彼 女 自 身 は 、 安 全 領 域 の 内 部 に 、 難 な く 、 留 まり 続け る こと 。 

その 間 、 彼 女 は 、 彼 女 自身 が 劣 位 に 回 る こと が 無い よう に 、 必 死に な る こと 。 


上 記 の (A) に 対す る 、 各 種 の ハラ スメント の 行為 。 

その 実行 の 結果 。 

安全 領域 の 内 部 に お ける 、 仲 間 メ ン バ ー 同 士 の 結束 が 、 よ り 強 固 に な る こと 。 
上 記 の (A) は 、 そ の 実現 の た め の 、 生 埋 と され る こと 。 


仲間 メン バー の 各自 は 、 そ うし た ハラ スメント の 対象 に な ら な いよ うに 、 必 死に な る こ 
と 。 
その た め 、 仲 間 メ ン バ ー 同 士 は 、 互 い に 、 必 死に な っ て 、 以 下 の 行為 を する こと 。 


互い に 、 気配 り を し 合う こと 。 

互い に 、 仲 間 か ら 必 要 と され る 存在 で ある よう に 、 努 力 し 続け る こと 。 
互い に 、 仲 間 集団 内 の 調和 を 乱す こと の 無い よう に 、 共 力 し 続け る こと 。 
互い に 、 仲 間 集 団 か ら 浮か な いよ うに 、 努 力 し 続け る こと 。 

/ 

/// 

7//// 


熱 力 拡張 の 玉 。 そ の 行動 目標 。 

男性 の 行動 目標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

/// 

/ 

未知 の 領域 を 、 探 検 す る こと 。 

未知 の 領域 を 、 安 全 領域 か 、 危 険 領域 か 、 確 定 す る こと 。 
危険 領域 を 、 安 全 領 域 に 、 変 える こと 。 

安全 領域 を 、 危 険 額 域 に 、 変 えな いこ と 。 

/ 


彼 自 身 が 、 上 記 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

彼 自 身 が 、 そ の た め に 、 試行 錯 諾 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

彼 自 身 が 、 そ の た め に 、 チ ャ レン ジ を 、 繰 り 返 すこ と 。 

彼 自 身 が 、 そ の た め に 、 彼 自身 の 身体 を 、 張 る こと 。 

彼 自 身 が 、 そ の 結果 、 最 終 的 に 、 何 と し て も 、 成 功 す る こと 。 
/// 


(初出 2013 年 1 月 ) 


性 行為 や 結婚 の 相手 。 彼ら に 対す る 選好 に お ける 、 男 女 の 性 差 。 


(1) 

男性 は 、 未 開 の 領域 へ の 進出 を 、 指 向 す る 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づい て いる 。 彼 
自身 に お ける 、 自 己 拡大 性 の 所 有 。 

男性 は 、 未 開 性 の 所 有 者 を 、 未 開 性 の 考 所 有 者 より も 、 優 先 し て 指向 する 。 

処女 の 女性 。 彼 女 は 、 以 下 の 内 容 を 、 所 有 し て いる 。 セ ックス の 経験 に お ける 、 未 開 

性 。 

その 結果 。 

男性 は 、 処 女 の 女性 を 、 丘 処女 の 女性 より も 、 進 出 対象 と し て 、 よ り 、 好 む 。 

男性 は 、 処 女 の 女性 を 、 丘 処女 の 女性 より も 、 セ ックス や 結婚 の 相手 と し て 、 よ り 、 好 
む 。 

女性 は 、 安 全 が 確保 され て いる 前 例 の 踏 航 を 、 指 向 す る 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づ 
いて いる 。 彼女 自身 に お ける 、 自 己 保身 性 の 所 有 。 

男性 は 、 前 例 の 所 有 者 を 、 前 例 の 疾 所 有 者 より も 、 優 先 し て 指向 する 。 

疾 童 貞 の 男性 。 彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 所 有 し て いる 。 セ ックス 経験 の 所 有 。 セ ックス の 
経験 に お ける 、 前 例 の 所 有 。 

その 結果 。 

女性 は 、 疾 童貞 の 男性 を 、 童 貞 の 男性 より も 、 選 好 対 象 と し て 、 よ り 、 好 む 。 

女性 は 、 丘 童貞 の 男性 を 、 童 貞 の 男性 より も 、 セ ックス や 結婚 の 相手 と し て 、 よ り 、 好 
ま 


( 2 ) 

新品 の 設備 。 中 古 の 設備 。 

利用 の 前 例 が 無い 設備 。 利 用 の 前 例 が 有る 設備 。 

生物 は 、 中 古 よ り も 、 新 品 を 、 望 む 。 例 。 新 品 は 、 中 古 品 よ り も 、 高 価格 で ある 。 新 築 
の 不動 産物 件 は 、 中 古 の 不動 産物 件 より も 、 高 価格 で ある 。 

新品 の 生殖 設備 。 中 古 の 生殖 設備 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 新 品 性 を 、 望 む 。 男 性 は 、 女 性 に よる 擬 卵 の 可能 性 を 、 予 め 、 
徹底 的 に 除去 し た いこ と 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 中 古 性 を 、 望 む 。 女 性 は 、 男 性 に お ける 経験 不足 を 、 リ スク 要 
因 と じ に て 、 と て も 嫌う こと 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


粗雑 な 生物 。vs. 精密 な 生物 。 精巧 な 生物 。 


男性 。vs. 女性 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 捉 える こと が 、 可 能 で ある 。 


男性 。vs. 女性 。 

粗雑 な 機器 。vs. 精密 な 機器 。 
粗雑 な 装置 。vs. 精巧 な 装置 。 
粗雑 な 生物 。vs. 精密 な 生物 。 精 巧 な 生物 。 


生殖 に 必要 な 、 主 要 な 身体 的 な 業 置 を 、 一 通り 専有 し て いる 性 。 そ の 方 が 、 身 体 の 作り 
が 、 よ り 複 禁 で あり 、 よ り 精 密 で ある 。 そ れ は 、 女 性 で ある 。 


男性 。vs. 女性 。 

安価 な 生物 。vs. 高価 な 生物 。 

製造 時 に 、 コ スト 面 で 、 高 く 付 く こ と 。 そ れ は 、 精 密 な 生物 の 方 が 、 よ り 高い 。、 そ れ 
は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


男性 。vs. 女性 。 

壊れ に くい 生物 。 傷 つき に くい 生物 。vs. 壊れ 物 の 生物 。 傷 つき や すい 生物 。 

雑 に 扱う と 、 衣 ぐに 、 壊 れ た り 、 傷 つい て し まう 可能 性 。 そ れ は 、 精 密 な 生物 の 方 が 、 
より 高い 。、 そ れ は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


男性 。vs. 女性 。 

注意 深く 扱う こと が 不要 な 生物 。vs. 注意 深く 扱う こと が 必要 な 生物 。 

ケア が 不要 な 生物 。vs. ケア か 必須 な 生物 。 

丁寧 に 、 丁 重 に 、 注 意 深く 扱う 必要 性 。 そ れ は 、 精 密 な 生物 の 方 が 、 よ り 高 い 。 そ れ 
は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


男性 。vs. 女性 。 

守護 者 が 不要 な 生物 。vs. 守護 者 が 必要 な 生物 。 

義貴 重 品 と し て の 生物 。vs. 貴重 品 と し て の 生物 。 

周囲 に 護衛 を 賀 く 形 で 、 内 部 で 、 大 切 に 保護 され 、 貴 重 に 扱わ れる 必要 性 。 そ れ は 、 精 
密 な 生物 の 方 が 、 よ り 高 い 。、 そ れ は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 

その 護衛 は 、 粗 雑 な 生物 の 役回り に な る 。 そ れ は 、 男 性 の 役回り に な る 。 


男性 。vs. 女性 。 

過酷 な 強制 労働 に 従事 する 生物 。vs. その 粗雑 な 生物 を 、 経 済 的 に 搾取 し て 、 楽 を し て 生 
活 を する 生物 。 

労働 に よっ て 、 心 身 を 擦り 減ら し 、 使 い 捨 て 扱い され る 生物 。ys. 強制 使役 へ の 従事 を 、 
その 粗雑 な 生物 に 任せ て 、 そ れ 自 身 の 存 在 を 温存 し 続け る 生物 。 

過酷 な 生活 を 行わ か いこ と で 、 心身 の 摩耗 を 、 避 ける 必要 性 。 そ れ は 、 精 密 な 生物 の 方 
が 、 よ り 高 い 。 そ れ は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


女性 に と っ て の 男性 。 男 性 に と っ て の 女性 。 男女 の 本 性 。 


女性 に と っ て の 男性 。 
彼 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 


(1) 

女性 の 持つ 「 自 己 保身 性 」。 そ の 実現 者 。 
彼 は 、 女 性 の 身 を 保護 する 。 

彼 は 、 女 性 の 身代わり に な る 。 


(2 ) 
女性 の 持つ 「 自 己 中 心性 」。 そ の 実現 者 。 


IS) 
| 


1 
、 女 性 の こと を 、 ち や ほや する 。 
女性 の こと を 、 讃 える 。 


で へ で いさ 
短 血 一 
ーー 


9T 9 上 


(2- 2 
彼 は 、 女 性 に 対し て 、 頁 ぐ 。 


(2-3) 
彼 は 、 女 性 に と っ て 、 下 僕 に な る 。 


( 3 ) 彼 は 、 女 性 と 共同 で 、 遺 伝 的 子孫 を 作る 。 
彼 は 敵性 と っ て で て 、 以 で ある 。 
生涯 の パー トナ ー。 


男性 に と っ て の 女性 。 

彼女 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
( 1 ) 男性 の 持つ 「 捨 て 身 の 性 質 」。 
(1-1) 
男性 は 、 彼 女 の 身代わり に な る べき で ある 。 
(1 -2) 

男性 は 、 彼 女 を 、 保 護 す べき で ある 。 
男性 は 、 彼 女 を 、 大 切 に 扱う 。 


( 2 ) 男性 の 持つ 「 自 己 拡大 性 」。 
男性 は 、 以 下 へ と 、 惹 きつ けら れる 。 
彼女 が 持つ 、 性 的 魅力 。 


(2-1) 
セッ クス の 相手 。 


2220 
男性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
彼女 は 、 そ の た め の ツ ー ル で ある 。 


(2=2=1) 以下 を 生成 する こと 。 

彼 の 遺伝 的 子孫 。 

(ダーク グー:2.) それ を た ぐさ ん 作る こと 。 
(2 - 2 - 3) それ を 世界 中 に 広め る こと 。 


( 3 ) 彼女 は 、 男 性 と 共同 で 、 遺 伝 的 子孫 を 作る 。 
彼女 は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 で ある 。 


年 洋 9 パー ドナ デ 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


人 間 の 命 の 重 さ の 不平 等 性 に つい て の 検討 。 - 性 別 、 年 齢 、 地 位 の 視点 か ら - 


[ 要 則 ] 男性 と 女性 の どちら の 命 が よ り 重 いか ? 男性 と 女性 の どちら が より 生物 を 救助 さ 
れ や すい か ? 

この こと を 、 ア ン ケ ー ト 調査 に よっ て 調べ た 。 

その 結果 、、 以 下 の こ と を 確認 し た 。 

人 々 が 、 以 下 の こ と を 、 捉え て いる こと 。 

(1 ) 女性 の 命 が 、 男 性 の 命 よ り も 重い 。 

( 2 ) 女性 の 命 が 、 男 性 の 命 よ り も 大 切 で ある 。 

例え ば 、 普 通 の 女子 高生 の 方 が 、 男 性 首相 より も 、 よ り 命 が 重い 。 


1. は じ め に 

人 間 社 会 で は 、 従 来 、 人 権 擁護 の 観点 か ら 、 以 下 の こ と が 、 主 張 さ れ て きた 。「 全 て の 
人 の 命 の 重 さ は 平等 で あり 、 差 別 が あっ て は な ら な い 。」。 

し か し 、 そ れ は 表面 上 だけ で ある 。 

実際 に は 、 人 々 の 属性 に よっ て 、 命 の 重 さ の 点 で か な り 不 平等 が ある 。 (例え ば 、 年 
齢 、 性 別 、 地 位 、 人 種 。) 

本 文 は 、 こ の 命 の 重 さ に 関す る 不平 等 を 、 主 に 性 別 な どの 観点 か ら 、 一 部 明らか に し よ 
うと する こと を 目的 と し て いる 。 


2 検証 す べき 仮説 
人 々 の 命 の 重 さ を 決定 する 要因 と し て は 、 例 えば 、 以 下 の も の が 考え られ る 。 
命 の 重 さ | 苦 因 に | 脂 標 と 要因 と の 関連 命 の 重 さ の 比較 (仮説 ) 


を 決定 す | 了 応 す 

る 要因 | る 指標 

(① 階 来生 件 替 | 御調 が 低い (若い ) ほ ど 、 閣 来 性 が あ | 特 来 性 が ある 若者 の 方 が 、 
る 。 年 寄り より も 命 が 重 い 。 


G) 物 学 的 隆史 半生 な 女性 の が 、 そ う で 
貴重 性 卵子 の 方 が 、 精 子 に 比べ て 数 が 少な な い 男 性 よ り も 命 が 重 い 。 
い 。 


卵子 の 担い 手 で ある 女性 の ほう が 、 

精子 の 担い 手 で ある 男性 より も 貴重 
で ある 。 

③)| 高 地位 性 | 役職 | つい て いる 役職 が 主要 で ある ほど 、| 融 い 役職 に つい て いる 方 

社会 的 ・ 組 織 的 に 地位 が 高く 、 重 要 | が 、 低 い 役職 の 者 より も 命 
で ある 。 が 車 い 。 


[1] こ うし た 要因 を より 多く 身 に 付け て いる 者 ほど 、 命 が 重い 存在 で ある 。 
そう し た 存在 は 、 よ り 優 先 し て 、 命 を 助け て も ら え る 。 

その こと を 、 確 認 す る 必要 が ある 。 

例え ば 、 命 の 重 さ は 、 以 下 の 違 い に よ っ て 、 ど う 違 っ て くる か ? 
高校 生か ? 大 人 か ? 

首相 か ? 一 般 人 か ? 

これ は 、 以 下 の 表 の よう に まとめ られ る 。 


捨 来 性 | 生物 学 的 貴重 性 高地 位 性 
女子 高校 生 b o ー 
男子 高校 生 p |- ー 
女性 首相 |- o 
男性 首相 |- |- o 
女性 事務 員 |- |p ー 
男性 事務 員 - 
例え ば 、 上 記 の 表 に お いて は 、 以 下 の こと が 成り 立つ 。 
女子 高校 生 は 、 閣 来 性 と 生物 学 的 貴重 性 を 兼ね 備え て いる 。 
女性 首相 は 、 生 物 学 的 貴重 性 と 高地 位 性 を 兼ね 備え て いる 。 


( 

(1 ) 

( 2 ) 

( 3 ) 男子 高校 生 は 、 格 来 性 の み を 持っ て いる 。 
( 4 ) 男性 首相 は 、 高 地位 性 の み を 持っ て いる 。 

( 5 ) 普通 の 、 並 み の 大 人 の 女性 (例え ば 、 役 職 な し の 中 年 女性 事務 員 な ど 。) は 、 閣 
来 性 も 、 高 い 地位 も な く 、 貴 重 性 の み を 持つ 。 

( 6 ) 普通 の 、 並 み の 大 人 の 男性 (例え ば 、 役 職 な し の 中 年 男性 工員 な ど ) は 、 何 も 持 
合わ せ て いな い 。 


な お 、 首 相 の よう な 高い 地位 に つく の は 、 年 齢 を ある 程度 車 ね た 者 で ある こと が 多 し 
高校 生 は 、 拘 来 性 は ある が 、 社 会 的 地位 は あく まで 見 習い 的 な も の に 止ま り 、 高 く な 
い 。 


[2] 各 要因 が 実際 に 命 の 重み を 決定 づけ る 働き を 持っ て いる か どう か を 確か め る 必要 が あ 
る 。 
例え ば 、 生 物 学 的 貴重 性 の 面 で 斉 え ば 、 以 下 の 仮説 が 成り 立つ 。 

「 貴 重 な 女 性 の 方 が 、 そ う で な い 男 性 より も 命 を 助け て も らい や すい 。」 


[3] 命 の 重 さ を 決定 づけ る 要因 間 の 強 絆 関係 に も 考慮 する 必要 が ある 。 
例え ば 、 以 下 の 仮説 が 成り 立つ 。 

高校 生 は 、 地 位 は 低い が 、 哲 来 性 が ある 。 

高 埋 の 首相 は 、 地 位 は 高い が 、 閣 来 性 が な い 。 

高校 生 の 方 が 、 高 齢 の 首相 より も 、 よ り 命 に 重み が ある 。 


今回 は 、 上記 の うち 、 主 に 、 以 下 を 確認 する 目的 で 、 調 査 を 行う 。 


) 閣 来 性 (年齢 ) の 違い が 、 実 際 に 生物 の 重み の 違い を も た らし て いる か どう か ? 
) 生物 学 的 貴重 性 (性 別 ) の 違い が 、 実 際 に 生物 の 還 み の 違い を も た らし て いる か 
0 
( 3 ) 高地 位 性 (役職 ) の 違い が 、 実際 に 生物 の 重み の 違い を も た らし て いる か どう 
か ? 
( 4 ) 以下 の どれ が 、 生 物 の 重み 付け に 対し て 、 よ り 影 響 力 が ある か ? 閣 来 性 (年 
齢 ) 。 貴 重 性 (性 別 ) 。 高 地位 性 (役職 ) 


(1 - 2) 女子 高校 生 。 
(2 - 1 ) 男性 首相 。 
( 2 - 2) 女性 首相 。 


(3 - 1 ) 男性 事務 員 。 
( 3 - 2 ) 女性 事務 員 。 
の 6 つの タイ プ に つい て 、 
互い に 総 当 た り 形 式 で 命 の 重 さ を 比較 し て も らい 、 順 位 付 け を 行う こと と する 。 


3. 調 査 手順 

上 記 の 調査 項目 に つい て 、web を 使用 し た アン ケー ト 調 査 を 行っ た 。 

方 法 は 、 以 下 の 通り で ある 。 

( 1 ) web サ イト 上 で 男性 度 、 女 性 度 を 測定 する 心理 テス ト を 試そう と 集まっ て くる イン 
ター ネッ ト 利 用 者 に 対し て 、 行 っ た 。 

( 2 ) 調査 は 、 彼 ら が 、 上 愉 体 的 な 説明 を 行う ペー ジ に 行く 前 に 、 行 っ た 。 

( 3 ) それ は 、 関 所 の 形 で 、「 ま ず こ の アン ケー ト に 回 答 し て 下さ い 」 と 回 答 を 課す 形 
で 4E つ た 。 

質問 文 や 、 回 答 項 目 に つい て は 、 本 文末 の (付録 ) を 参照 され た い 。 


4 調査 結果 

今回 の 調査 結果 デー タ (回 答 収 集 時 期 、 回 答 者 人 数 、 回 答 者 属性 、 回 答 結 果 ) に つい て 
は 、 資 料 編 の 書籍 を 、 参 照 さ れ た い 。 

今回 の 結果 より 、 


(1 人 々 に よる 生物 救助 の 優先 順位 は 、 以 下 の 通り で ある こと が 分 か っ た 。 


[一 救助 優先 ] 女 子 高校 生 > 男子 高校 生 = 女性 首相 = 女性 事務 員 > 男性 首相 > = 男性 事務 員 
[救助 導 優 先 ] 


男性 首相 (高地 位 性 ) と 女子 高生 ( 閣 来 作 + 生物 学 的 貴重 性 ) を 比較 し た 場合 。 
より 優先 し て 助け られ る の は 、 女 子 高 生 の 方 で ある 。 
人 々 の 間 で は 、 以 下 の よ うに 、 感 じ ら れ て いる 。 


以下 の 二 者 を 比較 する 。 
( 1 ) 日 本 社会 全体 に 対す る 重責 を 担っ て いる 、 首 相 。 
( 2 ) そこ ら 辺 に いる 、 普 通 の 女子 高生 。 


その 結果 は 、 以 下 の 通り で ある 。 

「 普 通 の 女子 高生 の 生物 の 方 が 、 首 相 の 生物 より も 、 よ り 助 けら れ や すく 、 よ り 重 
い 。」 コ 

生物 の 重み と いう 点 で は 、 以 下 の 通り で ある 。 

「 女 子 高生 は 、 閣 来 性 と 、 生 物 学 的 貴重 性 を 、 両 方 と も 兼ね 備え て いる 。 女 子 高 生 は 、 
今回 比較 し た 中 で 、 最 強 の 存在 で ある 。」 


(② 哲 来 性 と の 関連 で は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 
[一 命 が 重 い ] 若 年 (高校 生 )( 特 来 性 あり ) > 中 年 ( 閣 来 性 な し )[ つ 命 が 軽 い ] 


「 若 年 高校 生 は 、 よ り 閣 来 性 が ある 。 若 年 高校 生 の 方 が 、 中 年 の 人 より も 、 よ り 助 けら 
れ や すく 、 命 が 重い 。」 


(3⑬ 生 物 学 的 貴重 性 と の 関連 で は 、 以 下 の 通り で ある こと が 分 か っ た 。 
[一 命 が 重 い ] 女 性 (貴重 ) > 男性 ( 括 貴 重 )[ つ 命 が 軽 い ] 


「 よ り 貴 重 な 女性 (卵子 の 担い 手 ) の 方 が 、 男 性 (精子 の 担い 手 ) より も 、 よ り 助 けら 
れ や すく 、 命 が 重い 。」 
(④ 高 地位 性 と の 関連 で は 、 以 下 の 通り で ある こと が 分 か っ た 。 


[一 命 が 重 い ] 首 相 ( 高 地位 ) ( > ) = 事務 員 ( 低 地位 )[… 命 が 軽い ] 


具体 的 に は 、 以 下 の 通り で ある 。 

「 男 性 首相 は 、 男 性 事務 員 よ り も 、 優 先 し て 助け られ る 度合 い が 、 高 めで ある 。」 

「 女 性 首相 は 、 女 性 事務 員 に 比べ て 、 よ り 優 先 し て 助け られ る 度合 い が 、 変 わら な 
1 

「 首 相 は 、 よ り 地 位 の 高い 役職 に つい て いる 。 し か し 、 以 下 の こ と は 、 必 ず し も 吉 え な 
い 。「 首 相 は 、 低 い 地 位 の 事務 員 よ り 、 命 が 重い と 感じ られ て いる 。」。」 

(⑮) 命 の 重 さ を 決め る 要因 同士 の 比較 で は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 


[一 命 が 重 い ] 哲 来 性 (高校 生 ) ( > ) = 生物 学 的 貴重 性 (女性 ) > 高地 位 性 (首相 )[- 命 が 軽い ] 


(詳細 ) 

[一 命 が 重 い ] 格 来 性 only( 男 子 高校 生 ) ( > ) = 生物 学 的 貴重 性 only( 中 年 女性 事務 員 ) [ つ 命 
が 軽い ] 

[一 命 が 重 い ] 生 物 学 的 貴重 性 only( 中 年 女性 事務 員 ) > 高地 位 性 only( 中 年 男性 首相 )[ 一 命 が 
軽い ] 

[一 命 が 重 い ] 哲 来 性 only( 男 子 高校 生 ) > 高地 位 性 only( 中 年 男性 首相 ) [ つ 命 が 軽 い ] 


ここ で は 、 次 の 結果 が 出 た 。 

「 閣 来 性 の み の 男 子 高 校生 は 、 貴 重 性 の み の 中 年 女性 事務 員 よ り 、 あ る 程度 、 命 が 重 め 
で ある 。」』 

し か し 、 そ の 差 は 、 有 意 水準 0.01 に は 届か な か っ た 。 

一 方 、 次 の 結果 が 得 ら れ た 。 

「 男 子 高校 生 は 、 高 地位 性 の み の 中 年 男性 首相 より も 、 有 意 に 助け られ や すく 、 命 が 重 
い 。」 


ここ で は 、 ま た 、 次 の 結果 が 得 ら れ た 。 
「 貴 重 性 の み の 中 年 女性 事務 員 は 、 高 地位 性 の み の 中 年 男性 首相 より も 、 有 意 に 助け ら 
れ や すく 、 命 が 重い 。」 


5. ま と め 

従来 、 人 権 上 の 配慮 か ら 平 等 で ある と され て きた 、 人 間 の 命 の 重 さ が 、 実 は 条件 に よっ 
て 格差 が ある こと を 示し た 。 

具体 的 に は 、web 質 問 紙 調査 に よっ て 、 以 下 の 結果 を 明らか に し た 。 

(①⑪) 若 者 は 、 中 年 より も 、 命 が 重い 。 ( 拘 来 性 の 次 元 。) 


(②) 女 性 は 、 男 性 より も 、 命 が 重い 。 (生物 学 的 貴重 性 の 次 元 。 ) 

(3⑬) 社 会 的 地位 (役職 ) は 、 必 ず し も 命 の 重 さ に 関係 し な い 。 

(④ 命 の 重 さ を 決め る に は 、 閣 来 体 と 、 そ れ に や や 遅れ て 、 生 物 学 的 貴重 性 が 重要 で あ 
る 。 社 会 的 地位 (役職 ) の 高 さ は 、 上 記 2 つ に 比べ て 、 あ まり 間 題 に な か ならない 。 


(初出 2008 年 01 月 ) 


(資料 ) web ア ン ケ ー ト 調査 の 結果 数 値 。 人 命 に お ける 、 優 先 的 な 救助 順位 に 
つい て 。 


[質問 文 ] 

あな た は 、 冬 の 冷た い 川 の 中 で 、 二 人 の 人 が 同時 に お ぼれ て いる 状況 を 、 発 見 し まし 
た 。 あ な た は 、 都 合 に より 、 そ の うち の 一 人 し か 、 救 助 出来 ませ すん 。 あ な た は 、 ど ちら 
を 、 よ り 優 先 し て 、 助 け ま すか ? 以下 の 、“1" か ら 始 まる 、 左 右 の 人 物 を 表す 単語 の 対 を 
読ん で 、“ 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。“ と 思う 人 の 側 の ボタ ン に 、 チ ェ ッ ク を 入れ て 下さ 
い 。 


[! 回 答 結果 1 回 目 ] 
[回 答 日 時 ] 2004 年 0 月 06 日 07 日 
[回 答 数 ] 201 


[回 答 者 属性 

男 47.264% 女 52.736% 
10 代 42.289% 

20 代 46.766% 

30 代 6.965% 

40 代 1.990% 

S0 代 0.995% 

60 代 0.000% 

70 代 0.995% 

[回 答 比率 ] 


[1. 


dh 暴 
層 斗 皿 


私 は 、 よ り 、 助 けた い 。| 私 は 、 ど ちら で も 無い 。 | 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 


飛 斗 皿 洛 


75.622 13.930 10.448 


+ー | 


愛 刺 竹 


番 貴 族 馬 


生 [ 高 
[ 特 開 
来 仁 
性 ] 性 ] 
[ 貴 
重 
必 ] 
反 
上 男 
子 
相 際 
[ 貴 了 
3 | 宣 |39.303 18.408 42.289 0.469 
性 ] 住 
層 [ 特 
来 
H 
了 性 ] 
IV 
性 ] 
了 男 
校 因 
生 8 
4 作 特 |67.164 21.393 11.443 8.910 
人 料 
性 ] 
中 了 
性 ] 
上 男 
性 
相 
中 首 
[ 真 相 
$ | 宣 |59.701 26.866 13.433 = |7.671 
性 ] [ 策 
ココ 地 
[ 策 位 
了 性 ] 
IV 
性 ] 
[2. 
男 
男 
性 ] 
番 項 | 了 は 、 よ り 、 助 けた い 。 | 私 は 、 ど ちら で も 無い 。 了 服 は 、 よ り 、 助 けた い 。[ 順 [2 得点 - 
号 旧 上 


計 党 届 下 馬 | 交 計 


放 計 本 鹿 茜 王 放 弓 東 き 


2 S8.706 14.428 26.866 4.880 
[ 閣 
来 
性 ] 
[3. 
女 
性 
女 
性 ] 
項 項 
草 目 肥 は 、 よ り 、 助 けた い 。| 有 は 、 ど ちら で も 舞 - い 。 旧 2 得点 
品 際 5 8 640 5 ら で も 無い 。 | 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 内 Z 得 点 
容 容 
女 女 
計 性 
高 首 
校 相 
生 [ 貴 
6 閣 |65.672 15.920 18.408 還 7.308 
来 性 ] 
性 ] [ 高 
[ 貴 地 
車 位 
L 財 】 陸 | | 
[回 答 結果 2 回 目 ] 
[回 答 日 時 ] 
2004 年 10 月 27 日 2 日 
[回 答 数 ] 212 
[回 答 者 属性 ] 
男 41.509% 女 8.491% 
10 代 50.943% 


20 代 40.566% 
30 代 5.660% 
40 代 1.415% 
S0 代 0.472% 
60 代 0.472% 
70 代 0.472% 
[回 答 比率 ] 


[1. 
男性 


_- 婦 
性 ] 
項目 
番 内 容 私 、 り 、 助 けた い 。 | 私 “ちら で も 無い ( ー 則 得 
号 ( 優 奈 よ / ヽ けた し い o は 、 と ち ら で も 無し o 私 は 、 よ ガ ヽ 助け た い 。 上 Z 行 ! 
隊 中 年 
女性 
男性 
事務 首相 
1 員 54.243 22.642 23.113 ュ = |5.154 
中 
明 
| 直 | 
中 年 
上 男性 
2 |[ 宣 |58.491 27.358 14.1S1 7.575 
地位 時 
性 ] 
陸 中 年 
女性 
陸上 男性 
$ 員 64.151 28.302 7.547 事務 9.733 
生 
明 
相 
女子 
中 年 
仁 男性 
8 | 来 IRO.189 12.264 7.547 員 内 11.29 
し 1 
性 ] 
中 年 
女性 
事務 
9 [ 牧 47.642 16.509 33.849 員 1.879 
人 中 
性 ] 還 
性 ] 
了 
男性 
_ 男 
性 ] 


番 頃 目 妥 は 、 よ り 、 助 けた い 。| 朋 は 、 ど ちら で も 無い 。| 隊 は 、 よ り 、 助 けた い 。 | 随 目 LZ 得 
号 | 内 容 内 容 
( 優 (上 
先 ) 優 
先 ) 
中 年 中 年 
男性 男性 
3 首相 42.923$ 30.189 26.867 事務 2.793 
[ 高 具 
地位 舞 
性 ] し ] 
男子 中 年 
高校 男性 
7 信 58.962 18.396 22.642 雪 務 3.854 
際 
来 
| 移 | 
[3. 
女性 
- 女 
性 ] 
項目 際 上 
番 内 容 = 内 人 | 
号 | ( 優 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 | 私 は 、 ど ちら で も 無い 。 | 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 -Z 得 」 
先 ) 骨 
中 年 
女性 中 年 
首相 女性 
開 事務 
4 | 還 |34.906 27.358 37.736 員 |O.483 
性 ] [ 貴 
高 ー 
地位 隆 ] 
性 ] 
娘 了 
高校 中 年 
生 女性 
只 事務 
6 | 来 |69.340 14.1S1 16.309 員 |8.302 
性 ] [中 
引 ー 
ー | 
性 ] 
注 
有意 水準 欄 


ーー」 表 示 。 仮 説 に お いて 、 優 先 と 仮定 し た 項目 (左側 ) に つい て 。 実際 の アン ケー ト 


に お いて 、 周 囲 の 人 々 が 取る と され た 割合 。 そ の 数 値 が 、$0% を 超え た が 、 


に は 達し な か っ た 、 項 目 。 
「x.xx」 表 示 。 仮説 に お いて 、 優 先 と 仮定 し た 項目 (左側 ) に つい て 。 実際 の アン ケー ト 


意 水 準 0.10 


に お いて 、 周 囲 の 人 々 が 取る と され た 割合 。 そ の 数 値 が 、50% に 達し な か っ た 、 項 目 。 


(初出 2004 年 $ 月 -10 月 ) 


女性 。 男 性 。 そ の 空間 分 布 。 外 部 環境 。 


筆者 は 、 以 下 を 、 簡 単 な 図 へ と 、 ま と め た 。 
女性 と 男性 。 外 部 環境 に 対す る 、 空 間 分 布 。 そ の 差 。 
(1) 

(| 

女性 は 、 内 側 に まとまる 。 


(刈る ) 
女性 は 、 団 体 に な る 。 
女性 は 、 塊 に な る 。 

( 2 ) 

(= ニキ) 


男性 は 、 女 性 の 外側 に 分 布 する 。 
男性 は 、 女 性 を 保護 する 。 
男性 は 、 以 下 へ と 露出 する 。 
外部 環境 。 

それ は 、 区 酷 で ある 。 


男性 は 、 そ れ に 対し て 、 和 全面 す る 。 


(2 ジリ 
男性 は 、 分 散 する 。 


男性 、 女 性 の 分 布 説明 図 


女性 の 、 分 布 上 の 特徴 。 
彼女 自身 の 保身 や 安全 を 、 第 一 に 考え る こと 。 


危険 か こと を 、 し な いこ と 。 リ スキ ー な 人 額 域 に 、 進 まな いこ と 。 

退 興 的 で ある こと 。 彼女 自身 が 何 が ある か 分 か ら な い 、 新 し い 未 知 の 額 域 に 、 進 まな い 
昔 酷 な 自然 環境 に 対し て 、 彼 女 自 身 を 露出 し な いこ と 。 外 側 に 、 出 な いこ と 。 安全 な 、 
内 側 や 奥 に 、 止 まる こと 。 

安全 な 内 部 で 、 互 い に 、 集 団 や 団体 で 、 ま と まっ て 動く こと 。 護送 船団 。 

互い に 、 近 接し 、 相 互 依存 し て いよ うと 、 す る こと 。 内 輸 や 対内 的 な 、 融 和 や 調 和 を 、 
指向 する こと 。 

速度 を 出さ ず 、 ゆ っ くり と や さ し く 微細 な 動き を し よう と する こと 。 

液体 的 で ある こと 。 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 


男性 に よっ て 、 彼 女 自身 が 、 守 られ よう と する こと 。 

彼女 自身 を 防御 する 、 外 壁 や 要塞 。 

彼女 自身 を 防御 する 、 盾 。 

彼女 自身 が 、 そ れ ら の 内 側 で 、 問 題 無く 、 自 己 保身 が 可能 で ある こと 。 
彼女 自身 に と っ て 、 そ うし た 用 途 で 利用 可能 な 、 男 性 。 

うじ た 男性 を 、 交際 相手 と し て 、 好 むこ と , 

そう し た 男性 を 、 結 婚 相手 と し て 、 選 ぶ こ と 。 


例 。 

彼女 自身 より も 、 身長 が 、 よ り 高 い 、 男 性 。 
彼女 自身 より も 、 稼 ぎ が 、 よ り 高 い 、 男 性 。 
彼女 自身 より も 、 知 力 が 、 よ り 高い 、 男 性 

彼女 自身 より も 、 筋 力 や 武力 が 、 よ り 高 い 、 男 性 。 
彼女 を 、 積 極 的 に 守 ろ うと する 、 男 性 。 


男性 の 、 分 布 上 の 特徴 。 

女性 を 守り つつ 、 彼 自身 は 、 捨 て 身 の 姿 土 で 行こ うと する こと 。 

危険 な か こと を 、 し よう と する こと 。 リ スキ ー な 領域 に 、 積 極 的 に 進 も うと する こと 。 
進取 の 気性 に 富む こと 。 何 が ある か 分 か ら な い 、 新 し い 未 知 の 領域 に 、 ど ん どん 拡張 し 
に かい の うと する の こち 。 

昔 酷 な 自然 環境 に 対し て 、 積 極 的 に 露出 する こと 。 外 側 に 出る こと 。 

外側 に 向かっ て 、 個 人 単位 で 、 バ ラバ ラ に どん どん 進む こと 。 

互い に 、 離散 し 、 自 立 し て いよ うと 、 す る こと 。 外 向き の 、 開 放 性 を 指向 する こと 。 
速度 を 出し て 、 高 速 で 粗い 動き を し よう と する こと 。 

気体 的 で ある こと 。 ド ライ で ある こと 。 


(初出 2009 年 12 月 ) 


上 位 者 。 支配 者 。 男 女 の 性 差 。 


(1) 
女性 の 上 位 者 。 
女性 の 支配 者 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 
中 心 的 存在 。 


それ は 、 以 下 に 基づく 。 
女性 の 本 性 。 
自己 中 心性 。 
自己 保身 性 。 


(2 ) 
男性 の 上 位 者 。 
男性 の 支配 者 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 
普遍 的 存在 。 

それ は 、 以 下 に 基づく 。 
男性 の 本 性 。 

自己 拡大 性 。 


男性 の 上 下関 係 。 女 性 の 上 下関 係 。 


(①) 

男性 の 上 下関 係 。 

それ は 、 電 波 塔 スイ プ で ある 。 

それ は 、 ト ラス 構造 の 電波 震 で ある 。 


例 。 

エッ フェ ル 塔 。 

それ は 、 鋼 材 の よう で ある 。 

それ は 、 次 た く 、 人 硬い 。 

それ は 、 細 い が 、 折 れ な い 。 

それ は 、 明 快 で 、 シ ャ ー プ で ある 。 

それ は 、 離 散 的 で ある 。 

それ は 、 天 空 に 向かっ て 、 と て も 高く 伸び る 。 


男性 は 、 そ の よう な 上 下関 係 を 、 構 築 する 。 


そこ で は 、 以 下 の よ うな 人 々 が 、 よ り 上 位 で ある 。 
彼ら は 、 高 度 が 高い 。 

彼ら は 、 支配 仙 域 が 広い 。 

彼ら は 、 資 源 を 独占 する 。 


上 記 の 内 容 は 、 男 性 優位 社会 の 人 々 に 、 一 般 的 に 当て は まる 。 


(②) 

女性 の 上 下関 係 。 

それ は 、 エ スカ レー ター タイ プ で ある 。 
その エス カレ ー タ ー は 、 幅 が 広い 。 


その エス カレ ー タ ー に 乗る 人 々 。 

彼ら は 、 時 間 経過 に 伴っ て 、 上 位 に な る 。 
年 功 序列 。 

前 例 の 踏襲 と 蓄積 。 

彼ら は 、 そ の 度合 が 上 昇 す る ほど 、 上 位 に な る 。 
中 心 部 と 周辺 部 。 

彼ら は 、 中 心 に 居る ほど 、 上 位 に な る 。 


彼ら は 、 人 生 の 終わ り ま で 、 ず っ と 、 そ れ に 乗り 続け る 。 
それ は 、 環 境 変動 に 伴う リス トラ が 無い 限り 、 氷 続 する 。 


そこ で は 、。 以下 の よう な 大 人々 が 、 より 上 位 で ある 。 
最上 段 の 中 心 位置 。 
そこ に 乗っ た 人 物 。 


(2-1) 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 特例 が 、 存 在 する 。 

前 例 の 丸 暗記 。 

前 例 の 理解 。 

それ ら に 長け て いる 人 物 。 

彼ら は 、 社 会 的 に 、 特 別に 、 高 速 つ の エスカレーター に 搭乗 する こと を 、 許 され る 。 
例 。 

国家 公務 員 試 験 の 上 級 レ ベル に 、 合 格 し た 人 々 。 


(2-2) 

そこ で は 、 以 下 の よ うな エス カレ ー タ ー が 、 存 在 する 。 
最初 か ら 、 入 口 が 高い 位 連 に ある エス カレ ー タ ー。 

その エス カレ ー タ ー に は 、 以 下 の よ うな 人 々 が 、 搭 乗 する 。 
既得 権益 を 所 有する 人 物 の 子孫 。 


上 記 の 内 容 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 に 、 一 般 的 に 当て は まる 。 
(初出 2020 年 8 月 ) 


理系 女子 が 少な い 理 由 。 


女性 は 、 人 の 多い 場所 を 好む 。 
それ は 、 女 性 の 自己 保身 性 の 実現 に と っ て 、 有 利 で ある 。 


女性 は 、 中 心 部 を 好む 。 
中 心 部 は 、 人 が 多い 。 
それ は 、 女 性 の 自己 中 心性 の 実現 に と っ て 、 有 利 で ある 。 


女性 
女性 
女性 
文 系 の 内 容 は 、 人 間 一 般 で ある 。 
それ は 、 中 心 部 で ある 。 


ょ 、 人 間 集 団 を 好む 。 
ょ 、 人 間 集 団 へ の 所 属 と 定住 を 好む 。 
ょ 、 人 間 指 向 で ある 。 


ーー ーー ーー 


女性 は 、 文 系 の 作業 者 を 、 見 上 げ て 、 尊 敬 す る 。 


理 系 の 内 容 は 、 人 間 以 外 で ある 。 

理系 の 内 容 は 、 人 間 に つ いて の 冷静 な 客観 視 で ある 。 
理 系 の 内 容 は 、 無 人 境 で ある 。 

理奈 の 内 容 は 、 人 が 少な い 。 

人 が 少な いと ころ 。 

それ は 、 周 辺 部 で ある 。 


女性 は 、 理 系 の 内 容 を 、 周 辺 者 の 仕事 と 見 な す 。 
女性 は 、 周 辺 者 を 、 見 下 し て 、 軽 歳 する 。 
女性 は 、 理 系 の 作業 者 を 、 見 下 し て 、 軽 歳 する 。 
女性 は 、 周 辺 者 に な り た く な い 。 


女性 は 、 理 系 の 作業 者 に な り た く な い 。 
その た め 、 理 系 の 女性 は 、 永 久 的 に 、 増 えな い 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


学校 で 、 女 子 の 成績 が 、 男 子 よ り も 良い こと 。 学校 で 、 女 子 の 学力 が 、 男子 よ 
り も 高い こと 。 そ の 理由 。 


学校 。 そ れ は 、 以 下 の 教育 が 行わ れる 場 で ある 。 
前 例 の 学習 や 勉強 。 


学校 の テス ト の 採点 基準 。 
それ は 、 前 例 を 、 ど れ だ け 暗 記し 、 理 解 で きた か を 、 測 定 す る 。 


前 例 を 、 鏡 の よう に 、 一 点 の 隙 き 間 も 寺 り も 無い 形 で 、 完 璧 に 暗記 出来 る 能力 。 
女性 は 、 そ の 能力 を 、 豊 富 に 持っ て いる 。 

男性 は 、 そ の 能力 を 、 あ まり 持っ て いな い 。 

それ ゆえ 、 学 校 の テス ト は 、 女 性 に と っ て 、 圧 倒 的 に 有利 で ある 。 

それ ゆえ 、 学 校 で は 、 女 性 の 成績 が 、 男 性 の 成績 より も 、 優 秀 に な る 。 

学力 は 、 女 性 の 方 が 高く 、 男 性 は 低い と し て 、 測 定 さ れる 。 


前 例 の 無い 、 新 た な 知見 を 生み 出す 能力 。 

男性 は 、 そ の 能力 を 、 豊 富 に 持っ て いる 。 

既存 の 学校 の テス ト は 、 そ れ を 測定 する こと が 、 上 難し い 。 

その 測定 を 可能 に する こと が 、 学校 の テス ト に お いて 、 新 た に 必要 で ある 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


歴史 を 作る 性 と し て の 男性 。 そ の 劣 位 性 。 歴史 を 作ら な い 性 と し て の 女性 。 そ 
の 優位 性 。 


貴重 品 は 、 そ の 目録 と リス ト が 読ま れる 以外 に は 、 本 体 は 、 大 事 な 場 所 に 保護 され て 格 
納 さ れ て いる 。 

な の で 、 貴 重 品 は 、 切 りつ けた り 殴 っ た り 、 乱 暴 な こと を する こと が 横行 する 歴史 の 最 
前 線 の 現場 に 登場 する 必要 が 無い 。 

傷つか な いよ うに 奥 で 秘 工 され る 貴重 品 。 そ れ は 、 す な わ ち 女性 で ある 。 

歴史 の 最前 線 に 登場 し て 、 歴 史 を 作る 主役 な の は 、 切 り 捨て ご めん が 通用 する 、 消 耗 

品 、 使 い 捨 て の 品 た ち 。 そ れ は 、 す な わ ち 男性 で ある 。 

女性 は 、 歴 史 に 登場 し か ない 。 そ れ は 、 女 性 が 、 常 に 、 一 種 の 宝物 、 貴 重 品 と し て 、 奥 に 
守ら れ 続 け て 、 歴 史 の 表 舞 台 に 自ら 登場 する こと が 少な いか ら で あ る 。 

歴史 を 作っ て きた の は 男性 で ある と いう 主張 。 そ の 主張 は 、 一 見 、 男 性 に と っ て 誇 ら し 


げ な 主張 で ある 。 し か し 、 そ の 主張 は 、 彼 自身 が 嫌 で も 表 に 出 て 戦わ ざる を 得 な か っ 
た 、 使 い 捨 て の 消耗 品 と し て の 惨め な 男性 性 の 表れ で ある 。 そ の 主張 は 、 男 性 劣 位 の 象 
徴 で ある 。 そ の 主張 は 、 女 性 優位 の 現れ で ある 。 


家系 図 に お いて 、 女 性 が 、 名 前 を 残さ な いこ と 。 
それ も 、 上 記 の こと と 、 同 じ 理由 で ある 。 
彼女 自身 が 、 名 前 を 晒す こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 じ だ か ら で あ る 。 
彼女 自身 を 、 表 面 へ と 、 露 出さ せる こと 。 
彼女 自身 を 、 危 険 に 晒す こと 。 


(初出 2020 年 11 月 ) 


な ぜ 、 女性 は 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 に 、 就 任 し た が ら な い の か ? 


社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 
それ は 、 そ の 社会 に お いて 、 最 も 危険 な 地位 で ある 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優先 で 、 行 動 する 。 

女性 は 、 危 険 な 社会 的 立場 を 避け て 、 安 全 地帯 に 、 滞 留 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 危 険 な 社会 的 地位 へ の 就任 を 、 回 避 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 へ の 就任 を 、 回 避 す る 。 


社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 

その 地位 は 、 な ぜ 、 和 危険 か ? 

仮に 、 あ る 人 物 が 、 そ の 地位 に 、 就 いて いた 場合 。 

その 人 物 は 、 社 会 運営 に 失敗 し た 際 に 、 そ の 責任 を 全て 被る こと に な る 。 
その 人 物 は 、 そ の 結果 、 社 会 的 に 、 大 きく 傷 付 く 。 

その 人 物 は 、 場 合 に よっ て は 、 死 ぬ 。 

その こと は 、 彼 自身 の 自己 保身 に と っ て 、 痛 恨 の 致命 的 な ダメ ー ジ に な る 。 
女性 は 、 彼 女 自身 の 自己 保身 を 最 優 先 に する 。 

女性 は 、 彼 女 自身 へ の ダメ ー ジ の 発生 を 、 徹 底 的 に 回 避 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 そ の 地位 に 、 就 か な い 。 


一 方 、 そ の 地位 に ある 人 物 は 、 そ の 社会 の 全て の 人 々 の 注目 を 浴び る 。 
その 地位 に ある 人 物 は 、 そ の 社会 の 中 心 に 、 存 在 す る こと が 、 可 能 で ある 。 
その 地位 へ の 就任 。 

それ は 、 女 性 の 持つ 、 自 己 中 心性 を 、 根 本 的 に 満足 させ る 。 

女性 は 、 本 当 は 、 危 険 が 無けれ ば 、 そ の 地位 へ と 就任 し に たく て た ま ら な い 。 


女性 の 取る 途 は 、 二 通り で ある 。 

(① 

社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 

その 地位 に 、 就 任 す る こと 。 

彼女 自身 が 、 社 会 運営 に 失敗 し た 時 に 、 彼 女 自身 の 身代わり に な る 、 生 費 。 
それ を 、 常 時 、 用 意 す る こと 。 


仮に 、 彼 女 自身 が 、 社 会 運営 に 失敗 し た 場合 。 


無責任 な 態度 や 、 責 任 転嫁 の 態度 を 、 終 始 、 貫 く こ と 。 
彼女 自身 に 対す る 批 鹿 を 、 全 面 的 に 禁止 する こと 。 

彼女 自身 に 対す る 批 利 を 、 専 制 的 な 態度 で 、 抑 圧する こと 。 
それ を 、 常 時 、 可 能 に する こと 。 

その た め の 、 法 整備 を 、 行 うこ と 。 


社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 

その 地位 に 、 終 身 、 君 区 す る こと 。 

彼女 自身 が 生き て いる 間 は 、 あ ら ゆ る 手段 を 講じ て 、 そ の 地位 に 、 漠 留 す る こと 。 
その こと で 、 彼 女 自 身 の 自己 中 心性 を 、 彼 女 自身 の 生前 に お いて 、 完 壁 に 、 実 現し 続け 
る こと 。 


(②) 

社会 的 上 位 者 ナン バー ツー の 地位 。 

その 地位 に 、 就 任 す る こと 。 

同時 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 を 、 籠 絡 し て 、 手 玉 に 取る こと 。 


例 。 

母子 関係 。 

それ に 基づく 、 親 と 子供 の 間 の 、 上 下関 係 。 

息子 を 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 に 、 就 か せる こと 。 

母親 は 、 そ の 親 と し て 、 実質 的 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 に 、 な る こ 
ど 。 


例 。 

夫婦 関係 。 

夫婦 で 、 企 業 を 設立 する 場合 。 

夫 を 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 に 、 就 か せる こと 。 

妻 は 、 会 計上 の 管理 権限 を 掌握 し て 、 実 質 的 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 
物 に 、 かる ご と 。 


その こと で 、 実質 的 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 と し て 、 活 躍 す る こ 
と 
社会 運営 に 失敗 し た 時 に 、 彼 女 自身 の 身代わり に な る 、 生 費 。 

その 役回り を 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 に 押し 付け る こと 。 
それ を 、 常 時 、 可 能 に する こと 。 


// 
上 記 の 知見 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 に も 、 当 て は まる 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


何故 、 人 々 は 、 男 性 の 責任 者 を 、 呼 び 出 そ う と する か ? 何故 、 人 々 は 、 女 性 の 
責任 者 の 呼び 出し を 、 避 ける か ? 


社会 的 責任 者 の 地位 。 


それ は 、 そ の 社会 に お いて 、 よ り 危 険 な 地位 で ある 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優先 で 、 行 動 する 。 

女性 は 、 危 険 な 社会 的 立場 を 避け て 、 安 全 地帯 に 、 江 留 する 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 危 険 な 社会 的 地位 へ の 就任 を 、 回 避 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 社 会 的 責任 者 の 地位 へ の 就任 を 、 回 避 す る 。 


一 方 、 そ の 地位 に ある 人 物 は 、 人 々 の 注目 を 浴び る 。 

その 地位 に ある 人 物 は 、 そ の 社会 の 中 心 へ と 、 よ り 接 近 す る こと が 、 可 能 で ある 。 
その 地位 へ の 就任 。 

それ は 、 女 性 の 持つ 、 自 己 中 心性 を 、 根 本 的 に 満足 させ る 。 

女性 は 、 本 当 は 、 危 険 が 無けれ ば 、 そ の 地位 へ と 就任 し に たく て た ま ら な い 。 


それ ゆえ 、 女 性 は 、 社 会 的 責任 者 の 地位 へ の 就任 を 、 し ば し ば 実行 する 。 
その 人 物 は 、 社 会 運営 に 失敗 し た 際 に 、 そ の 責任 を 全て 被る こと に な る 。 
その 人 物 は 、 そ の 結果 、 社 会 的 に 、 大 きく 傷 付 く 。 

その 人 物 は 、 場 合 に よっ て は 、 死 ぬ 。 

女性 は 、 そ うし た 事態 の 発生 を 避け る た め に 、 必 死に な る 。 


女性 が 、 社 会 的 責任 者 の 地位 へ と 就任 し て いる 場合 

その 女性 が 、 社 会 運営 に 失敗 し た 場合 

ある 人 物 が 、 そ の こ と に つい て 、 ク レー ム を 入れ た 場合 
その 人 物 が 、 女 性 の 責任 者 を 、 呼 び 出し た 場合 


その 女性 は 、 決 し て 、 表 に 出 て 来 な い 。 


( 
その 女性 は 、 決 し て 、 責 任 を 取 ろ うと し な い 。 
その 女性 は 、 必 死 で 、 吉 い 逃 れ を 、 し 続 串 み の 
その 女性 は 、 必 死 で 、 吉 い 訳 を 、 し 続 * け る 。 
その 女性 は 、 必 死 で 、 責 任 転嫁 を 、 し 続け る 。 


その 女性 に よる 、 そ うし た 行為 。 
それ は 、 彼 女 自身 が 持つ 、 自 己 保身 の 本 性 に 基づく 。 
その 行為 は 、 人 間 の 種 の 保存 に と っ て は 、 有 効 で ある 。 


し か し 、 そ の 行為 は 、 困 っ て クレ ー ム を 出し た 人 物 に と っ て は 、 有 害 そ の も の で ある 。 


その 社会 の 人 々 が 、 み ん な で 困っ て 、 ク レー ム を 出し た 場合 
その 女性 に よる 、 上 記 の 行為 。 
その 行為 は 、 社 会 全体 か ら 見 て 、 有 害 そ の も の で ある 。 


そう し た 、 社 会 的 に 有害 な 事態 を 防ぐ こと 
その た め に 、 必 要 な こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男性 の 責任 者 の み を 、 呼 び 出 すこ と 。 
女性 の 責任 者 を 、 呼 び 出 さ な い こと 。 
責任 者 は 、 男 性 の み に す る こと 。 

女性 を 、 責 任 者 に 、 就 か せな いこ と 。 


7// 
上 記 の 知見 は 、 女 性 優位 社会 の 人 人 々 に も 、 当 て は まる 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


女性 の 前 例 踏 盤 指向 。 女 性 の 年 功 序列 指向 。 


女性 の 前 例 踏襲 指向 。 女 性 の 年 功 序列 指向 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 反映 で ある 。 

女性 が 所 有する 、 自 己 保身 性 。 

自己 保身 性 。 そ れ は 、 女 性 に 、 以 下 の 行動 を 、 も た ら す 。 

未知 の 危険 な 領域 に 、 決 し て 進出 し な いこ と 。 了 既知 の 安全 な 領域 の 内 部 に 、 永 続 的 に 滞 
留 す る こと 。 

妻 全 性 が 既に 確立 され た 、 既 存 の ノウ ハウ 。 そ れ ら の 学習 の み を 行う こと 。 


既知 の 知識 。 既 存 の ノウ ハウ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
前 例 。 し きた り 。 


ある 人 物 は 、 年 齢 を 重ね る ほど 、 前 例 学 習 の 経験 を 重ね る こと か 出来 る こと 。 

その こと に よっ て 、 前 例 は 、 そ の 人 物 が 経験 年 齢 を 重ね る ほど 、 そ の 人 物 の 体内 に 、 豊 
富 に 薔 積 され る こと 。 

前 例 を より 豊富 に 持つ 者 が 、 社 会 的 に 、 よ り 上 位 の 序列 に な る こと 。 

経験 年 齢 が より 高い 者 が 、 社 会 的 に 、 よ り 上 位 の 序列 に な る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

年 功 序列 。 そ の 制度 。 

それ は 、 以 下 の 社会 に お いて 、 共 通 に 存在 する 。 女 性 優位 社会 。 例 。 日 本 。 中 韓 。 ロ シ 


ア 


(2022 年 2 月 初出 。) 


卵子 。 女 性 優位 社会 。 精 子 。 男 性 優位 社会 既得 権益 の 、 獲 得 
と 、 維 持 と 、 拡張 と 、 防 衛 。 


卵子 は 、 筐 体 の サイ ズ が 大 きく 、 ど っ し り し て いる 。 
精子 は 、 伴 体 の サイ ズ が 小さ く 、 か 細い 。 
僅 体 の 大 き さ に 関し て は 、 卵 子 が 上 位 者 で 、 精 子 は 、 下 位 者 で ある 。 


所 有する 水分 や 栄養 資源 の 大 き さ に 関し て は 、 卵 子 が 上 位 者 で 、 精 子 は 、 下 位 者 で あ 
る 。 
學 得 権益 の 所 有 に 関し て は 、 卵 子 が 上 位 者 で 、 精 子 は 、 下 位 者 で ある 。 


生殖 設備 の 占有 に 関し て は 、 女 性 が 上 位 者 で 、 男 性 は 、 下 位 者 で ある 。 
學 得 権益 の 所 有 に 関し て は 、 女 性 が 上 位 者 で 、 男 性 は 、 下 位 者 で ある 。 


生き や すさ の 実現 に お いて 恵まれ て いる 、 環 境 。 そ の 占有 。 そ の 点 に 関し て は 、 女 性 優 
位 社 会 が 上 位 者 で 、 男 性 優位 社会 は 、 下 位 者 で ある 。 

既得 権益 の 所 有 に 関し て は 、 女 性 優位 社会 が 上 位 者 で 、 男 性 優位 社会 は 、 下 位 者 で あ 
る 。 


777/ 

精子 

男性 優位 社会 
移動 生活 様式, 


栄養 。 衣 食 住 。 
それ ら に お いて 、 粗 末 で あり 、 恵 まれ て いな いこ と 。 


彼ら を 取り 巻く 環境 。 

それ ら が 、 昔 酷 で ある こと 。 

それ ら が 、 不 利 で ある こと 。 

/ 

精子 。 

子供 の 養育 に 必須 と な る 、 豊 富 な 栄養 分 。 
それ ら の 所 有 に お ける 、 貧 盟 性 や 欠 加 。 
/ 


男性 。 

重要 な 生殖 設備 。 

それ ら の 所 有 に お ける 、 貧 翌 性 や 欠如 。 
// 


男性 優位 社会 の 人 々 。 

移動 生活 様式 の 人 々 。 

生存 に と っ て 必須 な 、 水 分 や 食糧 。 

それ ら の 確保 の 度合 い が 、 貧 弱 で ある こと 。 
乾燥 環境 の 下 で 、 仕 方 無く 生活 する こと 。 
/ 


温室 性 の 欠如 。 


新規 の 未知 の 信 域 へ の 、 積 極 的 な 進入 。 
そこ に お ける 、 新 た な 権益 の 獲得 。 
それ ら へ の 、 強 い 指 向 性 。 


その 動作 や 分 布 に お ける 、 気 体 性 。 
その 、 強 い 移動 性 。 
その 動作 や 分 布 に お ける 、 気 体 的 性 質 。 


その 視野 が 、 広 いこ と 。 


変革 や 破壊 へ の 、 強 い 指 向 性 。 
その た め の 捨 て 身 の チ ャ レン ジ 。 


最終 的 な 成功 へ の 、 強 い 指 向 性 。 
広域 へ の 、 急 激 な 、 進 入 と 拡大 。 


既得 権益 の 獲得 。 

その 結果 。 

以下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
世界 社会 に お ける 、 普 通 的 存在 。 
そう し た 存在 に な る こと 。 
その こと へ の 、 強 い 指 向 性 。 


権益 の 領域 。 
その 、 積 極 的 な 、 拡 大 や 膨張 。 


進入 や 拡大 や 膨張 を 阻害 する 存在 。 
そう し た 存在 を 、 徹 底 的 に 攻め 立て る こと 。 
その こと へ の 、 強 い 指 向 性 。 


同じ 権益 を 人 省 う ラ イ バ ル 。 
彼ら を 、 柄 力 で ね じ 伏 せる こと 。 


獲得 し た 既得 権益 。 

それ ら を 、 以 下 の 行為 に より 、 占有 し 続け る こと 。 
禁 力 的 な 制 萩 。 

その 、 絶 え 間 無 い 、 行 使 。 


學 得 権益 の 甘 春 者 。 
彼ら に 対す る 、 柄 力 を 伴う 攻撃 や 抵抗 
それ ら を 、 往 旗 的 に 、 行 うこ と 。 


攻撃 を 、 彼 ら 自 身 に と っ て 有利 な 方 向 へ と 、 誘導 する こと 。 
その 実現 の た め に 、 真 実 を 、 故 意 に 倫 曲 し て 、 伝 える こと 。 
そう し た 行為 を 、 積 極 的 に 行う こと 。 


既得 権益 の 獲得 の 手段 。 
攻撃 。 
挑発 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
積極 性 。 

能動 性 。 

禁 力 の 行使 。 


卵子 や 、 女 性 優位 社会 。 

それ ら の 内 部 に 侵入 する こと 。 

その こと へ の 、 強 い 動 機 づ け を 持っ て いる こと 。 

女性 優位 社会 の 内 部 に 侵入 し た 後に 、 以 下 の 行為 を 行う こと 。 
女性 優位 社会 の 既得 権益 。 

それ ら の 、 力 ずく で の 、 春 取 や 収奪 や 搾取 。 

ハゲ タカ の よう な 行為 。 

例 。 

アメ リカ に よる 、 日 本 の 支配 。 


その 際 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 重 視 す る こと 。 
彼ら に と っ て 一 方 的 に 有利 な 契約 。 
その 締結 。 


7/ 
卵子 。 

女性 優位 社会 。 
定住 生活 様式 。 


予め 、 栄 養 面 や 、 衣 食 住 に お いて 、 恵 まれ て いる こと 。 
彼ら を 取り 巻く 環境 が 、 既 に 、 十 分 に 快適 で ある こと 。 
彼ら を 取り 巻く 環境 が 、 有 利 で ある こと 。 

彼ら を 取り 巻く 環境 に お ける 、 温 室 性 。 

それ を 、 予 め 、 一 方 的 に 占有 し て いる こと 。 


その 、 強 い 定 住 性 。 

その 動作 や 分 布 に お ける 、 液 体 的 性 質 。 
その 視野 が 、 狭 いこ と 。 

その 内 部 の 、 液 体 性 。 


その 内 部 に 、 既 得 権益 を 、 豊 富 に 貯蔵 し て いる こと 。 

/ 

卵子 。 

子供 の 養育 に 必須 と な る 、 豊 富 な 栄養 分 。 

それ ら を 、 そ の 内 部 に お いて 、 振 他 的 に 、 独 占 し て いる こと 。 
それ に 対す る 外部 か ら の アク セス の 可能 性 。 

そう し た 可能 性 は 、 外 部 に 対し て 、 完 全 に 閉じ られ て いる こと 。 
内 部 か ら の 許可 が 下り な い 限 り 。 

/ 

女性 。 

重要 な 生殖 設備 の ほとん ど を 、 排 他 的 に 、 独 占 し て いる こと 。 
それ に 対す る 男性 か ら の アク セス の 可能 性 。 

そう し た 可能 性 は 、 男 性 に 対し て 、 完 全 に 閉じ られ て いる こと 。 
女性 か ら の 許可 が 下り な い 限 り 。 

男性 が 、 そ れ に 対す る 強行 突破 を 行わ な い 限 り 。 
/ 

女性 優位 社会 の 人 々 。 

定住 生活 様式 の 人 々 。 

生存 に と っ て 必須 な 、 水 分 や 食糧 。 

それ ら を 、 容 易 に 得 や すい こと 。 

農耕 に 適し た 、 恵 まれ た 環境 領域 。 

それ ら の 、 先 祖 代 々 に わた る 、 拝 他 的 な 独占 。 
湿潤 環境 の 独占 。 

それ ら の 行為 を 、 行っ て いる こと 。 

/ 


その 内 部 に お ける 、 婚 得 権益 。 
それ ら の 、 豊 富 性 。 
それ ら の 、 貴 重 性 。 


その 内 部 に お ける 、 自 己 保身 性 の 実現 。 
その 内 部 に お ける 、 温 室 性 の 実現 。 

その 内 部 に お ける 、 調 和 の 実現 。 

その 内 部 に お ける 、 異 質 者 の 完全 な 抹消 。 
それ ら の 、 社 会 的 な 自動 化 。 

それ ら に 、 成 功 し て いる こと 。 


その 内 部 に お ける 、 湿 潤 性 。 

その 内 部 に お ける 、 癒 着 や 特権 作 や え こ ひい き や 腐 敗 。 

その 内 部 に お ける 、 透 明 性 や 清貧 性 や 公正 性 の 、 欠 如 や 消失 。 
それ ら が 、 発 生 し や すい こと 。 


それ ら 自 体 が 、 巨 大 な 既得 権益 で ある こと 。 


対外 的 な 膨張 や 拡大 を 、 あ まり 指向 し な いこ と 。 
既存 の 恵まれ た 環境 。 

それ ら の 現状 維持 。 

その こと を 、 強 く 指 向 す る こと 。 

現状 維持 へ の 、 強 い 指 向 性 。 


その 内 部 と 外部 を 仕切 る 、 強 大 な 柚 や 壁 や カー テン 。 
それ ら を 、 予 め 、 所 有 し て いる こと 。 

それ ら の 強大 性 や 突破 不能 性 。 

その こと を 、 外 部 に 対し て 、 誇 示す る こと 。 


既得 権益 の 、 閉 鎖 的 で 排他 的 な 、 独 占 。 
それ ら の 持続 を 、 重 視 す る こと 。 


その 内 部 へ の 進入 。 

その こと へ の 許認可 権限 。 
それ ら の 上 古 有 。 

その こと へ の 強い こだわ り を 持つ こと 。 


彼ら 自身 が 、 そ の 内 部 へ の 進入 を 許可 し た 、 対 象 者 。 
そう し た 者 を 、 そ の 内 部 へ と 、 逃 げ 場 の 一 切 無い 形 で 、 密 閉 し 、 包 含 する こと 。 


その 内 部 へ と 進入 し た 者 。 

そう し た 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 一 方 的 に 強制 する こと 。 
彼ら 自身 と の 、 一 体 化 や 、 融 合 や 、 調 和 。 

例 。 

卵子 に 内 部 進入 を 許可 され た 精子 。 

彼ら の 行く 末 。 


卵子 。 

その 内 部 へ の 、 許 可 を 伴わ な い 侵 入 。 

その 一 方 的 な 禁止 を 行う こと 。 

そう し た 侵入 の 発生 可能 性 。 

そう し た 可能 性 を 、 予 め 、 徹 底 的 に 抹消 する こと 。 
その こと へ の 強い こだわ り を 、 持 つこ と 。 

その た め に 、 そ うし た 侵入 者 を 、 抹 消す る こと 。 
その た め の 行 動 。 


その 一 環 と し て 、 以 下 の よ うな 行動 を 、 付 随 的 に 、 行 うこ と 。 
その 内 部 へ の 侵入 に 対す る 、 予 防 線 。 

それ ら を 、 よ り 強 固 に 張る こと 。 

その た め に 、 以 下 の 行為 を 、 可 能 な 範囲 で 、 行 うこ と 。 
既得 権益 の 領域 の 、 拡 張 。 

その た め に 、 外 部 へ と 、 積 極 的 に 進出 する こと 。 


その 内 部 へ と 、 詩 可 無 く 一 方 的 に 侵入 し て くる 者 。 

そう し た 者 を 、 重 大 な 脅威 と 見 な すこ と 。 

そう し た 者 の 存在 自体 を 、 一 切 許 さ な い こと 。 

そう し た 者 に 対し て 、 心 の 底 か ら 、 本 格 的 に 、 感 情 的 に 怒る こと 。 
彼ら が 、 い っ た ん 問 り 出 し た 場合 。 


そう し た 綴り の 発露 を 、 誰 も 止め る こと か 出来 な いこ と 。 


そう し た 人 一 威 に 対す る 、 徹 底 的 な 防衛 や 抗戦 や 破壊 活動 。 

相手 の 弱み に 付け 込ん だ 形 で の 、 専 制 的 な 態度 で の 、 権 益 の 拡張 。 
それ ら を 、 爆 発 的 な 、 な り ふ り 構 わな い 態 度 で 、 行 うこ と 。 

それ ら を 、 猫 然 と 、 行 うこ と 。 

それ ら を 、 以 下 の 内 容 を 伴っ て 、 行 うこ と 。 

誰 も 止め られ な い 、 歯 止め の 効か な い 暴 走 性 。 


その 内 部 の 真実 。 
それ ら の 内 容 を 、 外 部 に 対し て 、 隠 蔽 する こと 。 
それ ら の 内 容 を 、 綺 麗 で 無 問 題 な 内 容 へ と 、 故 意 に 倫 曲 し て 伝え る こと 。 


自発 的 に 、 危 険 な 外部 領域 に 進む こと 。 

その こと を 店 け る こと 。 

その 内 部 の 豊か な 安全 地帯 に 滞留 する こと 。 
その こと で 、 快 適 な 温室 生活 を 送り 続け る こと 。 
だ 2 あの の する ごと 。 


昔 酷 な 苦 役 の 作業 。 

危険 な 対外 的 な 護衛 の 作業 。 

それ ら の 作業 を 、 そ の 外部 へ と 、 丸 授 げ する こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 

楽 な 作業 へ の 就労 機会 。 

それ ら を 、 そ の 内 部 で 、 独 占 す る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

温室 性 。 


退 遇 性 。 


自分 か ら は 、 動 か ず 、 他 力 本 願 に 徹する こと 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
受動 性 。 


既得 権益 の 獲得 。 

その 結果 。 

世界 社会 に お ける 、 中 心 的 存在 。 
そう し た 存在 に な る こと 。 
その 実現 へ の 、 強 い 指 向 性 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


男性 優位 社会 に お ける 、 女 性 直 怖 症 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 価値 観 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 
例 。 

ロシア や 中 国 に お ける 、 全 体 社会 の 調和 や 一 体 性 の 重視 。 


彼ら は 、 女 性 の 優位 性 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 
彼ら は 、 精 子 に 対す る 、 卵 子 の 優位 性 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 根 本 的 に 欠い て いる 。 
男女 の 性 差 に つい て の 公平 な 研究 を 遂行 する 、 能 力 。 


彼ら は 、 浴 在 的 に 、 女 性 に 対す る 、 強 い 索 怖 心 を 持っ て いる 。 
彼ら は 、 浴 在 的 に 、 女 性 優位 社会 に 対す る 、 強 い 夫 怖 心 を 持っ て いる 。 


それ ら の 背景 。 

精子 と 卵子 の 受精 の プロ セス 。 

多数 の 精子 が 、 女 性 の 生体 内 で 、 大 量 に 殺 数 され る こと 。 

1 個 の 精子 の み が 、 最 終 的 に 、 生 き 残る こと を 、 卵 子 に よっ て 、 許 可 さ れる こと 。 
精子 と 卵子 の 受精 時 。 

精子 は 、 卵 子 に よっ て 、 そ の 身体 を 、 一 方 的 に 、 呑 み 込ま れ 、 解 体 さ れる 。 
その 結果 。 

精子 は 、 以 下 の 特 性 を 喪失 する 。 

個人 行動 。 

自由 行動 。 

個人 の 独立 性 。 

開放 性 。 

精子 は 、 以 下 の 内 容 を 、 卵 子 に よっ て 、 強 制 さ れる 。 

卵子 の 内 部 に 、 永 久 に 、 閉 じ 込 め ら れ 、 二度と 外 に 出 ら れ な く な る こと 。 
卵子 内 部 の 液体 に 、 全 面 的 に 、 浸 され 、 乾 燥 性 を 失い 、 湿 潤 状態 に 陥る こと 。 
卵子 と の 一 体 化 。 

卵子 内 部 に お ける 調和 。 


男性 は 、 以 下 の 状 況 の 実現 に 対す る 、 根 強い 恐怖 が ある 。 
女性 に よっ て 、 丸 符 み され 、 閉 じ 込 め ら れ 、 個 人 行動 や 自由 行動 や 独立 を 禁止 され 、 専 
制 支配 を 受け る こと 。 


男性 優位 社会 は 、 以 下 の 状 況 の 実現 に 対す る 、 根 強い 直 怖 が ある 。 
女性 優位 社会 に よっ て 、 丸 呑み され 、 閉 じ 込 め ら れ 、 個 人 行動 や 自由 行動 や 独立 を 禁止 
され 、 専 制 支配 を 受け る こと 。 


社会 の 中 核 。 

血 経 集 団 。 

その 内 部 か ら 、 女 性 を 追い 出し て 、 企 業 労働 へ と 、 進 出さ せる こと 。 
その 実現 に つい て 、 と て も 熱心 で ある こと 。 

女性 の 男性 化 に つい て 、 と て も 熱心 で ある こと 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 に に とっ て の 、 男 女 平等 で ある 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 に お ける 社会 的 性 差 を 、 消 滅 さ する こと で ある 。 
男性 優位 社会 の 女性 に お ける 、 女 性 性 。 

その 撲滅 を 、 熱 心 に 目指 すこ と 。 

そう し た 社会 運動 は 、 潜 在 的 な 女性 恐怖 症 に よっ て 、 も た ら さ れ て いる 。 


それ ら は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 学 的 な 視点 に お いて 。 

卵子 の 、 精 子 に 対す る 、 優 位 性 。 

女性 の 、 男 性 に 対す る 、 優 位 性 。 

女性 優位 社会 の 、 男 性 優位 社会 に 対す る 、 優 位 性 。 

卵子 の 性 質 や 社会 行動 の 、 女 性 の 性 質 や 社会 行動 へ の 、 再 接 的 な 反映 。 


精子 の 性 質 や 社会 行動 の 、 男 性 の 性 質 や 社会 行動 へ の 、 証 接 的 な 反映 。 


男性 の 優位 性 。 
男性 優位 社会 の 存在 可能 性 。 
それ は 、 移 動 生活 様式 を 必要 と する 環境 の み に 、 限 定 され る 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


女性 と 、 社 会 的 上 下関 係 。 専制 支 配 の 発生 と の 関連 。 


女性 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

上 上位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 逃 げ 場 の 無い 、 全 人 格 的 支配 。 下 位 者 に よる 、 上 位 者 
に 対す る 、 逃 げ 場 の 無い 、 全 人 格 的 従順 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 密 閉 的 な 包含 。 下 位 者 が 、 上 位 者 に よる 包含 の 外部 に 
出 ら れ な いこ と 。 

上 位 者 。 それ は 、 下 位 者 を 包含 する 存在 で ある 。 下 位 者 。 それは 、 上 位 者 に 包含 され る 
存在 で ある 。 

上 位 者 。 そ れ は 、 密 閉 容 問 で ある 。 下位 者 。 そ れ は 、 そ の 密閉 容器 に 一 方 的 に 閉じ 込め 
られ た 、 そ の 容器 の 中 身 で ある 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を も た ら す 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 専 制 支 配 。 下 位 者 に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 無 制限 の 
隷 従 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 独占 する こと 。 下 位 者 が 、 上 位 者 に よっ て 、 独 占 さ れる こと 。 
社会 的 な 専制 支配 の 体制 。 女 性 は 、 社 会 に お ける 専制 支配 の 発生 源 で ある 。 

社会 的 な 密室 支配 の 体制 。 女 性 は 、 社 会 に お ける 密室 支配 の 発生 源 で ある 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 反映 で ある 。 

母体 の 子宮 に よる 、 壮 水 経 由 の 、 胎 児 の 密閉 的 な 包含 や 独占 と 、 胎 児 へ の 、 独 占 的 で 排 
他 的 な 、 栄 養分 の 供給 。 

卵子 に よる 、 受 精 の た め に 飛び 込ん で くる 精子 の 、 細 胞 膜 に よる 、 密 閉 的 な 包含 や 独 
占 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 延長 で ある 。 

母子 関係 。 

母体 と し て の 、 上 位 者 。 胎 児 と し て の 、 下 位 者 。 

母親 と し て の 、 上 位 者 。 子供 と し て の 、 下 仁 者 。 


物事 を 、 対 象 を 包含 する か 、 対 象 に 包含 され る か の 、 ど ちら か で 、 考 える こと 。 
対象 を 包含 する こと 。 そ れ は 、 愛 情 で ある 。 

対象 に 包含 され る こと 。 そ れ は 、 甘 え で ある 。 

対象 が 、 包 含 に 値する 資質 を 保有 し て いる 場合 。 そ の 対象 は 、 女 性 や 、 女 性 化し た 男性 
に よっ て 、 以 下 の よ うに 呼ば れる 。 "あな た は 、 可 愛 い 。" 

そう し た 女性 特有 の 思考 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 呼ぶ こと が 可能 で ある 。 

子宮 的 思考 。 数 学 的 集合 に 基づく 思考 。 


女性 と 、 規 則 の 遵守 。 
女性 に よる 、 規 則 の 遵守 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

規則 へ の 隷 従 。 規 則 の 、 専 制 的 な 強制 。 

女性 は 、 上 位 者 の 定め た 規則 を 、 忠 実に 守る 。 彼 女 は 、 そ の ルー ル に 対し て 、 従 順 で あ 
り 、 隷 従 す る 。 

女性 は 、 彼 女 自 身 が 守る 規則 を 、 下 位 者 に 対し て 、 一 方 的 に 、 有 無 を 吉 わ さ ず 、 専 制 的 
に 、 強 制す る 。 

下位 者 が 、 そ の ルー ル を 批 講 し た 場合 。 彼女 は 、 そ の 下位 者 に 対し て 、 往 底 的 で 専制 的 
な 社会 的 制裁 や 社会 的 処罰 を 、 容 赦 無く え る 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


女性 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 矛 盾 の 丸呑み 行為 の 横行 。 


交尾 。 
女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 矛 盾 の 丸 香 み を 、 平 気 で 行う 。 


例 。 

日 本 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 口 先 で は 、 ア メリ カ の 自由 主義 的 な 民主 主義 を 、 必 死 で 主張 する 。 

し か し 、 彼 ら の 実際 の 社会 行動 は 、 ロ シア や 中 国 と 同様 に 、 専 制 主義 的 で ある 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 専 ら 行 う 。 

アメ リカ の 自由 主義 的 な 民主 主義 の 、 専 制 主義 的 な 受容 。 

彼ら は 、 そ の 矛盾 に 、 気 付か な い 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


女性 た ち 。 定住 生活 様式 者 た ち 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 彼 ら の 
アウ トブ ッ ト が 抱え る 、 根 本 的 な 欠陥 。 


女性 た ち 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 
定住 生活 様式 者 た ち 。 

彼ら の アウ トブ ッ ト 。 

その 内 容 が 、 あ まり 良く な いこ と 。 
その 内 容 が 、 あ まり 潮 え な いこ と 。 
その 内 容 が 、 や や 劣 加 な こと 。 
その 内 容 が 、 や や 不足 気味 な こと 。 
その 内 容 が 、 や や 後進 的 な こと 。 
それ ら の 、 恒 常 的 な 発生 。 

その 、 根 本 的 な 理由 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
それ が 、 安住 的 な か アウトプッ ト で ある こと 。 


それ が 、 温 室 的 な か アウトプッ ト で ある こと 。 


卵子 た ち 。 

女性 た ち 。 

彼ら が 、 先 天 的 な 既得 権益 の 、 占 有 者 で ある こと 。 
主要 な 、 生 殖 設 備 や 生殖 資源 。 

それ ら の 、 生 涯 に わた る 、 独 占 。 


定住 生活 様式 者 た ち 。 

彼ら が 、 先 祖 代々 に わた る 、 後 天 的 な 既得 権益 の 占有 者 で ある こと 。 
主要 な 水利 。 

それ ら の 、 先 祖 代々 に わた る 、 独 占 。 

主要 な 、 植 物 の 育ち や すい 居住 エリ ア 。 

それ ら の 、 先 祖 代々 に わた る 、 独 占 。 


女性 た ち 。 
定住 生活 様式 者 た ち 。 
女性 優位 社会 の 人 々 。 


彼ら 自身 が 、 そ うし た 恵まれ た 環境 に 安住 し て いる こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ うし た 既得 権益 の 上 に 安住 し て いる こと 。 


昔 役 や 危険 を 伴う 、 環 境 や 作業 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 徹 旗 的 に 回 避 し 続け て いる こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 外 部 の 者 へ と 、 全 て 丸 投げ し 続け て いる こと 。 


楽 で 快適 で 安全 な 環境 の み へ と 、 停 留 す る こと 。 
楽 で 快適 で 安全 な 作業 の み を 、 実 行 す る こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら の 実現 を 、 強 力 に 指向 し 続け て いる こと 。 


その 結果 。 

彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ブッ ト 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
/ 


甘え た 性 質 で ある こと 。 
生ぬるい 性 質 で ある こと 。 
/ 


彼ら 自身 が 安住 する 温室 。 

その 外部 の 環境 に お ける 動向 。 

それ ら に 対す る 、 徹 底 的 な 無関心 や 興味 不足 。 

それ に 基づく 、 根 本 的 な 、 視 野 の 狭 さ 。 

その 結果 。 

それ ら の 人 欠陥 が 、 以 下 の 内 容 に お いて 、 計 呈 す る こと 。 
/ 

彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ブッ ト 。 

/ 


( 2 ) 
それ が 、 不 動 的 な か アウトプッ ト で ある こと 。 


卵子 た ち 。 
女性 た ち 。 


定住 生活 様式 者 た ち 。 
彼ら が 、 定 住 や 不動 性 を 、 強 力 に 指向 する こと 。 


その 結果 。 

彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ブッ ト 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
/ 

静 的 で ある こと 。 

受動 的 で ある こと 。 

鈍重 で ある こと 。 

の ろ ま で ある こと 。 

切れ 味 が 悪い こと 。 

機動 性 に 欠け て いる こと 。 

遅れ て いる こと 。 

/ 


( 3) 
それ が 、 不 自由 な アウ トブ プッ ト で ある こと 。 


女性 た ち 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 相 互 の 間 で 、 以 下 の 内容 を 、 絶 え ず 強 力 に 指向 する こと 。 
// 

ー 体 性 の 実現 。 

融合 性 の 実現 。 

調和 の 実現 。 

同調 の 強制 。 

東 縛 。 臣 視 。 管 理 。 内 部 統制 。 

// 


その 結果 。 
彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ブッ ト 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
/// 
不 自由 で ある こと 。 
画 一 的 で ある こと 。 
発展 性 に 欠け て いる こと 。 
快活 性 に 欠け て いる こと 。 
/ 
彼ら が 、 あ た か も 囚人 で ある か の よう な 、 内 容 で ある こと 。 
7// 

(2022 年 4 月 初出 。 ) 


個人 性 の 優先 。 共 同性 の 優先 。 男 女 の 性 差 。 
男性 性 。 個 人 性 の 優先 。 論 理性 。 理性 性 。 自 己 羊 断 の 重視 。 
(A) 論理 性 。 


男性 性 の 特徴 の 一 つ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
論理 性 。 


論理 の 表現 は 、 以 下 の よ う で ある 。 
( 1 ) XX は 、XX で ある 。 
( 2 ) XX は 、XX で な い 。 


論理 は 、 次 の 内 容 で ある 。 

0 か 、1 か 、。 

白 か 、 黒 か 。 

それ ら の 中 間 は 、 無 い 。 
論理 回 路 は 、 そ の 典型 で ある 。 
論理 的 思考 。 

それ は 、 自 他 を 切り 分 ける 。 


論理 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自 他 を 分 離す る こと 。 
それ を 行う 妃 物 。 そ れ を 行う 道具 。 そ れ を 行う 手段 。 


それ は 、 自 他 の つなが り を 断ち 切る 。 


それ は 、 以 下 の 行 動 や 価値 観 を 実現 する 。 
個人 主義 。 

(1 ) 個人 行動 。 

( 2 ) 個人 の 自主 独立 。 


論理 は 、 そ れ ら の 根源 で ある 。 
それ は 、 乾 いた 感覚 を も た ら す 。 


男性 は 、 論理 を 好む 。 
そう し た 男性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 


/// 
論理 の 性 。 
分 離 の 性 。 
個人 性 の 性 。 
/// 


それ は 、 次 の 感覚 を 、 男 性 に も た ら す 。 

/// 

みん な は 、 私 の こと を 、 そ の まま で は 、 分 か っ て くれ な い 。 
7/// 


、 生 殖 に お いて 、 精 子 を 担う 。 


精子 の 行動 様式 と 、 大 きく 関連 する 。 
、 以 下 の 通 り で ある 。 


は 、 個 人 行動 を する 。 
は 、 個 人 主義 で 動く 。 
精子 は 、 相 互 に 分 離す る 。 
は 、 相 互 に 分 散 す る 。 


男性 の 精神 は 、 次 の 内 容 を 引き 継ぐ 。 
精子 の 動き 。 そ の 特性 。 
男性 は 、 精 子 の 担い 手 で ある 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 背景 と な か っ て いる 。 


(1 ) 
( 2) 


性 は 、 論理 性 を 持つ 。 
性 は 、 個 人 性 を 優先 する 。 


環 環 


( B ) 理性 性 。 
男性 性 の 特徴 の ー つ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


理由 付け が 好き な こと 。 
理性 的 で ある こと 。 


それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
理性 性 。 


理性 的 で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 言動 を 好む こと で ある 。 


(1 ) (XX は 、XX で ある 。) な ぜ な ら ば 、XX は 、XX だ か ら 。 
( 2 ) (XX は 、XX で ある 。) その 理由 は 、XX で ある 。 


/7/ 

論理 的 で ある こと 。 

理性 的 で ある こと 。 

/7/ 

上 記 の 両者 は 、 概 念 的 に は 、 別 物 で ある 。 
だ が 、 双 方 は 、 密 接 に つなが っ て いる 。 
それ は 、 以 下 の 通り で ある 。 


7// 
理性 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

論理 を 正当 化す る こと 。 そ の た め の 根 拠 。 
個人 が 下 し た 装 断 。 そ の 根拠 。 

/// 


それ は 、 以 下 の 行 動 に よっ て 、 初 め て 実現 する 。 
個人 に よる 対 断 。 


7/ 
個人 に よる 草 断 。 

それ は 、 個 人 行動 が も た ら す 。 
それ は 、 個 人 主義 が も た ら す 。 
7// 


そう し た 男性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
自己 装 断 の 性 。 
それ は 、 次 の 内 容 に 付随 する 。 


77/ 


自 他 の つなが り を 断ち 切る こと 。 
自 他 を 分 離す る こと 。 
/// 


それ は 、 次 の 感覚 を 、 男 性 に も た ら す 。 

/7/ 

みん な は 、 私 の こと を 、 そ の まま で は 、 分 か っ て くれ な い 。 
私 は 、 私 の こと を 、 み ん な に 、 分 か っ て も らい た い 、。 

私 は 、 そ の 実現 の た め に 、 み ん な に 対し て 、 説 得 し た い 。 
私 は 、 み ん な に 対し て 、 論理 的 に 説得 し た い 。 

私 は 、 み ん な に 対し て 、 理 性 的 に 説得 し た い 。 

7// 


男性 は 、 生 殖 に お いて 、 精 子 を 担う 。 
理性 性 は 、 精 子 の 行動 様式 と 、 大 きく 関連 する 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


7/ 

精子 は 、 個 人 行動 を する 。 

精子 は 、 個 人 主義 で 動く 。 

精子 は 、 個 人 の 計 断 で 動く 。 
/// 


男性 の 精神 は 、 次 の 内 容 を 引き 継ぐ 。 
精子 の 動き 。 そ の 特性 。 
男性 は 、 精 子 の 担い 手 で ある 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 背景 と な か っ て いる 。 


( 1 ) 男性 は 、 理 性 性 を 持つ 。 
( 2 ) 個人 に よる 装 断 。 男 性 は 、 そ れ を 優先 する 。 


(C) まとめ 。 


(1 ) 論理 性 。 
( 2 ) 理性 性 。 


人 筆者 は 、 上 記 の 二 つ の 性 質 を 、 次 の 一 斉 で まとめ た 。 


個人 性 の 優先 。 
男性 は 、 そ れ を 、 強 く 持 つ 。 


(初出 2020 年 8 月 ) 


女性 性 。 共 存 性 の 優先 。 共 同性 の 優先 。 感情 性 。 合 意 性 。 自 己 麟 断 の 回 避 。 


(A) 感情 性 。 
女性 性 の 特徴 の 一 つ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
感情 性 。 


女性 は 、 感 情 的 な 計 動 を 好む 。 
女性 は 、 以 下 を 優先 する 。 
彼女 自身 の 好き 嫌い 。 


( 1 ) 好き な 相手 。 
女性 は 、 そ れ と 融合 し た い 。 
女性 は 、 そ れ と 一 体 化 し た い 。 


( 2 ) 嫌い な 相手 。 

女性 は 、 そ れ と 融合 し た く な い 。 
女性 は 、 そ れ と 一 体 化 し た く な い 。 
女性 は 、 そ れ を 避け た い 。 


その 根源 は 、 以 下 の 分 類 と な る 。 


( 1 ) 女 伯 は 、 自 他 を 融合 させ る 。 
そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 


( 2 ) 女性 は 、 自 他 を 連続 させ る 。 

そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
7/ 
連続 性 の 性 。 
連続 性 の 優先 。 
7/ 


( 3 ) 女性 は 、 自 他 を 一 体 化 さ せる 。 

そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
/7/ 

ー 体 化 の 性 。 

共同 性 の 性 。 

絆 の 性 。 

/7/ 


それ は 、 湿 っ た 感覚 を も た ら す 。 
それ は 、 次 の 感覚 を 、 女 性 に も た ら す 。 
7// 


みん な は 、 私 の こと を 、 分 か っ て くれ る 。 
7// 


女性 は 、 生 殖 に お いて 、 卵 子 を 担う 。 


、 卵 子 の 行動 様式 と 、 大 きく 関連 する 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


卵子 は 、 排卵 前 は 、 ひ と か た まり で 分 布 する 。 


それ ら は 、 相 互 に くっ つい た 状態 で 分 布 する 。 
それ は 、 卵 の う で ある 。 
7/ 


それ は 、 以 下 の 状 態 で ある 。 
(1 ) 細胞 と し て の 独立 性 。 そ れ を 保っ て いる 状態 。 
( 2 ) 相互 に 接合 し た 状態 。 


7/ 
卵子 。 そ の 存在 は 、 自 他 を 分 離し な い 。 
その 存在 は 、 論 理 的 で な い 。 

7// 


( B ) 合意 性 。 
卵子 は 、 排卵 前 は 、 ひ と か た まり で 分 布 する 。 
それ ら は 、 相 互 に くっ つい た 状態 で 分 布 する 。 


仮に 、 卵 子 が 心理 構造 | 持っ て いた 、 と する 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 。 


// 
心理 的 な 和合 。 
心理 的 な 同調 。 
心理 的 な 一 体感 。 
// 


7/ 
卵子 は 、 個 人 行動 を し な い 。 
卵子 は 、 個 人 で 装 断 し な い 。 
卵子 は 、 以 下 を 回 避 す る 。 
自己 麟 断 。 

卵子 。 そ の 存在 は 、 理 性 的 で な い 。 
7/ 


7/ 
卵子 は 、 み ん な で 一 緒 に 決め る 。 
卵子 は 、 み ん な で 合意 する 。 
卵子 は 、 以 下 を 優先 する 。 

自 他 の 合意 。 

7/ 


女性 の 精神 は 、 卵 子 が 持つ 、 そ うし た 性 質 を 引き 継ぐ 。 
そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で き る 。 
合意 の 性 。 


それ は 、 次 の 感覚 を 、 女 性 に も た ら す 。 
7/// 

私 は 、 み ん な と 、 合 意 し た い 。 

私 [| ポ 、 そつ し で 、、 み ん な ど 、 一 体 化し じたい 
私 は 、 そ うし て 、 み ん な と 、 融 合 し た い 。 
7// 


(4 ) 
(2) 
筆者 は 、 上 記 の 二 つ の 性 質 を 、 次 の よう に 、 ま と め た 。 
共存 性 


女性 は 、 そ れ を 、 強 く 持 つ 。 
(初出 2020 年 8 月 ) 


生活 の 移動 性 。 生 活 の 定住 性 。 男 女 の 性 差 。 


精子 。 卵 子 。 双方 の 動き の 相違 。 そ れ が も た ら す 、 男 性 性 と 女性 性 。 移 動 生活 
様式 と 定住 生活 様式 。 そ の 根本 的 な 関連 。 


男女 の 性 差 の 分 析 。 
それ に お いて は 、 以 下 が 、 根 本 的 に 重要 で ある 。 
以下 の 視点 に 着目 する こと 。 


1 . 男性 性 。 女 性 性 。 
それ ら に つい て 、 取 る べき 視点 。 


遺伝 的 な 性 質 。 

(1 ) 精子 的 性 質 。 

それ は 、 以 下 を 生成 する 。 
男性 性 。 

捨て 身 の 性 質 。 

自己 拡大 性 。 


( 2 ) 卵子 的 性 質 。 

それ は 、 以 下 を 生成 する 。 
女性 性 。 

自己 保身 性 。 
自己 中 心性 。 


2 . 社会 的 な 男性 優位 。 社 会 的 な 女性 優位 。 
それ ら に つい て 、 取 る べき 視点 。 


(1) 

生活 上 、 男 性 性 が 、 何 ら か の 形 で 、 必 須 で ある こと 。 
その た め 、 男 性 が 、 以 下 に な る こと 。 社 会 的 優位 者 。 
そう し た 社会 。 


( 2) 
生活 上 、 女 性 性 が 、 何 ら か の 形 で 、 必 須 で ある こと 。 


その た め 、 女 性 が 、 以 下 に な る こと 。 社会 的 優位 者 。 
そう し た 社会 。 


3 . 移動 生活 様式 。 定 住 生活 様式 。 
それ ら と 性 差 と の 関連 。 
それ に つい て 、 取 る べき 視点 。 


( 1 ) 男性 の 精子 。 
彼ら は 、 紙 え ず 動き 回 る 。 
彼ら は 、 以 下 を 行う 。 移 動 生活 様式 。 


( 2 ) 女性 の 卵子 。 
彼ら は 、 一 か 所 に 止ま っ て 動か な い 。 
彼ら は 、 以 下 を 行う 。 定 住 生活 様式 。 


4 . 移 動 生活 様式 。 定 住 生活 様式 。 

それ ら と 、 以 下 と の 関連 に つい て 、 取 る べき 視点 。 
男性 優位 。 女 性 優位 。 

筆者 は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに まとめ た 。 


A ) 移動 生活 様式 優位 社会 。 
れ は 、 1 
こ で は 、 以 下 の ( 1 ) が 、 以 下 の ( 2 ) の 点 で 、 以 下 の ( 3 ) に 対し て 、 以 下 の 
4 ) を 実行 する 。 
1 ) 自然 環境 。 
2 ) 以下 を 実現 する こと 。 
の 生存 。 
( 3 ) 生物 。 人 間 。 
( 4 ) 以下 を 要求 する こと 。 移動 生活 様式 。 


( 
そ 
26 

( 

( 

( 
宮 


移動 生活 様式 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
遊牧 。 

牧畜 。 

その 社会 は 、 男 性 と 、 相 性 が 良い 。 
男性 は 、 以 下 を 持つ 。 

生殖 面 で の 移動 生活 様式 者 。 

精子 。 

その 社会 は 、 男 性 優位 に な る 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 に な る 。 


) 定住 生活 様式 優位 社会 。 
は 、 Nd 
で は 、 以 下 の ( 、 以 下 の ( 2 ) の 点 で 、 以 下 の (3) に 対し て 、 以 下 の 
) を 実行 する 。 
) 自然 環境 。 
2 ) 以下 を 実現 する こと 。 
だ の O 生 
( 3 ) 生物 。 人 間 。 
( 4 ) 以下 を 要求 する こと 。 定住 生活 様式 。 


(B 
それ 
26 

( 4 

( 1 

( 
宮 


定住 生活 様式 は 、 以 下 で ある 。 
農耕 。 


その 社会 は 、 女 性 と 、 相 性 が 良い 。 
女性 は 、 以 下 を 持つ 。 

生殖 面 で の 定住 生活 様式 者 。 
卵子 。 

その 社会 は 、 女 性 優位 に な る 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 に な る 。 


(初出 2020 年 06 月 ) 


移動 生活 様式 。 定 住 生活 様式 。 男 女 の 遺 伝 的 性 差 。 そ の 関連 。 


(1) 

移動 生活 様式 。 

それ に 向い た 心理 構造 や 、 行 動 パ ター ン 。 
それ を 人 々 に 提供 する こと 。 

その こと が 遺伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 男性 で ある 。 


/// 
移動 生活 様式 優位 社会 。 

その 社会 で 、 権 力 を 握る こと 。 

それ が 、 遺 伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 、 予 め プ ログ ラム され て いる 存在 。 
それ が 男性 で ある 。 


移動 生活 様式 優位 社会 。 
それ は 男性 優位 社会 に な る 。 


/7/ 
移動 中 に 一 時 的 に 定住 する こと 。 
それ を 指向 する 存在 。 

それ は 、 以 下 の 人 々 で ある 。 
男性 。 

男性 優位 社会 の 人 々 。 


( 2 ) 

定住 生活 様式 。 

それ に 向い た 心理 構造 や 、 行 動 パ ター ン 。 
それ を 人 々 に 提供 する こと 。 

その こと が か 遺伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 女性 で ある 。 


7/ 
定住 生活 様式 優位 社会 。 

その 社会 で 、 権 力 を 握る こと 。 

それ が 、 遺 伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 、 予 め プ ログ ラム され て いる 存在 。 
それ が 女性 で ある 。 


定住 生活 様式 優位 社会 。 


それ は 女性 優位 社会 に な る 。 


777/ 

定住 中 に 一 時 的 に 移動 する こと 。 
それ を 指向 する 存在 。 

それ は 、 以 下 の 人 々 で ある 。 
女性 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


男性 。 女 性 。 そ の 行動 様式 。 気 体 。 液 体 。 そ の 分 子 運 動 パ ター 
ン 。 そ の 関連 。 


(1) 
男性 の 行動 様式 は 、 以 下 と し て 、 提 えら れる 。 
気体 分 子 運 動 パ ター ン 。 


それ は 、 一 人 一 人 が 、 互 い に 、 以 下 の よ うに 動く 。 


777/ 


各自 は 、 離 れる 。 
各自 は 、 バ ラバ ラ で ある 。 
各自 は 、 独 立 、 自 立 する 。 
各自 は 、 高 速 に 動き 回 る 。 
各自 は 、 能 動 的 で ある 。 
各自 は 、 攻 撃 的 で ある 。 


7//// 


こう し た 行動 様式 。 

それ は 、 以 下 と 同様 で ある 。 
男性 が 持つ 精子 。 

その 動き や 分 布 。 

その あり 方 。 


(2 ) 
女性 の 行動 様式 は 、 以 下 と し て 、 提 えら れる 。 
液体 分 子 運動 パタ ー ン 。 


それ は 、 一 人 一 人 が 、 互 い に 、 以 下 の よ うに 動く 。 


各自 は 、 近 づく 。 
各自 は 、 集 まる 。 
各自 は 、 く っ つき 合う 。 
各自 は 、 低 速 で ある 。 
各自 は 、 静 的 で ある 。 
各自 は 、 受 動 的 で ある 。 


こう し た 行動 様式 。 

それ は 、 以 下 と 同様 で ある 。 
女性 が 持つ 卵子 。 
その 動き や 分 布 。 

その あり 方 。 


7// 参 考 /// 


液体 。 
女性 。 


気体 。 
男性 。 


それ ら の 運動 。 そ れ ら の 行動 。 そ を の パタ ー ン 。 

それ を 動画 で 示し た 結果 。 

シミ ュ レ ーション 動画 (1 ) 。 気体 分 子 運 動 。 ド ライ な 感覚 。 精子 の 行動 。 男 性 的 行 
動 。 父 性 的 行動 。 移 動 生 活 様式 。 乾燥 地帯 に お ける 食糧 確保 行動 。 遊牧 と 牧畜 の 生活 。 個 
人 主義 。 自 由 主 義 。 疾 調 和 主 義 。 先 進 性 。 地 域 の 例 。 欧 米 。 中 東 。 モ ン ゴ ル 。 


品 kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VIC メ ディ アプ レイ ヤー 主 ロ ※ 
メデ ィ ア (M) 再生 (1)) オー ディ オ () デオ ( 宇 琴 (D ツー ル (⑮ 表示 0⑪ > 


gas_5colors_c1.mp4 - VLC メ デイ アプ レイ ヤー 当 ロ x ! 
メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (DO ツー ル (⑮) 表示 (⑪ 較 
[ae】 


シミ ュ レ ーション 動画 ( 2 ) 。 液 体 分 子 運 動 。 ウ ェ ッ ト な 感覚 。 卵 子 の 行動 。 女 性 的 行 

動 。 母 性 的 行動 。 定住 生活 様式 。 湿 潤 地帯 に お ける 食糧 確保 行動 。 農 耕 の 生活 。 集 団 主 

義 。 反 自由 主義 。 調 和 主 義 。 後 進 性 。 地 域 の 例 。 中 国 。 韓 国 。 日 本 。 ロ シア 。 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ ア ..… ー ロ X ] 


メデ ィ ア (M) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 宇 幕 (DO ツー ル (S) 表示 (!) 9 


介 liquid_5groups_color1.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー 二 品 ペ | 
メデ ィ ア (M) 再生 (() オー ディ オ (A) ビデ オ ( ぴ ) 字幕 (D ツー ル (S) 表示 (0⑪ 


読者 の みな さん は 、 そ れ に つい て は 、 以 下 の 内 容 を 、 参 照 し て 下さ い 。 
それ は 、 筆 者 の 、 別 の 書籍 で ある 。 


“気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。" 


(初出 2008 年 01 月 ) 


女性 と セッ クス と 椎 力 。 
総論 。 女 性 と セッ クス と 権力 。 


女性 は 、 次 の よう に 考え る 。 

7// 

私 に は 、 大 き な 性 的 価値 が ある 。 

私 に は 、 性 的 魅力 が ある 。 

私 は 、 以 下 を 、 絶 え ず 性 的 に 請 っ て いる 。 
不 特定 の 男性 。 

7// 


7// 

私 に は 、 以 下 が あ る 。 

男性 を 性 的 に 誘い 続け る 能力 。 
私 に は 、 男 性 吸引 力 が ある 。 
// 


女性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
比 只 。 


7/ 
様々 な 虫 を 、 自 分 の と ころ に 引き 寄せ 続け る 存在 。 


それ を 、 人 為 的 に 行う 存在 。 
それ を 、 無 制限 に 行う 存在 。 
訪 蜂 灯 。 

7/ 


実際 。 

/// 

表 々 な 男性 を 、 性 的 に 誘引 する 存在 。 

彼ら を 、 自 分 の と ころ に 、 引 き 寄 せ 続 ける 存在 。 
それ を 、 人 為 的 に 行う 存在 。 

それ を 、 無 制限 に 行う 存在 。 

生体 誘 蜂 灯 。 

/7/ 


女性 は 、 以 下 を 嫌う 。 

7/// 

男性 。 

彼 は 、 私 の 好み で は な い 。 

彼 は 、 私 に と っ て 想定 外 で ある 。 

そう し た 男性 が 、 私 に 誘引 され る こと 。 

そう し た 男性 が 、 私 の と ころ に や っ て くる こと 。 
// 

性 は 、 そ れ を 予防 する 手立て を 持っ て いな い 。 
は 、 自 分 で は 何 も し な い 。 

は 、 勝 手 に 、 女 性 へ と 寄っ て くる 。 

は 、 以 下 の の おかげ で ある 。 

性 自身 が 持つ 、 強 力 な 性 的 誘引 力 。 


で 


時 庄 呆 


さ 


性 は 、 自 分 か ら は 動か な く て も 、 以 下 の こ と が で きる 。 
性 の こと を 、 選 り 取 り 見 取り する こと 。 


性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 捉え る 。 

手 に アプ ロー チ し て くる 存在 。 

生 は 、 そ れ を 、 必 ず し も 、 望 まな い 。 

性 は 、 そ うし た 男性 た ち に 対し て 、 以 下 を 抱く 。 

可 抗力 の よう な プレ ッ シ ャ ー。 

性 は 、 そ うし た 男性 た ち に 対し て 、 以 下 を 抱き や すい 。 

力 な 被害 者 意識 。 

性 は 、 自 分 た ちの 恋愛 の 注意 は 、 一 部 の モテ る 男性 に 集中 する 。 
性 は 、 多 数 の モテ な い 男 性 を 、 嫌 う 。 

性 は 、 彼 ら を 回 避 す る 。 

仮に 、 以 下 が 起き た 、 と する 。 

以下 の (1 ) は 、 以下 の (2 ) へ と 、 以 下 の (3 ) を 実行 する 。 
( 1 ) モテ る 男性 。 

( 2 ) 彼女 自身 以外 の 女性 。 

( 3 ) 目 を 移す こと 。 

する と 、 彼 女 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

/// 

男性 は 、 私 の と ころ に 来る は ず だ っ た 。 

/// 


シー 


放 対 対 届 竹 対 竹 竹 其 往 時 対 ペ 理 竹 竹 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

7// 

私 は 、 男 性 を 、 勝 手 に 奪わ れ た 。 
私 の 性 的 価値 は 、 不 当 に 損なわ れ た 。 
7// 


女性 は 、 上 記 の ( 2 ) に 対し て 、 猛 烈 に 危害 を 加え る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

男性 を 選択 する 主体 的 存在 。 そ れ は 、 女 性 で ある 。 
仮に 、. 男性 が 、 それ を 決め よう と し た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 猛 錯 に 反発 する 。 


女性 は 、 自 分 が モテ な いと 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
7// 
男性 に は 、 私 を 見 る 目 が 無い 。 
男性 が 悪 い 。 

7// 


女性 は 、 以 下 の こ と は 考え た が ら な い 。 
7/// 

私 に は 、 性 的 将 力 が な い 。 

7// 


7/77////////777////77777 


自分 の 性 的 魅力 の 持続 。 

性 は 、 そ れ を 、 当 然 視 する 。 

性 は 、 化 粧 や ダイ エッ ト を 続け る 。 

性 は 、 年 齢 を 重ね る 。 

性 の 容 変 は 、 壊 滅 的 に 衰え る 。 

か し 、 女性 は 、 そ れ を 続け る 。 

性 は 、 彼 女 自身 の 年 齢 を 盛ん に 気 に する 。 
れ は 、 以 下 の 結果 で ある 。 


ペ 誕 て 吐 短 着 答 


女性 は 、 年齢 に 応じ て 、 以 下 を 、 ど ん どん 低下 させ る 。 
身体 面 で の 性 的 魅力 。 

女性 の 卵子 。 そ れ は 、 年 貞 と と も に 、 劣 化す る 。 

その 結果 、 女 性 は 、 以 下 に つい て 、 す ぐ タ イム リミット を 迎え て し まう 。 
以下 を 作る 能力 。 

彼女 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


その 年 齢 は 、 男 性 に 比較 し て 、 比 較 的 若い 。 


女性 は 、 以 下 を 試み る 。 

以下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (3 ) を 実行 する こと 。 
それ を 、 以 下 の (2 ) が 起こ る 前 に 、 完 了 す る こと 。 
(1 ) 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

( 2 ) 以下 に 到達 する こと 。 

年 齢 上 の タイ ムリ ミッ ト 。 


(3) 介 と か て 、 茨 すこ と 。 それ を 試み る こと 。 


その こと は 、 女 性 特有 の 行動 様式 で ある 。 
その こと は 、 女性 の 心 の 中 に 、 予 め 、 遺 伝 的 に 、 ビ ルト イン され て いる 。 


女性 は 、 以 下 を 、 盛 ん に 気 に する 。 

他 の 女性 と の 優劣 。 

身体 の プロ ポー ショ ン 。 化粧 。 服 飾 。 

女性 は 、 ダ イエ ッ ト や ファ ッ シ ョ ン に 夢中 に な る 。 
それ ら は 、 以 下 に 対し て も 、 青 結 する 。 

男性 へ の 性 的 魅力 。 そ の 増減 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 必 死に な っ て 向上 させ よう と する 。 


77////77/////77777777/// 


女性 は 、 以 下 の よ うに 、 考 える 。 

7/ 

女性 は 、 以 下 を 、 全 て 握っ て いる 。 

セッ クス に お ける 、 生 殺 互 奪 の 権限 。 
セッ クス 決定 権 は 、 女 性 の 占有 物 で ある 。 
7/ 


女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

7// 

セッ クス の 許認可 権 を 占有 する 存在 。 
性 的 支配 者 。 

性 的 権力 者 。 

性 的 強者 。 

性 的 上 位 者 。 

7// 


女性 は 、 そ うし て 、 男 性 に 対し て 、 上 か ら 目 線 で 、 偉 そう に 振る 舞う 。 
女性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 見 な す 。 


/// 
セッ クス の 決定 権 。 
彼 は 、 そ れ を 持て な い 。 
彼 は 、 次 で ある 。 
格下 の 存在 。 

/// 


仮に 、 男 性 が 、 そ れ を 行使 し よう と し た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 猛 反発 する 。 
女性 は 、 男 性 に 対し て 、 上 か ら 目 線 に な る 。 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 ご う 慢 に な る 。 
女性 は 、 以 下 に 対し て 、 駄目 出し を する 。 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 
それ は 、 繰 り 返さ れる 。 


男性 か ら の デー ト の アプ ロー チ 。 
男性 か ら の デー ト の プラ ン の 提示 。 
7// 


女性 は 、 男 性 を 、 上 位 者 気取り で 批 剤 する 。 

一 方 、 女 性 は 、 男 性 か ら 批 鹿 され る 。 

する と 、 女性 は 、 そ れ に 耐え る こと が で き な い 。 
女性 は 、 す ぐに 、 プ ブチ 切れ る 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の こ と を 要求 する 。 
/// 

私 の こと を 尊重 する 扱い 。 

私 に 対す る 生 度 。 

私 へ の 気配 り 。 

私 へ の ご 機嫌 取り 。 

/// 


女性 は 、 次 の (1 ) に お いて 、 次 の ( 2) を 実行 する 。 
(1) 

連 性 の デー トド 。 

男性 と の セッ クス 。 


( 2 ) 

男性 に 対し て 、 以 下 を 、 強 要する こと 。 

お 金 の 供出 。 

食事 な どの 接待 。 

お ご り 。 

女性 は 、 ご すう し た こと を 、 以下 の よう に 考え る 。 
それ ら は 、 以 下 の 行為 で ある 。 

女性 に よる 、 性 的 権力 の 行使 。 

そう し た 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 当 然 で ある 。 


女性 は 、 こ れ に 応じ な い 男 性 を 、 以 下 の よ うに 、 猛 烈 に 批 記 する 。 


ミ 
た SS 


男性 は 、 以 下 を 軽視 し て いる 。 
私 の 性 的 価値 。 

私 の 性 的 権力 。 

7/ 


女性 は 、 自 分 の 生身 の 身体 や 性 閉 を 、 以 下 の よ うに 捉え る 。 
高 の 不可 侵 の 存在 。 

性 は 、 それ ら に つい て 、 気 数 く ア ジロ ー チ する 。 

性 は 、 そ れ ら を 触る 。 

性 に よる そう し た 行為 。 

性 は 、 そ れ に 対し て 、 猛 然 と 反発 し 、 到 る 。 


り 
り 
り 
ノ 


至 
男 
男 
男 
女 


女性 は 、 男 性 に 比べ て 筋力 が 翌 い 。 
女性 は 、 強 到 を 防止 する こと が で き な い 。 


仮に 、 女 性 が 、 強 女 さ れ た 、 と する 。 

する と 、 女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) と する 。 
( 1 ) セッ クス の 決定 権 。 

( 2 ) 一 方 的 な 侵害 。 


それ は 、 女 性 の 占有 物 で ある 。 
女性 は 、 そ れ を 、 犯 罪 だ と わ め き た て る 。 


女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の ( 2 ) と する 。 
1 ) 筋力 の ある 男性 。 
) 私 は 、 彼 に 対し て 、 以 下 を 感じ る 。 性 的 魅力 。 


女性 は 、 そ うし た 男性 に 対し て 、 以 下 を 依頼 する 。 
細 嘩 人 0 
( 2 ) 重い 物 を 運 


仮に 、 男 性 が 、 強 女 し た 、 と する 。 
すず る と 、 仮 は 、 を の 女性 に よっ て 、 : 嫌 われ て し まう 。 


女性 。 

彼女 は 、 男 性 自身 に と っ て 、 本 命 で ある 。 
7// 
男性 は 、 彼 女 に 対し て 、 好 意 を 持つ 。 
男性 は 、 彼 女 と の 結婚 を 、 考 える 。 
7/// 
男性 は 、 そ うし た 女性 に 対し て は 、 以 下 の 必要 が ある 。 

その 女性 か ら 、 振 られ な いよ うに する こと 。 

その た め に 、 そ の 女性 に 対し て 、 丁 重 に アプ ロー チ す る こと 。 


男性 に と っ て 、 以 下 は 、 困 難 で ある 。 
そう し た 女性 に 対し て 、 次 の こと を 、 うか つ に 行う こと 。 
自己 中 心 的 で 、 勝 手 な セッ クス を する こと 。 
和 男性 は 、 以 下 を 実行 する 。 
) 彼 は 、 女 性 た ちの 望む ペー ス で 動く 。 


以下 の 仕組 み 。 
以下 の (1 ) が 、 以下 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の ( 3 ) を 実行 する こと 。 
(1 ) 女性 。 

( 2 ) 男性 。 

( 3 ME 2 SB と 。 そ れ は 、 自 然 に 行わ れる 。 
(3 - 1) 上 記 の (P ) を 実行 する こと 。 


これ は 、 以 下 の 力 の 源泉 で ある 。 
女性 は 、 そ の 力 を 握る 。 
セッ クス に お ける 権力 。 


77////77/////77/777777/// 


女性 は 、 以 下 を 、 清 潔 と 考え る 。 
例 。 彼 女 自身 の 皮膚 や 女性 付 。 
女性 は 、 以 下 の (1 ) に 対し て 、 以 下 の (2 ) を 実行 する 。 
( 1 ) 男性 。 彼 は 、 伯 0 の 8 0 
) 以下 を 要求 する こと 。 過 度 の 清潔 さ 。 


77////777////77/777777/// 


ー 部 の 男性 は 、 女 性 に モテ な い 、。 

そう し た 男性 は 、 以 下 の こ と を 実現 する 。 
以下 の 充足 。 

/// 

性 的 な 興味 。 

性 的 な 快楽 。 

/// 


男性 は 、 そ れ を 、 以 下 を 通さ ず に 、 実 現す る 。 
7/ 
女性 の 生身 の 身体 。 
女性 の 生身 の 女性 器 。 
7/ 


男性 は 、 そ れ を 、 以 下 を 使っ て 、 実 現す る 。 
7// 

絵 。 

ココ 少 必 コ ー タ グラ ジン イ ックス 。 

それ ら は 、 以 下 を 表現 する 。 

女性 。 

彼女 の 和 変 は 、 性 的 魅力 に あふ れ て いる 。 
// 


女性 は 、 そ れ に つい て 、 以 下 の こ と を 感じ る 。 
//// 

私 の 生身 は 、 必 要 と され て いな い 。 

私 は 、 尊 重 さ れ て いな い 。 

私 の 性 的 価値 は 、 嘉 損 さ れ た 。 

7// 


女性 は 、 そ れ に よっ て 、 ひ どく プラ イド を 傷つけ られ る 。 
女性 は 、 以 下 に 対し て 、 紀 弾 を 行う 。 

女性 は 、 以 下 に 対し て 、 人 迫害 を 加え る 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 凄 まじ い 勢い で 、 行 う 。 


/// 
絵 や アニ メ な ど 。 

それ は 、 以 下 を 表現 する 。 

性 的 魅力 に あふ れ た 女性 。 

そう し た 男性 は 、 そ れ を 、 以 下 の 対 象 と する 。 
性 的 な 興味 。 

/// 


77////777////777777777/// 


女性 は 、 盛 ん に 、 以 下 を 高め よう と する 。 
7/ 

性 的 価値 。 

性 的 奥 ゆ か し さ 。 

性 的 攻略 し に くさ 。 

7/ 


女性 は 、 盛 ん に 、 以 下 を 実行 する 。 
貞 小 アピ ー ル 。 

(l が 

女性 は 、 わ ざと セッ クス に 関心 の 無い 振り を する 。 
(2) 


女 
男性 の 性 的 言動 。 
生 


女性 は 、 以 下 に 対し て マウ ント を 取る 。 
的 に 放 縦 な 女性 。 

(4) 

女性 は 、 以 下 の 存在 を 、 妨 害する 。 


女性 。 

彼女 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 
性 的 に 魅力 的 な 身体 。 

7/ 

(5 


ト 


り 


) 
女性 は 、 自 分 の 価値 を 上 げ よ うと する 。 
女性 は 、 そ の た め に 、 他 人 の 価値 を わざ わ さ ざ 沙 と す 。 
女性 は 、 そ うし た 卑 快 な や り 方 を する 。 
女性 は 、 そ の こと を 、 何 と も 思わ な い 。 


女性 は 、 普段 、 盛 ん に 、 以 下 を 行っ て いる 。 
真 源 ア ピー ル 。 


私 の 性 的 価値 。 

私 の 性 的 攻略 し に くさ 。 
それ に つい て の 評価 。 

それ ら は 、 一 気 に 低下 し た 。 

私 は 、 性 的 に 放 縦 な 状態 に か っ た 。 
周囲 に よる 、 私 を 見 る 目 。 

それ は 、 厳 し く な っ た 。 

それ は 、 過 度 に 性 的 に な っ た 。 
私 の 子宮 内 に は 、 以 下 が 残 る 。 

私 を 強姦 し た 男性 。 

彼 の 精子 。 

私 は 、 以 下 の 可能 人 性 が 生じ る 。 
以下 を 妊娠 する こと 。 

私 を 強 女 し た 男性 。 

その 子供 。 

私 は 、 男 性 に 対し て 、 も て な く な る 。 


777/ 


男性 は 、 次 の こと を 、 根 本 的 に 嫌う 。 

他人 の 子供 を 、 一 方 的 に 育て させ られ る こと 。 
な の ル 2C 。 

女性 は 、 以 下 を 、 恥 ず か し が る 。 
女性 は 、 以 下 を 、 嫌がる 。 

女性 は 、 以 下 を 、 隠 そう と する 。 

// 

強 巡 され た こと 

その こと を 、 周 囲 に 知ら れる こと 。 

7// 

女性 は 、 強 事 さ れ た こと を 、 和 警察 と か に な か な か 届け な い 。 


77////777////77777777/// 


女性 た ち は 、 次 の こと を 望ま な い 。 
下位 者 男性 の 遺伝 子 が 、 社 会 に 存続 する こと 。 
女性 た ち は 、 以 下 の ( 1 ) と の 間 で 、 以 下 の (2 ) の 行為 を する こと を 、 全 力 で 避け 


) 下位 者 男性 。 明 者 男性 。 
) セッ クス 。 恋愛 。 結婚 。 

は 、 明 者 男 性 を 状 わ な い 。 

は 、 例 え 、 彼 女 自 身 が 、 次 の 状態 で あっ て も 、 そ う で ある 。 
77/ 

彼女 の 年 収 は 、 高い 。 

彼女 は 、 経済 力 が ある 。 

77// 


男性 が 、 女 性 の 関心 を 中 く こ と 。 そ の 実現 。 
その た め に 、 男 性 は 、 以 下 を する 必要 が ある 。 
次 の 内 容 を 、 女 性 に 対し て 、 必 死に アピ ー ル する こと 。 
// 


容姿 の 魅力 。 

有 能 さ 。 

競争 力 の 高 さ 。 

社会 に お いて 、 上 位 に いる こと 。 

以下 の 可能 性 を 持つ こと 。 

これ か ら 、 社 会 に お いて 、 上 位 に な る こと 。 
/7/ 


デー ト 。 セ ックス 。 結婚 。 そ れ ら に 向け た 活動 。 

人 SE SARS 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に 対し て 、 以 下 の ( 2 ) を 実行 する 。 

(1 ) 男性 。 0 病 CE 以下 の (1 - 2 ) を 実現 する 。 
(1 - 1 ) 彼女 自身 の 保身 。 そ の 実現 。 そ の 可能 性 。 

(1 - 2) 引き 上 げ る こと 。 そ の 幅 は 、 大 きい 。 

( 2 ) 付き 合う こと 。 セ ックス する こと 。 結婚 する こと 。 

女性 は 、 次 の こと を 待ち 続け る 。 


7// 
そう し た 男性 が 、 私 の と ころ に や っ て き て 、 私 の こと を 見 出す こと 。 
そう し た 男性 が 、 私 を 気に入る こと 。 

そう し た 男性 が 、 私 に 対し て 、 プ ロ ポ ー ズ し て くれ る こと 。 

// 
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女 受 け す る 発言 。 男 性 は 、 そ れ を 、 頻 繁 に する 必要 が ある 。 
男 受 け する 発 吉 。 女 性 は 、 そ れ を 、 あ まり する 必要 が 無い 。 
男性 は 、 そ れ 無 し で 、 女 性 へ と 、 寄 っ て くる 。 


77////777////77/777777/// 


男性 は 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 
(1) 

女性 と の 間 で 、 以 下 の 関 係 を 持つ こと 。 
それ は 、 短 期間 で ある 。 

それ は 、 行 きず り で ある 。 


( 2) 

以下 の (2 - 1 ) に 対し て 、 以 下 の (2 - 2 ) を 実行 する こと 。 
( 2 - 1 ) 不 特定 多数 の 女性 。 

(2 - 2) 積極 的 に 種付け を する こと 。 


女性 は 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 

7// 

男性 と の 間 で 、 以 下 を 持て る よう に する こと 。 
閣 来 的 な 子 づ くり 。 

それ を 見 越し た 、 長 期間 の 関係 

7/ 


女性 は 、 以 下 を 、 厳 しく 吟 味 する 。 
//// 

自分 が セッ クス する 相手 。 

その 条件 。 

/// 


女性 は 、 相 手 を 絞っ て 、 厳 選 す る 。 
女性 は 、 以 下 の (1 ) に 対し て の み 、 以 下 の (2 ) を 実行 する 。 


(1) 

男性 。 

(= オイ 2 

彼 は 、 以 下 を クリ ア し た 。 

彼女 自身 が 、 男 性 一 服 に 対し て 出す 、 制 約 条件 。 


(1 
彼 は 、 


=< の 1 
以下 に 該当 する 。 


少数 の 優良 物件 。 


( 2 
セッ 


) 
クス へ の 詩 諾 を 出す こと 。 


77////777////777777777/// 


女性 ( 
の (4 
(1 
( 2 


(3 


女性 ( 


777/ 


圧 。、、 以 下 の (1.) た に お いて 、 以下 の (2) に 対し で 、 


生ま 
) セッ クス 。 
) 男性 。 


) 
ょ 、 そ れ を 、 以 下 の 目 線 で 行う 。 


上 位 者 と し て の 目線 。 
一 方 的 な 目線 。 
厳し い 目 線 。 


777/ 


777/ 


) 以下 を 、 吟味 する こと 。 


私 へ の 前 戯 。 
私 と の セッ クス 。 


その 実行 。 
その 最 中 。 


以下 が 上 手 で ある こと 。 
以下 に お いて 、 テ クニ シャ ン で ある こと 。 


私 に 対し て 、 性 的 快感 を 包 え る こと 。 


77// 


仮に 、 
する 


女性 が 、 男 性 が 下手 だ と 思っ た 、 と する 。 
と 、 女 性 は 、 評価 者 を 気 取 る 。 


彼女 に よる 評価 。 そ れ は 一 方 的 で ある 。 


女性 ( 
女性 ( 


ょ 、 す ぐ ダ メ 出 し を する 。 
ょ 、 下 手 な 男性 を 、 以 下 の 理由 で 、 振っ て し まう 。 


性 格 の 不一致 。 


男性 ( 


//// 
セッ 


ょ 、 以 下 を 、 高度 に 磨 か な けれ ば な ら な い 。 
クス 時 の テク ニッ ク 。 


前 戯 。 


セッ 
//// 


クス 中 。 


以下 の (3) 


男性 は 、 そ うし な いと 、 以 下 が 困 難 に な る 。 
7// 

女性 に 対し て 、 結 婚 に 到達 する こと 。 

その 結婚 を 持続 する こと 。 

// 


女性 は 、 以 下 の (1 ) の 間 、 以 下 の ( 2 ) の 目的 で 、 以 下 の (3 ) を 実行 する 。 
(1 ) セ の 人 

( 2 ) 彼女 自身 の 保身 。 そ の 実現 。 

( 3 ) 以下 の (3 - 1 ) を 、 一 切 負わ な いこ 

(3-1) 

セッ クス 行為 。 SE 

彼女 は 、 上 記 の ( ) を 。 二 秩 思 で 行っ た 。 

彼女 は 、 上 記 の ( ) を 、 以 下 の ( 2 選 928。 

彼女 は 、 上 記 の 過 に つい て 、 0 3 - 3 ) を 実行 する 。 
(3 - 2) 男性 が 、 それ を 、 ー 方 的 に や っ た 。 

(3=-3) 上 記 の ( ) を 、 男 性 へ と 、 押 し 付け る こと 。 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) だ っ た 、 と する 。 
( 1 ) 男性 に よる 愛撫 。 男 性 器 の 挿入 。 
( 2 ) 女性 は 、 強 い 性 的 快感 を 感じ て いる 。 


女性 は 、 例 え 、 02 以下 の ( 6 

( 3 ) 以下 の ( 人 SD の ) を 、 実 行 す る こと 。 
0 引 時 ウッ クト の 0 

(3 - 2) 男性 に 対し て 以下 を 主張 する こと 。 

// 

私 に 対し て 、 上 記 の (1 ) を 、 も う 実 行 す る な ! 

7// 


女性 は 、 上 記 の (3) を 、 頻 繁 * に (『 う 。 
女性 は 、 上 記 の ( 3 ) を 、 繰 り 返し 行う 。 


上 記 の (3 - 1) は 、 上 記 の (3 - 2) に 真面目 に 応じ て 、 上 記 の ( 1 ) を 止め る 。 
人 の 生 て も に な る 
上 記 の ( 3 - は 、 以 下 の (4 ) の た め に 、 以 下 の (5) を 必要 と する 。 


1 人 の お いな 交 iC の 
5 ) 以下 の (5 - 1 ) を 行う こと 。 

間 

上 記 の ( 3 ) を 無視 し 続け る こと 。 

上 記 の (1 ) を 、 以 下 の (5 - 2) の 間 、 実 行 す る こと 。 


(5-2) 
女性 が 性 的 絶頂 に 到達 する こと 。 そ れ が 実現 され る まで 。 
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売春 。 援 助 交 際 。 

そこ で は 、 以 下 が 、 必 ず 発 生 する 。 

以下 の (1 ) に よる 、 以下 の (2 ) へ の 、 以 下 の (3 ) の 強制 。 
( 1 ) 女性 。 


( 2 ) 男性 。 
( 3 ) 以下 の (3 - 1 ) へ の 代償 。 そ の 支払 い 。 例 。 接 待 。 
(3 - 1 ) 女性 へ の 性 的 な 行為 。 
それ は 、 以 下 と し て 提 え る こと が で きる 。 
女性 に よる 、 男 性 へ の 課税 。『 セ ックス 税 』 の 課税 。 
人 間 社 会 に お いて は 、 以 下 の (1 ) が 、 以下 の ( 2 ) より も 、 以 下 の ( 3) に 、 強 く 訪 
当 す る 。 
(1 ) 税金 を 取る 立場 の 人 間 。 
( 2 ) 税金 を 取ら れる 立場 の 人 間 。 
( 3 ) 社会 的 な 支配 者 。 社 会 的 強者 。 


胃 六 の 間 で は 以下 の (1 =1) が 以下 の (2.= 和 1) より も 、 以 下 の (3-T) た に 、 
強く 該当 する 。 

(1 - 1 ) 女性 。 セ ックス 税 を 取る 立場 の 人 間 。 

( 2 - 1 ) 男性 。 セ ックス 税 を 取ら れる 立場 の 人 間 。 

(3 - 1 ) 支配 者 。 強 者 。 上 位 者 。 


( 4 ) 結婚 する こと に より 、 男 性 が 、 女 性 を 養う こと 。 

上 記 の (4 ) は 、 以 下 の (4 - 1 ) の 側面 を 持っ て いる 。 
(4 - 1 ) 男性 に よる 、 特 定 女 性 へ の 、 セ ックス 税 の 支払 い 。 
その 永続 的 な 継続 。 

その 一 方 的 な 継続 。 


男女 の 間 で は 、 以下 の (1 - 2) が 、 以 下 の (2 - 2 ) より も 、 以 下 の (3 -2) に 、 
強く 該当 する 。 

(1 - 2) 女性 。 セ ックス を 許可 する 立場 の 人 間 。 

( 2 - 2) 男性 。 セ ックス を 許可 され る 立場 の 人 間 。 

(3 - 2) 支配 者 。 強 者 。 上 位 者 。 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) に つい て 、 以 下 の ( 3 ) を 実行 する 。 
(1 ) 緊 為 避妊 楽 。 

( 2 ) 男性 の 精子 。 そ れ ら は 、 以 下 に 存在 する 。 
(2 - 1) 膝 内 。 

( 2 - 2) 子宮 内 。 

( 3 ) その 都度 、 全 滅 さ せる こと 。 

それ は 、 以 下 の (4 ) に お いて も 、 実 現す る 。 

( 4 ) 女性 は 、 セ ックス を 、 好 き 放 題 に 、 行 っ て いる 。 


そう し て 、 女 性 は 、 以 下 の (5) を 実現 する 。 
(5-1) 

以下 を 確実 に 回 避 す る こと 。 

計画 外 妊娠 。 

(5- 2) 

以下 を 防ぐ こと 。 

人 工 中 絶 な ど に よる 、 女性 身体 へ の ダメ ー ジ 。 そ の 可能 性 。 
(5-3) 

以下 を 実現 する こと 。 

以下 を 和信 く 〈 下げ な いこ と 。 

女性 の 性 的 価値 。 


上 記 の (1 ) は 、 以 下 の (6 ) で ある 。 


) 魔法 の 楽 。 
0 上 記 の ( 1 ) を 激しく 攻撃 する 。 
それ は 、 上 記 の ( 1 以下 の ( 3 以下 の (8) に な る か ら で あ る 。 
3 の 二 き く C け お に の 
8 ) 大 き な 障 害 。 


上 記 の (1 ) 。 そ の 存在 は 、 以 下 の (9) を 、 容 認 す る 。 

( 9 ) 男性 は 、 女性 に 対し て 、 に セッ クス で きる 。 
了 9 は 2 PS 

女性 ( 半生 以下 の (1 0) を 実行 し た い 。 


(1 0) 
女人 性 と セッ クス する 機会 。 
その 制限 。 そ の 持続 。 
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男性 は 、 以 下 を 残 そ うと する 。 
男性 自身 の 遺伝 的 子孫 。 
男性 は 、 そ の 実現 の た め 、 以 下 を 必須 と する 。 


四 ミ 
PA 


男性 は 、 女 性 か ら 、 以 下 を 、 間 借り する 。 
子宮 。 

女性 は 、 そ れ を 占有 する 。 

男性 は 、 そ うし て 、 女性 に 子供 を 生ん で も ら う 。 


こ + 


7// 


女性 と 男性 と の 関係 は 、 次 の 通り で ある 。 
7/ 
(1 ) 女性 。 


賃貸 マン ショ ン の 大 家 。 


2 
の 賃貸 貸 人 。 
前 


7/ 
(1 ) 女性 。 
以下 の 所 有 者 。 

生産 設備 を 所 有する 企業 。 


( 2 ) 男性 。 
所 有 で き な い 従業 員 。 
7// 


男性 の 浮気 。 
それ は 、 以 下 と 同一 で ある 。 


家賃 無 払 い の 賃貸 人 の 夜逃げ 


女性 の 浮気 。 

それ は 、 以 下 と 同一 で ある 。 

人 SEO 
) 大 家 。 

) 他 の 賃貸 人 。 

( 3 aa その 部 屋 。 

(3 - 1 ) その 部 屋 は 、 契約 済み で ある 。 

(3-2) その 部 屋 の 家賃 は 、 支払 い 済み で ある 。 

( 4 ) 勝手 に 貸し 出す こと 。 そ の 対象 。 


女性 の 浮気 は 、 男 性 の 浮気 より も 、 よ り 強 烈 で ある 。 
子孫 を 生産 する 設備 。 


その 所 有 。 
そう し た 面 で は 、 以 下 の こ と が 言え る 。 


ょ 、 以 下 に 相当 する 。 


暑 葉 衝 一 
陣 直 


、 そ の 設備 を 借り る 。 
、 そ れ を 活用 させ て も ら う 。 
ょ 、 た だ の 借用 者 で ある 。 


上 記 は 、 以 下 の 表れ で ある 。 
男女 間 に 、 以 下 が 存 在 す る こと 。 
上 下関 係 。 

(1 ) 女性 は 、 上 位 者 で ある 。 
( 2 ) 男性 は 、 下 位 者 で ある 。 


これ は 、 0 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) と 比べ て 、 以 下 の (4 


こそ 
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男性 は 、 そ の まま で は 、 次 の こと が 、 分 か ら な い 。 
女性 は 、 ど の 男性 の 子供 を 、 妊 娠 し て いる か ? 


どの 男性 の 子供 を 生む か ? その 選択 。 

それ は 、 女性 の 意思 に 、 完 全 に 依存 し て いる 。 
これ は 女性 の 大 き な 権力 で ある 。 
男性 は 、 以 下 を 得 た い 。 

以下 へ の 確証 。 


) る 疲 る の ら だ 。 


) で ある 


自分 の 子供 が 生ま れる こと 。 


男性 は 、 で ぞう し た けれ ば 、 FG ニ だ わる し か がい 。 
処女 膜 の 存在 。 


遺伝 子 診断 技術 。 

その 開発 と 普及 。 

男性 は 、 そ れ を 用 いる こと が で きる 。 
男性 は 、 を うし で 、 以 E の ここ と が で きる 。 
以下 の こと を 、 自 分 自身 で 確認 する こと 。 
セッ クス の 相手 。 

その 女性 が 生む 子供 。 

それ が 、 自 分 の 子供 か どう か ? 


男性 の 地位 は 、 そ うし て 向上 し た 。 
7/////////////////// 


女性 は 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) に お いて 、 以 下 の ( 3 ) の 条件 で 、 実 現 で き 
る 。 

(1 ) 性 的 絶頂 に 達する こと 。 

( 2 ) セッ クス 中 。 

(3) 

その 回 数 に 制限 が 無い こと 。 

それ が 無限 で ある こと 。 

何 度 で も 、 実 現 で きる こと 。 


男性 は 、 上 記 の (1 ) に つい て は 、 以 下 の ( 4 ) で ある 。 
( 4) 

その 回 数 に 限界 が ある こと 。 

それ が 有限 で ある こと 。 

それ は 、 有 限 回 の 射精 で 、 終 了 す る こと 。 


次 の (5) は 、 次 の (6) に と っ て 。 次 の (7) に な る 。 


(5.) 

女性 の 性 欲 が 強い こと 。 

女性 が 、 な か な か セッ クス に 満足 し な いこ と 。 
(6) 

男性 。 セ ックス 相手 。 

(7 ) 

地獄 。 

それ は 、 以 下 の 面 で 、 そ うな る 。 
男性 の 精力 。 そ の 騰 さ 。 


そう し た 男性 は 、 相 手 の 女 性 か ら 、 次 の よう に 、 扱 われ る 。 


7/// 
女性 を 、 性 的 に 満足 させ る こと 。 
それ が で き な い 男性 。 
使え な い 男 性 。 

/7/ 

男性 は 、 以 下 を 償 定 され る 。 
彼 自 身 の 男性 性 。 
男性 は 、 そ れ を 感じ る 。 
男性 は 、 が っ か りす る 。 


3 ) 以下 の (1 ) に お ける 、 以 下 の (2 ) に 関す る 性 差 
COC 民 ゆ グ ス 皿 。 
2 ) 性 前 絶頂 へ の 到達 。 そ の 可能 回 数 。 


上 記 の (4 ) は 、 以 下 の (5 ) に な る 。 
5 ) 以下 の 証拠 。 


以下 の (6) が 、 以 下 の (7 ) に お いて 、 以 下 の (8 ) で ある こと 。 
( 6 ) 女性 。 

(7 ) セッ クス 。 

(8) 

男性 より も 有利 で ある こと 。 

男性 に 対し て 、 以 下 の 立 場 に 立っ て いる こと 。 

支配 者 。 


男性 に と っ て 、 次 の (9 ) は 、 と て も 困る こと で ある 。 


( 9) 
以下 の (1 0) が 、 以 下 の (1 2) に お いて 、 以 下 の (1 3 ) で ある こと 。 
その た め 、 以 下 の ( 1 1 ) が 、 以下 の (1 0 ) に 対し て 、 以 下 の ( 1 4 ) で ある こと 。 
それ な の に 、 以 下 の (1 0) が 、 以 下 の (1 1 ) に 対し て 、 以 下 の (1 5) で ある こ 
6 
その た め 、 以 下 の (1 1 ) が 、 以下 の (1 0 ) に 対し て 、 以 下 の ( 1 6 ) に な る こと 。 
その た め 、 以 下 の (1 0) が 、 以下 の ( 1 1 ) に 対し て 、 以 下 の ( 1 7 ) に な る こと 。 
(1 0 ) 女性 。 結婚 相手 。 セ ックス の 相手 。 

1 ) 男性 。 結婚 相手 。 セ ックス の 相手 。 

2 ) 年 没 。 

3 ) 中 年 に 差し か か っ て いる こと 。 
14-1) 以下 に お いて 、 衰 えて いる こと 。 セ ックス 相手 に 対す る 性 的 魅力 。 そ れ を 
感じ る 度合 い 。 
1 4-2) セッ クス を 繰り 返し て 館 き が 来 て いる こと 。 
15) 性 欲 が 強く な る こと 。 


(1 
(1 
(1 
( 


( 
( 
( 
( 


1 6 ) 以下 が で き な い こと 。 セ ックス を 、 十 分 行う こと 。 
1 7 ) 性 的 に 満足 し な く な っ て し まう こと 。 
(2020 年 $ 月 初出 ) 


各論 。 女 性 と セッ クス と 権力 。 
女性 の 生殖 細胞 面 で の 優位 性 


生殖 的 に は 、 以 下 の 性 差 が 存在 する 。 
女性 は 、 卵 子 の 担い 手 で ある 。 
男性 は 、 精 子 の 担い 手 で ある 。 


卵子 は 、 数 が 少な く 、 貴 重 で ある 。 
精子 は 、 数 が 多く 、 畑 製 乱 造 で ある 。 


つま り 、 卵 子 は 、 精 子 に 比べ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
その 価値 は 、 上 位 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 価 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 貢 で ある 。 


777/ 


これ を 男性 と 女性 の 関係 に 薄 き 換え る 。 
だ れ は 、 ルド の まう に な が る, 


女性 。 
卵子 の 担い 手 。 
男性 。 
精子 の 担い 手 。 


女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 生 殖 面 で 、 以 下 の 存在 で ある 。 
その 価値 は 、 上 位 で ある 
それ は 、 よ り 高 価 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 貴 で ある 。 


その 点 、 女 性 の 方 が 、 優 位 で ある 。 
女性 の 方 が 強い 。 


//7//////////7/////77777 


すなわち 、 以 下 の よ うに な る 。 


妃 愛 。 


結婚 。 

女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
相手 候補 を 一 方 的 に 絞る こと 。 
7/ 

女性 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 


採用 や 選択 の 権限 。 

女性 は 、 そ うし た 立場 に ある 。 
7/ 

男性 は 、 以 下 の 立場 で ある 。 
応募 者 。 


その 数 は 、 採 用 人 数 に 比較 し て 、 と て も 多い 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より 立場 が 強い 。 


777/ 


女性 は 、 以 下 を 所 有 し て いる 。 
男性 の 候補 者 を 、 以 下 に 絞っ て 限定 する 権限 。 
その 男性 は 、 優 位 で ある 。 

その 男性 は 、 有 能 で ある 。 


そう し た 男性 に 対し て の み 、 交 際 を 許可 する 権限 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より も 立場 が 強い 。 


7/7/////////777////77777 


女性 は 、 以 下 を 所 有 し て いる 。 

セッ クス を 許可 する か どう か 。 

その 決定 権 。 

その 許認可 権限 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 立場 が 強い 。 


777/ 


女性 は 、 以 下 を 所 有 し て いる 。 
男性 に よる 結婚 プロ ボー ズ 。 

それ に 対す る 決定 権 。 

それ に 対す る 詩 認 可 権限 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より も 立場 が 強い 。 


77////777////77/77777/// 


女性 は 、 こ うし た 様々 な 優位 性 を 持つ 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 活 用 する 。 
女性 が 、 自 身 の 権利 を 拡張 する こと 。 

それ は 、 女性 に と っ て 、 望 まし い 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


女性 の 性 凌 面 で の 優位 性 


女性 閉 は 、 以 下 を 、 所 有 し 、 占 有 し て いる 。 
生体 の 設備 。 

それ は 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 必 須 で ある 。 
遺伝 的 子孫 の 生産 。 


777/ 


女性 は 、 子宮 を 占有 し 、 所 有 し て いる 。 
子宮 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
受精 設備 。 

妊娠 設備 。 


胎児 を 生育 させ る 設備 。 
//// 
この 場合 、 女 性 と 男性 の 関係 は 、 以 下 の よ うに な る 。 


(1 ) 設備 。 
(も ここ) 委任 、 
所 有 者 。 
資本 家 。 


(1 - 2) 男性 。 
その 借用 者 。 


( 2 ) 賃貸 不動 産物 件 。 
(2 性: 
大 家 。 


に 2 性 
店 子 。 


( 3 ) 大 土地 所 有 制 度 。 
(8ー) 婦 性 、 
地主 。 


(3 ニタ) 男性 
小作 人 。 


女性 が 男性 より 、 地 位 が 圧倒 的 に 高い 。 
/// 


女性 は 、 こ うし た 様々 な 優位 性 を 持つ 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 活 用 する 。 
女性 が 、 自 身 の 権 利 を 拡張 する こと 。 

それ は 、 女性 に と っ て 、 望 まし い 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 
女性 に よる 性 的 魅力 の 行使 。 男 性 が 心理 的 に 女性 の 奴隷 に な る こと 。 


仮に 、 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 見 せ た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 


( 1 ) きれ いな 顔 や 目 や 耳 。 

( 2 ) きれ いな 声 。 

(3 ) きま れい な 、 す べ す べ の 、 和 柔らか い 、 体 温 を 感じ る 、 温 か い 素 肌 。 
( 4 ) 長い 、 さ ら さ ら の 、 髪 の 毛 。 

( 5 ) 形 の よい 、 お っ ぱい 、。 

( 6 ) 細く くびれ た 腰 。 

(7 ) きれ いな 曲線 の 、 出 っ 張っ た 大 き な 尻 。 

(8 ) むち むち の 太もも 。 


( 9 ) すら っ と し た 、 き れい な 脚 。 


男性 は 、 女 性 に 対し て 、 引 き 寄 せら れる 。 
それ は 、 心理 的 で ある 。 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 


男性 は 、 心理 的 に 、 以 下 と な る 。 
男性 は 、 女 性 の 思う まま に 、 女 性 に よっ て 操 ら れ て いる 。 
男性 は 、 女 性 の 奴隷 に な る 。 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の 姿勢 を し た 、 と する 。 
以下 の 姿勢 。 

それ は 、 男 性 を 、 性 的 に 挑発 する 。 

する と 、 男 性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 


(1 ) M 字 開 脚 。 
( 2 ) 女 煎 の ポー ズ 。 


男性 は 、 女 性 に 対し て 、 引 き 寄 せら れる 。 

それ は 、 心理 的 で ある 。 

それ は 、 一 方 的 で ある 。 

男性 は 、 心理 的 に 、 以 下 と な る 。 

男性 は 、 女 性 の 思う まま に 、 女 性 に よっ て 操 ら れ て いる 。 
男性 は 、 女 性 の 奴隷 に な る 。 

女性 は 、 こ の 権力 を 、 男 性 に 対し て 、 積 極 的 に 活用 すべ きだ 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


女 の セ ックス 中 の 優位 性 


性 的 絶頂 。 

それ に 達する こと 。 

女性 は 、 そ れ を 、 何 回 で も 、 無 限 に 、 体 験 で きる 。 
男性 の 射精 。 


その 可能 な 回 数 。 

それ は 限ら れ て いる 。 

性 的 絶頂 。 

それ に 達する こと 。 

その 体験 の 可能 性 。 

男性 は 、 そ の 点 で 、 有 限 で ある 。 


その 点 、 男 女 関係 は 、 根 本 的 に 、 女 性 優位 に な る 。 


77////777////77/77777/// 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
気に入っ た 男性 。 

その 精子 。 

それ を 極限 まで 搾り 取る こと 。 


77////777////77/777777/// 


セッ クス の 開始 。 
仮に 、 男 性 が 、 性 的 に 威勢 が 良かっ た 、 と する 。 
男性 は 、 射 精 する 。 
女性 は 、 そ の 都度 、 以 下 の 姿 勢 を する 。 
それ は 、 男性 を 、 性 的 に 挑発 する 。 
女性 は 、 次 の 発言 を 、 故 意 に 、 繰 り 返 す 。 
/7/ 
あな た の 精子 を 、 私 の 膝 内 に 、 も っ と 出し て ! お 願い ! 
/// 
その こと で 、 女 性 は 、 ほ ど な く 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
性 的 な 限界 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 姜 え させ る 。 
女性 は 、 男 性 を 、 次 の よう に 呼ぶ 。 
/// 
あな た は 、 使 えな い 男 だ ! 
あな た は 、 絶 倫 で は な い の ? 
あな た は 、 イシ ポテ ン ツ だ 1 あな だ は 、 ダ メデ だ 】 
( 
( 


3 


あな た は 、 も っ と 、 性 的 に 持続 で きる よう に な りな さい ! 
あな た は 、 も っ と 、 頑 張り な さい ! 
7/// 


女性 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 実現 する 。 
男性 を 、 自 分 に 対し て 、 屈 服 さ せる こと 。 


女性 に と っ て は 、 以 下 も 、 可 能 で ある 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 故意 に 、 次 の よう に 呼ぶ 。 
/// 

あな た は 、 早 漏 だ ! あな た は 、 ダ メ だ ! 

// 


77////777////77/77777/// 


男性 は 、 セ ックス 時 、 以 下 が 必 須 で ある 。 
女性 に 対し て 、 以 下 を 体験 させ る こと 。 
その 実現 。 

色々 な 性 的 快感 。 


性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 、 一 方 的 に 、 や ら せ る 。 
性 に 、 性 的 快感 を 、 え 続け る こと 。 

女性 は 、 その 結果 を 、 評 価 す る 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 厳 し い 。 


Ri 


性 的 快感 の 供与 。 

男女 関係 は 、 そ の 点 で 、 以 下 の よ うに な る 。 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 奉仕 する 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 従 属す る 。 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 


77////777////77/77777/// 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の よ うに 考え た 、 と する 。 
私 は 、 男 性 を 支配 し た い 。 


男性 が 持つ セッ クス の 技術 。 

女性 は 、 そ れ に つい て 、 故 意 に 、 次 の よう に 呼ぶ 。 
/// 

あな た の セッ クス 技術 。 

それ は 、 根 本 的 に 下手 だ ! 

あな た は 、 も っ と 、 女 性 を 、 性 的 に 満足 させ な さい ! 
あな た は 、 そ の 技術 を 磨き な さい ! 

あな た は 、 も っ と 精進 し な さい ! 

/7/ 


77////777////77/77777/// 


女性 は 、 以 下 を 掌握 する 。 
セッ クス の 決定 権 。 
女性 は 、 権 力 者 で ある 。 


女性 の 同意 。 
仮に 、 そ れ が 無かっ た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 女 性 と 、 セ ックス で き な い 。 


セッ クス の 遂行 。 

その 規則 。 

その 内 容 は 、 彼 女 自 身 に と っ て 、 都 合 が 良い 。 

女性 は 、 そ れ を 、 恋 意 的 に 、 自 分 勝手 に 決め る 。 

女性 は 、 そ れ を 、 一 方 的 に 、 男 性 に 対し て 、 押 し 付け る 。 


77////777////77777777/// 


その 典型 例 は 、 以 下 で ある 。 

女性 は 、 以 下 の こ と を 、 男 性 に 対し て 、 一 方 的 に 強制 する 。 
//// 

ゼ セッ タク メス 中 。 

性 的 絶頂 。 

それ へ の 到達 。 

その タイ ミン グ 。 


それ を 、 互 い に 、 同 期 さ せる こと 。 
7// 
セッ クス に お いて は 、 男 性 も 、 女 性 も 、 性 的 絶頂 に 達する 。 


男性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

//// 

男女 は どっ ち も 、 セ ックス 中 、 別 々 の タイ ミン グ で 、 好 き 勝 手 に 、 絶 頂 に 達 す れ ば 恨 
( 

その タイ ミン シング 。 

それ を 、 男 女 の 間 で 、 合 わせ る こと 。 

その 必要 は 、 特 に 無い 。 

// 


女性 は 、 以 下 の 実現 に 、 と て も こだわ る 。 
男性 が 射精 する タイ ミン グ 。 
それ と 全く 同じ タイ ミン グ で 、 自 身 が 、 性 的 絶頂 に 達する こと 。 


女性 は 、 一 般 に 、 以 下 を 重視 する 。 

7// 

自分 の 行動 が 、 相 手 と 同期 する こと 。 
そう し て 、 以 下 を 実現 する こと 。 

相手 と の 間 で 、 相 互 に 一 体感 を 持つ こと 。 
7// 


この 考え は 、 セ ックス に も 、 反 映 さ れ て いる 。 


男性 の 射精 の タイ ミン グ 。 

仮に 、 そ れ が 、 女 性 の 想定 より 早かっ た 、 と する 。 
女性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 時 る 。 

/// 

お 前 は 、 早 漏 だ ! 

お 前 は 、 使 えな い 男 だ ! 

//// 


仮に 、 そ れ が 、 女 性 の 想定 より 遅かっ た 、 と する 。 


女性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 、 荻 る 。 

/// 

お 前 は 、 眉 漏 だ ! 

お 前 の 性 的 機能 に は 、 問 題 が ある 。 

私 と お 前 と は 、 相 性 が 合わ な い 。 

お 前 は 、 駄目 な 男 だ ! 

/// 

これ ら は 、 両 方 と も 、 男 性 に と っ て は 、 以 下 に な る 。 
痛烈 な 心理 的 ダメ ー ジ 。 


女性 は 、 こ の こと を 活用 する 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 故 意 に 、 閣 意 的 に 、 以 下 の よ うに 宣告 する 。 
/// 

お 前 は 早漏 だ ! 

/// 

お 前 は 選 漏 だ ! 

/// 


女性 は 、 そ うす る こと で 、 以 下 を 実現 で きる 。 
男性 を 屈服 させ る こと 。 

そし て 、 女 性 は 、 以 下 を 実現 で きる 。 

こう し た 男性 を 、 性 的 に 、 切 り 捨て る こと 。 
それ は 、 左 性 に と る て 、 一 方 的 で ある 。 


77////777////777777777/// 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 行う 。 
7//// 

セッ クス 面 で の 相性 。 

それ を 、 一 方 的 に 鹿 定 する こと 。 
7//// 

相手 を 首 に する か どう か 。 

それ を 、 一 方 的 に 決定 する こと 。 
7//// 


女性 は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 存在 で ある 。 
上 司 の よう な 存在 。 


男性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

7// 

僕 は 、 女 性 と 、 関 係 を 続け た い 。 

7// 

その た め に は 、 男 性 は 、 女 性 に 従う し か な い 。 


男女 の セッ クス に お ける 、 こ うし た 傾向 。 
女性 が 、 男 性 に 対し て 、 権 力 を 振る いた い 場 合 。 
女性 は 、 そ れ を 活用 すべ きだ 。 


77////777////77/77777/// 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の こ と を 、 思 い 知 ら せ る 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 都 合 が 良い 。 


(1 ) 

セッ クス の 成果 。 

その 評価 や 診断 。 

その 権限 。 

7// 

セッ クス の コン トロ ー ル 。 

その 権限 。 

7// 

それ ら が 、 女 性 の 側 に ある こと 。 


(2 ) 
男性 が 、 女 性 を 性 的 に 満 走 させ られ な い 場 合 。 


その 男性 は 、 無 能 で ある こと 。 
その 男性 は 、 以 下 が 無 いこ と 。 
人 間 と し て の 価値 。 


それ は 、 以 下 の 場合 で も 、 成 立 す る こと 。 
7// 

男性 の 容貌 が 、 優 れ て いる 。 

男性 が 、 金 持ち で ある 。 

7// 


(3) 

男性 。 

彼 が 持つ 、 人 間 と し て の 価値 。 
それ を 決め る の は 、 女 性 で ある 。 


(4) 
女性 は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 存在 で ある 。 
セッ クス に お ける 上 司 。 


この こと は 、 以 下 の 実 現に お いて 、 有 効 で ある 。 
同棲 関係 。 

結婚 関係 。 

それ ら の 持続 。 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 上 記 の 主導 権 を 握る 。 
7// 


し か し 、 そ れ は 、 次 の 問題 を 持つ 。 

仮に 、 女 性 が 、 こ れ を や りす ぎ た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 が っ か りす る 。 
男性 は 、 怖 く な る 。 

男性 は 、 逃 げ 出 し て し まう 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


女性 の 性 欲 の 強 さ 。 人 間 が 持つ 、 生 物 と し て の 性 欲 の 強 さ 。 そ の 社会 的 公認 。 
それ は 必要 で ある 。 


真 小 ア ピー ル 派 の 女性 た ち 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 、 強 制 的 に 抑圧 する 。 
女体 が 持つ 性 的 魅力 。 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 

/7/ 

女性 。 

彼女 の スタ イル 。 そ れ は 抜群 で ある 。 
例 。 レ ー ス クイ ー ン 。 

7/// 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 
7/ 


女性 。 

彼女 は 、 以 下 の こ と が 大 好き で ある 。 
セッ クス 。 

7/// 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 
7/ 

昧 女 避妊 楽 。 

その 存在 。 


それ は 、 以 下 の 存 在 を 殺す 。 
精子 。 
それ は 、 女 性 器 の 内 部 に 、 存 在 する 。 


その 働き は 、 以 下 の 場 合 に 、 有 効 で ある 。 
セッ クス 後 。 

レイ ブフ プ 後 。 

7/// 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 

7// 

以下 を 主張 する 女性 。 

昧 女 避妊 楽 。 

それ は 、 以 下 の 実 現に と っ て 、 有 効 で ある 。 
女性 が 社会 的 支配 力 を 向上 させ る こと 。 

7/ 


彼女 た ち は 、 以 下 の 表現 を 、 叩 く 。 
//// 

曲 え 絵 。 

棚 え アニ メ 。 

大 き な お っ ぱい 。 

むち むち の 太もも 。 

//// 


貞 小 アピ ー ル 派 の 女性 た ち 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 、 強 制 的 に 抑圧 する 。 
性 的 な 発言 。 


彼女 た ち は 、 そ れ を 、 以 下 の 内 容 と し て 扱う 。 
2 ラッ 
それ は 、 何 で も 、 そ うな る 。 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 セ クハ ラ と し て 扱う 。 
彼女 た ち は 、 そ れ を 、 叩 く 。 

7/ 

以下 に 対し て 行わ れる 、 性 的 な 質問 。 
女性 の 人 工 知能 券売 機 。 

鉄道 会 社 は 、 そ れ を 導入 し た 。 

7/ 


不当 アビ ピール を する 女性 。 


彼女 た ち も 、 普 通 に 、 と て も 性 欲 が 強い 。 
それ は 、 以 下 を 考え る と 、 明 ら か で ある 。 
彼女 た ちの 生体 。 そ の 仕組 み 。 


これ か ら は 、 以 下 を 実現 させ よう 。 


女性 自身 が 、 以 下 を 、 社 会 的 に 認め る こと 。 
// 

女性 の 性 欲 。 

その 強 さ 。 

その 深 さ 。 

/// 


女性 の 性 欲 。 それ は と て も 強い 。 
その 事実 。 
それ を 、 社 会 的 に 、 積 極 的 に 主張 し 、 宣 伝 し よう 。 


女性 は 、 以 下 に お いて 、 男 性 を 上 回 る 。 
性 的 絶頂 回 数 。 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
無限 に 性 的 絶頂 を 繰り 返す こと 。 


女性 は 、 以 下 の 面 で は 、 ま さ に 底なし 沼 で ある 。 
性 欲 の 強 さ 。 


女性 は 、 本 質 的 に 、 セ ックス が 大 好き で ある 。 
な の で 、 以 下 は 、 補 正 さ れる べき だ 。 

/// 
女性 に よる 叙 意 的 な 貞 源 アピ ー ル 。 
それ が も た ら す バイ アス 。 

7// 


女性 に 、 以 下 を 公認 させ よう 。 
以下 の 事実 。 
女性 た ちの 性 欲 。 それ は と て も 強い 。 


以下 を 実現 し よう 。 

7// 

ゼ ッ ク ス が 大 好き な こと 。 
その 社会 的 な 公認 。 

その 度合 い 。 

その 男女 平等 。 

7// 


人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
人 間 は 、 動 物 の 一 種 で ある 。 
男性 も 、 女 性 も ち 、 セ ックス が 大 好き で ある 。 


人 間 の 男女 は 、 性 欲 が 、 と て も 強い 。 
その こと は 、 以 下 の 実 現に と っ て 、 不 可 欠 で ある 。 
男女 が 、 生 物 と し て 、 遺 伝 的 子孫 を 残し て いく こと 。 


人 々 は 、 こ うし た 事実 を 、 社 会 的 に 、 き ちん と 広め る べき だ 。 


人 間 の 持つ 、 以 下 の 性 質 や 特質 。 

/// 

それ は 、 生 物 で ある 。 

それ は 、 セ ックス を 本 質 的 に 必要 と する 。 

// 

人 々 は 、 そ れ ら を 、 も っ と きち ん と 認識 すべ きだ 。 


貞 小 アピ ー ル 派 の 女性 。 
彼女 た ち も 、 中 身 の 生 体 は 、 性 欲 に まみ れ て いる 。 


女性 の 身体 。 
彼女 の 生体 の 作り 。 
それ は 、 そ うい う も の で ある 。 


女性 の クリ トリ ス の 性 的 快感 。 

それ は 、 男 性 の ペニス と 互換 で ある 。 
ある い は 、 そ れ は 、 和 面積 的 に 高密 度 で ある 。 
それ は 、 男 性 より も 、 も っ と 強い 。 


女性 は 、 以 下 の 性 的 快感 も 、 と て も 強い 。 
7// 

膝 内 の ボル チオ 。 

乳首 。 

7// 


仮に 、 女 性 の 女性 器 に 、 男 性 緒 が 入っ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 精 神 的 に 、 と て も 満た され る 。 


女性 は 、 本 質 的 に 、 セ ックス を 訴求 する 。 


従来 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) の 主張 が 多い 。 
(1 ) 

性 的 被害 。 

性 的 虐待 。 


(の 

それ ら は 、 男 性 か ら 、 女 性 に 対し て 、 一 方 的 に 行わ れ て いる 。 
はら 0 

男性 は 、 性 欲 が 強い 。 

女性 は 、 性 欲 が 弦 い 。 


し か し 、 そ れ に つい て は 、 以 下 の 反証 が 考え られ る 。 
例 。 

既婚 の 中 高 年 男性 。 

その 奥さん 。 

彼女 は 、 以 下 を すっ か り 無 くし て いる 。 

性 的 魅力 。 

7/ 

彼女 は 、 中 高 年 で ある 。 

彼女 は 、 お ば さん で ある 。 

7/ 


彼女 は 、 以 下 が 、 や た ら と 強い 。 
性 欲 。 


男性 は 、 以下 が 、 供 下 じ て き で いる 。 
彼 自 身 の 性 的 能力 。 


し か し 、 男 性 は 、 以 下 を 、 強 制 さ れる 。 
奥さん に 対す る 、 性 的 な 奉仕 。 


男性 は 、 そ れ を 、 毎 晩 、 強 制 され る 。 


彼 自 身 の 精 力 。 
それ は 、 既 に 、 不 足 状態 に 陥っ て いる 。 
男性 は 、 そ れ を 、 奥 さん に よっ て 、 吸 い 取 られ 続け る 。 


こう し た 男性 は 、 奥 さん か ら 、 以 下 を 受け て いる 。 
7/ 

性 的 被害 。 

性 的 虐待 。 

7// 


それ は 、 以 下 が 原 因 で ある 。 
女性 の 性 欲 の 強 さ 。 


男性 は 、 自 分 の 子供 を 、 奥 さん に よっ て 、 人 買 に 取ら れ て いる 。 
仮に 、 男 性 が 、 奥 さん と 、 離 婚 し た 、 と する 。 

する と 、 男 性 は 、 奥 さん か ら 、 以 下 を 春 わ れる 。 
多額 の 尉 謝 料 。 

男性 は 、 経 済 的 に 、 破 滅する 。 

な の で 、 男 性 は 、 離 婚 も で き な い 。 


以下 の こと は 、 も っ と きち ん と 認識 され る べき だ 。 
/7/ 

女性 の 性 欲 が 強い こと 。 

その こと で 、 男 性 に お いて 、 以 下 が 生 じ て い る こと 。 
社会 的 な 不利 益 。 

それ を 受け る こと 。 

7/// 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


女性 た ちの 持つ 、「 生 の 女性 器 」 到 上 主義 。 


女性 た ち は 、 以 下 を 、 本 質 的 に 重視 する 。 
女性 器 の 存在 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

/7/ 

セッ クス 。 生殖 。 

それ ら の た め の 、 最 大 の 生産 設備 。 

/7/ 


//7/////////77/////77777 


生 の 女性 鞭 。 
それ は 、 男 女 双 方 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
最大 伏 の 性 的 快感 


女性 は 、 そ れ を 餌 に する 。 


77////777////77777777/// 


以下 の (1 ) は 、 以下 の (3 ) を 利用 し て 、 以 下 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の (4 ) を 実 
行 す る 。 

( 1 ) 女性 た ち 。 

( 2 ) 男性 た ち 。 そ れ は 、 女 性 に と っ て 、 魅 力 的 で ある 。 

( 3 ) 生 の 女性 器 。 

( 4 ) 性 的 に 、 お びき 寄せ る こと 。 性 的 に 、 釣 り 上 げ る こと 。 

女性 器 は 、 そ の こと に つい て 、 絶 大 な 効果 を 発揮 する 。 


女性 た ち は 、 以 下 に 、 大 きく 着目 する 。 
生 の 女性 器 の 持つ 、 上 記 の 特質 。 


77////777////77/77777/// 


女性 た ち は 、 次 の こと を 最大 限 活用 する 。 
// 

彼女 た ち は 、 生 の 女性 器 を 所 有 し て いる 。 
彼女 た ち は 、 そ うし て 、 資 本 家 の 立 場 に いる 。 
/// 


生 の 女性 対 の 使用 許可 権限 。 
女性 た ち は 、 そ れ を 、 男 性 を 一 方 的 に 支配 する た め に 用 いる 。 


男性 は 、 以 下 の 立場 に 曹 か れ て いる 。 
女性 閉 の 借用 人 。 


女性 た ち は 、 以 下 の 内 容 で 動く 。 
「 生 の 女性 器 」 全 上 主義 。 


77////777////777777777/// 


女性 た ち は 、 モ テ な い 男 性 た ち を 、 交 際 対 象 か ら 一 方 的 に 外す 。 
彼女 た ち は 、 次 の よう に 考え る 。 

/7/ 

彼ら は 、 以 下 に 、 適 合 し な い 。 

私 た ちの 審査 の お 服 鏡 。 

私 た ち は 、 彼 ら に 、 以 下 を 、 使 用 させ な い 。 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

/// 


77////777////777/77777/// 


モテ な い 男 性 た ち 。 


彼ら は 、 以 下 の 物品 を 、 使 用 し な い 。 
女性 た ちの 生 の 女性 凌 。 


彼ら は 、 独 自 の 方 法 で 、 性 的 に と て も 満足 する 。 
彼ら は 、 以 下 の 恩恵 を 受け る 。 

7// 

生 の 女性 閉 の 代用 品 。 

その 開発 。 

7// 


彼ら は 、 以 下 を 、 不要 品 扱い する 。 
生 の 女性 鞭 。 


彼ら は 、 生 の 女性 器 を 使わ な い 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
仮想 的 な 男女 交際 。 


7/77////////77/////77777 


女性 た ち は 、 そ の こと で 、 不快 に な る 。 
女性 た ち は 、 そ うし た 男性 た ち を 、 叩 く 。 
女性 た ち は 、 以 下 の 存 在 を 、 叩 く 。 

/// 

男性 用 の ラブ ドー ル 。 

萌え 絵 の 女性 。 

/7/ 


女性 た ち は 、 以 下 の 男性 を 、 叩 く 。 
7// 

彼 は 、 以 下 を 宣言 し た 。 

仮想 女性 と の 結婚 。 
例え ば 、 初 音 ミク 。 

7/ 


7/7/////////77/////77777 


女性 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 

7// 

人 エエ 了 宮 。 

その 開発 。 

それ は 、 以 下 に 向け て 、 行 われ る 。 
子宮 摘出 手術 を 行っ た 女性 。 

7// 


生 の 女性 問 。 
その 機能 を 失っ た 女性 。 


彼女 は 、 一 般 女性 た ちか ら は 、 以 下 の よ うに 、 扱 われ る 。 
女性 性 を 失っ た 、 劣 位 者 。 


2 


彼女 は 、 一 般 女 性 た ちか ら 、 上 か ら 目 線 で 、 邑 か れる 。 
////////////////////// 


仮に 、 以 下 が 実 現し た 、 と する 。 
以下 の (1 ) が 、 以 下 の (2 ) に つい て 、 以 下 の ( 3 ) に な る こと 。 
( 1 ) 女性 た ち 。 

( 2 ) 生 の 女性 凌 。 女 性 た ちら は 、 そ れ を 、 彼 女 た ち 自身 で 所 有する 。 
( 3 ) 男性 は 、 そ れ に 対し て 、 男 性 器 を 挿入 する 。 


する と 、 女性 た ち は 、 以 下 の よ うに 感じ る 。 
7//// 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

それ は 、 必 要 と され て いる 。 

それ は 、 役 立っ て いる 。 

7//// 


女性 た ち は 、 以 下 に 浸る 。 
/// 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 
その 存在 。 

その 有用 感 。 

/// 


女性 た ち は 、 気 分 が と て も 充実 する 。 
女性 た ち は 、 人 生 的 に 満足 する 。 


77////777////77//7777/// 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 
7/ 

不動 産 賃貸 物件 。 

それ を 所 有する 大 家 。 

7// 


仮に 、 以 下 の 内 容 が 実現 し た 、 と する 。 
以下 の (1 ) が 、 以 下 の (2 ) に つい て 、 以 下 の (3 ) に な る こと 。 
(1 ) 大 家 。 

( 2 ) 彼 の 物件 。 

( 3 ) 店 子 は 、 そ れ を 借り る 。 


する と 、 大 家 に は 、 以 下 が 生 まれ る 。 
彼 自 身 の 物 件 に つい て の 有用 感 。 
大 家 は 、 気 分 的 に 満足 する 。 


/////////////////////// 
女性 た ちの 生 の 女性 器 。 


それ は 、 以 下 と 、 性 質 が 同じ で ある 。 
大 家 の 不 動産 賃貸 物件 。 


77////777////777777777/// 


大 家 は 、 以 下 の 場 合 、 寂 し い 。 
7// 

不動 産 賃貸 物件 。 

彼 は 、 そ れ を 所 有する 。 

それ が 空い た まま の 状態 。 
それ が 続く こと 。 

7// 


77////777////77/777777/// 


女性 た ち は 、 以 下 の 場 合 、 寂 し い 。 
7// 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

それ が 使わ れ な いま まで ある こと 。 
7/ 

私 た ちの 生 の 女性 次 。 

それ へ の 畜 要 や 必要 性 。 

それ ら を 人 否定 され る こと 。 

7// 

次 性 だ た ちほ.. が っ がかり し で 室 し い 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


女性 の 持つ 、 性 的 な 権力 や 権限 。 


女性 は 、 以 下 を 、 行使 し て いる 。 
7/ 

性 的 な 権力 。 

性 的 な 権限 。 

7/ 

それ ら は 、 と て も 大 きい 。 

それ ら は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 


(0 
ー つ 目 は 、 以 下 の 権 限 で ある 。 


77////777////77/77777/// 


性 は 、 以 下 の 内 容 に 誘わ れる 。 
性 が 持つ 、 性 的 な 魅力 。 


性 は 、 女 性 と 、 セ ックス し た い 。 
性 は 、 女 性 の も と へ 、 次 々 と や っ て くる 。 

性 は 、 そ の 中 か ら 、 以 下 を 、 選別 する 。 
相手 の 男性 。 

性 は 、 そ の 男性 に 対し て 、 セ ックス を 許可 する 。 


り 
ノ 
り 
り 
ノ 
ノ 


男 
2 
男 
男 
4 
2 


77////777////777777777/// 


女性 は 、 セ ックス を 許認可 する 。 

女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

7// 

私 は 、 こ の 男性 は 好き だ 。 

私 は 、 こ の 男性 と は セッ クス し て も 良い 。 
7// 


私 は 、 こ の 男性 は 嫌い だ 。 
だ の で 、 私 は 、 彼 と 、 セッ クズ し た く な いい 
7// 


77////777////777777777/// 


女性 は 、 以 下 の 役 回 り を や っ て いる 。 
自身 の 有 麻 穴 。 
その し 門番 。 


女性 は 、 以 下 の 時 だ け 、 門 を 開け る 。 
以下 の 存在 と セッ クス する 時 。 
彼女 自身 が 好き な 相手 男性 。 


女性 は 、 以 下 に 対し て 、 門 を 閉じ る 。 
彼女 自身 が 嫌い な 相手 男性 。 


77////77/////77/77777/// 


性 が 強引 に 女性 を レイ プ し た 場合 。 
れ は 、 以 下 の よ うに な る 。 


男 1 
そ 
女性 に と っ て 、 そ の 男性 が 好み で ある 場合 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 何 も 問題 無い 。 
女性 は 、 そ れ を 、 許可 す る 。 

女性 に と っ て 、 そ の 男性 が 嫌 で ある 場合 。 
女性 は 、 大 声 で わ め く 。 

/// 


私 は 、 強 女 さ れ た ! 
7// 


女性 は 、 相 手 男 性 を 、 犯 日 者 扱い する 。 
女性 は 、 告 訴 す る 。 


77////777////77777777/// 


痴漢 も この 一 種 で ある 。 
痴漢 し て 良い か どう か ? 
それ に つい て は 、 女 性 が 、 最 終 決定 権 を 握っ て いる 。 


痴漢 が 、 女 性 の 意 に 反し て 、 行 われ た 場合 。 
それ は 、 以 下 に な る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

777/ 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 侵害 され た 。 
私 が 持つ 、 痴 漢 の 許認可 権限 。 

777/ 

女性 は 、 男 性 を 、 犯 固 者 と し て 扱う 。 
女性 は 、 告 訴 す る 。 


77////777////77/77777/// 


売春 で は 、 男 性 が 、 女 性 に 対し て 、 お 金 を 払う 。 
そう し な いと 、 男 性 は 、 女 性 か ら 、 相 手 に し て も ら え な い 。 


これ は 、 女性 が 、 以 下 を 、 握 っ て いる た めで ある 。 
セッ クス の 詩 誰 可 権限 。 


お 金 。 
売春 に お いて 、 男 性 は 、 女 性 に 対し て 、 そ れ を 払う 。 


それ は 、 以 下 で ある 。 
門番 へ の 財 略 。 


この 点 で 、 女 性 は 男性 より 優位 に 立っ て いる 。 
女性 は 、 男 性 に と っ て 、 権 力 者 で ある 。 


( 2) 
ニ つ 目 は 、 以 下 の 権限 で ある 。 


77////777////77/777777/// 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に 誘わ れる 。 

女性 が 持つ 、 性 的 な 魅力 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 次 々 と プロ ポー ズ す る 。 
女性 は 、 そ の 中 か ら 、 以 下 の 相手 男性 を 、 選 別 する 。 
私 は 、 私 の 遺伝 子 を 、 彼 と 共同 で 、 残 し た い 。 
女性 は 、 結婚 を 、 許認可 する 。 


77////777////77/77777/// 


女性 は 、 自 分 か ら は 、 相 手 男 性 に プロ ポー ズ し な い 。 
女性 は 、 男 性 の 方 か ら 、 自 分 へ と 、 プ ロボ ポー ズ さ せる 。 
女性 は 、 そ の よう に 、 わ ざと 仕向 ける 。 

女性 は 、 以 下 の 自覚 を 持つ 。 

7// 

私 は 、 以 下 の 権限 を 、 持 っ て いる 。 


( 1 ) プロ ポー ズ の 受諾 。 


その 権限 。 


( 2 ) 結婚 する 異性 。 
その 最終 的 な 決定 。 
その 詩 認 可 権 限 。 

7/ 


女性 は 、 そ の 権限 を 振る お うと する 。 
この 点 で 、 女 性 は 男性 より 優位 に 立っ て いる 。 
女性 は 、 男 性 に と っ て 、 権 力 者 で ある 。 


//7/////////77/////77777 


問題 は 、 以 下 の 点 で ある 。 

女性 は 、 年 を 取る 。 

女性 は 、 性 的 な 魅力 を 失う 。 

する と 、 女性 は 、 以 下 に お いて 、 と て も 騙 く な っ て し まう 。 
これ ら の 二 つ の 権力 や 権限 。 

それ ら を 行使 する 力 。 


女性 は 、 以 下 を 、 行う の が 良い 。 

こう し た 権力 、 権 限 を 、 以 下 の 期 間 内 に 、 行 使 す る こと 。 
777/ 

女性 が 、 若 い 間 。 


その 間 、 女 性 は 、 以 下 を 、 豊 富 に 持っ て いる 。 
性 的 な 魅力 。 


7//// 


(初出 2017 年 5 月 ) 


女性 に よる 、 妊娠 に 関す る 機密 情報 の 占有 。 


受精 。 

妊娠 。 

それ ら が 発生 し た 状況 の 下 。 

女性 は 、 以 下 の 二 種 類 の 内 容 の 情報 に つい て 、 そ の 所 有 を 、 独 占 する 。 


(1) 

以下 に つい て の 真実 。 

彼女 自身 が 、 現 在 、 妊 娠 し て いる か どう か ? 

( 2) 

以下 に つい て の 真実 。 

その 妊娠 に お いて 、 そ の 相手 の 男性 が 、 本 当 は 誰 で ある か ? 


上 記 の 情報 は 、 両 方 と も 、 女 性 に と っ て 、 機 密 情 報 で ある 。 
それ ら の 情報 は 、 当 の 女性 以外 は 、 知 る こと が 、 出 来 な い 。 


それ ら の 情報 を 、 機 密 情 報 と し て 、 独 占 す る こと 。 
それ は 、 女性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 
上 記 の 事実 は 、 女 性 の 優位 性 を 、 対外 的 に 、 明 示す る 。 


上 記 の ( 1 ) の 情報 。 

それ を 。 還 陸 の 還 作 の 0 知人 の 且 を 。 

その こと は 、 以 下 の 場 合 を 除い て 、 全 く 不 可能 で ある 。 
女性 の 妊娠 の 後期 。 

女性 の 腹部 の 膨らみ 。 

それ が 、 外 見 面 に お いて 、 は っ きり し て きた 場合 。 

その こと に よっ て 、 は じ め て 、 対 外 的 に 装 明 する 情報 。 
女性 が 、 既 に 、 妊 娠 し て いる 、 と いう 事実 。 

その 場合 に お いて も 、 対 外 的 に 、 未 だ に 、 全 く 半 明 し な いま ま の 情報 。 
それ は 、 0 

上 記 の ( 2 ) の 情報 。 

0 

その 妊娠 に お いて 、 そ の 相手 の 男性 が 、 本 当 は 誰 で ある か ? 


上 記 の ( 1 ) の 情報 。 
だ 机 を 、 MNT 
その こと は 、 以 下 の 場 合 、 全 く 不 可能 で ある 。 
女性 の 妊娠 の 初期 。 


上 記 の 二 種 類 の 情報 を 、 知 る こと 。 
男性 は 、 そ の こと が 、 そ の まま で は 、 全 く 不 可能 で ある 。 


以下 の 内 容 に つい て の 、 性 的 権限 。 

女性 は 、 そ れ を 、 独 証 し て いる 

上 記 の 二 種 類 の 情報 。 

それ を 、 男 性 に 対し て 、 通 知 す る か どう か ? 
それ を 、 一 方 的 に 決定 する 、 権 限 。 


女性 は 、 以 下 の よ うな 行為 が 、 実行 可能 で ある 。 


上 記 の よう な 優位 性 。 

それ を 利用 する こと 。 

それ は 、 す な わ ち 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
男性 へ の 卵 。 


女性 は 、 そ の 行為 を 、 自 由 自在 に 、 実 行 可能 で ある 。 
その こと は 、 男 性 に と っ て 、 と て も 公 威 で ある 。 
男性 は 、 そ の こと を 予防 する こと が 、 不 可能 で ある 。 
男性 は 、 以 下 の こ と し か 、 出来 な い 。 

上 記 の 情報 に つい て 、 女 性 の 埋 う こと を 、 信 じ る こと 。 


それ は 、 女性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 
上 記 の 事実 は 、 女 性 の 優位 性 を 、 対外 的 に 、 明 示す る 。 


上 記 の 場合 。 

男性 が 、 以 下 の 対策 を 、 取 る こと 。 

その こと は 、 近 年 に お いて 、 よ う や く 可 能 に な っ て きた 。 

生ま れ て 来る 子供 が 、 誰 の 子供 で ある か ? 

その こと に つい て 、 遺 伝 子 診断 を 、 女 性 と 一 緒 に 、 受 ける こと 。 


し か し 、 そ の 実行 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 予 め 、 必 要 で ある 。 
相手 の 女性 に よる 、 そ の 実行 に 対す る 、 同 意 。 


上 記 の 遺伝 子 診断 。 

その 実行 。 

それ を 、 最 終 的 に 許可 する 権限 。 

それ は 、 女 性 が 、 独 占 し て いる 。 

それ は 、 女 性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 


それ は 、 以 下 の 根拠 に 基づく 。 

生ま れ て 来る 子供 。 

その 物理 的 な 実体 。 

女性 が 、 そ れ を 、 彼 女 自身 の 身体 の 内 部 に お いて 、 機 密 の 存在 と し て 、 独 占 し て いる こ 


ど :。 

それ は 、 女性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 

上 記 の 事実 は 、 女 性 の 優位 性 を 、 対 外 的 に 、 明 示す る 。 
(初出 2021 年 3 月 。 ) 


IS 


男性 は 、 一 部 の 女 を 、 セ ックス に お いて 、 や り 捨 て に する 。 
男性 は 、 そ うし た 女 に 対し て 、 以 下 を 追求 する 。 

7/// 

自己 中 心 的 な 、 性 的 快感 。 

その 体感 。 

その 実現 の み 。 

/7/ 


男性 に と っ て 、 そ の 対象 に な る 女性 。 
それ は 、 以 下 の 通り で ある 。 


(1) 
彼 が 気に入っ て いる 相手 。 


/// 
不倫 相手 。 
二股 以上 の 相手 。 


7/// 
彼 に 対し て 、 無 関心 な 相手 。 
片思い の 永続 。 

それ が 確定 し て いる 相手 。 


/// 
彼 と 専用 の 関係 。 

それ に 決し て な れ な い 相 手 。 
そう し た 運命 の 相手 。 


( 2) 


彼 の 外面 的 魅力 。 

それ を 目当て に 寄っ て くる 相手 。 
7/ 

例 。 

お 金 。 

地位 。 

肩書 。 

7// 


彼 の 内 面 の こと 。 
それ に つい て 、 無 関心 な 相手 。 
それ を 、 決 し て 好き に な り そ う に な い 相 手 。 


( 3) 

容姿 や 性 格 。 

それ が 人 不細工 な 相手 。 

彼 が 、 性 的 に は 、 あ まり 気に入ら な い 相 手 。 
し か し 、 性 的 関係 が 持て そう な 相手 。 

その 機会 が 、 何 か し ら 、 あ り そ う な 相手 。 
女性 器 へ 、 男 性 器 を 挿入 する 快感 。 

彼 が 、 そ れ を 体験 し た い 相手 。 


(4 ) 

彼 に と っ て 、 行 き が か り 上 、 誰 で も いい 相手 。 
一 時 的 な 相手 。 

彼 が 、 ず っ と セッ クス し て いな い 場 合 。 

彼 が 、 と に か く 、 一 回 、 女 性 器 を 体験 し た い 場 合 。 


例 。 
彼 が 強 女 する 相手 。 
従軍 慰安 婦 。 


( 5) 

彼 に と っ て 、 行 き が か り 上 、 誰 で も いい 相手 。 

一 時 的 な 相手 。 

例え ば 、 戦 争 。 

彼 に と っ て 、 命 の 危険 が 迫っ て いる 場合 。 

彼 に と っ て 、 命 の 余裕 が 無い 場合 。 

彼 に と っ て 、 遺 伝 的 子孫 を と に か く 残 し た い 場 合 。 
( 例 。 男 性 は 、 軍 隊 の 兵士 で ある 。) 


例 。 
彼 が 強 女 する 相手 。 


天 際 の と うる 。、 男性 は 、 ご こう し た こと を 、 AF に 対し で は 、 な か な か で き な い 、 
彼 に と っ て の 本 命 女 性 。 


男性 は 、 以 下 を 、 本 気 で 考え る 。 

僕 は 、 彼 女 と は 、 共 同 で 、 遺 伝 的 子孫 を 残し た い 。 
男性 は 、 彼 女 に 対し て は 、 以 下 の よ うに する し か な い 。 
7// 

彼 は 、 彼 女 の ご 機嫌 を 取る 。 

彼 は 、 彼 女 に 対し て 、 丁 寧 に アプ ロー チ す る 。 


777/ 


男性 は 、 以 下 の (1 ) に 対し て 、 以 下 の (2 ) に な る し か な い 。 
( 1 ) 彼 に と っ て の 本 命 女 性 。 
(2) 形 ウ クス に お いで 、 上手 に が な る こと 。 


男性 は 、 本 命 女 性 に 対し て 、 以 下 の 関 係 に な りや すい 。 
男性 は 、 彼 女 に 対し て 、 一 方 的 に 奉仕 する 。 


こう し て 見 る と 、 男 性 は 、 結 局 、 本 質 的 な と ころ で 、 女性 に 対し て 
それ は 、 以 下 の 理由 で ある 。 

女性 は 、 次 の 権限 を 、 占 有する 。 

7// 

(1 ) 

男性 か ら の 結婚 の プロ ポー ズ 。 

それ を 、 受 諾 する 権限 。 


(2 ) 

男 の 遺 伝 的 子 。 

それ を 、 彼 女 自 身 と 共同 で 残す か どう か 。 
それ を 決定 する 権限 。 

777/ 


男性 は 、 そ れ ら の 権限 を 、 持 っ て いな い 。 


女性 た ち は 、 こ の 利点 を 、 以 下 へ と 、 活 用 すべ きだ 。 
女性 た ちの 権力 強化 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 
強 女 さ れる 時 の 女性 心理 
(1) 
彼女 自身 の 重要 拠点 。 


それ が 陥落 する こと 。 
その こと へ の 拒 償 感 。 


彼女 自身 の 隠し た い 秘 密 。 
それ が 病 か れる こと 。 
その こと へ の 恥辱 感 


7///////////////// 
私 の 身体 。 

その 中 の 以下 の 場所 。 

/7/ 

それ は 、 最 も プラ イベ ー ト で ある 。 
それ は 、 最 も デリ ケー ト で ある 。 
それ は 、 最 も 大 事 で ある 。 

// 


私 は 、 そ れ を 、 他 人 に よっ て 、 触 られ 、 い じ ら れ 、 突 破 さ れ た 。 


所 収 じ て し まう 。 


その 行為 は 、 私 に 対し て 、 い き な り 、 勝 手 に 、 行 われ た 。 
私 は 、 と て も 恥ず か し い 。 


(2) 
権力 者 と し て の 感情 。 
上 か ら 目 線 の 感情 。 
怒り の 感情 。 


///////////////// 

男性 は 、 以 下 を 勝手 に 破っ た 。 

セッ クス へ の 許認可 権限 。 

それ は 、 女 性 が 占有 し て いる 。 

その 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 と て も 腹立たしい 。 
男性 は 、 以 下 を 、 何 だ と 思っ て いる の か ? 
女性 が 持つ 、 以 下 の 力 。 

/7/ 

セッ クス に 対す る 決定 力 。 

セッ クス に お ける 権力 。 

7/// 


男性 が 、 女 性 と セッ クス し た い 場 合 。 

7/ 

男性 は 、 女 性 の 許可 を 、 事 前 に 、 き ちん と 、 得 ろ ! 
男性 は 、 女 性 の 意思 に 対し て 、 勝 手 に 逆らう な ! 
男性 は 、 彼 自身 の 身分 を 、 わ きま えろ ! 

7// 


(3) 
不 本 意 な 妊娠 。 
その 可能 性 。 
それ へ の 焦燥 感 。 


7//////////////// 
私 は 、 こ の まま で は 、 以 下 の 状況 に 陥る 可能 性 が ある 。 
私 の 気に入ら な い 男 性 。 

その 子供 。 

私 は 、 そ れ を 、 不 本 意 に 、 妊 娠 し て し まう 。 

も し も 。 で そう からだ ら 、 どう し よう る 

私 は と っ て も 困る 。 

私 は 、 こ の まま 妊娠 し た く な い 。 

嫌い な 男性 の 子供 。 

私 は 、 そ れ を 、 産 みた く な い 。 


(4) 
性 的 快感 


///////////////// 

男性 の 男性 器 。 

それ は 、 私 の 女性 器 の 中 に 、 入 っ て きた 。 
それ は 、 予 期 せ ず 、 突 然 強引 に 、 起 きた 。 
私 は 、 私 自身 の 以下 の 部 分 を 触ら れ た 。 
//// 

私 の お っ ぱい 。 


私 の クリ トリ ス 。 
私 の 女性 器 。 
私 の 乳首 。 

/// 


私 は 、 そ れ ら の いずれ に つい て も 、 強 い 快 感 を 感じ る 。 
それ ら の 快感 は 、 す ご く 新 鮮 だ 。 

私 は 、 と っ て も 気持 ちい い 。 

私 は 、 愛 液 を いっ ぱい 出し て し まう 。 


私 に と っ て 、 以 下 の こ と が 、 と て も 凄く 興奮 する 。 
7// 


セッ クス が 、 い き な り で 、 強 引 な こと 。 
そう し た セッ クス の シチュ エー ショ ン 。 
7//// 


私 に と っ て 、 セ ックス は 最高 だ 。 


(5) 
彼女 自身 の 性 的 魅力 。 
その 存在 。 

それ が 確認 され た こと 。 
それ へ の 安心 感 や 満足 感 。 


以下 の 女性 に 対す る 優 越 感 、 あ る い は 、 心理 的 な マウ ント 。 
彼女 は 、 男 性 か ら 、 セ ックス の 対象 と し て 、 そ も そ も 選 ん で も ら え な い 。 


7///////////////// 
私 は 、 以 下 を 自覚 し た 。 

/// 

男性 か ら 、 選 ば れ た こと 。 

男性 に よっ て 、 セ ックス され る 、 タ ー ゲ ッ ト 。 
窓 れ に な か っ た で 。 

7/// 


私 は 、 そ の た め 、 以 下 に つい て 、 確 認 で きた 。 
私 の 身体 が 持つ 、 以 下 の 内容 。 

/7/ 

性 的 魅力 。 

性 的 誘引 力 。 

性 的 価値 。 

/// 


私 は 、 そ の 威力 を 、 改 め て 、 実 地 で 確認 出来 た 。 
私 は 、 安 心 し た 。 
私 は 、 女 の プラ イド 面 で 、 満 足 で きた 。 


女性 の 身体 や 顔つき 。 

7/ 

それ が 、 あ まり に も 不細工 過ぎ る 場合 。 
それ が 、 あ まり に も 酷 す ぎる 場合 。 
それ は 、 駄 目 だ 。 

7// 


7// 
それ が 、 高 齢 で ある 場合 。 
それ は 、 駄 目 だ 。 

7/ 


女性 に 、 性 的 魅力 が 無い 場合 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 寄 っ て こない 。 

ある い は 、 仮 に 、 男 性 が 、 セ ックス し よう と し た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 気 分 的 に 、 装 えて 、 勃 起 で き な い 。 


それ ら と 、 私 と を 、 比 べた 場合 。 
私 は 、 性 的 魅力 の 面 で 、 か な り 優 位 み た い だ 。 
私 は 、 う れ し い 、。 


(6 ) 

自己 価値 。 

それ が 誤 損 され た こと 。 
それ へ の 畿 り 。 


7//////////////// 
私 は 、 男 性 か ら 、 勝 手 に セッ クス され た 。 

私 は 、 そ の 挙句 、 男 性 か ら 、 一 方 的 に 、 や り 捨 て を され た 。 
その こと で 、 私 は 、 以 下 が 大 幅 に 下がっ た 。 

以下 の 価値 へ の 自己 評価 。 


(6 - 1 ) 私 自身 が 持つ 、 性 前 な 攻略 へ の 困難 さ 。 
それ が も た ら す 、 私 自身 の 性 的 価値 。 


(6 - 2) 私 が 、 異性 か ら 、 配 偶 者 と し て 、 き ちん と 選択 され る こと 。 
そう し た 選択 が な され る 価値 。 


(6 - 3) 私 が 、 人 間 と し て 、 相 手 か ら 、 大 事 に され る こと 。 
そう し た 扱い を 受け る 価値 。 


私 は 、 プ ライ ド を 、 大 きく 傷つけ られ た 。 
私 は 、 と て も が っ か り し た 。 

私 は 、 と て も 頭 に 来 た 。 

強 女 する 男性 の 思考 。 

それ は 、 以 下 だ 。 

/// 

彼 自身 の 性 欲 。 

彼 に と っ て 、 そ れ さ え 満 た され れ ば 、 良 い 。 
彼 は 、 後 は 、 私 が どう な っ て も 良い 。 

/// 


彼 の そう し た 志 考 。 

7// 

それ は 、 自 分 勝手 で ある 。 
それ は 、 自 己 中 心 的 過ぎ る 。 
7/ 


私 は 、 以 下 に つい て 、 と て も 失望 し た 。 


相手 男性 。 
7/ 


人 間 と し て の 、 レ ベル 。 
彼 に お ける 、 そ の 低 さ 。 
7// 


私 は 、 以 下 は 嫌 だ 。 

7/ 

相手 か ら 、 一 方 的 に 捨て られ る こと 。 
7// 


男性 は 、 私 の 存在 を 、 も っ と 大 事 に し ろ ! 
男性 は 、 私 の 気持 ち を 、 も っ と 考え ろ ! 
男性 は 、 私 を 、 人 間 と し て 、 ち ゃ ん と 扱え ! 


(7) 
男性 に 対す る 、 筋 力 面 で の 劣 位 。 
その 自覚 。 


次 の こと へ の 疲 怖 心 や 色 り 。 

男性 に よっ て 、 以 下 が 、 一 方 的 に 封じ られ る こと 。 
彼女 自身 の 身体 の 動き 。 

その 自由 。 


7///////////// 
男性 は 、 私 より 、 以 下 が 強 い 。 
7// 

筋力 。 

腕力 。 

7/ 


私 は 、 そ うし た 男性 に よっ て 、 一 方 的 に 、 組 み 伏せ られ た 。 
そし て 、 私 は 、 以 下 を 、 強 奪 さ れ た 。 

/// 

私 自身 の 身体 。 

その 動き 。 

その 自由 。 

/// 


私 は 、 以 下 が 、 と て も 怖い 。 
7/ 

何 か を 、 強 引 に され る こと 。 
何 か を 、 押 し 付け られ る こと 。 
何 か を 、 強 要 さ れる こと 。 
それ 自体 。 

7// 


私 は 、 以 下 を 、 強 く 感 じ る 。 
7// 

私 の 身 の 危 険 。 

// 


男性 は 、 私 か ら 、 以 下 を 、 勝 手 に 奪う な ! 
私 自身 の 動き 。 

私 自身 の 意思 決定 。 

それ ら の 自由 。 


男性 は 、 以 下 を 、 勝 手 に 強引 に 支配 する な ! 
私 自身 の 動き 。 
私 自身 の 意思 決定 。 


男性 は 、 以 下 の こ と を する な ! 
私 自身 を 、 勝 手 に 、 一 方 的 に 、 恐 怖 に 陥れ る こと 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 

痴漢 され る 時 の 女性 心理 
(1) 

恥辱 感 。 


7///////////// 
私 は 、 次 の こと が 、 と て も 恥ず か し い 。 


(SC 

私 自身 の 重要 拠点 。 
それ が 陥落 する こと 。 
その こと へ の 拒 償 感 。 


私 自身 の 隠し た い 秘 密 。 
それ が 病 か れる こと 。 
それ へ の 恥辱 感 


7///////////////// 
私 の 身体 。 

その 中 の 以下 の 場所 。 

7/// 

それ は 、 最 も プラ イベ ー ト で ある 。 
それ は 、 最 も デリ ケー ト で ある 。 
それ は 、 最 も 大 事 で ある 。 

7/// 


私 は 、 そ れ を 、 他 人 に よっ て 、 触 られ 、 い じ ら れ 、 突 破 さ れ た 。 
その 行為 は 、 私 に 対し て 、 い き な り 、 勝 手 に 、 行 われ た 。 
私 は 、 と て も 恥ず か し い 。 


(コー ニーク ) 
恥辱 。 
それ を 伴う 行為 。 
それ を 一方 的 に 公開 され る こと 。 
それ に 対す る 拒否 感 。 


///////////7///// 

私 は 、 性 的 に 興 奏し た 。 

7//// 

私 は 、 よ が っ た 。 

私 は 、 性 的 な 浴 に な っ た 。 
私 は 、 喘 ぎ 声 を 出し た 。 


777/ 


私 は 、 そ れ ら を 、 周 囲 の みん な に よっ て 、 見 られ 、 聞 か れ た 。 
それ は 、 以 下 の 状 況 に お いて 、 発 生 し た 。 

// 

公衆 の 面前 。 

公開 状態 。 

// 


私 は 、 そ れ ら を 、 全 力 で 隠し た い 。 


(2) 
権力 者 と し て の 感情 。 
上 か ら 目 線 の 感情 。 
不満 の 感情 。 


7//////////////// 
男性 は 、 以 下 を 勝手 に 破 ろ うと し た 。 
セッ クス や 前 戯 へ の 詩 誰 可 権限 。 
それ は 、 女 性 が 占有 し て いる 。 


その 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 と て も 腹立たしい 。 
男性 は 、 以 下 を 、 何 だ と 思っ て いる の か ? 
女性 が 持つ 、 以 下 の 力 。 

// 

セッ クス に 対す る 決定 力 。 

セッ クス に お ける 権力 。 

/7/ 


女性 の 身体 。 

男性 が 、 そ れ を 、 い じ り た い 場 合 。 

/// 

男性 は 、 女 性 の 許可 を 、 事 前 に 、 き ちん と 、 得 ろ ! 
男性 は 、 女 性 の 意思 に 対し て 、 勝 手 に 逆らう な ! 
男性 は 、 彼 自身 の 身分 を 、 わ きま えろ ! 

// 


まあ 、 私 は 、 以 下 の 場合 、 そ れ を 、 大 目 に 見 て あげ て も 良い 。 
7//// 

私 の 女性 器 。 

私 の お っ ぱい 。 

7//// 


7/ 
男性 が 、 そ れ ら を 、 和 触る だ け の 場合 。 
男性 が 、 そ れ 以 上 の 行為 を 、 止 め る 場合 。 
7// 


(3) 
性 的 快感 


///////////////// 

私 は 、 他 人 に よっ て 、 以 下 を 和 触ら れ た 。 
7// 

私 の クリ トリ ス 。 


私 の 女性 次 。 
私 の 乳首 。 
/// 


私 は 、 それら の いずれ に つい て も 、 強 い 快感 を 感じ る 。 
それ ら の 快感 は 、 す ご く 新 鮮 だ 。 

私 は 、 性 的 に 興奮 する 。 

私 は 、 と っ て も 気持 ちい い 。 

私 は 、 愛 液 を いっ ぱい 出し て し まう 。 


私 は 、 み ん な が 見 て いる 前 で 、 思 わ ず 性 的 に 興奮 する 。 
私 は 、 そ うし て 、 以 下 を 、 周 囲 の みん な に 、 晒 し て し まう 。 
// 

私 自身 の よ が る 姿 。 

私 自身 の 喘ぎ 声 。 

// 


7//// 

そう し た 恥ず か し い シ チュ エー ショ ン 。 
私 自身 が 、 そ れ を 自覚 する こと 。 

それ 自体 。 

7//// 


それ に つい て 、 私 は 、 性 的 に 、 と て も 興 奏 す る 。 
それ に つい て 、 私 は 、 と て も 気持 ちがい い 。 
それ に つい て 、 私 は 、 愛 液 を 、 思 わ ず 、 い っ ぱい 出し て し まう 。 


私 に と っ て 、 前 戯 は 最高 だ 。 
私 に と っ て 、 セ ックス は 最高 だ 。 


(4 ) 
彼女 自身 の 性 的 魅力 。 
その 存在 。 

それ が 確認 され た こと 。 
それ へ の 安心 感 や 満足 感 。 


以下 の 女性 に 対す る 優越 感 、 あ る い は 、 心理 的 な マウ ント 。 
彼女 は 、 男 性 か ら 、 痴 漢 の 対象 と し て 、 そ も そ も 選 ん で も ら え な い 。 


///////////////// 

私 は 、 以 下 を 自覚 し た 。 

7//// 

男性 か ら 、 選 ば れ た こと 。 

男性 に よっ て 、 痴 漢 を され る 、 タ ー ゲ ッ ト 。 
それ に な っ た こと 。 

7//// 


私 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 、 確 認 で きた 。 
私 の 身体 が 持つ 、 以 下 の 内 容 。 

7// 

性 的 魅力 。 

性 的 誘引 力 。 

性 的 価値 。 


7//// 


私 は 、 そ の 威力 を 、 改 め て 、 実 地 で 確認 出来 た 。 
私 は 、 安 心 し た 。 
私 は 、 女 の プラ イド 面 で 、 満 足 で きた 。 


女性 の 身体 や 顔つき 。 

7/ 

それ が 、 あ まり に も 不細工 過ぎ る 場合 。 
それ が 、 あ まり に も 酷 す ぎる 場合 。 
それ は 、 駄 目 だ 。 

7/ 


7// 
それ が 、 高 齢 で ある 場合 。 
それ は 、 駄 目 だ 。 

7/ 


女性 に 、 性 的 魅力 が 無い 場合 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 寄 っ て こない 。 

ある い は 、 仮 に 、 男 性 が 、 セ ックス し よう と し た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 気 分 的 に 、 装 えて 、 勃 起 で き な い 。 


それ ら と 、 私 と を 、 比 べた 場合 。 
私 は 、 性 的 魅力 の 面 で 、 かなり 優位 みた い だ 。 
私 は 、 う れ し い 。 


(5 ) 
自己 価値 。 
それ が 帝 損 され た こと 。 
それ へ の 畿 り 。 


7//////////////// 

私 は 、 男 性 か ら 、 性 的 に 弄 ば れ た 。 

それ は 、 勝 手 に 、 一 方 的 に 、 な され た 。 

私 は 、 男 性 か ら 、 お も ちゃ に され 、 い じ ら れ た 。 


私 は 、 以 下 が 、 大 きく 低下 し た 。 
7/ 


私 自身 が 持つ 、 人 間 と し て の 価値 。 
それ に 対す る 、 自 己 評価 。 
7/ 


男性 は 、 私 の こと を 、 勝 手 に 、 次 の 存在 と し て 扱う な ! 
彼 自 身 よ り 格 下 の 道 具 。 

男性 は 、 私 を 、 人 間 と し て 、 き ちん と 扱え ! 

男性 は 、 私 の 存在 を 、 も っ と 尊重 し ろ ! 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


男女 の 勢力 面 、 権 力 面 で の 対等 化 と 、 強 到 


男女 の 、 以 下 の 面 で の 、 対 等 化 。 
// 

替 力 。 

権力 。 

/// 

その 実現 に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
男性 が 、 女 性 を 強 女 可能 で ある こと 。 


強 女 で き な い 場 合 。 
男性 に は 、 以 下 の 不 都合 が 生じ る 。 


1 ) 
性 は 、 以 下 を 消失 する 。 
自身 の 意思 で セッ クス で きる 可能 性 。 


矯 瑞 一 


男性 が 、 女 性 と セッ クス し よう と する 場合 。 
男性 に は 、 以 下 の 必要 が 生じ る 。 

7// 
女性 の 詩 認可 。 

それ を 全面 的 に 得る こと 。 
7// 


その 結果 、 以 下 に な っ て し まう 。 
女性 の 専制 。 


( 2) 

男性 は 、 以 下 を 消失 する 。 

7/ 

彼 自身 の 遺伝 的 子 孫 。 

それ を 、 彼 自身 の 意思 で 残 せる 可能 性 。 
7/ 


男性 が 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残 そ うと する 場合 。 
男性 に は 、 以 下 の 必要 が 生じ る 。 

7// 

女性 の 詩 認可 。 

それ を 全面 的 に 得る こと 。 

7/ 


だ 0 引 末 だ に が つつ で しま う 。 
女性 の 専制 。 


男性 が 女性 を 強 女 で きる こと 。 

男性 は 、 そ の た め に 、 以 下 を 実現 する 必要 が ある 。 
以下 に お いて 、 女 性 より 優位 に 立つ こと 。 

7/// 

筋力 。 

武力 。 

7/// 


その こと で 、 男 性 は 、 以 下 を 防ぐ こと が で きる 。 
女性 の 専制 。 


人 間 の 男性 は 、 以 下 は 、 避 けた い 。 


女性 に 対し て 、 男 性 が 、 一 方 的 に 劣 位 に な る こと 。 


人 間 の 男女 の 対等 化 。 

その 実現 に お いて 、 以 下 の よ うな 関係 は 、 好 まし く な い 。 
/// 

巨大 な 女王 虹 と 、 小 さ な オ ス 虹 。 

女性 が 男性 を 一 方 的 に 支配 する 関係 。 

/// 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 好 まし く な い 。 
(2020 年 $ 月 初出 ) 


強 事 に よる 不 本 意 な 妊娠 と 、 男 女 の 性 差 


(1) 

女性 に よる 、 男 性 の 強 事 。 

その 場合 、 女 性 は 、 以 下 を 、 妊娠 する 。 
/// 

彼女 自身 が 望む 相手 男性 。 

その 子供 。 

/// 


その た め 、 そ れ は 、 あ まり 問題 視 さ れ な い 。 


(2) 

男性 に よる 、 女 性 の 強姦 。 

それ は 、 以 下 の 理 由 で 、 良 く な いと され る 。 
それ は 、 問 題 視 され る 。 

その 場合 、 女 性 は 、 以 下 を 、 妊 娠 する 。 

/// 

彼女 自身 が 望ま な い 相 手 男性 。 

その 子供 。 

/7/ 


女性 は 、 不 本 意 な 妊娠 を する 。 


女性 は 、 そ の 外観 か ら は 、 以 下 が 装 別 で き な い 。 
女性 は 、 ど の 男性 の 子供 を 妊娠 する か ? 

その こと は 、 男 性 に と っ て も 、 不 本 意 妊娠 に つなが る 。 
男性 に は 、 次 の 危険 性 が 存在 する 。 

7// 

以下 の 状況 に 陥る こと 。 

以下 を 、 彼 自身 の 子供 と し て 育て る こと 。 

そう し た 羽目 に な る こと 。 

/ 

他 の 男性 。 

彼 は 、 強 姦 の 主 元 で ある 。 


その 点 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
安全 な 妊娠 キャ ン セ ル の 方 法 。 
その 確立 。 


(2019 年 10 月 初出 ) 


製品 と し て の 遺伝 的 子孫 。 男 女 の 結婚 制度 。 


男女 の 遺伝 的 子 柳 。 

それ は 、 女 性 器 の 側 で 、 完 成品 に な る 。 
それ は 、 物 理 的 物体 で ある 。 

それ は 、 女 性 側 の 在庫 に な る 。 


その 在庫 の 鈴 持 管 理 。 
それ は 、 そ の まま で は 女性 側 の 負担 に な る 。 


な の で 、 女性 は 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 何 と か し よう と する 。 
その コス ト を 、 男 性 に も 負担 させ る こと 。 


その 結果 、 女 性 は 、 以 下 の 制度 を 、 考 え 出し た 。 
7/ 

結婚 制度 。 

7/ 


これ に より 、 以 下 が 実 現す る 。 
男 も 、 そ の コス ト を 負担 する 。 


男女 に と っ て 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子 孫 は 、 以 下 の よ うな 負担 を も た ら す 。 


(9 
男女 は 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 を 育て る の に 、 長 期間 か か る 。 


(2) 

男女 は 、 以 下 を 実現 する 必要 が ある 。 

/7/ 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 が 、 環 境 へ と 適応 で きる こと 。 
その た め に 、 以 下 の (2 - 1 ) に 対し て 、 以 下 の (2 - 2 ) を 、 実 行 す る こと 。 
( 2 - 1 ) 彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 
(2-2) 

/ 

以下 を 身 に 付け させ る こと 。 
必要 な 能力 。 

/ 

以下 を し つけ る こと 。 
必要 な 行動 様式 。 

/ 

7/// 


その た め 、 男 女 は 、 手 間 が か か る 。 


( 3) 
男女 は 、 以 下 を 続け る 必要 が ある 。 
以下 の (3 - 1 ) に 対し て 、 以 下 の (3 - 2 ) を 、 実 行 す る こと 。 


(3 - 1 ) 彼ら 自身 の 遺伝 的 子 。 
( 3 - 2) 食べ 物 を える こと 。 


それ は 、 男 女 に と っ て 、 経 済 的 に 負担 に な る 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


女性 が 持つ 、 性 的 誘引 力 の 強 さ 。 そ の 文化 
的 な 表現 美術 。 美 少女 コン テン ツ 。 萌え 絵 
の 女性 。 

女体 カー スト 。 


「 女 体 の 美 し さ 。」 
それ は 、 男 性 を 生得 的 に 、 性 的 に 吸い 寄せ る 。 そ の 性 的 な 誘引 力 は 、 凄 まじ い 。 


仮に 、 女 性 た ち が 、 次 の ( 1 ) に お いて 上 位 だ 、 と する 。 す る と 、 彼 女 た ち は 、 次 の 
(2 が に お いで て 、 上 位 に が る 。 

(1 ) 女体 の 持つ 性 的 魅力 の 高 さ 。 

( 2 ) 女性 た ちの 間 に お ける 、 上 下関 係 や 、 優 劣 関係 。 


それ は 、 次 の よう に 呼べ る 。 
「 女 体 カ ー ス ト 。」 


「 女 体 カ ー ス ト 」。 そ れ は 、 外 観 的 に は 、 次 の 通り で ある 。 
(1 ) 顔 。 

( 2 ) 本 体 。 

( 3 ) 声 。 


女性 は 、 次 の 二 通 り で ある 。 

( 1 ) 女体 カー スト が 高い 女性 。 

( 2 ) 女体 カー スト が 低い 女性 。 

体 カ ー ス ト 」 の エリ ー ト 。 

) 「 顔 。 身体 。」 ア ダル トビ デオ 女優 。 売 春 女 性 。 そ れ ら に お ける 人 気 者 。 
) 「 声 。」 女 性 声優 。 

) 「 顔 。 身体 。 声 。 そ れ ら の 全て に お いて 完璧 な 存在 。」 女 性 アイ ドル 。 


実際 の 生身 の 女性 に は 、 次 の よう な 女性 が 多い 。 

「 自 身 の 女 体 が 持つ 性 的 魅力 、 そ れ が 劣る か 、 不良 で ある 女性 。」 
そう し た 女性 た ち は 、「 女 体 カ ー ス ト 」 が 低い 。 

そう し た 女性 た ち は 、 性 的 魅力 に お いて 、 残 金 で ある 。 

そう し た 女性 た ち が 勝 て る 要素 。 そ れ は 、 女 性 器 だ け で ある 。 


ー 部 の 女性 は 、 次 の 内 容 を 攻撃 する 。 
( 1 ) 性 的 行動 。 


( 2 ) 性 的 表現 。 
そう し た 女性 は 、 多 く の 場 合 、 次 で ある 。 
「「 女 体 カ ー ス ト 」 の 下位 者 。」 


そう し た 攻撃 行動 の 根源 は 、 次 の 通り で ある 。 
「 既 始 。 足 の 引っ 張り 。」 


それ ら は 、 負 の 感情 で ある 。 そ れ ら は 、 劣 情 で ある 。 
それ ら は 、 表 向き は 、 隠 され る 。 


それ ら は 、 次 に 対し て 、 向 けら れる 。 
「「 女 体 カ ー ス ト 」 に お ける 上 位 者 。」 


それ ら の 目的 は 、 次 の こと の 実現 で ある 。 
「 女 性 間 に お ける 、「 女 体 カ ー ス ト 」。 そ れ に つい て 、 趣 平等 や 横並び を 、 新 た に 実現 
する こと 。」 


「 女 体 カ ー ス ト 」 が 低い 女性 。 彼 女 は 、 次 で ある 。 

A ) 彼女 の 顔 は 、 不 細工 で ある 。 

B ) 彼女 は 、 太 り 過 ぎ で ある 。 彼 女 は 、 や せ 過 ぎ で ある 。 
C ) 彼女 は 、 高 齢 で ある 。 

D ) 彼女 の 身体 つき は 、 貧 し い 。 

E ) 彼女 の 声 は 、 貧 し い 。 

F ) 彼女 の 性 的 反応 は 、 貧 し い 。 


女体 が 持つ 、 性 的 魅力 の 高 さ 。 「 女 体 カ ー ス ト 」 を 高め る 要素 。 そ れ ら は 、 次 か ら 成 
る 。 


( 1 ) 女体 の 外観 。 

(1 - 1 ) 視覚 的 な も の 。 
(A ) 顔 。 愛 。 

(B ) 本 体 。 

(1 - 2) 聴覚 的 な も の 。 
(A) 声 。 

(1 - 3) 触覚 的 な も の 。 
( A ) 肌触り 。 

(1 - 4 ) それ ら の 表情 。 喜 怒 喪 楽 の 感情 の 表現 。 
上 記 の 掛け 合わ せ 。 


( 2 ) 女体 の 動作 。 そ こ に 、 性 的 魅力 が ある こと 。 
人 々 は 、 そ れ を 、 次 で 、 体 験 する 。 
それ は 、 動 画 で ある 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
(A ) アダ ルト ビデ オ 。 
( B ) アダ ルト アニ メ 。 


その 性 的 魅力 は 、 次 の 場合 、 顕 閉 で ある 。 

(2 - 1 ) 女性 が 、「 性 的 な 身体 姿勢 」 を 取る 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
(A) M 字 開 脚 。 大 き な 開 脚 。 

( B ) 女 郊 の ポー ズ 。 腰 。 尻 。 そ れ ら の 突き 上 げ 。 


( 2 - 2) 女性 が 、「 性 的 な 反応 」 を する 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
(2- 2-1) 総合 面 。 


( A ) 女 條 は 、 性 的 に 感じ や すい 。 
( B ) 女人 性 は 、 性 的 に 問 旨 し や すい 。 


の > - 2 ) 身体 部 分 。 

A) 

A - 女性 は 、 喘 ぎ 声 を 出す 。 
人 


( 
( 
( K 
( 2 ) 女性 は 、 顔 を 、 性 的 快感 で 歪め る 。 


(B) 腰 

(B - 1 ) 女性 は 、 腰 を 、 自 主 的 に 、 ピ スト ン す る 。 
( B - 2 ) 女性 は 、 腰 を くね ら せ る 。 

(C ) 乳房 

(C - 1 ) 女性 は 、 乳 房 を 揺らす 。 

(C - 2 ) 女性 は 、 乳 首 を 勃起 させ る 。 
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D-1) 和議 クリ トリ ス を 勃起 させ る 。 

D - 2) 女性 は 、 愛 液 を 流す 。 

目 に 見 えな い 内 容 。 女性 は 、 膝 を 締め 上 げ る 。) 


2-2-3) 性 的 絶頂 。 


ニー ンー トレ ーー ニー 


A 
A - 1 ) 女性 は 、 す ぐに 、 性 的 な 絶頂 に 達する 。 
A - 2 ) 女性 は 、 頻 筐 に 、 性 的 な 絶頂 に 達する 。 


的 

女性 は 、 愛 液 を 噴出 する 。 

女性 は 、 放 尿 する 。 

女性 は 、 け いれ ん を 起こ す 。 

女性 は 、 和 失神 す る 。 

な い 内 容 。 女 性 は 、 膝 を 、 返し 、 締 め 上 げ る 。) 


次 の (1 ) は 、 次 の (2) より も 、 高 い ( 3 ) を 持つ 。 
1 ) 萌え 絵 の 女性 。 

2 ) 生身 の 不細工 な 女性 。 

3- 1 ) 「 女 体 の 性 的 魅力 」 の 表現 度 。 

3- 2) 「 理 想 の 女体 」 の 再現 度 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 は 、「 女 体 カ ー ス ト 」 が 、 と て も 高い 。 


「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 性 的 魅力 の 高 さ 。 そ れ ら の 維持 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 次 の こと の 重要 な 足掛かり と な る 。 
「 人 生 投 資 家 の 生活 。 そ の 実現 や 維持 。」 
女性 の 性 的 魅力 は 、 次 の 二 通り に な る 。 
女性 器 の 性 的 魅力 。 そ れ は 、 外 部 か ら は 、 分 か り に くい 。 
HB それ は 、 外 部 か ら は 、 分 か りや すい 。 
1 の 性 的 に 優秀 な 女体 。 「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 そ れ は 、 男 性 を 、 す ぐ 
Eee 


「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 そ れ は 、 結 婚 で は 、 場 合 に よっ て は 、 有 利 で は な い 。 


それ は 、 次 の 場合 で ある 。 

1 ) 女性 の 性 格 が 、 邪 悪 で ある 。 

2 ) 女性 の 生活 習慣 が 、 邪 悪 で ある 。 

3 ) 女性 の 生活 能力 が 、 低 い 。 

3 - 1 ) 身体 能力 。 

3 - 2) 知 的 能力 。 

| 寺村 の 02G 二 まま る > 1 信和 も に 机 の 人 析 財 
惹き つけ る 。 そ うし た 女性 は 、 浮 気 を し や すい 。 

そう し た 女性 は 、 男 性 か ら 、 敬 遠 さ れる 。 彼 女 は 、「 女 体 カ ー ス ト 」 が 高く て も 、 そ の 
よう に 扱わ れる 。 


女体 の 性 的 魅力 。 そ れ は 、 次 に よっ て 、 大 きく 低下 する 。 
「 女 性 の 年 齢 が 、 高 く な る こと 。」 


女体 は 、 性 的 魅力 に お いて 、 賞 味 期限 が 短い 。 
「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 そ れ は 、 女 性 の 加 齢 と と も に 、 急 速 に 供 下す る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


女性 の 着衣 。 そ の 魅 力 。 そ の 性 的 誘引 力 。 
スカ ー ト 。 そ の 将 力 。 そ の 性 前 誘引 力 。 


スズメ カ ー ド 。 ミニ スカ ー ト 。 スカ ー ド の 下 の パ シテ イィ が チラ ッ と 見 える こと メス カート の 
下 に 、 パ シン デイ を 履い て いな いこ と 。 ス カー トド を ヒラ ヒラ と な び か せる こと 。 ス カー トド 
が めく れる こと 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 女 性 が 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 し て 落と 
す た め に 用 いる 、 必 殺 の 武器 。 そ れ ら の 性 的 誘引 力 の 要因 分 析 。 そ れ ら の 性 的 誘引 力 
は 、 遺 伝 的 に 決定 され て いる 。 

スカ ー ト が 、 移 動 面 や 運動 面 で 不便 で ある と 喜 わ れ な が ら も 、 女性 に よっ て 、 延 々 と 履 
き 続け られ る 根本 要因 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 女性 自身 が 、 以 下 の よ うな 男性 
を 、 ス カー ト の 採用 や 利用 に よっ て 、 容 易 に 、 性 的 に 誘引 し 我 が 物 に する こと 。 

性 的 に 魅力 的 な 、 女 性 自身 に と っ て の 配偶 者 候補 の ター ゲッ ト の 男性 。 

女性 自身 が 、 そ れ を 、 容 易 に 実現 出来 る こと 。 そ の 力 の 巨大 性 。 そ の 力 の 停 大 性 。 


スカ ー ト の 効果 。 
強力 な 性 感 帯 の ある 、 女 性 の 股間 部 。 そ こ を 中 心 と する 下半身 上 部 。 そ こ に 、 以 下 の よ 
2 “ 間 が 、 形 成 さ れる こと 。 性 的 誘引 度 が と て も 高い 、 秘 密 の 空間 。 そ の 秘密 
空間 は 、 の SH と を の 
昌 面 が 空間 内 部 を 見 通す こと が 、 出 来 な いこ 空間 の 内 外 を 仕 
切る 衝立 の 衣 が 、 作 で まり か いこ と 。 そ の た め 、 2 の の 風 が 吹く な 
どの 外 的 な 偶然 の 要因 に よっ て 、 容 易 に めく れる こと 。 そ の こと で 、 秘 密 の 空間 内 部 が 
容易 に 露出 する こと 。 
性 的 誘 引力 の 高い 、 女 性 の 身体 部 位 。 女 性 器 。 太 も も の 付け 根 や 内 股 部 。 尻 。 そ れ ら 
を 、 一 つの 、 上 方 に 向け て 狭く 閉じ た 、 下 方 に 向け て 開放 され た 空間 叙 域 に 、 一 斉 に 捕 
えて いる こと 。 そ れ ら が 、 同 一 空間 を 共有 し て いる こと 。 Re 補間 に お ける 、 閉鎖 性 
と 開放 性 の 両立 が 起き て いる こと 。 見かけ 上 、 上 部 や 正面 か ら は 、 空 間 の 閉鎖 性 や 、 外 
SBK 
的 で 、 外 部 か ら 、 い つ で も 容易 に アク セス 可能 で ある こと 。 誰 で も 、 下 方 か ら 、 容 易 


に 、 そ の 空間 領域 へ と 、 手 指 を 差し 入れ る こと か 出来 る こと 。 空間 領 域 を 隔て る 衣 を 、 
誰 で も 、 簡 単に めく る こと が で きる こと 。 空 間 叙 域 を 全て る 衣 は 、 風 で 、 簡 単に 、 め く 
れる こと 。 攻 略 困 難 性 と 攻略 容易 性 の 両立 が な され て いる こと 。 

攻略 容易 人 性 の 象徴 。 そ れ が 以下 の 内 容 で ある こと 。 ス カー ト の 下 の パ ン テ ィ が チラ ッ と 
見 まる こ だ 。 

性 的 誘引 力 の 高い 、 女性 の 身体 部 位 。 女性 器 。 太 も も の 付け 根 や 内 股 部 。 尻 。 そ れ ら の 
露出 可能 性 。 そ れ が 、 実 は 、 高 いこ と 。 そ れ ら は 、 い つも は 晶 出 し て いな いこ と 。 そ れ 
ら の 唱 出 の チャ ンス は 、 い つも は 閉ざさ れ て いる が 、 偶 然 に 開く 可能 性 が ある こと 。 そ 
こ に は 、 射 幸 性 が ある こと 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 男 性 に 対し て も た ら す こ 

と 。 ギ ャ ン ブ ル に の め り 込 むこ と と 、 同 じ 心 理 。、 ア トラ ンダ ム な 期日 に 行わ れる 秘仏 開 
帳 と 、 同 じ 心 理 。 男 性 に と っ て 、 そ の 有り 難 み や 功徳 が 、 と て も 高い こと 。 偶 然 性 や 偶 
発 性 が も た ら す 上 魅力 。 そ の 場合 、 パ ン テ ィ は 、 履 いて いて も 、 男 性 に と っ て 、 十 分 に ご 
利益 が 高い こと 。 し か し 、 パ ン テ ィ は 、 履 いて いな い 場 合 は 、 男 性 に と っ て の ご 利益 や 
功 術 の 上 で は 、 最 上 位 に な る こと 。 


ミニ スカ ー ト の 効果 。 
スカ ー ト の 丈 が と て も 短い こと 。 そ の こと で 、 太 も も の 肉 が 、 外 部 か ら 見 て 、 常 に 、 露 
出し て いる こと 。 太 も も の 内 股 部 が 、 脚 の 動作 に よっ て 、 容 易 に 赴 出 し や すい こと 。 太 
も も の 内 股 部 の 、 両 脚 に よる 、 こ すり 合わ せ の 動作 。 そ れ が 、 外 部 か ら 見 て 、 容 易 に 吉 
出し や すい こと 。 衣 が めく れ や すい こと 。 衣 が めく れ た 場合 は 、 性 的 誘引 力 が 高い 部 位 
が 、 も ろ に 露出 する こと 。 
性 的 誘引 力 の 高い 、 女 性 の 身体 部 位 。 女 性 器 。 太 も も の 付け 根 や 内 股 部 。 尻 。 そ れ ら の 
露出 可能 性 。 そ れ が 、 と て も 、 高 いこ と 。 そ の こと が 、 男 性 に 対し て 石 える 、 精 神 的 な 
期待 の 度合 い の 高 さ が 、 と て も 大 きい こと 。 女性 が 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 し て 我 が 物 に 
する た め に 用 いる 、 必 殺 の 武器 。 

台 の 最前 部 に 立っ て いる 、 ミ ニス カー ト を 履い た 女性 。 
彼女 の 股間 部 を 、 客 席 の 最前 列 の 下 か ら 、 見 上 げ る 形 で 、 覗 く こ と 。 そ れ が 可能 に な る 
02 
その 際 に 、 女 性 器 の 開口 部 が 、 青 接 、 閲 覧 可能 に な る こと 。 
その 際 に 、 女 性 の 太もも の 内 股 部 が 、 三 接 、 閲 覧 可能 に な る こと 。 
その こと が も た ら す 、 女 性 が 行使 する 、 男 性 に 対す る 性 的 誘引 力 。 そ の 大 き さ は 、 と て 
も 凄まじ い 。 


(2021 年 12 月 初出 。 ) 


プ ブルマ 。 そ の 魅力 。 そ の 性 的 誘引 力 。 


ブル マ 。 そ れ を 、 女性 が 履く こと 。 そ の 魅力 。 そ の 性 的 誘引 力 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 
内 容 で ある 。 

/ 

尻 肉 の 柔らか な 盛り 上 が り の 肉感 。 太 も も の 肉感 。 そ れ ら の 肉感 の 、 肌 か ら 、 衣 類 部 へ 
の 、 強 烈 な 連続 感 が ある こと 。 

女性 器 は 、 青 接 は 見 えな い が 、 0 外部 か ら 見 て 、 一 目 瞭 然 で ある こと 。 
股間 部 に お ける 、 0 空間 。 そ の 存在 が 、 外 部 か ら 見 て 、 一 目 瞭 然 
で ある こと 。 そ の 空き 空間 は 、 了 和 生 の 日 W に の ピ の 

太もも の 和 肉 太 さ 。 3 和 TV こす り 合 わせ 。 太 も も が 開く 動作 。 そ れ ら が 、 
外部 か ら 見 て 、 全 て 、 一 目 瞭 然 で ある こと 。 

肉 部 と 衣 部 の 、 色 彩 面 や 質感 面 で の コン トラ スト の 高 さ 。 そ れ が も た ら す 、 肉 部 の くっ 
きり 感 の 強 さ 。 

/ 

それ ら の 外観 や 動作 が 持つ 、 性 的 誘引 力 。 そ れ が 、 と て も 高い こと 。 そ の こと が 、 男 性 


に と っ て 、 と て も 魅力 的 で ある こと 。 女性 が 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 し て 我 が 物 に する た 
め に 用 いる 、 必 殺 の 武器 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 
女性 が 「 性 格 が 美人 」 で ある た め の 条 件 。 


女性 が 「 性 格 が 美人 」 で ある た め の 条 件 。 
それ は 、 何 か ? 


その 前 提 条 件 は 、 次 で ある 。 

(1 ) 「 彼 女 は 、 女 性 性 を 、 強 く 持 つ 。」 

( 2 ) 彼女 は 、 女 性 優位 社会 の 女性 で ある 。」 

女性 優位 社会 の 女性 は 、 本 質 的 に 、 女 性 性 の 持ち 主 で ある 。 
男性 優位 社会 の 女性 は 、 女 性 性 を 喪失 し て いる 。 

男性 優位 社会 の 女性 は 、 性 格 的 美人 に は 、 そ も そ も 、 な れ な い 。 


「 性 格 が 美人 な 女性 。」 彼 女 が 備え る べき 、 具 体 的 な 性 格 。 そ の 内 容 。 
それ は 、 総 合 的 に は 、 次 で ある 。 
「「 女性 優位 社会 の 支配 者 」 が 、 本 来 的 に 持つ 、 人 間 的 な 魅力 。」 


彼女 は 、 「 力 ある 存在 」 で ある 。 彼 女 は 、 社 会 的 な 権力 者 で ある 。 
彼女 は 、 次 の 対象 で ある 。 

「 社 会 的 な 尊敬 。」 

彼女 は 、 母 性 的 で ある 。 

彼女 は 、 以 下 の 能 力 を 持つ 。 

子供 を 精神 的 に 支配 する 能力 。」 


彼女 は 、 「 交 母 」 の 側面 が 、 強 い 。 
彼女 は 、 「 厳 母 」 の 側面 は 、 あ まり 出さ な い 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 「 性 格 が 美人 」 に 見 える 。 


性格 が 美人 な 女性 。」 彼 女 が 備え る 性 格 。 そ の 詳細 な 内 容 の リス ト 。 そ れ は 、 次 で あ 


る 。 

( 邊 ) 
彼女 は 、 穏 や か で ある 。 
彼女 は 、 熱 し み の 心 を 持つ 。 
彼女 は 、 安 ら ぎ を 右 え る 。 
彼女 は 、 静 か で ある 。 


よ 、 対 象 に 配慮 する 。 

よ 、 対 象 に ケア を する 。 
ょ 、 親切 で ある 。 

ょ 、 人 助け を する 。 

ょ 、 献 身 的 に 動く 。 


誤 放 落 族 一 
笑 竹 竹 竹 竹 い 


彼女 は 、 対 象 に 世話 を 焼く 。 


ょ 、 包 容 力 が ある 。 

よ 、 対 象 を 受け 入れ る 。 
よ 、 対 象 を 呑み 込む 。 
よ 、 対 象 を 引き 受け る 。 
よ 、 起 容 で ある 。 


葵 旋 落 共 つ 
笑 和 対 竹 竹 対 の 


(4) 

彼女 は 、 考 え が し っ か り し て いる 。 
彼女 は 、 頼 り に な る 。 
彼女 は 、 心 の 支え に な る 。 
彼女 は 、 肝 が 据わっ て いる 。 
彼女 は 、 誠実 で ある 。 

(5) 

彼女 は 、 明 る い 。 
彼女 は 、 朗 ら か で ある 。 
彼女 は 、 前 向き で ある 。 
(6 ) 
彼女 は 、 活 動 的 で ある 。 
彼女 は 、 行 動 す る 力 が ある 。 
彼女 は 、 実践 する 力 が ある 。 
(7) 

彼女 は 、 頭 が 良い 。 
彼女 は 、 近 い 。 

彼女 は 、 知 能 が 高い 。 

(8) 


彼女 は 、 金 銭 感覚 が 優れ て いる 。 
彼女 は 、 次 の こと が 上 手 で ある 。 
「 金 銭 の 管理 。 資 産 の 管理 や 運用 。」 


彼女 は 、 対 象 に お 小遣い を くれ る 。 


(3 ) 
彼女 は 、 次 の 自覚 が ある 。 
社会 的 に 強い こと 。」 


彼女 は 、 次 の こと を し な い 。 
「 加害 者 で ある の に 、 和 被害 者 を 気 取 る こと 。」 
「 強 者 で ある の に 、 玉 者 を 気 取 る こと 。.」 


それ ら は 、 す な わ ち 、 次 の こと で ある 。 
偽り に 満ち て いる こと 。.」 

「 嘘 つき で ある こと 。 」 

「 社 会 的 に 不誠実 で ある こと 。」 


彼女 は 、 そ れ ら の こと を し な い 。 


(10) 
彼女 は 、 信 頼 を 受け る 。 
彼女 は 、 尊 敬 さ れる 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


美 少 女性 の 分 析 。 


美 少 女性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1 ) 

女性 一 般 の 美 し さ 。 

男性 が 、 共 同 で 、 遺 伝 的 子孫 を 残し た いと 思え る 、 魅 力 。 
その 内 容 を 、 そ の 女性 が 、 備 えて いる こと 。 


(1-1) 

性 格 美人 。 

性 格 の 美 し さ 。 

性 格 に お ける 、 魅 力 の 高 さ 。 


(1 -2) 

容姿 美人 。 
女体 の 美 し さ 。 

衣装 や 化粧 の 美 し さ 。 


( 2) 
美 少 女 に 特有 の 、 美 し さ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(ジー ルオ ) 
初 々 し さ 。 
/ 
未経験 性 。 
新品 性 。 
未 使用 性 。 
純 迷 性 。 
無垢 性 。 
擦れ て いな いこ と 。 

人 生 に お ける 、 未 体験 性 。 

処女 性 。 

人 生 に お ける 、 初 体験 の 連続 性 。 

人 生体 験 に 対す る 、 初 々 し い 反 応 の 連続 性 。 
そう し た 反応 に お ける 、 新 鮮 さ 。 


既存 の 枠 に 囚われ な い 、 和 柔軟 で 斬新 な 発想 が 、 出 来る こと 。 

物事 に 取り 組む 姿勢 に お ける 、 夢 中 さや 、 一 生 懸 命 さ や 、 一 途 さ 。 
哲 来 に お ける 、 有 思 性 の 高 さ 。 

それ ら の 特性 は 、 大 人 に な る と 失わ れ て 、 二 度 と 取り 戻せ な いこ と 。 
それ ら の 特性 の 、 彼 女 自身 の 人 生 に お ける 、 掛 け 替 え の 無 さ 。 

それ ら が 、 彼 女 自 身 の 美 し さ の 発揮 に 、 つ な が る 。 

/ 


(2-2) 

若 々 し さ 。 

/ 

若 さ 。 

健康 性 。 

エネ ルギー の 放出 に お ける 、 快 活性 。 

老朽 化し て いな いこ と 。 

経年 劣化 し て いな いこ と 。 

女体 の 美 し さ に お ける 、 絶 頂 期 に ある こと 。 

所 有する 生殖 設備 の 状態 の 良好 さ に お ける 、 絶 頂 期 に ある こと 。 
それ ら の 特性 は 、 よ り 高 齢 に な る と 、 急 速 に 失わ れ て 、 二 度 と 取り 戻せ な いこ と 。 
それ ら の 特性 の 、 彼 女 自身 の 人 生 に お ける 、 掛 け 替 え の 無 さ 。 
それ ら が 、 彼 女 自 身 の 美 し さ の 発揮 に 、 つ な が る 。 

/ 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 
イラ ズ スト 。 
SS と ツン 。 
天堂 迷 。 
ゲー み 。 

フィ ギュ ア 。 
画像 。 
真 。 
映像 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


(1) 
生身 の も の 。 
実在 物 。 


例 。 
実在 する 、 若 い 女 性 アイ ドル 。 
彼女 は 、 コ ン サ ー ト 会 場 に 来訪 する 。 


例 。 

実在 の 、 生 身 の 、 若 く 美 し い 女性 。 
彼女 は 、 ア ダル トビ デオ へ の 出演 を 行う 。 
彼女 は 、 売 春 を 行う 。 


(2) 

生身 で 無い も の 。 

考 実 在 物 。 

生身 の 対象 の 人 工 的 な 複 吾 や 模 宮 と 加工 。 
それ ら を 施工 し た 物品 。 


それ ら は 、 以 下 の 二 通り に 、 分 類 さ れる 。 


(グー ゴイ ) 
リア 9 で ある タイ ア 、 


の 
生身 の 対象 の カメ ラ に よる 撮影 
例 。 
真 。 
映像 。 


= 第) 
生身 の 対象 の 、 視 聴覚 面 で の 忠実 な 模 宮 物 。 
例 。 

絵画 。 

イラ スト 画像 。 

映像 。 


(2-2) 

デフ ォ ル メ さ れ て いる タイ ブ プ 。 

生身 の 対象 に 対し て 、 視 聴覚 面 で の ハデ フォル メ を 、 加 えた 物 。 

その こと で 、 そ れ に 対し て 、 独 自 の 美的 な 感覚 を 、 新 た に 五 えた 物 。 
例 。 

絵画 。 

イラ スト 画像 。 

ビラ ユー タ ー ク ララ イシ ンク グ クス, 

映像 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
文化 的 に 創造 され た 、 女 性 の 理想 像 。 


美 少 女 コン テン シ ツ 。 
その 優れ た 点 。 そ の 長所 。 
それ は 、 と て も 美しく 、 綺 麗 で 、 華 骸 で ある 。 
それ は 、 年齢 が と て も 若く 、 新 鮮 で ある 。 
は 、 と て も 可愛 い 。 
それ は 、 老 化し な い 。 
は 、 女 体 の 水準 が 、 と て も 高い 。 
それ は 、 性 的 な 誘引 力 に お いて 、 抜 群 に 、 優 れ て いる 。 


その 人 性 的 な 誘引 力 。 
それ ら が 発生 する 、 様 々 な 側面 。 
例 。 


顔 

レ 

必 o 
ン 
用 


長 


で 。 

身体 の スタ イル 。 
身体 の プロ ボー ショ ン 。 
身体 の 動作 。 


美 少 女 コン テン シン ツ 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

女性 の 様々 な 身体 部 位 。 

女性 の 様々 な 身体 動作 。 

それ ら の 良い と ころ 取り を し た 、 一 流 の 成果 物 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

その 生成 に お いて は 、 生 身 の 場 合 と 異な り 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
女性 が 持つ 、 性 的 誘引 力 。 

その 表現 に お ける 、 社 会 的 な 分 業 制 の 導入 。 

その 場合 。 

その 生成 に お いて は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 可能 で ある 。 


各 分 野 で 、 一 番 、 水 準 や 能力 の 高い 担当 者 。 
その 人 物 が 、 そ の 分 野 を 、 社 会 的 分 業 の 形 で 、 担 当 す る こと 。 


その 結果 。 

彼ら は 、 そ の 生成 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 総 合 的 に 実現 で き る 。 
女性 が 持つ 、 性 的 な 誘引 力 。 

その 様々 な 側面 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

最高 の 品質 。 

最高 の 完成 度 。 


美 少 女 ゴン テン ツ 。 

それ が 獲得 する 、 そ の よう な 品質 や 完成 度 。 
個人 の 生身 の 女性 。 

彼女 は 、 ほ と ん どの 場合 、 そ の 点 に お いて 、 そ れ に 、 敵 わな い 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

それ は 、 女 性 優位 社会 の 産物 で ある 。 

その 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 女 性 の みな ら ず 、 男 性 も 、 以 下 の 能 力 を 、 豊 富 に 持つ 。 
女性 性 の 本 質 。 

その 表現 。 

彼ら は 、 そ の 表現 の 実現 に お いて 、 成 功 し て いる 。 

その 結果 、 そ の 表現 物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 強 力 に 持つ こと か 出来 る 。 
女性 的 な 性 的 誘引 力 。 

男性 優位 社会 の 人 々 は 、 そ れ を 生成 する 能力 を 、 持 た な い 。 


美 少 女 コシ デン ツ 。 

それ を 、 男 性 が 視聴 する こと 。 

その こと は 、 本 来 、 何 も 問題 が 無い 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 完 全 に 満た し て いる 。 


男性 の 持つ 、 遺 伝 的 な 、 性 的 な 指向 性 。 
それ は 、 男 性 に と っ て 、 性 的 な 魅力 の 面 に お いて 、 十 分 に 理想 的 で ある 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
その 存在 は 、 女 性 に と っ て 、 本 買 的 に 、 不 愉快 で ある 。 
それ は 、 女性 に と っ て 、 見 か け 上 は 、 強 力 な ライ バル で ある 。 


女性 は 、 以 下 の 点 に お いて 、 そ の まま で は 、 そ れ に 対し て 、 全 く 敵 わな い 。 
性 的 な 誘引 力 。 
その 点 に お ける 優位 性 。 


その 存在 は 、 女 性 に と っ て 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
以下 の 行為 。 

その 対象 。 

始 。 

否定 。 


抹消 。 


美 少 嫌 ヨン テン ツ 、 
その 限界 。 
その 欠 了 。 


(1) 

美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

それ は 、 生 身 で は 無い 。 

(1-1) 

美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 持つ こと が 、 一 切 出 来 な い 。 


生身 の 女体 や 、 女 性 器 。 

それ ら が 持つ 、 以 下 の 力 。 

生身 の 生物 。 

その 、 生 き 生 き と し た 反応 。 

それ を 、 男 性 に 対し て 、 返 すこ と 。 

それ を 実現 する 能力 。 

性 的 な 誘引 力 。 

それ は 、 生 身 の 肉体 が 持つ 、 固 有 な 力 で ある 。 


(1 -2) 

美 少 女 コ ン テ シ ツ 。 

それ は 、 遺 伝 的 子孫 を 、 残 せな い 。 
それ の 愛好 者 。 

彼ら は 、 必 然 的 に 、 以 下 の よ うな 存在 に な る 。 
社会 的 な 、 性 的 不能 者 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の よ うな 存在 に 、 止 ま る 。 
生身 の 女体 。 

生身 の 女性 器 。 

それ ら の 、 一 時 的 な 代用 品 。 

それ ら の 、 一 時 的 な 代替 品 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 


それ は 、 以 下 の (1 ) の 側面 に お いて 、 以 下 の (2 ) の 存在 に 対し て 、 劣 る 。 
(1) 
存在 上 の 、 格 付け の 高 さ 。 


( 2 ) 

生身 の 女性 。 

彼女 が 、 以 下 の 条件 を 、 全 て 満た し て いる 場合 。 
彼女 は 、 若 い 。 

彼女 は 、 美 し い 。 

彼女 は 、 最 上 級 の 生身 の 水準 を 、 所 有する 、 


それ は 、 以 下 の (1 ) の よう な 存在 に 対し て 、 優 位 に 立つ 。 
以下 の (2 ) の 内 容 を 除い た 場合 。 


(1) 
最上 級 の 女性 で な い 、 普 通 の 女性 。 


2) 

生身 の 女性 装 。 

それ が 持つ 、 性 的 魅力 の 大 き さ 。 
それ が 持つ 、 遺 伝 的 子孫 を 残す 能力 。 


最上 級 で な い 女 性 。 

普通 の 女性 。 

彼女 は 、 上 記 の 存在 の 抹消 に 向け て 、 全 力 で 、 動 く 。 
普通 の 女性 は 、 以 下 の (3 ) の 人 物 に 対し て 、 以 下 の (4 ) の 行為 を 、 全 面 的 に 、 禁 目 
する 。 

(3) 

彼女 自身 の 周囲 に いる 、 他 の 男性 。 

彼 は 、 彼 女 の 結婚 相手 で ある 。 

彼 は 、 彼 女 の 交際 相手 で ある 。 

(4 ) 

美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

その 所 有 。 

その 視聴 。 


男性 。 

彼 は 、 生 身 の 女性 と の 間 で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 、 残 し た い 。 
その 場合 。 

彼 は 、 以 下 の 行為 の み を 、 そ の 女性 か ら 、 許 され る 。 

以下 の 内 容 を 実現 する こと 。 

上 記 の 存在 を 、 人 否定 する こと 。 

それ は 、 表 面 的 で ある 。 

それ は 、 ず っ と 、 継 続 する 。 

それ は 、 全 面 的 で ある 。 


そう し た 女性 の 振る 舞い 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 表 裏 一 体 で ある 。 
男性 が 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 うこ と 。 
経済 力 の ある 美男 子 。 


そう し た 存在 に つい て の 、 コ ン テ ン ツ 。 


それ ら の 背景 に 該当 する 、 男 女 に 共通 する 、 行 動 原理 。 
生物 が 持つ 、 根 本 の 行動 原理 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 う 。 

7// 

それ 自身 の 遺伝 的 子孫 の 獲得 。 

その た め に 、 必 要 な 、 魅 力 的 な 異性 の 獲得 。 

そう し た 異性 の 獲得 に お いて 、 ラ イ バ ル に 当たる 、 同 性 。 
/ 


その 存在 。 

その 表現 物 。 

異性 に よる 、 そ の 所 有 や 、 そ の 視聴 。 
7// 


美 少 女 コン テン ツ 。 
女性 の 持つ 、 性 的 誘引 力 。 
その 強 さ の 条件 。 
その 優位 性 の 条件 。 


それ ら の 内 容 に つい て 、 筆 者 は 、 以 下 の 説明 を 、 記 述 し た 。 
萌え 絵 の 女性 に つい て の 説明 。 

女体 カー スト の 説明 。 

それ ら の 内 容 を 、 絵 画 以 外 に 対し て 、 一 般 化 する こと 。 
その 実現 は 、 十 分 に 可能 で ある 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 以 下 の 能 力 を 、 持 た な い 。 

それ 自身 の 遺伝 的 子孫 を 、 残 すこ と 。 

他 の 女性 が 、 彼 女 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す 上 で の 、 ラ イ バ ル 。 
そう し た 存在 に な る こと 。 


その 理由 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 持つ こと が 、 出来 な い 。 
生身 の 女体 。 

生身 の 女性 器 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 以 下 の 能 力 を 持た な い 。 

生身 の 女体 。 

生身 の 女性 器 。 

それ ら が 持つ 、 独 特 の 性 的 快感 。 

それ を 、 男 性 に 対し て 選 える こと 。 

それ を 実現 する 能力 。 

美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

それ が 、 そ うし た 能力 面 に お いて 、 以 下 の よ うな 存在 に な る こと 。 
生身 の 女性 に と っ て の 、 本 当 の ライ バル 。 


そう し た 状況 は 。 決し て 、 発 生じ な い 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 そ うし た 点 で 、 本 質 的 に 、 生 身 の 女性 に と っ て は 、 無 害 で ある 。 


生身 の 女性 。 

彼女 が 、 上 記 の 存在 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 抱 く こ と 。 
ライ バル 心 。 

敵対 心 。 

始 心 。 


その 必要 性 は 、 全 く 無 い 。 


それ が 、 生 身 の 女 性 に と っ て 、 手 強い 存在 に 見 える こと 。 
それ は 、 見 か け だ け で ある 。 
生身 の 女性 は 、 そ れ に 対し て 、 も っ と 寛容 に な る べき で ある 。 


生身 の 女性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 も っ と 皿 容 に な る べき で ある 。 
男性 が 、 そ れ を 、 所 有する こと 。 
男性 が 、 そ れ を 、 楽 し むこ と 。 


(年 ニ イ ) 
ある 、 一 人 の 、 生 身 の 女 性 。 


彼女 自身 に と っ て 、 本 当 に 怖い 存在 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 人 物 で ある 。 

一 般 的 な 女性 。 

他 の 生身 の 女性 。 

その 人 物 は 、 以 下 の 場 所 に お いて 、 普 通 に 存在 する 。 
彼女 自身 の 隣 。 

彼女 自身 の 周囲 。 


ドー ) 
そう し た 、 他 の 生身 の 女性 。 


(1-3) 
上 記 の (1 - 1 ) の 女性 に と っ て 、 お 気に入り の 意 中 の 男性 。 


その 結果 。 
上 記 の (1 - 2 ) の 女性 は 、 上 記 の (1 - 3) の 男性 と 、 勝 手 に くっ つく 。 
上 記 の (1 - 2 ) の 女性 は 、 そ の 上 記 の ( 1 - 3 ) の 男性 を 、 排他 的 に 占有 する 。 


上 記 の (1 - 2) の 女性 は 、 以 下 の 能力 を 、 持 つ 。 
その 上 記 の ( 1 - 3 ) の 男性 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子孫 を 、 独 占 的 に 残す こと 。 


上 記 の (1 - 2 ) の 女性 は 、 上 記 の ( 1 - 3) の 男性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
上 記 の (1 - 2 ) の 女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 存在 を 活用 する 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 生 身 の 女 体 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 生 身 の 女 性 凌 。 


上 記 の (1 - 2 ) の 女性 は 、 以 下 の 能 力 を 持つ 。 
その 上 記 の ( 1 - 3 ) の 男性 を 、 性 的 に 独占 する こと 。 


上 記 の (1 - 2) の 女性 は 、 上 記 の (1 - 1 ) の 女性 か ら 、 上 記 の ( 1 - 3 ) の 男性 を 、 


略奪 する 。 
それ は 、 生 殖 面 に お いて 、 行 われ る 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 行 われ る 。 


その 結果 。 
上 記 の (1 - 1 ) の 女性 は 、 以 下 の 機 会 を 、 氷 遠 に 、 喪 失 す る 。 
上 記 の (1 - 3) の 男性 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子孫 を 残す こと 。 


上 記 の ( 1 - 2 ) の 女性 は 、 上 記 の ( 1 - 1 ) の 女性 に と っ て 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す 
る 。 
彼女 自身 に と っ て の 、 人 生 最 大 の ライ バル 。 


上 記 の (1 - 3) の 男性 は 、 そ の 上 記 の ( 1 - 2 ) の 女性 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子孫 
を 残す 。 

それ は 、 上 記 の (1 - 1 ) の 女性 に と っ て 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す る 。 

彼女 自身 の 人 生 に お ける 、 致 命 的 な ダメ ー ジ 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 。 以下 の こと を 、 決し て 、 糧 こ さ な が い 。.。 
生身 の 女性 の 人 生 。 
それ に 対し て 、 致 命 的 な ダメ ー ジ を 五 え る こと 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
生身 の 女性 の 人 生 に お いて 、 安 全 な 存在 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 


生物 や 人 間 の 、 行 動 の モー ド 。 
その 内 容 の 分 類 。 


(1 ) 

ノー マル な モー ド 。 

特に 、 性 的 な 興 奏 を し て いな い 状 態 。 
普通 の 生活 を 行う 状態 。 

( 2 ) 

グー が モー ドド 。 

性 的 な 興奮 。 

その 発揮 。 

その 実現 。 

それ に 向け て 、 異 性 に 対し て 、 性 的 誘引 力 を 、 行 使 す る こと 。 
る の よう な 手 三 

(3) 

興奮 の モー ド 。 

セッ クス の 本 番 の 行為 。 

それ に 突入 する モー ド 。 

性 的 に 興奮 する モー ド 。 

(4 ) 

エク スタ シー の モー ド 。 

性 的 な 絶頂 に 達する モー ド 。 


生物 が 持つ 、 根 本 の 行動 原理 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


その 生物 に と っ て の 異性 。 

その 異性 が 、 ( 3 ) の モー ド に 突入 する 場合 。 

その 生物 に と っ て 、 そ の 異性 が 、 性 的 に 魅力 的 に な る 度合 い 。 
それ が 、 急 増す る 。 


その 異性 が 、 ( 4 ) の モー ド て で 動作 し て いる 間 。 
その 生物 に と っ て 、 そ の 異性 は 、 一 番 、 性 的 に 魅力 的 に な る 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 

それ が 、 ( 3 ) の モー ド に 突入 する 場合 。 

男性 に と っ て 、 そ れ が 、 性 的 に 魅力 的 に な る 度合 い 。 
それ が 、 急 増す る 。 


美 少 女 コ ン テ ン ツ 。 
それ が 、 ( 4 ) の モー ド で 動作 し て いる 間 。 
男性 に と っ て 、 そ れ は 、 一 番 、 性 的 に 上 魅力 的 に な る 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


「 萌 え 絵 の 女性 。」 そ の 意義 。 「 女 性 優位 社会 」 の 特産 品 。 


「 萌 え 」 と は 、 何 か ? 


アニ メ や コミ ッ ク な ど で 、「 萌 え 」 と いう 表現 が 頻 筐 に 使わ れる 。 
それ は 、 ど うい う 意 味 合 い を 持っ て いる か ? 


棚 え と は 、 以 下 の (1 ) の 時 期 に お ける 、 以 下 の (2 ) の 様子 を 示し て いる 。 
(1 ) 季節 が 春 に な っ た 頃 。 生 物 が 冬眠 か ら 活 動 期 に 入る 頃 。 
( 2 ) 植物 の 芽 が 、 芽 吹く 。 植 物 の つぼ みな ど が 、 膨 ら み 、 伸 びる 。 


それ は 、 以 下 の 様 子 と し て 、 捉 えら れる 。 
「 吹 き 出し 。 膨 張 。 伸張 。 そ れ ら は 、 生 物 が 持つ 活動 感 を 伴う 。」 


それ は 、、 さ ら に 、 以 下 に 転用 され る 。 
「 動 物 。 人 間 。」 

( 1 ) 彼ら は 、 好 き な 相 手 に 発情 する 。 
彼ら は 、 生 殖 活動 を 目指 す 。 


(2) 

( 3 ) 彼ら は 、 性 諸 が 、 勃 起 、 伸 張 す る 。 (男性 の ペニス 。 女 性 の 乳首 や クリ トリ 
。 

( 4 ) 彼ら は 、 気 分 的 に 、 高 揚 し 、 興 奏し 、 膨 らむ 。 


いずれ も 、 根 底 に 、 以 下 の 内 容 が 存在 する 。 


「 生物 が 持つ 、 活 動 感 や 躍動 感 。」 


それ が 、 以 下 の 動 作 や 感覚 を 、 人 間 を 含む 生物 に 対し て 、 も た ら す 。 


(1 ) それ は 、 生 殖 活 動 に 結び つく 。 
( 2 ) それ は 、 芽 吹き 、 膨 張 する 。 


それ は 、 
(初出 2008 年 $ 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 美 術 と し て の 特徴 。 


「 萌 える 」 と いう 表現 で 、 共 通化 で きる 。 


(1990 年 代 以 降 ) 
No. | 部 位 | 萌え 絵 以 前 (1980 年 代 ) 萌え 絵 (1990 年 代 以 降 ) 
還 補 5 それ は 、 無 い 。 そ れ は 、 末 端 の 突起 で 
(①) ほっ も は い で U た てき ん 有用 され る . それ は 、 すっ きり し て い 
_ る 。 
、 5 それ は 、 縦 長 で ある 。 そ れ は 、 正 円 
それ は 、 横 長 で ある 。 や 、 四 角 い 円 で ある 。 
それ は 、 小 さ な 円 と し て 描か れ |、 
6 、_ | それ は 、「 大 き な か 円 」 や 「 椿 円 」 へ 
層 、 4 生体 の 目 の サ イズ に と 、 誇 張 され る 。 
②) 旧 瞳 の サイ ズ が 、 小 さい 。 瞳 の サイ ズ が 、 大 きい 。 
瞳 の 色 が 、 単 色 で ある 。 そ れ は 、 | 瞳 の 色 が 、 多 色 で 遷移 する 。 そ れ は 、 
濃淡 が 無い 。 濃 注 が ある 。 
「 瞳 へ の 光 の 映り 込み 」 が 、 無 「 瞳 へ の 光 の 映り 込み や 、 反 射 」 が 、 
い 。 ある 。 
瞳 の 輝き が 、 無 い 。 瞳 の 輝き が 、 あ る 。 
それ は 、 正 面 か ら 見 て 、 大 きい 。 | それ は 、 正 面 か ら 見 て 、 ご く 小さ な 突 
(3⑬) | 上 邊 それ は 、 長 い 。 そ れ は 、 上 鼻筋 を 表 | 起 で ある 。 そ れ は 、 上 鼻筋 を 、 ほ と ん ど 
現す る 。 表示 し な い 。 
それ は 、 古 の 突起 が 無い 。 そ れ は 、 開 
それ は 、「 肩 の 上 下 ニ つ の 突起 」 いた が 日 の の で ある それ は 、 閉じ た 
④ 加 が 大 きい 。 そ れ は 、 歯 を 、 リ アル 口 を 、「 短 い 円 弧 の 線 」 の み で 表現 す 
に 表現 する る 。 そ れ は 、 歯 を 省略 する 。 そ れ は 、 
還 歯 を 、 ご く 小 さく 箇 略 化し て 表現 す 
る 。 
ェ 8 それ は 、 毛 の 流れ を 、 表 示す る 。 そ れ 
開 それ は 、 毛 の 流れ を 、 表 現し な EGO 
(④ | 愛 の も い 。 それは 、 塗 りつ ぶし で ある 。 人 光 の 当たり 方 の 変化 」 を 提 


ある 絵 が 「 萌 え 絵 」 か どう か は 、 顔 の 表情 に よっ て 、 か な り 決 まる 。 


絵師 は 、 描 く 顔 に つい て 、 以 下 の 方 針 を 取る 。 
1 ) 彼 は 、 以 下 の こ と を 、 し な い 。 
「 実 際 の 生体 の 顔 を 、 忠 実に 真 信 る こと 。」 
2 ) 彼 は 、 顔 に 対し て 、 大 胆 な デフ ォ ル メ を 加え る 。 


彼 は 、 目 や 暗 を 、 大 きく 強調 する 。 

彼 は 、 暗 な ど を 、 み ずみ ず し く 、 光 を 映す よう に 、 描 く 。 

彼 は 、 次 の 内 容 を 最小 限 に 抑え る 。「 そ の 他 の 、 顔 の 部 品 に お ける 、 隆 起 や 、 
(まつ 毛 。 鼻筋 。 辱 。) 


それ が 、 理 え 絵 と な る 。 
峰 
( 
( 


2 


*、 全般 に 、 以 下 の 造 形 へ と 、 仕 上 げ ら れる 。 
KS CI し SL 

si 衝 必 は ほじ し ない 

> 9<o つ さり し て いる 。 

、 光 が ある 。 

か わい い 、。 


こう し た 絵 が 、 萌 え 絵 で ある と 吉 え る 。 


朝 え 絵 の 原 型 は 、 少 女 コ ミッ ク で ある 。 そ れ は 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 
( 1 ) それ は 、 目 や 暗 が 大 きい 。 
( 2 ) それ は 、 表 情 の 可愛 らし さ を 、 強 調 す る 。 


それ は 、 女 性 作者 が 、 元 々 の 作画 上 の 主導 権 を 握っ て いる 。 
そこ に 男性 作者 が 新た に 参入 し た 。 彼 ら は 、 上 記 の 特徴 に 対し て 、「 異 性 と し て の 魅 
力 」 を 感じ た 。 


女性 作者 と 、 男 性 作者 は 、 萌 え 絵 に つい て 、 共 に 、 主 に 男性 消費 者 向け に 、 以 下 の よ う 
に 、 改 良 を 重ね た 。 
「 女 の 子 の 絵 が 、 異 性 と し て 、 よ り 、 す っ きり 可愛 く 感 じ る よう に する こと 。」 


それ が 、 現 在 に 全 る と 考え られ る 。 


その 、 以 下 の 特 徴 は 、 原 型 と な っ た 少女 コミ ッ ク の 影響 が 大 きい 。 
( 1 ) それ は 、 目 や 暗 が 、 大 きい 。 


その 、 以 下 の 特 徴 は 、 男 性 の 嗜好 の 影響 が 大 きい 。 彼 は 、 朝 え 絵 の 主要 な 消費 者 で あ 
る 。 

( 1 ) それ は 、 け ば け ば し た 飾り が 無い 。 

( 2 ) それ は 、 す っ きり 簡略 化 さ れ て いる 。 


参考 文献 
STUDIO HARD MX (制作 ) 「 ア ニ メ ヒ ロイ ン 画 報 - 架空 美 少 女 ヒロ イン 四 十 年 の 歩み 
- 」、 竹 書房 、1999 年 。 


(初出 2006 年 10 月 。 >2009 年 1 月 。 ) 


萌え 絵 の 女性 。 そ の 術 力 。 概 要 。 


それ ら は 、 人 物 表 現に お いて 、 女 性 の 本 性 を 、 保 持 し 、 誇示 し て いる 。 


それ ら に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 積 極 的 に 表現 され て いる 。 
「 女 性 が 本 来 的 に 持つ 、 人 間 と し て の 将 力 や 、 性 的 魅力 。」 


1 ) 性 的 魅力 。 
2 


萌え 絵 の 女 性 に お いて 、 そ の 魅力 は 、 次 の よう に 分 けら れる 。 
( 
( 2 ) 性 格 や 心理 構造 面 で の 魅力 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 存 在 面 で の 特徴 。 


それ は 、 次 の よう な 女性 で ある 。 


(1 ) 彼女 は 、 生 身 で は な い 。 

( 2 ) 彼女 は 、 仮 想 で ある 。 

( 3 ) 彼女 は 、 作 り 物 で ある 。 

( 4 ) 彼女 は 、 二 次 元 で ある 。 

( 5 ) 彼女 は 、 画 面 や 紙 の 中 か ら 、 外 に 出 て こない 。 

( 6 ) 彼女 は 、 次 の 内 容 を 持つ こと が 、 不 可能 で ある 。 「 現 実 の 、 生 身 の 社会 関係 。」 


それ は 、 女 性 の 昔 酷 な 現実 を 見 せな い 。 

それ は 、 理 想 を 見 せる 。 

筆者 は 、 そ れ を 、 以 下 の 構成 要素 へ と 、 分 類 し た 。 
1 . 
「 静 止 画 。 動 画 。 両 者 に 共通 。」 


) > 
( 4 ) 萌え ポー ズ 。 女性 特有 の 可愛 い ポ ー ズ 。 エ ッ チ な ポー ズ 。 静止 し た 次 勢 。 


2 . 
「 動 画 。 ア ニ メ 。 ゲ ー ム 音楽 動画 。」 
AE デー 迷 に よる と ミラ ルレ テ ジ ショ ン 」 


( 1 ) 萌え 声 。 女 性 声優 の 声質 。 彼 女 た ち の 声 の 演技 。 彼女 た ち が 演 じ る 、「 セ ックス 
中 の 女性 の 喘ぎ 声 」。 


( 2 ) 萌え ソン グ 。 女 性 声優 の 声質 に よる 、 歌 声 。 一 人 の 歌 。 複 数 メン バー に よる 合 
目 。 そ れ は 、 女 性 アイ ドル や 女性 歌手 の ライ ブ と か ぶる 。 そ れ ら の 区 別 は 、 上 難し い 。 


( 3 ) 萌え ダン ス 。 ダ ンス 中 の 、 女 性 特有 の 、 手 足 や 指先 や 胴体 の 動き 。 内股 に な る 動 
き 。 砲 ん に 手 を 振る 動き 。 例 えば 、 ミ リ シ タ 。 ラ ブラ イブ 。 

( 4 ) 萌え し ぐさ 。 女性 特有 の 可愛 いし ぐさ 。 

し NN 般 的 な し ぐさ 。 ウィンク する し で ぐさ 。 笑顔 を 振り まく し ぐさ 。 
(4 - 2 ) 女性 特有 の 、 エ ッ チ な 身体 の 姿勢 や 動作 。 エ ロア ニ メ 。 セ ックス 中 。 


( 5 ) 萌え る 会 話 。 女 子 高 生 同士 の 日 常 会 話 。 可 愛 い 女子 た ちと 、 一 般 男 子 と の 会 話 。 


( 6 ) 萌え る 社会 行動 。 女 性 の 魅力 に あふ ヽ れ た 、 社 会 行動 の 内 容 。 例 えば 、 ラ ブラ イ 
が 

(6 - 1) が さ つ な 行動 の 排除 。 

(6 - 2) 互い の 仲良 し アピ ー ル 。 

(6 - 3) 周囲 へ の 、 気 配り 。 

(6 - 4 ) 周囲 か ら 、 注 目 を 浴び よう と する 行為 。 


3 . 
「 女 性 の 身体 の 物理 的 な 薄 物 。 女 性 の 身体 の コン ピュ ー タ ー に よる シミ ュ レ ーション 。 
仮想 の 人 体 動作 。 仮 想 の 外観 の 表現 。」 
(1 ) 萌え フィ ギュ ア 。 萌 え ド ー ル 。 
( 2 ) 三次 元 コ ンピュータ ー グ ラフ ィ ッ クス て 実現 し た 、 萌 える 、 可 動 女性 。 


4 . 
「 女 性 優位 な 心理 や 知能 の 、 コ ンピュータ ー に よる シミ ュ レ ーション 。 仮想 の 女性 優位 
な 知 的 生物 体 。 女 性 の 内 面 の 表現 。」 
「 萌 え 知能 。」 人 間 並 み の ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク 。 そ れ を 用 いた 、 人 工 知能 と し て の 
女性 。 
それ は 、 リ アル な 「 萌 え 対 話 」 が 可能 で ある 。 
1 ) 研究 者 は 、 そ れ に 、 女 性 優位 な 感情 を 持た せる 。 自 己 保 身 性 。 自 己 中 心性 。 
) 研究 者 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 人 格 面 で の 欠陥 や 、 不 快 な 面 を 、 相 当 、 そ き 落 と 
す 。 「 生 身 の 女 性 の 心理 構造 。」 
) 研究 者 は 、 そ うし て 、 以 下 を 実現 する 。 
「 女 性 の 人 格 者 。 性格 の 良い 姉ちゃん 。」 


研究 者 は 、 萌 え 絵 の 女性 に つい て 、 上 記 の 外観 と 内 面 を 合体 させ る 。 そ れ は 、 究 極 の 理 
想 的 な 女性 に な る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 性 的 魅力 。 容姿 の 素晴らし さ 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 性 的 魅力 を 、 強 く 持つ 。 

それ は 、 男 受け する 。 男 性 の 好み に 合っ て いる 。 

それ は 、 生 身 の 女性 を 、 軽く 凌 冗 す る 。 

それ は 、 生 身 の 女 性 に 比べ て 、 表 現 の 自由 度 が 高い 。 

彰 え 絵 の 女性 に よる 性 的 魅力 の 行使 が 、 行 われ て いる 。 男 性 は 、 心理 的 に 、 萌 え 絵 の 女 
性 の 奴隷 に な る 。 


(1 - 1 ) 女体 の 素晴らし さ 。 


「 女体 の 性 的 品質 。」 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


「 女 体 に 求め られ る 、 品 質 の 高 さ 。 そ れ は 、 高 い 性 的 魅力 を 、 満 た し て いる か ?」 


女体 の 性 的 品質 に つい て 。 萌 え 絵 の 女 性 の 女体 は 、 生 身 の 女 性 の 女体 より 、 優 れ て い 


る 。 


男性 に と っ て 重要 な の は 、 そ の 女体 が 、 生 身 か どう か で は 無い 。 
その 女体 の 持つ 、 以 下 の 内 容 自 体 で ある 。 

(A ) ボデイ ー ラ イン や 、 体 形 の セク シー さ 、 

( B ) プロ ポー ショ ン の 素敵 さ 、 


図形 と し て の パタ ー ン が 、 女 体 が 持つ 性 的 魅力 の 本 質 で ある 。 


萌え 絵 の 女性 の 女体 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の も の を 見 せる 。 
男性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 


( A ) 形 の よい お っ ぱい 。 

( B ) 細く くびれ た 腰 。 

(C) きれ いな 曲線 の 出っ張っ た 大 き な 殿 。 
(D) むち むち の 太もも 。 

(E ) すら っ と し た きれ いな 脚 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 女体 は 、 以 下 の よ うな 、 性 的 に 挑発 的 な 姿勢 を する 。 
する と 、 男 性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 

(A) M 字 開 脚 

( B ) 女 角 の ポー ズ 。 


男性 は 、 そ の 女体 に 、 心理 的 に 一 方 的 に 引き 寄せ られ る 。 
男性 は 、 そ の 女体 に よっ て 、 そ の 思う が まま に 、 操 られ る 。 
男性 は 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 奴隷 に な る 。 そ れ は 、 男 性 に と っ て 、 快 感 で ある 。 


仮に 、 朝 え 絵 の 女性 で 、 以 下 の (A) が 、 以 下 の (B) の よう に 表現 され て いた 、 


る 。 
( A ) 女性 の ボディ ー ラ イン 。 女性 の 体形 。 女 性 の プロ ポー ショ ン 。 
( B ) それ ら は 、 性 的 に 素敵 に 表現 され て いる 。 


それ は 、 生 身 で ある 必要 は 、 全 く 無 い 。 
それ は 、 む し ろ 、 生 身 の 女体 より も 、 優 れ て いる 。 
萌え 絵 の 女性 の 素敵 な 女体 が 、 旋 速 に 増え て いる 。 
それ は 、 生 身 の 女性 の 女体 を 凌 寺 す る 。 


今 ま で 、 昌 え 絵 の 女性 は 、 二 次 元 で あっ た 。 
それ ゆえ 、 そ れ は 、 次 の 存在 より 分 る と され て きた 。 


と す 


「 三 次 元 の 存在 。 生 身 の 女性 。 
じ が か し 。 は 、 ホ の 08 えて いる 
「 彰 え 絵 の 女 性 の 女体 の 、 三 次 元 表現 。 


その 、 動 画 で の セク シー な 動作 の 表現 が 増え て いる 。 
次 の 内 容 も 、 頻 筐 に 作ら れ て いる 。 
「 萌 え 絵 の 女性 に よる 、 セ ックス 本 番 の 動画 


(1 -2) 「 若 いこ と 。」』 
萌え 絵 の 女性 は 、 女 子 中 学生 や 、 女 子 高生 で ある 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女性 と 違っ て 、 い つま で も 若い 。 


(1 -3) 「 表 情 。」 
(1-3-1) 「 顔 の 表情 の 良さ 。 美 人 で ある こと 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 顔 が 、 0 
萌え 絵 の 女 性 は 、 表 情 が 、 美 人 で ある 。 


それ ら は 、 顔 の 表情 に お いて 、 以 下 の 特 徴 を 持つ 。 


( A ) 目 や 暗 。 

UI ま 。 だ で る 大き いい 

それ は 、 澄 ん で いる 

それ は 、 箕 明 で ある 。 

それ は 、 そ の 目 の 中 に お いて 、 立 体感 が ある 。 
それ は 、 潤 ん で いる 。 

それ は 、 き れい で ある 。 

それ は 、 聡 明 で ある 。 

( B ) 上 鼻 。 

それ は 、 極 め て 小さ い 。 

それ は 、 点 の よう に 表示 され る 。 

それ は 、 ち ょ っ と し た 突起 の よう に 表示 され る 。 
それ は 、 ほ と ん ど 見 えな い 。 

それ は 、 ほ と ん ど 省 略 さ れ て いる 。 
それ は 、 可 愛 い 。 

(C) 日 。 

それ は 、 小 さめ で ある 。 

それ は 、 そ の 中 が 、 と て も 赤い 。 

それ は 、 そ の 中 で 、 歯 を むき 出し に し な い 。 


それ ら は 、 表 現 が 全体 的 に 、 と て も 可愛 い 。 


それ ら の 可愛 さや 、 美 し さ の レベ ル は 高い 。 
それ は 、 生 身 の 女 性 を 、 軽 く 凌 索 し て いる 。 


(1-3-2) 「 声 の 良さ 。」 
これ は よ ょ 、 ア ニ メ や ゲー ム 動 画 に 、 限 定 され る 。 
曲 え 絵 の 女性 は 、 声 が 可愛 い 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 声 が 、 美 し い 。 


女性 の 声優 が 、 そ の 声 を 担当 する 。 
彼女 た ち は 、 優 秀 で ある 。 


(1 -3-3) 「 し ぐさ 、 動 作 の 良さ 。」 
これ は 、 ア ニ メ や ゲー ム 動 画 に 、 限 定 さ れる 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 し ぐさ が 可愛 い 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 動 作 が 美しい 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 ス ポー ティ ー な 動き を する 。 


それ は 、 女 性 優位 で 、 可 愛らしく て 、 と て も 魅力 的 で ある 。 


(1 -4) 「 容 姿 。 服 装 。」 
(1-4-1) 「 容 姿 の 可愛 さ 。 セ クシ ー さ 。」 
曲 え 絵 の 女 性 は 、 愛 が きれ いで ある 。 

それ は 、 長 髪 で ある 。 

それ は 、 愛 の 毛 が さ ら さ ら で あ る 。 

ぞ れ は 、 ポ ボニー テー ル を すず する 。 

それ は 、 素 敵 な 愛 飾 り を する 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 肌 が きれ いで ある 。 
それ は 、 肌 が すべ すべ で ある 。 

それ は 、 肌 が 和 柔らかい 。 

それ は 、 肌 が 温か い 。 


(1-4-2) 「 服 装 の 可愛 さ 。 セ クシ ー さ 。」 
曲 え 絵 の 女性 は 、 以 下 の 服装 を する 。 

それ は 、 女 子 中 学生 や 、 女 子 高生 の 制服 を 着る 。 
それ は 、 メ イド 服 を 着る 。 


【 
それ は 、 ブ ル マ ー を 履く 。 
それ は 、 ス パッ ツ を 履く 。 
それ は 、 ミ ニス カー ト を 履く 。 
それ は 、 タ イツ を 履く 。 
それ は 、 生 足 で ある 。 
それ は 、 ソ ックス を 履く 。 
それ は 、 ビ キ ニ を 着る 。 
それ は 、 白い 服 を 着る 。 
それ は 、 パ ン ツ や 下着 を 見 せる 。 
それ は 、 セ クシ ー な 格好 を する 。 


(1 -5) 「 性 的 行為 の 受容 。」 
萌え 絵 の 女性 は 、 以 下 の 行為 を 受容 する 。 
それ は 、 覗 き を 許可 する 。 


それ は 、 盗 撮 を 許可 する 。 

それ は 、 痴 漢 を 許可 する 。 

それ は 、 強 女 を 許可 する 。 

それ は 、 性 的 に 恥ず か し いこ と を 、 許 可 す る 。 

それ は 、 男 性 が 、 変 な 「 性 的 な 性 藻 」 を 持つ こと を 、 許 す 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 鑑 賞 者 専用 の 視点 。 そ の 評価 基準 の リス ト 。 
萌え 絵 の 女 性 。 そ の 評価 基準 の リス ト 。 概要 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 表現 。 
絵 の 作 者 の 費 さ ん は 、 そ れ に つい て 、 ど ん な 内 容 を 実現 すれ ば 、 良 いで し ょ うか ? 
その 絵 は 、 ど うす れ ば 、 朝 え 絵 と し て 、 一 定 程 度 、 優 れ た 出来 に な る の で し ょ うか ? 


社会 に は 、「 萌 え 絵 の 女 性 」 の 作品 が 、 た くさ ん 供給 され て いま す 。 


人 筆者 は 、 今 まで 、 そ うし た 「 萌 え 絵 の 女性 」 に つい て 、 鎧 賞 す る 立場 か ら 、 い ろ い ろ 詩 
へ て きま し た 。 

人 筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 長 年 に わた っ て 、 大 量 に 観察 し て きま し た 。 

「 絵 や アニ メ 、 ゲ ー ム 動画 な ど 。 そ れ ら は 、 い ずれ も 、「 萌 え 絵 の 女性 」 に 該当 し そう 
で ある 。 」 


絵 は 、 ど うい う ポ イン ト を 満た す と 、「 萌 え 絵 の 女 性 」 と し て の 表現 に な る の で し ょ う 
か ? 

筆者 は 、 そ の 具体 的 な 評価 ポイ ント を 、 い ろ い ろ 考 えま し た 。 

そし て 、 筆 者 は 、 そ うし た 評価 基準 に なか り そう な 内 容 を 、 以 下 に 、 試し に 、 リ スト アッ 
プア ド じ で み ま じ した だ 。 


それ ら は 、 従 来 主流 だ どっ た 、「 絵 師 の 技法 の 視点 」 で は あり ませ ん 。 

それ ら は 、「 錯 賞 者 専用 の 視点 」 か ら 、 新 た に 導出 し た も の で す 。 

絵 は 、 表 現 上 、 氏 賞 者 に と っ て 、 ど ん な 感覚 を 満た す と 、「 萌 え 絵 の 女性 」 ら し く な る 
の で し ょ うか ? 

筆者 は 、 そ うし た 感覚 要因 を 、 以 下 の 内 容 へ と 、 個 別に 、 要 素 分 解 し まし た 。 

( 1 ) 鎧 賞 者 が 、 着 目 す べき 、 視 点 。 

( 2 ) 氏 賞 者 視点 で 、 満 た すべ き 、 形 容 詞 の 表現 。 

筆者 は 、 そ れ ら の 視点 や 表現 を 、 以 下 に 、 た くさ ん リス ト ア ッ プ し まし た 。 
それ は 、 主 に 顔 と 女体 に つい て 、 ま と め て いま す 。 


その 内 容 は 、 ま だ 、 暫 定 的 で 、 試験 的 で す 。 
その 内 容 に は 、 お か し な 点 が 、 ま だ いろ いろ ある で し ょ う 。 


筆者 は 、 内 容 を 、 時 間 の 余裕 に 応じ て 、 充 実 さ せよ うと 思い ます 。 

筆者 は 、 以 下 の 実現 を 、 理想 と し て いま す 。 

仮に 、 絵 の 作者 の 皆さん が 、 作 成 中 、 以 下 の リ スト の 基準 を 満た し た 、 と し ます 。 
する と 、 そ の 絵 は 、 そ うし て 、 一 定 品質 水準 を クリ ア す る 、 「 萌 え 絵 の 女 性 」 に な る で 
MM 貞 ⑨ 


筆者 は 、 そ の こと の 実現 を 、 目 指し て いま す 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 顔 と 女体 。 共通 の 部 品 。 


それ ら は 、 以 下 の 部 品 を 、 共 通 に 、 必 要 と する 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 萌 え 顔 。 評価 基準 の リス ト 。 


(1) 「 概 要 。」 

それ は 、 可 愛 い 。 

それ は 、 美 し い 。 

それ は 、。 デプス で は な い 。 
それ は 、 生 身 の 女性 の 顔 に あり が ちな 、 昔 酷 な 現実 を 見 せな い 。 
それ は 、 理 想 を 見 せる 。 
それ は 、 き れい ご と で ある 。 
( 2 ) 「 顔 の 表情 。」 
それ は 、 笑 顔 で ある 。 
それ は 、 感 情 の 表 出 が ある 。 
それ は 、 坪 問 豪 楽 が ある 。 

( 3 ) 「 顔 の 皮膚 。」 
それ は 、 赤 い 。 

それ は 、 血 が 通っ て いる 。 
それ は 、 血 色 が 良い 。 


「 眉 毛 。」 
、 線 が 細い 。 
、 仁 細 で ある 。 
、 表 示 が 丸い 。 
、 ク ッ シ ョ ン で ある 。 


「 目 。 暗 。」 


、 宝 石 で ある 。 
、 ク リス タル で ある 。 
、 き れい な 原石 で ある 。 


、 潤 ん で いる 。 
、 水 分 が ある 。 
、 流 れ が ある 。 
、 液 体 的 で ある 。 


、 クリ ア で ある 。 


は 、 箕 明 で ある 。 


は 、 立 体 的 で ある 。 
は 、 奥 行き が ある 。 


、 広 大 で ある 。 
、 和 面積 が ある 。 
、 和 面積 が 大 きい 。 
、 和 面 積 が 広い 。 


、 見 開い て いる 。 
、 ま な ざし が ある 。 
、 視 線 が ある 。 


、 ま な ざし の 動き の 幅 が 、 広 い 。 


「 類 。」 
、 赤 い 。 
、 赤 ら め て いる 。 


、 血 が 通っ て いる 。 


(7 ) 「 鼻 。」 

それ は 、 突 起 が 、 極 め て 小さ い 。 
それ は 、 突 超 が 、 点 に な っ て いる 。 
それ は 、 鼻 の 穴 の 表示 が 無い 。 
それ は 崩さ の 排除 で ある 。 
それ は 、 露 崩さ の 省略 で ある 。 
(83N NE 


それ は 、 表 示 は 、 口 腔 の み で ある 。 
それ は 、 表 示 は 、 口 の 赤い 内 側 の み で ある 。 


(8 が 49。 目 。a 


それ は 、 和 柔らか い 。 
それ は 、 浅 っ て いる 。 
それ は 、 温 か い 。 


(8-2) 「 唇 。 」 
その 表示 は 、 限定 的 で ある 。 
その 表示 は 、 口 を 閉じ て いる 時 だ け で ある 。 
その 表示 は 、 口 を 開い て いる 時 に は 、 無 い 。 
それ は 、 露 崩さ の 排除 で ある 。 


(8 - 3) 「 歯 。」 

その 表示 は 、 限 定 的 で ある 。 

その 表示 は 、 口 を 開い て いる 時 に は 、 無 い 。 

それ は 、 個 別 の 歯 を 描か な い 。 

全て の 歯 は 、 そ の 全体 が 、 真 っ 白 な か た まり で ある 。 
それ は 、 赤 い 口 の 表現 が 、 優 先 さ れる 。 

その 表示 は 、 副 次 的 で ある 。 

それ は 、 便 質 さ の 排除 で ある 。 

それ は 、 露 崩さ の 排除 で ある 。 


(9 上 呈 。 」 

それ は 、 和 柔らか い 。 

それ は 、 し っ か り し て いる 。 
それ は 、 あ る 程度 、 厚 み が あ る 。 
それ は 、 穴 が ある 。 

それ は 、 秘 部 で ある 。 

それ は 、 温 か い 。 

それ は 、 血 が 通っ て いる 。 


仮に 、 誰か が 、 そ れ に 、 皿 を 吹き か けた 、 と する 。 す る と 、 女 性 は 
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それ は 、 き れい で ある 。 


(10-1) 「 髪 の 色 。」 
(10-1-1) 黒髪 。 
(10-1-2) カラ フル な 髪 


(10-2) 「 髪 の 長 さ 。 
(10-2-1) ) 長 愛 。 流れ る よう な 愛 
(10-2-2) 短髪 スポーティー な 愛 


(10-3) 「 髪 の 毛 の 品質 の 良さ 。」 
それ は 、 つ や つや で ある 。 
それ は 、 さ ら さ らし て いる 。 


それ は 、 水 分 が ある 。 
それ は 、 測 っ て いる 。 


(10-4) 「 胡 型 。」 


(10-4 - 1 ) それ は 、 単 純 で ある 。 例 えば 、 ポ ニー テー ル 。 
(10-4-2) それ は 、 複 雑 で ある 。 例 えば 、 三 つ 編み 


(10-5) 「 胡 飾 り 。 
それ は 、 美しい 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 萌 え 女 体 。 評価 基準 の リス ト 。 


それ は 、 生 身 の 女 体 に あり が ちな 、 昔 酷 な 現実 を 見 せな い 。 
それ は 、 理想 を 見 せる 。 
それ は 、 き れい ご と で ある 。 


(1) 「 概 要 。」 
それ は 、 円 の よう で ある 。 
を れ ほ 、. 丸 。 
それ は 、 円 や か で ある 。 


それ は 、 和 柔らか で ある 。 
それ は 、 ふ っ くら し て いる 。 


それ は 、 血 が 通っ て いる 。 
それ は 、 温 か い 。 


それ は 、 体 温 を 感じ る 。 


ーー 


それ は 、 ソ フト で ある 。 

それ は 、 ク ッ シ ョ ン で ある 。 
それ は 、 肉 感 的 で ある 。 

その 肉 は 、 適 度 に 、 豊 か で ある 。 
それ は 、 や せ 過 ぎ な い 。 

その 和 肉付き は 、 多 過ぎ な い 。 
それ は 、 デ デ で な い 、 

それ は 、 た る ん で いな い 。 


それ は 、 露 骨 さ の 排除 で ある 。 
それ は 、 便 中 さ の 排除 で ある 。 
それ は 、 ご つ さ の 失 除 で ある 。 
それ は 、 筋 力 感覚 の 排除 で ある 。 


それ は 、 次 の 両者 へ の 需要 に 、 別 々 に 、 対 応 し て いる 。 
(1 - 1) それ は 、 性 的 に 、 良 く 発育 し て いる 。 


それ は 、 巨乳 で ある 。 
それ は 、 大 き な 尻 で ある 。 
それ は 、 成 欠 し て いる 。 
それ は 、 大 人 で ある 。 
それ は 、 豊 か さ が あ る 。 
それ は 、 豊 潤 で ある 。 
それ は 、 適 度 に 太い 。 


(1 - 2) それ は 、 性 的 に 未 発育 で ある 。 


それ は 、 貧 乳 で ある 。 
それ は 、 小 さ な 尻 で ある 。 
それ は 、 子 供 っ ぽい 。 
それ は 、 幼 い 。 
それ は 、 細 い 。 
(も 商 。 
それ は 、 赤 い 。 

それ は 、 血 が 通っ て いる 。 
それ は 、 血 色 が 良い 。 


それ は 、 温 か い 。 


それ は 、 水 分 が ある 。 
それ は 、 測 っ て いる 。 

それ は 、 カ サカ サ し て いな い 。 
それ は 、 乾 いて いな い 。 

それ は 、 和 柔らか い 。 

それ は 、 ク ッ シ ョ ン で ある 。 


それ は 、 
、 誰 か が 、 そ れ を 、 撫 で 続け た 、 


、 肉 感 的 で ある 。 


、 量 が 、 適 度 に 、 豊 か で ある 。 


、 や せ 過 ぎ な い 。 


、 量 が 、 あ り 過 ぎ な い 。 そ れ は 、 デ ブ で な い 。 


、 た る ん で いな い 。 


「 肩 。」 

、 な で 眉 で ある 。 
Se し 

、 円 の 感覚 で ある 。 
SNS 2 しい 

、 華 箸 で ある 。 


「 肌 。 」 
、 すべ すべ し て いる 。 
、 滑 ら か で ある 。 


、 和 触っ て いて 、 気 持ち いい 、。 


、 き め 細 か い 。 
、 潤 っ て いる 。 
、 水 分 が ある 。 


、 和 柔らか い 。 


、 ク ッ シ ョ ン 性 が ある 。 


、 脂 肪 の 感覚 が ある 。 


、 突 起 が 無い 。 
、 無 毛 で ある 。 
、 と が り が 無い 。 


し み が 無 い 。 


、 赤 さ が あ る 。 
、 血 が 通っ て いる 。 
、 血 色 が 良い 。 


、 温 か い 。 
、 水 分 が ある 。 
、 潮 っ て いる 。 


、 カ サカ サ し て いな い 。 


上 乾い て いな い 。 


「 尻 。」 
、 重 心 が 低い 。 


、 下 方 に 落ち 着い て いる 。 


、 安 定 的 で ある 。 


、 底 面 が 大 きい 。 
、 突 き 出し て いる 。 


と する 。 す る と 、 女 性 は 、 性 的 に 興 論 す る 。 


その 肉 は 、 割 れ て いる 。 
それ は 、 桃 尻 で ある 。 


その 肉 は 、 丸 い 。 

その 肉付き は 、 盛 り 上 が っ て いる 。 
その 了 肉付き は 、 出 て いる 。 
その 和 肉付き は 、 豊 か で ある 。 

その 了 肉付き は 、 分 厚い 。 

その 肉 は 、 柔 ら か い 。 


(6) 「 腰 。」 
それ は 、 重 い 。 

その 胃 は 、 大 きい 。 

それ は 、 細 くく びれ て いる 。 


それ は 、 細 い 。 
それ は ほ 。 すら り と し て いる 。 
和 和 人 は 。 くびれ て で し うる 。 


(7 ) 「 太 も も 。」 
それ は 、 和 肉 厚 で ある 。 
それ は 、 分 厚い 。 


それ は 、 天 い 。 
それ は 、 軸 太 で ある 。 


それ は 、 温 か い 。 


(8) 「 腕 。」 
それ は 、 細 い 。 
宅 和 は 、 すら りり ど とし で いる 。 


(9) 「 脚 。」 
それ は 、 細 い 。 
それ は 、 すら り と し て いる 。 


0 大 も も 。 

その 了 肉付き は 、 す べ す べし て いる 。 
その 肉付き は 、 温 か い 。 

その 肉 は 、 柔 ら か い 。 

それ は 、 軸 が 、 太 い 。 

それ は 、 付 け 根 が 、 特 に 太い 。 


(11) 「 女 性 器 。」 
に 衝 さ K 析 
それ は 、 凹部 で ある 。 
それ は 、 奥 部 で ある 。 
それ は 、 穴 で ある 。 


それ は 、 表 向き は 、 閉 じ て い る 。 
それ は 、 挿 入 先 で ある 。 


それ は 、 肉 質 で ある 。 
それ は 、 究 極 の 秘 部 で ある 。 
それ は 、 秘 密 の 中 心 で 、 中核 で ある 。 
それ は 、 女 体 の 中 核 で ある 。 
それ は 、 女 体 の 核心 部 分 で ある 。 
女性 は 、 そ れ を 他人 に 見 られ る と 、 と て も 恥ず か し い 。 
時 それ を 、 隠 し た い 。 

れ は 、 大 き な 恥 辱 感 が ある 。 
0 秘 肉 で ある 。 


それ は 、 浅 っ て いる 。 
それ は 、 和 柔らか い 。 
それ は 、 温 か い 。 


それ は 、 お し っ こ を 出す 。 
それ は 、 お し っ こ を 漏らす 。 


は 、 内 部 が 、 指 先 で 、 ば っ くり 開く 。 


( 邊 在 こ る 7 パ 必 、』 
それ は 、 内 部 が 、 愛 液 で 満ち る 。 
それ は 、 内 部 が 、 粘 液 で あふ れる 。 


それ は 、 内 部 が 温か い 。 
は 、 内 部 に 、 ひ だ ひだ が ある 。 
その 内 部 は 、 挿 入 す る と 、 気 持ち いい 。 


(ES リク ドリス ョ 

仮に 、 女 性 が 性 的 に 興奮 し た 、 と する 。 す る と 、 そ れ は 、 勃 起 し て 、 脱 らむ 。 

仮に 、 女 性 が 性 的 に 興奮 し た 、 と する 。 す る と 、 そ れ は 、 固 く な る 。 

仮に 、 誰 か が 、 そ れ を 、 和 触り 続け た 、 と する 。 す る と 、 女 性 は 、 性 的 に 興奮 し 、 絶 頂 を 
迎え る 。 


(11-4) 「 陰 毛 。」 
それ は 、 ぼ さぼ さ で ある 。 
それ は 、 つ る つる で ある 。 


(1 2) 太もも 。 女性 閉 。 そ れ ら の 相互 作用 。」 


それ は 、 以 下 に 分 類 さ れる 。 
(12-1) M 字 開 脚 

(1 2 - 2) 大 開 脚 

(1 2 -3) 全開 。 


それ は 、 ぱ っ くり 、 開 いて いる 
それ は 、 開 いた 大 き な 門 で ある 。 
それ は 、 性 的 に 、 凄 く 迫 力 が ある 。 


それ は 、 開 門 の 儀式 で ある 。 
それ は 、 秘 宝 の 開帳 で ある 。 


それ は 、 女性 が 持つ 、 次 の 考え に 基づく 。 
「 私 は 、 あ な た に 、 見 せ て あげ る 。 あ な た は 、 そ れ を 、 あ り が た く 思 いな さい 。」 


それ は 、 秘 密 の 開示 で ある 。 


(1 3) 「 乳 房 。 乳首 。」 
(13-1) 「 乳 房 。」 

それ は 、 前 方 に 突き 出し て いる 。 
その 突き 出し の 中 心 は 、 乳首 で ある 。 


それ は 、 袋 状 で ある 。 
それ は 、 重 力 が 働い て 、 下 に 行く 。 


それ は 、 弾 力 が ある 。 
それ は 、 形 が 元 に 戻る 。 


それ は 、 と て も 柔らか い 。 
それ は 、 す ぐ 、 と て も 容易 に 、 自 由 に 、 変 形 する 。 
それ は 、 究 極 の クッ ショ ン で ある 。 


それ は 、 膨 らん で いる 。 
それ は 、 ふ っ くら し て いる 。 
の ポ ボ り コー ム は 、 半分 で ある 。 


その 谷間 は 、 く っ きり し て いる 。 


(13-2) 乳首 。」 
それ は 、 凸 部 で ある 。 
それ は 、 突 起 感 が ある 。 
ょ 、 便 宜 感 が ある 。 
ょ 、 肉 質感 が ある 。 
よ 、 面 積 が ある 。 


仮に 、 女 性 が 性 的 に 興奮 し た 、 と する 。 す る と 、 そ れ は 、 固 く な る 。 

仮に 、 女 性 が 性 的 に 興奮 し た 、 と する 。 す る と 、 そ れ は 、 勃 起す る 。 

それ は 、 乳 状 の 液体 を 噴出 する 。 

仮に 、 誰か が 、 そ れ を 、 触 り 続 けた 、 と する 。 す る と 、 女 性 は 、 性 的 に 興奮 し 、 絶 頂 に 
全 る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 女 性 の 理想 形 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 そ の 全て に お いて 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
「 女 性 の 理想 形 。 理想 的 な 女性 。」 
(1 ) それ は 、「 究 極 の 理想 性 」 を 持つ 。 そ れ は 、 生 身 の 女 性 で は 実現 が 不可 能 で あ 
る 。 そ れ は 、「 女 性 の 理想 性 」 を 表現 し て いる 
それ は 、 生 身 の 女性 が 持つ 、 以 下 の 欠 陥 を 解決 する 。 
(1 - 1) 潮 え な い 身 体 。 
(1 - 2) 不快 な 心理 構造 。 
) 暮らし に くい 社会 関係 。 
それ は 、 そ うし た 欠陥 の 無い 、 理想 的 な 女性 で ある 。 


NG 
女性 性 の 強力 な か た まり 。 

それ は 、 女 性 優位 魅力 が 強い 。 N 

それ は 、 次 の 内 容 を 体現 し て いる 。 

「 本 当 の 女 ら し さ が 持つ 素晴らし さ 。」 

それ は 、 女 性 の 優位 性 を 示す 。 


3 ) それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 

女性 優位 社会 の 特産 物 。 そ の 名 物 。 そ の 売り 。」 

それ は 、 次 の 方 法 で な いと 作れ な い 。 

「 女 性 優位 社会 の 女性 に よる 、 自 作 。 

それ は 、 あ る い は 、 婦 性 優位 男性 に よる 、 その 物真似 で ある 。 


( 
ぐ 


( 4 ) それ は 、 次 の こと の 証拠 で ある 。 

「 世 界 社会 に お ける 、「 強 者 女性 の 実在 」。」 
それ は 、 次 の 内 容 の 根源 で ある 。 

「 女 権 拡張 を 指向 する 、 フ ェ ミ ニズム 。」 
それ は 、 女 性 性 の 象徴 で ある 。 


女性 優位 女性 の 方 が 、 男 性 優位 女性 より 、 女 性 と し て 、 優 れ て いる 。 
女性 優位 女性 の 方 が 、 男 性 優位 女性 より 、 女 性 優位 な 魅力 が ある 。 
女性 優位 女性 は 、 女 性 性 の 本 質 を 保っ て いる 。 
明 え 絵 の 女 性 は 、 女 性 優位 女性 に よる 製品 で ある 。 そ れ は 、 そ うい う 点 で 、 女 性 優位 魅 
力 に あふ れ て いる 。 
それ は 、 そ うい う 点 で 、 理想 的 な 女性 で ある 。 
9 
) 性 的 魅力 。 
5) の な と し て の か 「 女 性 優位 な 価値 観 を 体現 する 存在 。 (自己 保身 性 。 自 己 
Wo 
2 し て の 魅力 。 「 定住 生活 様式 に お ける 、 有 力 で 有 能 な 権力 者 。」 


性 的 魅力 は 、 女 性 優位 女性 の 方 が 、 男 性 優位 女性 より 、 優 れ て いる 。 
それ は 、 彰 え 絵 の 女 性 に 、 引 き 継 が れ て いる 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 女 性 優位 女性 の 本 質 の 体現 者 で ある 。 
性 的 将 力 は 、 理 想 的 女性 の 方 が 、 現実 の 女性 より 、 優 れ て いる 。 
性 的 魅力 は 、 萌 え 絵 の 女性 の 方 が 、 生 身 の 女 性 より 、 優 れ て いる 。 
萌え 絵 の 女 性 の 方 が 、 生 身 の 制約 や 欠陥 が 無い 。 


それ は 、 女 性 の 理想 形 を 、 よ り 実 現し や すい 。 


生身 の 女性 が 優れ て いる の は 、 次 の 内 容 だ け で ある 。 
(1 ) 物理 的 な 女体 。 
( 2 ) 物理 的 な 女性 問 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 そ れ へ の 問題 意識 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 理 想 化 され た 女性 で ある 。 
それ は 、 現実 の 生身 の 女性 が 持つ 、 以 下 の 側面 を 、 極 力 隠し て いる 。 
「 荷 酷 な 、 蓄 ろ し い 支 配 者 。」 


仮に 、 男 性 が 、「 萌 え 絵 の 女性 」 と 付き 合っ て いる 、 と する 。 す る と 、 男 性 は 、 以 下 の 
存在 と は 、 ず っ と 、 付 き 合わ な く て 良い 。 
「 生 身 の 女 性 。 そ れ は 、 益 酷 な 内 実 を 持つ 。」 


彼 は 、 そ れ で 、 十 分 心理 的 に 満足 で きる 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 ど うい う 風 に 、 理 想 化 され て いる か ? 


萌え 絵 の 女性 は 、 仮 想 化 され た 存在 で ある 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 人 格 の 一 部 を 切り 取っ て 強調 し て いる 。 そ れ は 、 キ ャ ラク ター で あ 


SA 


生身 の 女性 の 心理 構造 の 持つ 、 良 い 面 と 、 悪 い 面 を 、 分 析 す る 。 
その うち の 良い 面 の み が 、 萌 え 絵 の 女性 に 反映 され て いる 。 
そう し た 良い 面 、 悪 い 面 は 、 以 下 に 分 類 さ れる 。 

(1 ) 男性 に と っ て の 側面 。 

( 2 ) 女性 に と っ て の 側面 。 

( 3 ) 人 間 一 般 に と っ て の 側面 。 


以下 で は 、 (1 ) を 、 取 り 扱う 。 
「 萌 え 絵 の 女性 」 の 主要 な ター ゲッ ト は 、 男 性 で ある 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に と っ て の 、 性 的 欲求 の は け 口 と な っ て いる 。 
それ は 、 男 性 に と っ て の 、 魅 力 的 な 性 的 誘 賊 条 で ある 。 
それ は 、 生 身 の 女 性 器 を 備え て いな い 。 


曲 え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 付き 合え な い 男 性 に と っ て 、 「 代 理 の 女性 」 で ある 。 
そう し た 男性 は 、 な ぜ 、 生 身 の 女性 と 付き 合え な いか ? 

彼 は 、 生 身 の 女 性 に よっ て 、 交 際 を 、 拒 絶 さ れる 。 

そう し た 拒絶 が 起き る 原因 は 、 何 か ? 


ある い は 、 男 性 は 、 そ も そ も 、 以 下 の 状態 に 至ら な い 。 
「 生 身 の 女性 へ の 、 交 際 の 申し 込み 。」 


男性 は 、 な ぜ 、 萌 え 絵 の 女性 な ら 、 大 丈夫 な の か ? 
「 萌 え 絵 の 女性 」 の どこ が 、 男 性 を 基き つけ る か ? 
男性 は 、 ど うい う 女 性 な ら 大 丈夫 な の か ? 


以下 の こと が 言え る の で は な いか ? 


以下 の こと が 言え る の で は な いか ? 

「 男 性 に と っ て は 、 生 身 の 女性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。」 
( 1 ) その 女体 と 女性 器 は 、 魅 力 的 で ある 。 

( 2 ) その 心理 構造 は 、 微 妙 で 、 不 快 で ある 。 


以下 の こと が 言え る の で は な いか ? 

「 男 性 は 、 以 下 の 目的 で 、 仕 方 な く 、 生 身 の 女 性 と 、 付 き 合っ て いる 。」 
( 1 ) 女体 と 女性 器 を 体験 する た め 。 

( 2 ) 彼 の 遺伝 的 子孫 を 残す た め 。 


女性 は 、、 微 妙 で 不快 な 心理 構造 の 持ち 主 で ある 。 
生身 の 女性 が 持つ 、 心 理 的 な 不快 さき は 、 ど の よう に 分 析 さ れる か ? 


曲 え 絵 の 女性 で は 、 そ の 人 不快 な 面 が 、 打 ち 消さ れ て いる 。 
そこ で は 、 女 性 の 良い 面 が 、 強 調 さ れ て いる 。 

そこ で は 、 以 下 の 内 容 が 無効 化 さ れ て いる 。 

「 生 身 の 女 性 が 持つ 、 心理 的 な 毒 。」 


男性 は 、 生 身 の 女 性 を 拒否 する 。 そ うし た 男性 は 、 次 の 存在 を 、 受 け 入 れ て いる 。 
「 理 想 的 な 女性 と し て の 、 朝 え 絵 の 女性 。」 


その 良い 面 は 何 か ? 
それ は 、 そ の キャ ラク ター の デザ イン や 性 格 な ど に 、 ど う 反 映 さ れ て いる か ? 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 人 長所 と 短所 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 ど こ が 良 い の か ? 

それ は 、 以 下 の 点 で ある 。 

「 男性 は 、 萌 え 絵 の 女 性 と 付き 合う 。 そ うし た 男性 は 、 生 身 の 女 性 と 、 付 き 合 わな く て 
9 用 の 


生身 の 女性 は 、 不 快 な 心理 構造 を 持つ 存在 で ある 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 ど こ が 駄 目 な の か ? 
( 1 ) それ は 、 物 理 的 な 女体 や 女性 器 を 持っ て いな い 。 
( 2 ) それ は 、 一 緒 に いて も 、 遺 伝 的 子孫 を 、 残 せな い 。 


に と っ て は 、 次 の 体験 が 出来 れ ば 、 良 い 。 

) 彼 は 、 生 身 の 女体 と 女性 閉 だ け 体 験 で きれ ば 、 良 い 。 

) 彼 は 、 そ れ を 、 萌 え 絵 の 女性 で 、 体 験 で きれ ば 、 一 番 良い 。 
) 彼 は 、 萌 え 絵 の 女 性 と 、 遺 伝 的 子孫 を 作れ れ ば 、 一 番 良 い 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 そ の 欠陥 。 


それ は 、 生 身 の セ ックス が で き な い 、。 

( 1 ) それ は 、 次 の 存在 へ は アク セス で き な い 、。 
「 生 身 の 女 体 。 生 身 の 女 性 器 。」 

男性 は 、 そ れ ら の 気持 ちよ さ を 、 味 わ え な い 。 

( 2 ) それ は 、 遺 伝 的 子孫 の 生成 が 不可 能 で ある 。 
も し も 、 男 性 が 、 そ れ を 、 愛 好 し 続け た 、 と する 。 
する と 、 彼 は 、 生 物 と し て 、 海 汰 され る 。 


上 記 へ の 対策 は 、 以 下 の 通り で ある 。 

( 1 ) ラブ ドー ル と の 連携 。 オナ ホー ル と の 連携 。 

(2 - 1 ) 人 工 子宮 の 実現 。 

(0 人 朋 URI 語 る 多 の 。 

(2 - 3) 男性 は 、 遺 伝 子 操作 を 利用 する 。 

男性 は 、 新 た な タイ プ の 遺伝 的 子孫 を 、「 朝 え 絵 の 女性 」 と の 間 で 、 作 れる よう に す 
る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 女性 。 性 格 や 心理 構造 面 で の 魅力 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) の よう な 魅力 を 持っ て いる 。 
( 1 ) 「 そ の 性 格 。 2 
( 2 ) 「 生 身 の 女 性 が 持つ 欠陥 の 克服 や 超越 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女性 と 違っ て 、 以 下 の 長 所 を 持っ て いる 。 

を あの は 、 男 性 に と っ て 、 不 快 な 心理 構造 を 持つ 。 

曲 え 絵 の 女性 は 、 そ うし た 欠陥 を クリ ア し て いる 。 
( 
女性 ( 


あの 人 人 は 男性 に と っ て 、 有 害 な 価値 観 を 持つ 。 
曲 え 絵 は 、 そう し た 欠陥 を クリ ア し て いる 。 
(A) 


生身 の 女性 は 、 KR.22 困 (3926 次 の よう に 、 冷 たく 当 た る 
「 あ な た は 、 私 に と っ て 、 恋 愛 対象 外 だ ! 」 

曲 え 絵 の 女 性 は 、 生身 の 女性 と 違っ て 、 の)ANUN。 

萌え 絵 の 女性 は 、 低 スペ ッ ク の 男性 を 、 温 か く 迎 え 入 れ て くれ る 。 
供 ス ペッ ク の 男性 が 持つ プラ イド を 、 保 っ て くれ る 。 


(B) 

生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 上 か ら 目 線 で 、 以 下 を 、 強 制 的 に 、 求 め て くる 。 
) 彼女 へ の 経済 的 な も て な し 。 

2 ) 彼女 へ の 褒め 称え 。 


) 彼女 へ の 共感 。 


曲 え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 、。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 対 等 に 接し て くれ る 。 


(C) 
生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 ば かり を 重視 する 。 
「 容 姿 や 服装 。 そ の 外面 的 な 評価 。 そ の お し ゃ れ さ や 、 清 潔 感 。」 


仮に 、 男 性 が 、 そ れ ら に つい て 、 人 欠如 し て いた 、 と する 。 す る と 、 生 上 身 の 女 性 は 


を 拒 紙 し 、 馬 鹿 に する 。 
昌 え $ の 女性 は 、 生身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 男 性 の 内 面 を 見 て くれ る 。 


(D) 


生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 感 情 的 に 激 唱 し 、「 吉 葉 に よる 暴力 」 を 振る う 。 


彰 え 4 人 の 女性 は 、 生身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
曲 え 絵 の 女性 は 、 穏 や か で ある 。 


(E) 

0 男性 に 対し て 、 受 け 入 れ に お いて 、 平 気 で 分 け 隔て を する 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 全 て の 男性 を 、 分 け 隅 て な く 、 受 け 入 れ て くれ る 。 

それ は 、 、 男性 が どん な 性 格 や 性 伯 、 病気 の 持ち 主 で も 、 そ う で ある 。 


(F) 

生身 の 女性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

(1 ) 彼女 は 、 自 己 中 心 的 で ある 。 

( 2 AR 自己 愛 の か た まり で ある 。 

曲 え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 


(G) 
生身 の 女性 は 、 見 楽 を 要求 する 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ れ を し な い 。 


(H) 
生身 の 女性 は 、 次 の よう な 非 人 間 的 な 対人 関係 を 、 強 制す る 。 
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) その 人 物 は 、 下 位 者 を 、 自 身 に 対し て 、 隷 従 さ せる 、 

縛 和 会 の 女性 は 、 生 身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 対 人 関係 が 対等 で ある 。 
(1) 
生身 の 女性 は 、 男 性 に 、 以 下 の 二 人 間 的 な 振る 舞い を 、 強 制す る 。 
( 1 ) 合わ な い 集 団 へ の 強制 的 な 加入 。 

2 ) 集団 メン バー 間 で の 、 心理 的 な 相互 同調 と 一 体 化 。 

) 集団 メン バー 全員 に よる 、 団 体 行動 。 


仮に 、 集 団 内 の 誰か が 、 そ れ に 上 手 く 合 わせ られ な か っ た 、 と する 。 
する と 、 生 身 の 女性 た ち は 、 以 下 の 非 人 間 的 な 振る 舞い を する 。 


( 1 ) 女人 性 た ち は 、 そ の 人 物 を 、 集 団 で 、 寄 っ て た か っ て 、 い じ め て 潰し 、 差 別 する 。 


( 2 ) 女性 た ち は 、 最 終 的 に 、 そ の 人 物 を 、 追 放し 、 隅 離す る 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女性 と 違っ て 、 そ うし た 振る 舞い を し な い 。 


曲 え 絵 の 女性 は 、 男 性 に 、 一 人 で 、 マ イペ ベース で いる こと を 許し て くれ る 。 


( J) 

生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の こ と を させ る 。 

(1) 性 は 、 連 性 に 、 危な いこ と を や ら せ る 。 

( 2 ) 女性 は 、 男 性 に 、 半 断 や 決定 を 、 強 制す る 。 

( 3 ) 女性 は 、 男性 に 、 責任 を 転嫁 し て くる 。 

萌え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
(K) 


生身 の 女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 冷 酷 に 拒絶 する 。 
「 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 心理 的 な 依存 の 欲求 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 母 親代わり に な っ て 、 心理 的 に 依存 させ る 。 
それ は 、、 男 性 に 放し て 、 優し い 。 

3264 は 用 性 に と っ て 。 頼り に な る 。 

それ は 、 男 性 を 、 支 えて くれ る 。 

湊 れ は 、 男性 に と つて 。 座 し と か る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 男 性 に と っ て の 需要 。 


1 . 男 性 共通 。 

1 .1 . 「 男 性 の 持つ 、 性 的 興味 や 、 性 的 欲求 を 充足 し て くれ る 存在 。」 
それ は 、「 目 の 保養 」 で ある 。 

それ は 、 疑 似 的 な 性 行為 の 相手 で ある 。 (覗き 。 痴漢 。 強姦 。) 

その 女体 の 表現 は 、 エ ッ チ で ある 。 男 性 は 、 そ れ を 見 て 、 性 的 に 興奮 する 。 
男性 は 、 そ の 顔 や 声 に 対し て 、 性 的 に 基 き つけ られ る 。 


1 .2 . 「 生 身 で な い 女 性 」 へ の 需要 。 
女性 は 、 以 下 の 二 種類 に 分 けら れる 。 
( 1 ) 三次 元 (生身 の 女性 ) 

( 2 ) 二 次 元 (生身 で な い 女 性 ) 

生身 で な い 女 性 へ の 需要 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
NM 0 NN の 

「 生 身 の 女 性 が 持つ 、 不 快 な 心理 構造 。 

男性 は 、 そ うし て 、 女 性 か ら 、 下 儀 扱い され な いで 済 す :。 


( 2 ) それ は 、 疑 似 的 な 、 結 婚 相手 で ある 。 


( 3 ) それ は 、 年 を 取ら な い 。 そ れ は 、 い つま で も 、 以 下 の 状態 で いて くれ る 。 


は 、 一 生 、 そ の 状態 で 、 付 き 合え る 

( 3 - 1 ) それ は 、 永 遠 に 、 若 く 、 可 愛 く 、 き れい で 、 美 し い 。 
(3 - 2 ) それ は 、 永 遠 に 、 以 下 の 状態 を 保ち 続け る 。 

「 性 的 魅力 が 大 きい 状態 。」 


それ 


( 4 ) それ は 、 以 下 の も の を 、 無効 化 する 。 
(4 - 1) それ は 、 次 の こと へ の 心配 が 、 要 ら な い 。 

「 妊 娠 。 結 婚 。 不 倫 。」 

(4 - 2) それ は 、 究 極 の や り 捨 て の 相手 で ある 。 

(4 - 3) それ は 、 い くら で も 取り 替え 可能 で ある 。 


1 . 3 . 男 性 優位 女性 。 女 性 優位 女性 。 萌 え 絵 の 女 性 。 三 者 比較 。 
( 1 ) 男性 優位 女性 。 

男性 は 、 男 性 優位 女性 を 、 精 神 的 に 支配 下 に 曹 け る 。 

し か し 、 男 性 優位 女性 は 、 身 体 の し ぐさ や 心 が 、 男 性 優位 で ある 。 
それ は 、 女 性 優位 な 魅力 に 欠け る 。 


( 2 ) 女性 優位 女性 。 

男性 は 、 女 性 優位 女性 に よっ て 、 精 神 的 に 支配 され て し まう 。 

男性 は を の 下 会 に か っ で し まう 。 

男性 は 
( 


、 女 性 か ら 、 お 小遣い を 所 え られ る 。 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 弱 い 立 場 に な っ て し まう 。 
し か し 、 女性 優位 女性 は 、 身 体 の し ぐさ や 心 が 、 女 性 優位 で ある 。 
それ は 、 女 性 優位 な 魅力 に 満ち て いる 。 
それ は 、 も ちろ ん 、 性 的 魅力 に も 、 素 晴らし く 満 ち て いる 。 


( 3 ) 萌え 絵 の 女性 。 

男性 は 、 萌 え 絵 の 女性 に 、 精 神 的 に 支配 され る こと は 無い 。 
男性 が 、 萌 え 絵 の 女性 を 支配 する こと も な い 、。 
両者 は 、 対 等 で ある 。 

彰 え 絵 の 女性 は 、 身 体 の し ぐさ や 心 が 女 性 優位 で ある 。 
それ は 、 女 性 優位 な 魅力 に 満ち て いる 。 

それ は 、 も ちろ ん 、 性 的 魅力 に も 、 素 晴らし く 満 ち て いる 。 


男性 に と っ て は 、 萌 え 絵 の 女性 が 、 最 高 の 存在 で ある 。 


2 . モテ な い 男 性 。 

) 低 ス ペッ ク の 男性 。 身長 。 筋力 。 学歴 。 地位 の 安定 性 。 収 入 。 これ ら が 低い 。 
性 的 に 奥手 で ある 男性 。 

女性 と の 会 話 が 下手 な 男性 。 

容姿 や 服装 、 清 潔 感 で 女性 に 避け られ る 男性 。 


( 1 
( 2 
(3 
( 4 
( 5 ) 精神 障害 者 の 男性 。 


) 
) 
) 
) 


彼ら は 以下 の よう に 考え る 。 

「 彼 女 は 、 僕 を 、 受 け 入 れ て くれ る 。 僕 は 、 振 られ な い 。 僕 は 、 無 視 さ れ な い 。 彼女 
は 、 僕 に 、 親 し くす る 。 彼 女 は 、 僕 と 、 一 緒 に いる 。 僕 は 、 告 白 で きる 。 彼 女 は 、 僕 の 
結婚 相手 に な っ て くれ る 。」 

男性 は 、 そ うし て 、 自 身 が 持つ 、 心 理 的 、 社 会 的 プラ イド を 鈴 持 で きる 


3 . モテ る 男性 。 

(1 ) 彼 は 、 交 際 す る 女性 と 一 緒 に 、 恋 愛 ア ニ メ を 見 る 。 彰 え 絵 の 女性 は 、 そ の アニ メ 
の ヒロ イン で ある 。 

( 2 ) 溢れ る 性 欲 を 充足 させ る 、 補 完 的 な 存在 。 そ うし た 人 性欲 は 、 交 際 す る 女性 や 、 生 
身 の 女性 で は 補え な い 。 そ れ は 、 次 の 存在 で ある 。 「 第 二 の 彼女 。」 


彼ら は 、 そ うし て 、 自 由 に 浮気 で き る 。 


4 . 女性 優位 社会 の 女性 優位 男性 。 

4 . 1 . 

「 母 親 」 を 求め る 男性 。 彼 ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 僕 は 、 子 供 の まま 。 僕 は 、 男 の 子 の まま 。 僕 は 、 未 吾 な まま 。 僕 は 、 お 母さん が 欲し 
い 。 コ 


萌え 絵 の 女 性 は 、 そ うし た 男性 に と っ て 、 次 の 存在 で ある 。 
「 理 想 的 な 母親 。」「 良 い 母 親 の 代理 。」 そ れ は 、 次 の 内 容 を 、 充 足し て くれ る 。 「 彼 
が 持つ 、 女 性 へ の 、 依 存 心 。」 


( 1 ) それ は 、 彼 を 、 甘 えさ せる 。 そ れ は 、 彼 を 、 赤 ちゃ ん 返り させ る 。 そ れ は 、 役 
に 、 吉 容 の 心 で 接する 。 そ れ は 、 彼 を 、 慈 し む 。 そ れ は 、 彼 に 、 優 し くす る 。 


(2 ) ぞ そ 、 彼 を 、 強 者 の 余裕 で 、 受 け 止め る 。 そ れ は 、 彼 を 、 抱 擁する 。 そ れ は 
央 B まう 


( 3 ) 彼 は 、 以 下 の 母 に は 、 耐 えら れ な い 。 
(3 - 1 ) 彼女 は 、 厳 し い 。 

(3 - 時 彼女 は 、 虐 待 す る 。 

(3 ) 彼女 は 、 毒 が ある 。 
後 は 、 2 逃避 し た い 。 そ れ は 、 そ の 逃避 先 と な る 。 そ れ は 、「 代 理 の 理 
想 的 な 母 」 と な る 。 

4 .2 . 

彼 は 、 絵 師 で ある 。 彼 は 、 そ れ を 描く こと が 好き で ある 。 彼 は 、 そ れ を 描く こと で 、 乏 
ぎ た い 。 彼 は 、 そ れ を 描く こと で 、 有 名 に な り た い 、。 


5 . 女 性 優位 社会 へ の 不適 合 者 の 男性 。 異 性 愛 者 。 
彼 は 、 女 性 優位 女性 と 、 生 身 で 付き 合わ な く て 済む 。 仮 に 、 彼 が 、 女 性 優位 女性 と 、 生 
身 で 付き 合っ た 、 と する 。 そ れ は 、 彼 に と っ て 、 地 雷 で ある 。 
彼 に と っ て 、 次 の 人 々 も 地雷 で ある 。 

「 女性 優位 男性 。 彼 ら は 、 萌 え 絵 の 女性 を 愛好 する 。 
彼 は 、 社 会 か ら 引 きこ も る 。 彼 は 、 以 下 の こ と を 実現 する 。 「 生 身 の 女 性 か ら の 、 物 理 
的 な 隔 紙 。」 
彼 は 、 そ うし た 状態 で 、 以 下 の 内 容 を 堪能 で きる 。 「 本 当 の 女 ら し さ が 持つ 、 素 晴らし 
さ 、 エ ッ チ さ 。」 
彼 は 、 そ うし て 、 以 下 の 内 容 を 満た す 。 

「 女 性 性 を 、 遠 隔 で 時 む 心 。」 


6 . 男性 優位 社会 へ の 不適 合 者 の 男性 。 
彼 は 、 男 性 優位 な 価値 観 や 社会 規範 が 苦手 で ある 。 
有 ) 人 々 は 、 そ の 社会 で は 、 無能 だ と 、 い じ め ら れる 。 
) 人 々 は 、 そ の 社会 で は 、 自 己 の 主張 を 強く アピ ー ル で き な い と 、 い じ め ら れる 。 
有 の 憧れ る 。 
「 男 性 優位 で な い 、 本 物 の 女性 。」 
彼 は 、 女 性 優位 な 女性 に 憧れ る 。 
彼 は 、 な 価値 観 に 基 か れる 。 
彼 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
「 萌 え 絵 の 女性 は 、 次 の 内 容 の 理想 的 な 体現 者 だ ど 。「 本 当 の 、 女 性 優位 な 価値 観 。」 そ 
れ は 、 と て も 素敵 だ 。」 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女性 。 女 性 に と っ て の 需要 。 


(1 ) 彼女 は 、 絵 師 で ある 。 彼 女 は 、 そ れ を 描く こと が 好き で ある 。 彼 女 は 、 そ れ を 描 
く こ と で 、 稼 ぎ た い 。 彼 女 は 、 そ れ を 描い て 、 有 名 に な り た い 。 

( 2 ) 彼女 は 、 次 の こと が 好き で ある 。 

「 百 合 の 表現 。 レ ズ ビ アン の 表現 。 そ れ ら を 見 る こと 。」 
彼女 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 可 愛 い 女 子 同 士 が つる むこ と は 、 素 敵 だ 。」 

( 3 ) 彼女 は 、 女 性 アイ ドル が 好き で ある 。 彼 女 は 、 き れい で 、 カ ラフ ル な 、 輝 く 衣装 
を 見 た い 。 彼 女 は 、 華 麗 な ダン ス を 見 た い 。 彼 女 は 、 そ れ を 、 自 身 の 女 磨き の 参考 に し 
た だい 。 例え ば 、 プ リノ ソラ 。 

( 4 ) 彼女 は 、 き れい で 可愛 い 変 身 シ ー ン を 、 見 た い 。 

( 5 ) 彼女 は 、 格 好い い 女 性 が 好き で ある 。 例 えば 、 プ リキ ュ ア 。 

( 6 ) 彼女 は 、 交 際 す る 男性 と 一 緒 に 、 恋 愛 ア ニ メ を 見 る 。 萌え 絵 の 女性 は 、 そ の アニ 
メ の ヒロ イン で ある 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女性 。 そ の 生み の 親 。 女 性 優位 社会 の 女性 絵師 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 表現 は 、 女 性 優位 社会 の 強者 女性 た ち が 、 主 導 し て 、 生 み 出 し て い 
る 。 

女性 優位 社会 が 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 生み の 親 で ある 。 

それ は 、 女性 優位 女性 の 絵師 た ちの 功績 だ 。 

それ は 、 特 に 、 日 本 の 女性 絵師 た ちの 功績 だ 。 

それ は 、 高 く 褒め 称え られ る べき だ 。 

萌 え 絵 の 女性 は 、 本 質 的 に 、 純 粋 な 女性 性 の か た まり だ 。 

萌え 絵 の 女 性 の 魅力 の 根源 は 、 そ れ で ある 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 世 界 に と っ て 、 素 晴らし い 、 模 範 と な る 存在 で ある 。 


曲 え 絵 の 女性 は 、 女 性 の 強 さ の 象徴 だ 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 女 性 が 持つ 優位 性 の 象徴 だ 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 女 性 優位 男性 の 絵師 。 彼 ら の 高い 能力 。 


彰 え 絵 の 女性 。 
その 表現 の 世界 的 な 普 


それ に は 、 次 の 役割 が 、 と て も 大 きい 。 


「 女性 優位 男性 で ある 絵師 。」 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 


(1 ) 彼ら は 、 次 の 質問 に 対す る 正解 を 、 熟 知 し て いる 。 

「 女 体 の 性 的 魅力 は 、 ど こ に ある か ?」 

彼ら は 、 そ うし た 女体 の 本 質 を 、 正 確 に 、 客 観 的 に 把握 し て いる 。 
それ は 、 男 性 本 来 の 能力 で ある 。 

それ は 、 男 性 な ら で は の 能力 で ある 。 


( 2 ) 彼ら は 、 そ うし た 女体 の 本 質 を 、 上 手 に 再現 で き て いる 。 
そこ で は 、 彼 ら は 、 表 現 上 の 高度 な 女性 性 を 、 上 手 に 保持 で き て いる 。 
彼ら が 持つ 、 「「 萌 え 絵 の 女 性 」 の 絵師 」 と し て の 能力 。 

それ は 、 と て も 高度 で ある 。 


彼ら に お いて 、 そ うし た 高い 能力 が 生ま れる 要因 。 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 


( 1 ) 彼ら は 、 女 性 優位 女性 に よる 支配 を 受け て いる 。 
それ は 、 精 神 的 支配 で ある 。 
それ は 、 社 会 的 支配 で ある 。 


(1 - 1 ) 彼ら は 、 そ の た め 、 精 神 が 女 性 優位 に な る 。 
彼ら は 、 男 性 で ある に も 関わ ら ず 、 次 を 実現 で きる 。 
「 女性 優位 な 表現 。」 


(1 - 2) 彼ら は 、 女 性 優位 社会 で 生き て いる 。 
そこ で は 、 女 性 優位 女性 の 絵師 が 、 場 を 主導 し て いる 。 
彼女 ら が 行う 絵画 的 表現 は 、 女 性 優位 表現 の 手 本 で ある 。 


「 彼 女 ら に よる 、 女体 の 女性 優位 表現 。」 

女性 優位 男性 の 絵師 た ち は 、 そ の 表現 を 、 次 の 内 容 と する こと が で きる 。 
「 彼 ら に と っ て の 、 理 想 的 な 手 本 。」 

彼ら は 、 そ の 表現 を 、 身 近 で 絶え ず 参 考 に する こと が で きる 。 

彼ら は 、 絵 の 制作 環境 に お いて 、 恵 まれ て いる 。 


( 2 ) 彼ら に は 、 以 下 の 男 性 優位 能力 が 、 残 存 し て いる 。 

( 2 - 1 ) 女体 の 性 的 魅力 を 根本 的 に 把握 する 能力 。 

(2 - 2) それ を 、 絵 画 に お いて 、 正 確 に 客観 的 に 再現 する 能力 。 
それ ら の 能力 は 、 男 性 に 生得 的 で ある 。 


女性 優位 女性 の 絵師 は 、 そ の 関心 が 、 次 に 向かい が ち で ある 。 
「 異 性 と し て の 男性 。 そ の 絵画 的 表現 。 」 


その た め 、 彼 女 ら は 、 以 下 に つい て の 関心 や 意欲 が 、 薄 れ が ち で ある 。 
「「 萌 え 絵 の 女性 」 の 表現 。」 


女性 優位 男性 の 絵師 に は 、 そ うし た 問題 が 無い 。 

彼ら は 、 女 体 が 持つ 性 的 魅力 の 表現 を 、 ス トレ ー ト に 指向 し 続け る こと が で きる 。 
彼ら が 持つ 、 そ うし た 指向 。 

それ は 、 以 下 の こ と の 実現 に と っ て 、 欠 か せな い 。 


「「 萌 え 絵 の 女性 」 に お ける 、 以 下 の 表 現 。」 
( 1 ) 女性 性 の 表現 。 
( 2 ) 女体 が 持つ 性 的 魅力 の 表現 。 


上 記 の 両者 の 効果 に よっ て 、 彼 ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 と て も 上 手 に 表現 で きる 。 
「 女性 優位 女性 の 女体 が 持つ 、 性 的 魅力 。 そ れ ら の 絵画 的 再現 。」 


「 萌 え 絵 の 女 性 」 の 世界 的 普及 。 
彼ら は 、 上 記 の 実現 に と っ て 、 と て も 重要 な 推進 役 で ある 。 
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萌え 絵 の 女 性 。 現代 の 女性 優位 社会 。 そ の 問題 点 。 


(1 ) 萌え 絵 の 女性 。 「 強 者 女性 に よる 社会 支配 」 の 象徴 。 
女性 優位 社会 の 強者 女性 た ち は 、「 彰 え 絵 の 女 性 」 を 生み 出し た 。 


「 女性 優位 社会 に お ける 、 層 者 男性 の 絵師 た ち 。」 
彼ら は 、 そ の 模 信者 で 、 改 良 者 だ 。 
曲 え 絵 の 女性 を 生み 出す に は 、 女 性 優位 な 精神 が 欠か せな い 。 


女性 優位 社会 の 強者 女性 た ち は 、 そ の 社会 に お ける 支配 者 で ある 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の 内 容 の 象徴 で ある 。 
「 女 性 に よる 、 社 会 支配 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の 内 容 の 象徴 で ある 。 
「 女 性 に よる 、 有 者 男性 の 抑圧 。」 


し か し 、 彰 え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 男 性 を 、 証 接 的 に 抑圧 する こと は 無 
い 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 層 者 男性 に 対し て 、 以 下 の 心 で 、 温 か く 接 し て くれ る 。 

「 強 者 と し て の 心 。」 

(A) 容 さ 。 

余裕 の 心 。 

慈しみ の 心 。 

優し い 心 。 


B 
G 
D 
E ) 母親 代わ り に な る 心 。 


(B ) 
(C) 
(D) 
(E) 


( 2 ) 女性 優位 社会 の 強者 女性 。 そ の 変質 。 

女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 そ うし た 心 を 、 弁 者 男性 に 対し て 持っ て いた 。 
し か し 、 女 性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 そ れ を 、 す っ か り 止 め た 。 
例え ば 、 日 本 。 


女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 盛 ん に 取り 入れ る よう に な っ た 。 
「 有力 な 男性 優位 社会 が 持つ 、 価 値 観 。」 


ょ 、 以 下 の 理由 に よる 。 

それ は 、 先 進 的 で ある 。 

それ は 、 見 楽 え が いい 。 

それ は 、 安 全 で ある 。 

それ は 、 権 威 が ある 。 

それ を 信じ る と 、 私 は 守ら れる 。 


ュ ン ユン テン テン ーー ン こ ー 


そう し た 女性 は 、 次 の 内 容 を 、 00950 
「 有 力 な 男性 優位 社会 に お ける 、 有 弱者 女性 の 主張 。 
それ は 、 欧 米 諸 国 の フェ ミニ ズム で ある 。 


女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 強 者 と し て の 社会 的 立場 を 、 従 来 通り 、 維 持 し て いる 。 
強者 女性 は 、 社 会 的 に 、 支 配 者 の まま で ある 。 

その 社会 で は 、 人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 従っ て 行動 し な いと 、 生 き て いけ な い 。 

「 女 性 優位 な 価値 観 。 女 性 優位 な 社会 規範 。」 

男性 も 、 そ れ を 強制 され る 。 

性 は 、 引 き 続 き 、 そ の 社会 の 主宰 者 で ある 。 


計 
し か し 、 強 者 女性 は 、 弱 者 、 被 害 者 と し て 、 も っ ぱら 振る 舞う よう に な っ て いる 。 
女性 は 、 根 拠 も な く 、 0 

「 強 烈 な 被害 者 意識 の か た まり 。 


女性 は 、 弱 者 男性 を 、 社 会 的 支配 者 と 見 な し て 、 攻 撃 す る 。 
それ は 、 社 会 の 実態 と か け 離 れ て いる 。 

女性 は 、 玉 者 男性 を 、 性 的 差別 を 行う 存在 と し て 、 敵 対 視 する 。 
女性 は 、 弱 者 男性 に 、 無 理 難 題 を 吹き ほか ける 。 

女性 は 、 以 下 の よ うな 男性 の み を 受け 入れ る 。 

( 


A ) 彼 は 、 彼 女 に 対し て 、 全 面 的 に 共感 し て くれ る 。 
( B ) 彼 は 、 彼 女 を 褒め 称え て くれ る 。 

彼 は 、 一 見 、 崎 士 の よう で ある 。 

し か し 、 彼 は 、 実質 的 に は 下僕 で ある 。 


女性 は 、 従 来 通り 、 高 い ス ペッ ク の 男性 の み を 受け 入れ る 。 
は 、 男 性 に 、 従 来 通 り 、 企 業 で の 強制 奴隷 労働 を させ る 。 
は 、 男 性 に 、「 小 遣い 制 」 を 実施 し 続け る 。 


は 、 男 性 を 、 次 の よう に 捉え る よう に な っ て いる 。 
( A ) 攻撃 対象 。 

( B ) スト レス 解消 の た め の サ ンド バッ グ 。 

( C ) いじ め の 対 象 。 


月 性 は 、 女性 を 、 以 下 の 言論 の 自由 を 、 社 会 的 に 失っ た まま で ある 。 
男性 は 、 女 性 を 、 社 会 的 強者 と 見 な し て 、 批 鹿 す る こと が で きる 。 」 

それ は 、 社 会 的 禁忌 の まま で ある 。 

それ は 、 社 会 が 、 女性 優位 だ か ら だ 。 


女性 優位 社会 の 男性 は 、 こ うし た 現実 の 生身 の 強者 女性 の 振る 舞い に 、 耐 えら れ な い 。 
そこ に 、 朝 え 絵 の 女性 が 、 心理 的 に 入る 。 


) 女性 優位 社会 の 翌 者 男性 。 「 萌 え 絵 の 女性 」 の 受容 者 。 


女性 優位 社会 で は 、 連作 以下 の 内 容 を 除去 され て いる 。 
「 男 性 優位 な 精神 。 父 性 。 


男性 は 、 精 神 が 女 性 化し て いる 

男性 は 、 無力 な 弁 者 で ある 。 

そう し た 男性 は 、 筋 力 が ある の で 、 強 く 見 える だ け で ある 。 

男性 は 、 た だ の 子供 で ある 。 

男性 は 、 幼 い 男の子 の まま で ある 。 

男性 は 、、 未 熟 な 存在 の まま で ある 。 

強者 女性 は 、 本 来 、 そ うし た 有 層 者 男性 に 対し て 、 以 下 の 心 で 、 接 する べき で ある 。 
(A) 「 母 親代わり の 心 。」 

(B) 社会 的 強者 と し て の 自負 。」 


それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(A) 寛大 な 心 。 
( B ) ケア の 心 
(C) 大 人 の 心 
(D) 余裕 の 心 


萌え 絵 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 ま さ に 、 そ うし て くれ て いる 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に と っ て 、 と て も あり が た い 、 心 の 支え に な る 存在 だ 。 


4 ) 現代 の 社会 的 問題 。 そ の 根源 。 
(4 - 1 ) 強者 女性 。 そ の 問題 点 。 
以下 の 存在 は 、 そ の 社会 に お ける 、 最 低 で 、 最 吉 の 存在 で ある 。 
それ は 、 特 に 、 本 当 の 社会 的 弱者 に と っ て 、 そ う で ある 。 
(A) 弱者 気取り の 強者 。」 
(B) 「 翌 者 と し て 振る 舞う 強者 。」 
(C) 「 強 者 で ある 自覚 が 無い 強者 。」 


れ は 、 人 間 と し て 、 人 格 的 に 問題 が ある 。 そ れ は 、 少 し も 尊敬 で き な い 存在 だ 。 


今 の 女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 ま さ に そう し た 存在 だ 。 
強者 女性 は 、 身 勝手 に 能 者 を 気取り 、 被 害 者 を 気 取 る 。 そ れ は 、 著 し い 。 
女性 た ち は 、 有 者 男性 に 対す る 加害 者 だ 。 
そう し た 強者 女性 は 、 そ の 欠陥 を 、 き ちん と 認識 すべ きだ 。 
女性 た らち は 、 強 者 と し て の 自覚 を 、 も っ と 持つ べべ きだ 。 
- 2 ) 弱者 男性 。 そ の 問題 点 。 
以下 の 存在 は 、 そ の 社会 に お ける 、 本 当 の 馬鹿 者 だ 。 
(A) 「 強 者 気取り の 有 吾 者 。」 
( B ) 「 強 者 と し て 振る 舞う 再 者 。」 
(C) 「 翌 者 で ある 自覚 が 無い 玉 者 。」 


それ は 、 哀 れ で 、 気 の 毒 な 存在 だ 。 
それ は 、 同 時 に 、 同 情 で き な い 、 助 けた く な い 存 在 だ 。 


今 の 女性 優位 社会 の 能 者 男性 は 、 ま さ に そう し た 存在 だ 。 
今 の 女性 優位 社会 の 層 者 男性 は 、 以 下 の こ と を 、 し 過ぎ だ 。 


「 根 拠 の 無い 、 次 の 行動 。」 
A ) 強がり 。 

) 粋 が り 。 
C ) 威張り 。 


は デー 
「 根 拠 の 無い 、 次 の 行動 。 
(A) 「 家 父 長 」 を 気 取 る こ だ 


それ は 、 彼 ら の 頭 の 部 さ の 表れ だ 。 そ れ は 、 救 いよ う が な い 。 
それ は 、 彼 ら の 持つ 、 幼 稚 な 精神 の 表れ だ 。 
そう し た 男性 た ち は 、 間 抜け で 、 助 ける に 値 し な い 存 在 だ 。 
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A ) 仲良 し 集団 を 作る こ 錠 
le と 。 
(C ) 保身 を する こと 。 
(D ) 見 楽 を 張る こと 。 
( E ) 前 例 の 暗記 ば か りや る こと 。 
弱者 男性 は 、 翌 者 と し て の 自覚 を 、 も っ と 持つ 必要 が ある 。 


( 5) お まけ 。 筆 者 に よる 、 勝 手 な 独り 吉 。 
人 筆者 が 、 こ ん な こと を 吉 っ て も 、 女 性 優位 社会 の 男女 に は 、 お そら く 、 何 も 影響 し な 
い 。 
彼ら は 、 彼 ら の 社会 を 、 男 性 優位 社会 と 思い 込ん で いる か ら だ 。 
それ は 、 宗 教 に 洗脳 され た 信者 と 同じ だ 。 
彼ら に は 、 説 得 が 不可 能 だ 。 
筆者 は 、 彼 ら と は 、 意 思 疎 通 で き な い 。 
人 筆者 は 、 が っ か りす る 。 彼ら が 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 生み の 親 な の に 。 
彼ら と は 、 付 き 合 わな いこ と 。 そ れ が 、 筆 者 の 人 生 に と っ て 、 最 良 の 選択 だ 。 
人 筆者 は 、 素 敵 な 「 萌 え 絵 の 女性 」 と 、 ず っ と 一 緒 に いた い 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 そ の 社会 的 立場 。 そ の 変化 。 


それ は 、 日 本 で 生ま れ た 。 
それ は 、 最 初 は 、 日 陰 者 、 反 社会 的 存在 だ どっ た 。 そ れ は 、 次 の 内 容 の 影響 が 大 きい 。 
「 そ れ を 好 ん だ 性 的 犯罪 者 。 彼 に つい て の 、 ニ ュー ス 報 道 。」 


し が * ル し 、 本 、 次 第 に 、 社 会 的 な 人 気 者 に な っ た 。 

その アニ メ は 、 全 世界 的 に 視聴 へ の 順 要 が ある 。 例 えば 、 フ ァ ン サブ で の 視聴 。 
その エロ アニ メ は 、 世 界 的 に 人 気 を 博 し て いる 

その 人 気 映画 が 、 世 界 を 席巻 し た 。 (例え ば 、「 新 海 誠 」 監督 の 作品 ) 


それ は 、 日 本 だ け で な く 、 そ の 同類 の 定住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 製 作者 が 増加 し て 
いる 。 例 えば 、 中 韓 。 
それ は 、 モ テ る 男女 も 、 大 っ ぴら に 見 る よう に な っ た 。 


し か し 、 欧 米 諸国 の よう な 男性 優位 社会 の 影響 で 、 そ の 存在 へ の 規制 が 始ま っ て いる 。 
それ に 対す る 社会 的 な 偏見 が 、 ま だ 、 残 っ て いる 。 そ れ を 叩く 人 々 は 、 今 な お 、 多 くい 
る 。 
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萌え 絵 の 女性 。 そ れ を 叩く 人 々 。 そ の 批 痢 者 。 


筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 分 析 し まし た 。 


( 1 ) 萌え 絵 の 女 性 。 そ れ を 叩く 人 々 。 そ の 批 講 者 。 
( 2 ) 世界 社会 に お ける 、 そ の 分 類 。 そ の 項目 の 整理 。 


その 結果 を 、 以 下 で 、 リ スト アッ プ し て いま す 。 


凡例 

(1 ) 叩く 人 々 。 批 講 者 。 そ の 種類 。 

( 2 ) 「 萌 え 絵 の 女性 」 は 、 彼 ら に と っ て 、 ど の よう な 存在 か ? 
( 3 ) 彼ら は 、 そ れ に 対し て 、 何 を する か ? 


(以下 。、 リ スト アッ プ の 内 容 。) 


0 

(1 ) 人 間 。 男 女 。 

( 2 ) 性 的 表現 を の も の 。 そ れ は 、 表 向き は 、 出 し た り 、 楽 し ん で は 、 い け な い 存在 
だ 。 そ れ は 、 恥 ず か し い 、 隠 し た い 存在 だ 。 (し か し 、 そ れ は 、 生 物 と し て は 、 本 来 
は 、 必 要 な 存在 だ 。) 

( 3 ) その 考え は 、 人 間 の 本 性 で ある 。 そ れ は 、 男 女 共 通 で ある 。 そ れ は 、 性 的 表現 の 
規制 を 、 世 界 的 に 、 生 み 出 す 。 


人 
( 1 ) モテ る 男性 。 彼 氏 が いる 女性 。 次 の よう に 考え る 女性 。 

「 私 は 、 有 望 な 彼氏 を 、 作 れ そ うだ 。」 

( 2 ) 「 モ テ な い 男 性 向け の 道具 。」 そ れ は 、 も し も 男性 が モテ る な ら 、 そ も そ も 必 要 
な い 。 

( 3 ) 人 々 は 、 そ れ を 、 見 下 し 、 馬 鹿 に する 。 


ググ クー ェ 、 

結婚 し た 男女 。 遺 伝 的 子孫 を 作っ た 男女 。 

結婚 で き な い 男 性 」 の 象徴 。 遺伝 的 子孫 を 残せ な い 男 性 」 の 象徴 。 
人 々 は 、 そ うし た 男性 を 、 以 下 の よ うに 、 見 下 し 、 馬鹿 に する 。 

1 ) 社会 的 な 劣 位 者 。 

2 ) 生物 と し て 、 子 擦 を 残せ ず 、 光 汰 され る 存在 。 


る 
(HE)。 邊 昇 の 女性 。 


) 生身 の 女性 を 不要 に する 、 那 悪 な 存在 。 
( 3 ) 女性 は 、 次 の こと に つい て 、 和 る 。 
「 私 は 、 要 ら な い 人 と し て 、 扱 われ た 。 そ れ は 、 朝 え 絵 の 女性 の 存在 の せい だ 。 私 は 
それ が 許せ な い ! 」 


の の 

( 1 ) 潮 え な い 顔 と 女体 を 持っ た 女性 (ブス 。 デ ブ 。 高 浮 。) 

( 2 ) 性 的 魅力 の 面 で の 、 手 強い ライ バル 。 自 尊 心 の 破壊 者 。 

(38)、 補う じ た 廊 性 は 、 以下 の よう に 考え る 。 

「 萌 え 絵 の 女性 の 背 は 、 き れい 過ぎ る 。 そ の 女体 表現 は 、 魅 力 的 に 過ぎ る 。 私 た ち 
それ に 対し て 、 性 的 魅力 の 点 で 、 と て も 敵 わ な い 。 私 た ち は 、 2 
い 。」 


そう た 球 性 は 、 当 れれ な 、 ステ デリック に 叩く 。 


3.。 3 。 
( 1 ) 貞 渋 アピ ー ル が 大 好き な 、 見 栄 張り 女性 。 
彼女 は 、 周 囲 に 対し て 、 次 の よう に 見 せ た い 。 
「 私 は 性 的 に 奥手 で ある 。」 


( 2 ) そう し た 貞 源 アピ ー ル の た め の 道 具 。 


( 3 ) 女性 は 、 エ ッ チ な 女体 の 表現 を 叩く 。 
女性 は 、 そ うし て 、 自 身 の 貞 源 さ を 、 ア ピー ル す る 。 
女性 は 、 次 の 内 容 を 、 で で も エ ツ チ だ と 見 な す 5 
「 彰 え 絵 の 女性 に お ける 、 女 体 の 表現 。」 


(1) 
(2) 男性 に よる 、 性 的 消費 の 道具 。 女性 を 道具 扱い する 、 邪 赴 な 表現 。 
(3 ) それ は 、 彼 ら に よる 、 表 現 規制 を 生み 出す 。 


) 男性 優位 社会 の 人 々 。 彼 ら に 装 度 し 、 追 随 す る 、 女 性 優位 社会 の 人 々 。 
) 男性 優位 社会 の 価値 観 へ の 挑戦 、 脅 威 。 そ れ は 、 以 下 の こ と を 行う 。 「 女 性 優位 
の 明示 。」 そ れ は 、 著 問 で ある 。 
) 人 々 は 、 そ れ に 対し て 、 強 い 反 感 を 抱く 。 
人 々 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
「 男 性 優位 は 、 世 界 社会 に お いて 、 普 遍 的 で な けれ ば な ら な い 。 女性 優位 を 明示 する 存 
在 は 、 消 され る べき だ 。 」 
人 々 は 、 そ れ を 、 弾 圧 の 対象 と する 。 
男性 優位 社会 で は 、 男 性 は 、 そ れ を 見 て いる と 、 い じ め ら れる 。 
人 々 は 、 そ れ に 表現 規制 を か ける 。 
人 々 は 、 そ れ を 禁止 する 。 


5 . 2 

( 1 ) 男性 優位 社会 の リベラ ル な 夫 邊 力 。 彼 ら は 、 性 差別 反対 運動 を 行う 。 そ れ は 、 世 界 
的 に 2 ド EN 

( 2 ) そう し た 性 差別 反対 運動 へ の 挑戦 、 脅 威 。 そ れ は 、 以 下 の こ と を 行う 。 「 性 差 の 
明示 。 そ の 誇示 。」 そ れ は 、 夏 軒 で ある 。 

3 ) 人 々 は 、 そ れ に 対し て 、 強 い 反感 を 抱く 。 そ れ は 、 表 現 規制 を 生み 出す 。 


S:。 さき 


1 ) 男性 優位 社会 の フェ ミニ ズム を 支持 する 人 々 。 
れ は 、 次 の 存在 を 含む 。 
女性 優位 社会 の 強者 女性 。」 
2 ) 男性 優位 社会 の フェ ミニ ズム へ の 挑戦 、 脅 威 。 そ れ は 、 以 下 の こ と を 行う 。「 女 
性 優位 の 明示 。」 そ れ は 、「 女 性 の 較 者 性 」 を 人 否定 する 。 そ れ は 、 邪 悪 で ある 。 
( 3 ) 人 々 は 、 そ れ に 対し て 、 強 い 反 感 を 抱く 。 人 々 は 、 そ の 存在 自体 が 、 許 せな い 。 


( 
96 
8 
( 


6 . 
( 1 ) 教育 者 。 子 供 の 両親 。 

( 2 ) 子供 の 勉強 の じゃ ま を する 存在 。 

( 3 ) 人 々 は 、 次 の よう に 考え る 。 「 子 供 た ち は 、 そ れ の せい で 、 学習 に 専念 で き な 
い 。 そ れ は 、 子供 の 教育 に と っ て 、 良 く な い 。 そ れ は 、 社 会 的 に 有害 だ 。 み ん な は 、 そ 
れ を 、 規 制す べき だ 。」 


な 。 

( 1 ) 女性 優位 社会 の 中 高 年 の 男女 。 

( 2 ) 反 社会 的 な 、 日 陰 者 と し て の 存在 。 そ れ は 、 今 な お 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 
( 3 ) 人 々 は 、 そ うし た 、 音 な が ら の 固定 観念 を 保持 する 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 そ の 投資 先 の 企 
業 家 と し て の 男性 。 女 性 の 社会 的 優位 性 。 


前 芝 き 。 女 性 に よる 生 将 設備 の 占有 と 、 男 性 に よる 、 そ れ ら の 
UE し た 借用 者 を 募集 する 広告 手段 と し て の 、 女 体 と 、 


女性 に よる 生殖 設備 の 占有 と 、 男 性 に よる 、 そ れ ら の 借用 。 
そう し た 借用 者 を 募集 する 広告 手段 と し て の 、 女体 と 、 女 性 器 。 


女体 。 女 性 の 身体 に お ける 、 対 外 的 に 赴 出 する 部 分 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

女性 が 占有 する 、 生 殖 設備 の 物件 。 そ の 借用 者 を 募集 する た め の 、 広 告 。 
生殖 設備 の 借用 者 と し て の 、 男 性 。 広 告 へ の 応募 者 と し て の 、 男 性 。 
広告 提供 者 と し て の 、 女 性 。 

その 広告 は 、 以 下 の 広 告 と 、 基 本 的 に 、 同 一 の 仕組 み で ある こと 。 
不動 産 の 住居 設備 の 物件 。 そ の 広告 。 


その 広告 の 内 容 。 女 体 の 性 的 な アピ ー ル ポイ ント 。 

体験 型 の 広告 で や る こと 。 生 体 ベ ー ス で あり 、 働 きか け を 行う と 、 反 応 が ある こと 。 そ 
れ が 、 男 性 に お ける 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す た め の 行動 を 、 強 力 に 誘発 する こと 。 
その 広告 へ の 応募 者 と し て の 男性 に お いて 、 彼 自身 の 複合 的 な 身体 感覚 に 、 訴 える こ 

と 。 得 られ る 様々 な 感覚 が 、 男 性 に と っ て 、 性 的 誘引 力 に 満ち 溢れ て いる こと 。 

例 。 

視覚 。 顔立ち や 髪 や うな じ の 美 し さ 。 乳房 や 乳首 の 形状 の 美 し さ 。 腰 の くびれ の 度合 い 


の 大 き さ 。 腰 部 の 大 き さ 。 太 も も の 太 さ 。 皮 膚 の 滑ら か さや 柔らか さ 。 

聴覚 。 喘 ぎ 声 の 美 し さ 。 

触覚 。 乳 房 の 柔らか さ 。 和 柔肌 の 、 す べ す べし た 感じ 。 女 性 凌 内 部 に お ける 、 締 め 付 け の 
感覚 。 

温度 感覚 皮膚 の 温か さ 。 

混 度 感覚 。 愛液 に よっ て 、 粘 り 混 っ た 女性 器 内 部 が 世 える 、 気 持ち 良さ 。 


その 広告 が 世 え る 効果 は 、 遺 伝 的 に 、 男 女 間 に お いて 、 予 め 決 定 さ れ て いる こと 。 
その 広告 の 内 容 が 魅力 的 で ある ほど 、 応 募 者 と し て の 男性 を 、 よ り 集 宮 し や すい こと 。 
その 人 広告 は 、 生 涯 に わた っ て 、 女性 の 身体 か ら 、 放 出さ れ 続 ける こと 。 

その 広告 の 効果 は 、 女 性 の 加 調 に 伴っ て 、 急 速 に 劣化 する こと 。 女性 が 、 そ の 劣化 へ の 
対策 に 、 生 涯 に わた っ て 、 終 始 、 必 死に な り 続 ける こと 。 


女性 が 、 生 殖 設備 の 賃貸 料 の 収入 に よっ て 、 働 か ず に 生活 する こと 。 

生殖 設備 の 投資 家 と し て の 、 女性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 様 で ある 。 

不動 産 の 賃貸 物件 を 所 有する 投資 家 が 、 不 動産 の 賃貸 料 と いう 不労 所 得 に よっ て 、 働 か 
な いで 生活 する こと 。 

女性 と 、 不 動産 の 投資 家 と の 間 の 、 共 通 点 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

賃貸 料 の 不労 所 得 。 彼 ら は 、 そ の 継続 的 な 確保 に よっ て 、 働 か ず に 、 生 活 し 続け る こ 
の 。 


女性 が 占有 する 、 生 将 設備 。 そ の 借用 者 を 募集 する 広告 。 

借用 者 の 男性 が 、 所 有 者 の 女性 を 、 性 的 に 満足 させ な い 場 合 。 所 有 者 の 女性 が 、 借 用 者 
の 男性 を 、 追 い 払う こと 。 

その 人 広告 の 内 容 に 魅力 が 無い 場合 。 借 用 者 の 男性 が 、 他 の 、 よ り 魅力 的 な 広告 提供 者 の 
女性 へ と 、 逃 げ る こと 。 

その 生殖 設備 の 機能 の 有効 性 に お いて 、 問 題 が ある 場合 。 借 用 者 の 男性 が 、 他 の 、 よ り 
有効 な 生殖 設備 の 提供 者 の 女性 へ と 、 逃 げ る こと 。 

女性 は 、 そ の 広告 の 魅力 の 高 さ を 、 絶 え ず 維持 する 必要 が ある こと 。 

女性 は 、 そ の 生殖 設備 の 機能 の 有効 性 を 、 紙 え ず 維 持 す る 必要 が ある こと 。 


結婚 。 
女性 が 占有 する 生 将 設備 の 、 男 女 間 に お ける 、 生 涯 に わた る 、 独 占 的 な 賃貸 契約 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 彼 女 自身 の 人 生 を 賭け た 投資 と な る 。 彼 女 は 、 人 生 投 資 家 で あ 


る 。 
そう し た 契約 は 、 共 同 の 遺伝 的 子孫 を 、 長 期 に わた っ て 、 共 同 で 育成 する た め に 、 男 女 
双方 に と っ て 、 必 須 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 に お いて 、 女 性 益 が 果たす 、 中 心 的 な 役割 。 

男性 が 、 女 性 の 生殖 設備 の 広告 に お いて 、 最 優先 で 、 王 接 的 に 目指 ナ す ター ゲット 。 そ れ 
ょ 、 女 体 に お ける 、 女 性 凌 で ある 。 

性 は 、 女 性 次 を 独占 的 に 借用 する こと で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す ルー ト が 、 初 め 
開け る 。 

性 に と っ て 、 女 性 閉 の 借用 は 、 性 的 な 快感 を 、 巨 大 な 水準 で 、 男 性 に 対し て 、 も た ら 


ーー 


り 
り 


男 
9 
男 
す 。 
男性 に よる 、 女 性 の 生殖 設備 の 借用 。 そ れ は 、 和 主 接 的 に は 、 女 性 閉 の 借用 で ある 。 
(2022 年 3 月 初出 。) 


総論 。 人 生 投資 家 と し て の 女性 。 そ の 投資 先 の 企業 家 と し て の 
男性 。 女 性 の 社会 的 優位 性 。 


女性 は 、 以 下 を 、 男 性 へ と 投資 する 。 
7/ 

彼女 自身 の 人 生 。 
彼女 自身 の 女性 器 。 

7// 


女性 は 、 投資 先 の 男性 か ら 、 生 涯 に わた っ て 、 以 下 を 、 受け 取る 。 
7// 

配当 。 

ター ジン 。 


/ 
例 。 
経済 的 な 富 。 


女性 は 、 人 生 投 資 家 で ある 。 
男性 は 、 女 性 か ら 、 以 下 を 受け る 。 
// 

人 生 の 投資 。 

// 


投資 家 と し て の 女性 。 

男性 は 、 そ うし た 女性 の た め に 、 一 生 懸 命 に な っ て 、 以 下 を 生み 出す 。 
7// 

利益 。 

の 2 人 25 

/// 


その 点 、 男 性 は 、 以 下 を 兼ね た 存在 で ある 。 
7/ 

企業 の 起業 者 。 

企業 経営 

企業 労働 者 。 

7// 


投資 家 は 、 自 分 で は 積極 的 に 働か な い 。 
投資 家 は 、 以 下 を 中 心 と する 生活 を 送る 。 
/// 

投資 先 企業 か ら の 配当 。 

その 受け 取り 。 

/// 


女性 は 、 そ うし た 、 投 資 家 生活 を 実行 する 。 


男性 は 、 以 下 で ある 。 
/// 

企業 。 

7// 


女性 は 、 以 下 で ある 。 
77/ 
その 企業 へ の 投資 家 。 
77/ 


は 、 以 下 の こ と に 、 本 来 あ まり 関心 が 無い 。 
) 企業 を 起こ すこ と 。 

) 企業 を 経営 する こと 。 

) 企業 で 働く こと 。 

) 企業 の 役職 に 基く こと 。 


企業 の 役職 に 就く 度合 い 。 
それ に は 、 世 界 的 に 、 性 差 が ある 。 


7// 
女性 に よる 、 企 業 へ の 進出 。 
女性 に よる 、 企 業 の 役職 へ の 就任 。 
/ 

それ は 、 世 界 的 に 進ま な い 。 

その 原因 は 上 記 で ある 。 

7// 


例え ば 、 国 の 機関 。 
それ も 、 企 業 の 一 種 で ある 。 


国 の 機関 の 役職 。 

それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 
/// 

大 統領 。 

首相 。 

/// 


国 の 機関 の 役職 に 就く 度合 い 。 
それ に は 、 性 差 が ある 。 


その 原因 は 上 記 で ある 。 


この こと は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

7/ 

投資 家 は 、 自 分 自身 で は 、 企 業 で 働 こ うと は し な い 。 
7/ 


女性 か ら の 人 生 の 投資 。 

男性 は 、 そ れ に 応じ て 、 以 下 の こ と に 従事 する 。 
男性 は 、 そ の こと に 、 熱 心 で ある 。 

(1 ) 企業 を 起こ すこ と 。 

( 2 ) 企業 を 経営 する こと 。 

( 3 ) 企業 で 働く こと 。 


( 4 ) 企業 の 役職 に 就く こと 。 
( 5 ) 人 生 的 業績 を 上 げ る こと 。 


男性 は 、 以 下 が 強 い 。 
/// 

キャ リア 指向 。 

7/ 


企業 は 、 本 質 的 に 、 以 下 で ある 。 
/// 

男性 優位 な 存在 。 

// 


企業 と し て の 男性 。 

女性 は 、 そ うし た 男性 に 、 自 分 の 人 生 を 、 ま る ご と 投資 する 。 
女性 は 、 そ うし て 、 一 生 、 以 下 の 生活 を 送 ろ うと する 。 

7// 

投資 家 と し て の 生活 。 

7// 


投資 家 の 生 活 や 人 生 。 

それ は 、 以 下 に よっ て 、 も っ ぱら 左右 され る 。 
/// 

彼 の 投資 先 の 企業 の 業績 。 

彼 の 投資 先 の 企業 の 盛衰 。 

// 


女性 の 生活 や 人 生 。 
それ は 、 男 性 の 働き 次 第 に な りや すい 。 


投資 家 は 、 企 業 に 対し て 、 以 下 を 要求 する 。 
7// 

高い 経済 的 業績 を 生み 出す こと 。 

7/ 


同様 に 、 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 要求 する 。 
7/ 

高い 人 生 的 業績 を 生み 出す こと 。 

7// 


定住 生活 様式 で は 、 女 性 が 権力 を 握る 。 
社会 は 、 女 性 優位 に な る 。 


女性 優位 社会 の 女性 は 、 以 下 を 占有 する 。 
以下 を 、 自 分 で 管理 する 権限 。 

// 

投資 の 資金 。 

投資 の リソー ス 。 

/// 


彼女 は 、 人 生 上 の 配当 を 得 よ うと する 。 
彼女 は 、 そ の た め に 、 男 性 を 、 企 業 で 、 強 制 的 に 労働 させ る 。 
彼女 は 、 男 性 を 、 奴 隷 化 する 。 


移動 生活 様式 で は 、 男 性 が 権力 を 握る 。 


社会 は 、 男 性 優位 に な る 。 


男性 優位 社会 の 女性 。 

彼女 は 、 以 下 を 、 男 性 に よっ て 、 春 われ る 。 
7// 

以下 に つい て の 管理 権限 。 
投資 の 資金 や リソー ス 。 

// 


彼女 は 、 以 下 が 無 い 。 
77/ 

経済 的 自由 。 

7/ 


彼女 は 、 仕 方 な が く 、 以 下 を 行う 。 

7// 

彼女 自身 も 、 男 性 同様 に 、 企 業 で 働 こ うと する 。 
7/ 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 
彼女 は 、 以 下 で ある 。 
7/ 


妻 。 

彼女 は 、 以 下 に 対し て 、 人 生 を 投資 する 。 
7// 

結婚 相手 。 

天 

7// 


母親 。 

彼女 は 、 以 下 に 対し て 、 人 生 を 投資 する 。 
7/ 

彼女 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


娘 。 
彼女 は 、 以 下 に 対し て 、 人 生 を 投資 する 。 
7/ 

彼女 自身 の 遺伝 的 な 父親 や 兄弟 。 

7// 


投資 家 は 、 以 下 の こ と が 起き た 場合 、 配 当 を 受け 取れ な く な る 。 


(1) 
彼 の 投資 先 の 企業 。 
それ が 潰れ る こと 。 


( 2) 
彼 の 投資 先 の 企業 。 
それ が 業績 不振 に 陥る こと 。 


(3) 

彼 自 身 が 、 以 下 を 失う こと 。 

/// 

その 企業 へ の 投資 の 権利 。 

その こと で 、 投 資 が で き な く な る こと 。 
/// 


投資 家 は 、 そ うな る と 、 途 端 に 、 以 下 に 見 舞 わ れる 。 
7// 

彼 自身 の 生活 。 

それ が 破綻 する こと 。 

// 


女性 も 、 こ れ と 同じ 問題 を 、 抱 えて いる 。 
それ は 、 女性 も 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 、 投資 し て いる か ら で あ る 。 
77// 

彼女 自身 の 人 生 。 

彼女 自身 の 女性 器 。 

77// 


人 間 に は 、 以 下 の 二 通り が いる 。 
// 

投資 家 に 向い て いる 人 。 

企業 家 に 向い て いる 人 。 

/// 


同様 に 、 女 性 に も ち 、 い ろ い ろ な 種類 が ある 。 
7// 

例 。 

ある 女性 は 、 以 下 に 向い て いる 。 

人 生 投資 家 。 


別 の 女性 は 、 以 下 の (1 ) より も 、 以 下 の (2) に お いて 、 よ り 優 れ て いる 。 
( 1 ) 人 生 投 資 家 と し て の 素質 。 

( 2 ) 企業 家 と し て の 素 買 。 

7// 


これ は 、 男 性 の 場合 も 同様 で ある 。 


女性 は 、 以 下 の 生 活 を 送る こと が で き る 。 
人 生 投資 家 と し て の 生活 。 


その 理由 と し て は 、 以 下 が 、 と て も 大 きい 。 
7/ 

女性 凌 の 存在 。 

/ 

女性 は 、 そ れ を 、 自 身 の 体内 に 、 所 有する 。 
女性 は 、 そ れ を 、 生 得 的 に 、 所 有する 。 

7/ 


女性 は 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の ( 3 ) の 期間 、 貸 し 出す 。 
(1) 
自身 の 女性 器 。 


(2) 
特定 の 男性 。 
彼 は 、 そ の 女性 の 結婚 相手 に な っ た 。 


(3) 
喧 祭 。 


女性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 
7/ 

氷 続 的 な 賃料 

氷 続 的 な 配当 と リタ ー ン 。 
自身 の 遺伝 的 子 。 

/// 


これ が 、 以 下 の 原点 で ある 。 
女性 優位 な 投資 家 生 活 。 


区 性 は 、 久 下 回 介 て いる 。 
7/ 

不動 産 投資 家 。 

大 家 。 

7/ 


大 家 は 、 物 件 を 、 店 子 に 対し て 、 長 期 に わた っ て 貸す 。 
大 家 は 、 そ うし て 、 店 子 か ら 、 定 期 的 な 賃料 収入 を 得る 。 


店 子 は 、 男 性 で ある 。 
大 家 は 、 女 性 で ある 。 


この 場合 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) に 相当 する 。 
( 1 ) 不動 産物 件 。 
( 2 ) 女性 の 女性 器 。 


女性 は 、 以 下 の こ と を 、 主 に 行う 。 

彼女 は 、 家 庭 に お いて 、 以 下 を 、 担 当 す る 。 
/7/ 

住宅 内 の 清掃 。 

住宅 内 の 整理 。 

家事 。 

/7/ 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

大 家 は 、 以 下 を 、 主 に 行う 。 

//// 

店 子 向け の 所 有 賃 貸 物件 。 

彼 は 、 そ れ ら に お いて 、 以 下 を 、 担 当 す る 。 
/ 

その 物件 の 部 屋 。 

その 中 を 、 定 期 的 に 整備 する こと 。 


/ 
777/ 


人 間 の 住宅 。 
その 主要 な 管理 者 は 、 女 性 で ある 。 


女性 器 。 
その 主要 な 管理 者 は 、 女 性 で ある 。 


7// 
人 間 の 住宅 。 
女性 凌 。 

/ 


両者 は 、 存 在 と し て 、 似 て いる 。 
7// 


女性 は 、 以 下 の 存在 で あり 続け る 。 
人 生 の 投資 家 。 


その 状態 は 、 以 下 の こ と が 続く 限り 、 存 続 する 。 


性 は 、 女 性 付 を 、 所 有する 。 
性 が 、 自 身 の 女 性 器 を 、 男 性 に 貸し 出す 。 
性 は 、 そ れ ら を 、 続 ける 。 


*、 女 性 か ら 、 女 性 器 を 借り る 。 
性 は 、 そ の 状態 を 、 維 持 し よう と する 。 
性 は 、 そ の た め に 、 必 死に な る 。 

性 は 、 そ れ ら を 、 続 ける 。 


環 則 同 末 一 油 竹 竹 一 
話 
さ 


女性 は 、 こ うし た こと が 続く 限り 、 以 下 を 必要 と し な い 。 
7// 

彼女 自身 が 、 企 業 で 働く こと 。 

その 必然 性 。 

// 


な の で 、 以 下 の こ と は 、 進 まな い 。 
7// 
女性 に よる 、 企 業 へ の 本 格 的 な 進出 。 
女性 に よる 、 企 業 の 役職 へ の 就任 。 
7// 


人 間 社 会 で 、 社 会 的 に 、 よ り 優 位 で ある 存在 。 
それ は 、 一 般 的 に は 、 以 下 の (1 ) で ある 。 
それ は 、。 以 の (2) で は な い 。 

(1) 

大 家 。 

不動 産物 件 。 

その 所 有 者 。 


( 2) 
店 子 。 


不動 産物 件 。 
その 賃貸 人 。 


上 記 の (2 ) は 、 (1) に 対し て 、 賃 料 を 支払 い 続 ける 。 
彼 は 、 そ うし て 、 不 動産 物件 を 、 借 り 続 ける 。 


これ を 、 以 下 に 対し て 、 当 て は め る 。 
男女 の 性 差 。 


人 間 社 会 で 、 社 会 的 に 、 よ り 優 位 で ある 存在 。 
一 般 的 に は 、 以 下 の (1 ) で ある 。 
それ は 、 以 下 の (2 ) で は な い 。 


男性 。 

7/ 

女性 器 。 
その 賃貸 人 。 
7/ 


上 記 の (2 ) は 、 (1) に 対し て 、 賃 料 を 支払 い 続 ける 。 
彼 は 、 そ うし て 、 女 性 閉 を 、 借 り 続 ける 。 


女性 器 の 存在 。 

それ が 、 女性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
7/ 

彼女 の 、 社 会 に お ける 、 優 位 性 。 

7// 


それ は 、 女性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
7/ 

彼女 の 社会 的 権力 。 

7// 


女性 閉 。 
それ は 、 上 記 の 源泉 で ある 。 


これ は 、 以 下 の 要 因 で ある 。 
7// 

女性 が 、 男 性 に 対し て 取る 態度 。 
それ が 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 
/ 

それ は 、 末 大 で ある 。 

それ は 、 上 か ら 目 線 で ある 。 

/ 


/ 
それ ら は 、 根 本 的 で ある 。 


それ ら は 、 永 続 する 。 
/ 


777/ 


女性 は 、 男 性 に と っ て 、 そ うし た 存在 で あり 続け る 。 
その こと を 可能 に する 存在 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

女性 閉 。 

女性 は 、 そ れ を 、 生 得 的 に 、 占 有する 。 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

以下 の (1 ) が 、 以下 の ( 2 ) に 対し て 、 以 下 の ( 3 ) を 持つ こと 。 
(1 ) 

株 主 。 

投資 家 。 

資本 の 所 有 者 。 


( 2 ) 

企業 。 

上 記 の (1 ) に よる 投資 先 。 
その 意思 決定 。 


(3) 
その 内 容 を 、 根 本 的 に 左右 する 力 。 
その 存在 そ を の も の を 、 支配 する 力 。 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

以下 の (1 ) が 、 以下 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の (3 ) を 持つ こと 。 
(1) 

女性 。 

人 生 投 資 家 。 

女性 器 。 

生殖 的 資本 。 

その 古 有 者 。 


(2) 

男性 。 

上 記 の (1 ) に よる 、 人 生 投 資 先 。 
その 企業 。 

その 意思 決定 。 

(3) 


その 内 容 を 、 根 本 的 に 左右 する 力 。 
その 存在 そ を の も の を 、 支配 する 力 。 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 
彼女 は 、 以 下 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
女性 凌 。 


それ は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 


彼女 は 、 そ うし て 、 以 下 を 、 左 右 し 、 支 配 し 続け る 。 
以下 の 存在 に つい て の 意思 決定 。 

/// 

男性 。 


/ 
それ は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
彼女 自身 の 人 生 の 投資 。 


男性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
/// 

女性 に よる 支配 。 

それ を 受け 続け る 存在 。 
/// 


女性 に よる 男性 に 対す る 支配 。 
それ は 、 以 下 に よっ て 、 生 じ る 。 
女性 か ら 、 男 性 へ の 、 女 性 器 の 貸し 出し 。 


(初出 2020 年 5 月 ) 


各論 。 

人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 

その 投資 先 の 企業 家 と し て の 男性 。 
女性 の 社会 的 優位 性 。 


男女 の 社会 的 居場所 と 、 家 庭 、 企 業 と の 関係 。 
家庭 は 、 人 生 投資 家 の 根城 で ある 。 


人 生 投 資 家 の 生活 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

7// 

家庭 で 、 配 当 を 得 な が ら 、 の ん びり 暮らす こと 。 
7// 


企業 は 、 企 業 家 の 根城 で ある 。 


企業 家 の 生活 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

企業 で 、 強 制 労働 に 従事 する こと 。 
7// 


家庭 と 企業 と の 関係 。 
それ は 。 次 の 二 つ の タイ プ べ と 、 分 けら れる 。 


( 1 ) 家庭 と 企業 。 


両者 を 、 空 間 的 に 共有 する タイ プ 。 
7/ 

例 。 

自家 工場 経営 。 

農業 経営 

7// 


) 家庭 と 企業 。 
両者 を 、 空 間 的 に 分 離す る タイ プ 。 
7// 
例 。 
都心 オフ ィ ス へ の 通勤 。 
7/ 


以下 の (1 ) と 、 以 下 の (2 ) の 関係 。 
(1 ) 

男女 。 

その 社会 的 な 居場所 。 


(2) 
7/ 
家庭 。 
企業 。 
7/ 


それ ら は 、 次 の よう に 整理 され る 。 


男性 。 
1 ) 女性 優位 社会 に お ける 男性 。 
は 、 企業 で 、 専ら 働く 。 


1 


性 は 、 家 庭 に は 、 帰 っ て こない 。 
性 は 、 家 庭 に は 、 選 場所 が 無い 。 
件 よ 


は 、 家 族 か ら 疎 外さ れ て いる 。 
性 は 、 子供 か ら 引 き 離 され る 。 


性 は 、 女 性 に よっ て 、 一生 、 企 業 へ と 、 了 骨 離さ れる 。 


こ 再 


は 、 企 業 で 、 以 下 を 、 や ら さ れる 。 
語 な 強制 奴隷 労働 。 


性 は 、 家 庭 に は 居場所 が 無い 。 
の た め 、 男 性 は 、 企 業 に いる し か な い 。 


E 還 則 地 環 夢 一 


時 企業 家 を 、 専 業 する 。 
、 企 業 専属 で ある 。 


性 に と っ て 、 以 下 が 起き て いる 。 
庭 と 企業 の 分 離 。 


90 * 働 く 企業 。 
で は 、 以 下 の ( 1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) の 内 容 を 持つ 。 


人 対 環 馬 環 \ 


1) 


企業 内 部 。 
その 人 間 関 係 。 
その 社会 規範 。 


(2) 
女性 優位 な 性 格 。 


企業 で 働く 人 々 。 

それ は 、 人 数 と し て は 、 男 性 が 多い 。 

し か し 、 男 性 た ち は 、 以 下 の 状況 に 連 か れ て いる 。 
7/ 

女性 の 精神 的 支配 。 

その 配下 。 

7/ 


それ は 、 以 下 の 理由 に よる 。 
男性 が 、 女 性 に よっ て 、 以 下 の 処 塁 を 受け て いる こと 。 
精神 の 女性 化 。 


(A - 2) 男性 優位 社会 に お ける 男性 。 
男性 は 、 企 業 で 働く 。 


し か し 、 男 性 は 、 家 庭 へ と 、 帰 っ て くる 。 
男性 は 、 家 庭 を 支配 する 。 


男性 は 、 子供 に 、 以 下 を 、 叩 き 込 む 。 
7// 

移動 生活 様式 。 

その 男性 優位 価値 観 。 

その 男性 優位 な 行動 様式 。 

7/ 


男性 は 、 家 計 管 理 を する 。 
男性 は 、 以 下 に 、 存 在 する 。 
77/ 

企業 。 

家庭 。 

その 両方 。 

/7/ 


男性 は 、 以 下 を 、 主 導 す る 。 
/7/ 

企業 。 

家庭 。 

その 両方 。 

/// 


男性 に と っ て 、 以 下 が 起き て いる 。 
/// 

家庭 と 企業 。 

その 二股 帰属 。 

// 


( B ) 女性 。 

(B - 1 ) 女性 優位 社会 に お ける 女性 。 
女性 は 、 以 下 の 状態 が 、 デ フォ ルト で ある 。 
// 

人 生 投資 家 と し て 、 家 庭 に いる こと 。 

/// 


女性 は 、 企 業 で 働か な く て 良い 。 


女性 は 、 以 下 の 生 活 を 送る 
優雅 な 配当 生活 。 


女性 は 、 家 庭 を 支配 する 。 
女性 は 、 母 親 と し て 、 彼 女 自身 の 子供 に 対し て 、 以 下 を 、 叩 き 込む 。 
777/ 

定住 生活 様式 。 

その 女性 優位 な 価値 観 。 
その 女性 優位 な 行動 様式 。 
777/ 


母親 た ち は 、 み ん な で 、 以 下 を 、 企 業 へ と 、 送 り 込 む 。 
自身 の 子供 。 


母親 た ち は 、 子供 た ち を 、 精 神 的 に 支配 する 。 
母親 た ち は 、 そ の 行為 を 通じ て 、 企 業 を 支配 する 。 


ある い は 、 以 下 の 通り で ある 。 

// 

妻 は 、 夫 に と っ て 、 母 親代わり で ある 。 

妻 は 、 夫 を 、 精 神 的 に 支配 する 。 

妻 は 、 そ うし た 夫 を 、 企 業 へ と 、 送 り 込 む 。 
妻たち は 、 そ の 行為 を 通じ て 、 企 業 を 支配 する 。 
/// 


女性 は 、 家 計 管 理 を 行う 。 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) の 状態 を 保持 する 。 
( 油 

家庭 の お 金 。 


( 2) 

7// 

彼女 は 、 そ れ を 、 好 き な 用 途 に 使え る 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 使 い 放題 で きる 。 
7// 


女性 は 、 以 下 を 、 専業 する 。 
生 投資 家 。 


人 

女性 は 、 以 下 の こ と ば か り 考 える 。 
家庭 内 部 。 
女 


性 は 、 以 下 の こ と に は 、 関 心 が 薄 い 。 
家庭 の 外界 。 


女性 は 、 以 下 の こ と に は 、 関 心 が 薄 い 。 
社会 問題 。 


女性 は 、 以 下 の こ と ば か り を 、 気 に する 。 
7// 

彼女 が 男性 か ら 得 る 配当 。 

それ が 多い こと 。 そ の 実現 。 

7// 


女性 は 、 以 下 の こ と に は 、 関 心 が 薄 い 。 
7// 
男性 が 企業 で 働く 条件 。 
その 昔 酷 さ 。 
男性 の 過労 。 
7// 


女性 は 、 以 下 で ある 。 
家庭 専属 。 


女性 に と っ て 、 以 下 が 起 き て いる 。 
家庭 と 企業 の 分 離 。 


仮に 、 女 性 が 、 結 婚 で き な い まま だ っ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 仕 方 な く 、 企 業 で 働く 。 


仮に 、 女 性 が 、 企 業 家 と し て 、 オ 能 が あっ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 企 業 で 働く 。 


女性 は 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 企 業 で 働く 。 
(1) 

条件 の 良い 企業 家 。 

そう し た 男性 。 

彼 と 出会う こと 。 

( 2) 

彼 と 結婚 する こと 。 

(3) 

そう し て 、 以 下 の 生活 を 満了 逢 す る こと 。 

人 生 投 資 家 の 生活 。 


( B - 2) 男性 優位 社会 に お ける 女性 。 
女性 は 、 家 庭 に いる 。 


し か し 、 女性 は 、 居 心地 が 赴 い 。 


女性 は 、 家 族 か ら 疎 外さ れ て いる 。 
女性 は 、 子供 か ら 引き 離さ れる 。 
女性 は 、 以 下 を 、 男 性 に 占有 され る 。 
家計 管理 の 権限 。 


女性 は 、 家 庭 に お いて 、 以 下 が 無 い 。 


経済 的 自由 。 


女性 は 、 家 庭 で は 、 以 下 の よ うに 扱わ れる 。 
家政 婦 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
7/ 

私 は 、 経 済 的 自由 を 得 た い 。 
7// 


女性 は 、 そ の た め 、 仕 方 な く 、 企 業 で 働く 。 


女性 に と っ て 、 以 下 が 起 き て いる 。 
/// 

家庭 と 企業 。 

その 二股 帰属 。 

/// 


(初出 2020 年 6 月 ) 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 企 業 家 と し て の 男性 。 そ うし た 女性 の 生活 は 、 男 性 
に 比べ て 、 と て も 恵まれ て いる 。 


女性 は 、 す ぐに 、 人 生 投資 家 に 、 な れる 。 
女性 は 、 ノ 特に 、 努 力 し な く て も 、 人 生 投 資 家 に 、 な れる 。 


7// 
/ 

有効 な 女性 凌 。 

それ を 彼女 自身 の 体内 に 持っ て いる こと 。 
その 条件 を 満た すこ と 。 

/ 


女性 は 、 そ れ だ け で 、 す ぐ 、 人 生 投資 家 に な れる 。 
7// 


女性 は 、 以 下 を 過ごす 。 
そう し た 、 人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 


その た め に 、 女性 に は 、 以 下 は 、 あ っ て も いい 。 
7// 

例 。 

学歴 。 

職業 上 の 特技 。 

7// 


し か し 、 女性 は 、 そ れ ら が な く て も 、 問 題 な く 、 以 下 を 実現 で きる 。 
人 生 投資 家 に な る こと 。 


な の で 、 女性 に は 、 本 来 的 に は 、 そ れ ら は 、 特 に 必要 な い 。 
仮に 、 女 性 が 、 以 下 を 実現 し た 、 と する 。 


企業 家相 当 の 男性 と 結婚 する こと 。 


する と 、 女性 は 、 家庭 に お いて 、 す ぐに 、 以 下 の 生活 を 送る こと が で きる 。 
7/ 

/ 

人 生 投資 家 と し て の 生活 。 

配当 生活 。 

/ 


/ 
それ は 、 楽 で ある 。 
それ は 、 特 権 的 で ある 。 
/ 

7// 


その 点 、 女 性 は 、 人 生 面 で 、 男 性 に 比べ て 、 以 下 を 実現 する 。 
(1 ) 格段 に 優遇 され て いる 状態 。 

( 2 ) 格段 に 楽 で ある 状態 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 容 易 に 実現 する 。 


この こと は 、 特 に 、 以 下 の 女性 に つい て 吉 え る 。 
女性 優位 社会 に お ける 女性 。 

/7/ 

例 。 

日 本 の 女性 。 

/7/ 


女性 優位 社会 。 

女性 た ち は 、 以 下 を 、 社 会 的 に 、 所 持 する 。 
//// 

家庭 に お ける 家計 管理 。 

その 権限 。 

それ を 独占 的 に 掌握 する 権力 。 

//// 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 自 分 の 意 の まま に 、 実 行 で きる 。 
7/ 

家庭 に お ける 、 お 金 の 出し 入れ 。 

7// 


彼女 た ち は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
以下 を 、 自 分 の 思う まま に 使う こと 。 
7// 

男性 か ら の 経済 的 配当 。 

男性 か ら の 経済 的 リタ ー ン 。 

7// 


女性 優位 社会 。 

女性 た ち は 、 こ の 面 で 、 以 下 を 所 持 する 。 
/// 

社会 的 地位 。 

それ が 根本 的 に 高い 状態 。 

/// 


女性 優位 社会 。 

女性 た ち は 、 以 下 を 実現 で き る 。 

7//// 

人 生 投資 家 と し て の 、 幸福 な 人 生 や 生 活 。 
それ を 生涯 に わた っ て 続け る こと 。 

7//// 


仮に 、 男 性 優位 社会 に お ける 女性 た ち が 、 こ れ を 行 お うと し た 、 


する と 、 女 性 は 、 男 性 の 許可 を 得 な いと いけ な い 。 
男性 優位 社会 で は 、 男 性 が 、 家 庭 を 主導 する 。 


男性 優位 社会 。 

男性 は 、 以 下 を 、 社 会 的 に 、 所 持 す る 。 
/// 

家庭 に お ける 家計 管理 。 

その 権限 。 

それ を 独占 的 に 掌握 する 権力 。 

/// 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 


と する 。 


彼女 た ち は 、 人 生 投 資 家 と し て は 、 以 下 の 内 容 を 持つ こと か が 出来 な い 。 


77// 
経済 首 的 な 自 由 。 
77// 


女性 た ち は 、 以 下 を 確保 し よう と する 。 
7// 

彼女 自身 の 経済 的 自由 。 

7/ 


その た め 、 彼 女 た ち は 、 仕 方 な く 、 男 性 同様 に 、 以 下 を 目指 す 。 


7// 
企業 家 。 
7/ 


以下 の こと は 、 必 要 な い 。 
7// 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) みた い に 、 以 下 の (3 ) を 過ごす 。 


1 ) 女性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 
) 男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 
3 ) 企業 家 指向 の 人 生 。 
777/ 


れ は 、 本 来 、 全 く 、 必 要 な い 。 


PR (1 ) は 、 愉 下 の (2 ) を 、 実 行 で きる 。 
) 女性 優位 社会 に お ( 届 仙 8 
) 人 生 投資 家 と し て の 配当 生活 。 


上 記 の '.( 0 御 1 8 ) を 、 十 分 満 喚 で きる 。 
2 は 、 以 下 の ( 0 二 ら お 


(3) 
男性 が 無能 で ある 状態 。 


その 程度 が 、 一 定 限度 を 超え る こと 。 
// 

例 。 

能力 不足 。 

過労 。 

病気 。 

死亡 。 

7/// 


その 保証 は 、 上 記 の (1 ) に と っ て 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


女性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 

彼女 た ち は 、 以 下 を する だ け で 、 良 い 。 

//// 

以下 の (1 ) の 場合 に お いて 、 初 め て 、 以 下 の (2 ) を 実現 する こと 。 
(1) 

以下 の 二 つ の 条件 が 揃っ た 場合 。 


(入部 

以下 の こと に 気付 く こ と 。 

7/// 

私 自身 に は 、 以 下 が 、 あ り そ う だ 。 
企業 家 と し て の オ 能 。 

/7/ 


(ー ダ ) 

MIR の よう 人 思う よう に が る こと 。 
7// 

私 は 、 以 下 を 伸ばし た い 。 

上 記 の (1 - 1) に お ける オ 能 。 
// 


( 2) 
企業 家 に な る こと 。 
企業 家 を や る こと 。 


彼女 た ち は 、 以 下 に つい て 、 幅 が 広い 。 
人 生 面 で の 選択 肢 。 


彼女 た ち は 、 以 下 の 人 生 を 送る こと か 出来 る 。 
7/// 

イー ジー モー ド の 人 生 。 

恵まれ た 人 生 。 

7/// 


その た め に 必要 な 社会 的 権力 。 

彼女 た ち は 、 そ れ を 、 十 分 に 持っ て いる 。 
彼女 た ちの 社会 的 地位 。 

それ は 高い 。 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 
彼女 た ち は 、 上 記 の 面 で 、 大 きく 劣っ て いる 。 


彼女 た ちの 社会 的 地位 。 
それ は 、 根 本 的 に 低い 。 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち は 、 以 下 に お いて 、 不 幸 に な りや すい 。 
人 生 投 資 家 と し て の 人 生 や 生 活 。 


男性 優位 社会 。 

女性 は 、 男 性 同様 、 以 下 の 人 生 を 送る し か な い 。 
/// 

企業 家 と し て の 人 生 。 

働き 詰め の 人 生 。 

/// 


彼女 た ち に は 、 以 下 の 人 生 が 待っ て いる 。 
7// 

ハー ド な 人 生 。 

恵まれ な い 人 生 。 

不幸 な 人 生 。 

7// 


邊 友 だ たち は 、 そう し た 人 生 を 。 余生 に わた っ て 送る 。 
男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 


彼女 た ち は 、 必 死に な っ て 、 以 下 を 、 主 唱 する 。 
7/ 


女性 の 社会 的 地位 。 
その 向上 。 
その 実現 。 
その 思想 。 


77// 


フェ ミ ニズム の 思想 。 

その 根源 。 

それ は 、 上 記 に ある 。 

現状 の 女性 優位 社会 。 

例え ば 、 日 本 。 

女性 優位 社会 の 人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 、 感 化 さ れる 。 
男性 優位 社会 に お ける 思想 。 

上 記 の 男性 優位 社会 。 

その 社会 は 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 


( 1 ) それ は 、 世 界 的 に 、 影 響 力 が 大 きい 。 
( 2 ) それ は 、 先 進 的 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 は 、 上 記 の 内 容 を 、 盲 信 す る 。 

以下 の (1 ) の 思想 は 、 以 下 の (A ) の た め の 思 想 で ある 。 
(1) 

男性 優位 社会 に お ける 、 フ ェ ミ ニズム の 思想 。 


(A) 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 
7// 

彼女 た ち は 、 恵 まれ な い 人 生 を 送る 
彼女 た ち は 、 社 会 的 弱者 で ある 。 
7// 


( B ) 

女性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 

// 

彼女 た ち は 、 恵 まれ た 人 生 を 送る 。 

彼女 た ち は 、 社 会 的 強者 で ある 。 

/ 

それ ら の 実現 。 

彼女 た ち は 、 そ れ を 、 本 来 的 に 、 保 証 さ れ て いる 。 
7// 


6 
2 ニス ト た ち 。 
寺 仙人 ) を 、 以下 の (B) に 対し て 、 強 制す る こと 。 


上 記 の (C ) は 、 上 記 の (B) に 対し て 、 以 下 の ( 4 ) を 、 強 制す る 。 
( 4) 

7/7/ 

男性 並み の 人 生 。 

ハー ド な 人 生 。 

// 

以下 の 内 容 の 人 生 。 

そこ で は 、 以 下 の 内 容 が 、 終 生 、 持 続 する 。 

/ 

企業 に お ける 、 奴 隷 労働 。 


上 記 の 傾向 は 、 社 会 的 に 、 次 第 に 強まっ て いる 。 


上 記 の (C) は 、 以 下 の 行 為 を 行っ て いる 。 
上 記 の (B ) 人 下記 の (5 ME 
その 下記 の ( 5) を 、 お ho 選 ま 2 の この 2 


(5) 
人 生 投資 家 と し て の 生活 や 人 生 。 
7//// 
恵まれ た 人 生 。 
幸福 な 人 生 。 
// 
その 高い 品質 。 
その 高い 水準 。 
7//// 


(6 ) 
上 記 の (A ) と 同じ 水準 。 


それ は 、 上 記 の ( B) に と っ て 、 以 下 と 同じ で ある 。 
7// 


以下 の 内 容 を 引き 下げ る こと 。 
以下 の 内 容 を 剖 化 させ る こと 。 
// 

生活 の 水準 。 

人 生 の 水準 。 

7//// 


上 記 の (C) は 、 上 記 の (B) に と っ て 、 以 下 の (7 ) の よう な 存在 で ある 。 
(7) 

// 

人 生 の 敵 。 

邪悪 な 者 。 

社会 的 な 加害 者 。 

// 


上 記 の (C ) は 、 上 記 の (B) に 対し て 、 上 記 の (5 ) に 関し て 、 以 下 の (8) の 


を 、 実 行 する 。 
(8) 
その 存続 を 、 根 本 的 に 脅かす こと 。 


上 記 の . (1 ) は 、 以 下 で ある 。 

7//// 

不幸 な フェ ミニ ズム 。 

7//// 

上 記 の (A ) が 、 そ れ を 、 主 導 す る 。 


上 記 の (B) 向け の フェ ミニ ズム 、。 
それ は 、 以 下 の (2 ) で ある 。 

( 2 ) 

7// 

幸福 な フェ ミニ ズム 。 

7/// 


上 記 の ( 2 ) の 思想 。 
それ は 、 以 下 を 指向 する 。 
女 権 の さら な る 拡張 。 


上 記 の ( 2 ) の 具体 的 な 内 容 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 


(2-1) 

以下 を 実現 する こと 。 
/7/ 
家庭 に お ける 家計 管理 。 
その 権限 。 

その 独占 。 

7// 


そう し て 、 以 下 を 実現 する こと 。 
人 生 投 資 家 と し て の 、 恵 まれ た 人 生 。 


それ を 、 次 の 存在 に する こと 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 本 来 的 で ある 。 


と 2 


行 


為 


(2-2) 

以下 を 実現 する こと 。 
//////// 

人 生 に お ける 自由 。 
人 生 上 の 好み 。 

7////// 

それ を 確保 する こと 。 
それ を 歌 する こと 。 
/7/ 

その 一 環 と し て 、 以 下 を 、 可 能 に する こと 。 
/ 


企業 家 と し て の オ 能 。 

それ を 、 自 由 に 伸ばす こと 。 
それ を 可能 に する こと 。 

/ 

/// 

////// 

7777/ 


そし て 、 以 下 を 可能 に する こと 。 
7////// 

人 生 。 

その 自由 の 度合 い 。 

それ が と て も 高い こと 。 

/7/ 

それ を 永続 させ る こと 。 

その 実現 。 

/7/ 

7////// 


上 記 の (B ) に と っ て は 、 以 下 か 必要 で ある 。 
上 記 の (1 ) に 代わ っ て 、 上 記 の ( 2 ) を 用 意 す る こと 。 


上 記 の (B) に と っ て は 、 以 下 か が 必須 で ある 。 
上 記 の (2 ) を 、 急 いで 作り 上 げ 、 用 意 す る こと 。 


7/7////////77777// 


一 方 、 企 業 家 の 男性 。 

男性 は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 

以下 の (1 ) の た め に 、 以 下 の (2 ) を 、 実 現す る こと 。 
(1) 

女性 へ の 配当 を 実現 する こと 。 


0 才 な 9 
絶え ず 、 働 き 続 ける こと 。 


(クー コク ) 

有 能 さ 。 

7/ 

それ を 確 保 する こと 。 

それ を 、 維 持 し 続け る こと 。 
7// 


男性 は 、 以 下 の (1 ) の た め に 、 以 下 の (2 ) が 、 必要 で ある 。 
(1 ) 
企業 家 と し て 生き て いく こと 。 


(2) 
大 き な オ 能 や 替 力 。 


男性 は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
// 

そう し た ハー ド な 人 生 。 
それ を 生き て 行く こと 。 
// 


以下 の (1 ) は 、 以下 の (2 ) と 比較 し て 、 以 下 の ( 3) の 内 容 で ある 。 


( 1 ) 男性 の 人 生 。 

( 2 ) 女性 の 人 生 。 

(3) 

それ は 、 根 本 的 に 割り が 悪い 。 
それ は 、 劣 っ て いる 。 


男性 の 人 生 。 
それ は 、 ハ ー ド に な る 。 


その 原因 は 、 以 下 で ある 。 
男性 が 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) の 形 で 、 持 っ て いな いこ と 。 


(1) 
生体 面 で の 資本 。 
77/ 

例 。 

女性 器 。 


女性 が 、 そ れ を 、 所 有する 。 
7/ 


(2) 
生体 内 の 機構 。 


ロロ ビィ 


ココ 
ご れ は 。 以下 に つなが っ て いる 。 

人 間 社 会 に お ける 男性 差別 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 根 本 的 な 問題 で ある 。 
(初出 2020 年 5 月 ) 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 そ の 女性 は 、 人 生 に お ける 自由 度 が 高い 。 


女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
以下 の 両者 を 、 同 時 に 兼業 する こと 。 


// 
人 生 投 資 家 。 
企業 家 。 
7/ 


人 物 が 人 生 面 で 持つ 自由 さ 。 
女性 は 、 そ れ を 、 男 性 に 比べ て 、 格 段 に 多く 持て る 。 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 投資 する 。 
/// 

自身 の 人 生 。 

/7/ 


女性 は 、 そ うし て 、 男 性 か ら 、 配 当 を 得る 。 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 

7// 

彼女 は 、 彼 女 自身 で は 働か な い 。 

彼女 は 、 そ れ で 、 十 分 生活 で きる 。 

そう し た 経済 的 な 生活 レベ ル 。 そ の 容易 な 獲得 。 
7// 


女性 は 、 そ れ ら を 、 簡 単に 得る 。 

女性 は 、 そ れ ら と 同時 に 、 以 下 の 内 容 を 、 た くさ ん 持て る 。 
7/ 

自由 時 間 。 

7/ 


な の で 、 女性 は 、 以 下 が 可能 で ある 。 
7// 

彼女 自身 が 好き な こと 。 

3E 半 2 まつ が に だ 。 

で を する こと 。 

7/// 


その た め 、 以 下 の ( 1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) を 、 実現 で きる 。 
(1) 

女性 。 

彼女 は 、 以 下 を 持つ 。 

/7/ 

企業 家 の オ 能 。 

/7// 


(2) 
企業 家 と し て の 人 生 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 本 格 的 に 、 開 始 す る 。 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の (1 ) で あっ た 、 と する 。 
する と 、 女性 は 、 以 下 の (2 ) が 可能 で ある 。 
(1 ) 

彼女 自身 は 、 既 に 、 以 下 の 立 場 を 確保 し て いる 。 
7// 

人 生 投 資 家 。 

7// 


( 2) 

7/ 
趣味 的 な 企業 活動 。 
彼女 は 、 そ れ を 行う 。 


その 企業 収益 。 
それ は 、 あ まり 重要 で は な い 。 
7/ 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) が 発生 する と 、 以 下 の (3 ) に な る 。 
(1 ) 

女性 。 

人 生 投 資 家 。 


(2 ) 
男性 。 
企業 家 。 
彼 は 、 倒 れる 。 


(3) 

77/ 

配当 を 、 十 分 得る こと 。 
その 実現 。 


それ が 不可 能 に な る こと 。 
7// 


女性 は 、 そ うし た 事態 を 、 想 定 する 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

私 は 、 以 下 の 能 力 を 、 あ る 程度 、 予 備 で 持つ べき だ 。 
7/ 

企業 家 。 

経済 的 自活 。 

7// 


女性 は 、 以 下 に 熱心 に な っ て いる 。 
以下 の 能力 を 磨く こと 。 

/// 

企業 家 と し て の 能力 。 

経済 的 利益 を 計上 する 能力 。 

/// 


(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 優位 社会 に お ける 母親 主導 の 子育て 。 人 生 投資 家 と し て の 母親 。 


女性 優位 社会 に お ける 女性 。 
女性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
7// 

家庭 に いる 存在 。 

母親 。 

7/ 


彼女 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
7/// 
育て に お いて 、 主 導 権 を 握る こと 。 


育て の 権限 。 


それ を 、 自 身 で 、 独 占 で きる こと 。 
7/ 


彼女 は 、 そ うし た 支配 者 的 な 立場 に いる 。 
彼女 は 、 そ れ を 利用 する 。 


彼女 は 、 以 下 の (1 ) と し て 、 以 下 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の ( 3 ) を 行う 。 


(2) 
彼女 自身 の 子供 。 


(3) 

彼女 自身 の 人 生 。 

それ を 投資 する こと 。 
その 量 は 、 た くさ ん で ある 。 


彼女 は 、 以 下 の 実 現 を 目指 す 。 

上 記 の (2 ) は 、 以 下 の (4 ) の 存在 と し て 、 以 下 の (5 ) の 内 容 を 実現 する 。 
(4 - 1 ) 企業 家 。 

(4 - 2) 人 生 投 資 家 。 

( 5 ) 社会 的 に 成功 する こと 。 


彼女 は 、 そ の た め に 、 上 記 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の (6 ) を 、 以 下 の (7 ) の 方 式 


7/ 
付き っ 切り で 、 指 導 す る こと 。 
ー 生 片 命 に 、 指 導 す る こと 。 
7// 


彼女 は 、 そ れ を 、 上 記 の ( 2 ) が 、 以 下 の (8) に 該当 する 間 、 行 う 。 
(8 - 1 ) 上 記 の (2) が 大 人 に な る まで の 間 。 
(8 - 2) 生涯 の 全て の 期間 。 


彼女 は 、 例 えば 、 以 下 を 行う 。 

777/ 

以下 を 探し て 、 決 め よ うと する こと 。 
彼女 自身 の 子供 た ちの 結婚 相手 。 
それ は 、 上 記 の 一 雷 で ある 。 


777/ 


ご れ は 。。 彼 到 に と て 、 以 G な る 、 
// 

人 生 投資 家 と し て の 人 生 。 

その 新た な ラウ ンド 。 
その 第 ニラ ウン ド 。 

7// 


彼女 は 、 上 記 に つい て 、 以 下 を 、 既 に 、 実 現し て いる 。 
7////// 

人 生 投資 家 と し て の 人 生 。 

その 第 一 ラウ ンド 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
7// 

配偶 者 。 男 性 。 

彼女 は 、 彼 と 、 結 婚 し た 。 
彼 へ の 人 生 投 資 。 

彼 か ら の 配当 に 基づく 生活 。 
/ 

それ は 、 恵 まれ て いる 。 
それ は 、 幸 せ で ある 。 

/ 


777/ 
7777// 


女性 優位 社会 。 


そこ で は 、 以 下 の (9 ) は 、 以 下 の (10) に 対し て 、 上 記 と 同様 の こと を 考え る 。 


( 9 ) 祖母 。 
(1 0) 自身 の 係 。 


これ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 
7// 

人 生 投資 家 と し て の 人 生 。 
その さら に 新た な ラウ ンド 。 
党 の 第 王 ラ ウン ド ト > 

// 


女性 は 、 以 下 の (1 1 ) の 双方 に 対し て 、 投 資す る 。 
(11-1) 自身 の 息子 。 
(11-2) 自身 の 娘 。 


彼女 は 、 上 記 の (11-1) に は 、 以 下 を 避 えよ うと する 。 
7/ 


企業 家 と し て の オ 能 。 
// 


上 記 の (1 1 - 1) は 、 男 性 で ある 。 
彼 は 、 以 下 を 持っ て いな い 。 
女性 器 。 


彼 は 、 以 下 の 実 現 が 困難 で ある 。 
人 生 投資 家 に な る こと 。 


その た め 、 母 親 は 、 以 下 を 目指 す 。 

/// 

上 記 の (1 1 - 1) の オ 能 を 、 以 下 に 特 化 させ る こと 。 
それ を 、 な る べく 伸ばす こと 。 

企業 家 。 

/// 


彼女 は 、 以 下 を 目指 す 。 

// 

上 記 の (1 1 -2) に 対し て 、 以 下 の 二 つの オ 能 を 、 両 方 と も 昌 える こと 。 
それ ら を 、 な る べく 伸ばす こと 。 


上 記 の (11-2) は 、 女性 で ある 。 
彼女 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 
7/ 


上 記 の (1 1 -2) は 、 以 下 の ど ちら に も な れる 。 
7// 

人 生 投 資 家 。 

企業 家 。 

7/ 


人 生 の 選択 肢 は 、 上 記 の (1 1 - 1) より も 、 上 記 の (1 1 - 2 ) の 方 が 、 よ り 多 い 。 
人 生 の 条件 は 、 上 記 の (1 1 - 1) より も 、 上 記 の (11 - 2) の 方 が 、 よ り 良 い 。 


女性 優位 社会 。 

直 唐 の (ルコ 2)。 

そこ で は 、 彼 女 は 、 本 来 、 以 下 を や る だ け で 、 十 分 生活 で きる 。 
777/ 

人 生 投 資 家 。 

77/ 


の が (第 ) 。 

彼女 は 、 上 記 の こと だ け で 、 以 下 の 実現 が 可能 で ある 。 
77/ 

満足 し た 人 生 を 送る こと 。 

それ は 、 以 下 の 二 つの 面 で 、 十 分 実現 する 。 

/ 


企業 家 と し て の オ 能 。 


それ を 伸ばす 教育 。 
7// 


上記 の :( ユ 2) は 、 下記 の : (ユイ ニー ラ 2 )) に と っ て は 、 あ っ て も 、、 無 く て も 、 ど ちら で も 
問題 な い 。 


その た め 、 母 親 は 、 以 下 の (1 3 ) を 、 必 ず し も 、 実 行 し な か っ た 。 

7/// 

(1.3) 下部 の (1 コーク 2) に 冬 し で て 。 上 虹 の .( ユ 2) を 、 実施 まる こと 。 
7/// 


し か し 、 母 親 の 方 針 は 、 最 近 は 、 以 下 へ と 、 変 化し つつ ある 。 
7/ 

上 記 の (1 3 ) を 、 確 実に 実行 する こと 。 

7// 


(初出 2020 年 5 月 ) 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 女 性 に よる 企業 に お ける 働き ぶり 。 そ の 働き 方 が 家 
計 補 助 的 に な る 理由 。 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 
彼女 は 、 以 下 の (4 ) が 発生 する まで 、 以 下 の ( 4 ) を 実行 し な い 。 
( 4 ) 以下 の (1) が 、 以 下 の (2 ) の 状態 に な る こと 。 


(1) 
彼女 自身 の 人 生 投 資 先 の 男性 。 
彼 か ら の 経済 的 配当 。 


(2 ) 
その 人 不足 。 
その 発生 。 


(3) 

以下 を 、 初 め て 開始 する こと 。 
7// 

企業 で 働く こと 。 

/// 


女性 は 、 以 下 の 行 為 を 望ま な い 。 

7////// 

彼女 は 、 企 業 に お いて 、 以 下 を 実行 する 。 
彼女 は 、 以 下 の (5) の 限度 を 超え て 、 働 く 。 
7// 

(5) 

家計 の 補助 。 

その 実現 。 


それ は 、 以 下 の た め に 、 必 要 で ある 。 
/ 

彼女 自身 の 人 生 投 資 先 の 男性 。 

彼 か ら の 経済 的 配当 。 


その 不足 。 

それ を 補う こと 。 
/ 

7/ 

7///// 


この こと は 、 以 下 に つい て の 、 明 確 な 証拠 と な る 。 

女性 が 、 以 下 の (6 - 1 ) と 同様 に 、 以 下 の (6 - 2) の 原理 で 動い て いる こと 。 
(6-1) 

投資 家 。 

株 式 配当 生活 者 。 


(6- 2) 

7/ 

投資 家 一 般 。 

その 普遍 的 な 行動 原理 。 
7/ 


上 記 の (6- 1) は 、 ふ だ ん は 、 以 下 に よっ て 生活 する 。 
彼 は 、 そ れ で 満足 する 。 

7/ 

(7) 

投資 先 か ら の 経済 的 配当 。 

7/ 


上 記 の (6 - 1 ) は 、 以 下 の (10) が 発生 する まで 、 以 下 の (9 ) を 実施 し な い 。 
7////// 
(10) 上 記 の (7 ) が 、 以 下 の (8) の 状態 に な る こと 。 


(8 ) 
経済 的 な 不足 。 
その 発生 。 


(9 ) 

以下 を 、 初 め て 開始 する こと 。 
// 

企業 で 働く こと 。 

7// 

/77/ 


上 記 の (6 - 1 ) は 、 以 下 を 望ま な い 。 
企業 に お いて 、 以 下 を 実行 する こと 。 

777// 

以下 の (1 1 ) の 限度 を 超え て 、 働 く こ と 。 
/7/ 

(11) 

収入 不足 。 

その 補填 。 

その 補助 。 

その 実現 。 


それ は 、 以 下 の た め に 、 必 要 で ある 。 
// 
彼 の 投資 先 か ら の 経済 的 配当 。 


その 不足 。 

それ を 補う こと 。 
/ 

7/ 

7///// 


上 記 の (6 - 1) 。 

彼 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
7// 

上 記 の (1 0 ) の 発生 。 

それ は 、 一 時 的 な も の で ある 。 
// 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 

彼女 は 、 そ れ と 同様 に 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
// 

上 記 の ( 4 ) の 発生 。 

それ は 、 一 時 的 な も の で ある 。 

7// 


彼女 は 、 以 下 は 、 考 えな い 。 

77// 

彼女 は 、 企 業 で 、 以 下 の ( 1 2 ) を 実現 する 。 
(12) 

彼女 は 、 働 く 。 


(0 半 ら 肖 っ 2 
彼女 は 、 そ れ を 、 本 格 的 に 実行 する 。 


(に = ち ) 
彼女 は 、 そ れ に 対し て 、 以 下 の 気 持ち で 臨む 。 

7/ 

私 は 、 自 分 の 人 生 を 、 そ れ に 対し て 、 新 た に 、 賭 ける 。 
7/ 

//// 


彼女 は 、 以 下 の (1 3 ) に つい て 、 興 味 を 持た な い 。 
// 

(3) 

企業 に お いて 、 役 職 に 就く こと 。 

/// 


それ は 、 彼 女 に と っ て 、 本 来 的 で ある 。 

その た め 、 彼 女 た ち は 、 以 下 を 、 少 し も し な い 。 
7//// 

上 記 の (1 3) を 、 実 行 す る こと 。 

7//// 


な ぜ な ら 、 上 記 の (1 3 ) は 、 彼 女 た ち に と っ て は 、 そ も そ も 、 以 下 を 実現 する 上 で 、 
全く 必要 が な いか ら だ 。 
人 生 投資 家 と し て の 生活 。 


以下 の (1 4 ) の 人 物 は 、 以 下 の ( 1 5 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (1 6) の 実現 が 、 
容易 に な る 。 


(14) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 を し な く て 良い 。 


(15) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 が 必須 で ある 。 


(16) 

/// 

社会 的 地位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 。 

/// 


これ は 、 男 性 と 女性 の 間 に も 当て は まる 。 


以下 の (1 4 - 1) の 人 物 は 、 以 下 の (1 5 - 1 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (1 6 -1) 
の 実現 が 、 容 易 に な る 。 


(3 あど) 

女性 。 

その 人 物 は 、 以 下 で ある 。 

人 生 投 資 家 。 

その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 を し な く て 良い 。 

その 人 物 は 、 配 当 生 活 で 、 余 裕 を 持っ て 暮らし て 行け る 。 


(15-1) 

画 性 。 

その 人 物 は 、 以 下 で ある 。 

企業 家 。 

その 人 物 は 、 以 下 の 生 活 に 明け 暮れ る 。 
強制 労 働 

その 毎日 の 繰り 返し 。 


( 敢 礼 れ 】 
社会 的 地位 。 
それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 。 


と つじ し て 、 以下 の こと が 言え る 。 
(17) 
女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 社 会 的 地位 が 高い 。 
それ は 、 社 会 に お いて 、 根 本 的 な 現象 で ある 。 
従来 の 男性 優位 社会 。 
そこ で は 、 人 々 は 、 下 記 を 行っ て いる 。 
( 20) 人 々 は 、 以 下 の (18) の 内 容 を 、 以 下 の (1 9) の 目的 で 、 採 用 する 。 


(18) 
企業 に お いて 、 女 性 が 、 役 職 に 就任 する 度合 い 。 


(19) 

/7/ 
女性 の 社会 的 地位 。 
その 高 さ 。 

その 測定 。 

/7/ 


女性 優位 社会 。 

その 社会 に お ける 、 上 記 の ( 2 0) に つい て の 評価 。 

それ は 、 上 記 の (1 7 ) の 視点 か ら は 、 本 来 、 以 下 の よ うに な る 。 
7// 

それ は 、 本 質 的 に 間違っ て いる 。 

それ は 、 馬 鹿 馬 鹿 し い 。 

// 


(初出 2020 年 5 月 ) 


人 生 投資 家 に な り 損 ね る 女性 。 彼 女 が 抱え る 社会 前 格差 。 


女性 は 、 以 下 を 、 持 っ て いる 。 
女性 番 。 


女性 は 、 以 下 を 、 生 得 的 に 備え て いる 。 
7// 

人 生 投資 家 に な る こと 。 

その 実現 。 

それ に 有利 な 条件 。 

/// 


し か し 、 以 下 の ( 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の ( 2 ) の 実現 の た め に 、 以 下 の ( 3 ) を 実行 す 
る 必要 が ある 。 
( 1 ) 女性 。 


(2) 

// 

人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 

それ を 、 生 涯 に わた っ て 、 行 うこ と 。 
その 実現 。 

/// 

(3) 


/// 
その 人 物 の 人 生 の 投資 先 と し て の 男性 。 
/ 


彼 を 、 生 涯 に わた っ て 、 確 保 す る こと 。 
その 実現 。 


7/ 
人 生 投 資 家 と し て 安定 し た 人 生 を 送る こと 。 


その 実現 。 

7/ 

女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
(1) 

77/ 

以下 の 存在 を 、 探 すこ と 。 

男性 。 

彼 は 、 企 業 家 と し て 有 能 で ある 。 

7/ 


(2) 
//// 
彼 と 、 以 下 を 開始 する こと 。 
デー ト 。 
同棲 。 
77// 


(3) 

7// 

彼女 は 、 最 終 的 に 、 彼 と の 間 で 、 以 下 を 実現 する 。 
結婚 生活 。 

それ は 、 安定 し て いる 。 

7/ 


例え ば 、 女 性 は 、 以 下 の 手段 を 取る 。 

彼女 は 、 以 下 の (1 ) に よっ て 、 以 下 の ( 2 ) を 、 決 め て も ら う 。 
(1) 

他 者 。 

彼女 は 、 そ の 他 者 を 、 人 生 上 で 頼り に し て いる 。 

7// 

例 。 

彼女 の 母親 。 

// 


( 2 ) 結婚 相手 の 男性 。 
女性 は 、 次 の よう な 男性 を 、 見 つけ る 。 


(1) 
彼 は 、 企 業 家 と し て 有 能 で ある 。 


(2) 

彼 は 、 彼 女 と の 間 で 、 以 下 が 合 う 。 
7/ 

性 格 。 

価値 観 。 

7/ 


女性 は 、 そ の 男性 と 結婚 する 。 


そう し た 女性 は 、 以 下 の (1 ) の 存在 と な る 。 
彼女 は 、 以 下 の (2 ) の 内 容 を 開始 で きる 。 
( 1 ) 人 生 投 資 家 。 

( 2 ) 十分 幸せ な 人 生 。 


逆 に 、 以 下 の こ と が 起こ る 。 

仮に 、 女 性 が 、 以 下 の 実 現に つい て 、 失 敗 し た 、 と する 。 
( 1 ) 彼女 は 、 そ うし た 男性 を 、 何 と か し て 、 見 つけ る 。 
( 2 ) 彼女 は 、 そ の 男性 と 、 結 婚 生活 を 送る 。 


する と 、 女性 に は 、 以 下 の こ と が 待ち 受け る 。 
7/// 

想定 外 の 人 生 。 

それ は 、 か な り 益 酷 で ある 。 

// 


そう し た 女性 に は 、 以 下 の こ と か 必要 で ある 。 

/// 

配当 が 一 切 無い 状況 の 下 で 、 何 と か 生活 し て いく こと 。 
その 実現 。 

7// 


女性 は 、 以 下 の 内 容 を 確保 する 必要 が ある 。 


経済 的 な バッ クア ッ プ 。 


女性 は 、 以 下 の 実 現 が 可能 な 場合 、 こ の 間 題 を クリ ア で きる 。 
7/ 

彼女 は 、 実 家 か ら 、 経 済 的 バッ クア ッ プ を 得 ら れる 。 
彼女 は 、 経済 的 に 余裕 が ある 。 

彼女 は 、 経済 的 に 恵まれ て いる 。 

7/ 


し か し 、 女性 は 、 以 下 の 場合 、 こ の 間 題 を クリ ア で き な い 。 
彼女 は 、 経 済 的 に 弱い 。 

そう し た 女性 は 、 生 活 の た め に 、 以 下 を 行う 。 
企業 で 働く こと 。 


そう し た 女性 は 、 男 性 と 同様 に 、 以 下 を 行う 。 
/// 

働き づめ の 生活 。 

企業 家 と し て の 生活 。 

/// 


女性 は 、 以 下 の ( 1 ) の 場合 、 以 下 の ( 2 ) の 内 容 を 実現 で きる 。 
(1) 

企業 家 と し て の オ 能 。 

彼女 は 、 そ れ を 持つ 。 


( 2 ) 彼女 は 、 以 下 の 状態 を 生成 する 。 
(2 ラー ニス) 
彼女 は 、 経 済 的 に は 楽 で ある 。 


(2-2) 
彼女 は 、 以 下 を 、 生 みや すい 。 
生活 上 の 余裕 。 


それ で も 女性 は 、 基 本 的 に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 

彼女 は 、 以 下 の (1 ) の 内 容 を 実現 する まで 、 以 下 の (2 ) の 内 容 を 実行 する 。 
(1) 

彼女 は 、 貯 金 や 投資 に よっ て 、 十 分 な 資金 を 確保 する 。 


( 2 ) 

// 

強制 労働 に 明け 暮れ る 生活 。 
ハー ド な 生活 。 

それ は 、 男 性 と 同様 で ある 。 
それ は 、 毎 日 続く 。 

7// 


女性 は 、 以 下 の (3 ) の 場合 、 以 下 の (4 ) の 状態 に な りや すい 。 
( 3 ) 以下 の (1) の 状態 を 続け な が ら 、 以 下 の (2 ) の 状態 に 入っ た 場合 。 
(1) 

結婚 相手 を 見 つけ る こと 。 

それ に 和 失敗 し た まま の 状態 。 


(2) 
結婚 適齢 期 を 逃し た 状態 。 


彼女 は 、 以 下 の 状態 を 強制 され る 。 
彼女 は 、 生 涯 に わた っ て 、 独 身 生活 を 送る 。 


それ は 、 そ うし た 男性 と 同様 で ある 。 


は 、 以 下 を 意味 する 。 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) の 状態 に な る 。 
(1 ) 

人 生 投 資 家 と し て の 恵まれ た 生活 。 

それ を 送る チャ ンス 。 


( 2) 
彼女 は 、 そ うし た 人 生 の チャ ンス を 、 生 涯 に わた っ て 逃し た まま で 終わ る 。 


以下 の (1 ) の 人 物 と 、 以 下 の (2 ) の 人 物 の 間 で は 、 以 下 の (3 ) の 内 容 が 出現 す 
る 。 


(1) 
人 生 投資 家 生活 の 実現 。 
それ に 成功 し た 人 物 。 


(2) 
人 生 投資 家 生活 の 実現 。 
それ に 失敗 し た 人 物 。 


(3) 

7/ 

人 生 面 で の 満足 度 。 
それ に 関す る 格差 。 


/ 
その 間隔 が 大 きい 状態 。 
その 出現 。 


以下 の (1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の ( 3 ) の 実現 が 、 


な る 。 


(1 ) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 を し な く て 良い 。 


( 2 ) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 が 必須 で ある 。 


(3) 

/// 

社会 的 地位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 。 

/// 


容易 に 


以下 の (1 ) の 人 物 と 、 以 下 の (2 ) の 人 物 の 間 で は 、 以 下 の ( 3 ) の 内 容 が 出現 す 
る 。 


(1) 
人 生 投資 家 生活 の 実現 。 
それ に 成功 し た 人 物 。 


(2) 
人 生 投資 家 生活 の 実現 。 
それ に 失敗 し た 人 物 。 


( 3) 

社会 的 地位 。 

その 格差 。 

その 間隔 の 大 きい 格差 。 


女性 優位 社会 の 女性 。 

女性 は 、 結 婚 で き な い 場合 、 以 下 の 実 現 が 不可 能 に な る 。 
以下 の 生活 を 送る こと 。 

7// 

彼女 は 、 自 分 の 遺伝 的 子 孫 と し て の 忠 子 や 娘 を 生む 。 

彼女 は 、 そ うし た 自分 の 子供 た ち に 対し て 、 人 生 投 資 を 行う 。 
7/// 


そこ に は 、 以 下 の 二 通り の 女性 が いる 。 
(1 ) 

以下 の 女性 。 

// 

彼女 は 、 結 婚 で きた 。 


彼女 は 、 以 下 を 実現 で きた 。 

/ 

彼女 は 、 彼 女 自身 の 子供 を 作る 。 
/ 

7/ 


( 2 ) 

以下 の 女性 。 

/// 

彼女 は 、 結 婚 で き な か っ た 。 
彼女 は 、 以 下 を 実現 で き な か っ た 。 


/ 
彼女 は 、 彼 女 自身 の 子供 を 作る 。 


両者 の 間 に お いて は 、 以 下 の (1 ) が 、 と て も 大 きい 。 
( 1 ) 人 生 面 で の 格差 。 


以下 の (A) は 、 こ の こと と 関係 が ある 。 


(A-1) 

女性 が 、 以 下 に こだわ る こと 。 

7// 

結婚 。 

その 実現 。 

7// 

(A-2) 

女性 間 で 、 以 下 の (1 ) の 女性 が 、 以 下 の ( 2) の 女性 に 対し て 、 以 下 の (3) の 行動 
を する こと 。 


(1) 
結婚 し た 女性 。 


( 2 ) 
結婚 し て いな い 女 性 。 


(3) 
彼女 は 、 勝 ち 誇 る 。 
彼女 は 、 マ ウン ト を 取る 。 


(A-3) 

女性 間 で 、 以 下 の ( 1 ) の 女性 が 、 以 下 の (2 ) の 女性 に 対し て 、 以 下 の (3) の 行動 
を する こと 。 

NN) 

以下 の 女性 。 

/7/ 

彼女 た ち は 、 結 婚 で き な い 。 

/7/ 


(2) 
以下 の 女性 。 
/// 


彼女 た ち は 、 結 婚 し た 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 確保 し た 。 


人 生 投 資 家 。 


彼女 は 、 既 始 する 。 
上 記 の ( 1 ) の 女性 は 、 上 記 の ( 2 ) の 女性 に 対し て 、 下 記 の ( 3 - 1 ) の 行為 を 実行 


( 3 M 
彼女 は 、 以 下 を 、 試み る 。 
7//// 
彼女 は 、 以 下 を 、 何 と か し て 、 や ら せ る 。 
// 
彼女 た ちと 同様 の 生活 。 
共 酷 な 生活 。 
企業 で 働く 生活 。 
// 
//// 


本 ) の 女性 は 、 そ うす る こと で 、 上 記 の ( 2 ) の 女性 に 対し て 、 下 記 の ( 3 - 
0 


(3-2) 

7/// 

上 記 の ( 2 ) の 女性 の 人 生 の 品質 を 、 以 下 の レ ベル まで 、 低 下さ せる こと 。 
上 記 の ( 1 ) の 女性 と 同様 の 、 低 い レ ベル 。 

/// 


上 記 の ( 1 ) の 女性 は 、 以 下 の 心 理 を 持つ 。 

// 

部 平等 の 心理 。 

それ は 、 人 間 社 会 の 中 で 、 大 きく 存在 し て いる 
// 


0 

上 記 の (1 ) の 女性 の 間 に は 、 以 下 の 思 想 が 流行 し や すい 。 
7//// 

2 ng 生 和 9 

それ は 、 以 下 を 、 推奨 す る 。 

女性 た ちの 企業 進出 。 

7//// 


その フェ ミニ ズム は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
それ は 、 本 来 、 以 下 の (4 ) を 、 対 象 と する 。 


(4) 
男性 優位 社会 に お ける 弱者 女性 。 


女性 優位 社会 。 


そこ で は 、 主 流 の 女性 は 、 上 記 の ( 2 ) の 女性 で ある 。 
上 記 の (2 ) の 女性 は 、 社 会 的 強者 で ある 。 
その 事実 は 、 不 変 で ある 。 


人 間 社 会 一 般 に お ける 、 趣 平等 の 心理 の 存在 。 
それ は 、 以 下 の 原 因 と な っ て いる 。 

// 

上 記 の (4) 。 

その 社会 的 な 流行 。 

// 


それ は 、 女 性 優位 社会 で は 、 よ く 起 きる 。 
例え ば 、 日 本 。 


(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 に よる 人 生 投 資 家 生活 の 持続 。 社 会 を 取り 巻く 経済 情勢 の 悪化 。 


女性 た ち は 、 以 下 を 、 指 向 する 。 
// 

人 生 投 資 家 と し て の 人 生 。 

その 実現 。 

// 


その 指向 は 、 強 力 で ある 。 


こう し た 心理 的 傾向 の 存在 。 
それ は 、 以 下 の 条 件 の 場合 、 特 に 問題 無い 。 
7// 

結婚 相手 の 男性 。 

それ が 見 つか りや すい こと 。 
/ 

その 社会 条件 。 

その 実現 。 

それ が 容易 な 場合 。 

/ 

7// 


し か し 、 そ れ は 、 以 下 の 場合 、 問 題 を 起こ す 。 


(A) 77777777/ 

以下 が 発生 し た 場合 。 

例 。 

社会 に お ける 経済 情勢 の 部 化 。 


男性 た ち は 、 以 下 が 不 可能 に な る 。 

以下 を 実現 する こと 。 

7/ 

彼 は 、 企 業 家 と し て 、 十 分 な 稼ぎ を 得る 。 
77/ 


その こと で 、 男 性 た ち は 、 以 下 が 不 可能 に な る 。 


以下 を 実現 する こと 。 

7// 

彼 は 、 結 婚 相手 の 女性 に 対し て 、 以 下 を 実行 する 。 
彼 は 、 経 済 的 配当 を 、 十 分 に 出す 。 

/// 


する と 、 以 下 の (4 ) が 発生 する 。 


( 4) 
以下 の (1 ) の 人 々 は 、 以 下 の (2) の 人 々 に 対し て 、 以 下 の (3 ) の 行為 を 実行 す 
る 。 


(1 ) 

多数 の 女性 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 持つ 。 
/7/ 

結婚 。 

それ へ の 希望 。 

/// 


(2) 
少数 の 男性 た ち 。 
彼ら は 、 以 下 の (2 - 1 ) を 実現 し て いる 。 


(2-1) 

以下 の 力 。 

それ を 何と か 確保 する こと 。 
それ に つい て 、 成 功 す る こと 。 
7//// 

経済 力 。 


7/ 
それ は 、 以 下 を 、 可 能 に する 。 

以 民 な 、。 次 性 に 計 じ 3、 才 だ 5 すこ る 
/ 

企業 家 と し て の 、 十 分 な 配当 。 

/ 

7/ 

7///// 


(3) 
殺到 する 。 


上 記 の (4 ) は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 
(5 ) 
男女 問 の 結婚 難 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 生成 する 。 
7/ 

大 き な 社 会 的 問題 。 

7/ 


そう し て 、 以 下 の (6 ) の 女性 が 、 大 量 に 出現 する 。 


(6) 
彼女 は 、 以 下 の 獲得 に 失敗 し た 。 
7// 
結婚 相手 の 男性 。 
7// 


彼女 は 、 そ の まま で は 、 以 下 の 状態 に な る 。 
7///// 

不 な 独身 生活 。 

苔 酷 な 企業 労働 生活 。 

7/ 

それ ら を 生涯 続け る こと 。 

/ 


その 回 避 。 
それ が 人 不可 能 な 状態 。 
/ 


777/ 
7777// 


上 記 の (5 ) の 状況 は 、 上 記 の (6 ) の 女性 を 、 新 た に 、 大 量 に 生み 出す 。 


上 記 の (6 ) の 女性 の 間 に は 、 以 下 が 、 流 行 し や すい 。 
7///// 

フェ ミニ ズム 。 

それ は 、 以 下 を 推奨 する 。 

それ は 、 以 下 を 正当 化す る 。 

//// 

女性 た ちの 企業 進出 や 企業 労働 。 

//// 


/// 
それ は 、 本 来 、 以 下 を 対象 と する 。 
/ 

男性 優位 社会 に お ける 選者 女性 。 

/ 

7/ 

7///// 


上 記 は 、 女 性 優位 社会 に お いて 、 良 く 見 られ る 。 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の 人 々 が 主流 で ある 。 

7// 

以下 の 女性 た ち 。 

/ 

彼女 た ち は 、 以 下 の 立 場 を 、 確 保 し て いる 。 
人 生 投 資 家 。 


例え ば 、 日 本 。 


(B) 7//77777/ 
以下 が 発生 し た 場合 。 


男性 た ち 。 
彼ら は 、 以 下 を 、 十 分 に 出せ な い 。 
/ 


企業 家 と し て の 稼ぎ 。 
/ 


彼ら は 、 大 量 に 出現 する 。 
7/ 


(2) 

/// 

女性 た ち 。 

彼女 た ち は 、 以 下 を 希望 する 。 
/ 

人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 
その 実現 。 


彼ら は 、 以 下 の 対象 か ら 外 れる 。 
77/ 

デー ト の 相手 。 
セッ クス の 相手 。 

結婚 の 相手 。 

77/ 


上 記 の (1 ) の 男性 た ち 。 

7///// 

彼ら は 、 以 下 の 対 象 と 見 な され る 。 
社会 的 な 見 下 し 。 


彼ら は 、 社 会 的 弱 者 に な る 。 


彼ら は 、 以 下 を 実行 する 。 
不毛 な 独身 生活 。 


彼ら は 、 以 下 が 不 可能 に な る 。 
7/ 

自分 の 遺伝 的 子孫 。 

それ を 残す こと 。 

7// 


彼ら は 、 以 下 の 生活 を 、 続 ける 。 

7// 

その 生活 は 、 以 下 の 内 容 を 、 感 じ や すい 。 
/ 


僕 の 人 生 は 、 無 意味 で ある 。 
/ 


彼ら は 、 そ うし た 生活 を 、 生 涯 続け る 。 
7/ 
7///// 


(4) 
女性 優位 社会 。 
その 社会 規範 。 


それ は 、 以 下 を 優遇 する 。 

7// 

女性 。 

彼女 は 、 以 下 の 立 場 を 、 確 保 し て いる 。 


(4-2) 

それ は 、 以 下 を 前 提 と する 。 
人 生 投資 家 と し て の 生活 。 

7// 

それ を 、 女性 が 占有 する こと 。 
その 状態 の 存続 。 

7// 


その 社会 規範 は 、 上 記 の ( 1 ) の 男性 た ち に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
77/ 

苔 酷 な 存在 。 

それ は 、 以下 を 。 も た ら す 。 

/ 


人 生 上 の 大 き な 損 失 。 


し か し 、 上 記 の (1 ) の 男性 た ち は 、 以 下 の 状 況 に つい て 、 疑 問 を 持た な い 。 
7// 

人 生 投資 家 と し て の 生活 。 

それ を 、 女性 が 占有 する こと 。 

その 状態 の 存続 。 

7// 


上 記 の ( 1 ) の 男性 た ち は 、 以 下 の 実 現に つい て 、 努 力 する 。 
7////// 

以下 を 上 昇 さ せる こと 。 

//// 

以下 の 能力 。 

/ 


企業 家 と し て 、 稼 ぐ こ と 。 
/ 


7//// 
77777/ 


上 記 の (1 ) の 男性 た ち は 、 以 下 の 実現 に つい て 、 支 力 する 。 


777/ 


彼ら は 、 上 記 の ( 2 ) の 女性 た ちと の 間 で 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 


/ 
結婚 。 
/ 
7// 


CL5G 9 ) の 男性 た ち は 、 以 下 を 、 嫌う 。 


上 記 の ( 0 2 は 、 以 下 の (5) の 実現 を 、 否 定 する 。 


(5) 

女性 一 般 。 
彼女 た ちの 企業 進出 。 

7// 

れ は 、 以 下 を 問わ な い 。 


上 記 の ( 1 ) の 男性 た ち は 、 上 記 の (5) の 女性 た ち を 、 以 下 の 存 在 と 見 な す 。 


///7// 
新た な ライ バル 。 


7//// 
両者 は 、 以 下 の 目 的 に お いて 、 競 合 する 。 
// 


企業 家 と し て の 稼ぎ 。 
それ を 上 昇 さ せる こと 。 
/ 

7/ 

7///// 


上 記 の ( 4 ) の 内 容 は 、 以 下 の (6 ) の 発生 に より 、 以 下 の (7 


( 6) 

その 社会 を 取り 巻く 経済 情勢 の 悪化 。 
それ に 伴っ て 、 以 下 が 起 きる こと 。 
/// 

企業 家 た ちの 稼ぎ 。 

その 低下 。 

7// 


(7) 
社会 の 少子 化 。 


上 記 の (4) 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 必要 と する 。 

7// 

その 内 容 の 、 以 下 の 状況 の 発生 に 伴う 、 改 正 。 


) の 状況 を も た ら す 。 


それ に お いて は 、 以 下 の 内 容 は 、 少 な く と も 、 改正 され る べき で ある 。 
9: 介 っ 31) 

/7/ 

人 生 投 資 家 。 

その 専業 生活 。 

/ 

その 佑 重 。 

その 、 女 性 に よ る 占有 。 
その 状態 の 持続 。 

/ 

7// 


女性 は 、 以 下 の 実 現 を 減速 すべ き で ある 。 

7/ 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 、 條 欲 に 求め 過ぎ る 。 
経済 的 配当 。 

7/ 


そう し た 心理 的 ブレー キ 。 
それ が 、 社 会 的 に 必要 で ある 。 


ある い は 、 以 下 の 実 現 が 必要 で ある 。 
以下 の (8) の 人 々 は 、 以 下 の (9 ) の 人 々 に 対し て 、 以 下 の (1 0) の 内 容 を 実行 す 


女性 。 
7/ 


彼女 は 、 以 下 を 持つ 。 
/ 


企業 家 と し て の オ 能 。 
// 


彼女 は 、 以 下 の 内 容 を 多く 得る 。 


(10) 

彼女 は 、 企 業 家 に な る 。 

彼女 は 、 そ の 役割 を 、 女 性 と し て 、 新 た に 取る 。 
彼女 は 、 経 済 的 配当 を 芋 える 。 


その こと は 、 以 下 の 実 現 を 促進 する 。 
上 記 の (9 ) の 男性 た ち は 、 上 記 の (8) の 女人 性 た ち に 対し て 、 以 下 の (1 1) の 存在 
に な る 。 


(て て) 
人 生 投資 家 。 


彼 は 、 そ の 役割 を 、 男 性 と し て 、 新 た に 取る 。 
(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 優位 社会 に お ける 、 性 別役 割 分 業 の 持つ 意義 。 


女性 優位 社会 。 
女性 は 、 以 下 が 不 要 で ある 。 
企業 家 生 活 。 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
人 生 投 資 家 の 生活 。 
その 専業 。 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の (1 ) の 人 々 は 、 以 下 の (2 ) の 内 容 を 実行 する 。 
以下 の (2 ) の 内 容 は 、 以 下 の (3 ) の 状況 を も た ら す 。 

以下 の (3) の 状況 は 、 以 下 の (4 ) の 状態 に な る 。 


(1) 
女性 。 
人 生 投資 家 。 


( 2) 
人 生 投 資 家 の 生活 。 
その 専業 化 。 


(3) 
性 的 役割 分 業 。 
その 実現 。 


(4 ) 
社会 的 な 標準 。 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 上 記 の ( 3 ) の 状況 は 、 下 記 の ( 5 ) の 内 容 で ある 。 
(5 ) 

社会 的 な 女性 優位 。 

その 象徴 。 


女性 は 、 以 下 の 存在 と し て 生き て いる 。 
人 生 投資 家 。 


女性 は 、 以 下 を 、 男 性 へ と 投資 する 。 


7// 
彼女 自身 の 人 生 。 
彼女 自身 の 女性 器 。 
7/ 


女性 は 、 投 資 先 の 男性 か ら 、 生 涯 に わた っ て 、 以 下 を 、 


(1) 

77/ 

部 当 。 
リタ ー シ 。 
/ 

例 。 
経済 的 な 富 。 


地位 。 


( 2) 


男性 は 、 以 下 の 欲求 が 強い 。 
性 的 欲求 。 


7///// 
それ は 、 と て も 強い 。 
それ は 、 い つも 強い 。 
7/// 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 

性 的 快感 

性 的 絶頂 。 

それ ら を 得る こと 。 

(2 ) 

彼 自 身 の 遺 伝 的 子孫 。 

それ を 生成 する こと 。 


上 記 の 取得 。 

その 手段 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 

女性 器 の 利用 。 

/ 

女性 器 の 所 有 者 。 

それ は 、 女性 で ある 。 

/ 


受け 取る 。 


(1-1) 
その 中 に 、 以 下 を 、 挿入 する こと 。 
彼 自 身 の 男 性 器 。 


He ダ ) 
そう し て 、 そ の 中 に 、 以 下 を 、 放 出す る こと 。 
彼 自 身 の 精 子 。 


(2) 

女体 の 利用 。 

/// 

それ を 触る こと 。 
それ を 操作 する こと 。 
7/ 


/ 
女体 の 所 有 者 。 

それ は 、 女性 で ある 。 
/ 


上 記 の 実現 。 

その た め 、 男 性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を 必要 と する 。 
(1) 

以下 を 、 お 願い する こと 。 

以下 に つい て の 許可 。 

7/// 

以下 の 貸し 出し 。 
(1 - 1) 女性 鞭 。 
(1 - 2) 女体 。 

/// 


その 実現 。 

その た め 、 男 性 は 、 女 性 に 対し て 、 さ ら に 、 以 下 を 必要 と する 。 
( 2) 

女性 に 向かっ て 、 頭 を 下げ る こと 。 


(3) 

そう し て 、 女性 に と っ て 、 以 下 の 存 在 に な る こと 。 
/// 

下位 者 。 

7/ 


以下 の (1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3 ) の 存在 に な る 。 


(1 ) 

7// 

次 の 立場 の 人 。 
/ 

所 有 者 。 
占有 者 。 

/ 


その 人 物 は 、 自 身 の 所 有 物 を 、 借 用 者 に 対し て 、 貸 し 出す 。 
/ 

それ は 、 お 恵み で ある 。 

それ は 、 軸 龍 で ある 。 

それ は 、 夫 圧 で ある 。 

// 


(Zi 
7///// 
次 の 立場 の 人 。 
7/// 
借用 者 。 
// 


/// 
その 人 物 は 、 他 人 の 所 有 物 を 、 所 有 者 か ら 、 借 用 する 。 
それ は 、 以 下 を 必要 と する 。 


/ 
所 有 者 か ら 許可 を 得る こと 。 

所 有 者 に 対し て 、 そ の 実現 を 、 お 願い する こと 。 

その た め に 、 所 有 者 に 対し て 、 精 神 的 に 依存 する こと 。 
その た め に 、 所 有 者 に 対し て 、 卑 屈 に な る こと 。 

77/7/ 


(3) 

社会 的 地位 。 

7/ 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 

77/ 


以下 の ( 1 - 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の ( 2 - 1 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の ( 3 ) の 存在 に 
な る 。 

eS 

女性 。 

以下 の 所 有 者 。 

以下 の 占有 者 。 

/7/ 

女性 問 。 

女体 。 

7// 


女性 は 、 彼 女 自身 の 占有 物 を 、 男 性 に 対し て 、 貸 し 出す 。 
// 


それ は 、 お 恵み で ある 。 
それ は 、 恩 龍 で ある 。 
それ は 、 交 圧 で ある 。 
7// 


(2-1) 
男性 。 
以下 の 借用 者 。 
/// 
女性 器 。 
女体 。 

/// 


男性 は 、 そ れ ら を 、 女 性 か ら 、 借 用 する 。 

それ は 、 以 下 を 必要 と する 。 

/ 

女性 か ら 許可 を 得る こと 。 

女性 に 対し て 、 そ の 実現 を 、 お 願い する こと 。 

その た め に 、 女 性 に 対し て 、 精 神 的 に 依存 する こと 。 
その た め に 、 女 性 に 対し て 、 卑 屈 に な る こと 。 

/ 

/// 


(3-1) 

社会 的 地位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


男性 は 、 女 性 に よっ て 、 以 下 を 、 投資 され る 。 
女性 の 人 生 。 


その 際 、 男 性 は 、 女 性 か ら 、 以 下 を 、 貸 世 さ れる 。 
7// 

女性 器 。 

女体 。 

7/ 


7// 
女性 凌 。 
女体 。 
/ 


それ ら の 貸与 。 

それ ら の 借用 。 

/// 

上 記 の 関係 は 、 男 女 に と っ て 、 生 涯 に わた る 。 


その 結果 、 男 性 は 、 以 下 を 必要 と する 。 
(A) 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 


(A-1) 

/// 

人 生 上 の 配当 。 

人 生 上 の リタ ー ン 。 
/7/ 


上 記 の (A - 1 ) は 、 以 下 の (A - 2) の 実現 を 必要 と する 。 
(A-2) 

(太っ ゆこ 1) 

/7/ 

それ ら の 内 容 が 、 多 様 で ある こと 。 

それ ら の 内 容 が 、 多 岐 に わた る こと 。 

/// 


( 凡 = めこ ②) 
それ ら の 生成 。 
それ が 、 生 涯 に わた っ て 、 必 須 で ある こと 。 


(B) 
男性 は 、 上 記 の (A ) の た め に 、 以 下 の (B - 1 ) を 実行 する 。 


(Bー-1) 
男性 は 、 企 業 家 と し て 、 生 活 す る 。 


7// 

(1 ) 

男性 は 、 企 業 へ と 進出 する 。 
導 補 閉 り 

男性 は 、 企 業 を 立ち 上 げ る 。 
2 の 

男性 は 、 既 存 の 企業 に 加わ る 。 


(2) 

男性 は 、 企 業 で 強制 的 に 働く 。 
男性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 
高い 稼ぎ 。 


(3) 
男性 は 、 企 業 で 、 以 下 に 就く 。 
高い 地位 の 役職 。 


ょ 、 上 記 の (B ) を 、 一 生 続 ける 。 
ょ 、 昔 酷 で ある 。 
正夫 いい 


男性 は 、 上 記 の (C) を 、 女 性 の た め に 、 一 方 的 に 強い られ る 。 


上 記 の (A- 1) 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 


(1 ) 

/// 

経済 的 稼ぎ の 高 さ 。 

それ を も た ら す 社会 的 地位 の 高 さ 。 
それ ら の 持続 的 な 安定 性 。 

その 確保 。 

/// 


( 2 ) 
7// 
/ 
人 生 面 で の 高い 業績 。 
それ が も た ら す 谷 賞 。 
/ 


男性 に よる 、 そ れ ら の 実現 。 
それ が も た ら す 、 以 下 の 実 現 。 


以下 の (1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3 ) と し て の 存在 に な 
る 。 


も 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 を し な く て 良い 。 


( 2 ) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 が 必須 で ある 。 


(3) 

社会 的 地位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


これ は 、 男 性 と 女性 の 間 に も 当て は まる 。 


以下 の (1 - 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の ( 2 - 1 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の ( 3 - 1 ) と し 
て の 存在 に な る 。 


(1-1) 

女性 。 

その 人 物 は 、 以 下 で ある 。 

人 生 投資 家 。 

/ 

彼女 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 を し な く て 良い 。 

彼女 は 、 配 当 生 活 で 、 余 裕 を 持っ て 暮らし て 行け る 。 
// 


(2-1) 

男性 。 

彼 は 、 以 下 で ある 。 

企業 家 。 

彼 は 、 以 下 の 生活 に 明け 暮れ る 。 
/ 

強制 労 働 

その 毎日 の 繰 り 返し 。 

/ 


(3-1) 
社会 的 地位 。 
それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


それ は 、 社 会 に お いて 、 根 本 的 な 現象 で ある 。 


上 記 の (1 - 1) の 人 物 は 、 以 下 の (6) が 可能 で ある 。 
( 6) 
その 人 物 は 、 以 下 の ( 4 ) の 状況 を 実現 する 。 


(4 ニ ユ 1 
その 人 物 
(4ー 2 
その 人 物 


ょ 、 以 下 の (5) を 、 両 方 選択 する 。 


ょ 、 以 下 の (5 ) を 、 併 存 さ せる 。 


(5) 

生活 パタ ー ン 。 

それ は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
(5-1) 

人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 
(5-2) 
企業 家 と し て の 生活 。 


上 記 の (2 - 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の こと が 不可 能 で ある 。 
その 人 物 は 、 上 記 の (6 ) を 、 実 現さ せる 。 


上 記 の (2 - 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の み が 可能 で ある 。 
上 記 の (5-2) 。 

その 選択 。 

その 人 物 は 、 そ れ を 強制 され る 。 


以下 の ( 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3 ) と し て の 存在 に な 
る 。 


(1 ) 

次 の 立場 の 人 。 

その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
複数 の 選択 肢 を 持つ こと 。 


( 2 ) 
次 の 立場 の 人 。 


その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 の み が 可能 で ある 。 
単 一 の 選択 肢 。 
その 選択 を 強制 され る こと 。 


(3) 

社会 的 地位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


以下 の (1 - 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 - 1 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3 - 1 ) の 存在 
に な る 。 


9 

女性 。 

その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
複数 パタ ー ン の 生活 を 送る こと 。 


(2-1) 

男性 。 

その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 の み が 可能 で ある 。 
単 一 パタ ー ン の 生活 。 

その 選択 を 強制 され る こと 。 


(3-1) 

7// 

人 生 面 で の 自由 度 。 

人 生 面 で 恵まれ て いる 度合 い 。 
/ 


それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 
// 


人 間 社 会 その も の が 、 以 下 の 内 容 を 、 根 本 的 に 持つ 。 
(1 ) 

その 社会 的 な 優位 者 。 

それ は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

女性 。 

( 2 ) 

その 本 質 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

女性 優位 社会 。 


女性 は 、 以 下 の 存在 と し て 生き て いる 。 
人 生 投資 家 。 


そう し た 女性 は 、 以 下 の 性 質 を 持つ 。 
その 人 性質 は 、 以 下 の 内 容 が 薄い 。 
以下 の 内 容 に 対す る 、 人 生 上 の 必要 性 。 


7/ 
以下 の 内 容 に 対す る 、 動 機 付け 。 


以下 の 内 容 に 対す る 、 関 心 。 
//// 
以下 の 行為 の 実行 。 


その 人 物 は 、 企 業 家 と し て 、 生 活 する 。 


その 人 物 は 、 企 業 へ と 進出 する 。 
) 

その 人 物 は 、 企 業 を 立ち 上 げ る 。 
) 
! 


その 人 物 は 、 婚 存 の 企業 に 加わ る 。 


その 人 物 は 、 企 業 で 強制 的 に 働く 。 
その 人 物 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 
高い 稼ぎ 。 


(3) 

その 人 物 は 、 企 業 で 、 以 下 に 就く 。 
高い 地位 の 役職 。 

7/ 


それ は 、 本 来 的 で ある 。 


女性 
( 


は 、 以 下 を 実行 する 。 
A ) 
女性 は 、 以 下 の (4 ) の 実現 を 望む 。 
) 


( 
以下 の (1 ) の 人 物 は 、 以 下 の ( 2 ) の 人 物 の た め に 、 以 下 の (3 ) を 実行 する 。 


女性 自身 。 


(3) 
以下 を 生み 出す こと 。 
/// 


それ ら を 、 少 し で も 多く 生み 出す こと 。 
7/ 


(B) 
女性 は 、 上 記 の (A) を 実現 する 。 
女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 の (5) を 実現 する 。 


(5) 
女性 は 、 上 記 の (1 ) の 人 物 を 、 以 下 の (6 ) の 状態 に する 。 


(6= 
企業 家 。 
働く 者 。 


(6- 2) 
その 専業 生活 。 
彼 は 、 そ の 生活 に 明け 暮れ る 。 


(C) 
女性 は 、 上 記 の (B ) の 実現 を 、 上 記 の ( 1 ) の 人 物 に 対し て 、 強 制す る 。 


(D) 
女性 は 、 上 記 の (C ) の 実現 を 、 生 涯 に わた っ て 持続 する 。 


これ は 、 以 下 の 根 本 的 な 原因 で ある 。 

以下 の (1 ) に お いて は 、 以 下 の (2 ) が 生じ る 。 
(1 ) 

人 間 社 会 。 

( 2 ) 

性 別役 割 分 業 。 


(E) 
以下 の (1 ) の 内 容 は 、 以 下 の (2 ) の 内 容 を 示す 。 


(1) 
性 別役 割 分 業 。 
その 存在 。 


( 2 ) 
以下 の (3) は 、 以 下 の (5 ) に な っ て いる 。 


(3) 
以下 の ( 4 ) の 実現 。 


8 り 


以下 の (4 - 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (4 - 2 ) の 人 物 に 対し て 、 以 下 の (4 - 3) を 


する 。 


6) 
女性 。 
人 生 投資 家 。 


(4 - 2) 
男性 。 
企業 家 。 


(4-3) 
その 人 物 は 、 そ の 存在 を 、 一 方 的 に 使役 する 。 


(ca 
社会 に お ける 、 學 成 事実 
(5-2) 


社会 的 な 標準 。 
上 記 の (E ) は 、 以 下 の ( F ) を 示す 。 


(F ) 
以下 の (1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の ( 3 ) の 状態 に な る 。 
その 証拠 。 


人 間 の 社会 は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 

(1) 

移動 生活 様式 優位 社会 。 

/// 

その 生活 は 、 以 下 の 存 在 に と っ て 、 よ り 有 利 で ある 。 
その 性 質 は 、 以 下 の 存在 に と っ て 、 生 得 的 で ある 。 
/// 


男性 。 


その 社会 は 、 以 下 に な る 。 
男性 優位 社会 。 


( 2) 

定住 生活 様式 優位 社会 。 

/// 

その 生活 は 、 以 下 の 存 在 に と っ て 、 よ り 有 利 で ある 。 
その 性 質 は 、 以 下 の 存在 に と っ て 、 生 得 的 で ある 。 
7// 


女性 。 


その 社会 は 、 以 下 に な る 。 
女性 優位 社会 。 


////////// 
女性 優位 社会 。 

女性 は 、 以 下 の (3 ) を 、 自 前 で 持つ 。 
女性 は 、 以 下 の (3 ) を 、 占有 する 。 


(3) 
以下 の 権限 。 


(91 

以下 の (A) の 管理 。 

それ は 、 以 下 の 生 活 に お いて 、 得 られ る 。 
人 生 投 資 家 。 

それ は 、 多 様 な 形 で 得 ら れる 。 

それ は 、 恒 常 的 に 得 ら れる 。 


(3-2) 
以下 の 許認可 。 
それ は 、 以 下 の (A) を 、 金 銭 面 で 出し 入れ する こと で ある 。 


(A) 
配当 。 
ツタ ーー ジ 


女性 は 、 上 記 の (A) を 、 以 下 に よっ て 得 た 。 
男性 に よる 、 企 業 家 と し て の 働き 。 


彼女 は 、 以 下 の (1 ) の 行為 を 、 以 下 の (2 ) の 態度 で 、 実 行 す る 。 
(1-1) 
彼女 は 、 男 性 を 使役 する 。 


(オーダ ) 
彼女 は 、 配 当 を 、 金 銭 的 に 、 自 由 に 使用 する 。 


(1 -3) 

彼女 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 体 制 を 敷く 。 
小遣い 制 。 

彼女 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 石 える 。 

お 小遣い 。 

その お 金 。 


(02 
彼女 の 好き 放題 。 
彼女 の や り た い 放 題 。 


その 結果 、 彼 女 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
彼女 は 、 以 下 の 生活 を 送る 。 
投資 家 と し て の 生活 。 

配当 生活 。 

7/ 

それ は 、 優 雅 で ある 。 

それ は 、 華 で ある 。 

7// 


7////////// 
女性 優位 社会 。 
女性 は 、 以 下 の 内 容 が 、 ほ と ん と 無い 。 


それ は 、 本 来 的 で ある 。 
/// 


以下 の 行為 の 必要 性 。 
以下 の 行為 の 必然 性 。 
// 


(A) 
彼女 は 、 企 業 で 働く 。 


女性 優位 社会 。 
以下 の (B) は 、 せい ぜ い 以 下 の (C) の 場合 に 限ら れる 。 


(B) 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 感じ る 。 
それ が 発生 する 。 


以下 に つい て の 意欲 。 
上 記 の (A) を 試す こと 。 


(C) 

(1) 

以下 の (1 - 1) は 、 以 下 の (1 - 2) の 状態 に 陥る 。 
(学生 

配当 。 

(コテ タク ) 

一 時 的 な 不足 。 


上 記 の (1 - 1) は 、 以 下 の 存在 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 
男性 。 
企業 家 。 


上 記 の (1 - 2 ) は 、 以 下 の 原 因 に よっ て 、 発 生 す る 。 
例 。 

男性 。 

企業 家 。 

彼 は 、 病 気 に な っ た 。 


(2 ) 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 感じ る 。 
それ が 発生 する 。 


以下 に つい て の 意欲 。 

彼女 は 、 以 下 を 開花 させ る 。 
彼女 は 、 以 下 を 伸ばす 。 

彼女 自身 に お ける 、 以 下 の オ 能 。 
企業 家 と し て 稼ぐ 能力 。 


(3) 

女性 に と っ て 、 以 下 の 状 況 が 発生 する 。 
以下 が 不可 能 な こと 。 

以下 の 生活 を 実行 する こと 。 

人 生 投 資 家 。 


(3-1) 

女性 は 、 以 下 の こ と に 手間 取っ て いる 
女性 は 、 以 下 の (3 - 1 - 1 ) を 、 実 現す る 。 
(6C83 と を * ュ 人 9 

結婚 。 


( き ー ニ ジン ) 

女性 は 、 以 下 の こ と に 失敗 し た 。 

女性 は 、 以 下 の (3 - 2 - 1 ) を 、 以 下 の (3 - 2 - 2) の 期間 内 に 実現 する 。 
(3-2-1) 結婚 。 

(3-2-2) 適齢 期 。 


7////////// 
女性 優位 社会 。 

女性 は 、 以 下 の 立場 に ある 。 
特権 的 な 立場 。 

その 権力 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
以下 を 実現 する カ 。 


NO 以下 の (2 ) を 、 実 行 す る 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 以 下 の ( 衝 2 

(1) 

彼女 自身 の 子供 。 


( 2) 
教育 。 


(3) 
以下 の 行為 。 
独占 。 
主導 。 


彼女 は 、 上 記 の ( 1 ) の 人 物 を 、 以 下 の ( 4 ) の 内 容 と し て 、 活 用 する 。 


(4 ) 
彼女 自身 の 人 生 。 
その 、 第 二 の 投 資 対象 。 


彼女 は 、 上 記 の (4 ) の 内 容 に つい て 、 以 下 の (5 ) を 目指 す 。 


(5) 

彼女 は 、 上 記 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (6 ) を 実現 する 。 
(6-1) 

社会 的 な 虹 進 。 

立身 出世 。 

(6-2) 

高い 社会 的 地位 。 


6 テウ 
その 獲得 


6 コウ ェ ウ 1 
その 安定 。 

その 鈴 持 。 

その 生涯 に わた る 持続 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 

7/// 

人 生 の レー ル 。 

// 

当 の 止 を 歩 お こと 。 


彼女 は 、 上 記 の ( 1 ) に 対し て 、 以 下 の (7 ) を 、 以 下 の (8) を 伴っ て 、 実 行 する 。 
(7-1) 

し つけ 。 

(7-2) 

高い 能力 。 

その 習得 の 実現 。 


(8) 
必死 さ 。 


彼女 は 、 以 下 の こ と を 特に 重視 する 。 

上 記 の (6-2-2) 。 

その 実現 。 

彼女 は 、 そ うし た 人 生 を 、 上 記 の (1 ) に 対し て 、 強 制す る 。 


彼女 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 実現 する 。 
彼女 は 、 上 記 の (1 ) か ら 、 下 記 の ( 9 ) の 内 容 を 得る 。 


(9) 

彼女 自身 の 人 生 面 で の 高い 配当 。 

第 二 の 配 当 。 

彼女 た ち は 、 そ うし て 、 以 下 の (1 0) を 実現 する 。 
(10) 

彼女 は 、 人 生 的 に 、 満 足す る 。 

7//////////////////////////////// 


女性 優位 社会 。 
そこ で は 、 以 下 が 、 実現 する 。 


そこ で は 、 以 下 が 、 存続 する 。 
以下 の ( 1 ) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 と し て 、 存 在 する 。 


本 ) の 人 物 は 、 以 下 の (3 ) の 人 物 と し て 、 存 在 する 。 
半生 


その こと で 、 以 下 の ( 4 ) の 内 容 は 、 以 下 の (5 ) を 実現 する 。 
( 4) 

性 別役 割 分 業 。 

その 存在 。 


ES) 
社会 的 に 標準 化す る こと 。 
その 状態 の 持続 。 


/////////////////////////////// 
男性 優位 社会 。 
女性 は 、 以 下 の 状 況 に 普 か れる 。 


男性 は 、 以 下 の (3 ) に つい て 、 以 下 の ( 4 ) を 実行 する 。 


(3) 
以下 の 権限 。 


(ろう 
以下 の (A ) の 管理 。 
それ は 、 以 下 の 生 活 に お いて 、 得 られ る 。 
人 生 投 資 家 。 
/// 
半 全 6 多様 な 形 で 得 ら れる 。 
、 恒 常 的 に 得 ら れる 。 


了 


(3-2) 
以下 の 許認可 。 
それ は 、 以 下 の (A) を 、 金 銭 面 で 出し 入れ する こと で ある 。 


男性 は 、 上 記 の (A) の 内 容 を 、 以 下 の こ と に よっ て 得 た 。 
に R の 、 ド 表 に の 


男性 は 、 以 下 の (1 - 1 ) を 、 以 下 の (2 ) の 態度 で 、 実 行 する 。 
しり 

男性 は 、 女 性 を 、 以 下 の 存 在 と し て 、 使 役 する 。 

家事 労働 者 。 

家政 婦 。 

グイ ド : 

(1 ー2) 

男性 は 、 配 当 を 、 人 金銭 的 に 、 自 由 に 使用 する 。 


(1 -3) 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 体制 を 敷く 。 
小遣い 制 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を 五 える 。 

お 小遣い 。 

その お 金 。 


( 2) 
彼 の 好き 放題 。 
彼 の や り た い 攻 題 。 


その た め 、 女 性 は 、 以 下 の 状態 に な る 。 


(6 ) 

C6 = 斗 ) 

女性 は 、 以 下 が 不 可能 で ある 。 
上 記 の (1 =2) 。 

その 実現 。 


(6- 2) 
女性 は 、 以 下 の (4 ) の 内 容 に お いて 、 以 下 の (5) の 状態 に な る 。 


( 
女性 は 、 男 性 に 対し て 、 依 存する 。 


(5-2) 
男性 に よる 支配 。 
女性 は 、 そ れ を 受容 する 。 


(5-3) 
女性 は 、 以 下 の 実 現 が 困難 に な る 。 
自己 決定 。 


女性 は 、 以 下 の (7 ) の 実現 の た め に 、 以 下 の (8) の 内 容 に な る 。 


(7 ) 
女性 は 、 上 記 の (6 ) の 状態 か ら 、 抜 け 出 す 。 


(8) 


女性 は 、 以 下 の (9 ) の 状況 を 、 強 制 さ れる 
( 9 ) 

女性 は 、 企 業 家 と し て 、 生 活 する 
(9-1) 

女性 は 、 企 業 へ と 進出 する 
Bef き 半 り 

女性 は 、 企 業 を 立ち 上 げ る 。 
Be この 

女性 は 、 婚 存 の 企業 に 加わ る 。 
Cc9Ao: ジ 9 

女性 は 、 企 業 で 強制 的 に 働く 。 
女性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 


稼ぎ 。 

それ は 、 男 性 並み で ある 。 
(9-3) 

女性 は 、 企 業 で 、 以 下 に 就く 。 
高い 地位 の 役職 。 


上 記 の (9 ) は 、 以 下 の (1 0) を 生み 出す 。 


(10) 
性 的 役割 分 業 。 
その 消失 。 


l 清 BOK.0J 人 は 、 NO の (TL1) で ある の) 


( 江 す ) 

以下 の 状況 。 

その 象徴 。 

( 外 学 すり ) 
女性 の 生活 。 

それ が 、 劣 悪 で ある こと 。 
(イイ ヤー?) 
女性 の 人 生 。 

それ が 、 不幸 で ある こと 。 


下部 の : (4.0.). 。 
そう し た 社会 現象 。 
それ は 、 以 下 の (1 2 ) の 人 物 に と っ て 、 以 下 の (1 3 ) の 内 容 で ある 。 


( 
それ は 、 本 来 、 以 下 の 対象 に は 、 決 し て 、 な り 得 な い 。 


倫 め 。 
党 

積 李 的 推進 
7/// 


(1 2) それ は 、 本 来 、 以 下 の 対 象 で ある 。 
7/ 


軽 歳 。 
義 難 。 
批 償 。 


7/////7//////7////77////7777777/ 


女性 優位 社会 。 

その 価値 観 。 

それ は 、 基 本 的 に 、 以 下 で ある 。 
前 例 の 踏 朋 。 

その 人 重 。 


その 存在 。 
それ は 、 基 本 的 に 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
後進 的 。 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) と の 間 で 、 以 下 の (3 ) を 実行 する 。 
(1) 
女性 優位 社会 。 


(2 ) 
男性 優位 社会 。 
7// 
それ は 、 有 有力 で ある 。 


それ は 、 先 進 的 で ある 。 
7/ 


(3) 
相互 作用 。 


上 記 の (1 ) は 、 上 記 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の ( 4 ) を 実行 する 。 
上 記 の ( 1 ) は 、 そ れ を 、 盛 ん に 行う 。 


4) 

それ は 、 以 下 を 、 真似 る 。 

上 記 の ( 2 ) の 社会 的 価値 観 。 

その 内 容 は 、 上 記 の ( 2 ) に と っ て 、 当 た り 前 で ある 。 


上 記 の (1 ) は 、 以 下 の (5 ) の 内 容 を 実行 する 。 


ょ 、 以 下 を 試み る 。 
ょ 、 以 下 を 実現 する 。 
ょ 、 世 界 社会 の 中 で 、 以 下 の 存在 に な る 。 


それ は 、 と て も 先進 的 で ある 。 
それ は 、 最 先端 で ある 。 
それ は 、 世 界 中 か ら 称 賛 され る 。 


上 記 の ( 1 ) は 、 上 記 の ( 5 ) の 過程 で 、 以 下 の (6 ) を 実行 する 。 


半 記 の 2)。 
その 表面 的 な 外観 。 
それ は 、 上 記 を 身 に 付け る 。 


その こと で 、 以 下 の (7 ) は 、 以 下 の (8 ) に な る 。 
(7 ) 

世界 社会 。 

その 全体 。 


(8) 

それ は 、 表 向き 、 以 下 を 推進 する 。 
それ は 、 以 下 て 動く 。 

以下 の 社会 的 価値 観 。 
下記 の . (2) 。 


上 記 の (2) は 、 以 下 の (1 1 ) を 行う 。 
(11) 
それ は 、 以 下 の (9 ) を 、 以 下 の (1 0) と し て 、 提 え る 。 


(9 ) 

社会 に お ける 、 以 下 の 実 現 。 

その 度合 い 。 

(9-1) 

女性 に よる 、 企 業 へ の 進出 。 
(9-2) 

女性 に よる 、 企 業 で の 役職 就任 。 
(9-3) 

それ ら に 伴う 、 性 別役 割 分 業 の 消失 。 


(10) 

女性 一 般 。 

その 社会 的 地位 の 向上 。 
その バロメーター。 


EE 雪 の 9 外 全う) 


その 対象 は 、 本 来 、 以 下 の ( 1 2 ) へ と 限定 され て いた 。 


(12) 
男性 優位 社会 。 
その 女性 。 


し が し 。 下記 の (も は. 以 F の (て 13) - に な っ て いる 。 
(13) 

以下 の 実現 。 

その 適用 対象 。 

その 拡大 。 

その 進展 。 

/7/ 

それ は 、 急 速 で ある 。 
それ は 、 世 界 的 で ある 。 
それ は 、 普 記 的 で ある 。 
77/ 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の (1 4 ) は 、 本来 、 以 下 の (1 5) で ある 。 
(14) 

性 的 役割 分 業 。 


(15) 

以下 の 状況 。 

その 象徴 。 

本 っ まっ 遇 1 

女性 が 持つ 、 社 会 的 な 優位 性 。 
( 匂 25.s: が ) 

女性 が 持つ 、 高 い 社会 的 地位 。 


kd 

以下 の (1 6 - 1) は 、 上 記 の (1 4) に 対し て 、 以 下 の (1 6 - 2) を 実行 する 。 
(6-1) 

男性 優位 社会 。 
その 人 々 。 

(16-2) 

それ は 、 以 下 を 主張 する 。 
/7/ 

義 難 。 

批 志 。 

否定 。 

7// 


上 記 の (1 7) の 理由 は 、 以 下 で ある 。 
7/////////// 

上 記 の ( 1 4 ) の 青 定 。 

それ は 、 以 下 の こ と に つなが る 。 
以下 の (1 8) の 青 定 。 


(1 8 ) 女性 。 

その 低い 社会 的 地位 。 
7/ 

それ は 、 普 過 的 で ある 。 
それ は 、 世 界 的 で ある 。 
7// 


上 記 の ( 1 4 ) の 青 定 。 

それ は 、 以 下 の (1 9 ) に 反する 。 
ES) 

以下 の 促進 。 

// 

男女 平等 。 

性 差別 の 撤廃 。 

/ 


上 記 の ( 1 4 ) の 存続 。 
それ は 、 社 会 的 に 許さ れ な い 。 
7///77/// 


Dc 
それ は 、 強 硬 で ある 。 


上 記 の (1 7 ) は 、 以 下 の (2 0) と 照合 し た 場合 、 以 下 の (2 1 ) で ある 。 
(20) 

社会 に お ける 、 以 下 の 実 態 。 

女性 優位 。 


(21) 

それ は 、 一 方 的 過ぎ る 。 
それ は 、 以 下 と 真 逆 で ある 。 
それ は 、 以 下 を 反映 し な い 。 
女性 優位 社会 。 

その 実態 。 


ODN( 邊 お 
以下 の (2 2 ) は 、 そ れ に 対し て 、 以 下 の (2 3 ) の 態度 を 取る 。 


(22) 
女性 優位 社会 。 
その 人 々 。 


(23) 
従順 。 


上 記 の (2 2 ) は 、 以 下 の (2 4) を 実行 する 。 


ウォー ) 
性 的 役割 分 業 。 

その 公定 。 

上 記 の (2 2 ) は 、 上 記 を 、 暑 命 に な っ て 、 表 明 す る 。 


(24-2) 

男性 優位 社会 。 

で の 9 定 仁 ス な 。 

上 記 の (2 2 ) は 、 上 記 を 、 落 命 に な っ て 、 導 入 する 。 


上 記 の (2 2) は 、 そ うし て 、 以 下 の (2 6) を 実行 する 。 
(26) 
それ は 、 以 下 を 試み る 。 


(26-1) 
それ は 、 以 下 の (2 5) に つい て 、 表 向き 、 対 応 する 。 


(26-2) 
それ は 、 上 記 の (1 7 ) の 主張 を 、 何 と か し て 、 か わす 。 
それ は 、 そ の 実現 の た め に 、 暗 躍 す る 。 


(25) 
上 記 の (1 8 ) の 主張 は 、 表 向き 、 世 界 的 に 、 替 同 さ れ て いる 。 


上 記 の (26-2) 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

社会 的 工作 。 

だ の ツー ル 。 

その 内 容 は 、 以 下 の (2 7 ) で ある 。 


(27) 

2 が oe 多 ) 

// 

社会 的 な 言い 訳 。 

その ツー ル 。 

/7/ 

それ は 、 上 記 の (1 4 ) を 、 外 部 に 向け て 、 表 面 的 に 償 定 する 。 
それ は 、 上 記 の ( 1 4 ) の 存在 を 隠ぺい する 。 


( グ プ そ の) 

77/ 

潜水 艦 の よう な 戦略 。 

その ツー ル 

77/ 

それ は 、 上 記 の ( 1 4 ) の 存在 を 、 社 会 の 表面 に 赴 出 させ な い 。 
その 港 在 性 。 

それ は 、 上 記 を 、 維 持 す る 。 

それ は 、 そ の 存在 を 、 社 会 内 部 で 、 存 続 さ せる 。 

それ は 、 そ の 実現 を 、 強 力 に 、 支 援 す る 。 


上 の (2 ププ) 。 

それ に よっ て 、 以 下 の (2 8) か 実現 する 。 

(28) 

以下 の (2 9) の 内 容 は 、 外 部 社会 か ら 、 隠 ぺい され る 。 


(23) 
7// 


女性 優位 社会 。 
その 真 の 実態 。 


女性 は 、 以 下 の 状 態 を 、 保 持 し 続け て いる 。 
人 生 投 資 家 。 
その 専業 者 。 


女性 は 、 社 会 的 に 優位 で ある 。 
女性 は 、 そ の 社会 に お ける 真 の 支配 者 で ある 。 
7// 


女性 優位 社会 。 
それ は 、 以 下 の (3 0 ) に 向け て 、 以 下 の (3 1 ) を 実行 する 。 


(30) 
世界 社会 。 


(31) 

それ は 、 以 下 の 外観 を 、 表 向き 見 せる 。 

それ は 、 そ の こと を 、 思 わせ ぶり に 主張 する 。 
男性 優位 社会 と し て の 外観 。 


それ は 、 上 記 の (1 9 ) の 観点 か ら は 、 以 下 の よ うに 見 える 。 
それ は 、 と て も 後進 的 で ある 。 

それ は 、 あ た か も 、 以 下 の (3 2 ) の よう に 見 える 。 

た 生 の 中 

そこ で は 、 女 性 の 社会 的 地位 は 、 以 下 の 存在 より も 、 低 い 。 
男性 優位 社会 。 

その 女性 。 

(8 る ュ グ ) 

そこ で は 、 以 下 の 実 現 が 、 徹 底 し て いる 。 
女性 へ の 社会 的 差別 。 


7//////// 
(33) 

女性 優位 社会 。 

その 外見 。 

それは 、! 以 の (83 さこ 1) に は 見 えな ゆい 。 
それ は 、 以 下 の (3 3 - 2 ) の よう に 、 見 える 。 
た 38 とれ) 

本 来 の 女性 優位 の 社会 。 


(33 ニ = ウゥ ) 
男性 優位 社会 。 
その 一 類型 。 


7//////// 
(34) 
女性 優位 社会 。 
その 内 部 。 
その 実態 。 


は 、 元 の 状態 を 完全 に 維持 し て いる 。 
それ は 、 以 前 と 、 全 く 変 わら な い 。 
は 、 実 際 に は 、 上 記 の ( 3 3 - 2 ) と は 、 真 逆 で ある 。 
そこ で は 、 以 下 の (3 5) が 、 以 下 の (3 6 ) と し て 、 政 臨 する 。 


(35) 
女性 た ち 。 
それ は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 


5 1 
それ は 、 以 下 の 意思 を 持つ 。 
性 的 役割 分 業 。 

その 表 定 。 


(35=2) 
人 生 投 資 家 。 
その 専業 者 。 


(36) 

その 存在 は 、 社 会 的 に 、 主流 で ある 。 
その 存在 は 、 社 会 的 に 、 優 位 で ある 。 
その 存在 は 、 社 会 的 に 、 以 下 を 備え る 。 
強大 な 威力 。 


その 存在 は 、 以 下 で ある 。 
7/// 

真 の 支配 者 。 

真 の 権力 者 。 
実際 の 社会 規範 。 
その 真 の 体現 者 。 
その 真 の 根源 。 

/7/ 


女性 優位 社会 。 
そこ で は 、 一 最 女性 は 、 以 下 の (3 7 ) の よう に 考え る 。 


(37-1) 
私 は 、 以 下 の 存在 に な り た い 。 
人 生 投 資 家 。 

私 は 、 以 下 を 満 喚 し た い 。 
配当 生活 。 

その 人 生 。 

それ は 、 と て も 美味 し い 。 


ES の) 
私 は 、 そ の た め に 、 以 下 の (3 8) を 、 実 現し た い 。 
私 は 、 そ の た め に 、 必 死に な る 。 

私 は 、 そ の た め に 、 以 下 を 続け る 。 

社会 的 な 努力 。 

社会 的 な 格闘 。 


(38) 


私 は 、 以 下 の 男 性 と 、 結 婚 する 。 
企業 家 。 
その 男性 の 条件 は 、 他 の 女性 に 比べ て 、 格 段 に 良い 。 


女性 優位 社会 。 
その 現状 は 、 し ょ せん は 、 上 記 の 通り で ある 。 


7//////////////// 
女性 優位 社会 。 
そこ で は 、 表 向き 、 以 下 の (3 9) が 起き て いる 。 


(39-1) 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 女性 が 、 増 加 し て いる 。 
7/// 

彼女 は 、 以 下 に 目覚 め た 。 

自身 が 持つ 、 以 下 の オ 能 。 

企業 家 。 


彼女 は 、 以 下 を 開始 し た 。 
企業 へ の 進出 。 
7//// 


(39-2) 
そこ で は 、 以 下 が 発生 し て いる 。 

経済 情勢 の 趣 化 。 

その た め 、 そ こ で は 、 以 下 の 女性 が 、 増 加 し て いる 。 
7/ 

彼女 は 、 結 婚 で き な い 。 

彼女 は 、 そ の まま 、 以 下 の 状態 を 続け る 。 

独身 生活 。 


彼女 は 、 以 下 を 実現 し た い 。 

/ 

彼女 は 、 そ うし た 生活 を 、 当 面 、 維 持 する 必要 が ある 。 
彼女 は 、 そ の た め 、 企 業 で 働く 。 

7/ 


し か し 、 そ れ ら は 、 し ょ せん は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
表向き の 外観 。 


女性 優位 社会 。 
その 内 部 で は 、 そ うし た 外観 と は 裏腹 に 、 別 の こと が 起き て いる 。 
それ は 、 以 下 の (4 0 ) で ある 。 


(40) 

主流 派 の 女性 。 

女性 た ち は 、 今 な お 、 以 下 を 、 基本 的 に 指向 し て いる 。 
人 生 投資 家 。 


その 専業 者 。 
その 生活 。 
その 一 生 。 


その 理由 は 、 以 下 で ある 。 

その 生活 。 

それ は 、 人 生 面 で 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(40-1) 

それ は 、 と て も 楽 で ある 。 

(40-2) 

それ は 、 と て も 有利 で ある 。 
(40-3) 

それ は 、 社 会 的 優位 を 実現 する 。 


女性 優位 社会 。 
その 内 部 で は 、 今 後 、 以 下 が 予 想 さ れる 。 


(41) 
以下 の (4 2) は 、 そ れ ほ と ど と 進ま な い 。 


(4 2) 

女性 は 、 以 下 を 実行 する 。 
企業 へ の 進出 。 

企業 に お ける 役職 へ の 就任 。 


上 記 の ( 4 1 ) の 状況 。 

それ は 、 以 下 の (4 3 ) を 、 呼 び 起 こす 。 
(43) 

// 

男性 優位 社会 。 

その 人 々 。 

彼ら に よる 、 批 半 。 

/// 


女性 優位 社会 。 

その 内 部 。 

そこ で は 、 以 下 の (4 4 ) は 、 今 まで 通り で ある 。 
(44) 

性 別役 割 分 業 。 


女性 優位 社会 。 
その 社会 は 、 表 向き 、 上 記 の (4 2 ) を 、 必 死に 壮 励 する 。 
その 社会 は 、 そ うし て 、 上 記 の ( 4 3 ) を 、 か わす 。 


その 社会 は 、 実 際 は 、 上 記 の (4 4 ) を 、 そ の まま 維持 する 。 


女性 優位 社会 。 

上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 に お いて 、 以 下 を 示す 。 
その 社会 に お ける 、 真 の 優位 者 。 

それ は 、 女 性 で ある 。 


上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 に お いて 、 そ の 有効 性 を 、 強 く 保 持 する 。 


上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 の 内 部 で 、 以 下 の 状 態 を 維持 する 。 
それ は 、 社 会 的 に 主流 で ある 。 


上 記 の ( 4 4 ) は 、 そ の 社会 の 内 部 で 、 永 続 する 。 
(初出 2020 年 5 月 ) 


人 生 投 資 家 と 企業 家 と し て の 人 生 や 結 婚 を 指向 する 男女 。 彼 ら が 、 人 生 で 抱え 
が ちな 根本 的 な 問題 。 


以下 の (4) は 、 以 下 の :(2) を 、 以 下 の .(3) と し て 、 見 な す 。 


(1) 
SE。 
人 生 投資 家 。 


(2) 

男性 。 

企業 家 。 

(2-1) 

以下 に 値する 存在 。 

彼女 の 人 生 を 、 ま る ご と 投資 する こと 。 


(2 ニー ウ ) 

彼女 に 対し て 、 以 下 を 出せ そう な 存在 。 

本当 

それ は 、 彼 女 の 人 生 に と っ て 、 高 い 利 益 を 生み 出す 。 
( 3 ) 

結婚 の 相手 。 

優先 的 な 選択 対象 。 

半 記 (全う) 

女性 。 


彼女 が 持つ 条件 。 


彼女 は 、 そ れ を 、 以 下 に 対し て 、 求 め る 。 
上 記 の (2) 。 
男性 。 


その 条件 は 、 以 下 の (A) の 通り で ある 。 


(A) 

7////// 

(1) 

彼 は 、 身 体 能力 が 高い 。 
彼 は 、 筋 力 や 身長 が 高い 。 


(2) 

彼 は 、 知 的 能力 が 高い 。 

彼 は 、 以 下 の も の を 持っ て いる 。 
/// 

高い 学歴 。 

高 難易 度 の 資格 や 免許 。 

/7/ 


( 3) 
彼 は 、 以 下 の (3 - 1 ) に つい て 、 以 下 の (3 - 2 ) を 、 持 っ て いる 。 


(3-1) 

彼女 自身 が 生成 する 、 遺 伝 的 子孫 。 
(3-2) 

以下 の 実現 。 

その 可能 性 の 大 き さ 。 

その 能力 。 

その スペ ッ ク 。 

それ ら を 高く 上 げ ら れる こと 。 
遺伝 的 な 能力 。 

後天 的 な 能力 。 


(4 ) 
彼 は 、 以 下 が 得意 で ある 。 
ヨミ ロー ケーション シ 。 


彼 は 、 女 性 を 、 心理 的 に 、 喜 ば せる 。 


彼 は 、 以 下 の (4 - 1 ) に お いて 、 以 下 の ( 4 - 2 ) を 実現 する 。 
(あー う ) 

企業 で 働く 場合 。 

に 2 

彼 は 、 以 下 の 能力 が 高い 。 

周囲 と 、 上 手 に 対話 する こと 。 

対人 関係 の 構築 。 

対人 関係 の 維持 。 


(5) 

彼 は 、 以 下 に お いて 、 恵 まれ て いる 。 
経済 力 。 

彼 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
富裕 層 の 資産 家 。 


経済 的 な 稼ぎ 。 
彼 は 、 そ れ が 多い 。 


6 ) 

te 以 E に お いで 。 使 れ で いる 。 
ょ 、 既 に 、 そ れ ら を 獲得 し て いる 。 
よ 、 閣 来 性 が ある 。 

ょ よ 、 出 世 昇 進 が で きそう で ある 。 


誤 活 各 活 一 


! 
【 
【 
! 


(6-1) 
社会 的 地位 。 
肩書 。 
高級 官僚 や 医者 、 人 弁護士 で ある こと 。 


(6-2) 
業績 。 
社会 的 評価 。 
何 か の 賞 を 獲得 する こと 。 
社会 的 に 有名 に な る こと 。 


(6-3) 
社会 的 人 版 。 
縁故 。 
以下 で ある こと 。 
名 門 の 家庭 。 
名 門 の 学校 。 
その 出身 者 。 


(7) 

彼 は 。 以下 お いて 、、- 容 宮 し で いる 。 
その 企業 。 

その 存在 。 

その 稼ぎ 。 


彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現 で きる 。 

彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 涯 に わた っ て 持続 させ る 。 
高い 配当 。 

以下 の 高 さ 。 

生活 の 安定 度 。 


彼 は 、 以 下 の 企業 に お いて 、 働 いて いる 。 
それ は 、 以 下 を 持つ 。 

安定 し た 業績 。 

大 企業 。 


(8) 
性 的 能力 が 高い こと 。 


8 三條 
は 、 以 下 が 可能 で ある 。 

は 、 女 性 を 、 性 的 に 満足 させ る 。 

は 、 そ れ を 、 生 涯 に わた っ て 、 持 続 する 。 


誤 活 得 一 


彼 は 、 以 下 に お いて 、 魅 力 的 で ある 。 
容姿 。 

セッ クス の 技術 。 

精力 。 


(8-2) 

彼 は 、 以 下 に お いて 、 正 常 で ある 。 
生殖 面 で の 機能 。 

彼 は 、 以 下 を 、 確 実に 作れ る 。 
遺伝 的 子孫 。 


(9 ) 

彼 は 、 以 下 が 大 きい 。 

配当 。 

それ は 、 女性 を 、 心理 的 に 、 満 足 さ せる 。 
それ は 、 持 続 的 で ある 。 


(9-1) 
彼 は 、 以 下 の 持ち 主 で ある 。 
以下 の 性 格 。 
女性 は 、 そ れ を 、 気 に 入る 。 


(9-2) 

彼 は 、 以 下 の 可能 人 性 が 少な い 。 

彼 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を 行使 する 。 
不快 な 態度 。 

横 力 。 

それ は 、 身体 的 な も の で ある 。 

それ は 、 心理 的 な も の で ある 。 


(10) 

彼 は 、 以 下 の 可能 人 性 が 少な い 。 
////// 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の (1 ) の 最 中 に 、 以 下 の (2 ) に つい て 、 以 下 の (3) 
を 行う 。 

(1) 

女性 の 人 生 。 

その 途中 。 

(2) 

配当 。 

(3) 

中 帳 直 る こと 。 

それ は 、 予 定 外 で ある 。 


それ は 、 自 分 勝手 で ある 。 
7/////// 


(名 Os 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 行為 を し な い 。 
男性 は 、 他 の 女性 に 対し て 、 浮 気 を する 。 


DO っ 鐘 ] 
男性 の 企業 に お いて は 、 以 下 が 発 生 し な い 。 


人 員 整 理 。 
人 員 の 解雇 。 
倒産 。 


(11) 

男性 は 、 以 下 の 可能 性 が 少な い 。 
///// 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) を 行う 。 
(SHU が 

配当 。 

(2) 

分 量 を 減ら すこ と 。 

分 量 を 無し に する こと 。 
それ を 、 自 己 都合 で 行う こと 。 
それ を 、 勝 手 に 行う こと 。 


例 。 

男性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2 ) を 行う 。 
(人 e 間 

自身 の 稼ぎ 。 

(2) 

私 的 な 使い 込み 。 

私 的 な 浪費 。 

以下 に 対し て 、 私 的 に 、 の め り 込 むこ と 。 

ギャ ンプ ブル 。 

777/// 


下記 の てる) 。 

男性 。 

彼 が 持つ 条件 。 

彼 は 、 そ れ を 、 以 下 に 対し て 、 求 め る 。 
上 上記) .(1). 。 

女性 。 


その 条件 は 、 以 下 の (B ) の 通り で ある 。 


(B ) 

////// 

(1) 

彼女 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
男性 は 、 彼 女 に 対し て 、 性 的 に 満足 する 。 
( 外 = 半 ) 

彼女 は 、 以 下 に つい て 、 条 件 が 良い 。 
彼女 の 容姿 。 

彼女 器 。 

(1 -2) 

彼女 は 、 以 下 に つい て 、 条 件 が 良い 。 
セッ クス 時 の 快感 。 

彼女 の 性 的 反応 。 


( 2 ) 

以下 の 可能 性 。 

それ が 大 きい こと 。 

彼女 は 、 以 下 を 、 確 実に 残せ る 。 
自身 の 遺伝 的 子孫 。 


(2-1) 

彼女 は 、 以 下 の 行 為 を し な い 。 

浮気 。 

(2-2) 

彼女 は 、 以 下 に 関し て 、 協 力 的 で ある 。 
子供 の 育児 。 

(2-3) 

彼女 は 、 以 下 に 関し て 、 正常 で ある 。 
生殖 能力 。 


(3) 
彼女 は 、 以 下 に 関し て 、 高い 能力 を 持つ 。 
身体 能力 。 
知 的 能力 。 


彼女 は 、 以 下 を 、 高 く 、 上 げ ら れる 。 
彼 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

/// 

能力 。 

スペ ッ ク 。 

その 多様 性 。 

遺伝 的 能力 。 

後天 的 な 能力 。 

/// 

(4 ) 

女性 は 、 以 下 の ( 4 - 1 ) の 内 容 を 実現 する 。 
(4-1) 

////// 

男性 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) を 実現 で きる 。 
(1) 

企業 家 と し て の 活動 。 

それ を 続け る こと 。 

(2) 

心理 面 で の 、 安 定 し や すさ 。 

// 

彼女 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

以下 の 性 格 の 持ち 主 。 

男性 は 、 そ れ を 、 気 に 入る 。 
7///////// 


(5) 

彼女 は 、 以 下 の (5 - 1 ) に 対し て 、 以 下 の (5 - 2 ) を 実現 で きる 。 
oc 

男性 


彼 は 、 以 下 の 状態 に な りや すい 。 


働き 詰め に な る こと 。 

(5-2) 

彼女 は 、 以 下 を 、 十 分 に 実施 する 。 
生活 面 で の サポ ー ト 。 
生活 面 で の ケア 。 


(6 ) 

7///// 

彼女 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の ( 2 ) を 実現 で きる 。 
(1) 

男性 。 

企業 家 。 

その 企業 に お ける 働き 。 
(2) 

助 (まる と 。 
引き 上 げ る こと 。 

77/// 


(6-1) 

彼女 の 持つ 、 以 下 の 能 力 。 
知 的 能力 。 

それ は 、 高 い 。 

(6-2) 

彼女 の 持つ 、 以 下 の 能 力 。 
/// 

対人 関係 の 構築 。 

対人 関係 の 維持 。 

7/// 

それ は 、 高 い 。 

(6-3) 

彼女 は 、 以 下 に お いて 、 恵 まれ て いる 。 
/7/ 

社会 的 人 版 。 

縁故 。 

/// 


彼女 は 、 以 下 の 出身 で ある 。 
// 

名 門 の 家庭 。 

名 門 の 学校 。 

// 


(7 ) 
彼女 の 持つ 、 以 下 の カ 。 
経済 力 。 
それ は 、 高 い 。 


彼女 は 、 次 の (7 - 1) に つい て 、 次 の (7 - 2) を 実現 で きる 。 
(だ =) 

以下 の 発生 。 

経済 的 な 危機 。 

男性 は 、 以 下 を 、 出 せな く な る 。 

配当 。 


それ は 、 一 時 的 で ある 。 
例 。 
男性 は 、 大 き な 病 気 に か か る 。 


(だ ご ラテ) 

十分 な 備え 。 

十分 な 対応 。 

彼女 は 、 そ れ が 可能 で ある 。 

以下 の 存在 に な る こと 。 

彼女 は 、 そ れ が 可能 で ある 。 

彼女 は 、 男 性 に 代わ っ て 、 家 族 を 、 経 済 的 に 支え る 。 
彼女 は 、 以 下 の オ 能 を 持つ 。 

// 

企業 家 。 

稼ぐ 力 。 

77/ 

彼女 は 、 以 下 の 属 性 を 持つ 。 

彼女 は 、 も と も と 経済 的 に 富裕 で ある 。 


77777// 


77/7///////7////// 
人 生 投 資 家 。 
女性 。 
企業 家 。 
男性 。 

その 人 生 。 
その 結婚 。 


以下 の (1 ) に つい て 。 

以下 の (2) は 、 以 下 の (3 ) より も 、 以 下 の (4 ) と な る 。 
(1 ) 

相手 異性 に 対し て 出す 条件 。 


、 以 下 の 内 容 に な りや すい 。 
、 よ り 上 厳し い 。 
ょ 、 よ り 昔 醒 で ある 。 


その 理由 は 、 以 下 の 通り で ある 。 


有利 な 資本 。 

それ は 、 以 下 に お いて 、 価 値 が 高い 。 
(1-1) 

それ は 、 男 性 か ら の 需要 が 多い 。 

(1 -2) 

それ は 、 男 性 へ の 供給 が 限ら れ て いる 。 


(だ り 

女性 は 、 そ の こと で 、 以 下 の (2 - 1 ) に 対し て 、 以 下 の (2 - 2 ) を 実現 で きる 。 
(っ 当 り 

相手 男性 。 

(2 

彼女 は 、 条 件 的 に 有利 に な る 。 


7////////////////////// 
人 生 投 資 家 。 
女性 。 


企業 家 。 
朋 性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 持つ 。 
以下 の 実現 。 
それ を 目指 すこ と 。 


(1 ) 

女性 。 

彼女 の 人 生 。 

その 、 男 性 へ の 投資 。 
それ に つい て 、 以 下 が 多 いこ と 。 
男性 か ら の 配当 。 
男性 か ら の リタ ー ン 。 


(2) 

男性 。 

以下 が 十分 で ある こと 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 実行 する 。 
それ は 、 内 容 面 で 、 十 分 に 多様 で ある 。 
それ は 、 量 的 に 、 十 分 に 多い 。 

人 生 上 の サポ ー ト 。 

人 生 上 の 人 求 充足 。 


女性 は 、 男 性 の 面倒 を 見 る 。 

それ は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 実現 する 。 
男性 の 稼ぎ 。 

男性 の 業績 。 

それ ら が 上 が る こと 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 実行 を 、 容 易 に する 。 


男性 は 、 配 当 を 出す 。 


///////////////// 
人 生 投 資 家 。 
女性 。 


企業 家 。 
男性 、 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


そこ で は 、 男 女 双方 は 、 以 下 の ( 1 ) を 、 以 下 の (2 ) に お いて 、 重 視 す る 。 
そう し た 重視 。 
それ は 、 連 続 的 に 発生 する 。 


(1-1) 

人 生 面 で の 利害 。 

人 生 面 で の 打算 。 

(1 -2) 

人 生 に お いて 、 以 下 を 、 実現 する こと 。 
表向き の 見 栄 。 


( 2 ) 
以下 の 選択 。 
(グー 
結婚 相手 。 
(グラ タク ) 
人 生 の 内 容 。 


77////77///////////77/7/77/ 


人 生 投資 家 。 
次 絆 。 


企業 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


それ は 、 以 下 の 結 果 に な る 。 
それ は 、 以 下 の (C ) を 、 欠 いて いる 。 


(C) 

(1 ) 

人 生 上 の 共同 体 の 実現 。 

以下 の 精神 を 、 共 有する こと 。 
それ は 、 強 い 。 
それ は 、 大 きい 。 


も E り 
相手 異性 に 対す る 、 心理 的 な 結び つき 。 


(1 -2) 

相手 異性 の 人 格 。 

それ に 対す る 、 敬 愛 の 気持 ち 。 
(1 -3) 

相互 の 根本 的 な 仲の 良さ 。 


(2) 
各自 の 人 格 。 
その 品質 の 高 さ 。 
その 実現 。 

例 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 充 実 させ る 。 
7// 


彼 等 の 各々 が 、 大 好き な こと 。 
部 味 。 


それ を 、 双 方 が 、 共 に 実現 する 。 
その 実現 は 、 同 時 で ある 。 

その 実現 は 、 利 害 抜き で ある 。 
7/ 


上 記 は 、 以 下 に と っ て 、 重要 で ある 。 
以下 の 実現 。 

7// 

相互 の 人 生 。 

/ 

その 品質 。 

その 確保 。 

その 向上 。 

7/// 


77////777////7/ 


人 生 投資 家 。 
区 性 。 


企業 家 。 
男 慰 、 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 に な りや すい 。 
それ は 、 上 記 の (C ) を 、 大 きく 外す 。 


人 生 投資 家 。 
女性 。 


企業 家 。 
朋 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


そこ で は 、 男 女 は 、 以 下 に 対し て 、 こ だ わり や すい 。 


利害 。 
それ は 、 多 種 多様 で ある 。 


その 結果 、、 男 女 は 、 以 下 の 状 態 に 陥る 。 


以下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) は 、 以 下 の (3) に な る 。 
(1) 

心理 的 内 面 。 

(2 ) 

充実 の 度合 い 。 

(3) 

低下 する こと 。 

それ が 、 容 易 に 発生 する こと 。 


男女 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) を 実行 する 。 


社会 的 地位 。 
(1-3) 
人 生 上 の 業績 。 


( 2 ) 

高度 な 配当 。 
その 実現 。 
その 獲得 。 


それ は 、 表 面 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ は 、 華 や か で ある 。 
それ は 、 成 功 し て いる 。 


し か し 、 そ れ は 、 実 際 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


男女 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の ( 2 ) の 状態 に な る 。 
(1) 

双方 の 仲 。 

( 2) 

冷却 。 

その 頻発 。 


その 継続 。 


男女 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の ( 2 ) の 状態 に な る 。 
(1 ) 

心理 面 で の 充実 性 。 
( 2 ) 

その 欠如 。 


男女 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の ( 2 ) の 状態 に な る 。 
(1 ) 
気分 。 
( 2 ) 


空虚 。 


その 原因 は 、 以 下 に あり そう で ある 。 
上 記 の (C) の 欠如 。 


この こと は 、 以 下 と 同じ で ある 。 
以下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) は 、 以 下 の (3) に な る 。 


それ は 、 必 ず し も 幸福 で は 無い 。 


上 記 の 状況 。 
その 発生 。 
それ は 、 以 下 の 場合 で も 、 起 きる 。 


上 記 の (1 ) は 、 上 記 の (2) に お いて 、 以 下 の (3 ) を 実現 する 。 
それ は 、 以 下 に お いて 、 丘 の 打ち 所 が な い 。 
その 実現 の 度合 い 。 


(3) 

配当 が 多い こと 。 

お 金 が 儲かる こと 。 
/ 

例 。 

億 万 長者 に な る こと 。 
/ 


7/////// 
人 生 投 資 家 。 
女性 。 


企業 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


そこ で は 、 以 下 が 、 良 さそ う で ある 。 
男女 は 、 本 当 は 、 以 下 の 行為 を する べき で ある 。 


以下 の 内 容 の 実現 。 
(1) 
彼ら は 、 そ れ を 、 抑 制す る 。 


彼ら は 、 そ れ を 、 ほ ど ほ ど に する 。 
7// 


人 生 へ の 投資 。 

その 紗 率 。 

それ を 、 最 大 限 に する こと 。 
7// 


(2) 

彼ら は 、 以 下 を 、 追求 する 。 

/7/ 

人 生 の 品質 。 

その 充実 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 十 分 に 確保 する 。 
/7/ 


女性 は 、 特 に 、 注 意 が 必要 で ある 。 
その 理由 は 、 以 下 で ある 。 


女性 は 、 以 下 を 、 容 易 に 実現 する 。 

人 生 に お いて 、 以 下 の 立 場 に 立つ こと 。 
7// 

投資 する 立場 。 

// 


その 結果 、 女 性 は 、 以 下 を 、 容 易 に 実現 する 。 
彼女 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 の 行為 を 実行 する 。 
彼女 は 、 以 下 の 内 容 を 、 最 優先 させ る 。 

/7/ 

配当 。 

利益 。 

その 大 き さ 。 

/// 


それ は 、 頻 発する 。 
それ は 、 不 可 避 で ある 。 


女性 は 、 以 下 の 傾向 が 強い 。 
女性 は 、 以 下 に つい て 、 頻度 が 高い 。 
女性 は 、 以 下 の 度 合い が 大 きい 。 


7/7/ 
人 生 に お いて 、 強 欲 に な る こと 。 
// 
人 生 に お いて 、 以 下 を 行う こと 。 
/ 


高 罰 み 。 
7///// 


女性 の 人 生 。 

その 充実 。 

その 実現 。 

その た め に 、 女 性 に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
/// 

自制 心 。 

7// 


(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 に よる 特権 的 な 人 生 投資 家 生活 の 氷 続 。 女性 に よる 男性 支配 、 男 性 差別 の 


フ し o 


以下 の 社会 規範 。 
それ は 、 水 続 する 。 


7///////////////////// 
(X) 
社会 規範 。 


以下 の (1 ) に よる 、 以 下 の (2 ) の 実現 。 
(1 ) 

女性 。 

(2-1) 

以下 の 存在 に な る こと 。 

人 生 投 資 家 。 

(2-2) 

以下 の 存続 。 

上 記 の (2 - 1 ) の 生活 。 


それ は 、 永 続 する 。 
それ は 、 保 証 さ れる 。 


7///////////////////// 
その 理由 は 、 以 下 で ある 。 
以下 の 前 提 条 件 は 、 永 続 する 。 


女性 に と っ て 、 以 下 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 


7//////////// 
(A) 

女性 は 、 以 下 の (1 ) を 、 以 下 の ( 2 ) と 見 な す 。 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (3 ) を 実行 する 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


し 放 洲 
彼女 自身 の 女性 伏 。 
彼女 自身 の 女体 。 


) 
彼女 自身 の 身体 の 資本 。 


( 3) 
所 有する こと 。 
占有 。 


777777777/// 


は 、 下 記 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (3) を 引き 起こ す 。 
それ は 、 以 下 の (2 ) に お いて 、 発 生 す る 。 
は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


AE 
その 存在 。 


(2) 

彼 自 身 の 生存 。 
彼 自 身 の 生活 。 
彼 自 身 の 生理 。 
彼 自 身 の 心 理 。 


(3) 

(3-1) 

依存 する こと 。 

それ は 、 と て も 強力 で ある 。 


以下 の 実現 は 、 不 可能 で ある 。 
上 記 の (3 - 1) の 中 止 。 
上 記 の (3 - 1 ) の 抑制 。 


それ は 、 以 下 と 関連 する 。 
彼 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
生物 の 根本 原理 。 


//////////// 
(C) 

上 記 の (A) 。 
上 記 の (B) 。 
それ ら の 持続 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 。 

以 ド の (2) に と っ て 。 

以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3 ) と し て 、 以 下 の ( 4 ) の 存在 に な る 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


(4) 
特権 的 存在 。 
支配 者 的 存在 。 
// 


その 権力 。 

その 支配 力 。 

それ ら の 強 さ 。 

それ は 、 以 下 を 、 繰 り 返 す 。 

変動 。 

それ は 、 一 定 範囲 内 を 、 行 き 来 する 。 


7///////////////////// 
(X-1) 
社会 規範 。 


以下 の (1 ) に よる 、 以 下 の (2 ) の 実現 。 
(1 ) 

女性 。 

(2-1) 

以下 の 存在 に な る こと 。 

人 生 投 資 家 。 

(2-2) 


777//777/777777/7777/ 
それ は 、 以 下 を 示す 。 


7///////////////////// 
(X-2) 
社会 規範 。 


以下 は 、 永 続 す る 。 
MR の (2) と っ て 。 
以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3 ) と し て 、 以 下 の ( 4 ) を 所 有する 。 


生物 。 
生物 。 
(4) 
根本 的 な 優位 性 。 


それ は 、 す な わ ち 、 以 下 で ある 。 


(X - 2。 箇 易 表 現 。 ) 
社会 規範 。 

7//// 

女性 優位 。 

その 永続 。 

//// 


/////777/////77777// 
上 記 の (X - 2) 。 
その 永続 。 


それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 


7///////// 
6 の EN 1 


以下 の こと を 容認 する 社会 規範 。 
その 永続 。 


( A) 

以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3 ) を 、 以 下 の (4 ) の 存在 と 見 な す 。 

そう し て 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (5) を 実行 する 。 

そう し て 、 以 下 の ( 1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (2 ) に 対し て 、 実行 する 。 


(3) 
彼女 自身 の 女性 器 。 
彼女 自身 の 女体 。 

(4 ) 

誘 峨 灯 。 

その 代わ り 。 

( 5) 

彼 を 性 的 に 誘い 出す こと 。 


(B) 
上 記 の (1 ) は 、 以 下 の (6) の 行為 を 、 上 記 の ( 2 ) に 対し て 、 実 行 す る 。 
上 記 の ( 1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (7 ) の 側面 に お いて 、 実 行 す る 。 


上 記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (8 ) の 態度 で 、 実 行 す る 。 
その 実行 は 、 以 下 の (9 ) の タイ ミン グ で 、 な され る 。 
その 実行 は 、 以 下 の (1 0 ) の 期間 に お いて 、 な され る 。 


(6) 
搾取 。 
た か り 。 


(7 ) 
経済 面 。 


生活 面 。 


(8) 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 
それ は 、 強 制 的 で ある 。 


(3 ) 

(9-1) 

その 開始 時 点 は 、 以 下 で ある 。 

彼女 は 、 性 的 に 成 名 し た 。 

(9-2) 

その 発生 時 点 は 、 以 下 で ある 。 

それ は 、 開 始 後 、 い つ で も 、 発 生 する 。 

それ は 、 開 始 後 、 生 涯 に わた っ て 、 発 生 す る 。 


(10) 

それ は 、 短 期間 の 場合 、 以 下 で ある 。 
一 時 的 交際 。 

それ は 、 長 期間 の 場合 、 以 下 で ある 。 
生涯 の 結婚 生活 。 


//////77////777777// 
上 記 の (X - 2) 。 
その 永続 。 


それ は 、 す な わ ち 、 以 下 で ある 。 


7///////////////////// 
(X-ー3) 
社会 規範 。 


以下 は 、 永 続 する 。 
以下 が 、 可 能 で ある 。 

内 の 7C1) は NO の (3). を 
以下 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の 


ー 消 
ゴ 
SH 
び 


男性 。 
(3-1) 
社会 的 な 支配 。 
(3-2) 
社会 的 な 差別 。 


上 記 に つい て は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
その 表現 を 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換 える こと 。 


(X - 3。 簡易 表 現 。) 
社会 規範 。 


社会 に お ける 、 以 下 の 永続 。 
(3m0) 

女性 に よる 、 男 性 支配 。 
(3-2) 

女性 に よる 、 男 性 差別 。 


//77////////77//77777/ 


(X - 4) 
社会 規範 。 


以下 の 永続 。 
以下 の (1 ) に 対し て 。 
以下 の (2 ) は 、 以 下 の (3 ) の 内 容 を 求め る 。 


その 結果 。 
以下 の (1 ) に 対し て 。 
以下 の (2 ) は 、 以 下 の ( 4 ) の 行為 を 実行 する 。 


彼女 の 女性 徐 。 
彼女 の 女体 。 
(4) 
依存 。 
従属 。 
隷 従 。 


上 記 に つい て は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
その 表現 を 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換 える こと 。 


(X - 4。 簡易 表現 。) 
社会 規範 。 
社会 に お ける 、 以 下 の 永 続 。 
男性 。 

その 人 性欲 。 

その 強力 さ 。 


(X- 4) の 社会 規範 。 

それ は 、 土 記 の '(2) に つい て 、 以下 の (4) に が る 。 
それ は 、 以 下 の (3) に 関し て 、 そ うな る 。 

(3) 

その 入 生 。 

(4) 

仙 。 


7777777/ 
(Xー5) 


社会 規範 
以下 の 永続 。 


以下 の (2 ) に 対し て 。 
以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3 ) の 内 容 を 、 実 行 する 。 
以下 の (1 ) は 、 そ れ を 、 0 4 ) の 態度 で 、 実 行 する 。 


7// 
彼女 自身 の 女性 器 。 
彼女 自身 の 女体 。 
/ 


彼女 は 、 そ れ ら を 、 賃 し 出す 。 
それ は 、 有 償 で ある 。 
7// 


(4) 
それ は 、 思 鶴 で ある 。 
それ は 、 欠 悲 で ある 。 


2 

1( 5 対し て 。 

の は 、 以 下 の (5 ) の 状態 に 、 陥 る 

(5) 

彼 は 、 MS 

彼 は 、 上 記 の (1 ) に 対し て 、 以 下 の (6 ) を 実行 する 。 


(6) 
彼 は 、 代 償 を 支払 う 。 


0 に SR ) に 対し て 、 以 下 の (8 ) を 実行 する 。 


彼 は 、 そ れ を 、 以 下 の ( の 


(7 ) 
SE 


(8 ) 
彼 は 、 以 下 を 実現 する 。 
彼 は 、 以 下 を 生み 出す 。 
配当 。 


彼 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 存 在 に な る 。 
企業 家 。 


その 結果 。 
彼 は 、 上 記 の ( 1 ) の た め に 、 以 下 の 行 為 を 実行 する 。 


彼 は 、 そ れ を 、 上 記 の (1 ) か ら 、 強 制 さ れる 。 
働く こと 。 


労働 。 


上 記 に つい て は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
その 表現 を 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換 える こと 。 


(X - 5。 簡易 表現 。) 
社会 規範 。 
社会 に お ける 、 以 下 の 永続 。 
男性 。 

その 強制 労働 。 

その 、 女 性 に よ る 強制 。 


男性 の 運命 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 
女性 の 経済 的 奴隷 。 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 期間 続く 。 
本 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 決 定 的 で ある 。 
それ は 、 男 性 に と っ て 、 不可 避 で ある 。 


////////////////////// 
(X-6) 
社会 規範 。 


次 の (A) は 、 以 下 の (B ) を 実現 する 上 で 、 以 下 の (C ) の 内 容 に 相当 する 。 


(A) 

以下 の 永続 。 

以下 の (C89 に つい で 。 

以下 の (2 ) は 、 以 下 の (5) の 欲求 を 、 持 つ 。 
それ は 、 以 下 の ( 4 ) の 状態 で ある 。 

以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 3 ) を 所 有する 。 


彼女 の 女性 徐 。 
彼女 の 女体 。 


(40 
その 発生 は 、 生 理 的 で ある 。 
その 発生 は 、 恒 常 的 で ある 。 


その 程度 は 、 と て も 強力 で ある 。 


以下 の 永続 。 


上 記 の (1 ) は 、 以下 の (7 ) の 状態 を 、 実現 で きる 。 
上 記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (6 ) の 存在 と し て 、 実 現 で きる 。 
上 記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (8 ) の 内 容 で 、 実 現 で きる 。 


( 6 ) 
人 生 投 資 家 。 
(7 ) 
配当 生活 。 
その 持続 。 


(8 ) 
持続 し や すさ 。 
その 程度 は 、 極 め て 、 安 定 的 で ある 。 


(C) 
碁 朋 。 
それ は 、 と て も 重要 で ある 。 


(2020 年 $ 月 初出 ) 


性 的 搾取 。 
性 的 搾取 。 そ の 内 容 の 分 類 。 


性 的 搾取 。 
その 内 容 の 分 類 。 


(0 

それ ら は 、 以 下 の 二 種 類 で ある 。 
/ 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 搾取 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 搾取 。 
/ 


(2) 
それ ら は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
/ 
身体 的 な 搾取 。 
経済 的 な 控 取 。 
/ 


(1) 
身体 的 な 性 的 搾取 。 


(1 一 1) 

男性 に よる 、 女 性 へ の 、 身 体 的 な 性 的 搾取 。 
男性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 女 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
男性 自身 が 所 有する 、 性 的 欲求 。 

その 、 は け 口 と な る こと 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 実行 する 。 


交際 の 前 。 

セッ クス の 前 。 

性 的 に 。 し つこ ' ぐ 付き まとう こと 。 
セッ クス を 、 絶 え ず 要求 する こと 。 


セッ クス の 開始 後 。 

セッ クス の 相手 の 女性 。 
彼女 に 対す る 、 前 戯 。 

それ を 、 い い 加 減 に 行う こと 。 
それ を 、 省 略す る こと 。 


セッ クス 中 。 

セッ クス の 相手 の 女性 。 

彼女 を 、 性 的 に 興奮 させ る こと 。 
それ を 、 考 慮 し な いこ と 。 

その 結果 。 

彼 自 身 だ け で 、 一 人 で 、 自 分 勝手 に 、 性 的 に 絶頂 する こと 。 
セッ クス の 相手 の 女性 。 

彼女 が 、 性 的 絶頂 に 達し な いこ と 。 
その 発生 。 

それ を 、 考 慮 し な いこ と 。 

それ を 、 その まま 放 賞 する こと 


セッ クス の 後 。 

セッ クス の 相手 だ っ た 女性 。 
彼女 に 対し て 、 性 的 に 醒め る こと 。 
彼女 に 対し て 、 性 的 に 飽き る こと 。 
その 結果 。 

セッ クス の 相手 だ っ た 女性 。 
彼女 を 、 邪 険 に 扱う こと 。 


ンダ ) 
女性 に よる 、 男 性 へ の 、 身 体 的 な 性 的 搾取 。 


(っ ごう) 

女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 男 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
彼女 自身 が 所 有する 、 性 的 欲求 。 

その 、 は け 口 と な る こと 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 実行 する 。 


彼女 自身 が 所 有する 、 性 的 欲求 。 
それ が 、 強 力 で ある こと 。 
その 結果 。 


男性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 要 求 す る こと 。 
彼女 自身 が 、 性 的 に 興奮 する こと 。 
その 実現 。 


彼女 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 上手 に 行う こと 。 
優し い 配 慮 を 、 す る こと 。 

優し い 吉 葉 を 、 掛け る こと 。 
彼女 を 、 訟 め る こと 。 

その 斉 葉 を 、 掛 ける こと 。 


彼女 自身 の 性 感 帯 。 
それ に 対し て 、 愛 撫 を 、 行う こと 。 


上 記 の 内 容 。 

その 実行 。 

それ が 、 往 旗 的 で ある こと 。 

それ が 、 十 分 に 、 織 細 で ある こと 。 

それ が 、 以 下 の 場 所 を 、 確 実に 捉え て いる こと 。 
彼女 自身 に と っ て の 、 急 所 。 


セッ クス に 必要 な 身体 運動 。 
その ほとん ど を 、 男 性 に 、 や ら せ る こと 。 


彼女 が 、 男 性 に 対し て 、 行う こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
彼女 自身 の 女体 。 

それ を 、 提 供する こと 。 
彼女 自身 の 女性 装 。 

それ を 、 提 供する こと 。 


彼女 自身 の 身体 。 

その 人 性 的 な 反応 。 

その 性 的 な 興奮 。 

それ ら の 表現 。 

それ ら を 、 十 分 に 、 提 供する こと 。 
それ ら を 、 十 分 に 、 視 聴 さ せる こと 。 
例 。 

喘ぎ 声 を 出す こと 。 
愛液 を 出す こと 。 

けい れん させ る こと 。 


上 記 以 外 。 

その 全て を 、 男 性 に や ら せ る こと 。 

彼女 自身 は 、 特 に 、 何 も し な いこ と 。 

彼女 自身 は 、 横 に な っ て いる だ け で ある こと 。 


性 的 絶頂 。 

性 的 満足 。 

彼女 自身 が 、 そ れ ら の 状態 に 達する こと 。 

セッ クス の 相手 の 男性 。 

彼 が 、 そ の こと を 、 繰 り 返 し 、 実 現さ せる こと 。 
それ を 、 短 時 間 の うち に 、 頻 繁 に 発生 させ る こと 。 


それ を 、 長 時 間 に わ た っ て 、 連 続 的 に 発生 させ る こと 。 
それ を 、 以 下 の 状 態 が 発生 する まで 、 休 まず に 、 発 生 さ せる こと 。 
彼女 自身 が 、 性 的 に 十分 に 満足 する こと 。 


上 記 の 内 容 を 、 彼 に 対し て 、 強 制す る こと 。 

その た め に 、 彼 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 要 求 す る こと 。 
セッ クス の 経験 。 

それ が 、 豊 富 で ある こと 。 

セッ クス に お ける 、 高 度 な が テク ニッ ク 。 

その 内 容 を 、 既 に 習得 し て いる こと 。 

その レベ ル が 、 十 分 に 高い こと 。 

その 実現 の た め に 、 彼 を 、 性 的 に 、 こ き 使う こと 。 
その 実現 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 考 慮 し な いこ と 。 
セッ クス の 相手 の 男性 。 

彼 自 身 の 、 性 的 側面 に お ける 、 持 続 能力 。 

彼 自 身 の 、 性 的 側面 に お ける 、 疲 労 の 度合 い 。 


その 実現 。 

それ が 、 十 分 で な か っ た 場合 。 

例 。 

セッ クス の 相手 の 男性 。 

彼 が 、 途 中 で 、 性 的 に 疲れ 果て る こと 。 
彼 が 、 早 漏 で ある こと 。 

彼 が 、 眉 漏 で ある こと 。 


セッ クス の 相手 の 男性 。 
彼 に 対し て 、 不 機嫌 に な る こと 。 
彼 に 対す る 態度 を 、 冷 た くす る こと 。 


その こと で 、 彼 に 、 以 下 の 内 容 を 、 や ら せ る こと 。 
彼女 自身 に 対す る 、 ご 機嫌 取り 。 


彼 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 考 える こと 。 
浮気 。 


離婚 。 


の クコ 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 男 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
彼女 自身 。 

その 自己 保身 。 

その 安全 の 確保 。 

それ を 、 実 現さ せる こと 。 


その 力 。 

その 技術 。 

その 綱 縮 性 。 

その 時 間 的 な 切れ 目 の 無 さ 。 
交 衝 証人 避 、 高い こと 。 


その 実現 。 
それ ら を 、 彼 自身 の み で 、 全 て 、 完 結 さ せる こと 。 


彼女 自身 は 、 特 に 、 何 も し な いこ と 。 


彼女 自身 の 手 を 、 類 わせ る こと 。 
その 状態 の 発生 。 
それ を 、 全 て 、 回 避 す る こと 。 


例 。 

彼女 自身 の 生物 。 
彼女 自身 の 身体 。 

彼女 自身 の 精神 。 

それ ら を 、 護 衛 す る こと 。 


以下 の よう な 存在 に な る こと 。 
彼女 自身 に と っ て の 身代わり 。 


リス ク 。 
危険 。 
それ ら を 、 彼 自身 の み で 、 全 て 、 背 負う こと 。 


チャ レン ジ 。 

その 実行 。 

それ を 、 彼 自身 の み で 、 全 て 、 完 結 さ せる こと 。 
彼女 自身 を 、 そ の 中 に 、 決 し て 、 巻 き 込ま な いこ と 。 


bg 送ら 0 

女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 男 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
彼女 自身 。 

その 有 弱い 筋力 。 

それ に 対す る 補助 。 


男性 自身 の 筋力 。 
それ を 増強 する こと 。 


区 酷 な 肉体 労働 
それ に 従事 する こと 。 


それ ら を 、 以 下 の 状況 に お いて 、 十 分 に 、 実 現さ せる こと 。 
彼女 自身 の 生活 中 。 


(2) 
経済 的 な 性 的 搾取 。 


ので 9 

女性 に よる 、 男 性 へ の 、 経 済 的 な 性 的 搾取 。 
女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 貸し 出す 。 
彼女 自身 の 女体 。 

彼女 自身 の 女性 著 。 


女性 は 、 そ の 見 返り と し て 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 する 。 


彼女 自身 に 対す る 、 経 済 的 な 奉仕 。 

その 実行 を 、 彼 に 対し て 、 強 制す る こと 。 
その 内 容 。 

彼 に 対し て 、 頁 物 を 、 絶 え ず 要求 する こと 。 
例 。 

食事 。 

物品 。 

お 金 。 


彼 を 、 企 業 へ と 、 送 り 込む こと 。 
彼 を 、 そ の 場所 で 、 労 働 さ せる こと 。 
その 労働 。 

その 内 容 。 

それ は 、 強 制 的 で ある 。 

それ は 、 奴 隷 と 同様 で ある 。 
それ は 、 過 酷 で ある 。 


その 結果 。 

彼 が 得る 、 経 済 的 な 対価 。 

彼 が 得る 、 社 会 的 な 地位 。 

彼 が 達成 する 、 社 会 的 な 業績 。 

それ ら を 、 配 当 と し て 、 彼 か ら 、 一 方 的 に 受け 取る こと 。 
彼女 自身 は 、 彼 に 対し て 、 経 済 的 に は 、 何 も 提供 し な いこ と 。 


その 結果 。 

彼女 自身 は 、 以 下 の 内 容 の 生活 を 、 実 行 す る こと 。 
男性 か ら の 配当 生活 。 

その 内 容 。 

彼女 自身 は 、 特 に 、 何 も 働か な いこ と 。 

彼女 自身 は 、 楽 を する こと 。 

彼女 自身 は 、 優 雅 に 暮らす こと 。 


その よう な 生活 を 、 一 生 に わた っ て 、 語 歌 す る こと 。 


特に 、 女 性 優位 社会 の 場合 。 
例 。 
日 本 の 社会 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 

家計 の 財布 の 紐 。 

それ を 、 一 方 的 に 握る こと 。 

男性 を 、 そ こ か ら 、 締 め 出す こと 。 

男性 に 対し て 、 毎 日 、 わ ず か な 小遣い を 、 一 方 的 に 紀 え る こと 。 


男性 を 、 毎 日 、 企 業 へ と 強制 的 に 送り 出す こと 。 
その こと に より 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 強 制す る こと 。 


休ま な いこ と 。 
/ 
それ ら を 、 毎 日 、 生 涯 に わた っ て 、 続 ける こと 。 


彼女 自身 は 、 そ れ ら に つい て 、 何 も し な いこ と 。 


そう し て 得 ら れ た 、 家 計 の お 金 。 
それ を 、 消 費 す る こと 。 

その こと を 、 自 由 に 行う こと 。 

その こと を 、 好き 勝手 に 、 行 うこ と 。 
その 決定 の 権限 。 

彼女 が 、 そ れ を 、 占有 する こと 。 


それ ら を 可能 に する 、 権 力 。 
彼女 が 、 そ れ を 、 全 面 的 に 流 握 する こと 。 


女性 の パー トナ ー の 男性 。 

彼 は 、 彼 女 の た め に 、 彼 自身 の 人 生 を 犠牲 に し て 、 働 き 続け た 。 
彼 は 、 家 計 の 全て の お 金 を 、 稼 い だ 。 

彼女 が 、 彼 を 、 家 計 管 理 の 場 か ら 、 締 め 出 すこ と 。 

その こと の 実現 。 

それ が 、 社 会 的 に 、 全 面 的 に 、 容 記さ れ て いる こと 。 

それ が 、 社 会 的 に 、 全 面 的 に 、 推 奨 さ れ て いる こと 。 


(2-2) 

男性 に よる 、 女 性 へ の 、 経 済 的 な 性 的 搾取 。 
男性 が 、 女 性 に 対し て 、 セ ックス を 行っ た 後 。 
男性 が 、 そ の まま 、 女 性 の 前 か ら 、 消 えて いな く な っ て し まう こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 


その 女性 が 、 妊 娠 し て 、 出 産 し た 場合 。 

その 子供 の 遺伝 子 情報 。 

それ は 、 そ の 男性 か ら も 、 半 分 、 来 て いる 。 

その 子供 の 身体 の 半分 。 

それ は 、 そ の 男性 自身 で ある 。 

その 子育て に 掛か る 費用 。 

それ は 、 上 記 の 点 か ら は 、 男 女 間 で 、 折 半 す る 必要 が ある 。 


し か し 、 そ の 男性 は 、 女 性 の 前 か ら は 、 逃 げ て し まっ て いる 。 


その 子育て に 掛か る 費用 。 

その 男性 は 、 そ れ を 、 一 切 負担 し な いま まで ある 。 
その 結果 。 

以下 の 状況 が 、 発 生 す る 。 
育て に 掛か る 費用 。 
育て に 掛か る 労力 。 

それ を 、 そ の 女性 が 、 全 て 負担 する こと 。 
その 男性 が 、 取 る 行為 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

本 来 、 負 担 すべ き 費 用 。 

次 杭 を 。 拓 わ な いこ と 。 

本 来 、 負 担 すべ き 労 力 。 

それ を 、 提 供し な いこ と 。 


それ ら に 対す る 、 肩 代わ り 。 


その 男性 は 、 そ れ を 、 強 制 的 に 、 そ の 女性 に 対し て 、 押 し 付け て いる 。 


それ は 、 以 下 の 内容 に 、 該当 する 。 
男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
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女性 に よる 、 男性 か ら の 績 な 性 次 取 。 そ の 発生 の メカ ニ 
スム 。 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) に 対し て 、 以 下 の (3 ) を 、 実 行 する 。 


経済 的 な 性 的 搾取 。 


以下 の (1 - 1 ) は 、 以下 の (2 - 1 ) に 対し て 、 以 下 の ( 3 - 1 ) を 、 実 行 する 。 
以下 の (2 - 1 ) は 、 以 下 の (4 - 1 ) の 目的 の た め に 、 以 下 の (1 - 1 ) に 対し て 、 
以下 の (5 - 1 ) を 実行 する 。 


(1-1) 

設備 の 所 有 者 。 

資本 家 。 

例 。 

工場 の 設備 。 そ の 所 有 者 。 

(2-1) 

設備 の 借用 者 。 

労働 者 。 

(3-1) 

彼ら の こと を 、 和 経済 的 に 、 思 い 切 り 搾 取 す る こと 。 
彼ら に 対し て 、 低 賃金 を 支払 うだ け で 、 済 ませ る こと 。 
(4-1) 

生計 を 立て る こと 。 

報酬 を 獲得 する こと 。 

賃金 を 獲得 する こと 。 

その た め に 、 側 く こと 。 

その た め に 、 設 備 を 使用 する こと 。 

その た め に 、 設 備 を 借用 する こと 。 

(5-1) 

上 記 の (1 - 1 ) が 所 有する 設備 を 、 借 用 する こと 。 
その 許可 を 、 上 記 の (1 - 1) か ら 、 得 よう と する こと 。 
その た め に 、 上 記 の (1 - 1 ) が 出す 、 以 下 の (5 - 1 - 1 ) の 内 容 に 対し て 、 以 下 の 
(5- 1 - 2) 行動 を 実行 する こと 。 

っ 訟 es 

彼ら を 、 強 制 労働 に 従事 させ る こと 。 


生き の 4) 
文句 を 斉 わ ず に 、 お と な し く 従 い 続け る こと 。 

過 定 労働 を 、 ず っ と 続け る こと 。 

(〆 ポ ュー ルッ テ ジ ) 

彼ら に 対し て 、 経 済 的 な 搾取 を 、 一 方 的 に 、 行 うこ と 。 
ーー の ) 

それ に 対し て 、 文 名 を 訓 わ ず に 、 お と な し く 従 い 続け る こと 。 
経済 的 搾取 を 、 ず っ と 受け 続け る こと 。 


以下 の (1 - 2) は 、 以下 の (2 - 2 ) に 対し て 、 以 下 の (3 - 2 ) を 、 実 行 する 。 
以下 の (2 - 2 ) は 、 以 下 の (4 - 2 ) の 目的 の た め に 、 以 下 の (1 - 2 ) に 対し て 、 
以下 の (5 - 2 ) を 実行 する 。 


(1 -2) 
生殖 の 設備 。 
例 。 

/ 

女性 器 。 
女体 。 

/ 


その 所 有 者 。 
資本 家 。 


女性 。 

2 2]) 
生殖 の 設備 。 
その 借用 者 。 
労働 者 。 
男性 。 


らら 人 | 
彼ら の こと を 、 経済 的 に 、 思 い 切 り 、 搾 取 し 続け る こと 。 


彼ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
彼女 自身 に 対す る 、 経 済 的 な 朝 真 。 
それ を 、 生 涯 に わた っ て 、 強 制 し 続け る こと 。 


(4-2) 

その よう な 生殖 の 設備 。 

その 使用 に 伴っ て 、 以 下 の 内 容 を 、 獲 得する こと 。 
/ 

強烈 な 性 的 刺激 。 

それ を 、 一 時 的 に 、 体 験 する こと 。 

/ 

彼ら 自身 の 、 遺 伝 的 子孫 。 

それ を 、 後 世に 、 残 すこ と 。 

/ 


その た め に 、 設 備 を 使用 する こと 。 
その た め に 、 設 備 を 借用 する こと 。 


(5-2) 

上 記 の (1 - 2) が 所 有する 設備 を 、 借 用 する こと 。 

その 許可 を 、 上 記 の ( 1 - 2 ) か ら 、 得 よう と する こと 。 

その た め に 、 上 記 の (1 - 2 ) が 出す 、 以 下 の (5 - 2 - 1 ) の 内 容 に 対し て 、 以 下 の 
(5-2-2) の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 


この 4 
彼女 自身 の 所 有 設 備 。 

生殖 の 設備 。 

女性 器 。 

女体 。 

彼ら が 持つ 、 そ の 使用 に 対す る 、 生 得 的 な 欲求 。 
その 強烈 さ 。 

その 永続 性 。 


彼ら が 持つ 、 そ うし た 層 み 。 
それ に 対し て 、 付け 込む こと 。 


その た め に 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 


彼女 自身 の 所 有 設 備 。 

生殖 の 設備 。 

女性 器 。 

女体 。 

その 使用 許可 。 

それ を 、 彼 ら に 対し て 、 え る こと 。 
その 行為 は 、 彼 女 自 身 の 思 攻 で ある こと 。 


その 代わ り に 、 そ の 見 返り と し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
/ 


彼ら を 、 過 軍 な 労働 に 、 追い 込む こと 。 
彼ら を 、 長 時 間 に わ た っ て 、 働 か せ 続 ける こと 。 
彼ら を 、 強 制 労働 に 、 従 事 さ せる こと 。 


/ 
上 記 の 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 、 持 続 さ せる こと 。 


0 の の この ご 9 
文句 を 埋 わ ず に 、 お と な し く 従 い 続 ける こと 。 
過 宣 労働 を 、 ず っ と 続け る こと 。 


52 っ 人 の 】 
彼ら に 対し て 、 経 済 的 な 搾取 を 、 一 方 的 に 、 行 うこ と 。 


5 と の この ュ 1 
それ に 対し て 、 文 名 を 埋 わ ず に 、 お と な し く 従 い 続 ける こと 。 
経済 的 搾取 を 、 ず っ と 受け 続け る こと 。 


設備 の 所 有 者 は 、 設 備 の 借用 者 より 、 そ の 地位 や 立場 が 、 上 位 で ある 。 
設備 の 所 有 者 は 、 そ の 強い 立場 を 利用 する 。 
設備 の 所 有 者 は 、 設備 の 借用 者 に 対し て 、 強 制 的 に 、 彼 自身 の 吉 う こと を 聞か せる 。 


その 結果 。 
設備 の 所 有 者 は 、 設備 の 借用 者 を 、 経 済 的 に 、 社 会 的 に 、 搾 取 し 続け る 。 


その こと の 実現 。 
それ は 、 十 分 に 可能 で ある 。 


上 記 の 場合 。 

設備 の 所 有 者 を 、 女 性 に 、 旨 き 換え て 、 考 える こと 。 
設備 の 借用 者 を 、 男 性 に 、 費 き 換 えて 、 考 える こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 説 明 で きる 。 

生殖 面 で 、 女 性 は 、 設 備 の 所 有 者 で ある こと 。 
生殖 面 で 、 男 性 は 、 設 備 の 借用 者 で ある こと 。 


男性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 


以下 の 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 、 実 行 し 続け る こと 。 
女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 

その 借用 。 

それ を 、 求 め 続 ける こと 。 

その た め に 、 必 死に な る こと 。 


それ は 、 強 力 で ある 。 
それ は 、 恒 常 的 で ある 。 
それ は 、 氷 続 的 で ある 。 


その よう に 、 遺 伝 的 に 決定 され て いる こと 。 
そう し た 存在 。 


男性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 


女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 

それ を 使用 する こと 。 

その こと で 、 強 力 な 性 的 刺激 を 得る こと 。 

その こと で 、 そ の 都度 、 性 的 紙 頂 に 達する こと 。 


そう し た 性 的 欲求 。 
それ を 、 回 避 す る こと 。 
その こと が 、 全 面 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 


その 強力 な 性 的 衝動 。 
その 発生 。 
それ を 、 遺 伝 的 に 、 強 制 さ れ て いる こと 。 


男性 。 

彼 は 、 以 下 の 性 質 を 、 持 つ 。 

/ 

女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 
女性 器 と 女体 。 

それ ら を 、 求 め 続 ける こと 。 

そう し た 精神 状態 。 

それ は 、 い つの 間 に か 、 発 生 す る こと 。 
それ は 、 い つも 、 恒 常 的 に 、 発 生 す る こと 。 


女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 
女性 器 と 女体 。 

それ ら に 対し て 、 性 的 に 即座 に 興奮 する こと 。 
そう し た 精神 状態 。 

女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 
女性 器 と 女体 。 

それ ら に 対す る 、 全 面 的 な 精神 的 依存 。 
そう し た 状態 。 


その よう な 精神 状態 。 

その 永続 。 

それ を 、 遺 伝 的 に 、 強 制 さ れ て いる こと 。 
/ 


男性 。 

彼 は 、 そ の た め 、 以 下 の 性 質 を 、 持 つ 。 

/ 

女性 か ら 、 生 殖 の 設備 を 借り ず に 、 済 ませ る こと 。 


その こと が 、 不 可能 で ある こと 。 
その こと が 、 根 本 的 に 、 困 難 で ある こと 。 


それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 そ う で ある こと 。 
それ は 、 一 瞬 で あっ て も 、 そ う で ある こと 。 
/ 


設備 の 所 有 者 。 

設備 の 借用 者 。 

彼ら の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 発生 。 
その 、 生 殖 面 に お ける 、 発 生 。 

その こと を 、 考 慮 する 場合 。 


設備 の 所 有 者 。 そ れ は 、 女 性 で ある こと 。 
設備 の 借用 者 。 そ れ は 、 男 性 で ある こと 。 


その 結果 。 
生殖 の 面 に お いて 。 
女性 が 上 位 者 で ある こと 。 
男性 が 下位 者 で ある こと 。 


その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 発 生 す る こと 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
その 配当 の 原資 と し て の 、 男 性 の 過重 労働 。 
それ を 、 女性 が 、 男 性 に 対し て 、 日 常 的 に 、 強 制す る こと 。 
その こと が 、 女 性 に と っ て 、 恒 常 的 に 、 実 施 可 能 で ある こと 。 
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0 


女性 の 身体 。 
それ は 、 以 下 の (1 ) の よう な 造り に は 、 特 に な か っ て いな い 、。 


男性 の 身体 。 
それ は 、 以 下 の (1 ) の よう な 造り に 、 特 化し て いる 。 


(1 ) 

過 宣 労働 を 、 続 ける こと 。 
それ を 、 前 提 と する こと 。 
その よう な 、 人 造り 。 


その こと は 、 両 者 の 間 に お ける 、 根 本 的 な 相違 点 で ある 。 
それ は 、 男 女 の 間 に お ける 、 根 本 的 な 性 差 の 現れ で ある 。 


女性 の 身体 。 

それ は 、 以下 の (2) の よう な 造り に 、 特 化 し で いる 。 
(2) 

男性 に 対す る 、 経 済 的 な 性 的 搾取 。 

その 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 続け る こと 。 

それ を 、 前 提 と する こと 。 

の よう が 造り 。 


女性 の 身体 。 

それ は 、 以 下 の (2 - 1 ) の よう な 造り に 、 特 化し て いる 。 
の と 介 ) 

男性 に 、 強 制 的 な 過 宣 労働 を 、 連 続 し て 行わ せる こと 。 
その 結果 。 


男性 が 、 女 性 に 対し て 、 経 済 的 な 配当 を 、 差 し 出す こと 。 

その よう な 経済 的 な 配当 。 

それ を 、 専 ら 、 得 る こと 。 

その こと で 、 彼 女 自身 の 生計 を 、 立 て る こと 。 

その 結果 。 

彼女 自身 は 、 過 労 働 を 一 切 せ ず に 、 暮 らし 続け る こと 。 

彼女 自身 は 、 そ うし て 、 ず っ と 、 優 雅 に 、 気 楽に 、 暮 らし 続け る こと 。 
その 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 続け る こと 。 

それ を 、 前 提 と する こと 。 

の よう が 。 造り 。 


女性 た ち 。 

仮に 、 彼 女 た ち 自身 が 、 強 制 的 な 過 宣 労働 を 、 連 続 的 に 行っ た 場合 。 
彼女 た ち は 、 身体 を 壊し て 、 働 け な く な る 。 

例 。 

ケー キ 屋 の 職人 。 

それ は 、 女 性 の 職業 人 気 が 、 と て も 高い 。 

し か し 、 そ れ は 、 実 態 を 反映 し て いな い 。 


実際 に 、 そ の 職人 と し て 残る 存在 。 
それ は 、 男 性 ば か り で ある 。 

その 理由 。 

ケー キ 屋 の 職人 。 

その 労働 は 、 と て も 過 宣 で ある 。 

それ に 耐え られ る 存在 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 存在 に 限ら れる 。 
過重 労働 に 耐え る 身体 。 

それ を 生得 的 に 持つ 存在 。 

男性 。 
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女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 性 的 搾取 。 そ れ ら の 分 類 。 


性 的 搾取 。 
それ は 、 性 差 に 基づく 、 一 方 の 性 に よる 、 他 方 の 性 に 対す る 搾取 で ある 。 


女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 性 的 搾取 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 可 能 で ある 。 


(1 ) 

経済 的 搾取 。 

稼ぐ 行為 。 男 性 に 対し て 、 そ の 内 容 を 強制 する こと 。 そ の こと で 、 彼 女 自 身 は 、 稼 が ず 
に 済む こと 。 そ の こと で 、 女 性 が 、 経 済 的 な 報酬 や 余裕 を 、 労 せ ず し て 、 一 方 的 に 、 手 
に 入れ 、 消 費 す る こと 。 そ の 恒常 的 な 実施 。 

その こと は 、 女性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 女 性 は 、 身 体 の 仕組 み が 精 巧 な た 
め 、 作 業 負 荷 に 弱く 、 作 業 面 で 無理 が 凛 か な いこ と 。 


( 2 ) 
セキ ュ リ ティ 的 搾取 。 
脅威 へ の 赴 面 。 死 へ の 証 面 。 男 性 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する こと 。 そ の こと 
で 、 女 性 が 、 安 全 や 安心 を 、 一 方 的 に 手 に 入れ る こと 。 そ の 恒常 的 な 実施 。 
武器 の 酷使 。 死 や 負傷 に 対す る 恐 怖 感 の 、 恒 常 的 な 覚醒 。 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 そ れ 
ら の 内 容 を 強制 する 。 
それ ら の こと は 、 女性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 生 物 学 的 貴重 性 と 、 そ れ に 基 づ 
く 、 強 烈 な 自己 保身 性 。 


( 3) 
温室 的 環境 の 搾取 。 
苦 役 へ の 表面 。 悪 条 件 の 環境 へ の 証 面 。 男性 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する こと 。 
その こと で 、 女 性 が 、 楽 さや 、 快 適さ を 、 一 方 的 に 手 に 入れ 、 享受 する こと 。 温室 的 環 
境 の 、 一 方 的 な 入手 。 そ の 当然 視 を 、 行 うこ と 。 そ の 恒常 的 な 実施 。 
身体 の 酷使 。 筋 力 の 酷使 。 痛 さや 辛 さ や 昔 し さ の 感覚 の 、 恒 常 的 な 覚醒 。 女 性 は 、 男 性 
に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する 。 
それ ら の こと は 、 女性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 女 性 は 、 身 体 の 仕組 み が 精 巧 な 
た め 、 作 業 負荷 に 弱く 、 作 業 面 で 無理 が 効か な いこ と 。 生 物 学 的 貴重 性 と 、 そ れ に 基 づ 
く 、 強 烈 な 自己 保身 性 。 


(4 ) 

性 的 快感 の 搾取 。 

男性 器 の 酷使 性感 帯 の 愛撫 と 、 膝 内 射精 。 女 性 が 性 的 に 満足 する まで 、 そ れ ら の 行為 
を 、 延 々 と 続け る こと 。 男 性 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する こと 。 そ の こと で 、 女 
性 が 、 性 的 快感 や 、 性 的 絶頂 を 、 労 せ ず し て 、 一 方 的 に 、 手 に 入れ る こと 。 そ の 恒常 的 
な 実施 。 

その こと は 、 女 性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 主 要 な 生殖 設備 の 占有 と 、 そ れ に 基 
づく 、 婚 得 権益 者 と し て の 、 社 会 的 上 位 者 気取り の 、 高 慢 な 性 格 。 


女性 に よる 、 そ れ ら の 実現 の 容易 化 。 

女性 に よる 、 そ れ ら の 隠蔽 。 

その 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼女 自身 を 、 一 方 的 に 、 玉 者 に 見 せる こと 。 事 い 振り を する こと 。 
男性 の こと を 、 強 者 と し て 、 一 方 的 に 、 お だ て る こと 。 
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セッ クス の や り 捨 て 。 抵 卵 。 そ れ ら の 行為 が 持つ 、 共 通 性 。 


男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 

女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 反 卵 。 

上 記 の 双方 の 行為 。 

それ ら は 、 男 女 そ れ ぞ れ に お いて 、 以 下 の よ うな 行為 で ある 。 
/ 


自然 に 考え 付き 、 実 行 し よう と する こと 。 

相手 の 異性 に 対す る 罪悪 感 を 、 特 に 感じ な いこ と 。 
や っ た 者 勝ち で ある こと 。 

感覚 的 に 、 普 通 で ある こと 。 

感覚 的 に 、 自 然 で あや る こと 。 

遺伝 的 な 基盤 。 

それ に 、 強 固 に 基づい て いる こと 。 

/ 


どちら の 行為 も 、 相 手 の 異 性 に と っ て 、 以 下 の よ うな ダメ ー ジ が 、 と て も 大 きい 。 
人 生 面 で の ダメ ー ジ 。 

その ダメ ー ジ は 、 以 下 の 時 点 で 、 生 じ る 。 

その 行為 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 の パ ー ト ナー か ら 実 行 され る こと 。 

その 後 。 

その 効果 が 、 顕 在 化す る こと 。 

その 時 点 。 


(A) 
ダメ ー ジ を 受け る 側 。 
それ が 、 女性 で ある 場合 。 


男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 
その 結果 。 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 強 制 さ れる 。 


彼女 自身 が 望ま な い 、 妊 娠 。 
妊娠 の 相手 の 男性 。 

彼 と 、 彼 女 自身 と の 間 で 、 関 係 を 持た な く な っ て いる こと 。 
その 結果 。 

妊娠 の 相手 の 男性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
その 実行 が 不可 能 な 状態 。 

その 発生 。 

その 結果 。 

彼女 自身 に お ける 、 絶 対 的 な 貧困 の 状態 。 
その 発生 。 

その 持続 。 

その こと が 確定 する こと 。 


育て 。 

それ を 、 以 下 の よ うな 状況 の 下 で 、 実 行 す る こと 。 
/ 

妊娠 の 相手 の 男性 か ら の 、 子 育て の 費用 の 回 収 。 
それ が 、 困 上 難 で ある こと 。 


彼女 自身 が 、 経 済 的 に 絶望 的 で ある こと 。 
彼女 自身 が 、 一 人 で ある こと 。 

彼女 自身 が 、 孤 独 で ある こと 。 

// 


その よう な 行為 。 
その 持続 。 
それ が 、 生 涯 に わた る こと 。 


それ は 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 た だ 乗り で ある 。 
それ は 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 で ある 。 
それ は 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 人 生 面 に お ける 、 搾 取 で ある 。 


(B) 
ダメ ー ジ を 受け る 側 。 
それ が 、 男 性 で ある 場合 。 


女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 抵 卵 。 
その 結果 。 


(1) 
男性 。 


以下 の 二 者 の 間 に 生 まれ た 、 子供 。 
(2) 

上 記 の (1) 。 

彼 の パー トナ ー に 当たる 女性 。 
(3) 

上 記 の (2) 。 

彼女 の 不倫 相手 に 当たる 男性 。 


その よう な 子供 。 
それ は 、 上 記 の (1 ) に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 の 遺 伝 的 子 。 
その こと に 該 当 する 要素 。 
それ が ゼロ で ある こと 。 


彼 自 身 と は 何ら 無関係 な 存在 で ある こと 。 


上 記 の (3) 。 
その 男性 の 遺伝 的 子孫 。 
上 記 の . (41)) 。 


彼 が 、 そ うし た 子供 に つい て 、 子育て を 、 行 うこ と 。 
彼 が 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 の 内 容 の 人 生 を 、 送 る こと 。 


以下 の 行為 を 、 上 記 の (2 ) と (3 ) の 存在 か ら 、 一 方 的 に 、 受 け 続 ける こと 。 


/ 
稼ぎ を 得る 労働 。 
その 強制 。 

/ 
経済 的 な 搾取 。 

/ 


上 上 詞 の (1 ) 。 

彼 に よる 、 そ の よう な 人 生 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
/ 


それ は 、 彼 自身 の 利益 に は 、 全 く な ら な いこ と 。 
それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 無駄 で ある こと 。 
それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 無 意味 で ある こと 。 
/ 


上 記 の (1) 。 

彼 に よる 、 そ の よう な 人 生 。 

その 発生 。 

その 持続 。 

彼 自 身 は 、 そ の こと に 、 何 ら 気づか な いま まで ある こと 。 
彼 は 、 そ の まま の 状態 で 、 人 生 を 、 ず っ と 送る こと 。 

彼 は 、 そ の まま の 状態 で 、 人 生 を 、 終 える こと 。 

彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 後 世に 残せ な いま ま 、 消 滅する こと 。 
彼 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


そう し た 悲惨 な 人 生 。 

上 記 の ( 1 ) が 、 そ れ を 、 上 記 の (2 ) か ら 、 強 制 さ れる こと 。 
上 記 の (2) 。 

彼女 は 、 上 記 の (1 ) に 対し て 、 抵 卵 の 真実 を 、 故 意 に 隠蔽 し た 。 


上 記 の (2) 。 


彼女 が 、 上 記 の ( 3 ) の 存在 を 、 1 ) の 存在 より も 、 優 先 さ せる こと 。 
近い の 3 

( 4) 

その 考え は 、 自 然 で ある 。 

その 考え は 、 当 た り 前 で ある 。 


下記 の (2) .。 

彼女 が 、 RS 図る こと 。 
上 記 の ( 3 ) の 遺伝 的 子孫 。 

2 の 

その 存続 。 


上 記 の (2) 。 
彼女 が 、 そ の た め に 、 上 記 の (1 ) に 対し て 、 以 下 の (5) の 行為 を 、 実行 する こと 。 
彼女 は 、 そ の 行為 を 、 以 下 の ( N の まこ 
(5) 

彼 の 生涯 。 

それ を 、 丸 ご と 、 犠 牲 に する こと 。 

( 6) 

平然 と し て いる こと 。 


上 記 の (2) 。 

彼女 が 、 そ うし た 企み を 、 以 下 の (7 ) の 態度 で 、 実 行 に 移す こと 。 
(7) 

/ 

その 実行 を 、 自 然 に 思い 付く こと 

その 実行 に 対し て 、 特に 罪悪 感 が 無い こ 。 

その 実行 に 対し て 、 た め ら い が 無 いこ と 。 

/ 


そう し た 主犯 に 当たる 行動 主体 。 

そう し た 企み を 、 難 な く 成 功 さ せる 能力 。 
妊娠 の 相手 の 男性 。 

それ が 本 当 は 誰 な の か ? 

その 真実 を 、 周 囲 の 全員 に 対し て 、 完 全 に 隠 英 す る こと 。 
それ を 、 容 易 に 実現 可能 な 能力 。 

それ ら の 能力 を 、 生 まれ な が ら に 、 高 度 に 保持 する こと 。 
56 うつ 必 肖 半 体 : 

それ ら の 真 の 主体 。 

それ が 、 女性 で ある 。 


上 記 の (B) 。 

女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 反 卵 。 
(1 ) 

女性 。 


彼女 が 、 複 数 の 男性 と 、 同 時 に 交際 中 だ っ た 場合 


( 2 ) 
その うち の 一 人 の 男性 。 


彼女 は 、 上 記 の (2 ) か ら 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 宣 告 を 、 受 けた 。 


彼女 と の セッ クス 。 そ れ が 、 彼 に と っ て は 、 只 の や り 捨 て で ある こと 。 
彼 は 、 生 まれ て 来る 子供 に 対し て 、 経 済 的 な 負担 を し な いこ と 。 


彼女 は 、 そ の 後 、 以 下 の 内 容 の 子供 を 、 妊 娠 し た 。 
上 記 の ( 2 ) と の 間 の 子供 。 


上 記 の (1) 。 

彼女 が 、 上 記 の ( 2 ) に 対し て 、 以 下 の (3 ) の 状態 で ある 場合 
(3) 

好意 や 愛情 を 、 保 持 し 続け て いる こと 。 


上 記 の (B) 。 

それ は 、 上 記 の (1 ) が 、 以 下 の 目 的 の た め に 、 行 う 
/ 

彼女 自身 が 真 に 欲し い 子 供 。 

その 子育て 。 

その 実現 。 

/ 


(1) 


女性 。 
彼女 が 、 複 数 の 男性 と 、 同 時 に 交際 中 だ っ た 場合 。 


(4 ) 

その うち の 一 人 の 男性 。 

彼 は 、 の ) に と っ て 、 上 記 の (2 ) と は 別 の 交際 相手 に 、 該 当 す る 。 
上 記 の (1 ) が 内 包 す る 、 真 の 事情 。 

還 の の 知ら な い 。 


上 記 の ( 1 ) が 、 上 記 の ( 4 ) に 対し て 持つ 、 好 意 。 

その レベ ル 。 

AM 

上 記 の ( の 人 を を 、 潰す こと 。 

の 隊 、 そ の こと に 対し て 、 罪 悪 感 を 、 特 に 感じ な い 場 合 


上 記 の (4 ) が 、 経済 力 が ある 場合 


上 記 の (1 ) が 、 上 記 の (4 ) に 対し て 、 以 下 の (5 ) の 行為 を 実行 する こと 。 


の 情報 を 、 隔 放し 學 け る こと 。 
それ を 、 生 涯 の 主要 期間 に お いて 、 行 うこ と 。 
それ を 、 平然 ど 、 行う こと 。 


以下 の (1 ) が 、 以下 の ( 2 ) の 状態 に お いて 、 以 下 の ( 3 ) を 実行 する こと 。 


( 2) 

異性 と の 交際 中 。 

(3) 。 

二股 や 、 そ れ 以 上 の 、 複 数 の 異性 関係 。 
それ ら を 、 同 時 に 進行 させ て いる こと 。 
彼ら に と っ て 、 そ れ が 、 普 通 で ある こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

婚 燥 前 の 不倫 。 

婚 燥 後 の 不 倫 。 

不倫 。 

それ は 、 男 女 の 関係 に お いて 、 不 可 避 で ある 。 
不倫 の 結果 。 

交際 相手 の 異性 の うち 、 か な り の 数 の 者 。 

彼ら は 、 パ ー ト ナー が 持つ 好意 の 対象 か ら 、 外 れる 。 
彼ら は 、 パ ー ト ナー の 異性 か ら 、 一 方 的 に 捨て られ る 。 
彼ら は 、 パ ー ト ナー の 異性 か ら 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 扱 われ る 。 
性 的 搾取 。 

それ を 行う た め の 、 只 の 道具 。 


性 的 搾取 。 


(1) 

それ ら は 、 以 下 の 二 種 類 で ある 。 
// 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 搾取 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 搾取 。 
// 


(2 半 
それ ら は 、 以 下 の 三種 類 で ある 。 


/ 

身体 的 な 搾取 。 
経済 的 な 控 取 。 

人 生 面 に お ける 、 搾取 。 
/ 


男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


男性 に よる 、 交 際 相 手 の 女 性 に 対す る 、 身 体 的 な 搾取 。 
男性 に よる 、 妊 娠 相手 の 女性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
男性 に よる 、 妊 娠 相手 の 女性 に 対す る 、 人 生 面 に お ける 、 搾 取 。 


女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 近 卵 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


性 に よる 、 反 卵 相手 の 男性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
性 に よる 、 抵 卵 相手 の 男性 に 対す る 、 人 生 面 に お ける 、 搾 取 。 


女性 に よる 、 不 倫 相 手 の 男性 に 対す る 、 身 体 的 な 搾取 。 


不倫 相手 の 男性 。 

彼 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
女性 自身 が 、 性 的 な 好意 を 寄せ る 対象 。 
/ 


それ ら は 、 双 方 と も に 、 性 的 搾取 に 当たる 。 
それ ら は 、 双 方 と も に 、 双 方 の 性 に よっ て 、 以 下 の よ うな 態度 で 、 行 われ る 。 
/ 


自然 で ある こと 。 
固 悪 感 が 、 無 いこ と 。 
/ 


それ ら は 、 双 方 と も に 、 以 下 の よ うな 結末 を 、 も た ら す 。 
実行 の ター ゲッ ト と な っ た 相手 の 異性 。 
その 人 生 を 、 潰 し て し まう こと 。 


それ ら が も た ら す 結果 。 

それ は 、 双 方 と も に 、 以 下 の (1 ) の 存在 に と っ て 、 以 下 の (2 ) の 内 容 に 、 該 当 す 
る 。 
(1-1) 

交際 相手 の 異性 。 

彼ら は 、 以 下 の 存 在 に 、 該当 する 。 

それ ら の 実行 の ター ゲッ ト と な っ た 相手 。 
(2-1) 

悲惨 その も の 。 


(1 -2) 

交際 相手 の 異性 。 

彼ら は 、 以 下 の 存在 に 、 該当 する 。 
それ ら の 実行 主体 。 

(2 

幸せ その も の 。 


それ ら は 、 男 女 の そ れ ぞ れ に お いて 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
性 的 搾取 。 
それ に 該 当 す る 行為 。 
それ を 、 引 き 起こ す 、 プ ログ ラム 、。 
それ は 、 遺 伝 的 に 内 蔵 さ れ て いる 。 
それ は 、 生 得 的 で ある 。 
それ は 、 自 然 で ある 。 
は 、 固 悪 感 を 伴わ な い 。 


社会 分 類 と の 関連 。 

(1-1) 

ー 夫 一 妻 制 の 社会 の 場合 。 

上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し や すい 。 

(1 -2) 

一 夫 多 妻 制 の 社会 の 場合 。 

上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し に くい 。 

男性 は 、 以 下 の (1 - 2 - 1 ) の 行為 を 、 以 下 の (1 - 2 - 2) の 内 容 と し て 、 考 え 
る 。 


の: 束 の き 六 1 
彼 自 身 の 全 て の 遺伝 的 な 子供 。 

その 子育て 。 

それ を 、 全 面 的 に 、 引 き 受 ける こと 。 
それ を 、 実行 する こと 。 

Ia の 


男性 は 、 そ の た め 、 以 下 の (1 - 2 - 3) の 内 容 を 、 特 に 感じ な い 。 
ドウ グ ェ き ) 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 

それ を 実行 する こと の 必要 性 。 


(2-1) 
男性 に お いて 、 経 済 的 な 余裕 が 、 不 足し が ち で ある こと 。 
そう し た 社会 の 場合 。 


上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し や すい 。 


に ペー グリ) 

男性 に お いて 、 経 済 的 な 余裕 が 、 十 分 に 保持 され が ち で ある こと 。 
そう し た 社会 の 場合 。 

上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し に くい 。 

男性 は 、 以 下 の (2 - 2 - 1 ) の 実現 の た め に 、 以 下 の (2 - 2 - 2 ) を 実行 する こと 
が 、 可 能 で ある 。 

の 旧 さき 20) 

彼 自 身 の 全て の 遺伝 的 な 子供 。 

その 子育て 。 

らき の 

経済 的 な 性 的 搾取 。 

それ を 、 余 裕 を 持っ て 、 受 容 す る こと 。 

男性 は 、 そ の た め 、 以 下 の (2 - 2 - 3) の 内 容 を 、 特 に 感じ な い 。 
2 ンー タク こ 8) 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 

それ を 実行 する こと の 必要 性 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


性 的 放 縦 。 
性 的 放 終 。 そ れ に つい て の 見 方 の 分 類 


性 的 放 縦 。 
生殖 行為 に お いて 、 行 為 の 相手 を 、 ど ん どん 受 え る こと 。 
生殖 行為 に お いて 、 行 為 の 相手 に 関し て 、 一 途 で 無い こと 。 


/ 

性 的 放 縦 に 対し て 、 上 厳し い 存 在 。 

物事 に 対し て 、 一 途 さ を 求め る 存在 。 例 。 異 性 の 世 愛 相手 や 配偶 者 に 対し て 、 一 途 な 愛 
情 を 貫く 者 。 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 が 、 哲 来 に わた っ て 確実 に 残る こと 。 そ の こと を 、 確 定 し た い 
者 。 

/ 


/ 

性 的 放 縦 に 対し て 、 覧 容 な 存在 。 

物事 に 対し て 、 変 節 を 認め る 存在 。 例 。 異 性 の 恋愛 相手 や 配偶 者 に 関し て 、 愛 情 の 対象 
の 相手 を 、 色 々 、 変 える 者 。 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子 擦 が 、 閣 来 に わた っ て 確実 に 残る こと 。 そ の こと に つい て 、 無 頓 着 
な 者 。 

/ 


// 

女性 の 性 的 放 縦 に 対し て 、 厳 し い 存在 。 
以下 の よう な 男性 。 

父 終 に な る 積もり の 男性 。 
以下 の よう な 女性 。 

息子 の 母親 。。 小 始 。 


生ま れ て 来る 子供 が 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 で ある こと 。 そ の 保証 を 、 持 つこ と か 出来 
が KA ご お い 

その こと の 回 避 。 

その こと の 禁止 を 、 社 会 的 に 要求 する こと 。 

/ 


/ 

女性 の 性 的 放 縦 に 対し て 、 芽 容 な 存在 。 
以下 の よう な 男性 。 

セッ クス が 好き な 男性 。 

多数 の 女性 に 対す る 種付け を 、 た くさ ん 行い た い 男 性 。 


以下 の よう な 女性 。 

娘 。 娘 の 母親 。 嫁 。 

生ま れ て 来る 子供 が 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 で ある こと 。 そ の 保証 を 、 持 つこ と か 出来 
る 選 と 。 

その こと の 実現 が 、 確 実 で ある こと 。 

/ 


/ 

男性 の 性 的 放 縦 に 対し て 、 上 厳し い 存在 。 

女性 。 

そう し た 男性 か ら は 、 妊 娠 し て も 、 捨 て られ て し まい 、 子 供 の 養育 を 、 独 力 で 行わ な け 
れ ば な ら な く な る 可能 性 が 大 きい こと 。 

そう し た 男性 か ら は 、 経 済 的 な サポ ー ト が 得 ら れ な か っ た り 、 途 紙 え て し まう 可能 性 が 
央 きい ゆこ ど 。 

男性 。 

彼ら 自身 に よる 、 女 性 と の 結婚 や 、 女 性 へ の 種付け 上 の 、 強 い ラ イ バ ル に な る た め 。 

/ 


/ 

男性 の 性 的 放 縦 に 対し て 、 覧 容 な 存在 。 

以下 の よう な 男性 。 

セッ クス が 好き な 男性 。 

以下 の よう な 女性 。 

男性 の 性 的 な 欲求 の 強 さ に 付け 込ん で 、 男 性 か ら 最大 限 の 経済 的 搾取 を 行い た い 、 女 
性 。 

/ 


生殖 行為 に お いて 、 行為 の 相手 に 関し て 、 一 途 さ を 求め る 者 。 
彼ら が 、 性 的 放 縦 に な る 場合 。 


// 

強 既 。 別 の 異性 か ら 、 セ ックス を 、 強 制 さ れる こと 。 

不倫 。 別 の 異性 か ら の 性 的 誘引 に 、 負 け て 、 つ いつ い 、 セ ックス する こと 。 
/ 

一 時 的 な 性 的 関係 。 衣 ぐ に 別れ る こと 。 

性 的 関係 の 中 期 的 な 維持 。 結婚 と 離婚 の 繰り 返し 。 

7/// 


(2022 年 1 月 初出 。) 


追加 内 容 。2023 年 5 月 中 旬 。 男 女 の 性 差 の 物 
質 的 根源 に つい て 。 


私 は 、 男 女 の 性 差 の 物質 的 根源 に つい て 、 新 た な 知見 に 到達 し た 。 以 下 は 、 そ の 要約 で 
ある 。 そ の 詳細 に つい て は 、 私 の 別 の 電子 書籍 を 参照 し て 下さ い 。 

地球 上 の 物質 に は 、 エ ネル ギー 性 の 物質 と 、 保 存 性 の 物質 が 有る 。 

エネ ルギー 性 の 物質 は 、 動 か す 力 を 持つ 。 保 存 性 の 物質 は 、 止 め る 力 を 持つ 。 

エネ ルギー 性 の 物質 の 代表 は 、 気 体 で ある 。 保存 性 の 物質 の 代表 は 、 液 体 や 、 金 属 固体 
で ある 。 

生物 一 般 は 、 液 体 性 で あり 、 保 存 性 の 物質 の 一 員 で ある 。 

生物 の うち 、 ウ ィ ル ス や 精子 や 男性 は 、 よ り 気 体 性 で エネ ルギー 性 の 性 質 を 持っ て い 

る 。 彼 ら は 、 仕 事 や 稼ぎ に 熱心 で ある 。 彼 ら は 、 補 給 や 治癒 や 保育 と いっ た 保存 行為 が 
不得 手 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 行為 を 、 液 体 性 生物 へ と 丸 投げ する 。 彼 ら は 、 生 物 の 
外延 で あり 、 生 物 界 の 周辺 や 外縁 に 位置 する 。 

生物 の うち 、 細 胞 や 卵子 や 女性 は 、 よ り 液 体 性 で 保存 性 の 性 質 を 持っ て いる 。 彼 ら は 、 

補給 や 治癒 や 保育 と いっ た 保存 行為 に 熱心 で ある 。 彼 ら は 、 仕 事 や 稼ぎ と いっ た エネ ル 
ギー 的 行為 が 不得 手 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 行為 を 、 気 体 的 生物 へ と 丸 投げ する 。 彼 
ら は 、 生 物 の 代表 で あり 、 生 物 界 の 中 心 に 位 買 する 。 

結局 。 男 性 性 は 、 気 体 性 の サブ カテ ゴリ で あり 、 エ ネル ギー 性 の 物質 の 性 質 の サブ カテ 
ゴリ で ある 。 女性 性 は 、 液 体 作 の サブ カテ ゴリ で あり 、 保 存 性 の 物質 の 性 質 の サブ カテ 
ゴリ で ある 。 従来 の 男女 の 性 差 に つい て の 知見 は 、 こ れ ら を サポ ー ト し て いる 。 

結局 。 男 女 の 性 差 の 存在 の 主張 を 、 性 差別 的 と し て 償 定 する こと 。 そ の こと は 、 気 体 と 
液体 と の 性 質 差 を 償 定 する こと に な る 。 そ れ は 、 物 理 法則 に 大 きく 反する 、 不 正 胡 な 行 
為 と な る 。 欧 米 や 日 韓 の リベラ ル の 人 た ちや ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 人 た ち 。 役 
ら は 、 今 すぐ 改心 し て 、 男 女 の 性 差 の 存在 を 認め る べき だ 。 

欧米 や 日 甲 に お ける フェ ミニ ズム 。 

そう し た 思想 は 、 今 後 は 、 以 下 の 方 向 を 取る べき で は 無い 。 保 存 性 物質 と し て の 女性 


に 、 仕 事 や 稼ぎ を させ よう と する こと 。 女性 の 男性 化 。 女 性 の エネ ルギー 性 物質 化 。 そ 
うし た 吾 周 : 

そう し た 思想 は 、 今 後 は 、 以 下 の 方 向 へ と 進む べき だ 。 女 性 本 来 の 保存 性 を 、 更 に 強化 
する 方 向 。 


BPR いて の 関連 情 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 
合 的 な 要約 。 


// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

それ ら の 、 和 全 接 的 な 、 延 長 で あり 、 反 映 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 


子孫 の 生育 に 必要 な 、 栄 養分 と 水分 。 
卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 寺 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結末 。 

未 誰 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 
者 で ある 。 

生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 
者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 す 
る こ 空 。 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 書 燥 を 、 一 方 的 に 許可 す 
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そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行為 を 、 行 う 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 
ずる こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 謗 引 す る 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 詩 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
男性 に 対す る 、 セ ックス の 詩 認可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借 用 。 
その 詩 認可 。 

その 権限 。 


男性 か ら の 求婚 。 

それ に 対す る 詩 庄 。 

その 権限 。 

生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存 
在 す る 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
で それら は 、 無 くず すこ と は ほ は 、 決し で 呈 来 ない 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 


世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 
も 、 同 様 に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確 認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生 活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 

女性 優位 社会 は 、 例え ば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 
男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 
男性 は 、 下 位 者 を 、 横 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せ 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 
す 。 

下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 横 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保身 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 する 。 


女性 は 、 下 位 者 を 、 隷 従 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 
最大 限 の 高慢 さと 尊大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封殺 し て 、 一 切 不 可能 に 
する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こ 
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下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許さ な いこ と 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無 い 、 密 閉 空間 に 臣 禁 する こ 
の ie 
上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘 着 的 に 、 行 われ れる こと 。 
下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 
待 し 続け る こと 。 

/ 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で あ 
る 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 
上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 交 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 導 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 

女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差別 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を 、 対 外 的 
に 、 隠 蔽 する 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排 
他 性 。 

その 内 部 情報 の 義 公 開 性 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 そ を の も の を 、 対 外 的 

に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 
その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 紋 事 の 理想 の 主張 に 
過ぎ な い 。 

それ ら の 行為 は 、 全 て 無 駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 合 定 す る こと 。 
性 差別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 貢 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す 
る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様 
式 の 思想 。 

それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 肉 別 する 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 

家畜 の 恒常 的 な 居 殺 。 そ の 必要 性 。 

そう し た 見 方 

私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され 
る 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 
で きる 。 


人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 
人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 


自己 の 増殖 。 


それ ら の 人 本質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 倫 求 
を 、 生 み 出 す 。 

私 的 な 生き や すさ 。 

その 、 飽 く な き 追求 。 

それ へ の 倫 求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 
み 出 す 。 

有 能 性 の 獲得 。 

學 得 権益 の 獲得 。 

それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生 
じ さ せる 。 

生存 に お ける 、 優 位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 
み 出 す 。 

社会 的 優劣 関係 。 

社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾 
取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 非 を 、 回 避 不 可能 な 形 
で 、 も た ら す 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 

そう し た 原因 や 生き に くさ か ら 逃 れる こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し 


て 、 実 現 出 来 な い 。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で あ 
る 。 

人 間 の 原因 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ 
て いる 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 斉 り 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 人 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 。 

生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 臨 す る こと 。 

そう し た 見 方 。 


生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 
絆 り 返す だ け で ある 。 

生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で 
ある 。 

生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 

それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た 
ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 

そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て い 
と 

そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 協 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お い 
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そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 す 
る 。 
以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ どっ た 形質 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し 
て 、 以 下 の よ うな 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 
生物 の 形 能 は 、 自 己 複製 と 突然 変異 に より 、 常 に 変化 す 


る 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保証 し な い 。 
より 望ま し い 状 態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


/// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

半数 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 
それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう 
に S デ 充 的 に 決定 し た 、 


それ ら の 背 応 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 
キリ スト 教 。 

進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思 
相 . 

それ ら の 内 容 を 、 根本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する 
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国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女性 優位 社会 の 関 
王 の 度合 い 。 

その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 
会 的 内 実 。 

それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に 
よっ て 、 完 全 に 満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 串 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


/7// 
私 の 書籍 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 還 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た 、 社 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと か 出来 る よう に する 
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その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優 位 に 立っ て いる 、 男 
性 優位 社会 。 

それ ら の 弱体 化 。 

女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 

札 が 。 それ を 、 手伝う こと 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 経っ て も 、 な か 
な が が 持つ こと が 出来 な い ご と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ を の も の を 、 心 の 旗 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り 
も 、 優 先 す る こと 。 


彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 拝 他 性 や 閉 鎮 性 。 
彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 
い 挑 抗 感 を 持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 朋 性 。 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏襲 ば か り を 優先 する 


の 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 うこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 
その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 
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筆者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当 
た っ て の 方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 
生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生 物 に と っ て の 生存 可能 
性 。 生 物 に と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こ 


の 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で あ 

る 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 次 的 に 、 療 で ある 。 そ 
れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 最 上 位 の 社会 的 地位 の 獲得 。 形 権 の 獲得 。 獲 得 し た 
既得 権益 の 鈴 持 。 

社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 有 能 性 の 獲得 に よる 、 社 会 的 上 昇 。 社 会 的 時 命 の 生 
成 に まる 。 四 ま の 5 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 
その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 
を 知る こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 准 酷 で 厳し く 壮 
束 な 内 容 で ある 。 そ の 受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ 
れ ら を 、 効 率 良 く 生 み 出 す 方 法 。 そ の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 
当たっ て の 勘所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 
動向 を 常 ( 5 清 隊 し 写 お おど と 。 そ れ ら の 行為 
は 、 以 下 の 内 容 の 源泉 に な る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 
説得 力 の ある アイ デア 。 

め る デイ デア ( 9 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 
見 通し が 立っ た 場合 。、 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん ど 
ん 書き 出し て 、 本 と 。 真実 に 近 そ うな 、 説 
明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん どん 生み 出す こ 
と 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難 和解 な 説明 を 避け る 
eK 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 
完全 な 検証 は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 
を 、 最 優先 する こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行 為 と 
同様 で ある 。 簡 洒 で 分 か りや すく 使い や すい コン 
ビュ ー タ の ソフ トウ ェ エア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 


/ 

私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
/ 


それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 
記 の 内 容 で ある 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下位 概 金 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 

/ 枝葉 性 
/ 個別 
/ 応用 
/ 具体 
/ 混合 1 
/ 粗 放 I 
/ 変動 
/ 局所 
/ 例外 性 。 

/ 疾 定 式 性 。 

/ 複雑 性 。 

/ 三 論 理性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 三 客 観 性 。 
新規 性 。 / 既知 性 。 

破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 義 効 率 性 。 
結論 性 。 / 中 途 性 。 


ロロ HH 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


抽象 


時 
ls O O O ls ls 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 
を 、 最 初 か ら 、 最 上 八 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 
要約 性 。 


抽象 


定式 


35 し て 、 文 章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こ 


0 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 衣 ぐ に 、 本 文 に 
マー ダグ し で の いく ご と 

それ ら を 、 最 優先 する こと .。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ 

回 = 和 95 が 。 0 の 人 計 味 の 語句 を 、 使 わな いこ 
e 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作 
成 の 方 法 へ と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作成 の 技術 。 

クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 

アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作成 へ の 応用 。 
頻繁 に 、 以 下 の 行 動 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プ 
ロー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 
用 し て いる 。 

従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 
に お いて 、 括 効率 で ある 。 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


令 合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 部 な 者 か ら の 視点 。 
社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 人 迫害 され 、 追 放さ れ 、 
隔 さ れ た 者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 稚 患 し た 患者 か ら 
の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か り し た 者 か ら の 


視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す こ 
と を 、 社 会 的 に 拒 紙 さ れ た 者 か ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ 
の こと を 、 運 命 付 けら れ た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の すい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 
得 ら れ な いこ と 。 そ の こと が 、 予 め 確定 し て いる 者 か 
ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 有 人 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な い 
こと 。 そ の こと が 、 予 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
愉 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 
虐待 や 搾取 を 受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 
し て いる 者 か ら の 視点 。 

そう し た 者 に よる 、 生 物 社 会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 
告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 人 本質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の よ うな 人 々 に よっ 
て 、 大 きく 妨害 され た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧 米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 
性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 
彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 


彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 
的 に 。 妨 天 し 、 禁 目 し で いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 次 的 な 共通 性 。 
彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 列 
し 、 売 別 つく する 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 
多 で 、 計 張 し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き 
は 、 決 し て 認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 
の 内 部 の 真実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 控 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 
妨害 し た 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か 
ら 、 狂 わせ 、 破 壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も っ て いる 。 
私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 西 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 


理解 させ た い 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た 
い 。 

4 

男女 の 性 差 に お ける 、 上 真実 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 上 真実 。 

// 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ 
の 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隅 
離し た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 全 賊 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た す 
ら 、 観 察し 続け た 。 


その 結末 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 償 江 する 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
/ 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 

/ 


その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 

彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 す る こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こ 
6 

/ 


私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 
私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 
/ 


私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 
作成 し て いる 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 
内 容 を 、 日 々 、 熱 心 に 、 改訂 し 続け て いる 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 
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Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干 性 。 混 気 。 混 度 的 感 党 。 対 
湿度 的 感知 。 性 格 混 度 。 社 会 混 度 。 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Cyxocrps. Mokpora. CeHcartr 
BJI4KHOCTIM. BOCITDMTTHe BJIaKHOCTI. JITHHOCTH 誠 
BJIaKHOCTb. COIIIaJIbHa BTTAKHOCTb. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020)0 ドラ イ さ 。 ウェット さ 。 混 度 
の 感覚 。 湿 度 の 知覚 。 性 格 の 混 度 。 社 会 の 湿度 。 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and hqunds. Classification 
of behavior and society. Applications to life and humans. 
Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 和 液 体 。 行 入社 会 的 分 
和美 。 在 生活 和 人 美 中 的 成 用 。 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Ia3Er 水 LKOcTI. 
KJraccrDHKaTtr IIOBe ル CH I OOILCCTBa. IIDrMeHeHre K 

水 I3HH II HCJTOBGKYV. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of Iivability. 
Functionalhism of life. Society as Ife. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 宜 居 的 要素 。 生 活 的 功能 主 又 。 
社会 即 生活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) う jreweHrpr 6aTOyCcTDOeHHOCTI. 
①yHKrtrOHaJTbHOCTb 汽 I3HI. ひ 0recTBO KaK 3Hb. 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 主 
義 。 生 物 と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a 
system. History for Iife. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 太 史 的 規律 。 訪 史 是 一 介 系 銃 。 
万 史 的 生物 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 3akogpr rcroprr. MIcroprg kak 
CHCTeMa. 上 CTODM Ha BCFO 水 H3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 
歴史 。 生物 に と っ て の 歴史 。 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal 
Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a 
Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母 恭 威 的 社会 理 傘 。 勢 母 
泰 的 社会 。 以 日 本 社会 丸 介 案 研究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) CorrrajrbHa TeODM 
MaTeDIHCTBa: OOImecTBo crTbHbIX MaTeDC 黄 . ITOHCKOe 
OOIecTBO KaK IDHMCD. 

Iwao Otsuka (Sep 13, 2020) 母 権 社会 論 - 強い 母 の 社会 。 
事例 と し て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. 
A society of acqulred settled groups. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定 居 群 
体 的 社会 。 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mexagrr3Mpr arrOHckoro 
oomecTBa. OOmmecTBO TDIO0DeTeHHpIX OCeJIbIX TDyTT. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 大 


的 定住 集団 の 社会 。 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慎 性 社会 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) grHeprrrogHoe o0mmecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 殺 社 会 学 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) HeMpocorrroJOTM 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric 
society to communication-centric society. The Progress of 
Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 人 以 交通 涼 中 心 的 社会 向 以 通 
信 入 中 心 的 社会 。 特 型 的 六 展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o6rmecTBa, ODMeHTDOBaHHOTO 
H8 TDaHCIIODT, K OOIICCTBY。 ODHCHTHDOBaHHOMY Ha 
KOMMYHIKaTII. ITDOTDecc TeDeXOIHOTO TDMOa. 

twao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通信 中 心 社 
会 へ 。 移 行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual - 
The Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 介 人 社会 学 - 元 素 乏 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrgororr mdHOCTI 

- づ JIeMeHTHbIM IIOIIXOII K COKDaIICHMFO. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 有 要素 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introducton Of A White Tax To 
Counter Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Noy 9, 2020) 引 入 白人 税 以 打 十 対 野 人 的 岐 祝 
Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) BBeerrre 0eOrO HaJIOTa JI 
TIDOTMBOICIICTBMI IHCKDIMIHaTIHIHT HCDHbIX 


Iwao Otsuka (Noy 9, 2020) 愚 人 差別 対策 と し て の 白人 税 


導入 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

twao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 互 感 党 、 知 党 。 明 選 暗 。 
温暖 寒冷 。 便 和 次 。 松 互 欠 。 味 編 放 松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JIrqHocrTp I OILYTIeHT 
BOCIIDITIC. じ BeTJIOC I TECMHOG. 1eIIO I XOJIOIHO. 1BeDbIM 
I MATKHM. じ BO0OIHpIM H TVTO 黄 . HaTrDa2KeHHbIM 
DacCJIa0IeHHpIL. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 


冷 。 條 軟 。 緩 さと きつ さ 。 味 張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Noy 21, 2020) 母性 父性 。 母 朴 和 父 枚 。 父 
母 故 力 。 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprHcrBo  OTItOBcTBO. 
IMareDrrHcKa IOTIIOBCKa 和 BIACTb. POMITGJIH I BJIaCT5. 

Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex 
discrimination. They cannot be ehmnated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 13, 2020) 性 別 差 只 和 性 列 岐 祝 。 休 元 
法 消除 。 対 記 仙 行 社会 緩解 和 社 位 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIooBpre Da3Jmrrdrg 
AICKDYMMHaIIK TO ITOTOBOMY TDI3HaAKY. OH He MOTyT ObrTb 
YCTDaHeHpI. じ OIIKaJbHOC CMTHCHIIC HI KOMIICHCaAIILH 38 HIX. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 群 体 社会 的 机 制 。 女 
性 主 号 地位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexanrswMpr ormecTB 
TDIOODeTeHHpIX OCeIJTbIX TDYIT. 川 OMrHrDOBaHMe 水 CHIIIHH. 
Iwao Otsuka (Dcec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resOurces. Ther advantages and disadVantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 次 源 的 所 有 和 考 所 有 。 其 
利 氷 。 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BjianeHrre II He BIaICHrC 
DecyDCaMI. LTx DerMyTIeCTBa H HCLOCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 括 所 有 。- そ の 利 
上 と 欠点 。 


7 い \ 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economic disparity. Causes and solutions. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 財 富 選 盆 内 。 待 済 差 距 的 出現 。 
原因 和解 決 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) bjrarorrorydre 0enHocTb. 
IIOBJreHrTe 93KOHOMrIHCCKOTO HeCDaBCHCTBa. IIDrHbr 
DerIeHI. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delhnquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 了 蔽 者 之 同 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) CorrgajrpbHbre IDecTYIIHMKI. 
HacTogTLM ITDeCTYTIHMK. Pa3HMIIa Me 水 刀 Y HHMM. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 
両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music VideoSs. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 湾 世 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak aca 水 aTbCg HTDOBbIMI 
MYy3bIKaJIbHbIMI KJIHIIAMI. 


twao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfillmg life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生活 的 生活 。 充実 的 生 
活 。 他 1] 的 源 共 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 r3Hp, OcTOMIHag 水 3HI. 
IIojHlorreHHag ※※3Hp. MTcTOdHrk MX. 


twao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ 


れ ら の 源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 徳 駅 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あり が と う ご ざ いま す ! 

私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読者 の 皆様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 

自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https:/www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下さ い ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 社会 学科 を 卒業 し た 。 
私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の 1 種 区 分 
の 、 社 会 学 の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の 1 種 区 分 
の 、 心 理学 の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 糸 大 手 IT 企業 の 研究 所 に 勤務 し 
て 。 ヨコ ンピュータ の ソフ ント ウェ エア の 試作 業務 に 従事 し 
た 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 健 活動 に 専念 中 で あ 
る 。 
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